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はじめに 
 
 
1. はじめに 
 
日本語は英語やブルガリア語、ロシア語などのヨーロッパ諸言語と比べて擬声語・擬態
語（オノマトペ）の豊富な言語である。後者は擬声語・擬態語の数が比較的少なく、一般
名詞や動詞など、語彙化されたものが非常に多い。従ってヨーロッパの言語話者にとって、
動物の鳴き声や物の音などの擬声語・擬音語を想起することはしばしば困難を伴う。その
理由として大人の世界では擬声語・擬音語の出現頻度が非常に少ないこと、そしてその代
わりに様々な擬声語・擬音語語源の動詞が利用されることが挙げられる。例えば日本語の
「犬がわんわん鳴く」は、ヨーロッパ諸言語では動詞の bark（英語）、лая （ブルガリア
語）、лаять（ロシア語）など、また「猫がにゃあにゃあ鳴く」は動詞の mew （英語）、мяукам 
（ブルガリア語）、мяукать（ロシア語）などで表わされる。 
上述の例のように日本語においては音などを表わす際、例えば「なく」という動詞に「わ
んわん」や「にゃあにゃあ」などの擬声語・擬態語が一般的に付加される。即ち、日本語
の場合擬声語・擬態語は、ヨーロッパ諸言語と比べて発達していると言えよう。このよう
に日本語において擬声語・擬態語が多く存在するが、多くの言語学者 1はこのことを日本
語の動詞の数が少ないこと、そして他の言語のように多様な動詞の使用が不可能なことに
よると説明している。つまり、日本語の動詞の種類が少ないが為に、多種の擬声語・擬態
語が発達したというのである。 
しかしこの問題は上述の解釈に限定されない多様性を持っている。即ち、ここには物事
の性質などに対する日本人の感受性という問題が深く関与していると考えられる。この点
については例えば大野(1978)が指摘しているように、「日本人がものの性質を普遍的な概念
でとらえて、その性質を分析的に表現するよりも、ものの状態から受ける感覚をそのまま
言語の音に写してそのまま単語として表現する 2」という手法は昔から多く用いられてき
たと思われる。またこのようなことから日本語に抽象的な表現が少ないこと、更にそれに
対する擬声語・擬態語が多く存在することが生じたと推測できる。 
更に日本人は擬声語・擬態語による表現において、単に物事の音や状態を客観的に表現
するのみならず、様々な程度ではあるが、自分自身の情意や感覚とを融合させて表現する
ようである（大野(1978)を参照）。このような点を鑑みると、日本語の擬声語・擬態語は単
に物事の音や様子を純粋に模写することのみならず、日本語の語彙における特別な「感じ」
をもたらす一群の言葉であり、更に多くの人によって指摘されているように、「感覚のこと
ば」、「身体的リズムのことば」、あるいは「感覚や感性のことば」 3であることは当然のこ
とになろう。 
擬声語・擬態語にこのような性質が見られるのは、それらにおいて最も特徴的と言える
音（表現面）と意味（内容面）とが密接に関係している(sound symbolism)からである。
                                                  
1  佐藤(1977)、Hirose(1981)、Hamano(1998)などである。 
2  大野(1978)、 p. 71. 
3  苧阪(2001)を参照。 
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つまり、オノマトペにおいては音形によって様々なイメージや意味的なニュアンスが生み
出されえる。更にこのイメージや意味的なニュアンスには評価的な面も見られる。例えば
「さらさら」のように「良い」、「プラス」の意味的な評価を持つオノマトペもあれば、「ど
ろどろ」のように「悪い」、「マイナス」評価を持つものもある。 
オノマトペに見られるこの独特の性質は日本人の日常の言語世界において活かされて
おり、オノマトペそれ自体も不可欠な言語要素となっている。更にオノマトペは日常会話
にとどまらず、商品名、広告、漫画、料理本、家庭本、文学作品など、様々なコンテクス
トにおいて幅広く用いられている。そして日本の小学校では子供が正しくオノマトペの音
のイメージを理解できるように教育がなされている。これらのことは、日本人が擬声語・
擬態語に対して強い意識を持っていることを示している。 
このようにオノマトペは言語組織において他の語彙には見られない、独特の役割を果た
しつつ、多用されており、更に音韻的、意味的、統語的に特徴のある規則的な体系を持っ
ている。しかしそれにも関わらず、言語学界では幼児性・非論理性の言葉、あるいは「品
のない言葉」 4と考えられてきた。このように従来の言語研究では重要な研究対象として
ではなく、周辺的な問題として軽視されていたのである。 
このようなオノマトペの二次的な位置は言語研究だけではなく、第二言語教育において
も見られる。上述のように擬声語・擬態語は他の語彙とは異なって、具象性
(representation)が低い。つまり象徴的な意味を記号的に変化させる機能を持つため、日
本語の非母語話者にとってオノマトペの意味の推測やそれらが持つ微妙なニュアンスの理
解などは困難となっている。こうしたことからオノマトペは、日本語の学習において極め
て重要な要素であるにも関わらず、これを扱う教材が少なく、その教育も充分ではない。 
 上述のことから明らかなように、擬声語・擬態語には母語感覚とオノマトペの使用の問
題や第二言語教育など様々な問題が関わっているため、擬声語・擬態語の体系を明確化す
る必要性がある。 
以上のような問題関心から本論文は、オノマトペの音象徴、つまり擬声語・擬態語にお
ける形態と意味の相関関係を研究対象とする。更に音象徴においては音のイメージだけで
はなく、その「音」が及ぼすオノマトペの全体的な意味的評価性（あるいは評価的な意味）
についても考察する。そして研究アプローチとしては擬声語・擬態語の音象徴における独
特の 3 つの問題（母音「e」、濁音や拗音）に対して、その分布や意味における諸特徴を考
察する。更にこれらの分布から確認される諸特徴の考察に基づいて、それらの意味的・評
価的諸特徴を用例に依拠しつつ、文脈において明確化していきたい。 
本論文の目的はこれらの諸分析に基づいた形態と意味との相関関係に見られる一般的
な規則として、分布的に有標的な(marked)ものが独特な意味を及ぼすことを証明すること
である。 
 
2. 論文の構成 
 
本論文の構成は以下の通りである。 
                                                  
4  西原(1979)を参照。 
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第 1 章では擬声語・擬態語と深く関わるいくつかの問題を論じる。最初に音象徴の歴史
的な概念を考察する。その際、先ず古典古代から現代に至る西洋言語学の主要な先行研究
を概観する。その後、日本の言語学における音象徴の概念を取り扱う。ここでは「言霊」
のような神秘的かつ非言語学的な概念から出発し、音義説や現代言語学における日本語の
擬声語・擬態語の主な研究を再検討していく。 
次にオノマトペの定義及び、形態的・統語的特徴を他言語との比較を行う。具体的には
英語、ロシア語、ブルガリア語などのインド・ヨーロッパ諸言語との比較から、それらと
の相違点などに言及する。更に擬声語・擬態語の意味的評価性について論じていく。ここ
では「評価性」の一般的な概念を明確化し、日本語のオノマトペの音象徴上の評価性を具
体的に扱う予定である。またオノマトペの意味は語彙論的領域に属する問題と考えられる
ため、日本語において「ひらいた」性質 5を持つ語彙体系の特徴や問題も考察すると同時
に、それらに関わるオノマトペの音象徴の研究に生じる問題点を指摘する。 
第 2 章、第 3 章、第 4 章では、従来の日本語のオノマトペ研究において十分に研究され
てこなかった 3 つの問題（母音「e」、濁音、拗音）をそれぞれ考察する。具体的に、第 2
章では母音「e」の問題を扱う。そして第 3 章と第 4 章ではそれぞれ濁音と拗音という問
題を個々に論じていく。 
本論文では母音「e」、及び濁音や拗音を擬声語・擬態語の組織における特別、かつ有標
的な存在として捉え、和語の場合、これらが一般語彙においては制限された、偏りのある
分布を持つことを証明する。母音「e」、濁音や拗音はその分布から判断すると、二次的で
周辺的な役割を果たしている。更にそれらは、音と意味とが密接な関係にある擬声語・擬
態語の場合、その意味的な特徴にまで影響を及ぼしている。本論文ではこれらの問題に特
に焦点を当てている。つまり、母音「e」を含むオノマトペ（「けっけと笑う」、「へらへら
する」など）は、「下品さ・不適切さ」という意味を持つ。これに対して語頭に濁音を含む
オノマトペ（「ざらざらする」、「だらだらする」など）は、「不適切さ・汚い・鈍い」とい
った悪いニュアンスの他、「重い・大きい・強い」といった意味を表わす。更に拗音を含む
オノマトペ（例：「ぴょこぴょこ」、「きょろきょろ」など）は「子供らしさ/かわいらしさ」、
あるいは「子供っぽさ」、「しまりがない・形がきれいに整っていない・不快感」、「騒音
(noisiness)」、「多様性」などを表わすのである。 
これらの意味から判断するとオノマトペには「良い」・「プラス」、あるいは「悪い」・「マ
イナス」、時には「ニュートラル」といった意味的な評価の要素が出現する。第 2 章・第 3
章・第 4 章では用例に依拠しつつオノマトペが持つこのような意味的評価性に基づいた分
析を行う。そして母音「e」や濁音、拗音を持つオノマトペの基本的な意味（辞書の定義）
からみた評価性や、文脈からみたオノマトペの意味的評価性に基づいた分類も行う。具体
的には、擬声語・擬態語が持つ基本的意味から判断して文脈においてそのままの意味で使
われるもの、あるいは文脈によってその基本的な意味が異なる用法を示すものの 2 つに分
類する。そしてこれらの分析を踏まえた上で個別的な問題を比較し、第 5 章では最終的に
母音「e」、濁音、拗音を含む擬声語・擬態語において見られる意味的評価性を一般化して
いきたい。 
                                                  
5  この問題について第 1 章で詳しく説明する。第 1 章(3.3.)を参照。 
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本論文において母音「e」を初め、濁音、そして拗音の順で章立てにした理由は分析か
ら得られた結果にある。即ち、母音「e」を持つオノマトペの意味的評価性はこれら 3 つ
の問題の中で最も明瞭なものとなっており、その基本的な意味において曖昧な点がほとん
ど見られないからである。多くの場合、母音「e」を含む擬声語・擬態語は「マイナス」の
ニュアンスを持ち、偏りが見られない。更に文脈においては濁音や拗音とは異なり、母音
「e」を含むオノマトペの基本的な意味と異なるニュアンスで使われるものが少ない。一方、
拗音の意味的な評価性は最も広範なものとなっており、「ひらいた」体系を持つと言える。
従って「プラス」から「マイナス」、更に「ニュートラル」の意味的な評価へと分類するこ
とが可能である。またその拗音を含むオノマトペの意味的な評価性は基本的な意味や文脈
においても固定しないものが比較的に多い。一方、濁音及び拗音においてはその意味的な
効果は徐々にぼやけてきており、不明瞭になっていく。このような点を考慮して本論文は
比較的単純な問題から複雑な問題という順で論を進め、このことは重要な意味を持つこと
になる。 
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第 1 章 問題の提起 
 
第 1 節 Phonosemantics の概念 
 
1.1. 西洋言語学における Phonosemantics の概念について 
 
1.1.1. 問題の提起 
 
Phonosemantics という用語は、文字通りに phono-「音、声」と semantics「意味論」
から成り立っている。簡単にまとめると「音の意味論」という意味をもつと言える。本章
ではこの Phonosemantics において共通にみられる学説的なアスペクトを検討する。 
「モノ」の名前を指し示す音声と意味との関係は言語学の分野以外でも東西諸家の間で
様々な議論の対象となってきた。 
儒教の祖である孔子によると、「名前」とその「意味」とは密接に結び付くものである。
また前者は後者に適用されなければならない。これに対して、道教徒は、「名前」と「意味」
の関係を恣意的なものとみなしている（Jakhontov(1980)を参照）。 
また古典期ギリシアの哲学者の中で「言語記号」の恣意性という考えを最も熱心に説い
ていたのはアリストテレスである。アリストテレスによると「言語記号」とは「音」であ
る。しかしこの「音」と「言語記号」の意味との関係は自然な関係ではなく、恣意的な関
係であるとしている。これに対してプラトンは反対の立場に立っている。プラトンは『ク
ラテュロス』(Cratylus)の中で言語記号と意味の間の非恣意性的な関係について、またそ
れぞれの「音声」と「所記」の特質との関係について興味深い考察を行っている
（Perelmuter(1980a, 1980b)を参照 )。例えばこの『クラテュロス』の中のソクラテス
（Socrates）とヘルモゲネス(Hermogenes)の間の対話には次のような箇所がある。 
 
「実際文字と綴で模倣されて事物[の姿]がくっきり顕わになるなんて、確かにおかし
なことのように見えるだろうと思うがね、おおヘルモゲネスよ、しかしそれでも、そう
あることが必然なのだ。なぜなら最初の[第一次的な]名前の真理性の根拠としては、こ
れ以上に良いものを、われわれは何も持っていないのだからね。」（『クラテュロス』、p. 
128） 
 
即ち、ソクラテスは｢名前｣とその「意味」との関係が自然な関係であると主張しており、
更にこの引用部分の後では言語記号の形態と意味のPhonosemantics的な関係を証明しよ
うとしているが、残念なことに、ソクラテスが挙げようとする例は不充分なため、証明す
ることができていないと思われる。しかしこのソクラテスとヘルモゲネスの対話では言語
記号の恣意性 1という問題が扱われており、それが古くから認識されていたことを物語っ
                                                  
1  このソクラテスとヘルモゲネスの対話では、ヘルモゲネスは言語記号の必然的な性質に反論している。
これについては次のソクラテスとクラテュロスの対話からの引用においても明らかである。 
「それとも君には、ヘルモゲネスやその他大勢が言っている次のやり方の方が、もっと納得できるの
かね。すなわち、名前は取りきめられたものである、そして名前は取りきめをし、事物を前もって知っ
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ているのである。 
中世の時期、言語記号の議論は実在論者と唯名論者の間において行われた。この際、所
記と能記の間の関係は自然であるという実在論者の考えに対して、この関係を慣習的なも
のとみなす唯名論者の考えが対立していたのであった（Mladenov(1927)を参照）。 
一方、ストア主義者は言語記号(semeion)が両面的な性質を持つものであり、更にこの性
質が所記(semainomenon)あるいは「意味」と、能記(semainon)あるいは「意声」の相関
関係から成り立っていると考えていた。（Ufimtseva(1987)を参照）。Eco Umberto(1993)
によると、ストア学派においてこの言語概念と記号概念の関係ははっきりしていない。し
かし、言語記号は両面的な性質を持つとしたストア学派の考え方は後の Phonosemantics 
という学問に大きく影響したのである。 
ストア学派に始まる記号の両面的な性質という概念は、中世の哲学者たちの議論を経て、
20 世紀初頭にはソシュールによって学術的に発展させられることになった。そしてソシュ
ール(1940)は言語記号論(Linguosemiotics)の学問的基盤を構築している。ソシュールによ
れば、言語記号の性質とは「二面を有する心的実在」であり、またその二面はかたく相結
ばれている。更にソシュールはこれらの関係を以下のような周知の図として表わしている。 
 
図 1 
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ソシュールは「signe（言語記号）」のこの二つの要素をそれぞれ  「signifié （所記）」
と 「signifiant （能記）」と名付け（以下の図 2 で示されているように）、言語記号には
これら二つの本原的特質があるという考えを構築したのである。 
 
図 2 
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ている人たちに対して事物を表示するのである、そしてこれこそ名前の正しさ[規準]である、取りきめ
こそね、そして、だれかが現在一般に取りきめられているとおりに取りきめても、また反対に現在“小
さい”と名付けられているものを“大きい”と呼び、“大きい”と呼ばれているものを“小さい”と呼ん
でも、そこに何らの違いもないというわけだがね。」（『クラテュロス』、p. 151） 
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この二つの特質とは、記号の恣意性(arbitraire)と能記の線的特質である。この場合の恣
意的とは、能記を所記に結び付ける関係が恣意的であることを指す。即ち、イヌを「イヌ」
と言い、ネコを「ネコ」というとき、そこにはなんの必然的な事情はなく、たまたまそう
呼んできたにすぎない。つまりイヌを「ネコ」と名付けてもよかったし、またネコを「イ
ヌ」と名付けてもよかったのである。 
二つ目の本原的特質「能記の線的特質」とは、能記が聴取的性質のものであり、時間の
中にのみ展開し、その特質が次の二つの特徴を持っていることである。 
 
― 拡がりを表わすこと 
― 「この拡がりはただ一つの次元において測定可能である :すなわち線である。」 
 
またソシュールは、言語と文字がそれぞれ異なった記号を持つ全く別の体制であり、後
者の役割は前者を表現することに限定されると述べている。 
Hjelmslev(1961)はこの「言語記号の理論」を発展させている。彼の理論はソシュール
の Linguosemiotics 概念よりも抽象的、普遍的と思われる。Hjelmslev は「所記」と「能
記」の代わりにそれぞれ「表現面(expression plane)」と「内容面(content plane)」という
用語を作りあげた。Hjelmslev によるとこの二つの面の間には「記号機能(sign function)」
が存在しており、これらを構成する役割を果たす。更に表現面と内容面はこの「記号機能」
において二つの「機能体(functives)」でありながら、「相関関係(solidarity)」にあると考
えられている。 
更に Hjelmslev は言語記号の以下の４つのレベル（strata）に区分している。 
 
― expression-substance=sound chain「表現の実質」 
― content-substance=thought form of expression「内容の実質」 
― expression- form「表現の形式」 
― content-form「内容の形式」 
 
Hjelmslev によるとこの「表現の形式(expression-form)」と「内容の形式(content-form)」
とは言語言理学の対象である。それぞれの実質はこの二つの形式によって存在し、形式が
意図的に投影されることによって実質が現れる。言理学において「表現の形式」の最小の
単位は「表現素(ceneme)」（ギリシア語の kenos「空（から）の」から作られたもの）、ま
た「内容の形式」の最小単位は「内容素(plereme)」（ギリシア語の pleres「完全な」から
作られたもの）である。即ち「表現素」は表現面における構成体をなして、母音と子音を
含むものであり、不変的なものとして考えられている。一方、「内容素」は内容面における
構成体をなすもので、語基と派生要素を含むものであるとされている。 
上述のようにソシュールは言語記号の恣意性の概念を生み出したが、この場合の恣意性
とは所記と能記の関係に限定されており、話し手によって言葉の選択は恣意的であるとい
う意味ではないと主張している。この「言語記号の恣意性」については Ullman、Jakobson、
Vendryes、 Bloomfield など多くの言語学者が議論している。その中でも例えば
Ullman(1951)はこのソシュールの言語記号の概念が不完全であることを主張している。
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Ullman によると、言語記号の「恣意的な」性質がある一方、形態と意味との間には本質
的な繋がりが存在している。即ち、言語記号には「動機付けられ性」、あるいは「有契性  
(motivation)」という特徴がみられるのである。Ullman によると、語は三種の異なる仕方
で「動機付けられ性」を持つことがある。それは音韻論的、形態論的、意味論的なもので
ある。「形態論的な動機付けられ性」の具体例としては、複合詞や派生語が挙げられる。例
えば、複合語の「犬小屋」において「犬」と「小屋」は、どちらも「恣意的な性質」を持
つ。一方、これらが複合語となると、構成要素だけを知っていればこの単語の意味を推測
できる。 
更に Ullman は「意味論的な動機付けられ性」として、意味的な要素に基づいた、多義
語のようなものを挙げている。例えば、「机のあし」と「人のあし」の場合、人間のあしに
類似していることから「動機付けられ性」があると言える。しかし、「あし」という単語を
単独で用いた場合、それは明らかに「恣意的」である。 
「音韻論的な動機付けられ性」の例としては、擬声語・擬態語が挙げられる。これらの
場合、名は意味されたものを描いている。つまり、擬声語・擬態語は文字通り、それぞれ
語音による音響の模倣や、語音による運動の模倣をする性質を持つ。更に Ullman は、語
音と内容との本質的関係の存在によって、諸国語の擬声語の中に類似点がみられると述べ
ている。例えば、鳥のカッコウはフランス語では「coucou」、スペイン語では「cuclillo」、
イタリア語では「cuculo」、ルーマニア語では「cucu」、ロシア語では「кукушка」、ブル
ガリア語では「кукувица」、ハンガリー語では「kakukk」などとなる。 
更に、日本語などの表意文字（漢字）を使う言語においては、上述の Ullman がたてた
3 種に加えて第 4 種の「動機付けられ性」もみられる。これは漢字によって生じるもので
ある。例えば、英語の「aerofoil」の日本語訳に「よく（翼）（「銀翼」、「尾翼」など）」が
用いられるが、これは偶然ではなく、「翼」という漢字で書かれるからである（国立国語研
究所（宮島(1981)）を参照）。また、このようなことは次の例からも確認できる。「でんし
ゃ」、「じてんしゃ」、「じどうしゃ」という単語が仮名で書かれた場合に「しゃ」は意味を
持った要素であることが推測できるが、漢字で表記されると「電車」、「自転車」、「自動車」
のように、「くるま（車）」という漢字が入ることと共に、こられの単語は漢字によって意
味付けられていることが初めて明らかになる。 
他方、「蛍光灯」などのように、「ほたる」と「ひかり」を意味する漢字が加わることに
よって、単語の大まかな意味をつかむことが可能である。つまり、ある単語の具体的な意
味がはっきりとは分からないとしても、漢字による意味付けは形態論的、または意味論的
な動機付けられ性と同じように、少なくともその単語の内部形式を知る手がかりを与えて
くれるのである。 
更に外来語においても動機付けられ性がみられる場合がある。第１にある外来語が自国
語に定着した場合においても、基本的な単語からなる複合語の意味が分かりやすいのと同
じように、外来語であることは簡単に見分けられる。また第２に外来語には社会的意味付
けもみられる。例えばヨーロッパの諸言語では、ラテン語やギリシア語からの外来語は科
学・技術用語において用いられることが多いため、特定の科学的な分野（最も多いのは医
学用語などである）と結び付けることができる。このため、これらの外来語の知識を持つ
ことがインテリの条件とされることが今でも多い。このことは日本語では主として英語か
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らの外来語の場合にみられる。一方、ロシア語やスペイン語からの外来語のように、英語
と同じヨーロッパ系の外来語であるにもかかわらず、社会的意味付けが見られないものも
ある。 
これに対して Jakobson(1965)はソシュールの恣意性理論自体が極めて恣意的であると
厳しく批判している。しかしここでは言語の恣意性の問題にはこれ以上立ち入らないでお
く。 
Levitsky(1973)は、表現面と内容面の非恣意性的な関係について、多言語のデータに基
づいて洞察に富んだ議論を展開している。Levitsky によると、小さい物を表わす単語には
/i,e,y,m,p,l,s,k,n/のような音素が多く現れる。また大きい物を表わす単語では
/a,o,u,b,d,r,g/が主に用いられると述べている。 
現代言語学では、言語記号は多様性のある、階層的なものとして捉えられており、弁別
的、あるいは表現性の豊かな要素とみなされている（Jakobson・Waugh (1987)を参照）。
例えば、Waugh(1987)は詩歌の中の音声がその意味と同等な関係にあると述べており、更
に意味を生み出す力を持つとしている。 
 
1.1.2. Phonosemantics について 
 
現代の Phonosemantics は、主に「sound imitation system＝音の模倣方式（擬声語）」、
及び「sound symbolic system＝音象徴方式（擬態語）」に大きな関心を寄せている。その
際、音の模倣方式や音象徴方式における言葉の音韻構成とその言葉の意味の関係は必然的
なものとみなされている。つまり、それらにおいて言語記号の表現面と内容面との関係は
ソシュールの言語記号の「恣意的な概念」と正反対の反映的な性質を持つものである。 
更に Voronin(1990)も指摘するように、多様な言語における擬声語・擬音語 (sound 
imitative words)の音素構造はそれぞれ異なると同時に全てが類似した音響パターンを持
つ音素から成り立つという普遍的な現象もみられる。例えば「阻害音+低い母音+鼻音」と
いうパターンは鈍い音を表わす（英語の「dong」、インドネシア語の  「bam」など）。言
いかえると、多くの言語では能記(denotat)と音素パターンの間には必然的な関係が存在し
ているのである。 
一方、擬態語(sound symbolic words)では多くの場合、動作や様子、物質、大きさ、距
離、歩き方、感情や表情、精神的な状態を表わしている（Voronin(1990)を参照）。 
即ち、各言語の音は普遍的な音感を用いつつ、その言語固有の感覚を持っているという
ことである。 
更に、音象徴の主要素として共感覚(synesthesia)と動作学(kinesics)が存在する。共感
はプラトンからフランスの象徴主義者やヤコブソンに至るまで多くの議論が展開されてき
た。共感覚の例を挙げると、前舌（高）母音は「明るい、軽い、速い」といったことを連
想させる。また後舌（低）母音は「暗い、重い、遅い」といったことを連想させるという。
このことを理論的に説明すると、語音の音象徴と人間の感性に対する音象徴、及び運動象
徴・状態象徴との間には、共感によって共通の意味が認められることになる。 
これに対して動作学では、「kinemes」という単位を用いる。この「kinemes」という用
語は感情や感覚と共に生じる筋肉の動きを示すものであり、「 intra-kinemes」と
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「extra-kinemes」という分類がなされる。「intra-kinemes」とは、人間の認識において
知能過程と共起する反射的な運動を示すものである。他方、「extra-kinemes」とは、物の
動きや物質、特徴の描写を表わしている。 
このように音象徴の成立過程は上述のような要素によって説明される。 
Danchev(1983)は、言語記号の音素と意味との間の連想的な関係に関わる共感覚と動作
学が世界の言語において普遍的なものであると推測している。また音素が意味と直接に結
び付いているとしている。また Waugh(1987)によれば言葉の音声形態と言葉の意味には相
互に一致する潜在的な傾向がある。 
更に Ohala(1994)は、音象徴を４つの種類に分類している。そのうちの２つは擬声語と
擬態語に当てはまるものである。 
 
― Imitative sound symbolism（模倣的な音象徴）― 声や音を模写する擬声語・擬音語の
音象徴である。 
― Synesthetic sound symbolism（共感的な音象徴）― 擬態語の音象徴である。 
 
具体的には、ある母音や子音、または音素の組み合わせによって物事の状態や物事の
視・聴・触・嗅の特徴が表わされることを指す。Ohala は、後舌母音や長母音が大きいも
のを表わす時、また高舌母音や拗音が小さい物を表わす時に使われると述べている。例え
ば、小さい人に愛称として「Sue」を使うといった場合などである。 
各言語における各形態素がそれぞれ決まった音素構造を持つことによって各種の形態
素に音素構造パターンが存在するということは、言語記号理論と深く関わる問題である。
例えば語尾にみられる典型的なパターンは、一つの母音を含む構造である。また語根形態
素は二つの子音に挟まれた母音というパターンである（Kotova(1984)を参照）。このよう
な研究を最初に行った言語学者は Firth である。Firth は一定の意味の連想をさせる音素
の結合を「phonestheme（音表徴素）」と名付け、これらのリストを『Speech』(1930)と
いう本で紹介している。例えば「st-, gr-, gl-, sq-, str-」で始まる英語の単語は、多くの場
合、「long, thin, straight, narrow, stretched-out」といった意味と結び付く。しかしこの
際、Firth は Humboldt が主張した「inherent sound symbolism（固有音象徴）」の仮説
に対しては疑問を抱いている。即ち、音声は意味を持つと考えられるが、この意味とは固
有的なものではないという。更に多様な言語から収集されたデータに基づいた上で、明確
ではないが、音声と意味の関係には普遍的な要素もみられると述べている。 
また Bloomfield(1909)は、ドイツ語において「音声」の意味には音韻構造や調音が深く
関与しているとしており、音声の意味には階層的な性質が存在すると分析している。これ
について Bloomfield は、次のように述べている。 
 
“A high tone implies not only shrillness, but also fineness, sharpness, keenness; a 
low tone not only rumbling noise, but also bluntness, fullness.....” 
 
同時に音象徴研究の重要性を以下のように強調している。 
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“Since in human speech, different sounds have different meaning, to study the 
coordination of certain sounds with certain meanings is to study language.” 
 
Jespersen(1922)はこの音象徴を更に詳細に考察している。Jespersen によると高 /前舌
母音「i」は単語に「小さい」という意味的なニュアンス（例：wee, teeny）を加える。こ
れに対して低/後舌母音「a」は、「広い」といったニュアンス（例：vast, large）を保つ。
更に母音「i」には「quick, swift, vivid, blitz」など、「短い」や「素早い」というニュア
ンスも伴われるとしている。 
続いて Sapir(1949)は、この単語の「音声」と「意味」の密接な関係を現存する単語や
人工の単語のグループを用いて、母語話者の言語的な直感における、形態と意味との相関
性を実証する試みを行っている。その結果、母音「a」を持つ単語は多くの場合やや大き
なものを表わすが、母音「i」は母音「a」よりも小さいものを表わすとしている。つまり、
ある母音や子音は他の音より大きく聞こえるということである。更に Sapir は、「聴覚的
(acoustic)」ないし「運動感覚的(kinesthetic)」、あるいはその両者をこのような「無意識
的音象徴」に対する理由としてみている。具体的には、「聴覚的」とは「一定の母音の固有
の「音量(volume)」は他の母音の固有の「音量」より大きい」ということを指す。また「運
動感覚的」とは「ある母音を調音する際の舌の位置は、別の母音の舌の位置と対比して、
象徴的に大きいと無意識的に感じられる」ということである。この場合象徴は無意識、ま
たは直観の論理によって整えられる傾向を持つと考えられている。 
ま た Fisher-Jorgensen(1967) は Sapir と 同 様 の 実 験 を 行 っ て い る 。 し か し
Fisher-Jorgensen の実験結果は次の点で Sapir のものと異なっている。それは、
Fisher-Jorgensen は CVC という単音節における母音「i」と「a」の意味的な対立を単に
「小さい/大きい」としてだけではなく、これに「明るい/暗い(bright/dark)」、「角張った /
丸い(angular/round)」、「硬い /柔らかい(hard/soft)」、「軽い /重い(light/heavy)」、「緊張感
のある /緊張感のない (tense/relaxed)」、「きつい /ゆるい (tight/loose)」、「狭い /広い
(narrow/broad)」、「薄い/厚い(thin/thick)」といった意味的な特徴を加えている点である。 
一方、Diffloth(1972)は、韓国語の「表意音(ideophones) 2」における「音声」とその「意
味」の関係を探っている。Difflothによると音韻形態と意味とは非恣意的な関係にあり、
更に両者は密接に結び付いているのである。その際、「聴覚象徴(acoustic symbolism)」は
簡単に判別することができるのに対して、「表意音(ideophones)」の中には音を表わす単語
がないため、それを適用していない。また「調音象徴(articulatory symbolism)」は極めて
典型的なものであることを認めているが、運動感覚的な側面が絡んでくるため、その分析
は困難である。更にDifflothは「表意音(ideophones)」の中に意味的な要素として働く音韻
形態があるとしている。これらは単語の意味的な核となるものであるが、他の音素との組
み合わせによって様々な意味的なパターンを生成すると論じている。このようなDiffloth
の考えはFirthの「音表徴素(phonestheme)」に類似しているとも言えよう。Difflothは、
                                                  
2  A term sometimes used in Linguistics and Phonetics for any vivid representation of an idea in 
sound, such as occurs through onomatopoeia. In Bantu linguistics, it is the name of a particular 
Word class containing sound-symbolic words. (Dictionary of Linguistics and Phonetics. 1980. David 
Crystal) 
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このような音象徴的な傾向が表意音に限定されるものではなく、他の言語層（strata）に
も共通するものであり、普遍的な性質を持つ可能性を有するとしている。 
Malkiel(1987)は単語における子音の位置によってその単語の意味が変化する例がある
とし、子音の反復のように音象徴の普遍的な性質もみられると主張している。 
またWescott(1971)や Tanz(1971)は言語記号の音象徴について多くの研究を行っている。
例えば形態と意味との相関関係の分析において Wescottは英語においてぼやけた状態や鈍
い音を表わす単語の中で出現頻度の最も高い母音は、「vowel /ə/」であるとしている(例：
「muffle, mumble, blur, dust, dumb, dud など」)。一方、Tanz は、「普遍的な音象徴」の
存在を証明しようとしており、異なる語族に属する６つの言語において「here（ここ）」
と「there（あそこ）」という単語がほぼ同様であること、母音の一つだけが異なることを
指摘して、詳細な考察を行っている。  
更に Tanz が考察したように、言語の全てにおいて、高・前舌母音と低・後舌母音の対
立がみられる。そして「here」に相当する単語の全てが母音「i」を含むこと、「there」に
相当する単語は母音「a」や「o」を含むと述べている。 
このように音声と意味との関係に必然的な側面があることを立証する言語学者の数は
多いが、この中には Fonagy(1991)と Tsur(1992)も加えることができる。Fonagyは、/l/, /uw/, 
/y/や軟子音（tender consonants）が「優しい(tender)、やわらかい(soft)」といった印象
を与え、歯音や/ih/, /ax/, /dh/や中母音は「不快な(nasty)や暴力的な(aggressive)」意味を
連想させると述べている。また子音/m/は「心地よい(pleasant)」子音と考えられるとして
おり、子音/l/は「柔らかい(soft)、かわいい(sweet)、女性らしい(feminine)」というイメー
ジを与えている。これは楽しさを表わす文脈によく現れるとされている。他方、Tsur も子
音/l/などについて同様の考察を行っている。例えば Tsur は/l/を優しい流音としている。ま
た Fonagy と Tsur は共に子音/k/を「ざらざらした(harsh)、硬い(hard)、苦い(bitter)」と
している。更に Tsur によると、摩擦音は「かん高い、うるさい」といった意味を与える
ため、接近音(approximants)や母音ほど「美しくない」という。 
上述した前舌母音と後舌母音の意味的な対立は、Fonagy, Tsur, Jakobson・Waugh(1979)
によって考察対象とされている。但し彼らは次のことを付け加えている。例えば Tsur は
高・前舌母音/iy/を持つ音節を「軽い(light)、近い(near)、 小さい(small)、薄い(thin) 、
単純 (simple)」とし、Fonagy はこれを「小さい(small)、すばやい(agile)、優しい(gentle)、
美しい(beautiful)」としている。一方、Jakobson と Waugh は「小さくて、ささいな」母
音であるとしている。 
最後に Whissell(1999)は、Jakobson らの研究を一つの音素や単音節のレベルにおいて
だけではなく、テクストにおいても再検討しており、音素の意味に対して新たな結果を生
み出している。 
このようにこれらの研究者は音声と意味の関係の探求に加えて、音声が連想させる意味
が「気持ちよい」、「美しい」、「優しい」であるのか、あるいはそうではないのかなど、従
来の研究に比べて、この音声が与える印象において評価的な側面を創出しようと試みてき
たと言えよう。このような意味上の評価的な面は、本論文においても重要な考察対象とな
っている。これについては以下の節でより詳細に取り扱いたい。 
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1.2. 日本の言語学における Phonosemantics の概念について 
 
1.2.1. 日本の「音義説」 
 
日本の言語学において Phonosemantics 的な考えは「音義説」によって現れたというこ
とができよう。音義説とは、単語の各音、あるいは五十音図の各行の音に固有の意義（意
味）があるものとし、それに基づいて語の意味などを説明しようとするものである。その
根本的な思想は悉曇学に由来し、万葉集の研究が行われた 13 世紀の初頭（仙覚『万葉集
解釈』など）に起こり始める。その後江戸時代になると、五十音図の解析を超えて音本質
論が盛んになった。この研究に従事した人々は「五十音義派」と呼ばれ、もっぱら五十音
図によって音義説を説く一学派となった。更にこの学派の中には五十音図の各行に固有の
意義があるとするものと五十音図の各字に意義があるとするものがある。前者には井面守
訓『辞の音の貌』、清原道旧『言霊音義解』、鈴木重胤『語学捷径』、平田篤胤『古史本辞経』
などがあり、後者には橘守部『助辞本義一覧』、富樫広蔭『五十音図説』、堀秀成『音図大
全解』などがある。また江戸時代には五十音図の一つ一つの音に意味があると考え、それ
に基づいて語義や語源を説明しようとする学派も現れた。釈良鍐『伊路波天理鈔』や多田
義俊『和訓八例』、『伊呂派声母伝』などがその代表者である。一方、音声にある音義を認
めたのは、鈴木朖(1816)であった。鈴木は『雅語音声考』の中で言語の写声的な起源につ
いて説いており、更に音象徴に起源をもつ和語の実例を集め、言語の起源について述べて
いる。この中には擬声語や擬態語にあたるものがある。例えば「鳥獣虫の声をうつせる言」、
「人の声をうつせる言」、「万物の声をうつせる言」、「万の形有様意しわざをうつせる言」
などである。 
この他に、各音節に固有の意義があることを説こうとする「言霊派」といわれる一派が
あった。その学派の代表者として高橋残夢『霊の宿』、『言霊名義考』や林國雄『皇国の言
霊』などが挙げられる（「国語学大辞典」を参照）。この「言霊学派」の音義説が学問的な
根拠として用いていたのは、日本に古くから伝わる「言霊」信仰である。この信仰によれ
ば、『日本書記』や『万葉集』において言語に隠れた「霊力」というものは、古代日本人の
「神話」や「神言」という信仰だけではなく、人間の言葉にもあるとしており、言葉の内
容が実現すると信じられていた。「祝言・呪言、あるいはト占のことば、忌詞などは古代の
言霊信仰の影響から生まれ、古詞章・古語の神話的解釈、民間語源説解釈も、これから派
生した」（「国語学大辞典」、p.435）のである。 
 
1.2.2. 日本の「言霊」 
 
「言霊」信仰によると人間は言葉が発せられた時にこの霊力を働きかける。従ってここ
には自発的な（actively）利用、及び霊力の好ましくない効果を避けるためにその言葉を
禁忌にすることという二つの使い方があると思われる。例えば『万葉集』の「夕占問の歌」
には、言霊信仰と関係が深い「夕占問い」の風習がみられる。万葉人はうす暗くなる夕暮
れになると誰かよく分からなくなることからこの時刻に対して特に神秘的な印象を強くも
っていたようである。万葉人は、全ての物が影をあびる時、ものの精霊が働きだすと考え
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ていた。更に夕方、道の辻でもの蔭にひそんで、通行人の話、即ち言霊によって吉凶を占
うものであった（豊田(1980)を参照）。 
また同じく万葉集に収められた「名前の歌」によると、当時、ものの名前については名
前と実態が一つであったと信じられていたようである。例えば実際の名前を他人に知られ
ることは、当人の生命が薄れるとか、また名前を呼ばれれば、呼んだ人の許に行かなけれ
ばならない。更に名前に呪詛が加えられると呪われて傷つくと信じられていた。従って全
ての名は極秘にされた。しかし男性の場合、名前による自己表現が必要だったため、実名
の代わりに俗名を用いて生活をしていた。このように、万葉人はお互いの名前を秘密にし
たまま生活していたのである。 
言葉の持つこのような呪術的な力の信仰は現在においても見受けられる。例えば病院で
は 4 号室や 9 号室はあまり好まれていない。つまり 4「し」は「死ぬ」、9「く」は「苦し
む」という意味を連想させると考えられているからである。他には新婚者の前では「おわ
る」、「きる」、「わかれる」という言葉を使わないようにする。またお祝いの時には魚の鯛
やコブが出される。鯛は「めでたい」という意味で、コブは「喜ぶ」という意味で結び付
くからである。受験生の前では「おちる」、「すべる」、あるいはこのような意味と連想させ
る言葉（例えば「桜が散る」ちる→おちるなど）が避けられている。更に商品業界におい
ても霊力に関わる心理が上手に利用とされている傾向がみられる。2004 年にイギリスの
BBC 3でも報道されたように、ロッテのお菓子の商品名「キットカット」が、「きっと(絶対)
カット（される）」を連想させるため、受験では禁忌品の一つとなっていた。しかし 2004
年ごろからは同じ商品名が「きっと勝つ」と、結び付けて呼ばれるようになり、以前とは
全く逆の合格のお守りとされるようになった。同じような例も他に多数が挙げられる。 
上述のように言語学や Phonosemantics の根源は、言霊のような神秘的なものや音義説
のような民間慣習などに隠されているとも言える。もちろんこれは上代の日本人に限定さ
れない。様々な程度ではあるが、全ての言語集団に対しても言えることであろう。 
 
1.2.3. 日本語の擬声語・擬態語についての研究背景 
 
上述のように日本の言語学では、音義説や言霊の研究が無意識的にであろうが、早い時
期から日本語におけるオノマトペの多用と音と意味との反映的な関係について指摘してい
る。 
このように日本語における擬声語・擬態語の研究は音義説と言霊研究から始まったそれ
以降の研究では、オノマトペの形態的な特徴を扱うものが比較的に多い。しかしオノマト
ペの音象徴を考察するものもみられる。この日本語の擬声語・擬態語の音象徴を扱ってい
る研究の中には以下のようなものがある。 
浅野・金田一(1978)は、日本語の擬声語・擬態語に関する優れた辞書を作り上げた。そ
の中では擬声語と擬態語の由来に始まり、形態や文法、擬声語・擬態語の音と意味との関
連などが考察されている。特にこれらの音象徴の分析において、擬声語に関しては、実際
                                                  
3  http://money3.2ch.net/test/read.cgi/bizpluss/1105361130と
http://biz.nifty.com/news/ab/page.jsp?file=84&no=0を参照。 
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の音に類似した音を模写しているため、「特に言うことはない」としているが、擬態語の音
象徴に注目している点が特徴であろう。また擬態語における母音の意味的な特色の例とし
ては母音「i」が「小さいこと」や「運動が速いこと」を表わすのに対し、「a」、「o」の母
音はこれに対立する傾向があると述べている（例：「ころころ」対「きりきり」など）。ま
た一般の子音について、「k」、「t」が「堅いこと」を表わし、「s」が「摩擦感のあること」
を、「r」は「粘って滑らかなこと」を、「h」、「p」は「抵抗感のないこと」を、「m」は「や
わらかいこと」を表わすと述べている。この他に擬声語・擬態語にとって特徴的な存在で
ある母音「e」や濁音、拗音の音象徴も扱っているが、これらについては第 2 章、第 3 章、
第 4 章においてより詳細に検討したい。 
現在最大と思われる日本語の擬声語・擬態語辞典 Dictionary of Iconic Expressions in 
Japanese の編者の一人である筧(1993)は、一般語彙と比較しながら日本語のオノマトペの
特徴を考察している。筧は日本語の擬声語・擬態語の言語表現における一つの特徴として、
オノマトペが一般語彙より抽象度が低く、現実の場面により近いレベルにあるということ
を挙げている。従ってオノマトペ、特に擬声語には各言語の間に共通性がみられるのであ
る。この点については一般の語彙が示す恣意性とは反対の立場にある。更に筧によると、
もう一つの特徴はオノマトペが言語表現の中では他の要素から切り離された要素となって
おり、その意味では間投詞に類似した点があることである。そしてオノマトペも言語の進
化と同様に消失したり、変化したり、あるいは通常の語彙へ移動したりするような過程を
たどっているとしている。 
オノマトペが一般語彙よりも抽象性が低いと先述したが、この音象徴ごとの抽象度の度
合いはオノマトペの中においても異なるようである。この際、擬声語が一番具体的であり、
抽象度も低い。また擬態語は現実の音となって現れることがないことから、より抽象度の
高いものとされている。 
他方、具体と抽象にわたって活動するオノマトペも多数ある。この場合、「転用」は常
に具体から抽象に向かい、その逆はない。つまり、抽象的表現がある場合、具体的表現を
基にしているが、具体的表現があれば必ずしも抽象的表現も存在するとは限らない。この
ような点は日本語オノマトペの性質において極めて重要な点であると思われる。 
また音象徴とオノマトペとの関係を言語起源の観点から考察しているのは野間(2001)で
ある。野間は「オノマトペと言われる単語群は日本語の語彙の中で、ある特別な「感じ」
をもたらす一群なのだ」と述べており、同様に次のような問題を提起している。即ち、オ
ノマトペかどうかの境界は言葉を共時的な表面の中（語種論）で考えるのか、それとも通
時的な時間の流れの中（語源論）で考えるのかによって異なってくるというのである。 
オノマトペの起源を考える際、忘れてはならないことは漢語の存在である。通時的に見
れば、本来中国語のオノマトペであったが、日本語ではオノマトペとは感じられなくなっ
た単語も存在し、逆にオノマトペらしさが感じられる単語もある。例えばラ行音で始まる
単語は和語にはなかったため、ラ行音で始まるオノマトペは漢語あるいは外来語起源（「り
んりん」など）もしくは新しく作られたものである（「るんるん」など）。更に野間は、オ
ノマトペのうち擬声語については、言語の違いをある程度超えた、共通するところがある
のではないかと推測している。野間によれば、言語外現実が同じ場合、音そのものは同じ
ように聞こえるかもしれない。しかし、言語外現実の音が同じであっても、それを描写す
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る言語音が言語によって異なるため、擬声語・擬音語も言語上で異なって現れるようにな
るのである。 
野間は音象徴がオノマトペだけではなく、語彙体系や文法体系にも深く関与しており、
更に言語の総体においても緊密に張り巡らされているではないかという仮説を立てている。
これが正しいとすれば、言語はそもそもこのような音象徴のシステムに基づいて生まれて
きたとも言えよう。また、言語の中で生まれてきた単語が長期に渡る音韻変化を偶然に受
けてきたプロセスと見なすこともできよう。オノマトペの起源において、既にオノマトペ
とは感じられなくなっている単語が存在するということは、逆に全ての単語がオノマトペ
起源であったという可能性も示唆されるのである。 
このような考え方と類似している研究が堀井(1986)によってなされている。堀井は、異
なる諸言語におけるオノマトペの創造に普遍的な点がみられると述べている。例えば、多
くの言語において母音の表現価値を考える際、前母音は明るい感じを、後母音は重い感じ
を与える母音であるとしている。また明るい母音は口の開きが最小で、鋭い母音であり、
明るい性質の語に小ささ、軽さなどを表わす語に適している。また擬態語は子音や母音の
交替によって象徴的な意味を持つという。例えば「からから」、「きりきり」、「くるくる」、
「ころころ」などのように、母音の交替が意味の差異を作っているものが挙げられる。堀
井によると、世界の他の言語にもこれと同じような過程がみられるというのである。 
かつて自然界の音は全て意味を持つと考えられていたと思われる。そのため、自然音を
模倣して言語記号とすることは、幼児の言語習得と同じように行われていた。このことか
ら堀井は、日本語に擬声語が多いのは、自然音の導入に対して日本人が特に敏感であった
ためかもしれないと推測している。従って擬音語によって音を象徴的に組み合わせ、言語
使用者に簡単に受け入れられるような語を作る能力が昔から見られ、一見幼稚と思われる
新語も軽視されることはなかったようである。 
擬声語は物音や動物の鳴き声を直接模写するが、外界の音を模写して作られた擬声語は
音声の性質によって外界の音に近い描写を行う。堀井によると、無声破裂音/p/は有声破裂
音の/b/に対して「音色が澄み、はっきりした調子の協和音」に対応するが、/b/は「濁った
音色の不協和音」に聞こえる。また擬態語についても音声の対応がみられる。例えば滑ら
かな進行を表わす場合、摩擦音が多く使われ（「するする、すらり」など）、また急な変化
や動きには促音がよく使われる（「さっさ、とっと」など）。震え動く時にはラ行音がよく
現れる（「ふらふら、ひらひら、よろよろ」など）。このように音のそれぞれの性質によっ
て、その組み合わせが、様々な音象徴を引き起こすことができるのである。 
音の表現力がすべての人に不変なものとして受け止められることは、その特性ではない。
この点に関して堀井は、音の表現性を三つの変異のタイプに分けている。その分類によれ
ば、第一に文脈、第二に話し手の気質、第三に言語の進展に応じて変化するというもので
ある。そのため、公文書、学術論文、商用文などでは感情表現が避けられ、擬声語・擬態
語はほとんど使われない。これに対して文学作品や詩、特に漫画ではよくみられる。堀井
は日本語に多くの擬声語・擬態語が作られたことは、自然界の音を言語と同じように意味
のあるものと昔から考えられていたためであり、外界の音を模倣して語を作ることはきわ
めて自然なことと考えられた結果であると述べている。 
このような日本語の擬声語・擬態語の音象徴を最も明らかにしているのは
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Hamano(1998)である。Hamano はオノマトペの形態における音象徴の特徴を詳細に分析
しようと試みている。Hamano によると、CV 語基を持つオノマトペと CVCV 語基を持つ
オノマトペの音象徴は微妙に異なる。更にこれらにおける子音や母音の意味的な役割は多
少異なっているとし、各子音や母音の意味的なニュアンスの相違を証明しようとしている。
例えば CV 語基のオノマトペの子音は「物の触覚的な性質やその物の動作 (the tactile 
nature of an object and its movement)」を表わし、また母音は「物の形や大きさ、そし
てその範囲(the shape of he object, the size of the affected area)」を表わしている。  
CVCV 語基オノマトペにおける語頭子音（C1）が基本的に「物の触覚的な性質(the tactile 
nature of the involved object)」を表わすのに対し、第二音節の子音（C2）は「動作の種
類(the type of movement)」に関わっている。他方、母音は第一音節に位置を取る母音（V1）
も第二音節に位置を取る母音（V2）も基本的に｢物や動作の大きさや形(the relative size or 
the shape of an object or movement)｣を表わすが、Hamano はこれらにおいても細かいニ
ュアンスの相違がみられるとしている。 
この Hamano の研究に触発されて研究を行ったのは田守・スコウラップ(1999)である。
田守らは英語のオノマトペと比較しつつ日本語の擬声語・擬態語を詳細に検討し、非常に
幅広い範囲で擬声語・擬態語の特徴を考察している。その際、音韻・形態考察や統語的考
察、意味的考察を行なっている。田守らによると、擬声語と擬態語の音象徴とはある音声
がたまたまそれを含む特定の語の固有の意味とは別に象徴的な意味、即ち一般に想定され
ている語と意味の慣習的な関係を超える意味を表わすものである。例えば日本語ではカ行
やサ行の音はきつい印象を与えるが、ナ行やマ行の音は柔らかい印象を与える。また音象
徴とオノマトペは部分的に重複することもある。音象徴を表わす音声要素は単音（phone）
とされており（実際には単音よりも小さい場合も、逆に大きい場合もある）、従ってオノマ
トペの語彙に関しては特定の音あるいは音の組み合わせに特定可能な音象徴的意味がある
ため、日本語の音象徴は体系的であると言える。例えばオノマトペは特定の母音や子音、
あるいはこれらの組み合わせによって特定の意味と結び付けられている。田守らはオノマ
トペの語頭にある/h/が息の吹き出し、/m/がはっきりしない状態や不明瞭さ、/w/が動物や
人間の発する音などという意味を象徴すると述べている。また語末にある發音が共鳴を表
し、日本語のオノマトペにおいてより一般的にみられる反復形は音や動作の繰り返しや連
続を表わすのに用いられるとしている。 
擬声語と擬態語の場合、音象徴とオノマトペとの関係はやや異なっている。例えば母音
/i/と「高い音調」の意味上の対応関係はある音を模写する際には役立つ。しかし様態や状
態を表わす擬態語の場合、その音象徴とオノマトペの区別は曖昧になることが多い。 
田守・スコウラップはこの象徴的な意味が日本語だけに特有なものではなく、むしろ全
ての言語にみられる普遍的な音象徴であると主張している。但し全ての言語が普遍的な音
象徴を完全に同じように利用しているのではなく、言語間における音の体系や音節構造の
違いなどにより音象徴の利用のされ方は多少異なっている。これらのHamanoや田守らの
研究は日本語のオノマトペの音象徴に関する研究の中では最も優れており、更にオノマト
ペの音象徴について、従来の研究と比べ、より詳細な考察を行っており、形態と意味との
関係についてきめ細かく整理しようとしている。そのためこれまでの研究の中では最も重
要な研究であると思われるため、本論文では多く取り入れることにする。しかしHamano
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や田守らのこの研究によってオノマトペの音象徴について詳しい分析が行われているにも
関わらず、オノマトペの意味的評価性（あるいは評価的な意味 4）についての考察は不足
している。そこで本論文では彼らの研究に依拠しつつ、オノマトペの評価性に焦点を当て、
分析を進めていく。 
これらの研究の他に主として漫画におけるオノマトペの形態的な特徴の研究（スコウラ
ップ(1993)、田守(2002)）や使用法（日向(1962)）の分析、児童文学や小・中・高生の文
学におけるオノマトペの推量的な考察（スコウラップ(1993)）、更に言語学外の分野の観点
から分析した子供のオノマトペの獲得の研究（心理学者の石黒(1993)）についてなど、様々
な研究が行われている。これらの研究の中には新しい研究上の手法を提案している黒川
(2004)の研究もある。黒川は、「ことばの音の響きには潜在的に人の心を動かす意味がある」
という仮説を立て、それを物理学、人工知能、脳科学、言語学の知識を駆使して説明しよ
うとしている。更に言葉の音には「感性の質＝クオリア」があるとし、それぞれの音、母
音や子音のクオリアを探ろうとしている。また「一つのことばの音に複数のクオリアが存
在する」、つまりいくつかの意味があるという考えを持っており、その「複数のクオリア」
を認知科学などの科学的なアプローチを用いて明らかにしようとしており、このような黒
川の研究方法は言語学者にとって極めて刺激的であり、大きな影響力を持つものと言えよ
う。 
以上のように、日本語の言語学において擬声語・擬態語について様々な研究がなされて
きたが、用例を用いて、オノマトペの実用的な面に考察を行っている擬声語・擬態語辞典
も多少みられる。ここで主なものを簡単に紹介すると、オノマトペの正しい意味や用法に
注目するもの、オノマトペの音象徴や統語的特徴を考察する辞典、擬音語・擬態語翻訳辞
典やオノマトペの語源やオノマトペの歴史的な背景を扱う辞典、またオノマトペの意味を
明確にする方法としては用例ではなく、絵を使用する「見て、覚える」という法則を利用
する辞典などいくつかの種類のものが挙げられる。具体的に述べると天沼(1974)の『擬音
語・擬態語辞典』や浅野(1978)の『擬音語・擬態語辞典』はオノマトペの意味的なニュア
ンスに触れつつ、オノマトペの正しい意味や使い方を教えてくれる。これらの辞典とほぼ
同様な役割を果たしているのは阿刀田・星野(1998)の『擬音語・擬態語使い方辞典』であ
る。この辞典の長所は、オノマトペの定義や用例が非常に簡明である点である。 
しかしこれらの辞典の短所としてオノマトペの意味的なニュアンスに触れることがあ
っても、それは表面的なものであり、各オノマトペのニュアンスについての詳しい解説や
分類が少ないということが挙げられる。 
また現在最大の擬声語・擬態語辞典であると思われる Kakehi ら(1996)の Dictionary of 
Iconic Exp essions in Japanese は相当のオノマトペの数を扱いつつ、日本語のオノマト
ペの派生形まで記述している英語の辞典である。それに加えてこの辞典は、擬声語・擬態
r
                                                  
4「評価的意味」とは「感情的意味（あるいは「態度的意味」）」を指す。一般的に単語の意味は「対象的
意味（あるいは「知的意味」）」と「感情的意味」の二つに大別できる。この「対象的意味」とは、単語
が表わす物事を指す。つまり、単語が持つ基本的な意味をいう。他方、「感情的意味」とは単語が表わす
物事、あるいはこれに関連する物事に対して尊敬・軽蔑・親しみなどの感情・態度を示すことである。
例えば、「がき」という単語は、「子供」の同義語であるが、「子供」に対する軽蔑の感情も示す。また、
「おっしゃる」という単語は、「言う」と同じ動作を表わすが、話す人に対する尊敬の気持ちを表わす（教
科研東京国語部会・言語教育研究サークル(1964)を参照）。 
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語の区別をしたうえで、統語的な特徴を記述し、オノマトペの音象徴についても詳しく紹
介している優れたものである。更に記述されている用例が英語に翻訳さてれていることは
オノマトペの正しい用法の理解に役立つ。また擬声語・擬態語のこの形態（表現面）と意
味（内容面）との関係（音象徴）は、現時点で最新の擬声語・擬態語辞典の著者である山
口(2003)によって扱われている。山口は、擬声語・擬態語の一般的な意味や用法、語形の
みならず、その語の語源や形態的な面、更には意味的な面に関する歴史的な推移に研究上
の焦点を当てている。そして従来の擬声語・擬態語辞典においても扱われていたオノマト
ペの統語的な用法や意味解説、その語の同類語に対して、文化や歴史に基づいた解説を加
えるという新たな試みも行っている。 
これらの辞典のほかに藤田ら(1984)の『和英擬音語・擬態語翻訳辞典』や三戸・筧(1981)
の『日英対照：擬声語辞典』などのように最も翻訳しにくい言葉であるオノマトペを少し
でも分かりやすくさせるため、日本語の用例を英語に訳したものもある。そして五味(1989)
の『英語人と日本人ための日本語擬態語辞典』などのように、絵を利用し、オノマトペの
意味と使用法を理解することを容易にしてくれる擬声語・擬態語辞典などもいくつかみら
れる。 
以上のことから明らかなように、現代の擬声語・擬態語辞典では様々な視点からオノマ
トペの多用な側面が扱われており、その中で最も多くみられるのはオノマトペの実用法や
意味を扱う辞典である。しかし、その中ではオノマトペの意味において評価の面が重要な
側面であるにも関わらず、評価上で分類することやこの問題についてさえ触れているもの
はほとんど見られない。更にオノマトペの音象徴を扱う擬声語・擬態語辞典においてもオ
ノマトペの細かいニュアンスについての詳細な記述や意味的評価性の問題の扱いが不十分
であると考えられる。 
 
第 2 節 擬声語・擬態語の定義 
 
2.1. 擬声語・擬態語の定義 
 
言語学では擬声語・擬態語に関する様々な術語が用いられている。その中でも欧米の言
語学で最も使われている用語は「onomatopoeia」である。 
Onomatopoeiaは古典ギリシア語源を持つものであり、ονοµα(name)「名前」+ποιειν (to 
make「作る」)という意味を持つ語から成り、形容詞のονοµατοποιος(making or coining a 
name)から名詞のονοµατοποιια(coined word「造語」）が派生したと思われる 5。1577 年頃
にラテン語を経て、英語に流入し、Peacham 6によって最初にonomatopoeiaとして使われ
たようである。Oxford English Dictionaryではこの語を次のように定義されている。 
 
                                                  
5  「造語」はなぜ擬声語・擬態語を指す用語になったのかという理由としては当時(427?-347? B.C.)は
語源説において既にみてきたストイック派の音義説が中心となっており、つまり言葉の起源は、音を模
写することにあるとされていたからである。 
6  1577 Peach Gard. Eloquence, Onomatopoeia, when we invent, device, fayne, and make a name 
intimating the sound of that it signifieth, as hurly-burly, for an aprope and tumultuous stirre. 
(Oxford English Dictionary; Second Edition on CD-ROM version 3.0; Oxford University Press)  
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Onomatopoeia: 
“The formation of a name or word by an imitation of the sound associated with the 
thing or action designated; this principle as a force in the formation of words in a 
language; echoism.” 
“A word formed by this process; a word imitating the sound of the thing or action 
which it signifies.” 
 
また日本では、以下のような定義がみられる。 
 
「動物の鳴き声や水の流れる様子など、自然界の音を模写したり、それを再現すること、
またそのような語を指す。」（『現代言語学辞典』） 
 
また onomatopoeiaほど一般的ではないが、もう一つよく使われている術語として
「mimetics」もある。「mimetics」も「onomatopoeia」と同様にギリシア語由来(µιµεισθαι
＝to imitate; ad. µιµητικος)を持つ語であり、後期ラテン語(Late Latin)のmimeticusから
英語に入った単語であると思われ、1637 年にWhiting 7によって、初めて英語の「mimetic」
として使われたようである。現代言語学においては擬声語・擬態語、両者のことを指す場
合もあるが、擬態語のことを指し示す用語として使用される場合が多い。 
一方、スラブ言語学（ロシア言語学、旧ユーゴスラヴィアの言語学やブルガリア言語学）
において最も一般的な用語は「звукоподражание（ブルガリア語、ロシア語など）(sound 
imitation)」、「звукоподражателни думи（ブルガリア語）、звукоподражательные слова
（ロシア語）など (sound imitative words)」であり、この他に英語から入った
「onomatopoeja（クロアチア語）」、「ономатопея（ブルガリア語、ロシア語）」も用いら
れることもある。またオノマトペのことを「мимеми(mimetics)」と呼ぶロシアの言語学
者もいる（Ashmarin(1918)など）。 
更にアジアの諸言語やアフリカの諸言語の研究においてよく用いられているのは
「ideophones」である（Samarin(1965), Jurkovskii(1968), Diffloth(1972)）。しかしこの
「ideophones（表意音）」はオノマトペに限定されないものである。つまりオノマトペ語
源ではないが描写的な言葉を指す時にも用いられるため、オノマトペに限った用語として
使用することは不適切かと思われる。例えば Samarin(1965)は、アフリカの言語では
「ideophones」がオノマトペ以外の言葉にも含まれていること、更にオノマトペ語源の表
意音「ideophones」は非常に少ないことを指摘している。 
ここでスラブ言語学がオノマトペについてどのように解釈しているか、例として紹介し
たい。Enciklopedijski Rje nik Lingvisti kih Naziva『言語学術語百科辞典』(1969)は、
onomatopoeja「オノマトペ」の解説のところでオノマトペに関連するものとして sound 
symbolism と echoism という用語について述べている。その際、オノマトペは自然界の声
č č
                                                  
7  1637 Whiting, Albino &Bellama 9; But Fucus, lead by most mimetick Apes, Could not depinge Don 
Fucos antick shapes. 
adj. 1. addicted to or having an aptitude for mimicry or imitation. Also, pertaining to imitation. 
2. Charactarized by, or of the nature of, imitation. (Oxford English Dictionary; Second Edition on 
CD-ROM version 3.0; Oxford University Press) 
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や音を言葉で模写するものとしている。また Словарь лингвистических терминов『言
語学術語辞典』（Akhmanova(1966)）はオノマトペを自然界の音や現象（例：「雨、笑いな
ど」）の仮定の再現であるとしている。更に Большой энциклопедический словарь 
языкознание『言語学大百科事典』(2000)では、「звукоподражание」オノマトペとは当
言語の音韻手段によって外界の音を模写するものであるとしている。そしてオノマトペの
特徴として語の音素とその意味との必然的な関係を指摘している。このようにオノマトペ
が音象徴と密接に結ばれていることはオノマトペの非恣意的な性質を明らかにしている。 
Енциклопедия на съвременния български език『現代ブルガリア語百科辞典』(2000)
によると「звукоподражателни думи（オノマトペ）」は自然界の動物や物の音を模倣す
るものであるとしている。この辞典によるとオノマトペは伝統的な文法では間投詞（感嘆
詞）と一緒に扱われてきたが、実際には全く別の自立したタイプの語である。また間投詞
とは異なり、オノマトペは人間の感情や意志の発露ではなく、自然界の（動物や鳥の声、
自然現象の音、動作や動きの音）音を言葉で模写するものであるとしている。 
Граматика на съвременния български език『現代ブルガリア語の文法』(1964)はオ
ノマトペについて次のように述べている。 
オノマトペとは間投詞の一種であり、音韻的・形態論的には間投詞に非常に類似してい
るが、間投詞との相違点もみられる。間投詞は人間の感情や精神的な状態を直接的に表わ
すのに対し、オノマトペは音響的に自然界の音を表現する。またオノマトペは音象徴的な
特徴を持つと同時に言語内では周辺的な位置を取る一群であるという。 
このようにブルガリアの言語学ではオノマトペは間投詞と一緒に扱われることが多い。
更に多くの文法書にはオノマトペだけを扱う項目がなく、間投詞を論ずる際に付随的に扱
われるのが一般的である。この際、音をまねるオノマトペと状態を表わすオノマトペがほ
とんどの場合区別されていないのが現状である。 
一方、日本語では「オノマトペ」という用語は主に擬声語・擬態語と結び付けて考えら
れている。また擬声語をオノマトペとして、擬態語を「symbolic word」とみなすものも
ある（例：『言語学大辞典』）。 
以上のように擬声語・擬態語には様々な定義がなされてきたが、それらをまとめると次
のようになろう。 
 
― 擬声語とは、物の音や動物の鳴き声などを表わす言葉である。この意味では、「擬
音語」、「写声語」と呼ばれることもある。（『国語学大辞典』、『言語学大辞典』） 
― 擬態語とは、物事の状態や様子、または感覚や感情を音で表わす言葉である。ま
たこの意味を指す語として擬容語（『国語大辞典』）や写容語・擬貌語・模様語（『国語学
大辞典』）、擬情語（金田一(1978)）と呼ぶこともある。特に金田一は、本来「無生物の
状態」を表わす擬態語のうち「生物の状態」を表わすものを「擬容語」と「人間の心の
状態」を表わすものを「擬情語」と分類している。また石黒(1951)は「擬態語」の名称
について研究し、「模写語」、「註写語」、「転写語」という名称を提唱している。 
 
これらのことからオノマトペの概念は言語によって多少異なること、また曖昧なところ
があることと言える。更に同じ日本語においても擬声語と擬態語の名称やその実体は曖昧
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であり、その名称自体は確然としたものではない。一般に擬声語という名称や概念は明白
であると言えるが、擬態語という名称には多少異論が残っている。例えば一般辞書だが『国
語大辞典』は擬態語を「広義の擬声語の一種」と規定している。事実、両者には判別し難
いものがあり、擬声語・擬態語の両方として機能するものが多数存在する。 
 
例 1：「推参なり」と素っぱ抜くなり一人を斬ってすて、さらに土間にとびおりて一人を斬り、
一人だけは生かして、刀で相手の頬をぴたぴたとたたき、「松波庄九郎だ。覚えておく
がよい」と、金をやって美濃の方角へ放ちやっている。（司馬） 
例 2：ガムテープは非常に便利ではあるが、何にでもぴたぴたとくっつくので、取り扱いには
細心の注意が必要だ。 8   
 
例 1 の「ぴたぴた」は音響描写であるのに対し、例 2 の「ぴたぴた」は状態描写である。
このような現象をみると、擬声語・擬態語に区別すること自体に問題があるように思われ
るかもしれない。しかし「擬容語」にしろ、「擬貌語」や「擬情語」にしろ、様々な名称が
存在する以上、音響描写と状態描写という目的の違いがその根本にあることは明らかであ
ると思われる。このように擬態語の名称に関しては疑問も多いが、本論文では通俗的に用
いられている擬声語・擬態語という名称を使うことにする。そして上述のことを考慮し、
自然界の物音や声などに類似した音声をもって作られた語を擬声語とし、自然界の音では
なく、動きや状態を音声で象徴的に表わす語を擬態語とする。更に擬声語には、現実の世
界の音と言語音との間に直接的・自然的なつながりがみられるが、擬態語の場合には擬声
語と異なり、自然界と直接的なつながりに基づいているのではなく、聴覚以外の感覚（視
覚、触覚など）によって感じられたことを音声に転換して表したものである。このような
プロセスについては前節で詳細に論じたように共感覚と言われているものである。 
更に擬声語・擬態語は擬声語・オノマトペ・象徴語などのような用語でまとめられるこ
ともあるが、本論文では擬声語と擬態語をオノマトペと総称して呼ぶことにする。 
擬声語・擬態語は音を主体とした、極めて感覚に働きかける言葉であり、日本語の表現
において、かなり効果的に用いられている。また一定の形を持ち、他の言葉とは形の上で
も異なる一つのグループを成す言葉である。これらの判別には主観的な要素も多く、擬声
語・擬態語かそうでないのかは非常に判別しにくいものが多い。これらのことを承知した
上でこの問題を本論文で論ずることとする。 
 
2.2. オノマトペの統語的特徴 
 
前述のようにブルガリア語ではオノマトペは個別の言語グループとしては扱われてい
ない。多くの場合、間投詞の一種とみなされている。同様にインド・ヨーロッパ語はオノ
マトペを一般語彙から区別することが困難な場合が非常に多い。その理由としては多くの
場合、動詞や名詞になったオノマトペがそのほとんどだからである。例えば、英語におい
                                                  
8  本例はKakehi, Tamori, SchourapのDictionary of Iconic Expressions in Japaneseから取ったもので
ある。  
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て最も一般的にみられるのは名詞として機能するオノマトペであり（「pop, shriek, bang」
など）、その次に動詞として働くオノマトペがみられる（「mew, cluck, glitter」など）。そ
して間投詞として働くもの、あるいは極めて稀ではあるが、情態副詞として機能するもの
もある。またロシア語やブルガリア語においてオノマトペと思われるものは、ほとんどの
場合、オノマトペに由来する動詞や名詞である。ロシア語の動詞の例としては「мяукать
（猫が鳴くこと）」、「квакать（蛙が鳴くこと）」など、 ブルガリア語では「звъня（ベル
を鳴らすこと）」、「тропам（音を立てること）」、「лая（犬が吠えること）」などがある。
名詞の例としてはロシア語の「лай（犬の吠え声）」、「кваканье（蛙の鳴き声）」など、ブ
ルガリア語の「гръм(轟き)」、「трясък（衝撃音）」などがある。また英語と同様、数は非
常に少ないが、情態副詞として働くものもある。 
一方、インド・ヨーロッパ語とは異なり、日本語のオノマトペにおいて最も一般的で統
語的な機能は修飾語となることであって、その場合は副詞（主に情態副詞（「例：日傘を
くるくる廻しながら、私は古里を思い出し、丘のあの老松の木を思い浮べた。（林）」など））
9として現れる。またこの他には述語、連体規定語や補語となって動詞（「ばたばたする」
など）、名詞（「例：それで旗竿の球を包んで、それで旗竿の先へ三寸幅のひらひらを付け
て、門の扉の横から斜めに往来へさし出した。（夏目）」など）、形容詞 10 /形容動詞（「例：
病人は痛々しく痩せ細り、かさかさの唇は皮膚と同じく蒼白で爪は土色である。（井伏）」
や「のどはからからだ。（沢木）」など）として働くものもある。 
更に日本語のオノマトペにおいて、もう一つの統語的な特徴として副詞や動詞として機
能する際、結合できる動詞が極めて限定されていることが指摘できる。日本語のオノマト
ペは直接動詞として機能することはできないため、それ自体あるいはその一部の要素 11が
少数の動詞語尾と結び付いて、動詞の役割を果たす。その中でより一般的なタイプは「－
する」という動詞との組み合わせ 12である。 
また、副詞として働く場合、特定の動詞としか組み合わせを作らない。具体的に、擬声
（音）語は音のイメージによって動きを特徴付けるので、音を出すことのできる動きを指
し示す動詞と組み合わせを作る。一方、擬態語は具体的な動きを指し示す動詞と組み合わ
さって、動きなどの様子を特徴付ける。また擬声語の場合、音が発生するためには一定の
条件があるので、個々の擬声語に対して組み合わさる動詞の種類が異なる。例えば、「＜か
                                                  
9  その他にオノマトペは程度副詞として機能する場合もみられる（高橋ら(2005)や田守育啓・ローレン
ス・スコウラップ(1999)を参照）。更に田守育啓・ローレンス・スコウラップ(1999)によるとその中には
助詞「に」を伴うものが多い（例：私たちは毎日くたくたに疲れきって仕事から帰ってくると天幕村や
駐屯所のまわりの荒地を箒で掃かされた。（開高））。 
10  日本語のオノマトペが単独で形容詞として直接に機能することはない。形容詞的な働き方をする際、
多くの場合、「けばけば＋しい」のように接尾辞を付加することや、「ひょろ長い」のように形容詞にオ
ノマトペの語基を接尾辞として付加することによって派生するものである。 
11  一部の要素というのは「ばさつく」、「むかつく」や「きらめく」、「ざわめく」などのように 2 モーラ
反復形において 2 モーラ語基に接尾辞「－つく」や「－めく」が付加されたことによって派生した動詞
のことを指す。 
12  日本語において「－する」動詞の組み入れは擬声語・擬態語に限定する現象ではなく、漢語に由来す
る名詞（「勉強する」、「掃除する」など）や、借用語（「アップする」、「セットする」など）にみられる
一般的な現象である。しかし影山(1993)によると、これらは形態的に「1 語」として認定されるべきな
のに対して、「オノマトペ＋する」は 1 語にはなっておらず、「句」に近い存在として考えれば良いとさ
れる（影山(1993)、p.261）。 
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さり、かさかさ、がりがり、ぼりぼり＞などは、物がふれあう動詞と、＜ぱりっ、ぱりぱ
り、びりっと、びりびり、ぼきっと、ぼきぼき＞などは、物がこわれる動きをさししめす
動詞」 13と組み合わせを作ることが原則である。そして擬態語の場合、それぞれ特定の動
きを指し示す動詞をかざるのが最も一般的である。例えば、「＜ころり、ころころ＞などは
＜ころがる、ころがす＞を、＜むしゃり、むしゃむしゃ＞などは＜たべる＞を」13かざる。 
上述のことから、オノマトペは他の副詞とは異なって明らかに特定の動詞と「依存」関
係にある。他方、オノマトペの中でも、特定の動詞との組み合わせから解放され、他の副
詞と同じ振る舞いをするものもある。これらについては第 5 章で詳細に述べる。 
本論文は統語的な考察を分析対象としないためこれ以上は詳述しない。しかしインド・
ヨーロッパ語のオノマトペとの相違点や日本語の擬声語・擬態語の統語的な特徴を示す必
要があるため、本節で簡単に整理した。 
 
2.3. オノマトペの形態 
 
本論文で取り扱う日本語のオノマトペの音韻形態は、主に 1 モーラ（一拍）（CV）ある
いは 2 モーラ（二拍）（CVCV）の基本形の分類を基本としている。日本語のオノマトペの
最も単純な形態としては、単に 1 モーラだけで構成されている（CV「ふ（と）、つ（と）」）
ものが挙げられるが、田守・スコウラップ(1999)によると、このような 1 モーラだけから
成るオノマトペは現代日本語においてはきわめて少ない。また 1 モーラ語基は促音（CVQ
「ちゅっ、はっ、ふっなど」）あるいは撥音（CVN「かん、ちょん、ばん、ぼんなど」）を
伴い、CV のオノマトペよりはるかに一般的である。このような 1 モーラ形態のオノマト
ペの他に、母音が長音化した形態を持つオノマトペも多数存在する。例えば CVV（がー、
ぎゃー、ぐーなど）、CVVQ（かーっ、ばーっ、ふーっなど）、CVVN（がーん、ごーん、
ばーんなど）などである。またそれらが反復した形態も挙げることができる。例えば
CVQ-CVQ（きゃっきゃっ、きゅっきゅっ、くっくっなど）、 CVN-CVN（かんかん、ばん
ばん、ぼんぼんなど）、 CVV-CVV（かーかー、がーがー、ぎゃーぎゃーなど）などである。 
上述の 1 モーラ語基のオノマトペの形態を金田一(1978)は次の三つのパターンに分類し
ている。 
 
一拍のもの（「ふ（と）、つ（と）」など） 
一拍の語根＋「い」「ん」「っ」（「つい（と）、ぷい（と）」など） 
一拍の語根に＋「い」「う」「ん」「っ」のうちのものが二箇（「ごうん、ぼいん」など） 
 
一方、2 モーラの語基を持つ日本語のオノマトペの場合、1 モーラだけで構成されてい
るものと同様に 2モーラだけで構成されているオノマトペも大抵は古めかしいものと考え
られており、その数も現代日本語では少ない（田守(2001)を参照）。 
その他に田守らは以下のような形態を挙げている。 
 
                                                  
13  これらの例は新川(1979)から引用されたものである。 
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― CVCVQ （2 モーラ語基＋促音「ぐさっ、ばさっ、ばたっ」など） 
― CVCV＋ri（「ぐさり、ころり、ばたり」など） 
― CVCV＋N（「ばたん、ぽきん、ぼたん」など、發音を伴った形態） 
― CVQCV（「すっく、どっか、はっし」など） 
― CVNCV（「ざんぶ、むんず」など） 
― CVQCV＋ri（「がっくり、ばっさり、ばったり」など） 
― CVNCV＋ri（「げんなり、ふんわり、ぼんやり」など） 
 
これらのうち、促音あるいは「り」や發音を伴った形態は、2 モーラ語基を持つ比較的
一般的なオノマトペと見なすことも可能であろう。これらには 2 モーラのオノマトペに典
型的な形態の一つと思われる促音あるいは發音が含まれており、語末に「り」を伴う。ま
た金田一も同様の分類を行っている。 
日本語の擬声語・擬態語には促音、撥音、長音を含む一音節二拍の反復形（「がーがー」、
「くっくっ」、「ばんばん」）と二音節二拍の反復形がみられる。このうち、最も典型的な音
韻構造は「ばりばり」、「べらべら」のような二音節反復形である。また「ちぐはぐ」、「へ
どもど」、「めちゃくちゃ」のように部分的な反復形もみられるが、比較的数が少ない。こ
の形では多くの場合、語根が二回繰り返されるが、一般語彙とは異なり、二回以上の反復
も許される（例：「よだかは高くきしきしきしと鳴きました」 14、「どんどんどんどん汽車
は走って行きました」15）。更に二回以上の反復形は方言によくみられる。例えば杉村(2001)
によると、九州方言においては三回反復形の擬声語・擬態語が古くから知られているオノ
マトペの特徴的な形である。 
部分的な反復形の場合、最初の 2 モーラと最後の 2 モーラがそれぞれ反復形のオノマト
ペの語根になっているもの（例：「がさごそ」、「どたばた」、「のらくら」のようにそれぞれ
「がさがさ」、及び「ごそごそ」の語根である「がさ」と「ごそ」や「どたどた」の「どた」
と「ばたばた」の「ばた」が組み合わさって派生したもの）もあれば、最初の 2 モーラと
最後の 2 モーラがどちらかが反復形の語根になっていない、あるいはそれぞれの反復形の
語根になっていないようなものもある。例えば「ちらほら」、「ちやほや」のように最初の
2 モーラ「ちら」は「ちらちら」という反復形の語根であるが、後の 2 モーラ「ほら」の
場合、「*ほらほら」という反復形の存在ははっきりしていない。また「ちやほや」の場合、
最後の「ほや」は「ほやほや」という反復形の語根となっているが、最初の「ちや」には
「*ちやちや」という反復形は存在していない。更に「ちぐはぐ」、「てきぱき」、「どぎまぎ」
のように「どぎどぎ」も「まぎまぎ」も「てきてき」や「ぱきぱき」、また「ちぐちぐ」、
「はぐはぐ」など、両者の反復形の存在も疑わしい。これらは今後も疑問として残る問題
と思われる。 
このように反復形に関しては不明瞭な点もあるが、オノマトペの形態では反復形が最も
特徴的であり、かつ最も多くみられる。この点については議論の余地はないであろう。中
でも、上述のように、単に二つの言葉が並列されて派生したもの（「つるつる」、「どきどき」、
                                                  
14  宮沢賢治『銀河鉄道の夜』、p.36 
15  宮沢賢治『銀河鉄道の夜』、p.207 
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「さらさら」）の数がかなり多い。また「おずおず」16などのように本来動詞であった「お
ず」が繰り返されて派生したものもある。なお、現在では「おず」が動詞であったことは
ほとんど忘れられているため、浅野編(1978)、阿刀田編(1998)、山口(2003)などの辞典が
指摘しているようにオノマトペとして認識されている。しかし「見る見る
み る み る
」、「伸び伸び
の び の び
」
17などのように、オノマトペでないにもかかわらず、反復形であるためにオノマトペと間
違えられやすいものもある。これらの場合のようにオノマトペかどうかという判断は困難
であり、このため、形態だけから判断してオノマトペとして認識する人も少なくないと思
われる。しかし、このような例の存在は、オノマトペの形態が明確な体系を持つこと、そ
してそれがオノマトペという存在において最も不可欠な要素であることを物語っていると
考えられる。 
日本語の擬声語・擬態語の形態的な特徴には、もう一つ不明な点がある。それは 1 モー
ラ語基の母音長音化された形態を持つ CVVQ/CVVN の派生に関する問題である。
CVVQ/CVVN という形態は CVV という形態に促音または發音が付加され、派生したもの
と考えることもできるが、CVQ/CVN という形態の母音が長音化されて派生したものとも
考えられる。この問題に対して著者は、田守らと同じ見解を採っている。即ち、多くの場
合、それらは CVQ/CVN という形態と関係しているとみなしている。 
上述の形態の他には、例えば金田一の分類によれば次のようなものも挙げることができ
る。 
 
― CVCV＋「りつ」「りん」の形（「くるりっ（と）、ころりん」） 
― 五拍のもの（「けろりかん、ころりんこ」） 
― その他の六拍のもの（「こけこっこう、すってんてん、つんつるてん」など） 
 
上述のように日本語のオノマトペの形態は多種にわたるが、本論文ではこれらを形態ご
とに分別して、考察をする必要はないため、これらを別々に論じない。 
 
2.4. データの収集 
 
本論文は、主に現代日本語（東京方言）のデータに基づいて、考察を行っており、各種
の擬声語・擬態語辞典に収められているオノマトペを主たる研究対象とする。本論文のデ
ータは、20 世紀に出版された小説や実用書（料理本、家庭本）、新潮文庫の 100 冊（CD-ROM
版）とインターネットから収集されたものが中心となっているが、ここではこれらのデー
タを一括して取り扱っている。なお、このような分析において収集されたデータに不備が
ある場合、Dictionary of Iconic Expressions in Japanese(1996)や『擬音語・擬態語辞典』
(1978)から例文を引用している。これらの収集した用例は、本論文に添付した資料編の資
                                                  
16  山口(2003)によると、「おずおず」は古語の「怖
お
づ」（「恐れる」という意味）という動詞を二つ重ね
た語である。 
17「のびのび」は山口編(2003)の『擬音語・擬態語辞典』のみに掲載されている。このため、オノマト
ペとしては十分に認識されていない。 
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料 2 に五十音順でまとめてあり、該当箇所には、下線を引いてある。また本論文において
資料として用いた作品名については用例の出典一覧、及び参考文献に掲載してある。それ
らの指示は、『新潮文庫の 100 冊（CD-ROM 版）』から引用した場合は、著者の姓のみを
掲げている。また文学作品から引用したものについては、著者名、作品名とページを記載
した。更にインターネットから引用したものについては、引用文のインターネットのペー
ジを示した。またこれらの例において文章構成を修正した。 
資料編の資料 1 には、拗音を持つオノマトペのリストと母音「e」、濁音、拗音を持つオ
ノマトペの解説、及びそれらのミニマルペア 18のリストを掲載している。それらを五十音
順で並べているが、本論文で問題にしている母音「e」、濁音、拗音を含むオノマトペを先
に挙げている。この際、ミニマルペアを持たないものには「*」が付けてある。 
本論文の著者は日本語の母語話者ではないため、客観的な分析の遂行においては語感に
頼ることができないことから、種々の困難が生じる可能性が予測される。このようなこと
を鑑みて本論文では大量のデータを収集している。従って母語話者のように感覚的能力に
依拠できない場合には可能な限り多くの用例を用いて日本語の擬声語・擬態語の音象徴に
おける母音「e」、濁音、拗音を持つオノマトペの意味的な評価性を分析することとする。 
但しデータの収集量が約 4000 例に上ったため、資料編の資料 2 では用例の半分以上を
削除せざるをえなかった。従って、本論文で扱う問題と直接的に関連する用例のみを記載
し、主に母音「e」、濁音、拗音を含むオノマトペとそれらのミニマルペアが入った用例を
扱うようにする。 
 
2.5. 音素表記(transcription) 
 
本論文は、基本的に単語を音素ごとに分け、表記している。例えば、「子音」は/C/、「母
音」は /V/、「促音」（「っ」）は /Q/、「撥音」は /N/で表わしている。更に擬声語・擬態語を
ローマ字で表記する際、一般的に用いられているヘボン式表記よりもオノマトペの音韻構
造の特徴をよく表わすと考えられるため、日本式ローマ字表記を用いている 19。例えば、
「し」は/si/、「じゃ」は/zya/、「ち」は/ti/、「ちゃ」は/tya/、「ふ」は/hu/などと表記する。 
 
第 3 節 擬声語・擬態語の意味的評価性 
 
3.1.「評価性」について 
 
「評価性」とは分野ごとに定義が異なり、様々な解釈がなされている問題である。この
場合の「評価」とは、多様な兆候によって与えられるものである（例：「好き /嫌い」、「美
しい/みにくい」、「正しい/正しくない」など）が、これら全ては、「良い/悪い」といった最
                                                  
18「ミニマルペア（minimal pair、最小対語）とは、英語の[kæt]-[mæt]や日本語の[ame]-[ane]のよう
に、一つの音を除くと同一の音韻構造を持ち、異なる意味を有する２語のことである。（中略）一つの音
を入れ替えるだけで意味が異なってくるわけであるから、このようなペアを見つけることによって、ど
の音とどの音が当該言語において対立しているかを知ることができるわけである。」（窪薗(1999)、p. 72） 
19  この「日本式ローマ字表記」はオノマトペ関係の文献において、多く用いられている。この表記は音
の特徴をはっきりさせるため、オノマトペが扱われる場合において用いる有利さがある。 
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も基本的と思われる意味的な対立に基づいたものである。最も古くは哲学がこの問題を扱
ってきた。特に古代ギリシア・ローマ哲学においては「善」の方に焦点が当てられており、
「善」の定義について様々な説が論じられていた。これらは多くの場合、「善」を「モラル」
と「モラルの価値や倫理的な価値(ethical moral values)」と結び付いて定義している。例
えば倫理学(ethics)を「価値」や「価値判断の基準」を対象とするものとし、「価値」を「価
値の判断」ととらえている。また価値論学(axiology)では「価値」のとらえ方について研
究している。例えば「価値の性質」や現実における「価値」の位置、または「価値判断」
の基準といった様々な「価値」間の関係、あるいはそれらと社会的・文化的な要素との関
係や人格（パーソナリティー）との関係が扱われている。一方、史的唯物論 (historical 
materialism)では「価値」のことを歴史的・社会的、または経済的・階級的に考察してい
る。ここでは例えば人間の行動や社会的な現象や自然現象は全て「「良い/悪い」、「真実/真
相」、「美しい/みにくい」、「許容されること/禁じられたこと」、「正当である/正当でない」
など」で評価している（Vol’f(1985)を参照）。 
しかし言語学における「価値」、あるいは「評価性」の概念は、哲学などにおけるそれ
とは異なり、言語レベルによって具体化されるものである。例えば社会言語学では言葉の
選び方や表現法によって、人間を社会的に評価することもある。また言葉遣いによって社
会的位置やどの社会グループに所属しているのかが判断されることもある。更に言葉の発
展や機能が考察される場合、社会言語学は人間が言葉にどのような評価を与えるのかに注
目する。例えば母語や外国語、そして言語的要素（単語、表現など）に対して人間は異な
った評価をするが、同じような言語要素に対しても異なる評価を行う。具体的には、外来
語を嫌う人や好む人、新語の使用に抵抗を感じない人と感じる人などである。このように
各人における評価の相違の考察、及び社会的評価の高い言語要素や評価の低い言語要素の
探求は、言葉の変化における基準をより深く理解することに貢献すると考えられる。更に
言語的要素の評価は社会的側面も持ち合わせていると言える。例えば、ある表現がある社
会的グループにとってはニュートラルな意味を持つとしても、他の社会グループにとって
は怒りや抗議を表現する場合もありえる。従って、社会グループによって言葉の評価、及
び受け取り方に相違がみられるのである（Belikov&Krysin(2001)を参照）。 
このような「評価性」は、言語学にとって最も不可欠なものであると言うことができよ
う。それは、言葉の「意味」の考察に必要不可欠な手段であるからである。現代の言語学
は「意味」を基本的に大きく二つに大別している。その一つは「語彙的な意味」であり、
もう一つは「文法的な意味」である。更に多くの言語学者はこれらの他に「意味」を持た
ないと思われる音韻レベルがあるとしているが、従来の研究によって証明されているよう
に、音韻上においても「意味」（音象徴）は存在する。前節において考察したように、言葉
の評価性の問題は Phonosemantics、あるいは「音象徴」と密接に関わるものである。更
に言葉の表現面と内容面の関係、特に「音象徴」の分析において「評価性」は重要な位置
を占めると言える。これに対して音は「大きい」、「小さい」、「軽い」などのような意味を
表わす。しかしこの場合、その音の調音の特徴によって生み出される意味もありうるかも
しれないが、ある音が「大きい」という意味を表わす時、「音」そのものが大きいのではな
く、この音が聞き手の潜在意識に「大きいもの」といった共感覚的な(synesthetical)連想
をさせていると考えなければならない。即ち、音の意味的な特徴は人間の潜在意識に形を
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与えている。更にこの音の意味的な特色と同時に存在している音の意味的評価性も同様の
原則に従うと言える。 
前節において詳細に見たように、従来のPhonosemanticsの研究において母音の研究は最
も多く行われていた。その中で更に一般的な研究対象となったのは、母音/a/が「広い、大
きいもの」を表わすのに対して母音/i/は「すばやい、小さいもの」を表わすという概念に
ついてである。Fisher-Jorgensen(1967)はこれらを証明するためにSapir(1949)が行った有
名な「mil-mal」 20の実験を発展させ、「小さい /大きい」という意味的な対立に「明るい /
暗い」、「硬い /柔らかい」、「軽い /重い」といった特色を加えた。またReichard(1949)、
Jakobson・Waugh(1979)はこれとは異なった考えを提供している。Jakobsonらによると
詩歌の母音において各母音は特定の色彩の連想をさせる一方、特定のグループにみられる
母音の対立は特定の色彩の対立に応じているという。例えば前舌母音と後舌母音の対立は
「明るい(bright)」―「暗い(dark)」という対立を連想させる。他方、低母音と高母音の対
立は「彩色(chromatic)」－「無彩色(achromatic)」という色的な対立に応じており、更に
は「彩色」の程度が低い/高いといった対立がみられるとしている。またZhuravlev(1974)
は「母音の彩色」 21を実験によって証明しようとしている。Zhuravlevはロシア語の母音
にみられる「彩色」を考察し、母音「a」＝赤い、「u」＝青い、「o」＝薄い黄色が最も純
粋な色を持つとしている。一方、母音「e」はこれらの色から派生した「緑色」であるとし
ている。更にZhuravlevは他の母音に対応する色についても考察している。前節において
詳述したようにFonagy(1991)とTsur(1992)はその考察対象を母音に限定せず、「心地よい」、
「美しい」、「女性らしい」などの子音と母音の組み合わせと共に「不快な」、「美しくない」
などの音もみられるとしており、母音と子音の特色に評価の対象を当てている。このよう
にFonagyらは母音と子音に対して意味的な評価をしようとしているが、このような試みは
すでにFonagyら以前にも行われてきた。比較的早い時期からこの問題に着目したのは
Thorndike (1945)である。Thorndikeは音に対して「心地よい/不快な」といった意味的な
側面からの評価を行っている。この際、Thorndikeは６つの言語（英語、ドイツ語、ロシ
ア語、古代ギリシア語、フィンランド語、ハンガリー語）において「心地よい」という意
味を持つ単語(words of pleasant meaning)と「不快な」という意味を持つ単語(words of 
unpleasant meaning)の音韻的な特徴を探ろうとした。その結果、英語で「心地よい」と
いう意味を持つ単語において出現頻度の最も高い音は/α:,αɪ, θ, ʒ, j /であった。一方「不快
な」という意味を持つ単語で最も現れやすいのは/eә, æә, ʌ, au, Ψ/であった。これに対し
てドイツ語では「鳴く」や「どなる」を表わす単語において子音/k, g, x/がよく出現し、「不
快な」印象を与えるという。このようなことからThorndikeは、上述の６つの言語では異
なる歴史的変化によって各言語で好まれる音とそうでない音の間に差異が生じたと述べて
いる。 
                                                  
20  Sapir (1949=1929)は、「mil-mal」を含む人工の単語（無意味語）を用いてどちらが小さいことを、
またどちらが大きいことを表わすかを被験者に推測させる実験を行った。例えば、「mil」と「mal」と
いうペアを作り、いずれも「テーブル」を表わすとしたとき、「mil」と「mal」とではどちらがより大
きなテーブルの感じを与えるのかということを検証するものであった。この実験の結果、「mal」の方が
「mil」よりも大きい感じがするということが判明した。Sapirのこの実験は、音象徴が現象として存在
することを証明しているのでる。 
21  Jakobson(1979)によると「彩色」は母音のみの特徴であるとしている。 
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一方、Zhuravlev(1974)は、音韻上の意味的な評価性の問題を実験によって証明しよう
としている。Zhuravlev はロシア語の音の意味に５段階のスケールを作り、それらに様々
な形容詞の反義語（例：「良い/悪い」、「やさしい/荒々しい」、「美しい/みにくい」など）を
当てはめた。但しこれらには「悪い」「良い」といった意味だけではなく、「とても良い」、
「とても悪い」といった意味的な段階も含まれており、更に「ニュートラル」という段階
もこのスケールの中に含まれている。この実験においてスケールの 1 には「とても良い」
という意味が当てられており、以下 2 に「良い」、3 に「ニュートラル」、4 に「悪い」、5
に「とても悪い」となっていた。つまり Zhuravlev は意味的な評価性を単純に両極端のも
のとしてではなく、等級のものとして考えていたのである。この際、Zhuravlev は良いイ
メージを持つ音を（＋）、悪いニュアンスを持つ音を（―）、ニュートラルの意味を持つ音
を（0）という表記によって整理している。 
この実験において Zhuravlev は、極めて重要な論を展開している。その議論は次のよう
なものである。音の「評価性」と音の「出現頻度」とは密接に結ばれている。例えば会話
では話し手によってよく使われる音とそうではない音がある。これは話し手が自分にとっ
て「良い・心地よい」として受け取る音を多く会話に取り入れる一方、「好ましくない」と
思う音を避ける傾向があるからである。また言語的にみると音の出現頻度がそれぞれ異な
る。つまり、出現頻度によって音は様々な意味的な評価性を持つとも言える。例えば出現
頻度の低いものは独特の意味を持つ一方、有標的な(marked)形式として単語の全体的な意
味に影響を及ぼすとされている。そしてその音の音象徴の特徴も単語における音の位置に
よって影響される。例えば語頭位置をとる音や力点音、また反復された音に対して特別の
意味的な評価がなされるのでる。 
これに対して Vol’f(1985)は、音韻レベルではなく、語彙レベル、統語レベル、形態レベ
ルにおいて意味的な評価性を詳細に分析した。その分析によると、「評価性」の問題は言語
表現の記述的な側面において叙法の一種とみなすべきであるとしている。これに加えて
Vol’f はモダリティー(modality)としての「評価性」が次のような方式に基づいていると述
べている。 
 
― A r B。「A」は評価の主体であり、「B」は客体である。そして「r」はこれらの「良
い /悪い」といった評価的な関係を表わしている。また「r」は一つの単語の意味で表わさ
れることもある一方（例：「良い」、「悪い」、「頭がいい」、「頭が悪い」、「好き」、「尊敬して
いる」、「嫌う」など）、表現の全体的な意味で表わされることもある。 
 
これらのことから Vol’f は「評価性」の性質を「絶対的な評価（абсолютная оценка）」
と「比較的な評価(сравнительная оценка)」、という二つに分類している。前者は「良い
/悪い」といった意味的な対立を扱い、評価の対象になっている客体は一つである。他方、
後者は「より良い」と「より悪い」のような意味的な対立に適応しており、評価は少なく
とも二つの客体に対して行われる。更に言語レベルにおいては「絶対的な評価」を最も基
本的なものとして主張している。これらのうち小論は「絶対的な評価」のみを扱っている。 
Zhuravlevと同様にVol’fは、「評価性」のスケールにはいくつかのレベルがあるとしてい
る。この場合のスケールは意味的な評価が「上がること」あるいは「下がること」によっ
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て、二つの反対の方向に広がるものである。またこのスケールには二つの層があり、それ
は「＋」ゾーン、即ち「良い」と「－」ゾーン、「悪い」と名付けられている。またこれら
の中間に「ニュートラル」のゾーンが設定されている。しかしここにおける「ニュートラ
ル」の性質にははっきりしていない点がある。例えば形容詞の「普通の」、「平凡な」、「適
当な」、「中間の」などの単語ではその意味が「ニュートラル」であると言える。しかし「ニ
ュートラル」であると同時に客体との意味的な関係あるいは文脈によって、「＋」か「－」
のどちらかの意味に入る場合もある。これに関してVol’fは、多くの場合「－」の意味の方
が多いとしている。例えば 22「平凡な人」という語は、「なんの特徴もない人」という意味
で認識することができる。また「適当なやり方」という語も「いいかげんなやり方」とほ
ぼ同義語ととらえられる。従って、これらの「平凡な」、「適当な」は、単語の意味からみ
れば、「ニュートラル」でありえるが、「平凡な人」、「適当なやり方」という用法の場合、
やや「－」のニュアンスが入ってくると言える。これに関連してVol’fは、意味的にみると
評価性には「主観性(subjectivity)」と「客観性(objectivity)」といった二つの特性がある
としている。例えば、評価される客体には「主観的な」特徴（主体と客体との関係）と「客
観的な」特徴（客体の特徴）があり、両者は相関関係にあるというのである。 
 
例：「水が温かい /ぬるい」と言う時、それは水そのものの特質の意味も表わすと同時に、主体
の感覚という意味をも含む。 
 
この例とは多少異なる傾向もある。 
 
例：私はおもしろくて、センセーショナルなニュースを聞いた。 
 
この例の場合、「おもしろくて、センセーショナルなニュース」は「主観的」あるいは
個人的な評価と「記述的(descriptive)」といった二つの意味を持つ。Vol’fによると、この
ような「主体的」あるいは「評価的」、及び「客体的」あるいは「記述的」といった二つの
特質は、本来、記述的な性質を持つ形容詞において最も特徴的なものである 23。これらの
                                                  
22  本例は本論文の著者が作成したものである。 
23  スラブ語では、このような形容詞にみられる「主観的な」側面が形態面に現れることもある。例えば、
性質形容詞において、この形容詞が性質の不足を表わす場合、接尾辞「-атый」（ロシア語( глуповатый
（ばかっぽい）, желтоватый （黄色っぽい）など）、「-sty」（スロバキア語(nasprostasty（ばかっぽい）, 
zltkasty（黄色っぽい）など)）、「-оват」、「-икав」（ブルガリア語(глуповат（ばかっぽい）, жълтоват
（黄色っぽい）)、(червеникав（赤っぽい）, сладникав（甘っぽい）など)が付加される。また指小辞
的な意味や愛称を表わす場合、接尾辞「-енький」、「-онький」、「-усенький」（ロシア語(короткий（短
い）-коротенький, белый（白い）-беленький, глупый（ばかな）-глупенький)）や「-ичък」（ブル
ガリア語(кратък（短い）-кратичък, бял（白い）-беличък, глупав（ばかな）-глупавичък)）などが
使用される。他方、指大辞的、あるいは否定的な意味を表わす接尾辞もみられる。例えばロシア語の
「-енный(толстый（太い）-толстенный)」、「-ущий(большой（大きい）-большущий)」、「-ющий(злой
（意地悪い）-злющий)」などがある。更にこれらの評価的な意味が名詞と一致する場合には、文法的に
特徴的なものとなる。つまり、「主観的な」評価性を持つ接尾辞の形容詞は多くの場合、同じような評価
的なニュアンスを持つ名詞と結合するのである（例：ロシア語(голубенькие глазки（青い目（指小辞））, 
большущий сапожище（大きいブーツ（指大辞））など、ブルガリア語(мънички краченца（小さい
足（指小辞））, хубавичко момиченце（可愛い女の子（指小辞））など）。 
ロシア語やブルガリア語などの場合、評価的な意味は接尾辞だけではなく、接頭辞や形容詞の反復に
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形容詞の意味的性質は二つに大別できる。その一つは「記述的」な形容詞である。これら
は評価性を持たない（例：「ポルトガルの」、「朝の」、「まだらの」 24など）。もう一つはプ
ラス「＋」とマイナス「－」の意味を表わす「評価的」な形容詞である（例えば「良い」、
「美しい」、「悪い」、「衝撃的」など）。しかし両者の性質を持つ形容詞も存在している。こ
の場合「評価的」な面と「記述的」な面が様々な割合で参加することになる（例：「冷たい
水」と「冷たい目」など）。更に多くの場合、この「評価的」と「記述的」な性質は結合す
る。このような結合は単語上と共に表現上にも現れることがある。 
 
例：彼は注意深い読者である。 
 
この「注意深い」という形容詞は「記述的」な意味を表わすと同時に「良い」といった
「評価的」な側面も持ち合わせている。つまり、この形容詞が持つ意味は、全体の表現に
「良い」という意味を与えているのである。 
 
3.2. 日本語のオノマトペの音象徴上の評価性 
 
擬声語・擬態語はこれまで述べてきたような形容詞の性質に類似した面を持つ。更にオ
ノマトペが持つ意味においては音が基本的な要素となっており、イコン性(iconicity)の高
い言葉と言うことができよう。そのため、一般語彙 25においては対象的な意味を持つこと
は最も一般的であるが、偶像的な性質を持つオノマトペの場合、人間の「感情」や「評価」
と直接に結び付く感情的な意味を持つのはオノマトペの特徴的なものであると言える 26。
つまり単語が指し示す物事や動きには普通の一般的な性質を持つことに対し、オノマトペ
はその物や動きを指し示すと同時に人間を中心にこれらはどのような感情を引き起こすの
かという面も表わす。更にKita(1997)は一般語彙は分析的次元(analytic dimension)と呼ば
れる客観的な次元に属していることに対して、オノマトペは感情・イメージ的次元
(affecto-imagistic dimension) 27に属しており、両者はそれぞれ別の次元で存在していると
                                                                                                                                                           
よって現れることもある。例えば、接頭辞「пре-」―ロシア語(пренеприятная история（非常に不快
な出来事）、ブルガリア語(предълго пътуване（非常に長い旅（「疲れる旅」という意味が含まれている）
など）)の場合、形容詞の反復―ロシア語(коридор был длинный-длинный（廊下はとても長かった）)、
ブルガリア語(синьо-синьо небе（とても青い空）)などがある（ブルガリア語以外の言語の例について
は、Isachenko(1965)を参照）。 
24  これらは日本語の名詞による関係的な結び付き（「母の靴」、「家の窓」など）や属性的な結び付き（「ひ
げの男」、「木の机」など）に対応する。 
25  本論文では、「一般語彙」を漢語、和語、外来語の区別にかかわりなくオノマトペ以外の語彙を指す
ものとしている。 
26  しかし既に述べたように、一般語彙の中でも対象的意味を持ちつつ、感情的意味を持つものもいくつ
かみられる。例えば、尊敬を表わす敬語（いる―いらっしゃる、妻―奥様など）、軽蔑を表わすもの（年
より―おいぼれ、君―貴様など）、親しみを表わす単語（猫―猫ちゃん、可愛い子―可愛い子ちゃんなど）
などがある。これらの類義語は、対象的な意味において同じであるが、その一方は感情的な意味も持つ。
しかし、これらの例からも明らかなように、表現としてみると（「親しみのある表現」や「軽蔑的な表現」）、
話の対象になる物事に対する語り手の評価が多少入っている。また、感情的ではあるが、オノマトペの
「べたべた」などのように、語り手の評価はその単語が表わしている事柄までに映し出されることはな
い。つまり一般語彙の感情的な意味には、オノマトペにみられるほど物事に対する人間からの評価的な
面が強くないと言える。 
27「analytic dimension（分析的次元）」や「affecto-imagistic dimension（感情・イメージ的次元）」の
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主張している。従ってオノマトペの中では感情や評価的な性質を持つものが多いことを推
測できる。このような性質を持つオノマトペの中には良い意味、または悪い意味を表わす
ものがある。例えば子音「s」を含むオノマトペ（例：「さらさら」、「さっぱり」、「すべす
べ」、「すいすい」など）はほとんどの場合「滑らか」、「軽い」、「容易」などの意味を表わ
す。一方、母音「e」（「けっけ」、「へらへら」、「ぺろぺろ」など）、濁音（「ざらざら」、「ず
るずる」、「だらだら」など）や拗音（「きょろきょろ」、「ひょろひょろ」、「ちゃらちゃら」
など）を含むオノマトペはやや悪いニュアンスを示す傾向がみられる。更にこのようなオ
ノマトペの評価性の相違は文脈においても明確化されることもある。例えば同じ「話す様
子」を表わす「はきはき」と「ぺらぺら」の例を比較すると以下のような評価性上の差が
みられる。 
 
例 1：半十郎のように、うじうじと杉江の様子をうかがって一言も発しないなどということは
なかったそして話かけられれば杉江は、つつましくはあったがはきはきと蜂谷に応答し
て、その間半十郎には一顧もあたえず半十郎の気分を限りなく滅入らせたものであった。
（藤沢周平『秘太刀馬の骨』、p. 194） 
例 2：そして杉江は、女は心を奇せる人にはあんなにぺらぺらしゃべるものではないこと、ま
た蜂谷にわざと親しげにして、同席している半十郎に焼き餅をやかせたい気持ちもなか
ったわけではない、とおどろくべき解説を聞かせて半十郎を唖然
あ ぜ ん
とさせたのである。（藤
沢周平『秘太刀馬の骨』、p. 194） 
 
これらの例からも明らかなように例 1 の「はきはき」は「はっきりした、歯切れの良い
言い方」を表わし、良い意味で使用されており、文脈中において「プラス」の評価が与え
られている。これに対して例 2 の「ぺらぺら」は明らかに「しまりがない、品のない話し
方」を表わし、語り手によっても「はきはき」と正反対の「マイナス」の評価で使用され
ている。更に例 1 と例 2 は同一人物の応答、しゃべりに対して本人（例 2）と別の人物（例
1）が異なった評価を与えている箇所である。 
そこで本論文はこのような日本語のオノマトペの音象徴において独特にみられる３つ
の問題（母音「e」、濁音、拗音）を扱うことによってオノマトペにおける評価的な側面を
考察していく 28。前節において考察したように、これまでの言葉の音象徴の研究では、実
                                                                                                                                                           
日本語訳は田守・スコウラップ(1999)によるものである。 
28 実際には母音「e」や濁音、拗音のこのような音象徴的な特徴は日本語に限定されるものではなく、
他の言語においても多少みられるようである。田守・スコウラップ(1999)によると英語のオノマトペに
おいて母音「e」は日本語の母音「e」と一般化ができるとされる。例えば「retch, beltch, peck, mess
など」のように否定的な意味を表わすこともある。英語に関してはこのような説が存在するが、一方ブ
ルガリア語と比較すると正反対の傾向がみられる。一般語彙において母音「e」はやや「明るい」印象を
持つ母音と思われるため、「Elena, Emilなど」人名に入っていると良いと思われる。更にブルガリア語
のオノマトペにおいても母音「e」は子犬などのような小さくて可愛い動物が出す優しい鳴き声として使
用される傾向がある。これらのことから明らかのように母音「e」の音象徴はブルガリア語のように日本
語の母音「e」と異なり、「良い」イメージを持つ場合もあれば、英語のように否定的な意味的ニュアン
スを持つという日本語との共通の点がみられる場合もある。しかし英語においてこのような母音「e」の
意味的な現象は現状では一部の少数の単語にしかみられない。 
また濁音の場合、英語やブルガリア語においても多くの場合、語頭位置を取る「p/b」、「t/d」、「k/g」、
「s/z」、という阻害音（閉鎖音、破擦音、摩擦音の総称である）は「破裂」や「打撃」、または「喉の音
 37
験的な手続きによるものが多い。またそれらの中では人間が音や言葉の意味をどのように
取るのか、どのような印象を与えるのか、曖昧な程度ではあるがどのような評価をするの
かといった問題を扱う研究方法が多々みられる。これに対して本論文は、オノマトペが意
味的な評価を表わす際、形容詞と同じように単語そのものの「評価性」がある場合にはそ
の単語が参加する表現、あるいは文脈に基づいた「評価性」があるとするVol’fの説に依拠
しつつ、オノマトペにおける音象徴的な評価を分析していく。 
更にオノマトペの語彙的な意味や評価を文脈の上で探ろうとする際、具体的な文章にお
いて、このオノマトペの意味は出来事（事柄）として持つ評価と語り手（書き手、主体と
しての登場人物）から見た評価という二つの評価方法がある。しかしこれらの評価はお互
いにいつも一致するとは限らない。例えば出来事として否定的な評価を持つものが、語り
手から見れば肯定的な評価を持つものもあり、そして逆のパターンもある。従ってこの場
合には文脈から与えられる情報は非常に重要であるということになる。用例に基づいて語
義を記述する場合、その語が使用されている一つの文を取り上げることがある。この方法
が有効なのは、問題の文の対象となる内容が、完結している出来事を表わしている場合で
ある。しかしその語が使用されている一つの文だけではその語の評価性が十分には把握で
きない場合もある（特に語り手から見た評価の場合）。その時にはその語を含む文章だけで
はなく、連文（連続して使用される文。前の文、または後の文）の持つ情報が重要になる
と考えられるため、連文も対象の範囲に含めることとする。このような理由で本論文では
用例を挙げる際、問題の文を含む連文と共に引用することが多い。 
 
3.3. 語彙体系とオノマトペ 
 
言語組織には大きく分けて三つの体系、即ち「音韻体系」、「文法体系」、そして「語彙
体系」が存在する。これらのうち、音韻体系と文法体系は「とじた」体系であるのに対し、
語彙体系は「ひらいた」体系であると言える。この点について具体的に述べると、「とじた」
体系とは「体系の各部分をなす要素が、はっきりきまった役わりや領域をもっていて、か
んたんにうごかせないようになっていること」 29である。 
これは体系内部に関する特徴である。一方、大きな体系の中で部分として機能する場合、
                                                                                                                                                           
や衝撃」、「滑らかさや摩擦」などを表わし、更に濁音は清音より「力」や「量」の多いものを表わすこ
ともある。しかし評価の面では清濁において「快感」や「不快感」という意味的な対立はほとんど見ら
れない。 
そして母音「e」や濁音と同様に拗音に関しても日本語とそれ以外の言語に共通点が多少みられる。例
えば英語などにおいて拗音は「小さいもの」や低い程度ではあるが「弱弱しいもの(feeble)」を表わし、
更に Tsur(1992)によると「不適切」という意味を持つ場合もあるとされる。一方、ブルガリア語では「小
さいもの」を表わす傾向がみられるが、オノマトペにおいては多くの場合、それは小鳥の鳴き声や口笛
をする時のように空気が小さい穴から突出する音を表わす時に利用されるのがほとんどである。しかし
このような意味を表わす内、いくら小さいものを表わすと言っても日本語のように「子供らしい」/「子
供っぽい」、即ち「良い」/「悪い」といった評価的な対立ははっきりしない。英語に対しても同様のこ
とが言える。更に英語やブルガリア語において日本語のように直音と拗音の形態的、あるいは意味的な
対立はほとんど見られないと言っても過言ではない（清濁の対立に対しても全く同様のことが言える）。 
以上のように母音「e」、濁音、拗音の音象徴には共通の点がみられるが、これらの特徴が形態上や意
味上で活発的にかつ意識的に利用される面では日本語、更に日本語のオノマトペにおいて体系性を持つ
特徴的なものとして考えても良いであろう。 
29  宮島(1994)、p. 161 
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「とじた体系」はその外部の体系に対して自らの役割や領域を明確に有しており、このこ
とが特徴的である。つまり、「音韻体系」は「文法体系」におけるその要素がはっきりして
おり、明確な分類や規則に従っているのである。つまり、これらの相互関係には、不明瞭
な点が存在しない。例えば音韻上において母音と子音の区別ははっきりとしており、発音
の場所や聴こえ度の相違などが明らかになっている。 
これに対して文法の領域とは「テンス」や「ボイス」などのような安定したカテゴリー
から成り立っている。従って日本語の「テンス」は主として「過去」と「非過去」、「ボイ
ス」は「能動」と「受動」というように分類して分析することが可能である。しかし「ひ
らいた」性質を持つ語彙体系ではこのような分類が不可能である。それは単語（語彙）が
意味に則して体系を形成するからである。 
この体系は音韻体系のように平面的なもの 30ではなく、複層的かつ複雑なものとなって
いる。これらには単語よりも小さい意味要素である音義素が持つ意味や単語が全体的に持
つ意味、あるいは文脈上で単語が持つ意味などが含まれる。しかしこのような単語の意味
領域は、明確に区分される一つの枠に当てはまらない場合が非常に多い。例えば、一つの
単語にいくつかの意味がある（多義語）場合、あるいは同音語のように同じ音韻形態では
あるが全く別の意味を持つことがある場合、また類義語のように異なった単語がほぼ同じ
基本的な意味を持つ場合や単語同士が対象的な意味、あるいは感情的な意味を持つ場合、
更には二つの単語の意味が部分的に重なる場合（「つくえ」－「テーブル」など）や上位下
位の関係がある場合（「母」は「女」であり、「人」でもあるなど）があり、単語の意味の
変化（古語や新語、あるいは歴史的な変化を受けた意味）などのように複雑な性質である。 
このような様々な条件に加えて、単語の意味の捉え方が人によって異なるという認知
(cognition)の問題があり、単語の意味の性質の一つである主観的な面もある。このように
意味体系は極めて広く、「ひらいた」領域であることが明らかである。 
このような特殊な事実を扱う語彙体系は、言語学における他の言語体系と比べて最も周
辺に置かれてきた分野である。その語彙論の重要性にも関わらず、従来の言語学において
このような語彙の意味が語彙論として扱われてきたのはある時期まではロシアの言語学の
みであった 31。一方、他の言語学研究においては、意味は意味論として文法的な意味と一
緒に扱われてきており、語種は多くの場合、言語史として別々に扱われてきた。更に教育
に関しては語彙論がわずかに言及されることがある程度であり、体系的には教えられてい
ないのが現状である。 
このような現象は、既に述べた語彙体系の特質に関わる問題であると考えられる。つま
り、要素の数が最初から少数に限定されており、その対立関係が明確な音韻体系や文法体
系と比べて、語彙の領域は広範囲であるため、体系性は捉えにくい。更に語彙現象をカテ
ゴリカルに断言することも非常に困難であると言える。しかし語彙論におけるこのような
諸問題がこれまで研究対象として積極的に扱われてこなかったことに対する説明は皆無で
                                                  
30  平面的とは一つの発音に一つの音韻が対応することである。これに対して語彙の意味体系は正反対の
性質を見せる。一つの要素に一つ以上の要素が属することや一つ以上の要素に一つのものが対応すると
いう逆の関係もみられる。 
31  ワインライヒ(Weinreich(1963))によれば、ロシアの言語学において語彙論的な研究は 1940 年に始ま
ったが、全面的に発展したのは 50 年代のなかば以降である。その後、中国の言語学やフランスの言語
学など世界中の言語学会において強い影響を与えたとされる（『語彙論教育』(1964)を参照）。 
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ある。 
本論文の研究対象である日本語のオノマトペの意味も、このような語彙論的領域に属す
ると考えられる。既に述べたように、擬声語・擬態語は音象徴に基づくと同時に感情的な
性質をもつ語彙である。つまり、音韻上の特徴によって単語の意味的なイメージ（この中
には意味的評価性も含まれる）が生み出される性質を持っている。 
しかし、このオノマトペのイメージや意味的評価性を探ることは、決して容易ではない。
上述のように、語彙の体系性が低いため、オノマトペの意味の分類や、オノマトペの意味
の簡単な整理も不可能と考えられる。更に、オノマトペの意味的なイメージに人間の評価
や個人的な捉え方も絡んでいる。このような主観的な要素の流入によってこの問題の明確
化は更に困難となる。 
このようなことからオノマトペの音象徴や意味的評価性を心理言語学的な面から検討
することが最も必要である。即ち、同じ擬声語・擬態語の場合においても、人によってど
のように受け止められるのか、また意味上の相違がどこまであるのか、更にその中でどの
ような傾向がみられるのかについて分析することが重要となろう。しかし、語彙の意味を
カテゴリカルに断言することが困難であるため、オノマトペの音象徴を心理言語学的に分
析する前に、まず言語の上で、即ち、言語学的な視点から明確化する必要性があると思わ
れる。更にオノマトペの意味的なイメージを考察する際、その主観的な点をなくすために、
用例、即ち文脈の中で証明すると同時に、オノマトペの意味の主観的な点を可能な限り客
観化させなければならないであろう。更にオノマトペの意味にみられる傾向の分析と分類
が必要であると考えられる。これらのことから本論文は言語レベルにおけるオノマトペの
意味や意味的評価性を考察していく。 
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第 2 章 母音「e」の分布と意味的評価性 
 
第 1 節 母音「e」の分布 
 
母音「e」を含む日本語のオノマトペは下品なイメージや悪い印象を与えると考えられ
る。更に母音の音象徴の考察から明らかになることとして、母音「e」が他の母音と異なる
意味的性質を持ち、特別な存在であることが挙げられる。 
しかしこの母音「e」の特別な役割は擬声語・擬態語に限定されない。一般語彙におい
ても他の母音と比べて特別な分布・役割を果たす現象がみられる。このようなことから最
初に母音「e」の分布を検討したい。 
 
1.1. 語彙における母音「e」の分布 
 
一般語彙における、「e」という母音は、単語の終わりの部分や活用語尾に多く現れる。
しかし語頭に来ることはほとんどない。更に第二音節における、taka（タカ）「高い（takai）、
宝(takara)など」、mata（マタ）「又(mata)、待たす(matasu)など」、naga（ナガ）「長い(nagai)、
流す(nagasu)」など、aaという母音が重った単語やkiri（キリ）「霧(kiri)、切り傷(kirikizu)
など」母音「i」が重なった単語が多くみられる。またkuru（クル）「来る(kuru)、狂う(kuruu)
など」、suru（スル）「する(suru)、擂る(suru)」、などのようにuuという母音を重ねた単語
やtoko（トコ）「所(tokoro)、床(toko)」、moto（モト）「元(moto)、求める(motomeru)など」
のように母音「o」を重ねた単語も多く存在する。しかしteke（テケ）、mete（メテ）、nege
（ネゲ）、kere（ケレ）、sere（セレ）1などの母音が結合した単語は一つも存在しない。こ
れらを現代語の辞書・辞典の中で確認するとエ・ケ・セ・テ・ネなどで始まるエ列音は目
立って少ない。例えば『岩波国語辞典』には「a」で始まる単語が1607、「e」で始まる単
語が693、「 i」で始まる単語が1694、「u」で始まる単語が924、「o」で始まる単語が1648
ある。このように「e」で始まる単語は比較的少ない。更にCVCV語基のカ、サ、タ行にお
いて単語の第一音節に位置を取る母音の数を比較してみると表1のようになる。 
 
表1（第一音節に位置を取る母音） 
母音 カ行 サ行 タ行 合計 
a 210 91 101 402 
i 165 342 57 564 
u 62 49 48 159 
e 43 56 26 125 
o 117 55 89 261 
 
この表から明らかなように、第一音節に出現する母音「e」の数は目だって少なく、125
                                                  
1「けれど(keredo)」や「けれども(keredomo)」のような例外は存在するが、本来のものではなく文法的
形式が自立し、単語化したものとして考えられる。 
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単語しか現れない。またこれらの単語の半数以上は漢語や外来語である。従ってこれらに
収められている漢語や外来語を除くと、表 2 で示されているように他の母音と比べて第一
音節に母音「e」を含む和語は非常に少ないことが明らかになる（第一音節に母音「e」を
含む和語は 31 語しかない）。 
 
表 2（和語において第一音節に位置を取る母音） 
母音 カ行 サ行 タ行 合計 
a 87 42 71 200 
i 26 50 13 89 
u 37 44 52 133 
e 9 14 8 31 
o 28 16 54 98 
 
更に『分類語彙表』のデータを用いて漢語、和語、外来語（英語などから借用された語）、
またオノマトペにおける母音「e」で始まる単語と第一音節に母音「e」を含む単語を数量
的に分析すると、表 3 と表 4 のようにまとめることができる。 
 
表 3（母音「e」で始まる単語） 
母音 漢語 和語 外来語 オノマトペ 
e 650 85 223 5 
 
 
表 4（第一音節に母音「e」を含む単語） 
行 漢語 和語 外来語 オノマトペ 
カ 2024 113 60 9 
サ 2376 90 100 4 
タ 1138 496 200 11 
ナ 263 198 31 10 
ハ 548 54 155 38 
マ 324 186 112 10 
ラ 406 0 117 1 
合計 7079 1137 775 83 
 
これらのことから母音「e」で始まる単語の場合と第一音節に母音「e」を含む単語の場
合において最も現れやすい単語は漢語であると言える。これに対して和語やオノマトペの
数は非常に少ない。また外来語の場合、その出現頻度は低い。この理由としては『分類語
彙表』に収録されている外来語の数が全体的に少ないことがありえるが、ここでは母音「e」
で始まる和語、あるいは第一音節に母音「e」を持つ和語が漢語と比較すると極めて少ない
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ことを特に指摘したい 2。 
 
1.1.1. 外来語における母音「e」の分布 
 
開音節を基本とする日本語では閉音節を避ける傾向がある。従って外来語において多く
みられる閉音節(CVC)を開音節(CVCV)にするために、母音挿入という現象がみられる。例
えば、 
 
strike―[sutoraiku]3
lamp―[rampu] 
hot―[hotto] 
bed―[beddo] 
beach―[bi: t∫i] 
badge―[baddɜi] 
cake―[ke:ki] 
 
などである。 
 
これらの例からも明らかなように、日本語において英語からの借用語において選択され
ている挿入母音には「u, o, i」の三つの母音がある。その中では最も多く用いられるのは
母音「u」であり、他の二つの母音は特定の音声環境にしか出現しない。具体的にみると、
母音「o」は「t」と「d」の後に挿入され、「t∫」や「dɜ」の後では「i」が挿入される。ま
た多くはないが、母音「i」は「k」に後続する場合もある。これ以外の環境では母音「u」
が挿入される（窪薗(1995)を参照）。 
しかし挿入される母音の中では母音「 a」 4 と母音「 e」はほとんど登場しない
（「*sataraika」、「*seteraike」）。上述の三つの母音の挿入や母音「a」が出現しないこと
は日本語の母音の「聞こえ度(sonority)」、あるいは母音性で説明することができる。これ
に対して母音「e」は、完全に離された存在であることが分かる。母音「u」が最も多く挿
入されるのはその母音性が低い、あるいは子音性が高い母音であることから推測できる。
                                                  
2  西原(1979)によると日本語の散文においてではあるが、同様の傾向がみられる。短歌などのような調
音を重視するものでは母音「e」の出現頻度は非常に少なく、極めて稀である。西原によるとこれは母音
「e」が「非音楽的な不協和」の感じを与えるからである。しかし民謡や歌謡曲においては母音「e」の
出現頻度は極めて高くなる。これはこれらの性格によって母音「e」に対する好悪があるとされる。本論
文は現代日本語を考察対象としているが、古語においても母音「e」について同じような背景があったこ
とも念頭に置くことは必要であると思われる。 
3  strike―[sutoraiki]という母音「i」が挿入される形もあるが、これは古い借用語にみられる特徴であ
り、[sutoraiku]は新しい形である。現代日本語では「ストライク」と「ストライキ」は意味的に区別さ
れ、周知のように、「ストライキ」は「同盟罷業」という意味で使われるが、「ストライク」は野球やボ
ーリングなどで使用される。しかし松本泰丈氏の教示によると、プロ野球解説者の小西得郎氏は「ボー
ルストライク」を「ストライキ」と言ったことがあるそうである。このように区別が困難な場合もある。 
4  近代では「カラ（ー）ン」→「クレーン」、「ガラス」、「ガラマチカ」→「グラマー」、「ダラム」→「ド
ラム」などのように、表音と同じ母音が使われていたため、それらに母音「a」が挿入される場合も見ら
れた。しかし現在では「ガラス」以外には使用されなくなっており、これらの母音「o」が挿入されたバ
リエーションが一般的となった。 
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更に日本語の「ウ」（[ɯ]）は国際音声記号(IPA)の円唇「u」と比べると聞こえが弱い。こ
れ故に、日本語の中で一番短く発音され、最も無声化しやすい母音である。このように母
音としての特性が低い母音が挿入されることにより、外来語において最も優先される原語
の発音に一番近い借用形が得られると考えられる。 
この次に母音性が低い、あるいは無声化しやすい母音は「i」である。母音「a」が挿入
されない理由としては母音「a」の聞こえ度、あるいは母音性が最も高いためと考えられ
る。それに対して母音「o」と「e」は、両者とも母音「a」より低い母音性を持つが、そ
の中でも母音「e」ではなく母音「o」が挿入母音として現れる。つまり、外来語において
は母音「e」が挿入する母音として回避されているのである。 
 
1.1.2. 母音「e」の音色 
 
現代日本語（特に東京方言）において母音「e」は、母音融合(vowel coalescence)によっ
て現れることがある。例えば丁寧な発音とぞんざいな発音の間にみられる交替においてそ
れがみられる。 
 
― いたい[itai]→いてえ[ite:] 
― うまい[umai]→うめえ[ume:] 
― からい[karai]→かれえ[kare:] 
― だいこん[daikon]→でえこん[de:kon] 
― つらい[tsurai]→つれえ[tsure:] 
 
これらの例では「ai」という母音連続が「e:」という単一の音色に融合している（つま
り、単母音化(monophthongization)が起こっている）。窪薗(1999)は、その理由として母
音「e」が舌の位置などによって「a」と「i」の中間の音となる一方、連続して発音すると
母音「e」に収まってしまうことを挙げている。また母音融合に関連する母音交替の一つの
パターンとして「oi」が「e:」に変化することも挙げている。例えば、 
 
― おもしろい[omosiroi]→おもしれえ[omosire:] 
― すごい[sugoi]→すげえ[suge:] 
 
などである。 
 
しかし日本語においては、単母音化は母音「e」だけではなく、以下の例 1 のように、
他の母音においてもみられる現象である。更に音声的に自然な現象であるため、日本語に
限定されず、他の言語にも起こりえる 5。 
                                                  
5  例えば、インドネシア語において次のような単母音化の例がみられる。 
「ai」→「e:」 
pantai[pantai]→pante[pante:]（海岸） 
sampai[sampai]→sampe[sampe:]（着く） 
ramai[ramai]→rame[rame:]（にぎやか） 
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但し、ここでこの問題に触れたことは日本語において母音「e」の性質における一側面
を例示するためだけである。 
 
例 1：[ui]→[i:] 
熱い[atsui] →あちい[achi:] 
寒い[samui]→さみい[sami:] 
 
[eo] →[o] 
書いておこう[kaiteoko:]→書いとこう[kaitoko:] 
 
[ea] →[a(:)] 
俺は[orewa]→おらあ[ora:] 
書いてあげる[kaiteageru]→書いたげる[kaitageru] 
 
1.1.3. 「e」に関する母音交替 
 
1.1.3.1. 名詞の場合 
 
母音「e」は、次のように名詞の語幹末において母音「a」と交替する。例えば雨（あめ）・
稲（いね）・上（うえ）・風（かぜ）・毛（け）・酒（さけ）・菅（すげ）・爪（つめ）・船（ふ
ね）・目（め）などの単語は、「雨雲（あまぐも）」、「稲田（いなだ）」、「上辺（うわべ）」、
「風車（かざぐるま）」、「酒屋（さかや）」、「白髪（しらが）」、「菅笠（すががさ）」、「爪楊
枝（つまようじ）」、「船便（ふなびん）」、「目蓋（まぶた）」などの複合語もつくる。その場
合、独立形で母音「e」だったものが複合語では「雨（あま）」、「稲（いな）」、「上（うわ）」、
「風（かざ）」、「毛（か）」、「酒（さか）」、「菅（すが）」、「爪（つま）」、「船（ふな）」、「目
（ま）」など「a」の母音で現れている。 
これらの変化は、「ame-ama」 6、「 ine-ina」、「ue-uwa」、「kaze-kaza」、「ke-ka」、
「sake-saka」、「suge-suga」、「tume-tuma」、「hune-huna」、「me-ma」といった形で観察
されるような、語幹の末尾母音の交替現象（転音）と考えられる7。 
                                                                                                                                                           
 
「au」→「o」 
pulau[pulau]→pulo[pulo]（島） 
kalau[kalau]→kalo[kalo]（もし） 
pisau[pisau]→piso[piso]（ナイフ）などである 
6  松本(1995)は日本語の上代語に現れる母音交替を考察し、この「ame-ama」が「ame-ama」ではなく、
「ama-ame」という関係であると述べており、「ama」を基本形としてとらえている。更に発生論的な
面からみるともともと「ama」の形が原形であり、基の形は熟語の中にのみ保存され、語の末尾におい
ては終わりの「a」は「e」に弱まった結果「ame」の形が生じたという説もある。つまり、基本形（被
覆形）の「ama」が体言化される際、体言として安定させる接辞「i」のようなものと接尾する。更に母
音部分が融合し「a+i」、「ame」形（露出形）が成立したとも考えられる（有坂秀世(1957)を参照）。も
しこのような説が正しいとすれば、日本語の語彙において母音「e」は最も避けられている母音であると
証明されよう。しかしこの問題についてはより詳細な考察が必要なため、ここではこの問題にこれ以上
触れないことにする。 
7  「転音現象」は母音「e」に限定するものではなく、他の母音にもみられる。例えば、「i」は母音「o」
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1.1.3.2. 動詞の場合 
 
上述の母音「e」の交替は名詞に制限されるものではなく、動詞や形容詞の語幹末に現
れることもある。更に名詞の場合母音「e」は単語を作らないのに対して、動詞の場合は語
形を作り、文法的な役割を果たす。例えば、動詞の活用形における「命令形」においては
「読む(yom-u)―読め(yom-e)」、「書く(kak-u)―書け(kak-e)」、「貸す(kas-u)―貸せ(kas-e)」
などである。また、「中止形」の「読んで(yoN-de)」、「書いて(ka-ite)」、「貸して(kas-ite)」
や条件形・譲歩形の「読めば(yom-eba)/読んでも(yoN-demo)」、「書けば(kak-eba)/書いて
も(ka-itemo)」、「貸せば(kas-eba)/貸しても(kas-itemo)」などにも、母音「e」は現れてい
る。更に母音「e」の交替は、自他対応を示す動詞の単語作りにも関わっている。具体的に
述べると、他動詞から自動詞へ（自動詞化）、また自動詞から他動詞へ(他動詞化)の転換の
際に接尾辞として現れるのである。 
 
他動詞＋e→自動詞 
 
この例としては、「割る(war-u)―割れる(war-eru)」、「抜く(nuk-u)―抜ける(nuk-eru)」、
「折る (or-u)―折れる (or-eru)」、「切る (kir-u)―切れる (kir-eru)」、「取る (tor-u)―取れる
(tor-eru)」、「離す(hana-su)―離れる(hana-reru)」などがある。 
 
そして、自動化を起こす母音「e」の例ほどは多くないが、母音「e」は自動詞が他動詞
に変換される際の不可欠な要素としても機能している。 
 
自動詞＋e→他動詞 
 
この例には、「建つ(tat-u)―建てる(tat-eru)」、「進む(susum-u)―進める(susum-eru)」、
「並ぶ(narab-u)―並べる(narab-eru)」、「整う(totono-u)―整える(totono-eru)」などがあ
る。 
 
上述のことから明らかなように、母音「e」は動詞の語幹末に出現することが多い。一
方、子音語幹動詞（いわゆる四段活用タイプ）のうち「減る(heru)」、「呻く(umeku)」、「防
ぐ(husegu)」、「召す(mesu)」、「笑む(emu)」などや、母音語幹動詞（いわゆる下一段タイ
プ）のうち「蹴る(keru)」、「食べる(taberu)」、「寝る(neru)」、「吠える(hoeru)」、「ほれる
                                                                                                                                                           
と交替し、また母音「o」は「a」と交替することがある。例えば、 
 
イ段→オ段 
木（き）→木陰（こかげ）、木枯らし（こがらし）など 
火（ひ）→火照る（ほてる）、火垂る（ほたる）など 
 
オ段→ア段 
白（しろ）→白髪（しらが）、白浜（しらはま）など 
 
しかし本論文では、他に交替する母音と比べれば、母音「e」が交替する例は最も多いという現状もある
上で、母音「e」の交替はこの母音の性質の一つとして注目したい。 
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(horeru)」などのように母音「e」が動詞の語幹に現れることもある。しかしこのような動
詞の数は比較的少ない。 
以上のことをまとめると次のことが言える。一般語彙において母音「e」は現れる場所
が非常に限定されており、不安定な振る舞いを見せる母音である。また語幹に出現するこ
とは少なく、主に語幹末に参加する母音である。そして語幹末に現れる際にはほとんどの
場合、他の母音に置換されたり、他の母音と置き換わったりする交替現象を生じさせる。
更に 1.1.2.で考察したように、母音融合によって母音「e」が出現すると言葉の「品」が落
ち、ぞんざいな発音になってしまうこともみられる。そのため母音「e」による母音交替の
現象から見ると名詞や動詞・形容詞においては母音「e」が語彙的にほとんど用いられない
母音であると言える。更に文法的な形を担う時にはその役割が制限され、利用されるので
ある。 
 
1.1.4. オノマトペにおける母音「e」の分布 
 
エ列音にみられるこのような特別な性格は、日本語の擬声語・擬態語の形成の中に反映
されるものである。例えば現代日本語では「ぱたぱた」、「ぷつぷつ」、「ぽちぽち」、「ぽと
ぽと」、あるいは「からから」、「きりきり」、「くるくる」、「ころころ」という形のオノマト
ペは多いが、「ぺてぺて」とか「けれけれ」のような e-e というエ列音の連続する擬声語・
擬態語はほとんど見出されない（稀な例として「でれでれ」）。これに関しては稲場(1972)
も同様のことを指摘している。稲場によると、擬声語では第一・第二音節母音が同一のも
のが「最多」である。しかし母音「e」の場合、擬声語・擬態語においてもそのような現象
が見られない。更に第二音節に現れる母音「e」の数は、擬声語・擬態語のいずれにおいて
も非常に少ないという。 
これに対して第一音節に母音「e」を含むオノマトペを数量的に分析すると、表 5・表 6
にみられるように母音「e」で始まる擬声語・擬態語、または第一音節に「e」を持つ擬声
語・擬態語の数は、他の/a i u o/母音を含む擬声語・擬態語に比べて少ない。 
 
表 5（/a i e u o/の母音で始まる単語） 8
母音 a i u e o 
 16     7 5     4 34    19 7     2 13     8 
 
表 5 で示されているようにオノマトペの語頭に最も現れやすい母音は「u」である。ま
たその次には母音「a」や「o」が来る。出現頻度の最も低い母音は「e」と「i」である。 
 
 
 
 
 
                                                  
8  表に含まれている数字は、/a, b/の順番で出現の回数を表わすものである。/a/はDictionary of iconic 
expressions in Japaneseから、/b/は『擬音語・擬態語使い方辞典』から取ったデータである。  
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表 6（第一音節に母音/a i e u o/を含む単語） 8
母音 カ行 サ行 タ行 ナ行 ハ行 マ行 ラ行 合計 
a 128  48 66 16 43  12 4   1 109  42 8   3 0   0 358  122 
i 51  41 47  48 33  33 14   6 102  34 4   2 3   1 366  165 
u 67  42 98  44 25   9 15   9 102  41 19  14 1   0 327  159 
e 20  11 4   3 14   9 5   3 57  24 10   8 1   0 113   58 
o 89  39 27  11 107  42 22  13 152  51 19  11 0   0 416  167 
 
擬声語・擬態語の第一音節において最も好まれる母音は「o」、その次は母音/i→a→u/の
順である。これらにおいては語頭に位置を取る場合と同様に母音「e」の出現頻度が他の母
音のほぼ半分以下であることが分かる。つまり、第一音節に母音「e」を含む日本語の語彙
では和語の場合と同様に母音「e」が日本語のオノマトペの中において非常に少ない頻度で
現れると言うことができる。更に第 1 章において紹介した、擬声語・擬態語辞典の中で最
大な辞典と思われる Dictionary of iconic expressions in Japaneseに登録されているオノ
マトペの中で第一音節に母音「e」を含むオノマトペをそれぞれ行ごとに挙げると以下のよ
うに数が非常に少ないことがより明確になるであろう。 
 
カ行 
― げー、げーげー、けーん、げそっと、けたけた、げたげた、けちょんけちょん、け
っけ、けっけっけ、げっそり、げっと、けばけば、げぼげぼ、けらけら、げらげら、
けろけろ、げろげろ、けろっと、けろり、げんなり 
 
サ行 
― ぜーぜー、せかせか、せっかち、せっせ 
 
タ行 
― でーん、てかてか、でかでか、てきぱき、てくてく、でこでこ、でっぷり、でぶっ
と、でぶでぶ、てらてら、でれっと、でれでれ、でん、でんでん 
 
ナ行 
― ねちねち、ねちゃねちゃ、ねっとり、ねとねと、ねばねば 
 
ハ行 
― ぺかぺか、ぺこっと、べこべこ、ぺこぺこ、ぺこり、ぺこん、ぺしゃっと、ぺしゃ
り、ぺしゃん、ぺしゃんこ、べたっと、ぺたっと、へたへた、べたべた、ぺたぺた、
べたり、ぺたり、べたん、ぺたん、べちゃくちゃ、ぺちゃくちゃ、べちゃっと、ぺち
ゃっと、べちゃべちゃ、ぺちゃぺちゃ、ぺちゃん、ぺちゃんこ、べちょべちょ、べっ
たり、ぺったり、ぺったんこ、ぺったんぺったん、ぺっ、べっとり、へっへっへっと、
ぺっぺ、べとっと、へとへと、べとべと、へどもど、へなへな、へへへ、へべれけ、
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へらへら、べらべら、ぺらぺら、べりっと、べりべり、べろっと、ぺろっと、べろべ
ろ、ぺろぺろ、べろり、ぺろり、べろん、ぺろん、べろんべろん、べんべん、ぺんぺ
ん 
 
マ行 
― めーめー、めきめき、めそめそ、めためた、めちゃくちゃ、めちゃめちゃ、めっき
り、めらめら、めりめり、めろめろ 
 
ラ行 
― れろれろ 
 
1.2. まとめ 
 
上述のことから母音「e」の単語音声への参加は、一般語彙においては二次的で有標な
もの(marked)であると言える。出現頻度が少なく、他の母音と交替することがほとんどで
ある。更に既にみてきたように語彙的に使用されることは少ないのに対して、文法的に利
用されることがみられる。しかしこの場合にも役割の制限がある。即ち、一般語彙におけ
る母音「e」は他の四つの母音の組織から外れた存在であり、独特な振る舞いを見せる母音
である。 
また擬声語・擬態語における母音「e」の分布についても同じようなことが言える。ま
ず、母音「e」を持つオノマトペの数が少なく、日本語のオノマトペにおいて特徴的であり、
更に、第一と第二音節の母音の結合には母音「e」がほとんど参加しないという大きな特徴
を持つ。そこで、一般語彙における母音「e」は二次的な母音であることが明らかであるが、
オノマトペの場合、この特性的な母音はより二次的で、周辺的なものであるとみなすこと
ができる。 
このような母音「e」の独特な分布には歴史的な理由がある可能性も考えられる。例え
ば母音「e」は、日本語の歴史上、本来母音ではなく、新しく発生した母音である 9という
説を唱える言語学者（大野(1957)、金田一(1978)、Whitman(1985)、松本(1995)など）も
いる。しかしこの説は十分な立証がなされていないため、ここでは扱わない。つまり母音
「e」の特別な分布を持つ原因となったことについて歴史的・通時的な考察は対象外とする。
本論文では、和語やオノマトペにおいて母音「e」の出現頻度が非常に少なく、好まれてい
ない母音であることに焦点を当てつつ分析を進めていきたい。 
 
                                                  
9  つまり、エ・ケ・セ・テ・ネなどエ列の音が古代日本語の本来の音ではなく、ai→エ列乙類e、ia→エ
列甲類eというような変化によって、母音「i」と「a」の膠着融合として後世発達した母音だと考えられ
ているようである(この問題に関して、エレナ・パンチェワ(2003)を参照)。 
母音「e」が歴史的に新しい母音であるかどうかについては今なお、議論の余地がある。しかし奈良時
代頃の日本語にはエ段において融合的な性質を持つ二つの母音「e」（甲類「ke, фe, me など」と乙類「kё, 
фё, mё など」）が存在していたことは、「e」という母音が持つ不安定な性質に何らかの関係があること
を示唆していると思われる。 
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第 2 節 母音「e」の意味的評価性 
 
2.1. 母音「e」の音象徴 
 
前節でみたように、他の母音と比較すると母音「e」は独特の分布を持ち、異なる振る
舞いをする母音である。更にこの母音「e」の分布上の独自性が意味上にも現れると推測で
きる。そこで本節では一般語彙及び、擬声語・擬態語において母音「e」がその単語にどの
ような意味的効果を持つのかについて考察する。 
 
2.1.1. 一般語彙の場合 
 
漢語、外来語や和語、つまり一般語彙において第一音節に位置を取る母音「e」は独自
の音象徴を持たない。例えば漢語の「見学（けんがく）、結果（けっか）、成功（せいこう）、
（接触（せっしょく）、絶品（ぜっぴん）、部屋（へや）、天気（てんき）、電気（でんき）」
など、あるいは外来語の「ゲスト、ケーブル、セール、ゼロ、テレビ、ベッド」などは、
下品なイメージや不快感を全く起こさない。また和語に対しても同様のことが言える。し
かし上述のように、語頭や第一音節に母音「e」を含む和語は非常に少ないにも関わらず、
これらの中では「けた（桁）、けち、けど（けち）、けむり（煙）、けら（啄木鳥）、げす（下
司）、せがれ（倅）、ぜに（銭）、でか、でぶ、ねずみ（鼠）、へげる（剥げる）、へび（蛇）、
へら（箆）、べろ（舌）」などのように、俗語や動物の名前、そしてオノマトペ語源のもの、
更に意味の面からみると一般語彙では二次的で周辺的な位置を占めるものが多いと言える。
つまり、これらの中では一般名詞は顕著ではない。 
 
2.1.2. オノマトペの場合 
 
擬声語・擬態語においては「a,i,u,e,o」、即ち、全ての日本語の母音が用いられる。この
際、オノマトペの中では「ばたっ」(bataQ)/「びたっ」(bitaQ)/「べたっ」(betaQ)/「ぼた
っ」 (botaQ)や「ぱりぱり」 (pari-pari)/「ぴりぴり」 (piri-piri)/「ぷりぷり」 (puri-puri)/
「ぺりぺり」(peri-peri)/「ぽりぽり」(pori-pori)などのように母音の相違だけによって意
味的に区別されるものがほとんどである。つまり、語の構成からみると同じ子音を持つが、
ただ一つの母音の相違によってオノマトペの全体の意味的なニュアンス 10が変化するとい
う現象がみられるのである。この現象はオノマトペだけにみられるものであり、全ての母
音の音象徴に異なった特色があることを示している。 
 
2.1.2.1. オノマトペにおける母音の意味・性質 
 
日本語のオノマトペにみられるこのような母音の意味的特徴について、現代言語学は次
                                                  
10「意味」と「ニュアンス」の区別には困難が伴う。一般的に「意味」は言語にやき付けられた中心的
な意味を指すが、「ニュアンス」は「意味」よりも幅が広く（「他と違う微妙な特色」という意味までが
含まれる）、言語活動の中での「使用の中の意味」を指す。更に現実では意味とニュアンスが連続するた
め、それらを明確に区分することは困難である。  
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のように論じている。 
金田一(1988)によると、母音「a」と「o」は「大きいもの」や「荒いもの」を表わす（例
えば「がばっと」、「ざーっと」など」）。また母音「i」は「小さい」という印象を与える。 
しかし母音「e」については状況が異なると述べている。 
 
「エになると、これはどうも人気がなく用例も少ないが、あっても品のない感じを与
える。「ヘナヘナ」とか「セカセカ」。エの段に始まる擬態語に、ほめるときに使う言
葉はなかなかない。」 11
 
このように金田一は、母音「e」が他の母音とは異なり、下品なイメージを伴う母音で
あるとしている。 
一方、大坪(1989)は、オノマトペにおける母音の意味的な違いとして、 
 
「/a/に明るく大きな情感が、/i/に小さく鋭い情感が、/u/に暗くてくすんだ情感が、/e/
に明るくて締まりのない情感が、/o/に円やかで深みがあり、落ちついた情感」 12
 
があると述べている。つまり大坪によっても母音「e」の意味には「不快感」を指し示
す面があると考えられているのである。 
このような見解は他の研究者によっても主張されている。例えば田守・スコウラップ
（1999）は、日本語のオノマトペにおいて母音「e」が他の母音ほど一般的ではなく、特
別な母音だとしている。 
更にこの点に関してはHamano(1998)が最も重要な視点を提供している 13。Hamanoに
よると母音と子音はその位置によって異なる意味を持つ。例えばCV語基のオノマトペの母
音は「物の形や大きさ、そしてその範囲(the shape of the object, the size of the affected 
area) 14」を表わしている。またCVCV語基オノマトペにおける母音は第一音節に位置を取
る母音（V1）も第二音節に位置を取る母音（V2）も基本的に｢物や動作の大きさや形(the 
relative size or the shape of an object or movement)14｣を表わすが、Hamanoはこれらに
おいても細かいニュアンスの相違がみられるとしている。しかしこのような特徴を持つ母
音組織の中では母音「e」の象徴性には他の母音のように物の性質との密接な関係がみられ
ない、特別な存在であるという。つまり母音「e」は「形がはっきりしていない・整ってい
ない」という意味的性質を持つ。更に第一音節と第二音節にある母音「 e」は、
“inappropriateness, vulgarity”を表わしているとされる。 
 
                                                  
11  金田一(1988)、p.130 
12  大坪(1988)、p.118 
13  第 1 章において述べたように、従来の日本語の擬声語・擬態語の音象徴の研究においてHamanoの研
究は最も注目すべきものである。更にオノマトペの音象徴について従来の研究には見られない、詳細な
考察を提供している点に関しては基本的な研究であると考えられる。従って、本論文ではこのHamano
の研究を多く取り入れ、考察することになる。 
14  Hamanoはこれらを“size-shape symbolism”と名付けている。 
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Hamano(1998)は 1 モーラを基本形に持つ擬声語・擬態語、および 2 モーラの語基を持
つ擬声語・擬態語の第一モーラにおいて、特性の母音と特性の意味との間に多様な対応が
あることを指摘している。これらは以下の通りである。 
 
母音「a」― 母音「a」は「平べったさ(flatness)」、「広い表面に影響を与える出来事
(movement or event effecting a large area)」、「関わっているものの全面的関与(total 
involvement of the object involved)」、「広がり(expansiveness)」、また「華やかで、派
手な、あるいは目立つ出来事(events, being colorful, gaudy or conspicuous)」といった
多様な意味と関連している。この際 Hamano は、平べったさを表わす日本語のオノマト
ペとして「ぱかっ」、「ぱたぱた」、「ぱりぱり」、「ぱん」を挙げているが、これらは第一
モーラに起こる母音の場合だけである。 
 
母音「i」― 「ぴっ」および「ぴん」のような 1 モーラを基本形に持つ語の例のように
母音「i」は「線(involvement of a line)」、あるいは「一直線に延びたもの(unilinearly 
stretched object)」を表わし、また音の場合には「甲高い音(high pitched sound)」を表
わす。更に Hamano は 2 モーラ語基を持つ擬声語・擬態語の例として「きらきら」、「て
かてか」、「ぴかぴか」を挙げており、いずれも光の光線と関係し、したがって「i」は線
と対応すると述べている。 
 
母音「o」― 母音「o」は「丸いもの(round objects)」（「ぽたぽた」）、「小さい物事(small 
affected area or object)」あるいは「物事の小さい部分にしか影響を与えない出来事(the 
event affects only part of the object)」（「ぽっ」、「ぽん」）、「目立たない出来事や変化
(inconspicuous change)」（「ぽっ」）と関連しているとされる。 
 
母音「u」― 母音「u」は「小さくて丸い穴と関係のある出来事(events involving a small 
round object)」（「ぷっ」、「ぷん」）や「突出(protrusion)」（「しーん」、「ぷりぷり」）と
関連し、他方音の場合には「柔らかくて控えめな音(mellow, unobtrusive sound)」を表
わす（「くんくん」）。また Hamano は、母音「u」と「口や鼻のような小さい、突出し
た丸いもの(small openings, mainly the nose and the mouth)」との対応を示す例とし
て「ぎゅっ」、「しゅん」、「ちゅっ」、「ひゅー」、「ひゅーっ」、「ふん」、「ふんふん」など
を挙げている。 
 
母音「e」― 「けっけっ」、「けらけら」、「せかせか」、「てかてか」、「でん」、「へらへ
ら」、「ぺらぺら」、「ぺろぺろ」などのように日本語の擬声語・擬態語にみられる母音「e」
を「動作の不適切さ、あるいは下品さ(inappropriateness/vulgarity of an action)」とい
う意味と関連づけている。また「ぺっ」のように「はっきりした形を持たない(lack of a 
clear sense of shape)」状態を表わす。 
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2.1.2.1.1. 1 モーラ語基のオノマトペの場合 
 
Hamano(1998)は 1 モーラ語基のオノマトペの母音の音象徴的な性質について次のよう
な説明を行っている。 
 
/i/ 一直線さ（straightness）、甲高い音(high-pitched sound)を表わす。 
/u/ 小さく突き出た穴(small protruded opening)を表わす。 
/o/ やや小さい表面 (smaller area)、目立たない、控えめなこと (inconspicuousness, 
modestness)を表わす。 
/a/  広 い 表 面 (large area) 、 物 の 全 体 性 (totality of the object)、 目 立 つ こ と
(conspicuousness)を表わす。 
/e/ 下品さ(vulgarity)を表わす。 
 
更に Hamano によると 2 モーラ語基の擬声語・擬態語の場合もそれらの母音は
“sound-shape”音象徴を持っているが、第一音節にある母音と第二音節にある母音の役割
りはやや異なっており、第一音節の母音は物や動作の最初の形を表わすが、第二音節の母
音はそれらの最終の形を表わしているという。本論文では第二音節にある母音については
特に考察をしないが、Hamano によるとこの場合も母音「e」の音象徴は他の母音とは異
なって、“inappropriateness, vulgarity”を表わしている。 
 
2.1.2.1.2. 2 モーラ語基のオノマトペの場合 
 
2 モーラ語基の擬声語・擬態語においては第一音節にある母音が 1 モーラの母音と同じ
ような性質を持つ。「a」は広い表面、平べったさ、「o」は丸いもの、穴、「u」は突出、浮
かぶこと、前に進む動作、「i」は一直線さ、光線を表わす。この場合においても母音「e」
は特別な存在であり、他の母音と同一視することはできない。またそれは下品さを意味す
る。 
例えば「ピタッ」は「平べったいものがまともに打ち当たる音、ようす・すきまなく合
うようす」を意味するが、「ペタッ」は「平べったいものが平べったいものにはりつくよう
す」を表わす。 
更に Hamanoは 1モーラ語基や 2モーラ語基の第一音節にある母音の音象徴的特徴を以
下のようにまとめている。 
 
突出性  線・緊張感  小さい  大きい 
protrusion line/tenseness  small  large 
 
/i/ ―  ＋   ―  ― 
/u/ ＋  ―   ＋  ― 
/o/ ―  ―   ―  ― 
/a/ ―  ―   ―  ＋ 
/e/ 下品さ(vulgarity) 
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即ち、1 モーラを基本形に持つ擬声語・擬態語、および 2 モーラの語基を持つ擬声語・
擬態語の第一音節において母音「e」以外の母音の音象徴はそれらの物質の特徴と密接に関
係することが分かる。また母音「e」を持つ擬声語・擬態語は主として下品さ(vulgarity)
を表わしているとされる。 
これらの研究を整理しつつ、ここではオノマトペにおける５つの母音の意味や性質を以
下のように分類する。 
 
表 7 
母音 意味・性質 
a 大きい、広い、平べったい、華やか 
i 小さい、鋭い、甲高い音、一直線 
u 暗い、くすんだ状態、突出、柔らかくて控えめな音 
e 明るい、しまりがない、下品な、不適切な 
o 円やか、落ちついた状態、控えめな出来事 
 
即ち、オノマトペにおいて他の母音の意味的な特色と比較すると母音「e」は「不適切・
下品」で、「しまりのない」母音としてみなされていることが明らかであろう。しかし上述
の Hamano らの研究では母音「e」の意味的な役割と評価的な細かいニュアンスについて
具体的な考察を行っていないと思われる。従って本節では、母音「e」におけるこの特別な
存在を考察対象とする。更にオノマトペが持つ基本的な意味（辞書の定義）、及び文脈上の
意味に基づいて母音「e」はどのような意味的評価性を持つのかを考察していきたい。 
 
2.1.2.2. 基本的な意味（辞書の定義）からみた評価性 
  
資料編の資料 1.a.からも明らかなように、母音「e」を持つオノマトペの基本的な意味に
はほとんどの場合、母音「e」は「悪い」、あるいは「マイナス」の意味を伴う。しかし数
はそれほど多くないが、「プラス」の意味を持つものも存在する。本節ではこのような意味
的な「ニュアンス」を、用例を用いて検討する。更に既に述べたように、母音「e」と他の
母音との間には意味的な相違がみられるため、母音「e」とそれ以外の母音を持つミニマル
ペア 15を用いて、母音「e」の独特の意味を例示的に検証していきたい。 
またすべての場合ではないが、文脈において、「プラス」や特に「マイナス」の基本的
な意味を表わすオノマトペと共にこれらの「ニュアンス」を補ったり、強めたりする語句
と共起することが多くみられる。つまり事実のとらえ方における「プラス」や「マイナス」
の評価がそのまま言語化されて現れるのである。従って母音「e」 16を持つオノマトペは、
その単語の意味においてだけではなく、文脈の中からも客観化されると言える。ここでは
否定的な語句を網掛けで示し、また肯定的な語句を枠線で表わす。更に文脈において評価
性は二種類の働き方を見せる。一つは語句とオノマトペの事柄として表わしている意味に
                                                  
15  ミニマルペアに関する説明が第 1 章の 2.4.に記述されている。 
16  このようなことは、濁音や拗音の場合にもみられるため、この問題については濁音と拗音を持つオノ
マトペの考察においても取り扱う。 
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直接につながっている働き（同義的な働き(synonymous function)）ともう一つは対立的に
つながっている働き（反意的な働き(antonymous function)）である。ここでは同義語的な
関係を見せる語句はそのままにするが、反意的な関係にある語句は波線で表わす。 
 
2.1.2.2.1. 「マイナス」の意味を持つオノマトペ 
 
「マイナス」のニュアンスを持つオノマトペは、「しまりがない・下品な」ニュアンス
や「不快に粘り気が強い」、「疲労が激しい・弱っている」ようすを表わすオノマトペに大
別できる。 
 
2.1.2.2.1.1. 「しまりがない・下品な」ニュアンスを伴うオノマトペ 
 
母音「e」を含むオノマトペの中には「けらけら」、「てかてか」などのように「しまり
がない」、「下品な」ニュアンスを伴うものがみられる。これらをそれぞれのミニマルペア
と比較しつつ、以下のように考察する。 
 
1.a. けらけら kera-kera（かん高く軽々しい感じの笑い声） 
例 1：食卓の上に紙を拡げて、顔を押し続けて輪郭を写そうと苦闘した。人が苦労しているの
に、母はけらけら笑う。（青木玉『帰りたかった家』、p.51） 
例 2：あきれた人があるもんじゃな。人のさいなんをきいて、けらけらわらう先生があろうか。
ひとつ、ねじこんできた。（壺井） 
 
1.b. からから kara-kara（堅くて軽い物体が連続して回転するときに打ち当たる音。堅いもの
が軽くころがる音やようすに似たような感じの屈託のない高笑い声・ようす） 
例 1：線路際の石ころが二つ三つ、彼の足に蹴飛ばされて、下へ落ちて行った。からからと音
を立ててどこまでも落ちて行く、そんな落ち方であった。（井上靖） 
例 2：その懸念であった。このとき、かたわらの千賀一栄、からからと笑って、さとしていう
ことに、「知らぬうちこそ、さもあらめ。案ずることなかれ。（石川淳） 
 
1.c. きらきら kira-kira（小さい光体が小刻みに連続して光り輝くようす。雰囲気などに比喩
的に用いる場合が多い） 
例 1：窓辺で、かすかな明かりに浮かぶ植物たちが十階からの豪華な夜景にふちどられてそっ
と息づいていた。夜景  ― もう、雨は上がって湿気を含んだ透明な大気にきらきら輝い
て、それはみごとに映っていた。（吉本ばなな『キッチン』、p. 25） 
例 2：もしなにもなくても、多分二人で並んで冷たい川の流れがきらきら輝くのを朝見ていた
ら気分がいいだろう。（吉本ばなな『キッチン』、p. 173） 
 
1.d. くらくら kura-kura（めまいが続くようす。お湯が盛んに煮えたつ音・ようす（古文体）） 
例 1：給料はよかったが、大変な労働だったし、シンナーで頭がくらくらした。村上『ノルウ
エイの森（下）』、p. 172） 
例 2：……彼女の前後左右には乾いた熱気が放射され、砂も海も空も眩く光輝に満ち、目をつ
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ぶるとくらくらとする暗黒の視野のなかに、童話じみて彩られた火の玉が幾つも浮んで
移動した。（北） 
 
例１の「けらけら」、「からから」、「きらきら」、「くらくら」には、上述した表 7 におけ
る母音の意味・性質の相違が明確に示されている。例 1.c.(例 1.例 2.)の「きらきら」の「i」
は光線を表わし、オノマトペそのものが「とても美しく・気持ちのいい光」という意味を
持つのに対し、例 1.d. (例 1.例 2.)の母音「u」を含む「くらくら」はやや「暗い」感じを
与える。また「からからと笑う」という例 1.b.2.は乾いた感じや転がるような笑いを表わ
す。一方、例 1.a.1.・例 1.a.2.の「けらけら笑う」は「しまりがない」、やや「下品な」ニ
ュアンスを持つことが明らかである。 
 
2.a. てかてか teka-teka（なめらかな表面が安っぽい感じの光沢をあびているようす） 
例 1：てかてかになったスーツを直す方法はありますか？？？ 
(http://www.fashion-j.com/bs/094/206.html) 
例 2：この皮脂膜は、外界からの刺激が直接からだの内部に達するのを防ぐ役割があります。 
が、皮脂が多く分泌されすぎると、顔がてかてかしたり、脂ぎってしまったりします。
そんな時には、ミョウバン水を試してみてください。 
(http://www.ueda.ne.jp/~wkoide/skincare/myouban.html) 
 
2.b. ちかちか tika-tika（小さく鋭い光が目を射るように断続するようす） 
例 1：時折ちかちか光るのはカメラを持った新聞記者が乗りこんでいるようでもあった。（新
田） 
例 2：駅前の大きな酒屋だけが明るい燈火を夜霧の中に反射している。星がちかちかとまばた
いている。（林） 
 
2.c. つかつか tuka-tuka（ためらわずに進み迫るようす） 
例 1：羽織の袖口両方が、胸にぐいと上るように両腕を組むと、身体に勢を入れて、つかつか
と足を運んだ。（泉） 
例 2：彼はつかつかと家にあがりこみ、台所に行くと冷蔵庫をあけ、食物をとりだした。しか
し、すぐ父が追ってきた。（立原） 
 
例 2.a.の「てかてか」は古すぎて、光るような状態（例 2.a.1.）や汗・脂によって、汚
く見える(例 2.a.2.)という「好ましくない」状態を表わす。一方、母音「i」を持つ「ちか
ちか」は例 2.b.1.・例 2.b.2.のように光っている状態を表わすこともあるが、この基本的
な意味においては「ニュートラル」からやや「悪い」イメージがあると言える。しかし「て
かてか」のように「しまりがない」、「強い違和感がある」というニュアンスは全く見られ
ない。例 2.c.1.・例 2.c.2.の「つかつか」の場合にも、「しまりがない」というニュアンス
が入っておらず、逆に「ちかちか」と同様に「まっすぐに進む」という意味がある。 
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3.a. ぺっ peQ（口の中のものを勢いよく吹き出す音） 
例 1：[キノコを]一口含んだとたんに、鉄郎はペッと吹き出した。それは精巧なプラスチック
のおもちゃだった。（若桜木虔『銀河鉄道 999』、p.13） 
例 2：ふたたび太陽の下にはい出した時、私はぺっとつばをはいた。くもの巣が、顔にひっか
かったのだ。（仁木悦子『猫は知っていた』、p.46） 
 
3.b. ぱっ paQ（動作、作用、変化などが突然ですみやかであるようす。外へ一挙に散らばった
り広がったりするようす。あざやかで見栄えのするようす） 
例 1：．．．．息づきをするために乳首から口を離すと、ふき出た乳がぱっと顔にかかる。（青木
『帰りたかった家』、p.13） 
例 2：「さあ、参りましょう。」と稲妻が申しました。そして二人が又そのマントに取りつきま
すと紫色の光が一遍にぱっとひらめいて童子たちはもう自分のお宮の前に居ました。
（宮沢『銀河鉄道の夜』p. 17） 
 
3.c. ぴっ piQ（一気に布や紙を引き裂いたり、はがしたりする音・ようす。小さい笛などが短
く、鋭く、高く鳴る音） 
例 1：全社全体会議といっても、社員が全員集っている前で大堂社長がなにか妙に重々しく精
神訓話ふうのものを喋り、総務部長の松井喜三郎が軍隊式にぴっと背すじを伸ばして、
いくつかの社内通達事項を話すという程度のものだった。（椎名） 
例 2：「何て言うのかな。その人が、ぴっと静止すると、近寄り難いような威厳があるのよ。
あんな威厳なんて、今の時代にないわね」（曽野） 
 
3.d. ぷっ puQ（閉じた細かい穴から息が一気に勢いよく押し通る音。また、唇をすぼめて口
中のものを吹き出す音・ようす。中に空気が入って瞬時にふくらむようす。不平、不満示す顔
つき） 
例 1：……と込上げ揉立て、真赤に成った、七顛八倒の息継に、つぎ冷しの茶を取って、がぶ
りと遣ると、「わッ」と咽せて、灰吹を掴んだが間に合わず、火入の灰ヘぷッと吐くと、
むらむらと灰かぐら。（泉） 
例 2：汐見さん、煙草はいけないこと御存じないんですか？」 
「知ってますよ、」と相手はすぐさま是認した。 
看護婦はまじまじと見詰めていたが、ぷっと吹き出すと急いで出て行った。 
私は笑った。（福永） 
 
3.e. ぽっ poQ（動作、変化などが突然ですみやかに起るようす） 
例 1：染香の声が、いや、いかなる声も耳に入り場のないようなふうであった。娘は頬をぽっ
とほてらして口を堅くむすび、目をかがやかして、その目は改札口の向う、プラットフ
ォームの向う、いや、ひとびとのあたまを越えて、空のかなたにむけられていて、まぢ
かのなにものをも見ようとしない。（石川淳） 
例 2：福屋百貨店、中国新聞社、日本銀行支店、中国配電本社、市役所などは、風で煙が散ら
されるたびに姿を現して窓からぽっと煙を吐き、風が変ると反対の窓から力ない煙を出
していた。（井伏） 
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上述の例 3 において母音の意味的性質が非常に明確に現れている。例 3.b.1.・例 3.b.2.
において母音「a」の「ぱっ」は動作が広い面で行わるようすを表わす。また「ぴっ」は
動作が行われている面積が狭く、全体的に「安定性があり」、「しっかりしている」状態を
表わす。「ぷっ」は母音「u」の影響によって、「突出」という意味と共に「控えめな音」
を表わす。一方、母音「o」を含む「ぽっ」は「動作の突然さ」と同時に煙のやや「丸い形」
を表わしている。更に「ぱっ」（例 3.b.1.）、「ぷっ」（例 3.d.1.・例 3.d.2.）と「ぽっ」（例
3.e.2.）は「ぺっ」（例 3.a.1.・例 3.a.2.）と同じように「口などのような細かい穴からも
のを吐き出す」状態も表わしているが、これらの意味には評価と直接に結び付く点は見ら
れない。一方、母音「e」の「ぺっ」はこれらと異なり、「下品に」ものを吐く、更に吐く
もの（つばなど）が「マイナス」のニュアンスを持つことは明らかである。 
 
4.a. ぺらぺら pera-pera（立て続けに軽薄にしゃべるようす。外国語などをよどみなく流暢に
話すようす。紙、布、板などが薄くて安っぽい感じであるようす。ある程度の広さと堅さのあ
る紙などが続けてめくれる音） 
例 1：あんなペラペラの包丁で魚なんておろせるもんですか。（青木玉『帰りたかった家』、p. 
128） 
例 2：その時そう云う声が聞えて、つかつかとナオミの傍へやって来たのは、さっき菊子と踊
っていた、すらりとした体つきの、女のようなにやけた顔へお白粉を塗っている、歳の
若い外人でした。背中を円く、ナオミの前へ身をかがめて、ニコニコ笑いながら、大方
お世辞でも云うのでしょうか、何か早口にぺらぺらとしゃべります。（谷崎） 
 
4.b. ぱらぱら para-para（粒状の複数のもの、また軽くてやや堅い複数の紙片などが散らばっ
て連続して打ち当たるようす。まばらに散在しているようす。時間的に間隔をおいて現れるよ
うす） 
例 1：また本屋に立ち寄ってみる。手あたり次第にぱらぱらと頁をめくる。何となく気が軽く
なる。（林） 
例 2：日本語版で持っている絵本を見つけると、まるで知り合いに会ったような気分で手に取
ります。パラパラと見ていると、なんとファーストエヂション！そんな素敵な出会いを
体験したこともありました。（雅姫『リネンとかごとヒヤシンス』、p. 80） 
 
4.c. ぴらぴら pira-pira（材質が薄く、軽く、しなやかなものが、連続して揺れたり散ったり
するようす。また布などが薄くて、安っぽい感じであるようす） 
例 1：米国は情けなそうにいま脱いだ泥まみれの靴下を見やった。それは白い純綿の厚い靴下
だった筈だのに、今はぴらぴらに薄くなっていた。（北） 
例 2：規定の三百五十の仕上げが不足の時は、五銭引き、十銭引きと、日給袋にぴらぴらテー
プのような伝票が張られて来る。（林）  
 
4.d. ぷらぷら pura-pura（つり下がったり、たれ下がったりしている軽いものが連続して軽く
揺れ動くようす。または物に対して固定が確かではなく取れそうになっている状態） 
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例 17：彼女の耳元で、金色のイヤリングがぷらぷら愛らしく揺れる。 
 
上述の「ぺらぺら」、「ぱらぱら」、「ぴらぴら」、「ぷらぷら」は「薄くて、軽いものの動
き」を表わす意味的ペア(semantic pair)である。しかし例 4.d.の「ぷらぷら」は「イヤリ
ングが愛らしく揺れる」、例 4.b.の「ぱらぱら」は「本の紙のような薄い」ものがめくれる
時の軽い動きを表わす。これらには「安っぽい」といった意味が全く見られない。これに
対して例 4.c.の「ぴらぴら」と例 4.a.の「ぺらぺら」には「安っぽい」、あるいは「マイナ
ス」の意味が含まれている。しかしこれらを比較すると「ぺらぺら」（例 4.a.2.）は「ぴら
ぴら」（例 4.c.）とは異なり、「不必要なことまで軽く喋る」、「しまりなく喋る」という意
味までが含まれている。だが現在ではこの「ぺらぺら」の意味的な「振舞い」に異なった
傾向がみられる。以下の例のように「ぺらぺら」は「外国語を上手に話せる」といった「プ
ラス」の意味で使われる場合も少なくはない。 
 
例 1：英語ぺらぺらになれば世界が広がる。たったの 2 ヶ月間で出来た手法。  
(http://www.richsalesman.com/mailmagaenglish.html)
例 2：ジュミックの英語がぺらぺらになりたい! ― 大ヒットのメールマガジン「英語がぺらぺ
らになりたい!」の作者がおくるほんとうに英語がぺらぺらになるテキト     アスカカル
チャー。  
(http://www.amazon.co.jp/exec/obidos/ASIN/475690422X/250-5787585-8279412) 
 
2.1.2.2.1.2. 「不快に粘り気が強い」というニュアンスを伴うオノマトペ 
 
母音「e」を持つオノマトペの中には、唇音の濁音「b」、舌先の鼻音「n」などの子音と
組み合わさることにより「不快に粘り気が強い」といった意味を表わし、「マイナス」の意
味を伴うものがある。 
 
5.a. べたべた beta-beta（物が粘り付くようす。また、連続してはりつくようす。一面にたっ
ぷり塗ったり連続してはったりするようす。愛情を濃厚に示すようす） 
例 1：紫外線がきつそうだったので日焼け止めをべたべたに塗っていく。結構気持ち悪い。 
(http://tsukinowa.s12.xrea.com/sb/log/eid7.html) 
例 2：べたべたするガス台の油汚れは、時間が経つほどにとりにくくなるので、気がついたら
すぐ抜き取るようにしましょう。（『家事ワザ基本と裏ワザ』、p. 22） 
 
5.b. ばたばた bata-bata（厚手の布状のものや板が風を受けて連続してはためく音。平らな板
状のものが打ち当たったり、倒れたり、落ちたりする音・ようす。手足を忙しく動かして打ち
付けたり、足音をたてたりする音・ようす） 
例 1：突然、ちょうど私の頭上にある、その周囲だけもうすっかり薄暗くなっている大きな樅
の、ほとんど水平に伸びた枝の一つに、ばたばたとびっくりするような羽音をさせなが
                                                  
17  本例はKakehi, Hisao, SchourapのDictionary of Iconic Expressions in Japaneseから取ったもので
ある。 
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ら、一羽の山鳩が飛んできて止まった。（堀） 
例 2：漁夫達の船歌は一段と勇ましくなって、君の父上は船の艫に漁獲を知らせる旗を上げる。
その旗がばたばたと風に煽られて音を立てる――その音がいい。（有島）. 
   
5.c. びたびた bita-bita（平たいものが軽く打ち当たる連続音・ようす。または隙間なく、く
っつくようす） 
例 1 17：明日の研究発表のために切り貼りをしようと思ったが、手が糊でべたべたになり、髪
がびたびたと手にくっついて困った。 
例 2 18：刃物でびたびたほおをたたかれて「金を出せ」とおどされたんです。 
 
5.d. ぼたぼた bota-bota（水滴状のものが連続してしたたり落ちて打ち当たる音・ようす。ま
たはしずくがたれそうに、たっぷり水分を含んでいるようす） 
例 1：「しかし、ひどい自動販売機だよ、これは。ためしに有楽町までの切符一枚出してみた
のだが、インクがぼたぼたと出やがって、手がまっ黒になっちまいやがった。」（井上） 
例 2：見ると、それは熊谷でした。たった今海から上ったらしく、濡れた海水着がべったりと
胸に吸い着き、その毛むくじゃらな脛を伝わって、ぼたぼた潮水が滴れていました。（谷
崎） 
 
例 5 のオノマトペの全ては濁音を持っているため、「力」という意味が多少入るが、こ
れらの場合も母音のそれぞれの意味的な特質が明確に現れている。例えば「ばたばた」は
母音「a」を含むため、動作が「羽」や「旗」のような「広い、平べったい」面積で行わ
れることや行われる時の音、また「ぼたぼた」の母音「o」は滴や粒のようなやや「丸い」
形をしているものの動作を表わす(例 5.d.1.・例 5.d.2.)。一方、例 5.c.の「びたびた」と例
5.a.の「べたべた」は両者とも「くっつくようす」を表わす面では意味的ペアであるが、「べ
たべた」の場合、不快に、気持ち悪く「吸い付く」ような「粘り気の強い」感じを持つた
め、「びたびた」より「マイナス」の意味を表わす。このような意味的な対立は例 5.c.1 に
おいてより明確である。即ち、「べたべた」は「手が糊のような粘り気の強いもので完全に
くっつき、手そのものが粘着性を持つような状態」を表わすのに対し、例 5.c.1.の「びた
びた」は「髪の毛」のような粘り気のないものが粘り気のあるものにくっつく状態を表わ
す。 
 
6.a. べとべと beto-beto（粘り気が強いようす。また、粘り付くようす） 
例 1：僕の体は汗でべとべとしていたが、もう葬式の支度が出来ていると聞いたので、工員の
背広を借着して寮の広間へ行った。（井伏） 
例 2：「ゴム手袋はしっかり乾かしておかないとべとべとしてやりきれないな」と管理人はいい、
艶のない、日焼けした皮膚で包まれた頑丈な首をうなだれて、手袋の中の指を執拗に動
かし続けた。（大江） 
 
                                                  
 
18本例は阿刀田稔子・星野和子の『擬音語・擬態語辞典』から取ったものである。 
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6.b. ぼとぼと boto-boto（滴状、粒状のものが落下する音、そのようす） 
例 18：雨が止んだらしく、軒端から滴がぼとぼとと音を立てて、庭石の上に落ちていた。 
 
上述の「べとべと」と「ぼとぼと」は意味的ペアではないが、例 6.b.の「ぼとぼと」は
滴のような「やや丸いもの」の動きを表わすのに対し、例 6.a.の「べとべと」は汗などで
粘り感（例 6.a.1.）や滑り感（例 6.a.2.）があり、明らかに不快感を表わす。このような
意味を「汗」（例 6.a.1.）や「やりきれない」、「執拗」（例 6.a.2.）といった「マイナス」
のニュアンスを持つと考えられる語句と共に出現することからも確認できる。 
 
7.a. ねちゃねちゃ netya-netya（しつこく粘りつくようす。気持ち悪いイメージ。嫌いなもの
を口の中で気持ち悪く長い間噛むようす。また、人にくっついているようす） 
例 1：うちのマンションは台所やリビング、洋間のドアや柱が塩化ビニール製です。入居した
時からさわると、ねちゃねちゃするのです。水拭きでは全然ダメなのです。 
内装をした業者に問い合わせをすると、灯油でふけばいいと言う事でした。しかし、そ
の時はさらさらになるのですがすぐに又、ねちゃねちゃするのです。 
(http://www.yomiuri.co.jp/komachi/reader/200411/2004112100075.htm) 
例 2：ある日実験台で仕事をしていると、「なんだか足元がねちゃねちゃする･･」感覚に襲わ
れました。なんやの？と思ってみるとうす黄色の怪しい液体。 
おまけに所々白い～！！なに？！コレ！！たまたま近くにいた同期に見せたら、「たま
ごの白身みたい･･」え？たったまご？！ 
実は、お向かいの実験台を使用なさっている方が作った「オイルクレンジング」が流れ
てきていたのでした。 
(http://homepage3.nifty.com/Angel~cultivation/urabanashi/ryushuthu.htm) 
 
7.b. にちゃにちゃ nitya-nitya（粘着性のものが粘り付くたびに出る音。また、まとわりつく
ように粘りつくようす） 
例 1：握手してさえ済まないように思われたのに、その柔かな羅衣を隔てて彼女の胸に抱きか
かえられてしまっては、私は全くしてはならないことをしたようで、自分の息が臭くは
なかろうか、このにちゃにちゃした脂ッ手が不快を与えはしなかろうかと、そんな事ば
かり気にかかって、たまたま彼女の髪の毛一と筋が落ちて来ても、ヒヤリとしないでは
いられませんでした。（谷崎） 
例 2：にちゃにちゃと、歯に絡みつく食感。麺全体にまとわれた、変に粉っぽい味のするぬめ
り(多分、ゆでた後水にさらすのを忘れた)。 
(http://chiiat.hp.infoseek.co.jp/i/baka3.html) 
 
例 7 の「ねちゃねちゃ」と「にちゃにちゃ」は意味的ペアであり、両者とも語頭に先舌
の鼻音「n」の子音と第二音節に拗音を含むためとも考えられるが、不快に「粘りつくよ
うす」といった「マイナス」の意味を持つ。更に既に述べたように「マイナス」の意味を
持つオノマトペは否定的なニュアンスを持つ語句と共に出現する傾向があるが、この場合
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にも、「ねちゃねちゃ」の例（「襲われました」（例 7.a.2.））や「にちゃにちゃ」の例（「脂
ッ手」、「不快」（例 7.b.1.）や「ぬめり（例 7.b.2.）」）においてもこれらがみられる。更に
例 7.a.1.のように「ねちゃねちゃ」の「マイナス」の意味は否定的な意味を持つ語句では
なく、「気持ちの良い」、「プラス」の意味を持つ「さらさら」と共に現れることによって強
調される。 
しかし「にちゃにちゃ」と母音「e」を含む「ねちゃねちゃ」の意味的なニュアンスを比較
すると、上述の例からも分かるように「にちゃにちゃ」と異なり、「ねちゃねちゃ」は「い
くら洗っても落ちない」、「がんこな、しつこい」といった「強い粘り気」を表わし、「にち
ゃにちゃ」より強い不快感を与える。 
 
2.1.2.2.1.3.「疲労が激しい・弱っている」ようすを表わすオノマトペ 
 
母音「e」を含むオノマトペにおいて、「マイナス」のニュアンスを持つものの中では肉
体的、更に精神的に非常に疲れており、弱っているようすを表わすオノマトペもみられる。 
 
8.a. げっそり geQsori（病気、苦労などのために急激に痩せて衰え、意気消沈してしまうよう
す） 
例 1：母は涙をこぼして怒った。（中略）母は出かけ、暗くなってげっそりして帰って来た。
（青木玉『帰りたかった家』、p. 84） 
例 2：そしてやっと医者を迎えた頃には、もうげっそり頬もこけてしまって、身動きも出来な
くなり、二三日のうちにははや褥瘡のようなものまでが出来かかって来るという弱り方
であった。（梶井） 
 
8.b. ごっそり goQsori（取り去ったり、取り組んだりすることが、一度に大量であるようす） 
例 1：「お前らが脱走していったあとでな、俺たちゃ、あおられたぞ。ごっそり仕事がきたんだ」
（北） 
例 2：「鮎です。今朝出がけに多摩川で釣って来たのです。いや釣ったというわけではありませ
ん、掴めるほどごっそりいるのです」（渡辺） 
 
上述の例 8.a.の「げっそり」と例 8.b.「ごっそり」は意味的ペアではない。両者とも濁
音を含むが、「ごっそり」の場合、濁音の影響は「物事が大量である」こと、即ち、意味の
方にある。しかし評価の面から見ると、「マイナス」のニュアンスとは直接結びつかない。
一方、「げっそり」の基本的な意味や例 8.a.1.・例 8.a.2.からみると「非常に痩せているよ
うす」あるいは「ひどく落ち込んでいるようす」を表わし、「マイナス」のニュアンスを持
つ。この場合、濁音の役割はこの否定的なニュアンスを強調することであり、更にエ段の
意味的効果が優先されるということである。 
 
9.a. げんなり  geNnari（痛労や落胆のためにいやけがさし、気力をなくしているようす） 
例 1：はじめは興味を感じて俊介に協力していた連中もネズミがひっきりなしに送られてくる
とげんなりして手をひいてしまったので、俊介は一人で黒焦げの死体の始末をしなけれ
ばならなかった。ときどき研究課長がやって来て炎に包まれたコンクリート槽を見物し
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た。（開高） 
例 2：今、僕は後日のため、この場の田中君と工場長の問答を在りのままに書きとめる。田中
君は気をつけの姿勢をしていたにもかかわらず、げんなりしたように無気力な声しか出
さなかった。「それがですな、げに工場長さん。年かさの上等兵が一人に、あと三人は、
軍服の上着を脱いどる兵隊でがんした。みんなゲートル巻いて、ドタ靴をはいておりま
した」（井伏） 
 
9.b. ぐんなり  guNnari（生気、活気をなくしてしおれているようす） 
例 1：少々の心当たりはあります。 
食欲がないとか。夏バテしてるとか。ストレスでぐんなりしてるとか。 
今回のストレスはかなり巨大なストレスで、自分がどうすべきか見誤りそうなほどです
がひとつの決断をくだしかけています。 
この決断が見誤っているのか正しいのかもわかりません。 
(http://www2.everydiary.com/14703/diary.php) 
例 2：ようやく元気を取り戻した我が家のワン公「コロ」がまたも意地汚く広場に放り込んで
あった弁当の残りや他の犬の糞などを食べ、吐いたり下痢をしたりで、ぐんなりしてし
まった。私はホッテおいて絶食させれば直ると思っていたが、カミサンが心配するので、
昨日また獣医さんの所へ行った。例の「急性胃腸炎」らしい。大きな注射を打たれ、し
おたれて戻ってきた。 
(http://moon.ap.teacup.com/atuoohbe/312.html) 
 
上述の「げんなり」と「ぐんなり」は両方とも「力のない、弱っている」ようすを表わ
す意味的ペアである。また両者には濁音が含まれているため、弱った状態の激しいようす
を表わしており、「マイナス」のニュアンスを持つと考えられる。このようなことは、「マ
イナス」の意味を強調し、否定的な意味を持つ語句の共起からも確認できる（「黒焦げの死
体」（例 9.a.1.）、「無気力な声」（例 9.a.2.）、「ストレス」（例 9.b.1.）、「吐いたり下痢」（例
9.b.2.））。しかし母音「e」を含む「げんなり」では、この疲労の状態は気力、精神面まで
広がっている状態、つまり完全に疲労しているという様子を表わしており、「ぐんなり」よ
りも「マイナス」の意味を持つと言える。 
 
10.a. へたへた heta-heta（体力や気力をなくして、立っていられなくなって座り込んだり倒
れたりするようす） 
例 1：「もう、その度にね、私はね、腰かけた足も、足駄の上で、何だって、こう脊が高いだろ
う、と土間へ、へたへたと坐りたかった」、「まあ、貴下、大抵じゃなかったのねえ」フ
トその時、火鉢のふちで指が触れた。（泉） 
例 2：坐りかけた僕の頬に、舷に当って砕けた波の飛沫がぴしゃっと掛った。僕の前に、矢代
がくたびれ込んだようにへたへたと坐った。僕は腰にぶら下げた手拭を取って、顔の飛
沫を拭いた。（福永） 
 
10.b. はたはた hata-hata（広げた布や翼などが、大きく風を受けてたてる音・ようす） 
例 1：この蝶の華麗な紋はこの時期、信長がむやみに好んだ意匠で、このときの薄羽織の紋が
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そうだった。信長が馬を駈けさせると薄羽織が風にはためき、蝶がはたはたと動いた。
（司馬） 
例 2：はたはたと海風に鳴っている天幕の綱に、鸚哥がとまっていましたが、このときに、う
たうような高い声で叫びだしました。（竹山） 
 
10.c. ひたひた hita-hita（水や平らなものが連続して軽く打ち当たって出す音・ようす。水が
しだいに寄せてくるように物事が迫るようす。物がやっと漬かっている程度に液体があるよう
す） 
例 1：兵隊たちは童謡のように単純な歌をくりかえし歌っていた。そして拍子をとるためのよ
うに、寒さで無感覚になり始めた僕の尻をひたひた叩き、笑いたてるのだ。（大江） 
例 2：折りよく――全く折りよく、天運だ――その時船の横面に大きな波が浴びせこんで来た
ので、片方だけに人の重りの加わった船はくるりと裏返った。舷までひたひたと水に埋
もれながらもとにかく船は真向になって水の面に浮び出た。（有島） 
 
母音「e」を含む「へたへた」は、「げっそり」や「げんなり」と同様に、肉体的、及び
精神的に疲労している状態を表わしており、マイナスの意味を持つオノマトペである。こ
のことは、共に出現する「くたびれ込んだように」というマイナス語句からも明らかであ
る（例 10.a.2.）。一方、母音「a」と母音「i」の両方を持つミニマルペア「はたはた」と
「ひたひた」を比較すると、（「へたへた」との意味的ペアではないこともあるが）用例か
らも明らかなように、これらの場合には否定的な意味が全く見られない。つまり「はたは
た」は母音「a」の影響で動作が広い面で行われるようすを表わすのに対し、母音「i」を
含む「ひたひた」は「はたはた」よりも動作の幅が狭いというようすを表わす。 
 
2.1.2.2.2. 「ミニマルペア」を持たないオノマトペ 
 
ミニマルペアを持たない母音「e」を含むオノマトペの場合にも、以下のように「マイ
ナス」の意味を持つものがほとんどである。その中にはミニマルペアを持つオノマトペと
同様に「しまりがない・下品な」、あるいは「不快に粘り気が強い」、「疲労が激しい・弱っ
ている」といった意味を表わすものに大別できる。更にミニマルペアを持つことがオノマ
トペにおいて最も特徴的であるにも関わらず、他の母音段のオノマトペには現れず、母音
「e」を持つオノマトペのみである。しかしそれらのオノマトペの多くはマイナスの意味を
伴い、このようなことは母音「e」に否定的な意味役割が任されていることを物語っている
であろう。また既に見てきた例と同様に母音「e」を含むオノマトペの否定的な意味はマイ
ナスの意味を持つ語句に強調されることが多くみられる。これらのオノマトペの一部は以
下の通りである。 
 
2.1.2.2.2.1. 「しまりがない・下品な」ニュアンスを表わすオノマトペ 
 
このグループでは「けばけば」や「でれでれ」などのようなオノマトペが挙げられる。 
 
11.a. けばけば keba-keba（どぎついくらい派手なようす） 
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例 1：また雑誌GINZAのコスメコラムの欄にメークアップアーティストの方が「日本人はせっ
かくきれいな目をしているのに、けばけばと化粧をして台無しにしてしまったりして、
個性をわかっていない。 
(http://happyberry.exblog.jp/i3) 
例 2：力爺様林檎箱や愛林檎はおろか林檎屋印の仕事場画像表示機に至るまでが、まるでおも
ちゃ箱をひっくり返したようなポップでファンシーなデザインになってしまった。あま
つさえ、ブームに便乗した形で、周辺機器までもがやたらとけばけばとした品のないつ
き透明樹脂の塊になってしまっている。 
(http://homepage.mac.com/beaufighter/AppleForrest/Mach7.html) 
 
11.b. *かばかば kaba-kaba 
11.c. *きばきば kiba-kiba 
11.d. *くばくば kuba-kuba 
11.e. *こばこば koba-koba 
 
例 11.a.の「けばけば」は基本的な意味通り、用例においても「化粧」や「色」などを必
要以上に塗ってあるようすを表わし、「品のなさ」というニュアンスを持つオノマトペであ
る。このようなことは語り手の評価からも判断できる。例 11.a.1.において「台無し」とい
うマイナスのニュアンスを持つ語句が使われており、また例 11.a.2.では「品のない色」と
いう語句により語り手の否定的な評価は明らかであろう。 
 
12.a. でれでれ dere-dere（締まりなく、だらしなく振舞うようす） 
例 1：「内心、妻を主人と崇めているようでございます。いい年をしてでれでれしてお
りますので、私はじめ子供たちはみな、反撥しておるのでございます」（田辺） 
例 2：一八四 したたれるほど湿つぽき姿 女にでれでれとあまい男の形容。（樋口） 
 
12.b. *だれだれ dare-dare 
12.c. *どれどれ dore-dore 
 
「でれでれ」の基本的な意味や用例からも明らかなように、「けばけば」と同様に、「品
のなさ」、「大人にふさわしくない行動」を表わし、否定的な評価を持つオノマトペである。
更に例 12.a.1.（「反撥」）・例 12.a.2.（「したたれるほど湿つぽき姿」）のようにこのマイナ
ス評価と直接に結び付くマイナス語句、あるいは例 1（「いい年をして」）のようにそれら
は対立的な関係にあることから確認できる。 
 
2.1.2.2.2.2. 「不快に粘り気が強い」という意味を表わすオノマトペ 
 
ミニマルペアを持たないオノマトペの中でも、母音「e」は舌先の鼻音「n」子音と組み
合わさると「不快に粘り気が強い」といった「マイナス」の意味を表わすものがある。こ
の例としては「ねちねち」、「ねとねと」などが挙げられる。 
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13.a. ねちねち neti-neti（物がしつこく粘りつく。ものの言い方、態度、性質などが、人を不
快にさせるほどくどくしつこいようす） 
例 1：「アクでたんやな、アメリカのひじきアクつよいんやわ」水をそっとほかし、あたらしく
しても、なかなか赤茶はとれん、四度目にようよう澄んで来たから岩塩で味つけて、煮
つまったところで味見したら、これはねちねち歯ごたえあるばっかりで、ものすごいま
ずい、まずいいうたらまず黒いうどんみたいな海宝麺やが、あれより味ないし、噛んで
も口の中ひっつくみたいでのみこめん、「なんやこれおかしいで、煮すぎたんやろか」妹
も母も食べてみて、変な顔しとる、……（野坂） 
例 2：酩酊して寝てくれればまだよい。大抵そういうときの夫は、常人とは思えぬ昂奮状態に
ある。寝ている妻をひきずり起し、ねちねちと難癖をつけ、彼女の実家のことを罵倒し、
そこらのものをひっくり返したりする。（北） 
 
13.b. *なちなち nati-nati 
13.c. *にちにち niti-niti 
13.d. *ぬちぬち nuti-nuti 
13.e. *のちのち noti-noti 
 
「ねちねち」は用例からも分かるように、食感（例 13.a.1.）や言い方（例 13.a.2.）に
「強く粘りつける」ような感じを連想させ、不快な気持ちにさせる母音「e」を含むオノマ
トペである。 
 
14.a. ねとねと neto-neto（しめっぽく粘りついてしつこいようす） 
例 1：しかし僕には、そのねばつく膜を破り、袋から脱け出ることができない。僕は早産した
羊の仔のように、ねとねと指にからむ袋につつまれているのだった。僕は躰を動かすこ
ともできない。（大江） 
例 2：応急の手当だけを加えて、重傷者は下の治療室へ運ぶのである。何事もなく準備も無駄
となって済むか、それともこの小部屋が生臭いねとねとした血におおわれるか、城木は
そんなことを奇妙に客観的な気持でぼんやりと思った。（北） 
 
14.b.*なとなと nato-nato 
14.c. *にとにと nito-nito 
14.d. *ぬとぬと nuto-nuto 
14.e. *のとのと noto-noto 
 
「ねとねと」は「ねちねち」と同様に不快感を持つオノマトペであり、粘液による粘り
など、ややぬめりを感じさせる。このようなことは「ねばつく膜」（例 14.a.1.）や「生臭
い」、「血におおわれる」（例 14.a.2.）のような否定的な語句と共起することからも明らか
である。 
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2.1.2.2.2.3. 「疲労が激しい・弱っている」ようすを表わすオノマトペ 
 
ここで扱うオノマトペは、ミニマルペアを持つオノマトペの一部と同様に、「疲労の激
しい・弱っている」ようすを表わすものと考えられる 19。このグループでは一つのオノマ
トペのみが挙げられているが、その理由としては、既に述べたように、元来母音「e」を持
つオノマトペの数が少ないこと、更に資料の不足していることにあると考えられる。従っ
て、この点については今後更に研究する余地があると思われる。 
 
15.a. へとへと heto-heto（体力や気力がなくなってしまうほど疲れるようす） 
例 1：そして俊介が殺鼠剤を配給するため徹夜でトラックを山にとばしたり、会議の連続でへ
とへとになったり、陳情人の応接に忙殺されたりしているみじめな有様を見て、同僚の
なかには、なぜこんなことになる前に去年の上申書却下のときもっと抵抗しなかったの
かというような非難をあからさまに持出す者まででて来た。（開高） 
例 2：ビールや酒も運ぶ。十二時がかんばん。足がつっぱって来る程、へとへとに疲れてしま
う。（林） 
 
15.b. *はとはと hato-hato 
15.c. *ひとひと hito-hito 
15.d. *ふとふと huto-huto 
15.e. *ほとほと hoto-hoto 
 
例 15.a.の「へとへと」は「大変な疲れで正常に歩くことなどができない」、「弱弱しい」
という状態を表わし、更に出来事として「好ましくない」ことを表わすため、「マイナス」
のイメージを保つと思われる。このような意味がマイナス語句と直接に結び付くことによ
                                                  
19  母音「e」を持つ「へなへな」は、体力的・気力的に非常に弱っているようすを表わすが、「へとへと」
とは異なり、状態の「不安定さ」が感じられる。このことは以下の例からも明らかである。なお、これ
らの「へなへな」では、「抵抗ができない、不安定な状態」が表わされており、「マイナス」の意味を持
つオノマトペとなっている。このような意味は「虚脱感」（例 1）や「腰がねえ」（例 2）などのマイナ
ス語句によって強調される。 
一方、「へとへと」も同様に「疲労で弱っている」ようすを表わすが、その状態は安定しており、「へ
なへな」と同じ意味的なグループに入れることはふさわしくないと考えられる。 
 
へなへな hena-hena（抵抗力がなく、たやすく曲がったりゆがんだりするようす。体力や気力が極度に
弱って、正常の状態でいられなくなるようす） 
 
例 1：二晩の不眠に目の下をおちくぼませ、完全に死を覚悟していた楡峻一は、入道雲を背に
してかすかに丸くひろがる何もない水平線を前にして、思わずへなへなと坐りこみたい
ほどの虚脱感を覚えた。（北） 
例 2：「ただどうも動作がにぶい」と、基一郎は喜ばしさを噛み殺すように眉をしかめた。「君、
こんな小さな奴にこう下からとびこまれるとね、へなへなとなるんだ、腰がねえ。（北） 
 
*はなはな hana-hana 
*ひなひな hina-hina 
*ふなふな huna-huna 
*ほなほな hona-hona 
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り確認できる。例えば例 15.a.2.において「足がつっぱって来る程」疲れている状態を表わ
していることは明らかであろう。 
 
2.1.2.2.3.「プラス」の意味を持つオノマトペ 
 
母音「e」を持つオノマトペの中では一般的な「マイナス」の意味ではなく、数は少な
いが、「プラス」の意味を持つものがみられる。これらは母音「e」を持つオノマトペの組
織の中では例外としてみなしてもよい。 
 
16.a. せっせ seQse（休まずに熱心に、せわしなく物事を行うようす） 
例 1：太郎自身、彼に魚を焼かせている間に、せっせと掃除機をかけ、洗濯機を廻し、風呂の
洗い場まで流してしまった。いつもはこれほどにしないのだが、今日だけは家事の下手く
そな見物人がいるので、少しいいところを見せようと思ったのだった。（曽野） 
例 2：だから仕方ないわよ。せっせとおこづかいためて出刃包丁とか鍋とかザルとか買ったの。
（村上『ノルウエイの森』（上）、p. 128） 
 
16.b. さっさ saQsa（動作、行動などが手間取らず、ためらわずすみやかに行われるようす） 
例 1：「ありがと、自分でするから大丈夫です」とかごを整理する棚の前に行ってさっさと着
物を脱いで石けん箱と手拭を持って流し場に入った。（青木玉『帰りたかった家』、p. 
115） 
例 2：事務長はさっさと仕事にかかりました。（宮沢賢治『銀河鉄道の夜』、p. 132） 
 
基本的な意味からみると例 16.a.の「せっせ」と例 16.b.の「さっさ」は意味的ペアであ
り、「物事を素早く行うようす」というほぼ同じ意味を表わす。しかし「さっさ」は動作の
早さに焦点を当てているのに対し、「せっせ」の場合は「努力して動作を行う」といった「プ
ラス」のニュアンスを保つと言える。このような意味的な差は次のようなことからも確認
できる。例 16.a.1.の「せっせと掃除機をかけ….」と例 16.b.1.「さっさと着物を脱いで…」
という部分を比較すると、例 16.a.1.の「せっせ」を「さっさ」と入れ替えても意味的には
違和感がないが、例 16.b.1.の「さっさ」を「せっせ」と入れ替えることは不可能である（「*
せっせと着物を脱いで…」）。つまり着物を脱ぐには「努力することはない」ため、「せっせ」
を使用するのは不適切であるということである。 
 
17.a. てきぱき teki-paki（物事を要領よく手早く処理するようす） 
例 1：制服を着てテキパキと働いている美容師や看護婦さんなどを見ると、「いいな！」と思う。
（庄司禎雄『しょうじくんの一日入門』、p.39） 
例 2：モッコの係は、四人ずつ、ぜんぶで二、三組あるようだった。大体、若い連中で編成さ
れているらしく、てきぱきと、いかにも調子に乗った仕事ぶりだ。一組のモッコがいっ
ぱいになると、もう次のモッコが待っているという具合である。六回で、盛上げてあっ
た砂が、平らになってしまった。（安部） 
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17.b. *たきぱき taki-paki 
17.c. *ちきぱき tiki-paki 
17.d. *つきぱき tuki-paki 
17.d. *ときぱき toki-paki 
 
上述の「せっせ」と同様に例 17.a.の「てきぱき」の場合にも「物事を素早く、効果的に
行う・しっかりしているようす」という「プラス」の意味を持つ。 
 
18.a. めきめき meki-meki（よくなる状態が著しいようす） 
例 1 17：胃かいようの手術を受けた先生は、手術直後はがりがりにやせて元気がなかったが、
その後体力がめきめき回復したらしい。 
例 2：事務に学生時代には選手だった男がいた。生れてはじめてラケットを握った熊五郎が、
このところ一日じゅうテニスばかりしているため、めきめき腕をあげていた。（北） 
 
18.b. *まきまき maki-maki 
18.c. *みきみき miki-miki 
18.d. *むきむき muki-muki 
18.e. *もきもき moki-moki 
 
19.a. めっきり meQkiri（推移、変化が目立つようす） 
例 1 18：18 にもなるとめっきり女らしくなって、わが娘ながらどきっとするときがあります。 
例 2：その席には代りに徹吉がいた。めっきり白髪がふえ、疲れたように猫背気味になって。
（北） 
 
19.b. *まっきり maQkiri 
19.c. *みっきり miQkiri 
19.d. *むっきり muQkiri 
19.e. *もっきり moQkiri 
 
上述の例 18.a.から明らかなように「めきめき」は「よくなる状態や順調に上達するよう
す」を表わし、「良い」意味を持つオノマトペである。更に「めきめき」の派生オノマトペ
と思われる例 19.a.の「めっきり」と比較すると、「めっきり」にも「変化が目立つ」とい
う意味が含まれるが、この変化は「良い」（例 19.a.1.）、あるいは「悪い」(例 19.a.2.)とい
った両方の意味で用いられることがある。一方、「めきめき」は「いい方向に行く」という
「プラス」の意味のみで使われる。しかし金田一(1978)によると、過去では「めきめき」
も「めっきり」と同様に「変化が目立つ」という意味で用いられたが（「めきめき禿げてき
た」）、この意味が変化し、現在は「上達」を表わすようになった。即ち、「めきめき」の本
来の性質は「プラス」だったのではなく、「マイナス」の意味から発達したとも考えられる。 
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2.1.2.3.  文脈からみたオノマトペの意味的評価性 
 
第 3 章、及び第 4 章で考察する濁音や拗音とは異なり、母音「e」を含むオノマトペは
文脈において出現頻度は低く、更に基本的な意味と異なった意味で使われるものが少ない。
その数の少ないものの中では以下のように「マイナス」の基本的な意味を持つオノマトペ
は文脈において「非マイナス」（ニュートラル～プラス）のニュアンスで用いられる傾向が
みられる。 
 
2.1.2.3.1. 「マイナス」の意味から「非マイナス」の意味へ 
 
20. けらけら kera-kera（かん高く軽々しい感じの笑い声） 
例 a：きらきらと、何かの街灯が二重三重に光り 
けらけらと、何処かのコドモが笑う 
ふわふわ、ふらふらしてるのは自分で 
きらきら、けらけらしてるのは空達だったみたいで 
大好きな人なんか思い出してみたりして 
そしてそこで又きらきら、けらけらと空が光る。 
(http://sunrise.egoism.jp/t_tukigawarau.htm) 
例b：今、淳平に抱かれてけらけらと笑っている幼女は、いつき、と名付けられていた。 
淳平も淳平で、子供のような笑顔を見せている。 
数分後、大声でいつきが走り始めた。 
さつきと綾が驚いて振り返ると、けらけらと笑いながら、それでいて頑張って走ってい
る。 
 (http://aokiyoru.ifdef.jp/standard/hitomi-8.htm) 
 
例 1.a.で述べたように、「けらけら」は多くの場合、基本的な意味で示されている通り「マ
イナス」の意味で用いられる。しかし文脈においてはその意味は「プラス」のニュアンス
を持つ場合もある。上述の例では「けらけら」は基本的な意味「軽々しい笑い声」を表わ
すが、子供の「陽気な笑い声」という意味で使われているため、その出来事からみると「か
わいらしい」、「良い」の意味を伴うと言える。 
 
21. てかてか teka-teka（なめらかな表面が安っぽい感じの光沢をおびているようす） 
例：てかてか光っているパソコンが流行らしい高輝度・高解像度のディスプレイが大はやり
で、画面がてかてか光っている。テレビチューナーなどをつけてテレビを見、DVDを再生す
るにはたしかにいいのかもしれない。
(http://www.dnp.co.jp/artscape/artreport/it/u_0401.html) 
 
既に見てきたように「てかてか」（例 3.a.）は基本的に好ましくない「安っぽいもの」や
「古いもの」の光を表わすため、「悪い」ニュアンスを持つが、例 21 では語り手の評価か
らみると、「大きくて」、「見やすい」といった「プラス」の意味で用いられている。 
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22. ぺちゃんこ petyaNko（完全に潰れた状態をいう） 
例 1：近頃シャコは鮨屋さんのケースの中に見るだけになったが、今のはペチャンコで侘しい。
（青木玉『帰りたかった家』、p. 104） 
例 2：布団を持ち上げてやると、ちょっと中をのぞいて暖かそうだと思うと喜んで頭でぐいぐ
いもぐり、中でぐるっと向きをかえ、ぺちゃんこになってごろごろいう。（青木玉『帰り
たかった家』、p. 45） 
 
「ぺちゃんこ」の基本的な意味から判断すると、「元に戻せないぐらい潰れた状態」を
表わし、語り手にとっても、「侘しい」気持ちを起こさせるが(例 22.1.)、例 22.2.のように
猫などに対して用いられる際は、「マイナス」の評価的意味を振り落として、「かわいらし
い姿」、「良い」出来事とみなされているといってもいい意味合いになっている。 
 
23. ぺろぺろ pero-pero（舌が何度もすばやく出入りしたり、舌状のものが揺れ動いたりする
ようす。舌でなめ回すようす。人に対して使うときはとても下品なイメージを持つ） 
例 1：はなこが来てから、なにがうれしいかというと、私になついてくれることに尽きます 
私にとっては、初めてのペットです。かわいさ大爆発（笑 
それというのも、私が顔を近づけると、カノジョがやってきて、私の鼻をぺろぺろとな
めるんですよ。ついでに、私が手を差し出すと、これもなめるんです。 
 おいしいのか？ 
(http://www33.ocn.ne.jp/~wiz4/hanako/peropero.html) 
例 2：子供を甘やかしすぎているところが気になります。  
この、内田さんの書く「くーちゃんシリーズ」のくーちゃんは、一人っ子にありがちな、
ちょっと我がままな男の子。おばあちゃんやおじいちゃん、お父さんが声をかけても起
きなくて、友だちが呼びに来ても起きなくて、お母さんに「ぺろぺろ」と、なめられ
て、やっと起きます。内容はともかく、この家族、ちょっと子供を甘やかしすぎーって、
気がします。 
(http://www.ehonnavi.net/ehon00.asp?no=4369) 
 
例 23 の「ぺろぺろ」の基本的な意味からみると「人間」に対して用いられる時には「下
品な」イメージを持つが、文脈の面から考察すると、例 23.1.と例 23.2.から明らかなよう
に「動物」や「人間」に対して用いられる際「マイナス」のニュアンスを持たない場合も
ある。例 23.1.では語り手からみると「親しみを感じる」、「かわいらしい」、「嬉しい」出来
事である。また例 23.2.において人間に対して用いられた「ぺろぺろ」は全体的に「マイナ
ス」の文脈で使われているが、出来事として「マイナス」の意味を持たない、「非マイナス」
のニュアンスを持つと言える。 
 
24. ぺたぺた peta-peta（平たいものが平たいものにはりつくように何度も打ち当たる音。薄
手のものが吸い付くようにはりつくようす。物の表面に数多く、または一面にはったり塗った
りするようす。また、そのような状態になっているようす） 
例 1：ぺたぺた・・・ 
ぽてぽて・・・ 
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ぽってらぽってら・・・ 
大きなフリースを着た、子供。 
爪先だけが見え隠れする歩き方。 
可愛くて愛しくて、両親は思わずこう命名した。 
『ぺんぎん』と・・・。 
ぺたぺた・・・と歩いて。 
我が家の可愛いぺんぎんは、大きな蒼い瞳をくりくりしてる。 
(http://www.asahi-net.or.jp/~eg5k-tmr/pengin_1.htm) 
例 2：借りた寝まきに着替えて、しんとした部屋に出ていった。ぺたぺたとはだしで台所をも
う一回見に行く。（吉本ばなな『キッチン』、p. 25） 
 
例 24 の「ぺたぺた」の基本的な意味からみると「やや粘り気のある」状態が感じられ
るため、「マイナス」のニュアンスが予測できるが、文脈において「かわいらしい」、「良い」
意味で用いられる時もある。例えば例 1 の場合、出来事としてや語り手の評価としても「子
供の動きはペンギンのような動きで、かわいい」といった「プラス」の意味を持つ。また
例 2 の場合にも出来事として「かわいらしい部分」、「ニュートラル」から「プラス」のニ
ュアンスがあるとみなすことができる。 
 
25. めろめろ mero-mero（正常な状態が崩れて、見ていられないほどだらしなく頼りなくなっ
ているようす） 
例 1：「何だか、藤原の顔、めろめろになって来たな。具合悪いか」（曽野） 
例 2：犬の育て方の本を読んで用意したサークルにエスを入れ寝かせようとしたが 
すぐに大泣きされ、５分で出してしまい、最初の夜から一緒の布団で寝るという 
最大の過ちを犯してしまったが、とにかく当時のオレ達はエスにめろめろだったのだ。 
でも、それは全て子供ならではの行動。 
５ヶ月を過ぎる頃には落ち着いた子になり、オレ達はますますめろめろ。 
(http://esairenakgula.jugem.cc/?day=20040811) 
 
例 25 の「めろめろ」は用例 25.1.のように基本的な意味の上では「顔」などが「正常な
状態を失っている」といった「マイナス」のニュアンスで用いられることもあるが、例 25.2.
のようにこの基本的な意味を保ちながら、語り手の評価からみると「夢中になる」、「とて
も好き」といった「非マイナス」の意味で用いられることもある。 
 
2.2. まとめ 
 
本節でみてきたように一般語彙において母音「e」は独特の意味を付与することはない
が、母音「e」を含む和語の名詞においては評価面から見ると、俗語や動物の名前が多く、
また一般名詞が目立たないといった傾向がみられる。一方、オノマトペにおいては母音「e」
は多くの場合、他の母音と異なった意味的性質を持ち、不快感を与える母音である。更に
評価の面から考察すると、母音「e」を含むオノマトペは「マイナス」の意味を表わすもの
がほとんどである。 
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これらのことはオノマトペの基本的な意味から確認できる。Dictionary of iconic 
expressions in Japanese に記載されている母音「e」を語頭に含む 113 のオノマトペのう
ち、プラスの意味を持つものは、上述にも挙げたように「せっせ」、「てきぱき」、「めきめ
き」の 3 つのオノマトペのみである。 
「マイナス」の基本的な意味を持つオノマトペは「しまりがない」、「下品な」ニュアン
スを伴うものと「不快に粘り気が強い」や「疲労が激しい・弱っている」ようすを表わす
ものに大別できる。これらはミニマルペアを用いて確認することが可能である。更にオノ
マトペのミニマルペアを考察することによって、表 7 の各母音の意味的性質が明確に現れ
ることが分かる。また同じ「マイナス」のニュアンスを母音「e」以外の母音を持つオノマ
トペの場合、母音「e」を含むミニマルペアと比較すると、母音「e」を持つオノマトペに
みられる不快なニュアンスがより強いという傾向が明らかになる。例えば例 4.a.の「ぺら
ぺら」、例 4.c.の「ぴらぴら」、例 5.a.の「べたべた」、例 5.c.の「びたびた」、例 7.a.の「ね
ちゃねちゃ」、例 7.b.の「にちゃにちゃ」などが挙げられる。更に「べたべた」、「べとべと」、
「ねちゃねちゃ」などのように母音「e」が濁音や先舌の鼻音「n」などの子音と組み合わ
さることによって「マイナス」の意味を伴うこともある。またミニマルペアを持たないオ
ノマトペにおいても母音「e」の否定的なニュアンスが保たれることもある。更に評価の面
からみると、マイナス意味を持つオノマトペの中では母音「e」を持つもののみしか存在し
ないことは母音「e」のこのマイナス意味的な性質を明確にするであろう。つまり 5 つの
母音の中では「マイナス」の意味を表わす役割は母音「e」に任せられていると言っても過
言ではない。 
更に語彙上の母音「e」を含むオノマトペの評価的な特徴は文中においても強調される
ことがある。例えば「マイナス」語句と共に出現することによって、オノマトペの否定的
なニュアンスがより強められることが多くみられる。その場合、「マイナス」語句の「強調」
効果は二つの方法で現れる。最も多くみられるのはマイナス意味の語句がオノマトペの否
定的なニュアンスを直接的に強調する場合である（例 1.a.2.,例 2.a.2.,例 3.a.2.,例 4.a.1.,
例 4.a.2.,例 5.a.1.,例 5.a.2.,例 6.a.1.,例 6.a.2.など）。もう一つの方法はマイナス意味の語
句が否定的なオノマトペの意味と対立することによって強調される場合である。例えば例
1.a.1.と例 1.a.2.においては「人が苦労しているのに」、「人のさいなんを聞いて」、「けらけ
ら」などのように「嫌な笑い方」をすることによって、「けらけら」の否定的なニュアンス
が強調されているのである。また例 12.a.1.においても同じような現象がみられる。「いい
年をしているのに」相応しくない「でれでれ」した態度を取るという意味的対立によって
「でれでれ」の否定的な評価が生み出される。 
一方、例 7.a.1.のように「ねちゃねちゃ」は「マイナス」意味の語句と共にではなく、
「さらさら」という「プラス」の意味を持つオノマトペと同時に使用されている。この場
合、その意味的な対立によって「ねちゃねちゃ」の否定的なニュアンスが確認される。 
また既に述べたように、母音「e」を含むオノマトペが文脈においてその基本的な意味
と異なるニュアンスで使われるものは少ない。そのような例のうち、「けらけら」、「てかて
か」、「ぺたぺた」、「ぺちゃんこ」、「ぺろぺろ」、「めろめろ」などのように、基本的な「マ
イナス」の意味から「非マイナス」（ニュートラルからプラス）の意味に変化するオノマト
ペがいくつか存在する。即ち、母音「e」の基本的な「マイナス」の意味は完全に固定して
いるのではなく、文脈において弱まる傾向が若干あると言える。更に「ぺらぺら」のよう
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に基本的な意味において「プラス」と「マイナス」の二つの評価を持つオノマトペの場合、
この意味的な変化過程はこれらのオノマトペのように先ず文脈において始まったものであ
るとも考えられる。 
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第 3 章 濁音の分布と意味的評価性 
 
第 1 節 濁音の分布 
 
日本語において語頭に濁音を含むオノマトペはしばしば不快なイメージや否定的なニ
ュアンスを表わすと言われる。例えば「さらさら」に対する「ざらざら」や「するする」
に対する「ずるずる」、「たらたら」に対する「だらだら」のように濁音はマイナスの意味
を持つように思われる。更に拗音と同様に「濁（音）」という用語自体はその音の意味的性
質に対して評価を表わしている。このようなことは清音・濁音の対立によっても明確であ
ろう。伝統的な音声学では「破裂音」という評価と全く結び付かない用語が使われるのに
対し、「清い音（清音）」と「濁っている音（濁音）」の二つに分別することによってそれら
の意味的評価性は指し示されていると言える。 
そこで本章では、半濁は清音に入れて、大まかに清濁音の対立とその意味的効果・評価
性を考えてみるが、先ず一般語彙やオノマトペにおいて濁音の分布を概観したい。 
 
1.1. 濁音の分布 
 
日本語は本来語頭に濁音を持たない言語であったことはよく知られている。例えば英語
には清音の文字「k」「s」「t」「p」と濁音の文字「g」「z」「d」「b」があり、それぞれ別の
文字で表される。これに対して仮名には濁音文字がなく、清音に濁点を付加することによ
って表記される。更に濁点で表記されることは比較的新しい現象である。しかし濁点が成
立した後、その使用は一般的とはならず、その後も清濁を書き分けないことが多かった。
それは清濁の音韻的な対立があまり明瞭ではなかったからと思われる。更に語頭に濁音が
現れるようになったのも漢語の影響によると考えられている（『国語学大辞典』、
Vance(1982)、鈴木(1987)、窪薗(1999)などを参照）。 
実際、現代日本語には濁音の分布において偏りがみられる。このことは、漢語や和語、
外来語やオノマトペの四つの音韻体系層(phonological strata)において濁音で始まる単語
の数量を考察することによって明らかとなろう。ここでは『分類語彙表』のデータを用い
て、以下の表 1 にまとめてみた。 
 
表 1 
行 濁音 漢語 和語 外来語 オノマトペ 
カ g 1885 13 147 126 
サ z 2607 20 119 78 
タ d 1174 32 292 45 
ハ b 1385 34 492 62 
合計  7051 99 1020 311 
 
 
 
 75
1.1.1. 漢語や外来語の場合 
 
表 1 から明らかなように、漢語や外来語において語頭位置を取る濁音に対して制限は全
くなく、濁音を持つ単語は多く存在する。 
 
1.1.2. 和語の場合 
 
漢語や外来語とは異なり、和語においては濁音が語頭に出現してはいけないという音韻
論的な制約がある。このため濁音が語頭位置を取ることはほとんどありえないと言える。
またそれが現れる場合、連濁の形をとって語中においてしか出現しないという性質を持つ。
例えば、以下のような複合語の場合、後部要素の最初の音が有声化されている。このよう
な現象は後部要素が有声子音を持たず、同時に後部要素の語頭子音が無声の場合にみられ
るものであり、無声子音が有声子音に変化するといった音韻論的な制約（Lyman`s Law）
に従っていることを表わしている。 
 
例 1：色(iro)＋紙(kami)→色紙(irogami) 
川(kawa)＋魚(sakana)→川魚(kawazakana) 
星(hoshi)＋空(sora)→星空(hoshizora) 
本(hoN)＋棚(tana)→本棚(hoNdana) 
鼻(hana)＋血(ti)→鼻血(hanadi) 
人(hito)＋人(hito)→人々(hitobito) 
朝(asa)＋風呂(huro)→朝風呂(asaburo) 
 
即ちこれらの例では、無声子音が有声子音 1に変わるプロセスがみられ、音韻交替が行
われている。これらの形態上の対立を整理すると次のようになる。 
k→g 
s→z 
t→d 
h→b 
 
更に /k/→/g/、 /s/→/z/、 /t/→/d/、 /h/→/b/といった音韻交替は言語意識内において確立さ
れていると言えるが、その逆のパターンはみられない。つまりこのような交替は一方的な
ものであり、無声子音が有声子音に変わる現象を示しているのである。 
一方、和語に比べると漢語は連濁を起こしにくい性質を持つと言える。例えば例 2 のよ
うに連濁を起こすものもあれば、例 3.a.や例 3.b.のように連濁を全く起こさないものもみ
られる。 
 
例 2：白(siro)＋さとう(satoo)→白ざとう(sirozatoo)（白砂糖） 
                                                  
1  ここでは「無声・有声子音」は阻害音(obstruent)のことを示している。 
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株式(kabusiki)＋かいしゃ(kaisya)→株式がいしゃ(kabusikigaisya)（株式会社） 
文庫(buNko)＋ほん(hoN)→文庫ぼん(buNkoboN)（文庫本） 
砂糖(satoo)＋かし(kasi)→砂糖がし(satoogasi)（砂糖菓子） 
 
例 3.a.：談話(daNwa)＋かい(kai)→談話かい(daNwakai)、*談話がい(daNwagai)（談話
会） 
団(daN)＋たい(tai)→団たい(daNtai)、*団だい(daNdai)（団体） 
国際(kokusai)＋ほう(hoo)→国際ほう(kokusaihoo)、*国際ぼう(kokusaiboo)（国
際法） 
 
例 3.b.：渡り鳥（わたりどり(wataridori)）―不死鳥（ふしちょう(husityoo)） 2
ぺんぺん草（ぺんぺんぐさ(peN-peNgusa)）―月見草（つきみそう(tukimisoo)） 
人手（ひとで(hitode)）―運転手（うんてんしゅ(uNteNsyu)） 
野垂れ死に（のたれじに(notarezi-ni)）―病死（びょうし(byoosi)） 
 
特に例 3.b.の場合、後部要素が同一あるいは類似の意味を持つ和語のペアと同時に挙げ
られることによって、和語や漢語において連濁の出現頻度の差が最も明らかであろう。和
語の左ペアにおいて連濁が生じやすいことに対して、右の漢語のペアには連濁が起こらな
いことが目立つ。 
また外来語の場合においても和語と異なり、連濁は全く起こらないという現象がみられ
る 3。 
 
例 4：デジタル(dezitaru)＋カメラ(kamera)→デジタルカメラ(dezitarukamera)、*デジ 
 タルガメラ(dezitarugamera) 
大(dai)＋サーカス(saakasu)→大サーカス(daisaakasu)、*大ザーカス 
(daizaakasu) 
文化(buNka)＋ホール(hooru)→文化ホール(buNkahooru)、*文化ボール 
(buNkabooru) 
粘着(neNtyaku)＋テープ(teepu)→粘着テープ(neNtyakuteepu)、*粘着デープ 
(neNtyakudeepu) 
 
即ち、上述のことから明らかなように連濁は和語に最も起こりやすく、漢語では部分的
に起こり、また外来語ではほとんど起こらないということが言える。このように連濁の出
                                                  
2  これらの例は窪薗(1999)からの引用に修正を施したものの一部である。 
3  標準語の「雨ガッパ」、「雨ゴート」、「いろはガルタ」、落語に現れる「水ガステラ」（『禁酒番屋』）や
方言（埼玉県熊谷）の「麦わらジャッポ（麦わら（帽子）＋シャッポ（フランス語のchapeau）（篠田(2004)、
松本(2005)を参照））」などのような例外もみられる。窪薗(1999)によると、「カッパ」、「カルタ」はポル
トガル語由来であるが、これらには起源の連濁が起こるのは、日本語に入ってからの時期が長く、外来
語という意識が薄れているからである。これらに「カステラ」も加えることができるが、「コート」や「シ
ャッポ」の場合、それぞれ英語やフランス語起源の外来語であることから、ポルトガル語起源のものよ
り、日本語に後から入ってきたものであり、外来語としての意識はまだ残っていると言える。従ってこ
れらの場合、上述の説明では不十分であろう。 
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現が語種によって差が現れることは和語において濁音は音韻論的な制約で語頭に出現する
ことは禁じられているという理由から生み出されたものとも考えられる。 
具体的には、既に述べたように、日本語では本来語頭に清濁の対立がなかったと思われ
る。窪薗(1999)によるとこのような特徴を持った語種の中、例 1 の「かわざかな」のよう
に複合語が作られる際、もし連濁が挿入されなかった場合、複合語なのか、それとも「か
わ」と「さかな」の 2 語であるのか、区別することは困難になる。しかし語頭に濁音を持
たない言語であれば、「ざかな」が独立した語ではあり得ないことから、複合語であること
が明らかになる。 
一方、漢語や外来語には濁音は語頭位置に生じないという制約がないため、「かい（会、
回、快など）」と「がい（外、概、崖など）」や「したい（死体、肢体など）」と「じたい（自
体、事態など）」のように漢語において語頭に清音も濁音も生じることができる。更に語頭
位置において無声子音や有声子音が出現することによって意味の区別が生まれる。 
同様のことが外来語においてもみられる。例えば「ホール(hall)」と「ボール(ball)」や
「ハット(hat)」と「バット(bat)」などのように語頭に無声子音と有声子音、両者とも出現
し、更に漢語においてのように意味的な区別が作られる。従って、漢語や外来語では語中
に連濁が起こると、「文化＋ホール」あるいは「文化＋ボール」のように、どちらを指し示
すのかという理解が困難になる。このように漢語や外来語において、語頭では無声子音と
有声子音の対立があるため、連濁が生じにくくなっている。 
これに対して、和語において連濁が比較的多く生じることは、濁音が語頭位置であるこ
とを禁じられていることを証明するであろう。このようなことは前記の表 1 からも明らか
である。現代日本語では濁音で始まる和語は非常に少ない。更にそれらは頭母音が脱落し
たもの、音韻変化（例 5）、あるいは元来清音で始まっていた語が連濁の現象によって派生
したと考えられるもの（例 6）がほとんどである。 
 
例 5： だく（抱く）daku ― いだく idaku、うだく udaku 
ずれる zureru ― はずれる hazureru 
 
例 6： ばく（化く）baku ― はく haku 
じゃれる（戯れる）zyareru― しゃれる syareru 
だま dama ― たま（玉）tama 
ぶれ bure ― ふれ（振れ）hure 
どり dori ― とり（鳥、鶏鳥）tori 
がら gara ― から（殻、空）kara 
がに gani ― かに（蟹）kani 
がわ gawa ― かわ（皮、側）kawa 
ざま zama ― さま（様、様子）sama 
ばれる bareru ― はれる（晴れる）hareru 
ずる zuru ― する（擦る）suru 
ばてる bateru ― はてる（果てる）hateru 
ごねる goneru ― こねる（捏ねる）koneru 
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例 6 において列挙したものは全て自立語である。この際、上述の連濁の例と同様に、語
頭の音韻においては無声子音が有声子音と交替している。 
  これまでみてきたように、和語では語頭に濁音が生じにくいこと 4、また有声子音が語
頭に出現することはあまり好ましくないということが分かる。このようなことからこれら
の特徴を持つ日本語の濁音は特別な存在であると言えよう。 
 
1.1.3. オノマトペの場合 
 
オノマトペにおいて濁音の分布を考察すると他の一般語彙とは異なる点がみられる。例
えば、Dictionary of iconic expressions in Japanese によると濁音を含むオノマトペを数
量的に考察すると、オノマトペには濁音を語頭に持つ単語が多く含まれている。具体的に
は 1577 のオノマトペの内、596 単語が濁音で始まっている。これらの単語を行ごとに整
理し、清音と濁音のそれぞれの出現頻度を検討すると以下の表 2・表 3 のようになる。 
 
表 2 
カ行 サ行 タ行 ハ行 
k g s z t d h p b 
162 193 119 123 130 93 94 242 187 
 
表 3 
 合計 
清音（いわゆる「半濁音」を含む） 747 
濁音 596 
 
表 2 の結果から判断するとカ行とサ行の場合、濁音を持つオノマトペの方がやや多い。
また表 3においては清音と濁音の出現数の合計は全体として顕著な差がないことも明らか
である。即ち、和語とは異なり、オノマトペの場合には濁音で始まる単語が最も多いと言
うことができる。 
更にオノマトペにおいては多くの場合、清音を持つ単語に濁音のペアがみられる。これ
は擬声語・擬態語の特徴の一つとみなすことができる。 
 
からから kara-kara ― がらがら gara-gara 
ころころ koro-koro ― ごろごろ goro-goro 
                                                  
4  しかし方言の中では濁音で始まる単語を持つものもみられる。例えば琉球地域の奄美大島方言におい
て「kaki（柿、牡蠣）」を「gaki」と言い、または「kazika（蛙の一種）」を「gaku」と、「simaazi（魚
の一種）」を「gara」などという例（『奄美方言分類辞典』(1980)）がみられる。このように方言の中で
は濁音を語頭に持つ単語があることから濁音に対して語頭位置の制約はやや弱まった時代があったこと
も考えられる。しかし意味の面からみるとこれらの単語は現代日本語（東京方言）において濁音を持つ
単語と同様に中心的な位置を占めるものであるとは言えない。 
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さくさく saku-saku ― ざくざく zaku-zaku 
すたすた suta-suta ― ずたずた zuta-zuta 
とろとろ toro-toro ― どろどろ doro-doro 
とんとん toN-toN ― どんどん doN-doN 
はらはら hara-hara ― ばらばら dara-dara 
ほろほろ horo-horo ― ぼろぼろ boro-boro 
 
他の一般語彙との相違点としては、オノマトペが連濁を起こさないことも指摘できる。
実際、まれに連濁の形で用いられるものもあるが、現在それらはオノマトペとしては認知
されておらずオノマトペの意識を喪失した、普通の語彙により近い存在のものが大半であ
る。この例としては、「さんざん」、「しみじみ」、「ちりぢり」、「とりどり」、「はるばる」、
「ほのぼの」などが挙げられる。 
即ち、オノマトペにおいては有声子音が語頭にしか現れず、語中に出現することはない。
これに対して既に見てきたように和語の場合には正反対の現象がみられ、濁音で始まる単
語の数は非常に少なく、連濁の形で語中に有声子音を持つ単語が一般的である。 
更にオノマトペと漢語や和語との間にみられるもう一つの相違は鼻濁音の問題である。
日本語において語頭以外（つまり語中、語尾）のガ行音は鼻音化される傾向がある 5。例
えば、漢語の場合、「onŋaku（音楽）」、「kaŋu（家具）」、「denkiŋaisya（電気会社）」、「zyuuŋoya
（十五夜）」、または和語において「kaŋi（鍵）」、「tamaŋo（卵）」、「kaŋe（影）」、「kaŋu（嗅
ぐ）」、そして複合語の「yamaŋiri（山霧）」などのように濁音の「g」が鼻音化される。上
述の例からも明らかなように、漢語や和語の複合語の後半の単語の頭が「が行」である場
合、鼻音化されるのはほとんどであるが、「zyuugo（十五）」、「onŋakugakkoo（音楽学校）」
や「nihoNgiNkoo（日本銀行）」などのように複合の度合いが弱いもの 6においては「g」
は鼻濁音化を受けない場合もある。一方、オノマトペでは、「がたがた」、「ぎりぎり」、「ぐ
ずぐず」、「げらげら」、「ごりごり」のように同音の反復形の場合においてでも、濁音は鼻
音化される場合は一切見られない（「*gataŋata」、「*giriŋiri」、「*guzuŋuzu」、「*geraŋera」
「*goriŋori」）。 
 
1.2. まとめ 
 
上述のことから明らかとなるのは、日本語においては清濁音の対立という現象が無声子
音（k, s, t, h）と有声子音(g, z, d, b)の対立に基づいたものであることである。しかしこの
際、注意しなければならないのは日本語の清音と濁音の対立が無声音・有声音の対立とは
                                                  
5  現代日本語では濁音は鼻音化されるという傾向が弱まってきている現状がある。更に地域や年齢層に
よって、濁音と鼻濁音の区別することには差がみられる。例えば、現在鼻濁音が使われている地域を大
別すると、東京方言が話される地域を中心として東日本から北に広がっており、一方では四国や中国な
ど、西の地域ではほとんど使われない。しかしこの東京方言でも、高い年齢層の中では鼻濁音が多く使
われるのに対し、若い年齢層ではほとんど使われないという傾向がめだってきている。 
6  複合の度合いが弱いとは、例えば「音楽会社」、「日本銀行」や「十五」の場合、「音楽」と「学校」や
「日本」と「銀行」、「十」と「五」のそれぞれの個別的な感覚が残っていると言える。これに対して、
「電気会社」や「山霧」は一つの言葉であるという感覚があるため、複合度合いの強いものとして見な
される。 
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完全に一致していないことである。例えば無声阻害音を含む音節（か、さ、た、は）が全
て清音であるのに対して他の清音（な、ま、や、ら、わ）は有声子音を含んでおり、濁音
は有声の阻害音で始まる音節を指している（が、ざ、だ、ば）。また阻害音では有声より無
声の方が無標であり、これは日本語の体系に端的に現れている。つまり清濁の区別とその
文字表記である。日本語では濁音が清音よりも有標なものとして分類されている。これは
文字表記からも分かるように、清音を前提として濁音が存在しているからである。即ち、
「が、ざ、だ、ば」という濁音は「か、さ、た、は」という清音に濁点という特殊な記号
が付けられたものである。従って濁点という特殊な記号が付くことによって特殊な音とし
て扱われている 7。また無声の阻害音は音と文字の両方において有声の阻害音に比べると
より基本的な様相を示している。これらのことを整理すれば、日本語における濁音を示す
濁点では、濁音は文字通りに有標になっているのである。また阻害音の中で有声と無声の
対立が最も生じやすいのは語中であり、語頭や語末では声の対立は生じにくい。更に阻害
音は無声が無標であるため、語頭や語末に無声阻害音か有声阻害音のいずれかが生じる場
合、前者の方が生じることになる。窪薗(1999)はこのような傾向と関係しているのは日本
語にもともと語頭の濁音がなかったことによると主張している。 
更に日本語において濁音の独特の分布は以下の節で詳細に考察するように、一部の和語
やほぼ全てのオノマトペの意味に影響を与えている。 
 
第 2 節 濁音の意味的評価性 
 
2.1. 濁音の音象徴 
 
鈴木(1962)によると「清音が濁音と比べて明快、繊細、軽小であり、濁音が粗大、強力、
時には不快」な意味を持っている。例えば擬声語の「はたはた」と「ばたばた」を比較す
ると、前者は風にひるがえる日章旗などを連想させるが、後者では閉め忘れた開き戸など
を連想させる。また光の印象を表わす「きらきら」と「ぎらぎら」のような擬態語におい
ても「きらきら」の場合では気持ちの良さが感じられるが、「ぎらぎら」では不快な気持ち
が感じられる。本節ではこのような清濁音の意味対立をオノマトペにおいてどのような意
味効果を持つのかを考察していくが、この問題をより明確にするために、まずオノマトペ
以外の一般語彙における濁音の音象徴を考察する。 
 
2.1.1. 漢語や外来語の場合 
 
濁音を含む漢語や外来語の意味を考察すると上述のような意味的なニュアンスは全く
見られない。例えば次のように漢字のカン「缶」とガン「雁」、サン「参」とザン「残」、
                                                  
7  この清濁の対立は文字上だけではなく、形態音韻論的な面でもみられる。上村(1978)や窪薗 (1999)
が指摘しているように、日本語の清濁の区別をはじめとする様々な現象は、声道の広さと声帯の活動の
間にみられる相関関係によって作り出されているのである。例えば、有声の阻害音を作る時、声道が狭
くなると同時に声帯が振動しにくくなる。そこで、声帯を振動させるためには無声の阻害音とも違った
声門の、そして声門下の気圧の制御を必要とする。つまり、有声の阻害音を発音する際、声帯に力が加
わるため、強くて、やや「濁った」音が発声させることとなる。 
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テン「天」とデン「電」、ヘン「片」とベン「弁」などには清濁音の意味的な対立が全くみ
られない。また同様のことが外来語に対しても当てはまる。例えば、「ピン」（髪にさすピ
ン）と「ビン」（サイダービン） 8という二つの単語は、音声的にみた場合、前者はやや小
さい感じを与えるかもしれないが、後者はそこに含まれている濁音に大きさが感じられな
いと言える。この他にも「ヒール」（靴のヒール）と「ビール」（飲み物のビール）、「ハッ
ト」（帽子）/「パット」（肩のパット）と「バット」（野球のバット）、「クラス」と「グラ
ス」などの例においても清濁の意味的な対立は認められないのである。 
 
2.1.2. 和語の場合 
 
前節でみてきたように濁音は語頭にほとんど現れず、出現する場合、連濁として語中で
現れることが多い。更に意味の面から考察すると「かめ」（亀）に対する「うみがめ」（海
亀）、「さけ」（酒）に対する「あまざけ」（甘酒）、「ふね」（船）に対する「よぶね」（夜船）、
「かみ」（神）に対する「かみがみ」（神々）、「ひと」（人）に対する「ひとびと」（人々）
などのように、複合語の中で起こる連濁という音韻現象によって作られた濁音の例におい
ては清濁の意味的な対立、更に否定的な意味とは直接的には結び付いていない。即ち多く
の場合、和語においても漢語や外来語と同様に音韻とそれが含まれる語の意味とが直接的
に結び付かないものが多い。例えば「たく」（炊く）と「だく」（抱く）や「はらす」（腫ら
す）と「ばらす」（暴露する）などがその例である。 
しかしこの問題をさらに分析すると、和語の内、何らかの意味で音声の清濁音が語の意
味に関連すると同時に、また意味的に区別できる例が少数ではあるが存在する。これに関
しては、例えば鈴木(1962)が次のような例を挙げている。 
 
「― たま（玉、球状のもの）：だま（ダマ） 
ダマとは粉などをこねる時、不手際のために出来る粒状のものを示す。また天ぷら
などを揚げる際にころもの一部が遊離し球状をなして浮かび上がるものもいう。即
ちダマとはタマの一種であるが、歓迎されない不必要なタマなのである。 
― ふれ（振れ）：ぶれ（ブレ） 
振れとは例えば振り子の振れなどのように事物が動くことであるが、ブレとは写真
をとる時に、カメラを持つ手が振れ動いたために画像が不鮮明となったことという。
また動詞として使う時は手が困ったことに振れ動いたという意味がある。」 
 
ここで引用した単語は、基本的には同じ意味を持っているが、それに濁音が入るとその
意味は多少異なったものになっている。鈴木はこのような場合、/t/：/d/、/h/：/b/といった
対立が「ある語の意味を特殊化し、または派生化する手段として利用されている」と述べ
ている。 
更に鈴木は、次のような例も挙げている。 
 
                                                  
8  この例は鈴木(1962)から引用されたものである。 
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「名詞だけの例 
― とり（鳥、鶏）：どり（鳥の内臓で食用とならない部分、特に肺臓） 
（鳥は食ってもドリ食うな。） 
/t/：/d/ 
 
― から（殻、空）：がら（ガラ、肉や内臓を除去した鶏の骨、元来は不用で捨てる） 
/k/：/g/ 
 
― かに（蟹）：がに（ガニ、蟹の内臓の食用とならない部分、特にエラ） 
/k/：/g/ 
 
― かわ（皮、側）：がわ（ガワ） 
（ガワは立派だが、中身はどうも） 
/k/：/g/ 
 
― さま（様、様子）：ざま（ザマ） 
（あのザマを見ろ） 
/s/：/z/ 
 
動詞のみの例 
― はれる（疑いなどが晴れる）：ばれる（秘密、嘘などがバレル） 
/h/：/b/ 
 
― する（擦る）：ズル（自動車などが止めてもなお動くこと） 
/s/：/z/ 
 
動詞及び名詞があるもの 
― はてる（疲れ、困りはてる）：ばてる（バテる（極度に疲労する）、ばて（バテ、夏バ
テ）） 
/h/：/b/ 
 
― こねる（理屈をこねる）：ごねる（ああだこうだとゴネる）、ごね（ゴネ得） 
/k/：/g/ 
 
― すれる（擦れる）：ずれる（ズレる（食違う））、ずれ（ズレを感じた） 
/s/：/z/」 
 
これらの例から明らかなように、語頭に濁音を持つ単語はやや悪い、あるいは不適切な
ニュアンスを与える。 
また上述のような清濁の対立はみられないが、和語において上に示した例以外に濁音で
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始まるものには、「どぶ（溝）」、「げろ」、「ごみ」、「どろ（泥）」など、汚らしい語感のもの
が多い。しかしこのように濁音が不快感を覚えさせるのは語頭に現れる場合だけであり、
「かげ（影）」、「かど（角）」、「かぜ（風）」、「まど（窓）」、「ふだ（札）」など、語頭以外の
位置を取るものには「悪い」感じが示されていない。 
 
2.1.3. オノマトペの場合 
 
既に見たように清濁の対立は和語の一部において意味の面にもみられる。その際、音と
意味との関係が密接なものとなっているオノマトペにおいては、その意味的側面がより明
確であると推測できる。例えば現代言語学においてオノマトペにおける濁音の意味的な特
徴は次のように論じられている。金田一(1978)はオノマトペにおける濁音が「鈍いもの」、
「重いもの」、「大きいもの」、「汚いもの」を表わすが、清音は「鋭いもの」、「軽いもの」、
「小さいもの」、「美しいもの」を表わすとしている。一方、大坪（1989）によると清濁の
意味的な対立において清音は「明るく」、「澄んで」、「緻密で」、「軽い感じ」を表わすが、
反対に濁音は「暗く」、「濁って」、「粗雑で」、「重い感じ」を表わすとしている。これと同
じようなことを堀井(1986)も述べている。更に Hamano(1998）や田守(2002)は、オノマト
ペにおける濁音のこれらの意味に明らかに「不適切」や「否定的」なニュアンスがあると
指摘している。 
このように清濁音の響きから与えられる音では、清音は軽やか、また濁音は重いといっ
た印象を与える。ここでは清音との対立で用いられる濁音には外界の音の模倣において、
重い音、鈍い音、大きい音などを表わす。また動作・状態の場合では強さ、大きさ、乱暴
さなどを表わす傾向がある。 
このような特徴を持つ濁音は聴覚的にあまり良い印象を与えない傾向がある。従って、
不快感を表わしたり、動作にマイナスの意味を生じさせることもある。これは「しっとり・
じっとり」、「ぺったり・べったり」、「さらさら・ざらざら」、「きらきら・ぎらぎら」など
特に擬態語に多くみられる。そして外界においてそれと理解する話し手の感情に快いもの
がない場合には濁音がそれに対応する。ここでは清濁の両語において指示的な意味が同一
の範疇に属する必要であるのである。例えば、「ぺったり・べったり」は双方とも何かがく
っつく様子を表わすが、「べったり」の方は汚い感じがする。また、「しっとり・じっとり」
の対立では両方とも湿った様子を表わすが、「じっとり」の方は汗などを連想させ、汚いと
いった印象を与える。つまり、清濁音の対立では客観的には同じような様子を指しながら
もそれに対する人間の評価や情緒的感情の相違を対立させているのである。 
但し、濁音が清音に比較して耳に不快な印象を与えていることは、日本語話者に限定し
た問題ではないかもしれない 9。しかし、ここにおいて重要なことは、日本語のオノマト
ペにおける清濁音の対立の音価が人間に与える印象を意味的な差異を与えるものとして言
語体系の中に積極的に取り入れられていることにある。従来の研究を検討すると濁音が表
わす意味は「重い・大きい・強い」や「不適切・汚い・鈍い」に大別できる。以降、濁音
のこれらの意味的なニュアンス、即ち、濁音の意味的な評価性を、用例に依拠しつつ考察
                                                  
9  このことについては第 1 章の注 28 においてより詳しく述べられている。本論文の第 1 章、注 28 を参
照。 
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していく。しかしその前に無声・有声子音の性質を概観する必要がある。 
 
2.1.3.1. 語頭における無声・有声子音の性質 
 
本節では主に Hamano(1998）の研究に依拠しつつもそれを批判的に検討しながら論を
進めていく。Hamano(1998）の主張をまとめると次のようになる。 
 
/p, b/ 
  「ぱっ」、「ばっ」、「ばん」、「ぱんぱん」、「ぴーん」、「ぴん」、「ぷっ」、「ぷん」、「ぼ
おっ」、「ぽっ」、「ぽん」、「ぽんぽん」など、日本語オノマトペの語頭にみられる/p/ /b/
が、物体に衝突したり、破裂したりするなど、突然かつ爆発的な動作や出来事、ある
いはこのような出来事にとっての前提条件である「ぴんと張った状態」や突然性、強
い力を表わす。 
 
/t, d/ 
  「とん」、「どん」、「とんとん」、「どんどん」などを挙げ、日本語のオノマトペの語
頭に起る/t/や /d/を打撃と関連付けている。更に Hamano は/p, b/ も/t, d/も打撃と関
係しているが、前者ではこのような動作の関るものが「強く引っ張られた表面」であ
るのに対し、後者では典型的には「木材・床・地面」であると主張している。しかし
田守・スコーラップ（1999）によると、「ドアをばんばん蹴る」や「両手で机をばん
と叩く」のような例にみられるように、/b/は「強く引っ張られたもの」ではなく、ド
アや机などの木材にも見られ、また「太鼓をとんとん/どんどん叩く」のように、/t, d/
が「強く引っ張られたもの」としても用いられる。 
 
/k, g/ 
「かっ」、「がん」、「がんがん」、「きーきー」、「きんこんかん」、「こんこん」などの
ような例を挙げ、/k, g/が金属のような硬い表面との接触を表わすと述べている。さら
に両音が母音/i/と組み合わさった場合、甲高い音を表わし（「きーきー」、「ぎーぎー」）、
母音 /o, u/と一緒に用いられた時には深いくぼみや穴、または軟口蓋咽頭音を表わす
（「くーくー」、「こんこん」、「ごーっ」）としている。 
 
/s, z/ 
  日本語のオノマトペの語頭に起る/s, z/は滑らかさ、障害の欠如、動作が急でない
こと、また軽い接触、摩擦、小粒の動き、表面の張りがなく、流動する液体、障害の
不在、ゆっくりした動き、静けさ・穏やかさ、壮快さ、さらに人の性格に関してはこ
ぎれいさ、スマートさ、冷静さを表わすと主張している。Hamano は「さっ」、「さっ
さ」、「さっぱり」、「さらさら」、「すいすい」、「すっ」、「すべすべ」、「すやすや」など
にみられるようにその中でもっとも一般的に現れている特徴は滑らかさであるとし
ている。 
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/h/ 
  「はーはー」、「ふーふー」、「ふっ」、「ほーほー」、「ほっ」、などのような例を挙げ、
語頭の /h/が息あるいは息の吐き出しを表わし、また「ひらひら」、「はらはら」のよ
うに/h/は不確定さ、頼りなさ、弱さ、あるいはわずかの優雅さを表わすとしている。 
 
  上述した子音の性質を考察する際、有声子音と無声子音は基本的に同じ意味を表わすと
いうことが分かるが、「有声」「無声」の対立によってこの意味のニュアンスは微妙に異な
る。更に Hamano（1998）によると子音が現れるオノマトペの形態や子音の位置によって
ニュアンスの相違がみられるようである。例えば有声・無声子音が 1 モーラを基本形に持
つオノマトペ（CV 語基）の語頭に、あるいは 2 モーラのオノマトペ（CVCV 語基）に現
れる時、また 2 モーラ語基の第一音節にある場合と第二音節にある場合、有声・無声子音
の意味の相違がよくみられる。しかし以下の表 1・表 2 から明らかなように、CV 語基と
CVCV語基において語頭にある無声・有声子音の音象徴はほとんど同じである。また CVCV
語基において第一音節と第二音節に来る際、意味の相違がみられるとされるが、第二音節
における無声・有声子音の意味的な対立はあまり系統的ではないことは Hamano も指摘し
ている。これに加えて、第二音節に有声子音を持つオノマトペは非常に少ない。即ち、CVCV
語基の第二音節に現れる濁音は分布上や意味上においても語頭位置を取る濁音より特徴的
ではないため、本論文ではこれ以上考察しない。 
以下の表 1と表 2は 1モーラ(CV語基)を基本にするオノマトペや 2モーラ(CVCV語基)
を基本にするオノマトペにおける語頭位置を取る無声・有声子音の意味的な性質を「指し
示す意味・ニュアンス」と「伴って現れる評価（イメージ）」に大別し、示している。 
 
表 1：CV 語基における語頭位置を取る場合 
語頭子音 指し示す意味・ニュアンス 伴って現れる評価（イメージ） 
P 
張り詰めた表面；爆発  
(taut surface; explosive movement) 
軽い；小さい；良い 
(light; small; fine) 
B 
張り詰めた表面；爆発  
(taut surface; explosive movement) 
重い；大きい；不適切  
(heavy; large; coarse) 
T 
ゆるんだ表面；打撃  
(lax surface; tapping) 
軽い；小さい；良い 
(light; small; fine) 
D 
ゆるんだ表面；打撃 
(lax surface; tapping) 
重い；大きい；不適切 
(heavy; large; coarse) 
K 
堅い表面；深さ；咽頭音  
(hard surface;depth; backness; 
pharyngeal sound)  
軽い；小さい；良い  
(light; small; fine) 
G 
堅い表面；深さ；咽頭音 
(hard surface; depth; backness; 
pharyngeal sound) 
重い；大きい；不適切  
(heavy; large; coarse) 
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S 
滑かな動作  
(smooth movement) 
 
軽い；小さい；良い  
(light; small; fine) 
Z 
滑かな動作  
(smooth movement) 
重い；大きい；不適切 
(heavy; large; coarse) 
H 
息  
(breath) 
 
 
 
 
表 2：CVCV 語基における第一音節にある場合 
語頭子音 指し示す意味・ニュアンス 伴って現れる評価（イメージ） 
P 
張り詰めた表面  
(taut surface) 
軽い；小さい；良い 
(light; small; fine) 
B 
張り詰めた表面 
(taut surface) 
重い；大きい；不適切  
(heavy; large; coarse) 
T 
ゆるんだ表面；柔らかさ  
(lax surface; subduedness) 
軽い；小さい；良い  
(light; small; fine) 
D 
ゆるんだ表面；柔らかさ  
(lax surface; subduedness) 
重い；大きい；不適切  
(heavy; large; coarse) 
K 
堅い表面  
(hard surface)  
軽い；小さい；良い  
(light; small; fine) 
G 
堅い表面 
(hard surface) 
重い；大きい；不適切  
(heavy; large; coarse) 
S 
静けさ；粘り気のない物  
(quietness; non-viscous body) 
軽い；小さい；良い  
(light; small; fine) 
Z 
静けさ；粘り気のない物  
(quietness; non-viscous body) 
重い；大きい；不適切  
(heavy; large; coarse) 
H 
弱さ；柔らかさ；信頼できないこと；
不確定であること 
(weakness; softness; unreliability; 
indeterminateness) 
 
 
 
表 1・表 2 から明らかなように、「p/b, t/d, k/g, s/z」など無声・有声子音が表わす意味に
は相違が見られないが、それらの音のイメージ、あるいは評価性のレベルでは意味的な対
立がみられる。具体的には「軽い」に対して「重い」、「小さい」に対して「大きい」、「良
い」に対して「不適切」といった意味的なニュアンスの対立がある。このように清濁の意
味的な対立があるため、濁音を含むオノマトペの意味的な特徴を検討する際、無声・有声
子音を持つオノマトペのミニマルペア(minimal pair)を用いることが必要であると思われ
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る。従って、これ以降、資料編の資料１b の清濁音のミニマルペアを用いて考察を行って
いく。 
既に述べたように、CV 語基と CVCV 語基の語頭にくる濁音にはその意味的な特徴にお
いて相違がほとんどみられない。従って、濁音を含むオノマトペの評価性の分析を行う際、
CV 語基形態と CVCV 語基形態のオノマトペを一緒に扱うことにする。 
更に本節では、オノマトペが持つ基本的な意味（辞書の定義）、及び文脈上の意味に基
づいて「良い」、「悪い」、「ニュートラル」などのように変化するオノマトペの意味的な評
価性を考察していきたい。 
 
2.1.3.2. 基本的な意味（辞書の定義）からみた評価性 
 
濁音を持つオノマトペには多くの場合、「重い・大きい・強い」や「不適切・汚い・鈍
い」といったニュアンスが含まれる。しかしこれら濁音を含むオノマトペの意味的評価性
の観点からみると、「重い・大きい・強い」といった意味は一見「ニュートラル」にしかみ
えないが、実際には「プラス」や「マイナス」、更には「ニュートラル」の意味のニュアン
スが含まれていることが分かる。本節では辞書の定義における擬声語・擬態語において、
それぞれの意味を検討しつつ、これらを考察していく。更に全ての場合ではないが、母音
「e」や拗音と同様に濁音を含むオノマトペは文脈の中ではこの肯定的なニュアンスや否定
的なニュアンスを補ったり、強めたりする語句と共有することが多く、これらを既に第 2
章において述べたように記述する。つまり、否定的な語句を網掛けで示し、また肯定的な
語句を枠線で表わす。そして反意的な働きを持つ語句を波線で表わすことにする。 
 
2.1.3.2.1.「悪いイメージや不適切なニュアンス」を持つオノマトペ 
 
以下に挙げるような濁音を持つ擬声語・擬態語は、それぞれの清音のミニマルペアとは
異なり、「否定的な」ニュアンスを持つと思われる。一方、清音のミニマルペアには快い感
覚が感じられることが多い。このような意味的な相違はミニマルペアの比較によって、明
らかになるでろう。 
 
1.a. ぎらぎら gira-gira（どぎつく、異様な感じで連続して光輝くようす） 
例 1：……で、昨日もこうしてニコライ堂の下あたり、雨あがりの、春の日とはいえいちめん
にぎらぎら照りつける鋪道の上を歩いていると、うしろで「おい、おい。」はっとわれ
に返り、ふり向くまでもなく巡査よりほか出す声でないとは知れたがそのまま行き過ぎ
ようとすると、また「おい、おい。」…..（石川淳） 
例 2： 前田さんのやり方でみつろうとココアバターでリップバームを作りました。と言っても、
キャノーラ油がなかったので、サラダ油を入れちゃいました。 
使ってみると妙にぎらぎらするし、油っぽいんです。 
(http://sekken.bbzone.net/bbslog/log48.htm) 
 
1.b. きらきら kira-kira（小さい光体が小刻みに連続して光り輝くようす） 
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例 1：東洋英和女学校の仲間のうちでも崇拝者の多いこの少女が、これほどまでにいきいきと
した、きらきらと輝く瞳を有していることは嘗てないと思われた。「アコ、あなたはどう
してそんなに悲しいほど美しい目をしているの？」（北） 
例 2：かすかなかすかな日照り雨が降って、草はきらきら光り、向うの山は暗くなる。そのあ
たりなしの日照りの雨がはれたので、草はあらたにきらきら光り、向うの山は明るくな
って、少女はまぶしくおもてを伏せる。（宮沢『銀河鉄道の夜』、p. 107） 
 
上述の例から明らかなように、濁音を持つ「ぎらぎら」は、「目にやさしい光」、「美し
い光」を表わす「きらきら」（例 1.b.1.・例 1.b.2.）と比べて、光がより強烈で、どぎつい
感じを持ち、同時に目が痛くなるほどまぶしく光るようすを表わす。更に「ぎらぎら」は
出来事としてのこの否定的なニュアンスは「照りつける」（例 1.a.1.）や「油っぽい」（例
1.a.2.）のような「マイナス」意味を持つ語句に強調される。一方、「きらきら」の「プラ
ス」のニュアンスが一緒に出現する肯定的な語句からも明らかであろう。 
 
2.a. じっとり ziQtori（水分が表面に滲み出るほどたっぷり含まれているようす） 
例 1：男を男ともおもわぬ女武道の佐々木三冬の白い額へ、じっとりとあぶら汗がうかんでき
はじめた。（池波） 
例 2：「それで、まじめにその兵隊をうけいれるつもりなのか」と鳩尾のあたりの汗をぬぐって
いた友人は濡れてじっとり重くなったハンカチーフをつかみだしながらいった。（大江） 
 
2.b. しっとり siQtori（湿度や水分が適度に行き渡っているようす） 
例 1：空気が冷たくて良い気持だ。連日の晴天で乾きかけた樹陰の苔も、しっとりと生気を取
りもどしているように見える。（五木） 
例 2：愛らしい手付きで扇をもったまま、肘を枕に寝ている。しっとりした黒髪が、体にそう
て流れていてなまめかしい。（田辺） 
 
基本的な意味や用例から考察すると、無声の「しっとり」は湿気や水分が適度にあり、
滑らかな状態を表わすのに対し、有声の「じっとり」は湿気が過度にある状態を表わして
おり、否定的なニュアンスを含んでいる。これを例 2.a.1.において「あぶら汗」（例 2.a.1.）
や「汗」（例 2.a.2.）という「マイナス」意味を持つ語句と共に現れることによって確認で
きる。 
 
3.a. ざらざら zara-zara（砂状、粒状の堅いものが大量にこすれ合って出す連続音・ようす。
物の表面の手ざわり、舌ざわり、また目で見た感じがなめらかでないようす） 
例 1：すべすべに磨きをかけてある御影石の墓は、閃光に当った面だけざらざらに焼け爛れ、
光の当らなかった方は元のまま滑らかになっている。御影石でもそんな具合に焼けてい
る。（石川淳） 
例 2：助手席に乗った菊栄がふりかえって唐突にいった。「水が飲みたいわ、喉が砂っぽくて
ざらざらするほどよ」（大江） 
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3.b. さらさら sara-sara（軽く、薄く、粘り気のない状態のものが集まって細かく触れ合う連
続音・ようす。水がさざなみ立って流れる音・ようす。運筆、弁舌などがよどみなく進むよう
す。油気、湿気がなく快く乾いているようす） 
 
例 1：カメラをかまえたのと、同時に、足もとの砂が、さらさらと流れだした。（安部） 
例 2：その意味合いが解せないので、そこに居合わせた人々が、とかくの詮議立てをしており
ますと、それを御聞きになった若殿様が、御持ちになった扇の裏へさらさらと美しく書
き流して、その人々のいる中へ御遣しになった歌でございます。（芥川） 
 
無声の「さらさら」はそれが状態や音を表わす時、「小さい音」や「滑らかな状態」と
いう意味を持つ。更に例 3.b.2.のように「さらさら」は「美しい」といった肯定的な語句
と共に用いられており、快感を与えるオノマトペである。一方、有声の「ざらざら」は例
3.a.1.や例 3.a.2.から明らかなように「表面が滑らかではない」など、感覚的に不快感を表
わす場合が多い。更に用例においてオノマトペの「マイナス」の意味と同義的に結ばれて
いる語句もあれば（「焼け爛れ」（例 3.a.1.）、「砂っぽくて」（例 3.a.2.））、例 3.a.1.におい
ての「すべすべに磨き」や「滑らかになっている」のように濁音を持つオノマトペの意味
を反意的に強調される場合もある。 
 
4.a. じとじと zito-zito（湿り気、水気が粘りつくように感じられるようす） 
例 1：「いいえ、私一人なんですよ。」女も、意識していたらしく、急にとってつけたような不
器用な笑い声をたて、「本当に、砂のおかげで、ふとんまでがこんなにじとじと、しめっ
ぽくなっちまって……」（安部）. 
例 2：金のかかる客寄せで婚礼披露などできるものではなかったし、世の中もまたそれどころ
ではないときであった。雨は晴れ間も見せずにじとじとと降り続け、暦の春は終っても
袷が脱げず、黴臭い家の中で人々は青い息をしていた。（有吉） 
 
4.b. しとしと sito-sito（ごく細かい雨が静かに辺りを湿らせるように降り続くようす。やや湿
り気を帯びているようす） 
 
例 1：それは何でもしとしとと春雨の降る、生暖い四月の末の宵だったでしょう。ちょうどそ
の晩はカフエエが暇で、大そう静かだったので、私は長いことテーブルに構えて、ちび
ちび酒を飲んでいました。（谷崎） 
例 2：道の真中は乾いているが、両側の田についている所は、露にしとしとに濡れて、いろい
ろの草が花を開いてる。（伊藤） 
 
例４の「じとじと」と「しとしと」は「雨が降る」時に使われる意味的ペア(semantic pair)
である。しかし両者は、意味的ペアでありながらそれぞれの意味的なニュアンスに差がみ
られる。例えば「しとしと」の場合は「春雨」が降る時の「静けさ」が感じられ、「草が花
を開く」ほど、「心地良い」気持ちにさせられるオノマトペである。一方、「じとじと」の
場合、「しめっぽくて」、水分や湿り気がより多いという意味を持つため、不快感がみられ
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る（例 4.a.1.・例 4.a.2.）。このようなことは上述の例における多数の「マイナス」意味を
持つ語句からも明確になる。 
 
5.a. ぞっ zoQ（寒気、恐怖などのため、急激に水を浴びたような冷気を感じるようす） 
 
例 1：もし、下の人からその下へと、将棋倒しに人が倒れたら、どんなことになったか、考え
てもぞっとする。（赤川） 
例 2：というふうに聞こえる。もともと信長にはそういう中世的な詞華の遊戯は体質にあわな
いし、ぞっとするほどきらいでもある。（司馬） 
 
5.b. そっ soQ（音をたてたり、乱暴に動いたりせずに静かに行動するようす。人目に触れない
よう秘密にするようす） 
例 1：君はそっと座を立った。（有島） 
例 2：温厚なだけに、及川は、噛みつきそうな犬のそばは、そっとよけて通りたい人であった。
（阿川） 
 
例 5 の「そっ」と「ぞっ」は意味的ペアではない。しかし濁音を含む「ぞっ」の基本的
な意味からも明らかなように、「望ましくない精神状態」を表わしており、否定的なニュア
ンスを持つ。更にここでも用例において「ぞっ」のこの「不快感」の意味が「マイナス」
の意味を持つ語句（例 5.a.1.の「将棋倒しに人が倒れたら」や例 5.a.2.の「きらい」）によ
って強められている。その反対に「そっ」は「滑らかな動き」や「静かな行動」を表わし、
不快感を全く与えない。 
 
6.a. ずるずる zuru-zuru（重くて動かしにくいもの、長いものを連続して引きずる音・ようす。
処理されるべきことに決着がつかず、長引いてそのままになっているようす） 
例 1：あっという間に身体が仰むけに転倒し、そのまま傾斜した甲板を辷って、すぐ下方に渦
を巻いている波の中へずるずると引きこまれていった。（北） 
例 2：しかし今になると父君のおさとしがよくわかる。いつまでも独身でいると誤解も招くし、
ずるずるにつまらぬ女と一緒になったりしては外聞もわるく、志とも違うことになる。
（田辺） 
 
6.b. するする suru-suru（線がのびる感じで、連続的にすばやくなめらかに移動したり、進行
したりするようす） 
例 1：その上へ、真白な形で、瑠璃色の透くのに薄い黄金の輪廓した、さげ結びの帯の見える、
うしろ向で、雲のような女の姿が、すっと立って、するすると月の前を歩行いて消えた。
（泉） 
例 2：藍子は格子戸に手をかけた。思いがけずするすると大きく開いた。家の中はすでに暗い。
達紀の母親であろう、その面立ちはよく見わけがたかった。（北） 
 
例 6 の「ずるずる」と「するする」は、両者とも「移動」や「進行」を表わすが、無声
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の「するする」は「滑らか、かつすばやい状態」、または「容易に動く」といったことを表
わす。それに対して有声の「ずるずる」は「こすれて移動する」こと、あるいは「障害の
せいで進行がスムーズに行われることができない」といった好ましくない状態を表わす（例
6.a.1.・例 6.a.2.）。このような意味的なニュアンスの差は清濁のミニマルペアの例におい
て、それぞれ共起する「マイナス」意味を持つ語句（「転倒し」、「渦を巻いている」（例 6.a.1.）、
「誤解」、「つまらぬ女と一緒になったり」（例 6.a.2.））と「プラス」の意味を持つ語句（「雲
のような女の姿」、「月の前を歩行いて消えた」（例 6.b.1.））からもより明らかになろう。 
 
7.a. ずたずた zuta-zuta（切れ切れに乱雑に裂けるようす。心がひどく傷ついたようす） 
例 1：春は咬傷でずたずたに裂かれ、手のつけようもないほど穴をあけられてしまったのであ
る。（開高） 
例 2：紫の君は愕然とする。この男は、いつもこうやって、ふいに女心をずたずたにするので
あった。（田辺） 
 
7.b. すたすた suta-suta（しっかりした足取りで急いで歩くようす） 
例 1：一生懸命、景色も奇跡もあるものかい、お天気さえ晴れたか曇ったか訳が解らず、目じ
ろぎもしないですたすたと捏ねて上る。（泉） 
例 2：そんな康三郎の思いにはおかまいなく、基一郎は先に立ってすたすたと歩いた。（北） 
 
例 7 の「ずたずた」と「すたすた」は意味的ペアではないが、有声の「ずたずた」には
動作の乱雑さというニュアンスが感じられる。これに対して無声の「すたすた」の場合に
は、動作の安定感や素早さが伝わってくる。更に例 7.a.1.と例 7.a.2.から明らかなように
「ずたずた」は「元の状態に戻ることは難しいほどひどく裂けている状態」を表わし、出
来事自体はマイナスの意味を持つ。上述のことから、意味的ペアではないにも関わらず、
濁音を持つオノマトペの否定的な意味が明確に分かるであろう。 
 
8.a. どろどろ doro-doro（液体の濃度が高く、粘り気が強いようす。汚い感じのものとしてい
うことが多い。また、そのような液体が流動するようす。欲情につかり込んだ生活、社会、人
間性についてにもいう。泥まみれになっているようす。汚れた身の上について比喩的にも用い
る。ドラムなどをたたく音が、低く連続して響くようす） 
 
例 1：耳朶を覆ったガーゼを取って脱脂綿を取除くと、耳穴から脂のような分泌物がどろどろ
と流れ出て、かさぶたを被っている耳朶から耳穴の入口まで、いっぱい蛆が湧いている。
（井伏） 
例 2：海水は汚れてどろどろ、葬式の匂いがする。（林） 
例 3：スオミの国土と人々の持つ、あの重いどろどろしたコンプレックスが、爽やかな音の流
れの中からどこか脱け落ちているような気がするのだ。（五木） 
 
8.b. とろとろ toro-toro（液体にやや粘り気があってなめらかなようす。やや粘り気があって
なめらかな液体が連続して流動するようす。火が非常に弱く燃え続けているようす。ほんの短
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い時間、浅く眠るようす） 
例 1：夜間行軍はやがて何名かの事故――行方不明者を出したのち取りやめになった。闇のなか
で小休止するたびに、彼らは思わずとろとろと居眠りをする。（北） 
例 2：そうした徹吉の気持を乗せて、長かった印度洋も終りを告げるマラッカ海峡を船はすべ
るように走っていた。海の色はいくぶん緑色を帯び、近くの海面はとろとろとした鉛の
ようでもある。うねりはまったくなく、ただ実にこまかい皺が一面に寄っている。（北） 
 
例 8 の「どろどろ」と「とろとろ」は共にある程度「粘り気」のある状態を表わす。こ
のうち清音の「とろとろ」は粘り気が少なく、滑らかなようすを表わす（例 8.b.1.・例 8.b.2.）。
それに対して濁音の「どろどろ」は、粘り気の強いようす、あるいは汚さ、汚濁やみにく
さの状態を表わす。更に上述のように文脈の中で否定的なニュアンスを表わす語句と共に
現れることが多い（例 8.a.1.や例 8.a.2.）が、例 8.a.3.のように「爽やかな音」といった「プ
ラス」の意味を持つ語句と共に出現することもある。この場合は濁音の否定的なニュアン
スは肯定的な語句との意味的な対立の上で強調される。 
 
2.1.3.2.2.「大きい・大量・強い」という意味を表わすオノマトペ 
 
「大きい・大量・強い」というグループに入る濁音を持つオノマトペは基本的な意味か
らみると、もっとも多い。例えば「ぱん」は軽く衝突する音を表わすが、「ばん」は「大き
い」音を表わす。また無声の「ぴりぴり」と有声の「びりびり」を比較した場合、「びりび
り」の方がより大きい力が加わることを示す。 
これらの「大きい・大量・強い」といった意味を表わすオノマトペは、評価性の面から
みると「マイナス」、「プラス」あるいは「ニュートラル」の意味を表わすものに分類でき
る。その例は以下の通りである。なお、既に述べたように濁音を含むオノマトペは多くの
場合、清音のミニマルペアを持つため、ここでもミニマルペアを持つものにそのミニマル
ペアを付けて整理する。 
 
2.1.3.2.2.1.「マイナス」のニュアンスを持つオノマトペ 
 
「大きい・大量・強い」を表わすオノマトペの中では「マイナス」のニュアンスを持つ
ものは非常に多い。ここではこれらの一部を考察する。 
 
9.a. ぼろぼろ boro-boro（粒状のものやかたまりが連続してこぼれ落ちるようす。物がひどく
崩れたりしているようす） 
例 1：死人は白いぼろぼろのシャツを着て、仰向けに臥かされていた。盛りあがった乳房と乳
房の間に、畑から採って来たらしい雑草が二本三本、載せられていた。（井伏） 
例 2：そんなとき、僕はよく一人で泣いた。泣くというよりはまるで汗みたいに涙がぼろぼろ
とひとりでにこぼれ落ちてくるのだ。（村上春樹『ノルウエイの森（下）』、p. 226） 
 
9.b. ぽろぽろ poro-poro（小さくて、軽い粒状のものが連続してこぼれ落ちるようす。ひとか
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たまりにまとまっていたものが、水分をなくして細かく砕けているようす） 
例 1：矢須子は廊下の框に腰をかけ、リュックサックも卸さないで、防空頭巾を被ったままぽ
ろぽろと嬉し涙をこぼした。（井伏） 
例 2：  玉ねぎが透き通ってきたら、合いびき肉を加え、強火で炒める。ぽろぽろになったら、
Aと塩、こしょう各少量を加え、トマト水煮をつぶしながら缶汁ごとを加え、弱火で１
０～１５分煮込む。（『ササッとパスタ、パパッとめん』、p. 35） 
 
9.c. ほろほろ horo-horo（小さくて軽やかなものが、一つ一つ静かにこぼれるように落ちるよ
うす。山鳩などの鳴声） 
例 1：君の眼からは突然、君自身にも思いもかけなかった熱い涙がほろほろとあふれ出た。（有
島） 
例 2：こう捻平に声懸けられて、わずかに顔を振上げながら、きりきりと一先ず閉じると、そ
の扇を畳むに連れて、今まで、濶と瞳を張って見据えていた眼を、次第に塞いだ弥次郎
兵衛は、ものも言わず、火鉢のふちに、ぶるぶると震う指を、と支えた態の、巻莨から、
音もしないで、ほろほろと灰がこぼれる。（泉） 
 
例 9.b.と例 9.c.に挙げた「ほろほろ」と「ぽろぽろ」の「h」と「p」は、それぞれ清音
と半音である。しかし既に述べたように、両者とも無声子音であり有声の「b」に対立す
るため、ここでは一緒に扱う。更に上述の例からも分かるように、意味の面でも大差はみ
られず 10、意味的にも「b」を含むオノマトペと対立すると思われる。これを例 9.a.の「ぼ
ろぼろ」と比較すると、「ほろほろ」（例 9.c.1.）の場合、「小さい・軽いものが落ちる」時
に用いられることが多いが、「ぼろぼろ」の場合は落ちるものがやや大きく、かたまりにな
っている状態を表わす。また例 9.a.2 の「ぼろぼろ」と例 9.b.1.の「ぽろぽろ」のニュア
ンスの差は量的な面でもみられる。「ぼろぼろ」は「ぽろぽろ」より、「大量の涙が流れる」
という印象を与える。更に例 9.a.1.の「ぼろぼろ」と例 9.b.2.の「ぽろぽろ」を比較する
と、両者とも「物の形が崩れかけている」という基本的な意味も持つが、「ぼろぼろ」の場
合は被害が大きく、「物が形を失っているほどひどく崩れている」状態を表わし、そこにみ
られる不適切なニュアンスが明らかに識別できる。他方、例 9.b.1.と例 9.c.1 において、「ぽ
ろぽろ」と「ほろほろ」の間には文体的な相違がみられるが、上述のように意味の面では
「ぼろぼろ」と対立している。 
 
10.a. がんがん gaN-gaN（鉄製など堅くなり重量のある物体が続けざまに荒々しく打ち当たる
音・ようす。痛みや興奮で体内が鳴り響くように感じるようす） 
例 1：誰が何と云ったのかまるで聞えませんでした。ただどっと云う笑い声が、両方の耳にが
んがん響いただけでした。（谷崎） 
例 2：今日はムシムシ暑かった 
                                                  
10  金田一(1978)によると「h」と「p」の相違は「「h」は、より文章語的で品がいい感じがあるのに対
し、「p」は俗語的で品が落ちる」とされる。しかし本論文の著者はこの説に同意をしつつ文体差からく
るニュアンスの違いとは別に、これらのような意味的な差は大きくないと考えているため、分けて考察
する必要がないと思っている。 
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仕事前は暑くて仕事に行くのにも汗ダラダラだったのに、職場に着いたらクーラーがん
がんで、最初は涼しくて気持ち良かったんだけど帰る頃には寒くなっちゃって足とか冷
えちゃって痛いくらいに寒かった。 
(http://snowdiary.jugem.cc/?eid=6) 
 
10.b. かんかん kaN-kaN（金属質の物体が連続して打ち当たる澄んだ音。また照射や熱気が強
烈であるようす） 
例 11 1：夕方六時になると、一日の仕事の終わりを告げるかのように、決まって近くの教会の
鐘がかんかんと鳴るが、それを聴くとそわそわと帰り支度を始める。 
例 2：かんかんと陽の照る通りを、美しい女達が行く。私はまだ洗いざらしたネルを着ている。
暑くて仕方がないけれど、そのうち浴衣の一反も買いたいと思う。（林） 
 
例 10.a.と例 10.b.の「がんがん」と「かんかん」はその基本的な意味からみると、有声
の「がんがん」には「かんかん」に欠如している「力」や「重量」という意味が感じられ
る。更にこの場合の「力」や「重量」が過剰に入っているような違和感を与える。例えば
例 10.a.2.において、語り手の評価「痛いくらいに寒かった」によってこのことがより明確
であると言える。またこれ以外の「マイナス」意味を持つ語句と共に出現することはこの
否定的な意味が強調される。一方、「かんかん」が現れる用例をみてみると、「かんかん」
の肯定的な意味が「プラス」の意味を持つ語句からも証明される。 
 
11.a. がりがり gari-gari（がんじょうで堅いものを乱暴に引っかいたり削ったりするときに出
る連続音。柔らかさをまったくなくしているようす。転じて、極端にやせているようす。何か
に極端に凝り困っているようす） 
例 1：パパの痩せた指を二本口にいれてがりがり音のするほどはげしく咬みながら、あたしは、
パパナンカ死ニナサイ、死ンデシマイナサイ、と叫びました。（倉橋） 
例 2：私はかなりがりがりです。お腹と顔には立派に脂肪がありますが、手足は全く肉がつき
ません。これは母親譲りで、兄弟もほとんどこんな感じです。私としては毎年夏が怖く
てたまりません。必ずもっと太ったほうがいいとか、やせ過ぎで気持ち悪いとか、じろ
じろ体を見られて辛いです。 
(http://www.soushin.com/qafile/105237.html) 
 
11.b. かりかり kari-kari（乾いて硬質のものを連続してかんだり削ったりするときに出る連続
音。乾いて湿り気がなく、適度の堅さがあって歯ごたえ、歯切れのようす。また気がかりや憤
りで神経質になっているようす） 
例 1：太郎はコーヒーをめったに飲まない。代りに自分でカルピスをいれて、氷の音をかりか
りさせながら飲んだ。（曽野） 
例 2：鉄筆の擦れるかりかりという音が、いつも、沈黙を一層深くした。（福永） 
 
                                                  
i11  本例はKakehi, Tamori, SchourapのDictionary of Icon c Expressions in Japaneseから取ったもので
ある。 
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例 11.a.の「がりがり」と「かりかり」の基本的な意味から判断すると、「非常に乾いた
ようす」や「噛む時のうるさい音」を表わすことについての意味的ペアである。しかし上
述の例をみると濁音を含む「がりがり」は「力」が入りすぎること（例 11.a.1.）、あるい
は必要以上の状態を表わすこと（例 11.a.2.において「非常に痩せている」という意味を表
わす）が分かる。従って「がりがり」は清音の「かりかり」よりも「悪い」ニュアンスを
持つと考えられる。 
また同様のことは以下の例 12 においても言える。有声の「がさがさ」と無声の「かさ
かさ」は意味的ペアであり、感覚的にはあまり望ましくない、乾いた状態を表わす。しか
し用例の上で考察すると「がさがさ」の方は「痛くて、血が出るほど（例 12.a.2.）」「この
乾いた状態が非常に重い」という意味を含んでおり、極めて「マイナス」のイメージが強
い。 
 
12.a. がさがさ gasa-gasa（乾いていて厚みのあまりないものが連続してこすれ合ったりめく
れたりして出す音。水分がぬけて乾燥し、表面に細かい隆起や割れ目ができているようす。感
触としてもいう） 
例 1：加藤はそういうと、机の下におしこんであるルックザックの中から、大型封筒を取り出
して、がさがさ紙の音をさせながら、彼の設計図を立木技師の前にひろげた。設計図の
下に計算書を置いた。（新田） 
例 2：肌ががさがさです。 
春だからねー。 
季節の変わり目はいつもこんなんになります。 
あーかゆい。いたい。血が出る。 
(http://wednesday.seesaa.net/article/3194132.html) 
 
12.b. かさかさ kasa-kasa（乾いて薄い物体、また小さい物体が連続してこすれ合ったり、崩
れたりして出す音。水分、あぶら気がすっかりぬけてひからびているようす。感触としてもい
う） 
例 1：よごれた霧のようなもので、視界がふさがれていた。身じろぐにつれて、かさかさと、
乾いた紙の音がした。（安部） 
例 2：僕は女の躰をさけて立ちあがろうとしたが、女のかさかさに乾いた冷たい腕が僕の肩に
からみついて離れなかった。（大江） 
 
13.a. ぐすぐす gusu-gusu（鼻の奥に鼻水がつまって呼吸するたびに出る音） 
例 1：風邪気味なのか、しょっちゅう鼻をぐすぐすとすすりあげていた。（北） 
例 2：院代はいくらか愚痴っぽく言って、ぐすぐすと鼻を鳴らし、屋上の鉄柱の上にだらりと
色も褪せてたれている青い旗を見あげた。それは七年前の五十周年記念日に際して、院
代があたふたとした情熱をこめて制定した院旗にちがいなかった。（北） 
 
13.b.くすくす kusu-kusu（声をしのばせてひそかに続けて笑う声・ようす） 
例 1：小さな子供たちはくすくすと笑った。殊に桃子は莫迦笑いを起しそうになり、それを堪
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えようと無茶苦茶に顔をゆがめた。（北） 
例 2：院長回診に従ってきた医者や看護婦が慌てて患者をとりおさえたが、しかし後尾のほう
にいた若い見習看護婦はどうしても我慢できず、下うつむいて長い間くすくすと笑った。
（北） 
 
例 13 の「ぐすぐす」と「くすくす」は意味的ペアではない。しかし両者とも音を表わ
す面で比較すると、濁音と清音の意味的な相違が明確に現れる。例えば清音の「くすくす」
は静かな音・笑いという意味を持つのに対し（例 13.b.1.・例 13.b.2.）、濁音の「ぐすぐす」
は「うるさい」、「やや汚い音」、あるいは「余計な力が入っている」という「マイナス」の
意味を持つ（例 13.a.1.・例 13.a.2.）。 
 
14.a. ばらばら bara-bara（大量の粒状の物が、他の物に打ち当たりながら、散らばる音・よ
うす。または一つになっていたものが離れ離れ、まちまちになっているようす） 
例 1：……人生はそんな、ばらばらな紙片れなんかではないはずだ……ちゃんと閉じられた一
冊の日記帳なのだ……最初のページなどというものは、一冊につき一ページだけで沢山
である……（安部） 
例 2：すると乱雑に無理やりに積み重ねられていた上方の書物が十冊近くもばらばらと降って
きて、彼女の乱れた姿のうえに、音を立てて落ちかかった。（北） 
例 3：なおもすさまじい音とともに、ばらばらとおちてくるのは壁の手裏剣、火繩銃、さらに
はおびただしい壜やグラス、悲鳴と叫喚のうちに灯は消えて、土埃と木の破片まで降っ
てきた。「地震だ」（倉橋） 
 
14.b. ぱらぱら  para-para（小さい粒状の物、薄い紙状のものが、物に打ち当たりながら散ら
ばる音・ようす） 
例 1：明け方に、風はすこし静まり、折々は、ぱらぱらと雨が降った。（田辺） 
例 2：それは十一月の近いたことを思わせるような蕭条とした日で、湿った秋の空気が薄い烟の
ように町々を引包んでいる。路傍に黄ばんだ柳の葉はぱらぱらと地に落ちた。（島崎） 
 
14.c. はらはら hara-hara（軽くて薄いものや露状のものが続いて散り落ちるようす。危険を
予想して、しきりに気をもむようす） 
例 1：私は畏って聞き果てると、膝に手をついたッきりどうしても顔を上げて其処な男女を見る
ことが出来ぬ。何か胸がキヤキヤして、はらはらと落涙した。（泉） 
例 2：……此方の二階より見おろすに雲は棚曳く天上界に似て、腰ごろもの観音さま  濡れ仏に
ておはします御肩のあたり膝のあたり、はらはらと花散りこぼれて前に供へし樒の枝につ
もれるもをかしく、下ゆく子守りが鉢巻の上へ、しばしやどかせ春のゆく衛と舞ひくるも
みゆ、（樋口） 
 
例 14 の「ばらばら」、「ぱらぱら」と「はらはら」は「物事が落ちる時や散らばる時の
音やようす」を表わすことについての意味的ペアである。しかしこれらの場合、「ばらばら」
では「大きくて、大量なもの」が落ちること、そして「散らばる度合いが高く、被害が大
 97
きい」ことに対して無声の「ぱらぱら」と「はらはら」は、「p」と「h」の文体差を保ち
ながら、「小さいもの」や「軽いもの」が落ちる時の音や様子を表わす。更に例 14.a.2.と
例 14.a.3.においてみられるように有声の「ばらばら」の否定的な意味は「乱雑に」、「乱れ
た姿」、「すさまじい音」などのような「マイナス」意味の語句によって強調される。つま
り有声子音を持つ「ばらばら」は無声子音の「ぱらぱら」/「はらはら」より「マイナス」
のニュアンスが強いオノマトペである。また例 14.a.1.のように「物事は一貫していないよ
うす」を表わす際、このような否定的なニュアンスと同義的に結び付いているマイナス語
句（「紙片れなんか」）や反意的な関係にあるマイナス意味を持つ語句（「ちゃんと閉じられ
た一冊の日記帳」）と共起しており、違いがより明確になっている。 
 
15.a. べらべら bera-bera（次から次へととめどなくしゃべりまくるようす。また、しゃべっ
てはいけないことをしゃべるようす。布、板などが薄っぺらで安っぽいようす） 
例 1：必定また御寺へ行って余計なことをべらべら喋舌ったろう。（島崎） 
例 2：「木谷君。ああ。ああ。憶えていますよ。あれは気の毒なことでねえ」、何も聞かれない
うちに浜口はべらべら喋り出した。（筒井） 
 
15.b. ぺらぺら pera-pera（立て続けに軽薄にしゃべるようす。広さのあるやや軽い紙などを
続けてめくる音） 
例 1：ぺらぺらと一方的によくしゃべる男だった。（新田） 
例 2：それはやがて亡びた世の、詩文の歴史の残欠になるであろうところの、しかし今はただ
の白い紙でしかないところの、うすいぺらぺらしたものである。わたしはこのうすい白
紙をとって狼の爪牙とたたかわなくてはならない。（石川淳） 
 
15.c. へらへら hera-hera（軽薄な感じで意味もなくうす笑いをするようす。照れくさいとき
やごまかしたいときなどの笑い方。くだらないことをしまりなくしゃべるようす） 
例 1 11：うちの女房は、朝から晩までどうでもいいようなことをへらへらと喋りまくるが、私
の方はただ「うんうん」と適当に相槌を打つだけで何も聞かない。 
例 2：へらへらと笑いながら皿を持っているのは小川さんだった。小川麻琴。いつもへらへら
してて気持ち悪い。どうして彼女がモーニング娘。にいるのか不思議だ。意味がわから
ない。 
(http://mseek.nendo.net/event/messe04/1067799707.html) 
 
例 15 の「べらべら」と「ぺらぺら」や「へらへら」は母音「e」を含んでいるため、両
者とも「しまりなくしゃべる」という意味を表わし、「マイナス」のニュアンスを持つ。し
かし上述の例からも明らかなように、有声の「べらべら」の場合、それらの無声のオノマ
トペと比べれば、「必要以上の力が入り、余計なことまでしゃべってしまう」といった本来
持っている「マイナス」のニュアンスがより強調されている。このように濁音が元の意味
を「強調する」効果があることは明らかであるが、この例 15 においては無声・有声子音
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の対立より、「e」段の意味的な影響の方が強いと思わせられる。更に「h」と「p」の文体
差がみられないこともこのような理由に従うことも考えられる。 
 
16.a. ざくざく zaku-zaku（堅くて粗い粒状のものが大量にまざり合って出る連続音・ようす。
切り方、織り方などが粗く大ざっぱなようす。粗っぽく切るときの音） 
例 1：加藤は薪で火を焚くことはあきらめてアルコールバーナーに火をつけコッフェルで湯を
わかし、飯盒の中の凍った飯を落しこみ、味噌を加えて、雑炊にした。カマボコをきざ
んでいれたけれど、噛むと、ざくざく氷の音がした。（新田） 
例 2：痛い～  
奥歯のワイヤーが少しずつ動いて舌にざくざく刺さる、というかひっかかるように。 
しばらくすれば落ち着くかな～と我慢の毎日。 
(http://hidariashi.blog2.fc2.com/blog-entry-64.html) 
 
16.b. さくさく saku-saku（粉状、粒状のものの集まりが押されたり、まぜられたりして崩れ
る連続音。切れ味、歯ざわりがよく、さわやかであるようす。そのようなものを切るとき、噛
む時の音） 
例 1：踏めばさくさく秋の音がそのまま残されているような道だったが、道はけっしていいと
こばかりではなかった。（新田） 
例 2 11：今年の秋、青森へ旅行したが、そこで食べた摘んだばかりの林檎の甘酸っぱい香りと、
さくさくした歯触りが未だに忘れられない。 
 
例 16.a.の「ざくざく」と例 16.b.の「さくさく」は「切れめ」や「歯ざわり・耳ざわり」
のようすを表わすことについての意味的ペアである。しかし上述の例からも明らかなよう
に「さくさく」は「歯ざわりや耳ざわりがよく、さわやか」であることを表わす。このよ
うなことは「プラス」の意味を持つ語句（「歯触りが未だに忘れられない」）と共に使用さ
れることによっても明らかである。一方「ざくざく」はこれと異なり、「歯ざわりがあまり
よくない、あるいはおおざっぱなようす」を表わすため、やや「マイナス」のニュアンス
を持つと考えられる。また例 16.a.2.の例のように感触を表わす時もこの否定的な意味が保
たれる。更にこの「マイナス」のニュアンスは「マイナス」意味を持つ語句（「痛い」、「我
慢の毎日」）と一緒に出現することによって強調されることが明らかであろう。 
 
17.a. ざわざわ zawa-zawa（木の葉、枯れ葉、水などが強く揺れ動いて、たてる連続音・よう
す。大勢の人の声や身動きの音が一つになって聞えるようす。人の動きや騒音で落ち着きのな
いようす） 
例 1：そのとき、イワシ屋の店の中が急にざわざわとさわがしく「あ、きたねえ、こいつ。」「さ
わるな、そばに寄るな。さわっちゃいけねえ。」（石川淳） 
例 2：あたかも何よ、それ畜生道の地獄の絵を、月夜に映したような怪しの姿が板戸一重、魑
魅魍魎というのであろうか、ざわざわと木の葉が戦く気色だった。（泉） 
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17.b. さわさわ sawa-sawa（木の葉、枯れ葉、水などが軽く揺れ動いて、たてる連続音・よう
す） 
例 1：それは定かなものではなかった。かすかな気配ではあったが、然し不思議にも秋風に吹
かれてさわさわ揺れている草自身の感覚というようなものを感じるのであった。（梶井） 
例 2：静かな揺れ方だったが、揺れはすぐにはやまなかった。風がさわさわと竹やぶを渡って
いくような音が聞えた。（新田） 
 
例 17 の「ざわざわ」と「さわさわ」は意味的ペアである。しかし清音の「さわさわ」
が「気持ち良い・耳ざわりの良い音」（例 17.b.1.・例 17.b.2.）を表わすのに対して、濁音
の「ざわざわ」は「音があまりにも強く、騒音に聞こえたり、耳ざわりがよくない」とい
った「マイナス」のニュアンスを持つ。このような意味的なニュアンスは例 17.a.1.と例
17.a.2.で「ざわざわ」と共に使われている否定的な意味を持つ語句「さわがしく」、「戦く」
からも確認できる。 
 
2.1.3.2.2.2.「プラス」のニュアンスを持つオノマトペ 
 
「大きい・大量・強い」を表わす濁音を含むオノマトペの中では、「しっかりしている」・
「安定している」などといった「プラス」のニュアンスを明確に表わすものがみられる。
これらは以下のようである。 
 
18.a. ぐん guN（一気に強く力の加わるようす。動作などが勢いよく行われるようす。または
進み具合や成長の著しいようす） 
例 1：お肉を入れれば味もボリュームもぐんとアップ。（『ササッとパスタ、パパッとめん』、
p. 84） 
例 2：彼は笑った。あんまり晴れやかに笑うので見慣れた玄関に立つその人の、瞳がぐんと近
く見えて、目が離せなかった。ふいに名を呼ばれたせいもあると思う。（吉本ばなな『キ
ッチン』、p. 13） 
 
18.b. くん kuN というミニマルペアは存在しない。 
 
例 18.a.の「ぐん」は動作などが「力強く・勢いよく」行われるようすを表わし、「プラ
ス」のイメージを与えると言える。このようなことを「アップ」や「晴れやかに笑う」、「目
が離せなかった」などのような肯定的なニュアンスを持つ語句と一緒に出現することから
も判断できる。 
 
19.a. ぐっすり guQsuri（よく寝入るようす） 
例 1：電話がかかっていることを知らせるブザーが鳴ったとき、僕は死んだようにぐっすりと
眠っていた。（村上『ノルウエイの森（下）』、p. 134） 
例 2：「私、少し前からあなたのこと信じようって決めたの。百パーセント。だからあのときだ
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って私、安心しきってぐっすり眠っちゃったの。あなたとなら大丈夫だ、安心していい
って。ぐっすり眠ったでしょう、私？（村上『ノルウエイの森（下）』、p. 185） 
 
19.b. くっすり kuQsuri というミニマルペアは存在しない。 
 
例 19.a.の濁音を持つ「ぐっすり」は例 18.a.と同様にミニマルペアを持っていないが、
基本的な意味や用例の上に考察すると、「寝る状態」を表わす「ぐっすり」には「しっかり」・
「気持ちよく寝る」といった「プラス」の意味があることが分かる。このことは例 19.a.2.
において「プラス」の意味を持つ語句（「安心しきって」、「大丈夫だ」）と共に用いられて
いることからも確認できる。更に「マイナス」意味を持つオノマトペと同様に、例 19.a.1.
においてのようにオノマトペのこの「プラス」の意味が「マイナス」意味の語句によって
強調されることもある。 
 
20.a. がっちり gaQtiri（確実に強固に結合したり組み合ったりして、構造がしっかりしてい
るようす。出来上がりが強固で確かであるようす。または金銭、利得に抜け目がないようす） 
例 1：表玄関はガラスの自動開き戸でがっちりロックされていたし、外階段の非常口もカギが
かかっていた。（吉本ばなな『キッチン』、p. 129） 
例 2：取り外しのできるH型中仕切りで、乱雑になりがちな中身をスッキリ整理。 
辞書も入るワイドなマチ幅 60mm。厚みのある生地が中身をがっちり守ります。 
(http://www.sedia.co.jp/seihin/AP956.html) 
 
20.b. かっちり kaQtiri（結合、組み合わせ、仕立てが緊密で狂いのないようす。人間関係が
緊密であるようす。物事が整然とゆるみなくととのっているようす） 
例：だれかが置き忘れた、びっくりするほど大きなトランク。それはたぶん上等の品物なの
でしょう。かっちりしていて、銀色の金具が、星のように輝いて見えました。（安房『だ
れにも見えないベランダ』、p.69） 
 
例 20.a.と 20.b.の「がっちり」と「かっちり」は意味的ペアであり、「しっかりした」状
態を表わすが、有声の「がっちり」の場合、「物の重量」や「力」をより強く感じさせる。
更にこのような意味が例 20.a.2.のように肯定的な意味を持つ語句（「守ります」）によって
確認できる。 
 
2.1.3.2.2.3. いくつかのニュアンスを持つオノマトペ 
 
「大きい・大量・強い」を表わす有声子音を持つオノマトペの基本的な意味からみると、
それらの中では一つ以上のニュアンスを同時に持つものもみられる。これらを以下のよう
に整理できる。 
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2.1.3.2.2.3.1.「マイナス」から「プラス」の意味を表わすオノマトペ 
 
21.a. どきどき doki-doki（激しい運動や精神的なショックで心臓が激しく連続して鼓動する
音・ようす。不安や恐怖、期待などで緊張しているようす） 
 
例 1：宮は、衛門督の手紙をちらとご覧になっただけで、もう、たいへんな悪事を重ねたよう
に、胸がどきどきなさる。そこへ源氏が入ってきたので、ちゃんと隠すこともおできに
なれず、咄嗟に、御茵の下に挿んでおかれた。（田辺） 
例 2：風邪薬のせいか、久しぶりに安らかに、夢も見ずに深く眠った。それは、幼い頃のクリ
スマスイヴのようにどきどきした神聖な眠りだった。（吉本ばなな『キッチン』、p. 185） 
 
21.b. ときとき toki-toki というミニマルペアは存在しない。 
 
「どきどき」の基本的な意味からも明らかなように、このオノマトペは「マイナス」と
「プラス」双方の意味を表わすことができる。例えば例１では、「心臓は良い気持ち」で「ど
きどき」することではないことが明らかである。このような否定的な意味は、「マイナス」
意味の語句（「悪事を重ねたように」）によっても強調される。これに反して例 2 の場合で
は、胸は「良い気持ち」や期待で「どきどき」していることが一緒に用いられている「神
聖な眠り」という「プラス」意味の語句からも明確である。 
 
22.a. どしどし dosi-dosi（かなり重量のあるものが地響きをたてて進んだり、ぶつかったりす
る連続音。または物事が積極的に勢いよく行われるようす） 
例 1：早くも門があいていて、グララアガア、グララアガア、象がどしどしなだれ込む。（宮沢
『銀河鉄道の夜』、p. 123） 
例 2：用事ができたら、うちの人ドシドシ使ってくださいね…..（石坂『若い人』、p.109） 
 
22.b. としとし tosi-tosi というミニマルペアは存在しない。 
例 22.a.の「どしどし」は「うるさい・重い音」を表わすことと共に「積極的に」勢いよ
く行われるようすも表わす。例１ではこれらの両者の意味が感じられるが、例２の場合、
「どしどし」は完全に「プラス」のニュアンスで使われていることは明らかであろう。 
 
2.1.3.2.2.3.2.「ニュートラル」から「マイナス」の意味を表わすオノマトペ 
 
23.a. ばたばた bata-bata（厚手の布状の物や板が風を受けて連続してはためく音。平らな板
状の物が打ち当たったり、倒れたり、落ちたりする音・ようす。また、手足を忙しく動かして
打ち付けたり、足音を立てたりする音・ようす） 
例 1：お万阿は、長い廊下をばたばたと逃げた。（司馬） 
例 2：突然、ちょうど私の頭上にある、その周囲だけもうすっかり薄暗くなっている大きな樅
の、ほとんど水平に伸びた枝の一つに、ばたばたとびっくりするような羽音をさせなが
ら、一羽の山鳩が飛んできて止まった。（堀） 
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23.b. ぱたぱた pata-pata（旗状の布、翼などが風を受けて連続してはためき音・ようす。ま
た薄くて、平たいものが平たい表面に打ち当たったりする音・ようす） 
例 1：風が吹くのでマントの裾がぱたぱためくれそうになる、それを内側から両手でしっかり
体へ巻きつけているらしく、歩く度毎にマントの中で大きな臀が円くむっくりと動きま
す。（谷崎） 
例 2：足がすっかり冷え切っていて、勢いよく歩くと、草履の裏が人気のない長い廊下にぱた
ぱたと木霊した。（福永） 
 
23.c. はたはた hata-hata（広げた布や翼などが、大きく風を受けてたてる音・ようす） 
例 1：そのとき、とつぜん、どこからか一羽の孔雀が舞いだしてきました。（中略）そうして、
静かな大気の中にはたはたと翼の音をたてて、湖の面に影をおとしながら飛んでゆきま
した。（孔雀の羽）（竹山） 
例 2：矢代の真後ろだったから、首から下は風も当らず、日射が暖かかった。側で藤木のマン
トが風に膨らんではたはたと鳴った。そして藤木が僕の方を見た。（福永） 
 
例 23.a.の有声の「ばたばた」と無声の「ぱたぱた」や「はたはた」は意味的ペアである。
しかしこれらの意味的なニュアンスには相違がみられる。「はたはた」はより軽快であり、
「ぱたぱた」はこれの「強調形」であるのに対し、濁音を含む「ばたばた」は「より強い
動き・力が入った動き」を表わす。即ち、「ばたばた」はこれらの「強調形」であるが、上
述の用例からも明らかなように意味的な評価の上では「ニュートラル」の意味を保つと言
える。 
しかし「ばたばたする」という表現のように、「忙しくて・落ち着きがない」といった
意味上では「ばたばた」は「ニュートラル」の意味から「マイナス」のニュアンスに変化
する場合もある。 
 
24.a. ごろごろ goro-goro（かなり重量のある物体や肉体が連続して転がるようす。動かないで、
または何もしないで時を過ごすようす。雷がなる音。また、雷が鳴るような音） 
例 1：「くやしい、ああっ、くやしい。」と、ごろごろ転がり出て、うしろ向きに坐った。（川
端） 
例 2：さんざ苦労をして林を抜け切ると、そこはもう岬の外れに近く、足許に大きな岩がごろ
ごろしていた。（福永） 
 
24.b. ころころ koro-koro（球状のものが連続して転がるようす。まるく、十分に身が詰まっ
ているようす。昆虫や蛙の鳴き声。若い女性の笑い声） 
例 1：六月七日昼から一王山の下で荼毘に付すという母親の死体、手首のほうたいをとって針
金で標識を結び、ようやくみる母の皮膚は黒く変色していて人のものとも思われず、担
架にのせたとたんころころと蛆虫がころげおち、気がつくと幾百、千という蛆虫が工作
室をはいずり、委細かまわず踏みつぶしながら死体搬出され、……..（野坂） 
例 2：何か黒い小さなものがその屋根の頂きからころころと転がって来ては、庇のところから
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急に小石のように墜落して行くのだった。（堀） 
 
例 24 の「ごろごろ」と「ころころ」は両者とも「物体の転がる動き」を表わすが、例
24.b.2.と例 24.a.2.からも明らかのように「ころころ」は「小さなもの」の動きを表わすこ
とに対して、濁音の「ごろごろ」の場合、転がる物がより大きい（「大きな岩」）という意
味的な違いがある。このように「小さい /大きい」、「軽い /重い」といった無声・有声子音
の意味的な対立を保ちながら、「ごろごろ」のこの意味を評価すると、例 24.a.1.と例 24.a.2.
のように「悪く」も「良く」もない、出来事として「ニュートラル」のニュアンスを持つ
ということが考えられる。しかし「ばたばたする」の平行例として以下の例のように「何
もしないで、時間を過ごす」というマイナス用法がみられる。 
例：「まあこうしてどうかこうか暮して行かれるだけよ、あなた。――そりゃどうでも宜いとし
て、あなたはこれから何か為さらなくっちゃ本当に不可せんよ。先生のようにごろごろば
かりしていちゃ……」 
「ごろごろばかりしていやしないさ」（夏目） 
 
25.a. がらがら gara-gara（堅く、かなり重量のある物体が、転がったり崩れたり落ちたりし
て、堅いものに打ち当たる連続音。そのように感じられる声にもいう。気性や言動が粗野で無
遠慮なようす。また、ある区画内に物や人がわずかしか入っておらず、非常にすいているよう
す） 
例 1： ただいま、と声をかけてわたしは宿の玄関の扉をがらがら開けた。おかえりなさーい、
…..（川上『先生の鞄』、p. 191） 
例 2：「……….彼等は闇物資を運ぶに汲々として、乗客を侮り……」と車内で演説を始める声
が聞えて来た。ところが、今度は電車が順調に動きだしたので、がらがらと響く音の方
が大きくて演説はそれきりで終った。（井伏） 
例 3：テレビで日本代表の試合を見ている。 
サッカー？ 
いえいえ、野球です。 
トランペットや太鼓の応援がないから、見ていてとっても 
じっくり見られます。 
でもせっかくの試合なのに、客席はがらがらですねえ。 
びっくりするくらい空席が目立つ。 
うーん、これじゃあ、「代表」っていっても盛り上がりませんね。 
(http://jjkk.jugem.cc/?eid=25) 
 
25.b. からから kara-kara（堅くて軽い物体が連続して回転する時に打ち当たる音。乾ききっ
て水分がまったくなくなっているようす。また、中身がまったくなくなったり空洞になったり
しているようす） 
例 1：締め合わせられる、つなぐ、断れる。心がきれぎれで、ラムネのびんの玉を、からから
とゆすぶっているだけ。（林） 
例 2：「おお、そうかい、夢なんですよ」 
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「恐かったな、恐かったな、坊や」 
「恐かったね」 
 からからと格子が開いて、 
「どうも、おそなはりました」と、勝手でいって、女中が帰る。（泉） 
 
例 25 の無声・有声のミニマルペア「からから」と「がらがら」は音を表わす際、基本
的な意味からも明らかなように清音「からから」は小さくて、軽いものの音に対して用い
られるが（例 25.b.1.）、濁音の「がらがら」は重いや大きいものが出す音に対して使われ
る（例 25.a.1.・例 25.a.2.）。この際、清濁の「小さい/大きい」という意味的な対立が保た
れるが、評価の面からみると、「ニュートラル」のニュアンスを持つと言える。しかしこの
ような意味と同時に「がらがら」には「非常に空いている状態」（例 25.a.3.）というもう
一つの好ましくない意味もみられる。このようなことを一緒に使用されている「マイナス」
意味の語句（「空席が目立つ」）からも確認できる。更に以下の例のように人の行動や話し
方などに対して用いられる際、「下品」で「荒っぽい」といった否定的なニュアンスを持つ。 
 
例 11：にわか成金なので、彼はがらがらしていて、場末のホステスにも人気がない。 
 
2.1.3.2.2.3.3.「ニュートラル」から「プラス」の意味を表わすオノマトペ 
 
26.a. ばりばり bari-bari（ある程度堅くて薄いものが裂けたり、はがれたりする連続音。凍っ
たり、のりが強くついたりして堅くなっているようす。精力的に仕事に取り組むようす） 
例 1：瓦は踏むとばりばり割れる。（井伏） 
例 2：「そりゃクラスに何人かはものすごく気取ったバリバリの子はいるけれど、あとは私た
ち普通なのよ。……..」（村上『ノルウエイの森（下）』、p. 106） 
 
26.b. ぱりぱり pari-pari（薄くてこわばったものが裂けたり、砕けたりする連続音。萎えてい
ないでこわばっているようす。生きがよく張り切っているようす） 
例 1：五円もあれば、秋田米のぱりぱりが一斗かえる。（林） 
例 2：霜の下りた黒土の上で、小さな焔をあげながら、乾いた紙はぱりぱりと燃え続けた。（林） 
 
例 26.a.と例 26.b.の「ばりばり」と「ぱりぱり」は、両者が擬声語の機能を果たす時、
「力」や「重さ」は有声の「ばりばり」の方に感じられる（例 26.a.1.）。また基本的な意
味において、評価性の面からみると、「良い」や「悪い」ではなく、「ニュートラル」の意
味を持つと言える。しかし上述の例 26.a.2.からも明らかなように、様子を表わす際、「ば
りばり」の表わす「力」という意味が「プラス」のニュアンスとして働いており、「力」が
あり、勢いよく動作を行うようすを表わしている。なお、このような意味で日常的にもっ
とも用いられるのは、「ばりばり働く」という表現である。 
以下の例 27.a.・例 27.b.「どんどん」・「とんとん」というミニマルペアについても同様
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のことが言える。例 27.a.3.と例 27.b.1.・例 27.b.2.から分かるように音を表わす場合、濁
音の「どんどん」は清音の「とんとん」より「力」や「重さ」を強く表わすが、これらの
意味的な評価性からみると両者とも「ニュートラル」として受け取れる。しかし物事が勢
いよく動く動作、あるいは順調な進行（例 27.a.1.・例 27.a.2.と例 27.b.3.）などの意味を
持つ際、有声の「どんどん」は「とんとん」より「力」が入っている様子を表わし、「良い」
意味で用いられていると考えられる。このような肯定的な意味は「勇気」（例 27.a.1.）や
「遠慮なく」（例 27.a.2.）といった文脈において「プラス」の意味を持つ語句からも確認
できる。 
 
27.a. どんどん doN-doN（かなりの重さと堅さのあるものが、勢いよく連続して打ち当たる音。
物事が滞らず、勢いよく連続して行われたり、進められたりするようす） 
例 1：度々繰り返すようですが、彼の天性は他の思わくを憚かる程弱く出来上ってはいなかっ
たのです。こうと信じたら一人でどんどん進んで行くだけの度胸もあり勇気もある男な
のです。（夏目） 
例 2：「だからビールどんどん飲んでね、遠慮なく」。（村上『ノルウエイの森（上）』、p. 125） 
例 3：どんどんどんどん汽車は走って行きました。（宮沢『銀河鉄道の夜』、p. 207） 
 
27.b. とんとん toN-toN（物が軽く連続して打ち当たる音・ようす。はずみがついた感じで前
進するようす。物事が順調に、滞らずに進展するようす。二つの物事が同じ程度であるようす） 
例 1：あたかも駅の切符売場の窓口とでもいうかたちである。そのまえに立って、指でとんと
んと硝子をたたくと、内から応えもなく窓がすっとあいたのに、（石川淳） 
例 2：彼女はフランネルの単衣を着て、素足にスリッパを突ッかけて、とんとん床を蹈みなが
ら習って来た唄を歌ったり、私を相手に眼隠しだの鬼ごッこをして遊んだり、……（曽
野） 
例 3：太郎が何も言わないのに、久男は、大蒜の一かけをとって、小さくたたき、それを汁用
の鍋に入れてしまった。二人は、申し合わせたように、とんとんと働くので、食事の用
意は、たちまちできていった。（曽野） 
 
2.1.3.3. 文脈からみたオノマトペの意味的評価性 
 
収集データから見ると、母音「e」を含むオノマトペほどではないが、基本的な意味と
は異なる意味や独特の使い方を持つものは比較的少なく、擬声語・擬態語辞典に収録され
た定義そのままに用いられるものがほとんどである。但しやや珍しい使い方や辞書の定義
とは異なる意味で用いられたものも若干ある。 
 
2.1.3.3.1.「マイナス」の意味から「ニュートラル」の意味へ 
 
28. がーがーgaa-gaa（ガチョウやカモの鳴声。カラスの騒がしい鳴き声（古文体）。スピーカ
ーなどからの連続して出る雑音。または人間のわめき声） 
例 1：眠いのに眠らせてくれない日々。 
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今では「ちーくん、おやすみー」でがーがー寝てしまう。 
こんな母親どーかと思われるでしょうが、我が家はこれで平和を保ってるんです。 
(http://www.geocities.co.jp/Bookend/3473/geodiary.old24.html) 
例 2：今日は図らずして映画デーになっちゃいました。まず、次女がまた『パリ、テキサス』
を見てました。でも、卒論を書くと言う張本人ががーがー眠っていました。無理もない
わね、退屈な映画なんですもの。 
(http://blog.goo.ne.jp/hachiboo) 
 
「がーがー」の基本的な意味から判断すると、カラスの鳴き声などのように耳ざわりの
よくない「雑音・うるさい音」を表わす。一方、文脈からみると、人間が寝ている時に出
す音という場面で用いられる例もある。確かにこの場合にも「うるさい」という意味が感
じられるが、評価的な面からみると語り手にとって「ニュートラル」のニュアンスを持つ
と考えられる（例 1・例 2）。 
 
29.a. ざっ zaQ（物事が大ざっぱに行われるようす。かなり大量の液体、または砂状のものが、
勢いよく流れたり、落下したり、崩れたりする音・ようす） 
例 1：トマトを加えてざっと炒め、Aを加え、ときどき混ぜながら、１５～２０分煮る。（『サ
サッとパスタ、パパッとめん』、p. 27） 
例 2：フライパンにオリーブ油大さじ３～４、にんにく、赤とうがらしを入れて、弱火にかけ
る。香りがたったら、玉ねぎを加えて炒め、しんなりしたら、トマト水煮を汁ごと加え、
ざっとつぶして、強火で１～２分似込む。（『ササッとパスタ、パパッとめん』、p. 6） 
 
29.b. さっ saQ（運動、変化などが非常に素早く、鮮やかに行われるようす） 
例 1：  香りがたったら、たこを加えて、さっと炒める。（『ササッとパスタ、パパッとめん』、
p. 24） 
例 2：肉の表面の色が変わったら、グリーンピースを凍ったまま加え、さっと混ぜ、３～４分
煮て、砂糖、塩、こしょう各少量で味を調える。（『ササッとパスタ、パパッとめん』、
p.31） 
 
有声の「ざっ」の基本的な意味からいうと「大ざっぱで、不完全」という「マイナス」
のイメージを持つが、上述の例からも明らかなように、このような「否定的な」ニュアン
スが感じられないこともある。更に無声の「さっ」と比較してみると、意味的な差はほと
んどみられないということが分かる。それと逆に「さっと炒める」と「ざっと炒める」な
どを比較すると「さっと炒める」というのは「軽く炒めて」、「ざっ」の場合は「「さっ」よ
りもう少しよく炒める」という受け取り方も可能である。即ち、文脈において、上述の例
のように清濁の意味的な対立はぼやけてきていると言っても良いだろう。 
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2.1.3.3.2.「マイナス」の意味から「プラス」の意味へ 
 
30. がんがん gaN-gaN 
例：掲示板なんだから、遠慮しないでがんがん書き込みましょう。 
意見のぶつかり会だって、陰険でなければ楽しいですよ。 
(http://www.pken.com/bbs/3936.html) 
 
既に見たように（例 10.a）「がんがん」は基本的には好ましくない「力」や「重量」な
ど「悪い」ニュアンスを持つが、上述の例ではこのような意味と正反対の「どんどん・勢
いよく」といった「プラス」の意味で用いられている。 
 
31. ぎらぎら gira-gira 
例 1：『ぎらぎら』するほどのアツイあつ～い情熱を……！！！ 
(http://nazare-ko.jugem.jp/?eid=33) 
例 2：ぎんぎんぎらぎら 夕日（ゆうひ）が沈（しず）む 
ぎんぎんぎらぎら 日（ひ）が沈む 
まっかっかっか 空（そら）の雲（くも） 
みんなのお顔（かお）も まっかっか 
ぎんぎんぎらぎら 日が沈む（童謡） 
(http://www.interq.or.jp/japan/k3j/children's%20song/autumn%20song/yuuhi.htm) 
 
「ぎらぎら」も「がんがん」と同様に、基本的な意味からみると、「ぎらぎら」は強烈
な、目が痛くなるほど、まぶしい光という意味を表わし、極めて「マイナス」のニュアン
スを持つオノマトペである（例 1.a.）が、上述の例ではこのような否定的なニュアンスが
含まれていない。例 1・例 2 において語り手によって肯定的なニュアンスで用いられてい
ることは明らかであろう。 
 
2.1.3.3.3.「ニュートラル」～「マイナス」の意味から「プラス」の意味へ 
 
32. ごろごろ goro-goro 
例 1：甘えっこのラファエルくん。 
この後、目が合うと、走ってきて 
ひざの上でごろごろ、ふみふみを始め、 
すっかり眠ってしまいました。（猫） 
(http://www5b.biglobe.ne.jp/~melrose1/GOROGORO.htm) 
例 2：２人で、ごろごろ 
気持ちよさそう。。。 
私も、ごろごろしようかなぁ････  
(http://hotandcool.easter.ne.jp/issyo/2003/09/diru+ull-2.htm) 
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既にみてきたように（例 24.a.）「ごろごろ」は基本的な意味の上で「ニュートラル」や
時には「マイナス」のニュアンスで使われるが、文脈において「何もしないで、時間を過
ごす」という基本的な意味を保ちながら、「気持ちいい」、「良い」といった「プラス」のニ
ュアンスを持つこともできる。更にこのような肯定的なニュアンスは例 32.2.のように、語
り手によって「気持ちよさそうに」、「プラス」の意味を持つ語句で評価される。 
 
33. ばたばた bata-bata 
例：そういえば、最近足がばたばたと良く動くようになってきました。 
抱っこしてると、足をばたばた。 
お風呂に入っても、足をばたばた。 
高い高いをしても、足をばたばた。 
僕らはたいたいさんに蹴られまくりです。（赤ちゃんに対して使われている） 
(http://taitai.cocolog-nifty.com/diary/2003/week52/) 
 
前述のように（例 23.a.）「ばたばた」は基本的な意味からみると「より強い動き・力が
入った動き」を表わすが、評価の面から判断すると「ニュートラル」から「落ち着きのな
い」やや「マイナス」のニュアンスを持つ。しかし上述の例のように赤ちゃんに対して用
いられる時には「かわいらしい」、「プラス」のニュアンスを持つこともある。即ち、出来
事としてはこの「ばたばたしている」子供の動きは「ニュートラル」のニュアンスを持つ
が、語り手によって「プラス」の意味で使われていることもある。 
 
2.1.3.3.4. 使用上で新たな意味を持つオノマトペ 
 
用例の中では「がっぽがっぽ」のように擬声語・擬態語辞典の定義には含まれていない
意味で使われるものもみられる。「がっぽがっぽ」は基本的には「お金や品の取られ方」に
ついて多く用いられる。更にこの意味にはやや「荒々しい」というニュアンスがみられる
ため、全体的に「ニュートラル」というより、やや「マイナス」のイメージがある（例 1）。
しかし例 2 のように擬声語として用いられる場合もみられる。更に評価の面からみるとや
や「プラス」のニュアンスを持つ例としてみなすことができる。このようなことは「大喜
びで」のような「プラス」の意味を持つ語句や意味上で「がっぽがっぽ」と対立的な関係
にある「マイナス」語句（「アホみたいに」）と共に使われることによっても確認できる。 
 
34. がっぽがっぽ gaQpo-gaQpo（大量の金品を繰り返しでもうかるようす。また金銭の取られ
方が、多量である） 
例 1：飲み放題だからって、貧乏くさいから（爆）がっぽがっぽ次から次に注文しました。 
(http://29634589.at.webry.info/200503/article_14.html) 
例 2：合宿所の裏の斜面の下には半分沼みたいな湿地があって、そこで泥まみれになって遊ぶ
事も出来た。その日はそこで泥沼遊びをする日だったのでみんな大喜びで靴をがっぽが
っぽ言わせながらアホみたいに遊んだのを覚えている。俺はナイキのスニーカーを履い
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ていた。がっぽがっぽ言わせて泥沼を横切るのは凄く面白くて何回も何回も泥沼を横切
って遊んでいた。何往復目かでくいっと足が取られて盛大に前のめりにこけた。 
(http://s172262.hp.infoseek.co.jp/eniga/2chYama/14-21.html) 
 
2.2. まとめ 
 
 本節では濁音の音象徴上の意味的な評価性を考察してきた。その結果、漢語や外来語に
おいて前節でみてきたように分布の上で濁音は制約されていないが故に、意味の上におい
ても、独特の性質が見られないということが分かった。更に清濁音の意味的な対立は存在
しないということも明らかであろう。 
一方、和語においては多くの場合、同様のことが言えるが、その内の一部には異なった
傾向がみられる。それは「たま」－「だま」、「とり」－「どり」などのように清濁音が意
味的に区別され、更に濁音を持つ和語は不適切なニュアンスを持つことである。またそれ
以外にも清濁の対立が見られないが、「げろ」、「ごみ」、「どろ」などのように語頭に濁音を
含む少数の和語においても同じような否定的な意味がみられる場合もある。 
他方、オノマトペの場合、清濁のその意味的な対立はより明確であり、日本語のオノマ
トペの音象徴において、活発に参加する。例えば、従来の擬声語・擬態語の研究によると
清音は「小さいもの」、「美しいもの」などを表わし、また濁音は「鈍いもの」、「重いもの」、
「大きいもの」、「汚いもの」などを表わしていると大別される。更に既にみてきたように
濁音は「不適切」や「否定的な」ニュアンスまでを持つと考える言語学者もいる。更に清
濁音が表わす意味を考察すると、表 1 や表 2 からも明らかなように CV 語基における語頭
位置を取る無声・有声子音や CVCV 語基における第一音節にある無声・有声子音の対立で
は客観的には同じ様子を指し示しながら、それに対する音のイメージや意味的な評価性の
相違を対立させているのである。しかしこのような現状があるにも関わらず、清濁音の音
象徴においてのこの意味的な評価性は清濁音を持つオノマトペが指し示す意味とはっきり
区別されておらず、一緒に扱われる研究が多い。 
そこで、本節では用例を用いつつ、濁音を含むオノマトペの基本的な意味から、そして
使用上、文脈上からみた評価性を考察してきた。更に日本語のオノマトペの特徴の一つで
もある清音を持つ単語にほとんどの場合、濁音のペアが存在することを利用し、ミニマル
ペアの上で濁音の独特の意味的な評価性を明確化させようと試みた。その結果、基本的な
意味から考察した際、濁音を含むオノマトペの意味的なニュアンスは主として「悪いイメ
ージや不適切なニュアンス」を持つオノマトペ、「大きい・大量・強い」という意味を表わ
すオノマトペに分類できることを示した。具体的に述べると、清濁音の意味的な対立は「悪
いイメージや不適切なニュアンス」を持つオノマトペにおいて最も明確に現れるというこ
とが言えよう。このグループの中では「きらきら」―「ぎらぎら」、「しっとり」―「じっ
とり」、「さらさら」―「ざらざら」のように清音を持つミニマルペアは「美しい」、「目に
やさしい」、「滑らかな」、「感触の良い」、つまり快感を表わす。これに対して、濁音を持つ
オノマトペは「不快感」という正反対の意味を表わし、否定的なニュアンスを持つ。この
ようなことは用例における、清濁音を持つオノマトペと共に現れる語句によっても確認で
きる。例えば、否定的なニュアンスを持つ濁音を含むオノマトペは多くの場合、「マイナス」
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語句と共に出現し、その否定的な意味が同義的に（例 1.a.1.,例 1.a.2.,例 2.a.1.,例 2.a.2.,
例 3.a.1.,例 3.a.2.など）、あるいは数が少ないが、反意的に（例 3.a.1.,例 8.a.3）強調され
る。また用例においてみられるように清音を持つオノマトペの肯定的な意味は「プラス」
の意味を持つ語句によって強調される（例 1.b.1.,例 1.b.2.,例 2.b.1.,例 2.b.2.,例 3.b.2.など）。 
一方、「ニュートラル」の意味しか連想させない「大きい・大量・強い」という意味を
持つオノマトペにおいても「マイナス」のニュアンスを持つものや、「プラス」の意味を持
つもの、更に「いくつかのニュアンス」を持つオノマトペに大別できる。 
その中では「マイナス」意味を表わすオノマトペはそれらのミニマルペアと比較した際、
清音を持つオノマトペは既に述べた「悪いイメージや不適切なニュアンス」を持つオノマ
トペと異なり、快感を表わす上での濁音の対立はほとんど見られないが、この場合の相違
は「余計な力」や「望ましくない重量」を表わす点である。その面では清音のペアより濁
音を持つオノマトペは否定的なニュアンスを持つことが分かる。 
また「大きい・大量・強い」という濁音が表わす意味が「プラス」の意味に変わる機能
もある。その中では「がっちり」、「ぐっすり」、「ぐん」などのように「しっかりしている」、
「安定している」、「力強さ」で「安心」させるものがある。このような肯定的な意味が、
用例において一緒に出現する「プラス」の意味を持つ語句によっても確認できる。 
更に上述にしたように濁音を含むオノマトペの中では基本的な意味においていくつか
の意味を表わすものもみられる。具体的に、それらを「マイナス」から「プラス」の意味
を表わすものと「ニュートラル」から「マイナス」意味や「ニュートラル」から「プラス」
の意味を持つものに分類できる。このように「いくつかの意味を持つオノマトペ」という
個別のグループを作る傾向は、濁音を持つオノマトペにおいて最も多くみられる。一方、
母音「e」を含むオノマトペの中でも「ぺらぺら」のような例がみられるが、数が非常に少
ないため、一般化することは不可能である。そういうことから、濁音を含むオノマトペの
意味は母音「e」を持つものより、広範囲を占め、母音「e」の意味的な評価性ほど定着し
たものではないことが言える。 
また、文脈に即して使用上の濁音を含むオノマトペの意味的な評価性を考察すると、こ
の基本的な意味が語り手によって異なった評価を得る場合もある。文脈において「マイナ
ス」の基本的な意味を持つものが、場面によっては「ニュートラル」の意味、あるいは「プ
ラス」の意味で用いられたり、または本来「ニュートラル」の意味を持つものが語り手に
よって「プラス」の意味で使用されたりするケースもみられる。しかしこのような現象が
存在しているが、濁音を含むオノマトペの基本的な意味と使用上においての意味には大き
なずれが見られないということが言えよう。 
 
 
 
 111
第 4 章 拗音の分布と意味的評価性 
 
第 1 節 拗音の分布  
 
本章では擬声語・擬態語における口蓋化(palatalization)された子音、いわゆる「拗音」
について考察する。ここではまずこの用語について明らかにしておきたい。音声学におい
てこの「口蓋化された子音・口蓋音」という用語は最も使用される用語であり、本論文で
は音声現象を取り上げる際に用いる。一方、評価的な意味合いを扱う際にはこれを拗音と
呼ぶことにする。その理由としては、「拗（音）」の名付け自体は音に対する評価性を表わ
すということが考えられるからである。つまり、音声学における伝統的な用語である「口
蓋音」と呼ぶよりも「拗れた音」を意味する拗音の方が「拗れた意味的性質」をより正確
に表わすと考えられる。このことは、子音における直音・拗音の対立からも明らかである。
後者は前者の「真直ぐな音」に余計な要素が加わることによって、「拗れた」意味を持つよ
うになる。本論文ではこの現象を形式面からも明確にするために、「日本式」のつづりを用
い、拗音にみられる「余計な要素」を「y」で表わすことにする。例えば、「しゃ」は「sya」、
「ちゅ」は「tyu」、「ちょ」は「tyo」と記述する。 
拗音を含むオノマトペ（「きょろきょろ」、「ちゃらちゃら」、「ぴょこぴょこ」、「ひょろ
ひょろ」など）は「「子供っぽさ (childishness)」、「未完成 (immaturity)」、「不安定
(instability)」、「上品の欠如 (lack of elegance)」、「安っぽさ (cheapness)」」 1や「非抑制
(uncontrolledness)」 2などを表わすとされている。更にこれらを評価性の観点から考察す
ると、拗音を持つオノマトペは「やや不快なニュアンス」を持つとも言える。しかし、オ
ノマトペにおける拗音のもつ独特の分布制約は擬声語・擬態語の意味にまで影響を及ぼす
と考えられるため、このオノマトペの表現面の問題を考察する前に、まず拗音の分布やこ
の分布において拗音が従う音韻制約などのような形式的な問題を考察する必要がある。 
最初にオノマトペと漢語、和語や外来語における拗音の分布について考察を試みる。 
 
1.1. 拗音の分布  
 
McCawley(1968)は和語や漢語、オノマトペや外来語において形態素内に許される口蓋
化された子音と口蓋化されていない子音と母音の組み合わせを考察し、その成果を以下の
ようにまとめている 3。 
 
和語  漢語・オノマトペ 外来語 
Cu 〇  〇   〇 
Cyu ＊  〇   〇 
Co 〇  〇   〇 
Cyo ＊  〇   〇 
Ca 〇  〇   〇 
                                                  
1  Hamano(1995),(1998)  
2  Ito&Mester (1989) 
3  McCawley(1968)のp. 65 の表からの抜粋。その際、一部修正を加えている。  
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Cya 〇  〇   〇 
 
（Cy は口蓋化された子音、C は口蓋化されていない子音、〇は現出、＊は非現出を示して
いる） 
 
McCawley によると漢語や外来語における口蓋化された子音も、口蓋化されていない子
音の後ろに、/u, o, a/の母音が付着することができるとされている。しかし和語の場合、口
蓋化されていない子音の後ろにはこの三つの母音が現れるのに対し、口蓋化された子音の
後には母音/a/しか許されないという。その例として McCawley は「しゃべる、しゃれる、
いらっしゃる、おっしゃる」のような和語を挙げている。また上の表では漢語とオノマト
ペが一緒に扱われているが、McCawley は、オノマトペは和語と異なり、口蓋化された子
音と全ての母音の組み合わせが可能であるということに焦点を当てようとしている。漢語
とオノマトペにおける、それぞれの子音と母音の組み合わせは同じであるということにな
る。しかし、口蓋化された子音と後ろに付加される母音の組み合わせは漢語とオノマトペ
とでは同じであるとは言い切れない。口蓋化された子音の分布をより詳細に考察した場合、
相違点が多数あることが分かる。この点に関して、標準語にみられる和語、漢語、オノマ
トペと外来語の子音と母音の組み合わせの可能性をそれぞれ考察すると以下の表 1のよう
な結果になる。 
 
表 1 
口蓋化され
た子音 
母音 和語 4
(固有日本語) 
漢語 オノマトペ 外来語 4
py a ― (+)5 ― ― 
 u ― ― + + 
 o ― (+)5 + ― 
by a (+)6 + ― ― 
 u (+)6 ― + + 
 o ― + ― ― 
hy a ― + + (+)6
 u (+)6 ― + + 
 o (+)6 + + ― 
ty a + + + + 
                                                  
4  この表のデータは語頭と第二音節に現れる場合に限られている。 
 
5  かっこでくくられているものは、普段は現れないが、「八百
はっぴゃく
」や「発表
はっぴょう
」、「八票
はっぴょう
」のような単語に限
って出現するという意味である。 
 
 
 
6  数が非常に少ないため、このような音節はほとんど現れないといえよう。 
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 u + + + + 
 o + + + + 
sy a + + + + 
 u + + + + 
 o + + + + 
zy a + + + + 
 u + + + + 
 o + + + + 
ky a + + + + 
 u + + + + 
 o + + + ― 
gy a ― + + + 
 u ― + + + 
 o ― + + ― 
my a ― + (―)7 ― 
 u ― ― ― + 
 o (+)6 + (―)7 ― 
ny a ― + + + 
 u + + + + 
 o ― + + + 
ry a + + ― + 
 u + + ― + 
 o ― + ― + 
 
1.1.1. 漢語の場合 
 
上記の表において、漢語では全ての口蓋化された子音（py, by, hy, ty, sy, zy, ky, gy, my, ny, 
ry）のパターンが可能である。口蓋化された子音を持つモーラの中では/pyu, byu, hyu/と
いう組み合わせだけが生じない。そして口蓋化された子音に隣接する母音を考察すると、
母音/a, o/が最も現れやすいということが言える。しかしながら上述の表ではおおまかなデ
ータしか表わせていない。より詳細に考察するためには語基内の母音の位置による、短母
音と長母音の分析検討が必要である。そこで三種類の辞典からデータを収集し、漢語を始
めとして、和語、外来語、オノマトペの語形について、音韻論的な特徴を調査した。調査
結果は、その付表 A から付表 D として本論文末に付してある。付表 A（表 1 と表 2）は漢
語における口蓋化された子音とそれに付着する短母音と長母音のそれぞれのデータである。
                                                  
 
 
7擬声語・擬態語の辞典には「みゃ(mya)」や「みゃあ(myaa)」、または「みょ(myo)」や「みょう(myoo)」
といった音節を持つオノマトペは収められていない。しかし方言やインターネットだけでなく、文学作
品においても、「みゃあみゃあ」や「みょうみょう」といった猫の鳴き声を表わすオノマトペがみられる。  
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その際、漢語の形態は、CV 語基（ここは CVV 語基と CVN 語基が入っている）と CVCV
語基の大きく二つに分けられる。その中では CV 語基がもっとも代表的な語形である。 
 
1.1.1.1. CV 語基における口蓋化された子音と母音との組み合わせ 
 
付表 A の表 1 を概観すると、子音/p/は口蓋化されないということが分かる。これは漢語
にみられる、子音/p/が語頭に現れてはいけないという制約から来た結果であると考えられ
る。また /by/と /hy/は長母音/u/や/o/と一緒にしか現れない。長母音 /a/以外の全ての母音と
組み合わさる子音は、出現数の順で示すと /sy/>/zy/>/ty/となる。また /ky/は短母音 /u/と、
口蓋化された /g/は短母音 /a/や /u/とはそれぞれ組み合わさらない。また /my/は長母音 /o/と
共にしか現れない。口蓋化された /n/において /nyu/という構造が現れる頻度はゼロに近い
ということが目立っている。そして表の/ry/のところでは短母音/a/と/u/との組み合わせが
存在しないことが示されている。CV 語基を持つ漢語における口蓋化された子音の出現頻
度を出現数から順番に述べると次の通りになる。 
 
/sy/(804,609,431) 8 >/ky/(376,329,241)>/zy/(278,247,153)>/ty/(258,217,174)>/ry/(163,143
,102)>/hy/(66,58,41) >/gy/(46,45,24)>/by/(44,30,20)>/ny/(22,22,9)>/my/(20,21,6)>/py/(0) 
 
即ち、漢語の CV 語基にもっとも現れやすい、口蓋化された子音は/s/であるということ
が分かる。 
また口蓋化された子音に隣接する母音の分布を観察すると、長母音/a/が全く現れないこ
とが注目される。この点については長母音 /a/に対して音韻制約があることで説明がつく。
そして付表 A から明らかなように、短母音/a/、/u/、/o/が/py//by//hy/と共に現れることは
ない。一方、もっとも出現頻度の高い母音は長母音/o/(合計 1060,948,624)である。また/py/
を除いて、全ての口蓋化された子音と組み合わさることができる。その次は長母音
/u/(432,328,263)、短母音/o/(241,194,144)、短母音 /u/(234,193,125)と短母音 /a/(90,58,45)
の頻度順になる。 
付表 A の表 1 のデータを合計すると、CV 語基を持つ漢語においてもっとも多く現れる
音節は「しょう」(348,302,208)ということになる。 
 
1.1.1.2. CVCV 語基における口蓋化された子音と母音との組み合わせ 
 
漢語における CVCV 語基の第二音節で口蓋化は起こらない。従って本分析は第一音節の
みに焦点をおく。付表 A の表 2 のデータによると制約された長母音/a/以外では長母音/u/
と/o/も口蓋化された子音と組み合わさらない。他方、残りの三つの短母音/a, u, o/の中で
もっとも現れやすいのは母音/a/である。 
口蓋化された子音の分布を考察すると、数は少ないが、 /by/は常に母音/a/と一緒に出現
するということが分かる。全ての三つの母音と組み合わさり得る口蓋化された子音は /ty, 
                                                  
8  かっこに入っている数字は、/a,b,c/（各付表の初めの説明図を参照）という順番での出現の回数を表わ
すものである。  
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sy, zy/である。そして/ky, gy, ry/の場合には/Cy/+/u/という組み合わせが欠如している。  
CVCV 語基における口蓋化された子音の出現頻度を示すと、次のようになる。 
 
/sy/(178,127,92)>/zy/(39,37,31)>/ky/(40,35,24)>/ty/(36,29,15)>/ry/(16,18,12)>/hy/(16,13,
5)>/gy/(13,9,7)>/my/(8,6,4)>/by,ny/(5,5,2/4,4,3)>/py/(0) 
 
即ち、CVCV 語基の第一音節にもっとも現れやすい子音は/s/であり、出現度合いのもっと
も高い音節は「しょ」であるということが言える。 
以上の考察は形態素内レベルのものである。一方、語内レベルで口蓋化された子音の分
布を考察すると、漢語においては子音が第一音節や第二音節に限定されず、そのどちらに
も位置することができる。更に一単語の第一音節と第二音節が同時に口蓋化された子音を
含む例も数多く存在している。 
「恐竜（kyooryuu）」、「中級（tyuukyuu）」、「宗教(syuukyoo)」、「華奢(kyasya)」、「業
者（gyoosya）」、「表情（hyoozyoo）」、「聴取(tyoosyu)」、「長寿(tyoozyu)」、「邪教(zyakyoo)」、
「社長(syatyoo)」、「収入(syuunyuu)」などである。その上に第一音節と第二音節の役割に
は相違がなく、/py, by, hy, ty, sy, zy, ky, gy, my, ny, ry/という口蓋化された子音が全て出現
できる。 
しかし音節の長短を詳細に考察すると、次のようなことが言える 9。 
 
― /py/は語頭に現れない。また第二音節では短母音/a/と長母音/o/としか共起しない。 
― /by/の場合、短母音/a/と長母音/u, o/との組み合わせしかない。 
― /hy, my/は/py/と同様に短母音/a/と長母音/o/としか共起しない。 
― /ty, sy, zy/は、長母音/a/以外の全ての母音との組み合わせがみられる。 
― /ny/は短母音/u/や長母音/a/以外の全ての母音と組み合わさることができるが、/ny/+
短母音/a/の組み合わせは、その出現が語頭に限られている。 
― /ky, gy, ry/も、/ny/と同様に、短母音/u/や長母音/a/以外では全ての母音との組み合
わせが可能であるが、語頭位置や語中位置に関してはこれらの分布に相違は見られない。 
 
1.1.2. 和語の場合 
 
歴史的に見ると、日本語の拗音は漢語を通して発達してきたと言われている。それを裏
付けるように、拗音を含む和語の数は少なく、表 1 においてもわずかにみられるにすぎな
い。 
本節では『角川国語中辞典』のデータ（付表 B）を用いて上記の問題をさらに分析する
（表 3 と表 4）。その際、和語の音韻構造は漢語とオノマトペのように CV 語基と CVCV
語基に分別できないため、拗音が語頭に現れる場合と第二音節に現れる場合に着目する。 
 
 
 
                                                  
9  この考察は『新潮国語辞典』や『逆引き広辞苑』のデータを参考にしている。  
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1.1.2.1. 語頭位置を取る拗音 
 
付表 B の表 3 に示されているように子音/p,g,r/は、それらの語頭位置が音韻制約によっ
て禁じられているため、語頭に位置する時には口蓋化されない。一方、子音/by,hy,my,ny/
はほとんど現れない。音節「しゃ」を除いて、和語における語頭位置の口蓋化された子音
は音韻変化の結果として現れたものと考えられる。 
例：/byo:/ ― びょう（可う）byoo←beu 
/myo:/ ― みょうと（妻夫）myooto←meuto 
/nyu:/ ― にゅうめん（煮麺）nyuumen ←niumen 
/tya/ ― ちゃん（さん）tyaN ←san 
/zya/ ― じゃれる zyareru ←zareru 
/kyo:/ ― きょう（今日）kyoo←keu 
/syu:/ ― しゅうとめ（姑）syuutome ←siutome 
 
1.1.2.2. 第二音節にある場合 
 
付表 Bの表 4から読み取れるように、第二音節における子音/p,h,g,m/は口蓋化されない。
また/by,ny/の場合、長母音/u/との組み合わせによる単語が一つずつある。これらも音韻変
化の結果と考えられる。 
 
例：/byu:/ ― たびゅうど（旅人）tabyuudo←tabiudo 
/nyu:/ ― はにゅう（埴生）hanyuu←haniu 
 
/ky/の場合にも口蓋化はほとんどみられない。 /ky/には短母音 /a/と長母音 /u/との組み合
わせがみられるが、その組み合わせはそれぞれ一つずつしかなく、周辺的な単語において
である。これらも音韻変化を経て、現れたと考えられる。 
 
例：/kya/ ― おきゃがりこぼし（起上り小法師）okyagarikobosi←okiagarikoboosi 
/kyu:/ ― ひきゅうど（低人）hikyuudo←hikiudo 
 
上述の例以外で口蓋化された子音と母音との組み合わせが現れるのは、ほとんどの場合、
音韻変化によるものである。 
 
例：/tya/ ― ひっちゃぶく（引き破く）hiQtyabuku←hikiyabuku 
/sya/  ―  い ら っ し ゃ る  iraQsyaru←iraseraru、 お っ し ゃ る oQsyaru 
←ooseraru 
/zya/ ― おじゃる ozyaru←oidearu  
/rya/ ― おりゃる oryaru←oiriaru（御入りある） 
/ryu:/ ― かりゅうど（狩人）karyuudo ←kariudo 
 
付表 Bの表 3と表 4によると、語頭や第二音節に出現する頻度がもっとも高い音節は「し
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ゃ」である。その例としては、「しゃべる(syaberu)」、「はしゃぐ (hasyagu)」、「しゃぶる
(syaburu)」、「しゃぎる(syagiru)」、「拉ぐ(hisyagu)」、「みしゃぐ(misyagu)（おしつぶす）」、
「みしゃれ(misyare)」などがある。そしてこれらの「しゃ」を含む和語の多くは、先述の
音韻変化によって説明することはできない。また現在のところ、これらの存在については、
何の説明もなされていない。 
従って、McCawley(1968)が主張するように、和語においては、/sy/+/a/という口蓋化さ
れた音節しか存在しないと考えてもよいかもしれない。 
また口蓋音の出現を語内レベルの観点からみると、同じものは二回あってはいけないと
いう音韻制約に従っており、第一音節と第二音節にある子音が同時に口蓋化をうけること
はないと言える。 
 
1.1.3. 外来語の場合 
 
日本語には古くはポルトガル語やオランダ語から、現代ではヨーロッパの諸言語、特に
英語から多くの外来語が入ってきている。これらの外来語はその元の言語音が近似する日
本語の音に置き換えられており、発音が日本語化されている。また外来語の流入に伴い、
外来語にしか現れない音韻がみられるようになった。 
例えば、英語の閉音節に在来母音を補った単語が生み出されている。これらの単語は、
音素の数が比較的少ない。またかなり単純な日本語の音韻構造の中にあって、CVCVCVCV
のような長い音節構造の体系を持っている。更に音韻制約では許されていない音節（スィ、
ティ、テュ、デュ、キェ、ギェ、リェなど）も用いられ、和語における音韻制約に従わな
い場合が多い。従って外来語の拗音の分布は、他の漢語、和語やオノマトペとは異なると
思われる。 
上述のように、外来語の音節は漢語やオノマトペと異なり長い構造を持つ。従って本節
では、形態素内の拗音の分布の分析において、語頭位置と第二音節位置に考察対象を限定
することとする。表 1 から明らかなように、外来語では口蓋化された子音の全てのパター
ンがみられる。しかしその際、/pyo, byo, hyo, kyo, gyo, myo/のように母音/o/を持つ口蓋
化された子音が欠如していることが顕著な特徴である。この点について本節は、付表 C の
表 5 と表 6 を用いつつ更なる考察を試みる。 
 
1.1.3.1. 語頭に現れる場合 
 
付表 C の表 5 は、語頭に位置を取る拗音のデータを示している。それによると、/py, by, 
hy, my/+短長母音/a,o/という組み合わせはほとんど現れない。また短長母音/o/と長母音/a/
は/ky, gy/と結合しない。更に/ry/+長母音/a/や/ny/+短長母音/a/と長母音/o/は出現しないこ
とがわかる。 
母音の出現頻度を統計的にみると、出現頻度がもっとも高い母音は短母音
/a/(603,465,393)であり、次いで長短母音 /u/(288,223,189/184,152,150)となっている。ま
た出現頻度がもっとも低い母音は長母音/a,o/である。 
一方、子音の分布については、/ty,sy,zy/が全ての母音と組み合わさり得ることが表から
読み取れる。その出現頻度は、以下のようにまとめることができる。 
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/sy/(364,305,274)>/zy/(280,217,191)>/ky/(244,184,150)>/ty/(161,141,112)>/ny/(86,62,61
)>/gy/(48,37,26) >/my,hy/(38,32,22/37,21,27) >/ry/(23,19,12) 
 
和語ではラ行音節で始まることが許されていないが、外来語ではその音韻制約が働かず、
語頭の子音/r/の口蓋化も生じているということになるだろう。 
 
1.1.3.2. 第二音節に現れる場合 
 
付表 C の表 6 によると、子音/h/は第二音節では口蓋化されない。また/py,gy/は短母音/u/
と、子音 /by/は長母音/u/としか出現しない。この他の口蓋音が出現する頻度は以下の通り
になる。 
 
/sy/(51,40,42)>/zy/(55,34,36)>/ty/(39,25,35)>/ky,ry/(38,30,17/31,38,14)>/ny,my/(25,23,1
7/26,18,17)>/gy,py,by/(0,7,9/1,8,5/6,5,2)>/hy/(0) 
 
一方、長短母音の中では全てが結合する。最も多く現れる母音は短長母音/u/であり、次
いで短長母音/o/と/a/である。 
ここまでの考察は形態素内レベルにおけるものである。これに対して語内レベルでは、
漢語と同様のことが言える。即ち、外来語においても口蓋化された子音は語内の位置が限
定されない。そして語頭と第二音節に同時に現れることができるのである。例えば「キャ
ッシャー(kyaQsyaa)」、「キャッシュ(kyaQsyu)」、「キャッチャー(kyaQtyaa)」、「ジャンク
ション(zyaNkusyoN)」、「シャンピニョン(syaNpinyoN)」、「チャルダシュ(tyarudasyu)」、
「チャレンジャー(tyareNzyaa)」、「チュチュ(tyutyu)」などである。 
外来語にみられる音韻的な特徴の全体像を明らかにするためには原語の音韻特徴を分
析する必要があろう。しかしそれは本論文の対象範囲を超えるため、これ以上は触れない
こととする。 
 
1.1.4. オノマトペの場合 
 
表 1 に示されているように、オノマトペにおける/Cya, Cyu, Cyo/という口蓋化された子
音のパターンは漢語や外来語と同様に全て存在する。しかし漢語とは異なり、 /pya, bya, 
byo /及び/my/や/ry/は現れない。特に/my/と/ry/の場合、オノマトペの語頭にも語中にも現
れない。Hamano(1998)は/my/が現れないことを「偶然かもしれない」としているが、/ry/
の出現に対しては、音韻論的な制約が働いていると言える（これについては後述する）。 
次に語基上の音韻的な特徴を考察するため、付表 D にあるデータを検討したい（表
8,9,10）。これらは CV 語基（CVQ、CVN、CVV、CVVN、CVVQ とそれぞれの反復形が
含まれる）を持つ擬声語・擬態語と CVCV 語基を持つ擬声語・擬態語（CVCVQ、CVCVri、
CVCVN、とそれぞれの反復形が含まれる）に基づいている。 
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1.1.4.1. CV 語基における口蓋化された子音と母音との組み合わせ 
 
付表 D の表 7 から明らかなように/pya, bya, hya/という音節は語頭には現れない。これ
らの各々の可能な組み合わせは、/py,hy/+短母音/u,o/や長母音/u/、/by/+短長母音/u/となっ
ている。続いて他の口蓋音の分布を検討すると、「ちゃあ」、「しょ」、「じょ」、「きょ」、「に
ょ」という組み合わせは現れないということが分かる。 
子音の出現数は以下のようになる。 
 
/ky/(12,13,11)>/sy/(10,12,11)>/py/(11,11,8)>/ty/(13,9,7)>/hy/(9,8,6)>/zy/(9,7,8)>/gy/(6,1
0,7)>/ny/(4,6,5)> /my, ry/(0) 
 
また CV 語基における母音の分布を考察すると、長母音/o/が出現しないことが興味深い
ところである。そして出現頻度のもっとも高い母音は短長母音/u/（23,25,19/21,27,18）で
あり、その次は短長母音/a/（10,12,11/12,10,11）や短母音/o/（14,10,6）である。 
 
1.1.4.2. CVCV 語基の第一音節における口蓋化された子音と母音との組み合わせ 
 
付表 D の表 8 を観察すると、CVCV 語基の第一音節では子音/b, m, r/が口蓋化されない
ということが分かる。また長母音/a, u, o/は第一音節には出現せず、三つの短母音の中でも
っとも現れやすいのは/o/（51,56,43）であるという傾向がみられる。以下、母音/a/(33,30,18)、
/u/(5,10,5)の順である。 
子音の分布に関しては以下のような結果が出た。 
 
/ty/(35,30,18)>/sy,zy/(11,16,10/15,13,9)>/hy/(9,11,6)>/ny/(6,10,7)>/ky/(5,5,7)>/py,gy/(4,
6,4/4,5,5)>/by, my, ry/(0) 
 
更にCVCV語基の語頭に位置を取らない音節は「ひゃ」、「ちゅ」10、「きゃ」、「きゅ」、「ぎ
ゅ」と「にゃ」である。 
 
1.1.4.3. CVCV 語基の第二音節における口蓋化された子音と母音との組み合わせ 
 
付表Dの表 9から明らかなように CVCV語基の第二音節で口蓋化されない子音は/p, b, h, 
k, m, r/である。子音の出現頻度を順番で表わすと次の通りになる。 
 
/ty/(52,30,47)>/sy/(42,29,38)>/ny/(10,6,13)>/zy/(3,8,3)>/gy/(2,2,0)>/py, by, hy, ky, my, 
ry/(0) 
 
                                                  
10  この「ちゅ」の場合、「ちゅるちゅる」などのように語頭に「ちゅ」という口蓋化された音節がみら
れるオノマトペがある。しかしこれらは、どの擬声語・擬態語辞典にも収録されていない。第 1 章、第
2 節（2.4.）において述べたように、本論文は擬声語・擬態語辞典が掲載しているオノマトペだけを考察
対象としているため、ここでは語頭に出現しないものとみなしている。 
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CVCV 語基の第二音節に位置を取る母音には、第一音節と同様の傾向がみられる。長母
音/u, o/が全く現れず、また長母音/a/の出現頻度は非常に少ない。 
CV 語基や CVCV 語基のデータを合わせると、もっとも口蓋化されやすい子音は/t/であ
り、また口蓋化された子音と結合する母音の中で、母音/a/の出現割合がもっとも高いとい
うことが指摘できる。 
オノマトペでは、その語内における口蓋音の分布を考察する際も、オノマトペの形態が
関わってくる。CV 語基を持つオノマトペの場合、口蓋化された子音が出現する位置が決
まっており、それは一ヶ所にしか現れない。 
 
例：びゅっと   byuQ-to ちゅっと tyuQ-to 
びゅんと   byuN-to ちゅっちゅっと tyuQ-tyuQ-to 
びゅんびゅん  byuN-byuN ちゅんちゅん tyuN-tyuN 
じゃあんと zyaaN-to ちゅうちゅう tyuu-tyuu 
 
一方 CVCV 語基のオノマトペにおいて、口蓋化された子音は二ヶ所に出現することがで
きる。これは第一と第二音節になるが、このことについて Hamano (1995, 1998)や
Ito&Mester(1989)が以下のような制約を挙げている。 
 
1. Monopalatality: 一つの語基に一つの口蓋化された子音しか許されない。 
例：ちょこちょこ tyoko-tyoko *tyokyo-tyokyo 
じゃかじゃか zyaka-zyaka *zyakya-zyakya 
ごにょごにょ gonyo-gonyo *gyonyo-gyonyo 
くしゃくしゃ kusya-kusya *kyusya-kyusya 
 
2. Initiality: 非舌頂子音/p, h, k, g/ は語頭でしか口蓋化されない。 
例：ぴょこぴょこ pyoko-pyoko *kopyo-kopyo 
ひょこひょこ hyoko-hyoko  *kohyo-kohyo 
きょろきょろ kyoro-kyoro  *rokyo-rokyo 
ぎょろぎょろ gyoro-gyoro  *rogyo-rogyo 
 
3. Coronal Dextrality and Dominance: 語基に舌頂子音/t, d, s, z, n/が二つある場合、最
も右にある舌頂子音は先に口蓋化される(例１)。舌頂子音と非舌頂子音の両方が語基に含
まれている場合、位置とは関係なく舌頂子音の方が口蓋化される 11  (例 2.a.・例 2.b.)。 
 
例 1：どしゃどしゃ dosya-dosya 
ねちゃねちゃ netya-netya 
 
例 2.a.：舌頂子音が語頭にある場合 
                                                  
11   Hamano (1998)は「きょときょと(kyoto-kyoto)」がこの制約の唯一の例外であるとしている。「きょ
ときょと(kyoto-kyoto)」は「きょろきょろ(kyoro-kyoro)」と同じ意味であるが、「きょろきょろ」の場
合、Rhotic Exclusionがあるため、非舌頂子音の/k/が口蓋化される。 
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ちゃかちゃか tyaka-tyaka 
じゅくじゅく zyuku-zyuku 
しょぼしょぼ syobo-syobo 
 
例 2.b.：舌頂子音が語中にある場合 
ばちゃばちゃ batya-batya 
ふにゃふにゃ hunya-hunya 
ぐしゃぐしゃ gusya-gusya 
 
4. Rhotic Exclusion: 舌頂子音である/r/は口蓋化を一切受けない。他の舌頂子音と同様に
第二音節に位置をとる時（例 3.a.）や非舌頂子音と一緒に現れる時(例 3.b.)も口蓋化され
ない。 
例 3.a.：ちょろちょろ tyoro-tyoro *toryo-toryo 
にょろにょろ nyoro-nyoro *noryo-noryo 
しゅるしゅる syuru-syuru *suryu-suryu  
 
例 3.b.：きょろきょろ kyoro-kyoro *koryo-koryo 
ひょろひょろ hyoro-hyoro *horyo-horyo 
ぎょろぎょろ gyoro-gyoro *goryo-goryo 
 
即ち、上述の制約をまとめると、舌頂子音は非舌頂子音より先に口蓋化を受ける。更に
語基に二つある場合、右位置の舌頂子音の方が口蓋化される。また非舌頂子音が二つある
場合、もっとも左にある子音が口蓋化を受ける。舌頂子音である/r/は CVCV 語基では非舌
頂子音と同じような性質を持つが、他の非舌頂子音と出現する時も一切口蓋化されない。
しかし舌頂子音/r/のこの現象に関しては現時点では説明が付かないままである。 
 
1.2. まとめ 
 
上述の考察をまとめると、漢語・外来語や和語・オノマトペにおける口蓋化された子音
とこれらに結合する母音との分布についていくつかの傾向が挙げられる。 
漢語や和語の場合形態素内に子音/p/が口蓋化されないのに対し、オノマトペでは語頭に
ある場合、口蓋化を受ける。またオノマトペでは/my/や/ry/が全く現れないことは付表Dか
らも明らかになり、一方、漢語や外来語では口蓋化された/r/が多数であるということが分
かった。オノマトペの語内レベルでも舌頂子音/r/に対して制約があり、しかしこの制約は
日本語の一般語彙においては共通しないということが言える。また、上述のように、漢語
には口蓋化された /r/を持つ単語が多く存在する（旅行 (ryokoo)、琉球 (Ryuukyuu)、恐竜
(kyooryuu)などである)。更に子音/r/のもう一つの特徴としては、オノマトペにおける子音
/r/はCV語基に出現する一方（りんりん (riN-riN)、りいんりいん (riiN-riiN)、るんるん
(ruN-ruN)）、CVCV語基の語頭には現れないということも挙げられる 12。このように/r/が
                                                  
12「れろれろ」は例外である。 
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語頭に現れないという音韻制約は和語と共通しており、二つの制約が相互に関係している
とも考えられる。 
また漢語やオノマトペで口蓋化された子音に隣接する母音の分布を考察した際、興味深
い結果が出た。CVCV 語基における長母音/a, u, o/はそれぞれ漢語では全く現れず、そして
オノマトペにおいてはほとんど出現しない、という同様の傾向がみられる。しかし CV 語
基を持つ漢語では出現頻度のもっとも高い母音は長母音/o/である。また長母音/a/に対して
の音韻制約があるため、漢語では一切現れないのに対し、オノマトペの場合は主に CV 語
基においてではあるが、大量に出現する。もう一つ興味深い点は、オノマトペでは長母音
/o/は CV 語基においても、CVCV 語基においても現れないことである。この点に関しては
音韻論的な要因があると考えられるが、より詳細な研究が必要である。 
上述のことに加えて、音節の出現頻度からみると漢語でもっとも出現の高い音節は「し
ょう」であり、その次は「しょ」、また外来語では「きゃ」（第一音節）や「しょ」（第二音
節）であるが、オノマトペの場合は「ちゃ」や「しゃ」であることが明らかになった。こ
のオノマトペにおいて「しゃ」が多く出現する傾向は和語と共通であると言えるだろう。 
また最前述べたように語内レベルでも一般語彙とオノマトペの間には相違がみられる。
漢語や外来語における口蓋化された子音は第一音節や第二音節に限定されず、その両方で
位置をとることができる。一方、CVCV 語基を持つオノマトペでは、口蓋化された子音の
分布に対して制約が働いているということが明らかである。更に漢語（漢語では口蓋音位
置に子音というより結合する母音の方が影響あると考えられる）と異なり、オノマトペに
おいて、舌頂子音や非舌頂子音のように子音の性質が口蓋音の位置と深く関わっているこ
とが指摘できる。他方、漢語や外来語、和語やオノマトペという四つの音韻体系層の中で
は外来語における拗音の分布が音韻制約の影響をもっとも受けにくいものであると言える。 
最後に漢語・外来語・和語とオノマトペの相違として指摘できることは、オノマトペに
おいて以下のような形態上のミニマルペアが数多く存在し、更にオノマトペの（意味＝）
内容面との関わりが深く、大事な特徴であると思われるのに対し、漢語などではこのよう
な傾向は一般的ではないことである。 
 
ことこと  koto-koto  ― きょときょと  kyoto-kyoto 
ころころ  koro-koro  ― きょろきょろ  kyoro-kyoro 
するする  suru-suru ― しゅるしゅる  syuru-syuru 
とろとろ  toro-toro  ― ちょろちょろ  tyoro-tyoro 
ぬるぬる  nuru-nuru ― にゅるにゅる  nyuru-nyuru 
のろのろ  noro-noro  ― にょろにょろ  nyoro-nyoro 
 
第 2 節 拗音の意味的評価性 
 
2.1. 拗音の音象徴 
 
本節では日本語の擬声語・擬態語における拗音の音象徴について考察する。 
第 1 章(1.1.2.)において述べたように Ohala(1994)は、拗音が高舌母音と同様に小さい物
を表わす表現の中で多く出現すると論じている。例えば、小さい人に愛称として「Sue」
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を使うといった場合などである。 
Jakobson&Waugh(1979)も、拗音の意味的な特徴として同様のことを述べている。彼ら
によるとヌートカ族語（カナダ・インディアン）の拗音は小さいものを連想させる。例え
ば、小人について話される時、多くの場合、拗音が入った接尾辞が付けられるという。 
一方、Tsur(1992)は幼児の拗音の習得が他の音素に比べて比較的に遅いとしている 13。
Tsurによれば、拗音はオノマトペにおいて頻繁に使われる傾向があるため、有標の物とし
て扱うべきであるという。更にTsurは、拗音が小さい物、また低い程度ではあるが「弱々
しい(feeble)」、「不適切(inadequacy)」、「下級(inferiority)」といった意味的なニュアンス
を持つものであるとしている。更に言語において一般的ではない分節(segment)の有標的
な働き方、あるいはその分節に対して働いていた制約が弱まった場合、その分節に特別な
音象徴が生まれると述べている。この点については、Ohala(1994)も同様のことを主張し
ている。 
和語語彙一般についても、上述のような「子供っぽい」発音としてみられる拗音の意味
的なニュアンスは日本語の擬声語・擬態語にもみられると言える。例えば Hamano (1995, 
1998)は、拗音を含むオノマトペ（「きょろきょろ」、「ちゃらちゃら」、「ぴょこぴょこ」、「ひ
ょろひょろ」など）は「子供っぽさ (childishness)」、「未完成 (immaturity)」、「不安定
(instability)」、「上品の欠如(lack of elegance)」や「安っぽさ(cheapness)」などを表わし、
また Ito&Mester (1989)は「非抑制(uncontrolledness)」を表わすとしている。 
 
2.1.1. 漢語や外来語の場合 
 
一般語彙と比較すると、拗音を含む漢語や外来語には上述のような意味的なニュアンス
が全く見られない。以下の例にみられるように、漢字の漢音や呉音においては拗音を含む
ものと含まないものが両方存在しているが、直接的な意味的対立がみられない。どちらか
が拗音を含む場合、同じく意味の方も変化することはなく、漢字は同じ意味を表わす。 
 
主（す（呉）―しゅ（漢））、御（ご（呉）―ぎょ（漢））、所（しょ（呉）―そ（漢））、
校（きょう（呉）―こう（漢））、砂（しゃ（呉）―さ（漢））、糧（ろう（呉）―りょ
う（漢））、緑（ろく（呉）―りょく（漢））、脚（かく（呉）―きゃく（漢）） 
 
2.1.2. 和語の場合 
 
和語においては、「今日(kyoo)」、「いらっしゃる(iraQsyaru)」、「おっしゃる(oQsyaru)」、
「しゃべる(syaberu)」、「狩人(karyuudo)」、「しゃぎる(syagiru)」、「拉ぐ(hisyagu)」、「み
しゃぐ(misyagu)」、「おしゃれ(osyare)」、「みしゃれ(misyare)」などのように、前述のよ
うな意味を全く持たない単語もある。また「子供らしさ」・「かわいらしさ」や「子供っぽ
さ」といったニュアンスを持つ単語もいくつかみられる。例えば、「おしゃま(osyama)」、
「はしゃぐ(hasyagu)」、「しゃぶる(syaburu)」、「じゃれる(zyareru)」、「赤ちゃん(akatyan)」、
                                                  
13  後述するように日本語話者の子供の場合、このことは逆になる。それは彼らの幼児語習得の初期段階
における最も特徴的な要素となっている。 
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「おちゃめ(otyame)」、「やんちゃ(yantya)」、「ちゃん(tyaN)」のように「子供らしさ」・「か
わいらしさ」という意味的なニュアンスを含んでいるものなどである。このような「子供
らしさ」や「かわいらしさ」という意味連想は幼児語と関係していると考えられる。更に
「ちゃん」のように幼児語から入ってきたと思われる言葉もある。日本語を母語とする子
供はしばしばサ行の子音[s]や[ʃ]を破擦音の[tʃ]で代用する。これに関して Ferguson(1977)
は、幼児が言語を獲得する際、口蓋音を言語習得の初期段階にある幼児語の特徴の一つと
している。特に日本語話者の子供の幼児語においては、口蓋音が最も特徴的なものである
と述べている。この見解を具体例から検証するとその妥当性が立証される。既に述べたよ
うに日本語を母語とする子供はしばしばサ行の子音[s]や[ʃ]を破擦音の[tʃ]で代用する。例
えば「バス(basu)」は「バチュ(batyu)」に、「くさい(kusai)」は「くちゃい(kutyai)」、「で
すか(desu ka)」は「でちゅか(detyu ka)」、「（お）さる（さん）((O)saru (saN))」は「（お）
ちゃる（ちゃん）((O) tyaru (tyaN))」、「さかな(sakana)」は「ちゃかな(tyakana)」、「お
いしい(oisii)」は「おいちい(oitii)」になったりする。更に日本語話者の幼児は[t]➝[tʃ]➝[s]
という順番で子音を獲得していく。つまり、窪薗(1999)によれば閉鎖音➝破擦音➝摩擦音
という序列で獲得過程が行われていくのである。 
このように拗音は幼児語においてよくみられる。一方、大人が用いる場合、子供とのコ
ミュニケーションの中で幼児語を真似て子供に話しかけることが最も一般的であるという
(Ferguson(1977))。もしそうであるとすると和語において「さん」の愛称語と思われてい
る「ちゃん」が頻繁に使われる用法や和語において「子供らしさ」という意味を持つ一部
の単語の存在の説明が可能となるであろう。これらのことを以下の実例を用いて証明する。 
例えば文学作品では「おしゃま」は若い女の子に対してしばしば用いられる。また現在
にそれに加えて、マスコットやかわいい人形に対して使用される例も多い。 
 
例 1.a.：藍子のほうはますますおしゃまで、顔立ちも服装もクラスではまず上等の部類に属す
るため、同級生の間でも牛耳をとる大将株となっていた。（北） 
例 1.b.：おしゃまな七歳くらいの姉が、いつも四つくらいの弟を連れて歩いている。（曽野） 
例 1.c.：とても可愛く、とても楽しい 
ニューフェース兎雛の登場です 
おしゃまな兎さんが５人！ 
(http://rasara.net/ohina-8.htm) 
例 1.d.：家の近所の商店の小学生の娘さんはとってもおしゃまさんです。 
 (http://lovebice.seesaa.net/article/92392.html) 
 
一方、「じゃれる」は猫に対してよく用いられる（例 2.a.）。また現代日本語で「じゃれ
る」という動詞は、「おさない」や「かわいらしい」という意味でもしばしば用いられてい
る（例 2.b.）。 
 
例 2.a.：夜が明けると猫の世話をして撫でさすっている。人になつかなかった猫も、いつかよ
く馴れて、ともすると青年の衣の裾にまつわり、体をすりよせ、じゃれるのであった。
衛門督は心から可愛いと思った。（田辺） 
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例 2.b.：さらに大人猫になってもじゃれるのは、やはり面白いからです。 
(http://www.ne.jp/asahi/conago/nimravus/vus2/warai.html) 
 
また同じようなニュアンスを持っている和語として「ちゃん」や、「しゃぶる」（ほとん
どの場合、赤ちゃんについて使われる）などがある。また「はしゃぐ」は子供について、
あるいは「子供のように楽しく過ごす」という文脈で多く現れる。 
一方、「やんちゃ」ということばは基本的に「かわいらしい」（例 3.a.）というコンテク
ストで使われているが、「子供っぽい」（例 3.b.）という例もみられる。 
 
例 3.a.：どのひとコマを見ても、まったく自由に、嬉しさいっぱい、元気いっぱいのやんちゃ
娘。 
(http://www.happy-art.com/iyashikei-yanchamusume.htm) 
例 3.b.：そんなやんちゃな言葉づかいすると、嫁にもらい手がないぞ。 
(http://www.cap.or.jp/toyama_ben/k/k074.html) 
 
2.1.3. オノマトペの場合 
 
上述したように Hamano (1995, 1998)は拗音を含むオノマトペが「子供っぽさ
(childishness)」、「未完成 (immaturity)」、「不安定 (instability)」、「ぎこちない動き
(uncoordinated movement)」、「当てにならないこと(unreliability)」、「多様性(diversity)」、
「過度なエネルギー (excessive energy)」、「騒ぎ（noisiness）」、「上品の欠如 (lack of 
elegance)」や「安っぽさ(cheapness)」と「抑制の欠如(lack of restraint)」を表わしてい
るとしている。 
Hamano (1995)はその例として以下のようなものを挙げている。 
 
―「子供っぽさ」を表わすオノマトペ 
ころころ(koro-koro) ― きょろきょろ(kyoro-kyoro) 
ぽこぽこ(poko-poko) ― ぴょこぴょこ(pyoko-pyoko) 
 
「きょろきょろ」は「ころころ」と比較すると、「子供っぽい」や「はっきりしていな
い」動きという意味が加わっている。また「ぽこぽこ」と「ぴょこぴょこ」というミニマ
ルペアについても同様のことが言える。これらは「子供」や「小さい動物」、また「不注意
な大人」の動きを表わす時に最も多く使われるオノマトペとされる。しかし上述の例から
判断すると、確かに Hamano が述べているような意味的なニュアンスも感じられるが、
Hamano が「子供らしさ」と「子供っぽさ」という対立においてその意味を区別していな
いことは問題であろう。 
これら以外には Hamano は以下の例を挙げている。 
 
―「不安定」・「当てにならないこと」を表わす例として、「ひょろひょろ」、「ちょろちょ
ろ」、「にょろにょろ」というオノマトペ 
―「多様性」の例としては「かちゃかちゃ」と「うじゃうじゃ」というオノマトペ 
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―「安っぽさ」と「抑制の欠如」の例としては「ちゃらちゃら」というオノマトペ 
 
このような Hamano の分類によれば上述のように「子供っぽさ」と「子供らしさ」は同
一のものとして扱われており、更に「良い」と「悪い」といった意味的なニュアンスが明
確に分けられていない。これらのことは、Hamano の分類における短所と指摘できる。こ
のような問題関心から本論文はこの区別に注目するが、その分析は後に行う。 
ところで Ito&Mester (1989)は、拗音の音象徴について口蓋化を/π/という記号で表わし
ている。この /π/は口蓋化されていない語基に「非抑制(uncontrolledness)」という意味上
のニュアンスを加えるものである。 
 
（例：π  π  π ） 
 
 pota  kuna  toko 
 potya  kunya  tyoko 
 
これに基づいて Ito&Mester は、上述の Hamano による意味的な分類の全てを「非抑制」
でまとめようとしている。しかしこの点についてはいくつかの問題点が存在する。その一
つは、Ito&Mester が Hamano の拗音の意味について以下のように述べているが、Hamano
は「非抑制“UNCONTROLLEDNESS”」について全く言及していない点である。更に拗音
が持つ意味的なニュアンスの数が多いとしているが、これらを概念化していない。つまり、
このようなことは Ito&Mester の個人的解釈にすぎないのである。 
 
“Hamano 1986 argues that, depending on the meaning of the base form, 
UNCONTROLLEDNESS conveys the more specific interpretations of “childishness, 
immaturity, instability, unreliability, uncoordinated movement, diversity excessive 
energy, noisiness, lack of elegance, and cheapness””(Ito&Mester(1989), p.268) 
 
もう一つの問題点は、Ito&Mester が「非抑制」という用語を全く定義していない点に
ある。例えば、この用語で Hamano が挙げた分類をまとめる際、「安っぽさ」がここに入
るかどうか定かではないと思われる。このように Ito&Mester は、「非抑制」が何を指すの
かを明確にしないまま、拗音が拗音を持たないミニマルペアの意味に「非抑制」の意味を
与えるとしているのである。しかし以下の例からも明らかなように、この主張には疑問が
残る。例えば、例 4.a.のミニマルペアにおいて、「ぽたぽた」は「ぽちゃぽちゃ」よりも「抑
制」があるはね方をすると考えられる。また「ざぶざぶ」と「じゃぶじゃぶ」の場合、「じ
ゃぶじゃぶ」は水量がより少ないようすを表わし、比較的大きくて素早いはね方を表わす
と考えられる。一方、例 4.b.のミニマルペアにはそのような意味的なニュアンスが感じら
れないと思われる。 
 
例４.a.：― ぽちゃぽちゃ potya-potya（液体が何度も揺れ動いてはねる音） 
― ぽたぽた pota-pota（水滴状の物が連続してしたたり、漏れる時の音・ようす） 
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― じゃぶじゃぶ zyabu-zyabu（液体が繰り返し揺れ動いて出す音） 
― ざぶざぶ zabu-zabu（かなり大量の液体が揺れ動いて波立つ連続音・ようす） 
 
例４b：― ぴょこぴょこ pyoko-pyoko（身軽に飛び跳ねるような動きを繰り返すようす。 
跳ねるような動きで小刻みに動くようす） 
― ぽこぽこ poko-poko（液体中で空気が小さい泡となり、連続的に、あるいはいく 
つも浮かんで破れる音。中が空洞で、かつ薄くて堅い物がへこんだりはね返った
りする音、ようす） 
 
― かしゃかしゃ kasya-kasya（写真撮影時にカメラが発する音） 
― かさかさ kasa-kasa（乾いて薄い物体、また小さい物体が連続してこすれ合った 
り、崩れたりして出す音。水分、油気がすっかりぬけてひからびているようす） 
 
― ぐしゅぐしゅ gusyu-gusyu（鼻水をすすり上げる音） 
― ぐすぐす gusu-gusu（鼻をすする音。いくぶん乾いた感じ） 
 
これらの例からも明らかなように、拗音を持つオノマトペの全てが「非抑制」のニュア
ンスを含むものとして一般化することは不適切である。従って Hamano が規定しているよ
うに、拗音の意味的なニュアンスは多様であると考えるべきであろう。また万が一一般化
を試みたとしても、「非抑制」という用語は適切ではないであろう。このようにこの問題に
は困難な点が多く伴うため、単純な一般化は不可能と考えられる。 
このような問題を考慮し、ここでは先ず Hamano の分類に依拠しつつ拗音を持つオノマ
トペの意味的な特徴を検討していく。更にオノマトペが持つ基本的な意味（辞書の定義）
や、文脈上の意味によって「良い」、「悪い」、「ニュートラル」などのように変化するオノ
マトペの意味的な評価性を考察していきたい。 
 
2.1.3.1. 基本的な意味（辞書の定義）からみた評価性 
 
辞書が定義する擬声語・擬態語は、それぞれの意味から判断して「プラス」つまり「良
い」、あるいは「マイナス」つまり「悪い」、更には「ニュートラル」の意味を持つものに
分類することができる。更に母音「e」や濁音と同様にすべての場合ではないが、文脈にお
いて、「プラス」や特に「マイナス」の基本的な意味を表わすオノマトペと共にこれらの「ニ
ュアンス」を補ったり、強めたりする語句と共起することが多くみられる。これらの記述
は第 2 章での記述と同様に否定的な語句を網掛けで示し、また肯定的な語句を枠線で表わ
す。そして反意的な働きを持つ語句を波線で表わすことにする。 
 
  
2.1.3.1.1.「かわいらしい」など、プラスのイメージを持つオノマトペ 
 
資料編の資料 1.d.からも明らかなように、オノマトペの擬声語・擬態語辞典に掲載され
ている意味においては「かわいらしい」など、「良い」意味を持つ単語は非常に少ない。そ
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れらは主に「子供らしさ・かわいらしさ」、あるいは「小さいものや小さい動き」や「しっ
かりしている・快感」を表わすものの三つに分けることができる。これらの例として以下
のものが挙げられる。 
 
2.1.3.1.1.1.「子供らしさ・かわいらしさ」を表わすオノマトペ 
 
1. ひょこひょこ hyoko-hyoko（小さく、不規則な動作や運動が何度も繰り返されるようす。
急に行われる動作。子供のように不器用に歩くようす） 
例：子猫はそのまま市場の裏をひょこひょこと歩いていました。 
(http://www1.interq.or.jp/nekomiya/aozora/aozoraironokoneko3.htm) 
 
2. ぴょこぴょこ pyoko-pyoko（身軽に飛び跳ねるような動きを繰り返すようす。跳ねるよう
な動きを小刻みに動くようす） 
例：カエル、ぴょこぴょこ
今年はまだですが、いまごろになるとよく、親指の半分くらいの雨蛙を、家のそばで見か
けます。動きものんびりしていて、手に乗っけたりできていいんですが、いったいどこか
らくるのかがわからない。 
(http://stylog.jp/footloose/2005-06-01-1) 
 
上述の例 1 と例 2 の「ひょこひょこ」と「ぴょこぴょこ」は同じ形態を持つオノマトペ
であるが、清音と半音が参加することだけで異なっている。しかし両者は「小さい動物」
の動きに対して使用され、更に「かわいらしさ」といったニュアンスが含まれると考えら
れる。例えば「ぴょこぴょこ」は多くの場合、小さい蛙の動きを表わす時に用いられる単
語である。また例 1 のように「ひょこひょこ」は子猫や子犬に対して使われる場合もみら
れる。 
 
3. ぽちゃぽちゃ potya-potya（液体が何度も揺れ動いてはねる音。子供や若い女性が愛らしく
肉づきのよいようす） 
例 1：.強い潮の香に混って、瀝青や油の匂が濃くそのあたりを立て罩めていた。もやい綱が船
の寝息のようにきしり、それを眠りつかせるように、静かな波のぽちゃぽちゃと舷側を
叩く音が、暗い水面にきこえていた。（梶井） 
例 2：夏「ばあちゃんは、ぽちゃぽちゃの顔だね」 
母「え～、デブン、デブンじゃない！」 
夏「ぽちゃぽちゃ、だよ～」 
母「ばあちゃん、この言葉聞いたら喜ぶよ」 
夏「え～？お母さんは、カレーパンマンの 
カレーをチューっと吸いとった 細長～い顔みたい！」 
母「うっ。全然うれしくない…」 
(http://zukkoke.exblog.jp/27246) 
例 3：☓☓ちゃんは、小さくて、ぽちゃぽちゃしていて、本当に可愛い女のコです。 
(http://www.shocker.jp/DB/DB01.htm) 
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例 3.1.の「ぽちゃぽちゃ」は波の静かな耳ざわりの良い音を表わすが、「かわいらしさ」
や「子供らしさ」が感じられない。一方、例 3.2.や例 3.3.において「ぽちゃぽちゃ」は女
性が「かわいく」太っているという「プラス」のニュアンスで用いられている。このよう
なことは「喜ぶ」や「可愛い女のコ」という肯定的な意味を持つ語句からも確認できる。
このように、「ぽちゃぽちゃ」は、「かわいらしい」といった肯定的なニュアンスで用いら
れることが最も多くみられる。そのため、この基本的な意味は「プラス」であることが判
断できる。 
 
2.1.3.1.1.2.「小さい・かわいらしいものや動き」を表わすオノマトペ 
 
4. ぴょんぴょん  pyoN-pyoN（続けて小さい動きで飛び跳ねるようす） 
例 1：自分が、ドアを細くあけて中をのぞいて見ますと、白兎の子でした。ぴょんぴょん部屋
中を、はね廻り、親子はそれを追っていました。（太宰） 
例 2：すると耳に手をあてて、わああと云いながら方足でぴょんぴょん飛んでいた小さな子供
ら、ジョバンニが面白くかけるのだと思ってわあおと叫びました。（宮沢賢治『銀河鉄
道の夜』、p. 169） 
 
例 4.1.や例.4.2.から明らかなように「ぴょんぴょん」は小さい兎や子供の動きに対して
用いることによって、「かわらしい」、「良い」といった意味を保つ。 
 
5. ちゅうちゅう  tyuu-tyuu（口をすぼめて液体などを連続的に吸う音。鼠の鳴き声） 
例 1：はらりと立って、脛白き、敷居際の立姿。やがてトントンと階下へ下りたが、泣き留ま
ぬ譲を横抱きに、しばらくして品のいい、母親の優しい形で座に返った。燈火の陰に胸
の色、雪の如く清らかに、譲はちゅうちゅうと乳を吸って、片手で縋って泣いじゃくる。
（泉） 
例 2：ペコさんの猫さん、う～ら～や～ましーーー！！ 
腕のトコで寝てくれるなんていいなぁ～ 
ちゅうちゅうも指しゃぶりみたいでカワイイ～  
うちのコもちゅうちゅうはするんだけど、それは私の耳たぶ・・・ 
(http://www.vets.ne.jp/log/search/data/1200/200009/67.html) 
例 3：指吸いが始まりました  
いてもたってもちゅうちゅうちゅうちゅう、、 
寝ながら、お散歩しながらいつでもちゅうちゅうしています。（赤ちゃんのことが語ら
れている） 
(http://www1.ocn.ne.jp/~iam/aomi04.htm) 
 
例 5 の「ちゅうちゅう」は赤ちゃんが乳を飲む時や指をしゃぶる時また子猫など、小さ
い動物が吸う時の音を表わす際、「かわいらしい」というイメージを持つ。更に例 5.2.のよ
うに語り手は「かわいい」といった「プラス」のニュアンスを持つ語句で明らかに「良い」
評価をする。 
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6. ぴょいぴょい pyoi-pyoi（動作、運動が軽く何度も繰り返されるようす） 
例：お昼ごはんを食べていたら、窓の外に見える梅の木に鶯が二匹！梅の花をつつきながらかな
り長い間ぴょいぴょい飛び回っていて、なかなかほほ笑ましい光景だった。 
(http://blog319kachang.ameblo.jp/) 
 
例 6 の「ぴょいぴょい」の基本的な意味をみると「かわいらしさ」というニュアンスは
明確に伝わられないが、用例から明らかなように「小さい鳥」などの動きを表わす時、こ
のような「良い」評価が入ってくる。更にこのようなことは語り手から見た動きは「ほほ
笑ましい光景」として評価されることからも確認できる。 
 
2.1.3.1.1.3.「しっかりしている・快感」を表わすオノマトペ 
 
拗音を含むオノマトペの中では「プラス」のニュアンスを持つと思われる、「しっかり
している・快感」といったオノマトペ群もある。 
 
7. ちゃんと tyaN-to（まっとうで恥ずかしくないようす。立派なようす。あることの成立する
ことが、確実で疑いようのないようす。三味線をひく時に出る音） 
例 1：太郎は、父親にそそのかされて、とって来たタコもちゃんと料理するようになった。ま
ず塩でもんで、その間にお湯を沸かす。（曽野） 
例 2：「ところで、揚場のおばちゃんには子がないし、田舎の酒屋は没落とはいっても家はち
ゃんと残ってるんだから、梅公におばちゃんの跡を継がせればいいわけだが、また以前
そんなはなしもあったそうだがね、今日になってそれがそういかないというのは、ここ
に妙ちゃんというものがあらわれたんだ。」（石川淳） 
 
8. しゃんと syaN-to（姿勢や気持ちが明瞭でしっかりしているようす） 
例 1：つまりは小市民の、お定まりの没落過程をたどった身の上ばなしで、これを渾然たる小
説的構成に盛り上げるならばいざ知らず、ただの噂の聞書では畢竟千篇一律の貧棒ばな
しに堕するわけだが、当人はさのみ貧棒を苦にせず、これも身に附いた芸のうちか、と
もかくしゃんと張を見せて小綺麗に住みなしたのが清元延津賀の女世帯であった。しか
しいったい張を見せるとは何のことであろう。（石川淳） 
例 2：その一ばん太い幹のわきに、これだけは不思議にしゃんとして嵯峨石の細長い角柱が立
っている。どうしてこの石柱だけ倒れなかったのだろうか。（井伏） 
 
例 7 の「ちゃんと」と例 8 の「しゃんと」は「しっかりしている」という意味を持つ上
でほぼ同じ「良い」といったニュアンスを含む。このようなことは用例からも明らかであ
る。 
 
9. しゃきっ syakiQ（さわやかで快い歯ごたえや手触りのようす。気持ちや身体が引き締まっ
ているようす） 
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例 1：きゅうり、筋をとったセロリも斜めに薄切りにし、水につけてシャキッとさせる。（『時
間がないとき大助かり、簡単レシピで２０分クッキング』p. 10） 
例 2：カリフラワーはよく洗って一口大の小房に分け、水につけてシャキッとさせ、ざるに上
げて水けをきる。（『時間がないとき大助かり、簡単レシピで２０分クッキング』p. 92） 
 
例 9.1.と例 9.2.から明らかなように「しゃきっ」は多くの場合食べ物に対して用いられ
るオノマトペであり、野菜などは新鮮に近い状態にあり、歯ごたえが良いといった「プラ
ス」のニュアンスを持つ。 
 
10. しゃりしゃり syari-syari（堅くて薄い物、細かい物が連続してこすれ合って出す音。歯ざ
わり、手ざわり、肌ざわりに張りがあり、べとつかずさわやかなようす） 
例 1：かにと豆腐のふわふわ揚げ 
豆腐はふわふわ、れんこんはしゃりしゃりとてもおいしい揚げ物です。 
(http://cookpad.com/guest/index.cfm?ID=4781&Page=recipeID=16152&Mode=full) 
例 2：着物を着、褞袍を羽織って粗雑に帯を巻きつける。帯はむかし龍子が選んでくれた上等
のもので、しゃりしゃりとした手触りがし、巻きつけながら徹吉は舌打をした。（北） 
 
例 10.1.の「しゃりしゃり」は「しゃきっ」と同様に食べ物に使用される場合、「歯ごた
えはとても良い」という状態を表わす。更にこのような「良い」ニュアンスを表わすこと
は出来事としてだけではなく、語り手の「おいしい揚げ物」という肯定的な評価から判断
できる。また例 10.2.のように「物の手触りが良く」、「上品な」ものであるようすを表わす
際も肯定的な意味で使用される場合がみられる。 
 
2.1.3.1.2.「悪い」ニュアンスを持つオノマトペ 
 
拗音を含むオノマトペの中では肯定的なニュアンスを持つオノマトペと同時に「悪い」
あるいは「マイナス」の意味を持つものも多くみられる。それらの基本的な意味上では「不
安定な状態や不安定な動き」、「しまりがない・形がきれいに整っていない・不快感」、「騒
音(noisiness)」、「多様性」を表わすオノマトペに大別できる。 
既に述べたように一般語彙に見られないが、オノマトペにおいては直音と拗音の形態上
のミニマルペアが数多く存在することが特徴的である。更にこのような特徴は意味的な面
にもみられる。ここで意味を辞書の語義説明において分析する際、ミニマルペアを用いる
ことによって、それらの意味的な相違が最も明確にできると思われるため、ミニマルペア
を持つものをそのミニマルペアと共に挙げ、考察する。 
 
2.1.3.1.2.1.「不安定な状態や不安定な動き」を表わすオノマトペ 
 
11.a. きょろきょろ kyoro-kyoro（落ち着きがなく辺りを見回すようす） 
例 1：なぜなら、青雲堂のおじさんがこの日ばかりは生真面目至極に、おまけに終りに殿をつ
けて名前を、――たとえば「吉田勝三郎殿」と聞いたこともない名前をよみあげると、
なんと平生「さいづち」と呼ばれているはずの頭の平たい看護人が、びっくりしたよう
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に二、三度きょろきょろと周囲を見まわしてから、おそるおそる進みでてくるのだ。（北） 
例 2：彼はきょろきょろと不安そうに視線をさ迷わせた。（北） 
 
Hamano (1995)は「きょろきょろ」を基本的に子供が動くことを表わすとしている。し
かし以下の例からも明らかなように子供に対して使われる際にも「子供らしさ/かわいらし
さ」というより、むしろ「不安・落ち着きがない」といったマイナスのニュアンスを表わ
す方が強いと言える。 
例 3：４ヶ月になろうとする男の子がいます。最近、授乳中（母乳、ミルク共）私の顔を見な
いで辺りをきょろきょろよそ見ばっかりするのですが、これって心配いらないですか？
もしかして母子のコミュニケーションがうまく取れてないのかなって思ってるのです
が…… 
(http://bekkoame.okweb.ne.jp/kotaeru.php3?q=1137570) 
 
11.b. ころころ koro-koro（球状の物が連続してころがるようす。まるく、十分に身が詰まっ
ているようす。物事が引き続いてたやすく行われるようす） 
例 1：何か黒い小さなものがその屋根の頂きからころころと転がって来ては、庇のところから
急に小石のように墜落して行くのだった。しばらく間を置いては又それをやっている。
（堀） 
例 2：その有様に、桃子叔母さんは尺八というものの難かしさ、青雲堂主人のさすがに立派な
技術に感服し、それからどうしたものかあまり理由もなく、すっかり悦に入り一人で面
白がって、不行儀に上半身を折り曲げ、ころころとしばらくのあいだ笑いころげた。（北） 
 
更に拗音と直音のミニマルペアを比較すると、例 11.a.と例 11.b.の「きょろきょろ」と
「ころころ」は、両者共に「回転する」、「転がる」といった動作が感じられる。しかし「こ
ろころ」が表わす動きにはある程度安定性があると言えるが、これと異なり、例 11.a.の「き
ょろきょろ」では「動きの不安定の状態」といった意味が感じられる。これはオノマトペ
と共に現れる否定的な意味を持つ語句からも判断できる。例 11.a.1.において「おそるおそ
る」が用いられ、例 11.a.2.では「不安そう」という表現が使われている。 
 
12.a. ちょろちょろ tyoro-tyoro（わずかな液体が連続して流れ出る音・ようす。小さな炎が小
刻みに揺れ動くようす） 
例 1：その男は一寸頭で挨拶して囲炉裡の座に這入って来たが、天井の高いだだっ広い台所に
点された五分心のランプと、ちょろちょろと燃える木節の囲炉裡火とは、黒い大きな塊
的とよりこの男を照らさなかった。（有島） 
例 2：山襞にはまだ雪が残っていて、陰影がごく濃い。徹吉の生家の、ひびのはいった蔵の白
壁が見えることもある。それから家の前の、常々そこで顔を洗った、ほんのちょろちょ
ろとした流れ。（北） 
 
12.b. とろとろ toro-toro（液体にやや粘り気があってなめらかなようす。やや粘り気があって
なめらかな液体が連続して流動するようす。火が非常に弱く燃え続けているようす） 
例 1：「ねえ、帰れないわ。女中さんが火を入れに来て、みっともない、驚いて飛び起きたら、
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もう障子に日があたってるんですもの。昨夜酔ってたから、とろとろと眠っちゃったら
しいわ。」（川端） 
例 2：男の癖に、父の正二郎はホット・ケーキが好きであった。アメリカ風に、ごく薄くやい
たパン・ケーキ二重ねに、とろりとろとろとメープル・シロップをパン・ケーキが泳ぐ
くらいかけて、必ず大コップ一ぱいの牛乳をそえる。（曽野） 
 
例 12.a.の「ちょろちょろ」と例 12.b.の「とろとろ」は「液体が流れる」ということを
表わす上では意味的ペアである。しかし用例からも明らかなように「とろとろ」は液体な
どのとろみや粘り気を表わし、ある程度の安定感といった感じを与える。一方、例 12.a.1.
と例 12.a.2.では、「ちょろちょろ」は小さい炎や少量の液体が不安定に動くといった好ま
しくない意味的なニュアンスが感じられる。 
 
13.a. ひょろひょろ hyoro-hyoro（細く、長く、高くのびるようす。やせ細って背の高いよう
す。力なく足の運びがおぼつかないようす） 
例 1：完全に三日眠り痴けて、錐で刺しても死んだように動かず、脈はうち続けて、やがて眼
醒めたとき塩湯を飲ませると間もなく起き上って、ひょろひょろ歩き出した。（有吉） 
例 2：「光線不足」が原因です。長い間、光線不足な場所に置いていますと、茎や枝等が「徒長」
してしまい、ひょろひょろになってしまいます。 
(http://dictionary.bloom-s.co.jp/sindan/k-sinda6.htm) 
 
13.b. ほろほろ horo-horo（小さくて軽やかな物が、一つ一つ静かにこぼれるように落ちるよ
うす） 
例 1：君の眼からは突然、君自身にも思いもかけなかった熱い涙がほろほろとあふれ出た。（有
島） 
例 2：色んな場所で、色んな人が泣いている。小さな赤ちゃんが泣いて、その横で新米のお母
さんがやっぱりほろほろと泣いていて、振られて泣いている学生もいれば、映画館でス
クリーンを見ながら泣いている人もいる。 
(http://www.hirax.net/dekirukana6/teardrops/) 
 
例 13.a.の「ひょろひょろ」と例 13.b.の「ほろほろ」は意味的ペアではない。しかし「ほ
ろほろ」の基本的な意味をみると「こぼれるように落ちるようす」を表わすが、「不安定」
といったニュアンスは全く感じられない。一方、「ひょろひょろ」の場合、「ほろほろ」と
異なり、「力が入らない・不安定な動き」を表わす。更に例 13.a.1.と例 13.a.2.からも分か
るように、「死んだように」や「光線不足な場所」のような否定的な語句と一緒に用いられ
ることもあり、オノマトペの否定的なニュアンスに同義的に結ばれている。 
 
14.a. きょときょと kyoto-kyoto（不安や恐れで、落ち着きなくあちらこちらに視線やるよう
す） 
例 1：私は小石川へ引き移ってからも、当分この緊張した気分に寛ぎを与える事が出来ません
でした。私は自分で自分が耻ずかしい程、きょときょと周囲を見廻していました。（夏目） 
例 2：それから勉強家だとも褒めてくれました。けれども私の不安な眼つきや、きょときょと
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した様子については、何事も口へ出しませんでした。（夏目） 
 
14.b. ことこと koto-koto（堅い物体が振動して軽く打ち当たる時の連続音。物を煮込んでいる
ときの音・ようす） 
例 1：軽くレモン汁をふって鍋に入れて 
少しひたる位の水と少しの砂糖 
それにほんの少し風味付けにクローブを入れて 
弱火でことこと。 
(http://appril.tea-nifty.com/appril/2005/01/post_28.html) 
例 2：この暑いのに、オッカサンはまだネルの着物を着ている。洗いざらしたネルの着物で、
ことことさっきからキャベツを刻んでいる。部屋の隅に板切を置いて、まことにきれい
な姿なり。（林） 
 
例 14.a.の「きょときょと」と例 14.b.の「ことこと」は意味的ペアではない。しかし例
14.b.1.と例 14.b.2.から明らかなように「ことこと」が表わす「物事の動き」は規則的であ
るのに対して、例 14.a の「きょときょと」の場合ではこれと正反対の「不安定」や「不規
則」な動きを表わす。更に例 14.a.1.のように語り手からみると「自分でも恥ずかしい」よ
うな状態を表わすこと、あるいは例 14.a.2.のように「不安な眼つき」といった「マイナス」
のニュアンスを持つ語句と共起し、拗音を含むオノマトペの否定的なニュアンスが強調さ
れる。 
 
2.1.3.1.2.2.「しまりがない・形がきれいに整っていない・不快感」を表わすオノマトペ 
 
15.a. めちゃめちゃ metya-metya（正常な形や秩序、道理などが非常に乱れたり壊れたりして
いるようす） 
例 1：運転手（四六）の大谷石を積んだ大型トラックに衝突、乗用車はめちゃめちゃになり、
いっしょに乗っていた未紀さんの母操さん（四三）は頭を打って即死、未紀さんは頭な
どに全治二カ月の重傷を負った。原因は未紀さんのスピードのだしすぎと前方不注意。
（倉橋） 
例 2：政治家三人が日本の医療をめちゃめちゃにしたのは、日本医師会が裏で操っていたから
こそである。 
(http://www1.u-netsurf.ne.jp/~Nakajima/branch/mechyamechyaka.html) 
 
15.b. めためた  meta-meta（物事の正常な形、秩序、組織などが完全に損なわれたり、乱れた
りしているようす。また、体がひどく疲れていて動かなくなってしまうようす） 
例 1：土日祝日の前日は  29 時まで営業らしい。これで始発にも間に合います。って５時まで
投げる気か？そんなとんでもなく久し振りでもないはずなのだが、なんかめためたな状
態。二ゲーム終了した段階で全員めためたになる。 
(http://www1.powerzoo.net/~7fleet/cgi-bin/hns-lite/?0424) 
例 2：今日は一時間ぐらい廣大と電話しました。それというのもあたしの心理状態がめためた
で誰かに話を聞いてもらいたかったからなんだけど。本当に本当にめためたで部活で泣
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いちゃったし…… 
(http://www4.diary.ne.jp/user/451527) 
 
例 15.a.の「めちゃめちゃ」と例 15.b.の「めためた」は意味的ペアである。両者とも母
音「e」を含むため、それらの意味には本来「悪い」ニュアンスを伴い、即ち「物事の形は
非常に失われている」という状態を表わす。しかし例 15.a.の「めちゃめちゃ」の場合は「め
ためた」にみられない、「混乱度の高い状態」という意味も含まれている（例 15.a.1.と例
15.b.2.）。 
 
16.a. にょろにょろ nyoro-nyoro（円筒状の細長くぬめりのある物が、連続してくねり動くよ
うす） 
例 1：自宅にまで彼は生きたやつめうなぎをどっさり持ち帰ってきて、桃子の住むその家の中
で解剖したりするのであった。ところで桃子のほうは、生れつきにょろにょろしたもの、
細長いものが大嫌いだった。（北） 
例 2：とまぁ、こんなに芸術方面に疎いアタシでも、今日のフロアの盛り下がりっぷりと、マ
ナーの悪さくらいは分かったな。何?! この床から生えてるカラフルなニョロニョロは?! 
…ん？  ニョロニョロ知らない？  ムーミンに出てくる白くて細長くて地面から生えてて、
にょろにょろ揺れてるヤツ。踊ってないじゃん！ 踊れてないじゃん！ 
(http://www.asahi-net.or.jp/~wp8m-kni/newpage31.htm) 
 
16.b. のろのろ noro-noro（運動の進行が非常にゆっくりしているようす） 
例 1：よごれた食器を、まとめて土間におろし、のろのろした動作で、その上に砂を盛上げな
がら、言いにくそうに女が言った。（安部） 
例 2：加恵はのろのろと井戸端へ戻ると、手桶の湯を流しに空けた。井戸水でゆるめたのに外
が寒いためか、湯はもうもうと白い湯煙を噴き上げて霖雨の下を流れて行った。（有吉） 
 
例 16.a.の「にょろにょろ」と例 16.b.の「のろのろ」は両者とも「動作」を表わす。し
かし「のろのろ」は「遅い動作」を強調するのに対し、これと異なり「にょろにょろ」の
場合はその意味の中心が「くねること」にあるため、「しまり」がないといった意味のニュ
アンスが感じられる。更にこの動作を行う物も細長くて、しっかりしていないことなど、
「良い」気持ちに及ばない物が多い。更に例 16.a.1.のように「大嫌い」という否定的な語
句が使用されることによって、「にょろにょろ」の事柄について語り手のマイナス評価が明
確である。 
 
 
17.a. ぐにゃぐにゃ gunya-gunya（柔らかい物が、ゆがんだり、ねじれたりして、本来あるべ
き形が崩れて変形しているようす。体の力が抜けて一定の姿勢を保つことができずよじれたり、
動作態度などがいいかげんだったりで、しまりがないようす） 
例 1：「あたしどうしたって二千円……」と、いつもはぐにゃぐにゃしているからだをぴんと
そらし眼をすえて猛り立つ有様は別人のごとく、わが姪ながらこうも変るものかとあき
れつつ、今は延津賀がなだめ役にまわる仕儀であった。（石川淳） 
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例 2：海面に浮くぐにゃぐにゃのクラゲみたいな、でもちょっと違う半透明の物体が、波音一
つ、三人を観察していたとかなんとか…… 
(http://www1.ocn.ne.jp/~quelle/buttai.htm) 
 
17.b. ぐなぐな  guna-guna というミニマルペアは存在しない。 
 
例 17.a.の「ぐにゃぐにゃ」はミニマルペアを持たないが、基本的な意味や用例から判断
すると、「にょろにょろ」と同様に否定的なニュアンスを持つオノマトペである。しかし「に
ょろにょろ」と多少異なり、「ぐにゃぐにゃ」は物の動作だけではなく、物の形が「くらげ」
などのように「しっかりしていない・しまりがない」といった「マイナス」の意味を含ん
でいる。更に例 17.a.1.にみられるようにこのようなマイナスの意味が肯定的な意味を持つ
語句（「ぴんとそらして」）との対立的な関係からも明らかである。 
 
18.a. くしゃくしゃ kusya-kusya（しわがよったりまじり合ったりして形が崩れた状態になる
ようす。紙やビニールなどを乱暴に握ったり、もんだりする音・ようす。気持ちの整理がつか
ず、安らかでいられないようす。声に出さずに口の中でぐちなどをつぶやくようす。口の中で、
食べものを、いかにもまずそうに噛むようす） 
例 1：翌朝、出社して来た伸子は、入り口に座り込んでいる三枝を見て目を丸くした。髪はく
しゃくしゃ、不精ひげがのびて、ネクタイはひん曲がって、どうにも見られないスタイ
ル。（赤川） 
例 2：紙をくしゃくしゃに丸めてぽいっと投げ捨てる。  
(http://bookd.kuronowish.com/item/2227) 
例 3：心がくしゃくしゃになって 
ぼたぼたの涙流して 
息ができないくらいに泣いて 
それで気が晴れるならいいじゃない 
(http://homepage2.nifty.com/yuurikou-gindukiyo/kusya2.htm) 
 
18.b. くさくさ  kusa-kusa（憂鬱になり、気持ちがふさぐようす） 
例 1：腫物の口をチョンと切って膿出すだけの治療ばかりが続くと、実のところはくさくさし
てくるのや。（有吉） 
例 2：……考へるとつくづく奉公が嫌やになつてお客を呼ぶに張合もない、ああくさくさする
とて常は人をも欺す口で人の愁らきを恨みの言葉、頭痛を押へて思案に暮れるもあり、
ああ今日は盆の十六日だ……（田辺） 
 
例 18.a. の「くしゃくしゃ」と例 18.b.の「くさくさ」は「気持ちの整理が付かない」
といった意味に対して意味的ペアではあるが、「くしゃくしゃ」の意味には「くさくさ」に
はみられない、「状態が混乱している」といった意味的なニュアンスが含まれている（例
18.a.1.・例 18.a.2.・例 18.a.3.）。更に人間の心理状態に対して用いられる場合、それぞれ
の用例から明らかになるように「くさくさ」は「気持ちが低迷して晴れない状態」、即ちゆ
ううつな状態を中心に表わしている（例 18.b.1.・例 18.b.2.）。一方、「くしゃくしゃ」は
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「気持ちの整理が付かず混乱している状態」を表わす（例 18.a.3.）。つまり「くしゃくし
ゃ」は「混乱していること」、即ち「しまりがない」というマイナスの意味を中心にするオ
ノマトペである。 
 
19.a. いちゃいちゃ itya-itya（男女が露骨になれなれしく甘え合うようす。不快感を持ってい
う） 
例 1：「歳も離れてるんだろうなのに、いちゃいちゃしちゃってさ」 
センセイは、ああ、というふうに鷹揚に頷き、それからまっすぐ前を向いた。（川上弘
美『先生の鞄』、p. 107） 
例 2 15：娘がボーイフレンドと目の前でいちゃいちゃするのを見て、父親は母親に「どんな育
て方をしたのか」とぶつぶつ言った。 
 
19.b. いたいた ita-ita というミニマルペアは存在しない。 
 
例 19.a.の「いちゃいちゃ」はミニマルペアを持っていないオノマトペであるが、例 19.a.1.
や例 19.a.2.からも明らかなように、「だらしない」という不快感を与える行動を表わして
いる。更にこのような否定的な意味が例 19.a.1.のように「歳も離れてるんだろうなのに」
のようにマイナスの意味を持つ語句との対立的な関係によって明確にされるが、一方例
19.a.2.ではこの否定的な評価が否定的な意味を持つオノマトペ（「ぶつぶつ言う」）と直接
に結び付いている。 
 
20.a. むしゃむしゃ musya-musya（食べ物を一度にたくさん口に入れて不作法に食べ続ける
ようす。焦りや不快感で気持ちが落ち着かず腹立たしくなっているようす） 
例 1：ミネコは おすそわけられた チョコレートキャラメルむしゃむしゃと 食べながら 
口もきけずにチョコレートキャラメル むしゃむしゃ 食べたアンナのぶんも むし
ゃむしゃ 食べてひとつのこらず むしゃむしゃ 食べた。 
(http://www1.odn.ne.jp/cfg66950/newpage6.htm) 
例 2 14：ジグソーパズルは頭の体操にいいと友人に勧められて、早速やってみたが、なかなか
うまくできずむしゃむしゃして、かえってストレスがたまるだけだ。 
 
20.b. むさむさ musa-musa というミニマルペアは存在しない。 
 
例 20.a.の「むしゃむしゃ」の基本的な意味や記述された用例からみると、「しまりなく
食べる」様子（例 20.a.1.）や「気持ちが落ち着かず、腹が立っている」様子（例 20.a.2.）
を表わし、やや不快感を与える拗音を持つオノマトペである。 
 
 
 
                                                  
 
14本例はKakehi, Tamori, SchourapのDictionary of Iconic Expressions in Japaneseから取ったもので
ある。 
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2.1.3.1.2.3.「騒音(noisiness)」を表わすオノマトペ  
 
以下のミニマルペアの例から明らかなように、拗音を持つオノマトペには余計な音（騒
音）といった「耳ざわり」の良くない意味的なニュアンスを持つ拗音を含むオノマトペが
みられる。 
 
21.a. しゅるしゅる syuru-syuru（点火されたものや線状のものが、線状に伸び走る時の音・
ようす） 
例 1：砲声は止んだ。小屋は今は太い火束となって、盛んに燃えていた。火の中から、しゅる
しゅると水の流れるような音が、聞えて来た。風はなく、煙は真直に突立って、私の眼
の高さの中空から、扇形に開いた。（大岡） 
例 2：スパゲッティ食うのにナイフ使ってたけど。ナイフ＆フォーク。ざっく、ざっく。しゅ
るしゅる。ちゅるちゅる。 
(http://r05skf.jugem.cc/?eid=1217) 
 
21.b. するする suru-suru（線がのびる感じで、連続的に素早くなめらかに移動したり、進行
したりするようす） 
例 1：あなや、女はスキーに飛び乗って、庭のおもてから月光に乗り上げて、光のすじの斜面
をさかしまに、するすると本堂の屋根にすべりあがって、屋根より高く、空の高みヘ、
月のほうへと、翔りのぼって行くかと見えた。（石川淳） 
例 2：藍子は格子戸に手をかけた。思いがけずするすると大きく開いた。家の中はすでに暗い。
（北） 
 
例 21.a.の「しゅるしゅる」と例 21.b.の「するする」は「物事が進行するようす」を表
わすことに対して、意味的なペアであると言える。しかし「するする」の場合、その進み
方は滑らかであることに対し、「しゅるしゅる」の場合は摩擦の高い音が混じり込んでいる
と思われる（例 21.a.1.・例 21.a.2.）。 
 
22.a. かちゃかちゃ katya-katya（小さくて、堅い金属製の物が複数で軽くぶつかり合って繰
り返し出す音） 
例 1：太郎は丼の底でかちゃかちゃとスプーンを鳴らしながらシチューを食べ終った。（曽野） 
例 2：人のところに、始まる寸前に二人ほど来場。その客が何をそんなにかちゃかちゃ言わせ
てるのか、始終かちゃかちゃがさがさ！！！ 
(http://sakura1043.web.infoseek.co.jp/game.html) 
 
22.b. かたかた kata-kata（堅くてあまり重くない物体が他の物体に連続して軽く打ち当たっ
て出す音） 
例 1：……浅黄の襷、白い腕を、部厚な釜の蓋に一寸載せたが、円髷をがっくりさした、色の
白い、歯を染めた中年増。この途端に颯と瞼を赤うしたが、竈の前を横ッちょに、かた
かたと下駄の音で、亭主の膝を斜交いに、帳場の銭箱へがっちりと手を入れる。（泉） 
例 2：……母親の呼声しばしばなるを侘しく、詮方なさに一ト足二タ足ゑゑ何ぞいの未練くさ
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い、思はく耻かしと身をかへして、かたかたと飛石を伝ひゆくに、信如は今ぞ淋しう見
かへれば紅入り友仙の雨にぬれて紅葉の形のうるはしきが我が足ちかく散ぼひたる、そ
ぞろに床しき思ひは有れども、手に取あぐる事をもせず空しう眺めて憂き思ひあり。（壺
井） 
 
例 22.a.の「かちゃかちゃ」と例 22.b.の「かたかた」は「比較的に小さくて重くないも
のが打ち当たるときの音」を表わす面では意味的ペアである。しかし一方、「かたかた」は
下駄などがする鈍い音を表わすのに対し（例 22.b.1.）、拗音が入った「かちゃかちゃ」は
基本的に金属製の物の音に対して使われること（例 22.a.1.）から甲高い音を表わすと言え
る。 
 
23.a. くちゃくちゃ kutya-kutya（物を食べたり噛んだりする時の音。または、そういう音を
立てながら下品に物を食べたり噛んだりするようす。紙などの柔らかい物が丸めたりしてしわ
だらけになっているようす） 
例 1：シスター・テレサ・イネスは、ドルを持っていた。それも、くちゃくちゃのお札で十八
ドルきっかりあった。（曽野） 
例 2：箸の持ち方とかはぼくもちゃんとできているわけじゃないし、気にしても 
しゃあないとおもって気にしないようになってきてるんですが、どうしても 
無視できないのが食べてるときにくちゃくちゃうるさい輩。 
あれだけは何をどうやっても無視できません。 
くちゃくちゃだけはどうしても我慢できないんですよね～。 
(http://pinos.as.wakwak.ne.jp/mt/archives/000923.php) 
 
23.b. くたくた kuta-kuta（張りがなくなって萎え崩れ、本来の形を保ちにくくなっているよ
うす。疲労で体の力がまったくぬけているようす。物を弱火で煮込む時の音・ようす） 
例 1：私たちは毎日くたくたに疲れきって仕事から帰ってくると天幕村や駐屯所のまわりの荒
地を箒で掃かされた。兵士たちはかがり火をたいて終夜歩哨をやった。（開高） 
例 2：くたくたの紺のモンペをはいた平凡な顔の男だが、こちらの聞くことは何かにつけてよ
く知っていた。（井伏） 
 
例 23.a.の「くちゃくちゃ」と例 23.b.の「くたくた」は、「物事が形を失っている」とい
う意味の上では意味的ペアである（例 23.a.1.と例 23.b.1.・例 23.b.2.）。しかし例 23.a.2.
において示されているように、「くちゃくちゃ」は「くたくた」にはみられない「うるさい」
といった意味を持つため、上述の「しまりがない・形がきれいに整っていない・不快感」
というグループではなく、「騒音(noisiness)」といったグループに分類する方がより適切で
あると思われる。更に例 23.a.2.の拗音を含む「くちゃくちゃ」はこの騒音といったニュア
ンスを持ち、「うるさい」、「我慢できない」といったマイナス意味を持つ語句によって語り
手の否定的な評価が強調される。 
 
24.a. ひゅうひゅう hyuu-hyuu（風が速い速度で吹いたり、気体、液体が狭い場所を勢いよく
通り抜けたりする時連続して起こる摩擦音） 
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例 1：風邪を引いているのだ。咳き込み、そして、ひゅうひゅうと息をする音。聞いているだ
けで苦しくなって同情する。 
(http://www2.odn.ne.jp/~cdo35870/novel.mindgame.html) 
例 2：今日は朝から風が強くて  
私はひゅうひゅういう音を聞く。  
部屋の中で聞く、電線や窓枠で立てられるその音は嫌い。  
何だか不安を掻き立てる。 
午後になって  
外に出かけることにする。  
電線が鳴って、木の枝が鳴って、  
やっぱりひゅうひゅう音がする。 
(http://satsuki-.hp.infoseek.co.jp/mu/kaze.html) 
 
24.b. ふうふう huu-huu（口をすぼめて何度も強く息を吹く音。激しく苦しそうに、息を連続
して吹き出すようす。あるいは仕事などの困難さに責められて苦しむようす） 
例 1：階段はあまり明るくないし、しかも、一段一段が急で高いので、母の信子はふうふう言
いながら上って来る。（曽野） 
例 2：太郎は立ち上って、男のあとを見送った。男は犬に引かれてふうふう言っている。（曽
野） 
 
例 24.a.の「ひゅうひゅう」と例 24.b.の「ふうふう」は両者とも「気体が勢いよく通り
抜けたりする」ようすを表わすが、例 24.a.1.や例 24.a.2.から明らかなように「ひゅうひ
ゅう」は「摩擦の強い音」を表わす面では「ふうふう」と比較すると「ややうるさい」と
いったニュアンスを持つと思われる。更に語り手の評価からみると「ひゅうひゅう」する
音は不快感を与えるということが分かる。例えば「苦しくなって」（例 24.a.1.）や「その
音は嫌い」、「不安を掻き立てる」（例 24.a.2.）などのような「マイナス」評価の語句と
一緒に用いられている。 
 
2.1.3.1.2.4.「多様性」を表わすオノマトペ 
 
また以下のように拗音を含むオノマトペは、必要以上のものが集まっており、その集合
状態の中で物も動きも統一していないといった「好ましくない」様子を表わす場合もある。 
 
25.a. ごしゃごしゃ gosya-gosya（物や人が雑然として入り乱れ、まとまりのないようす） 
例 1：風呂場から少し離れて、小さいのや大きなのや、古いのや新しいのや、あまり上等とは
いえぬ長屋風の家がごしゃごしゃと立並んでいた。（北） 
例 2：本棚の向かい側です。整理されていない同人誌と商業誌がごしゃごしゃと山積みされて
います。これでも減ったんですがね～ 
(http://www.kumahige.net/photo/honjitu-20030313%20omake.htm) 
 
25.b. ごさごさ gosa-gosa というミニマルペアは存在しない。 
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例 25.a.の「ごしゃごしゃ」は基本的な意味や用例から判断すると、「物事の整理がつい
ていない・まとまりがない」状態を表わすが、これに加えて入っている物が統一されてい
ない、一緒にするのは好ましくない物が集まっている様子（例 25.a.1.）やいろんな物が入
り混じっている（例 25.a.2.）といった意味も含まれている。このような否定的な意味を持
つことはマイナス語句の意味と同義的に結ばれていることからも明らかであろう。 
 
26.a. うじゃうじゃ uzya-uzya（小さい生物や物がたくさん集まり、動いているようす。不快
な感じとしていう。人間の集合の状態などを軽蔑的にいう場合もある） 
例 1：ちょうど梯子段の上り口のところに、慶応の学生らしいのが五六人うじゃうじゃしてい
て、それがジロジロ私とナオミの様子を見るのが、あまり好い気持はしませんでしたが、
……（谷崎） 
例 2： 小さいものはかわいいけれど、小さくてもうじゃうじゃいたらかわいくない。 
(http://www5.airnet.ne.jp/lastomir/USAMIN/hanasi2.html) 
 
26.b. うざうざ uza-uza というミニマルペアは存在しない。 
 
例 26.a.1.と例 26.a.2.からも分かるように「うじゃうじゃ」はたくさんの物が一箇所に
収集し、そのまま動いている状態といった「マイナス」の意味を持つオノマトペである。
更に用例の中ではこのような否定的な評価が「マイナス」のニュアンスを持つ語句で表さ
れている。例えば「好い気持はしません」（例 26.a.1.）や「かわいくない」（例 26.a.2.）
などである。 
 
2.1.3.1.3.「ニュートラル」に近い意味を持つオノマトペ 
 
資料１d からも分かるように、拗音を含むオノマトペが持つ基本的な意味から見ると、
いくぶん「悪い」ニュアンスを持つオノマトペと同様に、「ニュートラル」に近い意味を持
つオノマトペもみられる。しかしそれらの文脈においては完全に「ニュートラル」の意味
のみで使われるものはほとんど見られない。多くの場合、多少「プラス」や「マイナス」、
どちらかのニュアンスが入り混じっており、どこまでが「ニュートラル」なのかという判
断は非常に困難である。このようなことを承知の上で以下のようにそれらの基本的な意味
や文脈において「悪い」や「良い」といった意味と直接的に結び付かないと思われるもの
を挙げてみる。 
 
27.a. ちょいちょい tyoi-tyoi（動作や運動が短い時間をおいて繰り返されるようす。行為や状
態が比較的頻繁に行われるようす） 
例 1：この楽器屋はこの近辺の学生たちの「溜り」になっているらしく、ナオミもちょいちょ
い来るものと見えて、店員などもみんな彼女と顔馴染なのでした。（谷崎） 
例 2：歩きながら、ちょいちょい食べているから腹は空いてはいなかった。（新田） 
 
27.b. といとい toi-toi というミニマルペアは存在しない。 
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例 27.a.の「ちょいちょい」の基本的な意味において、動作や行為が頻繁に行われるよう
すを表わすが、評価の面から判断するとこのような様子は「良い」か、あるいは「悪い」
かは明確ではないため、「ニュートラル」の意味を持つと考えられる。 
 
28.a. ひょいひょい hyoi-hyoi（動作、運動が軽々と何度も繰り返されるようす。偶然や不意な
ことがたびたび行われたり、起こったりするようす） 
例 1：しかしお父様はやはりお歳をとられました。オートミールをボルドーで冷やして召しあ
がるし、物忘れもひょいひょいなさいます。お前さまが帰られたら、もうお父様に御苦
労かけないようにね。（北） 
例 2：いったかとおもうと、立ちあがりもせずに小兵衛が傍らの薪をつかんで、ひょいひょい
と五人へ投げつけたものである。（池波） 
 
28.b. ほいほい hoi-hoi（気軽に、または軽率に物事を引き受けたり、なんの苦もなく物事を行
うようす） 
例 1：Netscapeほいほい―ほいほい引けて、ほいほいわかる。 
(http://makoto3.cocolog-nifty.com/about.html) 
例 2：自分の送別会なのに 欠席なんて悲しいじゃない 
金もらうときだけ ほいほい出席なんて恥ずかしいじゃない 
(http://www.pekori.jp/~ninnin/count/nicky.cgi?DT=20040225A) 
 
例 28.a.の「ひょいひょい」と例 28.b.の「ほいほい」は両者とも動作が「気軽に」、比較
的に「素早く」行われるようすを表わし、意味的ペアであると考えてもよいであろう。し
かし上述の用例において評価的な面で比較すると「ほいほい」には「プラス」（例 28.b.1.）、
あるいは「マイナス」（例 28.b.2.）の意味で使われる傾向が「ひょいひょい」より強いと
言える。一方、「ひょいひょい」を持つ評価性は「マイナス」や「プラス」の中では、例
28.a.2.のように「プラス」のニュアンスがやや入っていると思われることもあるが、比較
的「プラス」や「マイナス」に偏る強い傾向がみられないため、「ニュートラル」のニュア
ンス（例 28.a.1.）を持つオノマトペとしてみなしてもよいであろう。 
 
29.a. ちょきちょき tyoki-tyoki（はさみを小刻みに連続して動かす音） 
例 1：昨日、夏ちゃんは折り込み広告に出ている車をはさみでちょきちょき切り抜いていた。 
(http://tannpopo-yukino.jp/blog/archives/000119.html) 
例 2：そんなわけで親子して原宿の美容室に。ちょきちょき。手をしゃぶっているのは、お客
用に常備してあるアメを食っているから。シュガーレスじゃないのでパパは困惑気味。
でもちょきちょきすると貰えるので竜馬はウレシイのである。ぺろぺろ。 
(http://ron.web.infoseek.co.jp/hide/archives/000077.html) 
 
29.b. ときとき toki-toki というミニマルペアは存在しない。 
 
例 29.a.の「ちょきちょき」は基本的な意味においてはハサミを動かす時の音を表わすた
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め、評価の上で事柄として「プラス」や「マイナス」意味と直接に結びつかない、「ニュ
ートラル」であるとみなしても良いと思われる。 
 
30.a. にょきにょき nyoki-nyoki（細長い物が突きあげるように目覚しく続けて伸びたり、現
れたりするようす） 
例 1：今彼の前を、勝子の手を曳いて歩いている信子は、家の中で肩縫揚げのしてある衣服を
着て、足をにょきにょき出している彼女とまるで違っておとなに見えた。その隣に姉が
歩いている。（梶井基次郎『檸檬』） 
例 2：ちりん ちりん ちりん と ベルを ならすと 
にょき にょき と えだがのびて はっぱがでてきました。 
(http://www4.ocn.ne.jp/~chya/ny.htm) 
 
30.b. のきのき noki-noki というミニマルペアは存在しない。 
 
例 30.a.の「にょきにょき」は物事が非常に素早く現れたり（例 30.a.1.）、伸びたり（例
30.a.2.）するようすを表わし、その基本的な意味や上述の例から判断すると「ニュートラ
ル」の評価性を持つとみなすことができる。「ひょいひょい」と同様に「この動きの素早さ」
が「良い」意味で捉える可能性もあるため、「ニュートラル」に近い意味的な評価性を持つ
オノマトペとして考えられる。 
 
2.1.3.2. 文脈からみたオノマトペの意味的評価性 
 
本節では、拗音を含むオノマトペの基本的な意味とは異なる意味で用いられるもの、ま
た基本的な意味では「ニュートラル」であるが、文脈においては「プラス」あるいは「マ
イナス」の意味で使われるものを考察していく。一般的にオノマトペは音声構造を基本と
しており、その基本的な意味を分類することは比較的容易である。しかし、意味に基づい
た分類、あるいは文脈に基づく分類はそれほど容易ではない。その理由は、文脈上におい
てオノマトペの意味を評価する際に主観的な部分がみられるためであり、その際の分類基
準が明確ではないからである。 
本節ではこのような問題を考慮しつつ考察を進めて行く。そしてオノマトペの基本的な
意味から文脈への意味の移り変わりに対して以下のようないくつかのグループに分類する。 
 
2.1.3.2.1.「マイナス」の意味から「プラス」の意味へ 
 
31. めちゃめちゃ metya-metya 
既に述べたように（例 15.a.）「めちゃめちゃ」は一般的に悪い意味で用いられる。しか
し現代日本語ではその反対に「とても」といった意味で用いられることが多くみられる。
このような傾向は以下の例からも明らかである。更に例 15.a.1.と例 31.2.を比較すると、
文脈においてそれぞれの「悪い」や「良い」の意味的な評価は「即死・重傷」のような「マ
イナス」意味の語句（例 15.a.1.）や「好き」という「プラス」意味の語句（例 31.2.）に
よっても強調することがあると分かる。 
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例 1：「めちゃめちゃイケてる！」は全国フジテレビ系列で毎週土曜午後８時 00 分より放送中  
(http://syajyo.tamacc.chuo-u.ac.jp/~naotok_j/iketeru.html) 
例 2：GABA 前の朝食 
めちゃめちゃ好きです。 
(http://blog.with2.net/find_item.php?h_key=http%3A%2F%2Fgohan.livedoor.biz%2) 
 
32. くしゃくしゃ  kusya-kusya 
例 18.a.で見てきたように「くしゃくしゃ」は基本的な意味からみると「しまりがない・
物事は形を失っている」など、「悪い」ニュアンスを持つ場合が多い。しかし以下のように
全体の文脈から判断すると「良い」ニュアンスをになわされているとみられる場合もある。
即ち、出来事として「くしゃくしゃ」は基本的な意味を保つが、語り手によると「かっこ
ういい」・「流行的」であるといった意味で使われる。このような意味が一緒に使用されて
いる肯定的な意味を持つ語句からも確認できる（「ナチュラルなイノセントメイク」）。 
 
例：2003 年春夏のデザイナーズコレクションでは、こぞってナチュラルなイノセントメイク！
だから、ヘアーもぼさぼさな寝起きヘアー。くしゃくしゃで、無造作なヘアーがベージュ
系メークにマッチし、2003 年春夏ファッションにぴったりなのだそうです。 
(http://www.fcg-r.co.jp/fashion/ad0127.htm) 
 
33. しゅるしゅる suru-suru 
例 21.a.の例で述べたように「しゅるしゅる」は基本的な意味からみるといくぶん「うる
さい」といったニュアンスを持つ。但し場面によっては「耳ざわりのよい・心地よい」花
火の音を聞く時の快感（例 2）や「やや色っぽい」（例 1）といった意味的なニュアンスを
持つこともある。 
例 1：彼女はわがやに泊まったので、帯をしゅるしゅる解く姿を見ました。でも着物の中は防
弾チョッキみたいでした。 
(http://www.sweetswan.com/0521/kboard_p/71.html) 
例 2：あまりにも美しい満月だったので、銀色草原に植物天使の産卵を見に行った。しゅるし
ゅる、さわさわ、パァンとあちこちでなる心地よい音楽を聞きながら、寝転がってその
景色の中に棲んでみた。  
(http://www.ne.jp/asahi/ku-raku/maker/planet/chap1/trip2.htm) 
 
34. きゃあきゃあ kyaa-kyaa（驚き、恐怖、喜びなどで出す甲高い叫び声） 
「きゃあきゃあ」は「驚き、恐怖、喜びなどで出す甲高い叫び声」といった基本的な意
味を持つ。多くの場合、例 1 のように女性の騒ぎ声が「うるさい」という連想をさせる。
評価の面からみると、例 2 のように出来事としては「うるさい（～騒ぐ）」といった「マ
イナス」の意味を持つが、語り手にとって「プラス」の評価を持つ「楽しそうにながめる」
様子を表わす場合もある。また例 3 のように出来事として見ると「マイナス」のニュアン
スが薄くなり、「女性が楽しんだり、喜んだりする」という意味で現れる場合もある。 
例１：雪枝はボートに乗ろうと言ったが、鮎太はそれを断わった。雪枝がきゃあきゃあ言いな
がら、派手なモーションでオールを動かし、何千人かの視線を集めるその傍に小姓のよ
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うに奉仕する役はごめんだった。（井上靖） 
例 2：…….オードブルフルーツのならんだテーブルに堂々とならべ、ホステス、キャアキャア
さわぐのを楽しそうにながめながら、「私、カメラ上手ね、日本にいる時も沢山撮りま
した」ガム、チョコレート、ストッキングを与えて、強引に娘達の裸を写したのかと、
ふとからみたい気持になったが、すぐ忘れ、金髪女の猥写真に近いそれに、興味が湧く。
（野坂） 
例 3：ローマの繁華街、多くの女性が行き交う町でエティスはきゃあきゃあと楽しんでいる女
性たちとは反対に顔面蒼白となっていた。女性好みの繁華街。本来ならエティスもきゃ
あきゃあと喜んでいていいはずだ。 
(http://tuji.sdap.jp/hugue01.html) 
 
35. ぎゅっ gyuQ（強く押し付けたり、締め付けたり、ねじったりした時に発する音・ようす。
相手が反撃できないほどやつけたり痛めつけたりするようす） 
「ぎゅっ」の基本的な意味から判断すると「気持ちがよくない」、あるいはやや「悪い」
ニュアンスで文脈にも用いられることが多いと予測できる（例 1）。しかし実際には「しっ
かりしている」といった「良い」意味で使われる例（例 2）もみられる。 
 
例 1：手をのばして、ぎゅっと肩をつかまえると、「あれえ」とはいったが、なに、セリフほ
どの抵抗もなく、ずるずるとこちらの膝の上にもたれかかって来たとき、襖のそとで
「ごめん下さいまし」と聞えたのに、ぱっと飛びはなれた。（石川淳） 
 例 2：……..いまだに戦闘帽をかぶったやつもまじって、土地名産の石油鑵をかついでいても
似合いそうなのが、なにももたずに、肩をそびやかしながら、気負った姿勢でならん
でいて、列のまんなかに赤旗が一本、その旗竿をぎゅっとにぎって立ったのは、これ
がただ一人の若い女で、あたまにタオルを巻きつけ、白の割烹著の上からモンペをは
き、…..。（石川淳） 
 
36. じゃらじゃら zyara-zyara（金属製の物が集まって一緒に揺れたり、掻き回されたりして
ぶつかり合う連続音。だらしなく色っぽくふるまうようす） 
「じゃらじゃら」は基本的な意味通りに多くの場合「下品さ」や「多様性」を表わす（例
1）が、例 2 のように時には「すてき」、「かわいらしい」といった良い意味で現れる場合
もある。更に例 1 の「じゃらじゃら」は「口には女のことを断たず」や「軟派」のような
「マイナス」意味を持つ語句と共に使用されていることに対し、例 2 の場合、「かわいい」
という評価的な表現が「プラス」の面だけを指し示して、「マイナス」を押さえた結果、「じ
ゃらじゃら」自体ももっぱら「プラス」評価を担わされているかのようである。更に現在
「じゃらじゃら」をこのような「プラス」意味で利用することは若い女性の間ではよくみ
られる傾向である（例えば携帯電話に沢山のストラップをつけることが流行的であるため、
「携帯電話にじゃらじゃらつけるのがお気に入り (http://shibuya.cool.ne.jp/honeybeez/ 
yara.html)」のような表現が増えてきている）。 
 
例 1：むかし、本郷の楡医院にたむろする医学書生の中には、じゃらじゃらとした服装をし、
口には女のことを断たず、勉学といえば『蘭氏生理学生殖篇』という書物だけを暗記す
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るというふうの軟派も少なくなかったが、ベルリンやウインのナイトクラブに出入りす
る留学生の多くは、徹吉に彼らのことを思い起させたりした。（北） 
例 2：じゃらじゃらと揺れるかわいいブレス！ 
(http://www.cosoco.net/shop/bl-html/bracelet9.html) 
 
37. じゃりじゃり zyari-zyari（砂などの粒の粗い物を噛んだ時や小石や砂などが繰り返し触れ
合って出す荒々しい音・ようす） 
「じゃりじゃり」はその基本的な意味からも分かるように、「荒々しい音やようす」を表
わす。しかし以下の例のように「ニュートラル」（例 1）から「プラス」（例 2）の意味で
用いられることもある。 
 
例 1：やがて、船底にじゃりじゃりと砂の触れる音が伝わった。船は滞りなく君が生れ君が育
てられたその土の上に引き上げられた。（有島） 
例 2：固めに溶いた生地に粗目の砂糖（ざらめみたいなの）を混ぜて焼くから、砂糖が半分溶
けて程よい甘さになって、じゃりじゃり感も残って、歯触りがグー。 
(http://www.sweet-spice.com/bread/file/belgium/) 
 
38. むしゃむしゃ musya-musya 
前節において述べたように、「むしゃむしゃ」（例 20.a.）の基本的な意味から判断すると
やや不快感を与えるオノマトペである。しかし以下の例のように、文脈において「かわい
らしい」といった「プラス」のニュアンスを持つ場合もみられる。この例では「むしゃむ
しゃ」は羊の食べ方について使われているが、「親しみのある」気持ちを起こさせると言え
る。 
例：メエメエこひつじでかけます。 
野原に野原に草食べに 
ヨイショヨイショ、ランラララン 
ヨイショヨイショ、ランラララン 
緑の草をもぐもぐ むしゃむしゃ 
あぁおいしい 
あっちの草も もぐもぐむしゃむしゃ 
こっちの草も もぐもぐむしゃむしゃ 
おなかいっぱい いっぱいぱい 
(http://nayasu.hp.infoseek.co.jp/meme.html) 
 
2.1.3.2.2.「マイナス」の意味から「ニュートラル」の意味へ 
 
39. かちゃかちゃ  katya-katya 
多くの場合、「騒音」に関わる基本的な意味で用いられる「かちゃかちゃ」（例 22.a.）は、
この基本的な意味を保ちながら、文脈において「良い」や「悪い」評価をはっきり受けず、
「ニュートラル」の意味で現れる場合もみられる。 
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例 1：アルミニウムの食器がかちゃかちゃ鳴る。（中略）日に三度の、慌しくも活気のある光
景なのである。（北） 
例 2：かちゃかちゃ、と皿を洗う音が、台所に響く。 
(http://ha_kagi.at.infoseek.co.jp/fantasy/log/086.html) 
 
40. ひゅうひゅう hyuu-hyuu 
上述のように例 24.a.において「ひゅうひゅう」は多くの場合、やや違和感がある音を表
わす。しかし以下のような例では「ニュートラル」の意味で用いられる時もある。 
 
例：太郎がダイニング・キッチンへ入ると、圧力鍋はガス台の上で、ひゅうひゅう口笛を吹く
ような音をたてていた。（曽野） 
 
2.1.3.2.3.「プラス」の意味から「マイナス」の意味へ 
 
41. ひょこひょこ hyoko-hyoko 
既にみてきたように「ひょこひょこ」は「小さな不規則な動き」を表わし、更に「かわ
いらしさ」といったニュアンスが含まれるオノマトペである。しかし文脈において以下の
ようにやや「マイナス」の意味で用いられることもある。つまりこの場合の「ひょこひょ
こ」は「貫禄がない、貧相である」歩き方を表わしているため否定的なニュアンスを持つ
と思われる。 
 
例 1：一国（第一国道路）を使って出勤しているのですが、中央分離帯の植え込みと走行車線
の間を一匹の痩せた犬がひょこひょこと歩いていました。 
(http://www.h3.dion.ne.jp/~rocky.y/%83%89%83C%83u%93%FA%8BL/live010.html) 
例 2：彼はもともとひょこひょことせわしなく歩く男であったが、近ごろはその歩行ぶりにも
悠然たるところ、楡病院に於て自分が果している役割を反映する悠揚迫らざるところが
加味されてきた。（北） 
 
2.1.3.2.4.「プラス」の意味から「ニュートラル」の意味へ  
 
42. ぽちゃぽちゃ  potya-potya 
既にみてきたように、基本的には「優しい音」や「かわいらしい女性」などに対して用
いられる「ぽちゃぽちゃ」は「プラス」の意味で使われる場合が多いが、以下の例のよう
にやや「マイナス」意味の文脈ではあるが、出来事として「ぽちゃぽちゃ」は「ニュート
ラル」の意味で使用される場合もみられる。 
 
例：むかむかと吐き気がするときは半夏、生姜、竹茹などを、お腹が張るときは厚朴、枳実、
陳皮などを、お腹が冷えてぽちゃぽちゃ水の音がするときは干姜、茯苓、蒼朮、桂皮など
を、ストレスが強く肝の疎泄が悪いときは柴胡、香附子、川棟子などを併用します。 
お腹が冷えてぽちゃぽちゃ水の音がするときは胃苓湯や苓桂朮甘湯、真武湯などを使いま
す。 
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(http://www.kojima-y.com/menu15/bk_02.htm) 
 
43. ぴょんぴょん pyoN-pyoN 
例 4 から明らかにされたように、「ぴょんぴょん」はウサギや子供など、小さい動きに
対して多く使われる。しかし文脈において以下のように「ニュートラル」の例もみられる。  
例えば例 1 では、「小さい動き」という基本的な意味を保ってはいるが、評価的な面から
見ると「ぴょんぴょん」は「子供らしい」や「子供っぽい」といった「プラス」や「マイ
ナス」の評価と直接的に結び付いておらず、「ニュートラル」の意味を持つと考えられる。
また例 2 の「ぴょんぴょん」についても同様のことが言える。確かに「ぴょんぴょん」は
良い文脈で使われていると言えないが、「事実がいきなり次から次へと出る」ような「意外
性」を表わす。しかし否定的には受け取られていないようであるため、この場合も「ニュ
ートラル」な出来事として考えてもよいであろう。 
 
例 1：ぴょんぴょんシューズでDiet！ 
靴の底にバネをつけて、ぴょんぴょん飛びながらダイエットできたら、どんなに楽しい
だろうか……. 
(http://allabout.co.jp/fashion/diet/closeup/CU20020930A/) 
例 2：浜田の話を聞いているとあたかもビックリ箱のようで、「おやッ」と思うような事実が
ピョンピョン跳び出して来るのです。（谷崎） 
 
2.1.3.2.5.「ニュートラル」の意味から「プラス」の意味へ 
 
44. ちゃぽちゃぽ tyapo-tyapo（あまり多くない液体が連続して揺れ動く時に出す小さい音）  
基本的な意味の上でみると「ニュートラル」のニュアンスを持つ「ちゃぽちゃぽ」は、
「気持ち良い」、「かわいらしい」という意味を持つ場合もみられる。以下の例ではこのよ
うな肯定的な評価は語り手の評価に含まれている「プラス」意味を持つ語句（「かわいい」
（例 1）、「きれいな海」（例 2））によって更に明確になる。 
 
例 1：寝返りうってます。片足、池に落ちてます....。 
で、ちゃぽちゃぽアシを揺らしてました。 
.............なんなんだよ、かわいいなああっっ。 
(http://se08.cside.jp/~wasp/miya/tabi2/2/p3.html) 
例 2：通に聴いたら何でもないような事なんだろうけど、この海って「ちゃぽちゃぽ」言って
んのわかる？実はこの「ちゃぽちゃぽ」にこだわってんのよ。だいたいドコ行っても、
海ってーのは「ザッパーン。しぉしぉしぉ」って言っている訳。そんでもって地図と睨
めっこして、なるべく地形が入りくんでいて、更に海岸がある所を探したのであります。
岩だと結構あるけど、それだと「ちゃぽちゃぽ」しないのよねぇ。はい。それで右の写
真が「由良海岸」。きれいな海だったよ。人と車を避けて、更に「ちゃぽちゃぽ」言う
時間帯はやはり早朝。 
(http://www.wisao.com/wisao/natu/natu2.html) 
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45. ばちゃばちゃ  batya-batya（液体が揺れ動いたり、物に衝突して連続的にはね飛ぶ音） 
「ニュートラル」の意味を持つと思われる「ばちゃばちゃ」は、以下の例からも分かる
ように文脈によっては「楽しい」、「気持ちいい」という意味で用いられることもある。こ
れらの例では肯定的な語句によって語り手の「プラス」評価が明らかに示されている。 
 
例 1：「それにしても、きれいなおがわだね。」 
といって小川の中へはいりました。 
ばちゃばちゃと、みずしぶきをあげてふたりは、およぎました。 
「たのしいねー」 
(http://www.sopia.or.jp/kaname/362115.htm+) 
例 2：なんだかすっきりしないお天気、、、 
午後からスイミング。 
今日もばちゃばちゃ楽しそう！！ 
(http://cwaweb.bai.ne.jp/~hidani/200206.htm) 
 
46. ぴちゃぴちゃ pitya-pitya（水などが軽い物に衝突して、たてる小さい音。また平らな物で
軽くたたく音。飲食の時にたてる舌の音） 
「ぴちゃぴちゃ」の基本的な意味を一見すると「ニュートラル」のニュアンスを持つと
予測できるが、文脈によっては、「気持ちいい」、「良い」といった感情を起こさせる場面に
おいてよく用いられることがある。つまり以下の例から明らかなように「ぴちゃぴちゃ」
という音は出来事として「ニュートラル」の意味を持つが、語り手の評価から考察すると
「心地よい」といった「プラス」のニュアンスを持つと思われる。 
 
例 1：あめこあめ 
雨の音がぴちゃぴちゃん 
僕の胸に心地よくって 
励ますようにぴちゃぴちゃと 
元気が出てきてしまうのです 
(http://char.s20.xrea.com/x/siyomi/hide5.html) 
例 2：しとしと 
しとしと 
ぴちゃぴちゃ 
雨音が私を包み込む。このうえなくここちよい空間があっという間にできあがる。でも、
これは雨が降っていないと作れない。 
(http://sendai.cool.ne.jp/rinu/sanbun/rain.html) 
 
2.1.3.2.6. 使用レベルのみに認められているオノマトペ 
 
前節では標準語の和語、漢語、オノマトペ、外来語において、拗音を持つ子音と母音の
組み合わせの可能性を考察した。その際、オノマトペでは/my/という拗音が全く出現しな
いことを明らかにした。しかし収集された用例の中では、「みゃあみゃあ」や「みょうみょ
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う」のように、各種の擬声語・擬態語辞典には収められておらず、実在のテキストにおい
てのみ出現するオノマトペもみられる。 
例えば「みゃあみゃあ」は、ほとんどの場合、インターネットからの用例に見られ、口
語で使用されることが多いオノマトペである。特に多くの場合、「みゃあみゃあ」は子猫の
鳴き声を表わし、「幼い・かわいらしい」といった「非マイナス」のニュアンスを持つ。こ
のようなことは以下の例からも確認できる。 
 
例 1：みいすけが我が家にやってきたのは、平成 11 年 5 月。 
娘が、学校からの帰り道で、まいごになって、みゃあみゃあ鳴いている、真っ白い 
ちいさいちいさい子猫をひろってきました。 
(http://www2.odn.ne.jp/~cat46810/contents.misuke.html) 
例 2：この日は健診を受けに病院へ行った。 
何事もなかったが、行き帰り箱の中でみゃあみゃあ鳴いてた。 
帰宅してまずは落ち着かせようとケージに入れたが、 
飼い主の顔を見ながら、みゃあみゃあ鳴く。 
顔を近づけると、ざりざりざり……舐められた。(子猫の話し) 
(http://mosaneko.psychedance.com/gazou/gazou200207.html) 
 
例 1、及び例 2 における猫の鳴き声は、明らかに不安そうで、聞き手に「かわいそう、
守ってあげたい気持ち」を起こさせる。 
一方、「みょうみょう」の場合は「みゃあみゃあ」ほど一般的ではないが、意味的なニ
ュアンスの点で同様のことが言える。つまり、「弱弱しい」、「幼い」、「かわいらしい」とい
った「非マイナス」のニュアンスを表わすのである。 
 
例：然しそれも到底益ないと思うと、今度はみょうみょうと如何にも哀れっぽい声で嘆願し始
める。猫は根気よくそういう声を続けているが、その内私も段々それに惹き込まれ、助け
られるものなら助けてやりたい気持になった。（志賀） 
 
即ち、これらのオノマトペは言語レベルではまだ認識されていないが、言語活動の中で
使い手はそれと認めつつ多用していることが分かる。これは一般的にみられる現象である。
また言語活動は豊かな性質を持つが、言語レベルでは固定しているため、新しい単語の流
入は遅くなる。つまり、ここでは使用上の認識が進んでいるのである。特に擬声語・擬態
語の場合、これは多くみられる。更に、「みゃあみゃあ」などのように、実在のテキストで
は使用されているが、擬声語・擬態語辞典に掲載されていないものもある。このような現
象は、使用レベルの認識がどこまで広がっているのかという重要な問題を擬声語・擬態語
研究に迫っていると言えよう。 
 
2.2. まとめ 
 
本節で見てきたように日本語の拗音は、漢語や外来語において独特の音象徴を持つこと
はない。更に直音/拗音の意味的な対立さえも存在しない。例えば、漢語の漢音や呉音にお
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いて直音と拗音、両者のものが二通りの形式で存在する現象もみられる。しかしその場合、
意味的な対立はなく、漢字は同じ意味を表わす。 
一方、多くの場合、和語に関しても同様のことが言えるが、これらの中では異なった性
質を見せるものもある。つまり、拗音を含む和語の一部において意味的な評価性を持つ単
語がみられるのである。ほとんどの場合、これらは「おしゃま」、「しゃぶる」、「ちゃん」、
「やんちゃ」などのように「子供らしさ」・「かわいらしさ」や「子供っぽさ」という意味
的なニュアンスを表わす。このようなことを用例の上でも確認することができた。和語の
一部のこのような意味的なニュアンスが存在することは幼児語と深く関わっていると考え
られる。既に述べたように日本語を母語とする子供の言語獲得において拗音は音韻現象と
して、言語獲得の初期段階に現れるものであるため、幼児語においてその音声形式に積極
的に参加する。そして大人が子供とコミュニケーションを取る際、幼児語を真似し、子供
に話し掛ける傾向がみられる。このことは和語における拗音の意味的なニュアンスがその
まま言語に移り出た過程として考えられる。しかし一般語彙においてこのような意味的な
評価性を持つことは非常に数の少ない単語にみられる現象であるため、一般語彙の特徴的
なものであるとは考えにくい。 
他方、オノマトペの拗音の音象徴ははっきりとしている。更に、プラス評価の「子供ら
しさ」、つまり「良い」ニュアンスを持つものとマイナス評価の「子供っぽさ」、つまり「悪
い」ニュアンスを持つものに大別できる。従来のオノマトペの研究では拗音の音象徴は多
少考察されてきたが、その中では音象徴における意味的な評価性はほとんど触れられてい
ない問題である。更に「子供らしさ」と「子供っぽさ」という意味的なニュアンスが一緒
に扱われることが非常に多い。 
そこで本節では用例を用いつつ、オノマトペの基本的な意味から、そして使用上、文脈
上からみた評価性を探ってみた。その結果、基本的な意味から考察した際、拗音を含むオ
ノマトペの意味的なニュアンスは「プラス」や「マイナス」、そして「ニュートラル」とい
ったものに分類できる。具体的に述べると、「プラス」のニュアンスを持つと思われるオノ
マトペの中では「子供らしさ・かわいらしさ」を表わすものや「小さい・かわいらしいも
のや動き」、そして「しっかりしている・快感」を表わすものという三つに大別できる。 
また「マイナス」意味を表わすオノマトペは「不安定な状態や不安定な動き」、「しまりが
ない・形がきれいに整っていない・不快感」、「騒音(noisiness)」、「多様性」を表わすもの
の四つのグループに分類できると思われる。このような否定的なニュアンスをオノマトペ
にのみ特徴的である直音と拗音のミニマルペアを用いて確認することを試みた。その中で
は意味的ペアが多かったが、このことを利用し、直音と拗音の意味的な相違を比較した結
果、似たような意味を持つミニマルペアでも拗音が入ってくると直音のオノマトペの意味
には「不安定」や「しまりがないなど」、「騒音など」といった上述のそれぞれのグループ
のいずれかの意味が加わることが明確になった。例えば直音の「とろとろ」（例 12.b.）と
拗音の「ちょろちょろ」（例 12.a.）を比較すると、既に述べたように両者とも「液体が流
れるようす」を表わすが、拗音を持つ後者はこの意味に不安定なニュアンスが加わってい
る。また他のミニマルペアに対しても同様のことが言える。更に「めちゃめちゃ」（例 15.a.）
と「めためた」（例 15.b.）のミニマルペアのように、明らかにエ段の意味的な効果が優先
される場合にも、拗音が挿入されると共に「マイナス」という本来的な意味に、「余計な意
味的な要素」が加わり、この場合は具体的に「混乱した状態」というニュアンスになる（オ
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ノマトペにおける拗音と母音「e」などの意味的な効果についてはまた詳細に後述する）。 
ミニマルペアを持たない拗音を含むオノマトペの場合においても上述のような否定的
な意味が保たれる傾向がみられる。 
また既に述べたように、拗音を含むオノマトペの中では基本的な意味において「ニュー
トラルに近い」意味を持つものがみられる。ここでは「に近い」という表現を利用するが、
その理由としては完全に「ニュートラル」の基本的な意味で使用されるオノマトペはほと
んど見られないからである。文脈によって若干「プラス」や若干「マイナス」といったど
ちらかのニュアンスが入る場合が多いため、「ニュートラル」の意味を持つオノマトペの分
析は非常に困難である。これについては第 1 章で述べたように人間の認知における主観的
な要素が加わるとこのような考察はより困難になるのである。更に、母音「e」や濁音の意
味的な評価性と比べると、拗音の音象徴は最も曖昧な位置を占めており、他の二つの問題
ほど分析が容易ではない。 
また文脈上から見ると母音「e」や濁音と同様に拗音の意味的な評価性の特徴は文中に
おいても強調される。例えば「プラス」の意味を表わす拗音を含むオノマトペは「プラス」
の意味の語句によって強調される(例 3.2.,例 3.3.,例 5.1.,例 5.2.,例 6,例 8.1.,例 8.2.など)。
一方、オノマトペの「マイナス」の意味的な評価性は多くの場合、「マイナス」意味の語句
と共起する。この場合も、母音「e」や濁音と同様にオノマトペと語句の相関の働きは意味
的に直接的に結ばれている場合と対立的に結ばれている場合に大別できる。その中では前
者の方が一般的である（例 11.a.1.,例 11.a.2.,例 11.a.3.,例 12.a.2.など）。その中の例を挙
げると、例 11.a.1.や例 11.a.2.のように「不安定」という意味を表わす「きょろきょろ」
と共に「おそるおそる」、または「不安そうに」という「マイナス」語句が使用されること
によって、オノマトペのこの否定的な意味は直接的に強調されることが分かる。 
また前者ほど多く見られないが、マイナス意味の語句が否定的なオノマトペの意味と対
立的な関係にある例としては例 19.a.が挙げられる。この例において「歳も離れてるんだろ
うなのに」という語句が用いられることによって「いちゃいちゃ」が表わす「ふさわしく
ない態度」が強調される。 
一方、例 17.a.1.のように「ぐにゃぐにゃ」の否定的な意味は「マイナス」意味の語句と
一緒にではなく、「ぴんとそらして」という「プラス」の意味を持つオノマトペと同時に使
用されることによって確認されることもある。 
更に拗音を含むオノマトペの意味的な評価性を文脈に即して考察すると、母音「e」や
濁音を持つオノマトペと比べて、使用上の基本的な意味と異なった意味で使われるものが
多い。そのような例には様々なバリエーションがみられる。例えば、「マイナス」の基本的
な意味を持つものが文脈によって「プラス」の意味で用いられるもの（例 31,例 32,例 33,
例 34,例 35,例 36,例 37,例 38）、あるいは「ニュートラル」の意味で使用されるもの（例
39,例 40）、「プラス」の基本的な意味から文脈において「マイナス」の意味で使われるも
の（例 41）、あるいは「ニュートラル」の意味で使用されるもの（例 42,例 43）、「ニュー
トラル」の基本的な意味から「プラス」の意味で使用されるもの（例 44,例 45,例 46）な
どがみられる。 
上述のことから次のようなことが言える。拗音を含むオノマトペは文脈においても基本
的な意味通りに使われる場合が多い。更に拗音は幼児語を連想させるため、拗音を持つオ
ノマトペの基本的な意味に「子供らしさ」や「子供っぽさ」という「プラス」や「マイナ
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ス」の評価的なニュアンスが与えられる。しかしその場合には「マイナス」のイメージを
持つオノマトペが最も多くみられる。その理由としては、大人の社会では「物事」が「子
供」と結び付くことによって、多くの場合、「頼りにはならない」、「弱い」などといった「マ
イナス」評価につながるからであると考えられる。しかし既にみてきたようにこの基本的
な意味は必ずしも固定しているものではなく、文脈においてずれる場合も時にある。 
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第 5 章 結論 
 
1. オノマトペにおける母音「e」、濁音、拗音の意味的評価性の比較 
 
前章では母音「e」、及び濁音や拗音のそれぞれの音象徴において意味的評価性を個別に
扱ってきた。これらの分析の結果からも明らかなように、母音「e」、濁音、拗音はそれぞ
れ個別の問題であると同時に意味的評価の面などにおいて共通点がみられる。更に相互間
で意味的な領域に影響を及ぼすこともある。このようなことからこれら 3 つの問題を総合
的に扱う必要があると思われる。 
そこで本節では、前章において行った分析の結果をまとめながら、母音「e」、及び濁音、
拗音の意味的な評価性を比較する。既に見てきたようにオノマトペの意味上の評価性は、
基本的な意味（辞書の定義）、つまり言語のレベルや文脈上、または使用レベルという二つ
のレベルにおいて出現する。更にオノマトペが同じ場合でもこれらのレベルにおいて意味
的な評価性が異なる場合も多くみられる。従って本章ではこの二つのレベルを区別し、3
つの問題について個別に論ずる。 
最初に母音「e」、濁音、拗音が相互の意味的な領域に対してどのような影響を及ぼすの
かについてこれらの要素を一つ以上持つオノマトペにおいて考察する。ここでは一つ以上
の要素を持つオノマトペを「母音「e」＋拗音」を含むもの、「母音「e」＋濁音」を含むも
の、「濁音＋拗音」を持つもの、そして「母音「e」＋濁音＋拗音」を持つものに大別する。
更にこれらの意味的なニュアンスをより明確にするために、前章と同様に、これらのミニ
マルペアを同時に扱うこととする。 
 
1.1.「母音「e」＋拗音」を含むオノマトペ 
 
オノマトペの中で「母音「e」＋拗音」を持つオノマトペには「めちゃめちゃ」、「ぺち
ゃぺちゃ」、「ねちゃねちゃ」などが挙げられる。これらのうち、母音「e」や拗音の中にお
いて評価性の強い効果を持つものを決定するためには母音「e」、あるいは拗音のどちらか
一つの要素のみを持つミニマルペアと比較することが最も適切である。例えば、「ぺちゃぺ
ちゃ」では母音「e」や拗音の評価的効果を比較するためには「ぺたぺた」のように拗音が
含まれていないものと「ぽちゃぽちゃ」のように母音「e」が入っていないものと比較する
必要性がある。 
上述の例を用いると、「ぺちゃぺちゃ」と「ぺたぺた」の基本的な意味 1を比較する場合、
以下の例からも明らかなように、意味的評価においては両者に「マイナス」の意味がみら
れる。更に両者には、異なる程度ではあるが、「粘り気」のある状態を感じさせる点もある。
これに対して拗音を含む「ぺちゃぺちゃ」の意味には「しまりがない」や「まとまりがな
い」といったニュアンスを持つという相違点がみられる。 
 
例 1.a.：しかしいったい張を見せるとは何のことであろう。若作りの延津賀とはいえ、それは
                                                  
1  これらのオノマトペの基本的な意味（辞書の定義）については資料 1 を参照。 
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もう五十の老を告げる顔の皺にぴかぴか鏝をあてて見せるようなもので、染めかえし
の色あざやかながらひょっと雨にでも逢えばぺちゃぺちゃと噛んだ紙のように縮ん
でしまうのではないかと、あぶなげなその感じが一面には生活にあやしい美しさを添
えてもいた。（石川） 
例 1.b.：ぺちゃぺちゃ音を立てて食べられるのも萎えますが、食事が終わった後にも爪楊枝を
咥えながらぺちゃぺちゃやってる人も困りものですね。 
(http://park15.wakwak.com/~tamoyasu/87.html) 
 
例 2.a.：電車に乗っていると、しばしば変なオヤジに出くわすが、今回もかなり後味が悪いお
っさんと遭遇した。地下鉄に乗って、機嫌よく座っていた自分の前を「ぺたぺた」し
ながらおっさんが通っていく。とにかく「ぺたぺた」している。 
窓もドアもぶら下がっている広告も。 
おっさんは結局先頭車両までぺたぺたを続け、再び２両目に戻ってくることはなかっ
た・・・。 
(http://blog.drecom.jp/higeda/archive/152) 
例 2.b.：展望台の案内。初めは紙が貼ってなかったのに、あとからぺたぺたと貼っている、汚
い。迷ったお客様が多かったみたいで、あとからあちこち案内紙をぺたぺたと貼って
いる。汚い。せっかくのデザインが悪くなったね。 
(http://www.neox.to/ud/roppongi.html) 
 
このようなことは母音「e」を含まない「ぽちゃぽちゃ」との比較からも確認できる。
第 4 章において述べたように、「ぽちゃぽちゃ」は多くの場合、「ニュートラル」の意味や
「かわいらしい」（以下の例 3.a.）といった「プラス」の意味を持つ。つまり、母音「e」
が出現しないと同時に「不快感を伴う粘り気」や「下品な」ニュアンスも見られなくなる。
しかし例 3.b.のように、音を表わす際、多少「うるさい」という意味的なニュアンスが入
るが、評価性と結び付く場合、「ぺちゃぺちゃ」ほどの「マイナス」の評価は見られない。 
 
例 3.a.：４キロ近かったら、生まれた時点ですでに首がすわりかけだったんじゃないですか？ 
それに、あの手や足のぽちゃぽちゃ！あれぞ赤ちゃんのときだけのぷるぷるで、最高
ですよ！！いつまでもさわっていたいマシュマロのようなやわらかさだったでしょ。 
(http://www.cure.ne.jp/cgi-bin/kosodate/lng_problem/lng.cgi?print+200509/
05090001.txt) 
例 3.b. 2：プールのふちに腰をかけ、つま先でぽちゃぽちゃ水をはねかけているだけで泳ごうと
しない。 
 
また母音「e」と拗音の意味的な効果を示す例としては、「めちゃめちゃ」と「めためた」
が挙げられる。第 4 章において拗音を持つ「めちゃめちゃ」と直音の「めためた」を考察
したように（例 15.a.・例 15.b.）、両者とも母音「e」を含み、「物事の形が非常に失われて
                                                  
2本例は阿刀田稔子・星野和子の『擬音語・擬態語辞典』からの引用である。 
 156 
 
いる」という「マイナス」の意味を持つ。しかし拗音が含まれることになると「混乱度の
高い状態」といった意味的な要素が加わると言える。 
 
1.2.「母音「e」＋濁音」を含むオノマトペ 
 
第 3 章において見たように、濁音には「重い・大きい・強い」や「不適切・汚い・鈍い」
といったニュアンスが含まれる。しかし母音「e」との組み合わせによるこのような意味的
なニュアンスがどこまで影響力を持つのかという点について考察すると、以下の例におい
て確認できるように、濁音は多くの場合、「強調性」の効果を持つ。更に母音「e」によっ
て本来の「マイナス」意味に、より「強い程度」という意味が加わる。例えば「べたべた」
と「ぺたぺた」を比較すると、例 4 と例 2.a.・例 2.b.からも明らかなように、両者とも「粘
り気」があるようすを表わしている。また「マイナス」意味を持つと同時に濁音を持つ「べ
たべた」においては「粘り気」が「取りにくくて、がんこである」ようすが表われている。 
 
例 4：頬や口のまわりはかさかさしているのに、額や鼻はてかてか、べたべた。さっぱりのス
キンケアでは乾燥する部分がかさかさ、しっとりの化粧水では油っぽい部分がべたべた。
何を使ったらいいのかわからない！ 
(http://www.tobeauty.jp/stype/stype_co.html)  
 
また、母音「e」が含まれない「ばたばた」と母音「e」が含まれる「べたべた」を比較
すると、第 2 章において述べたように、「ばたばた」には「落ち着きのない動き」が表わ
されており、「マイナス」のニュアンスが付与されているが（第 2 章、例 5.b.）、「べたべた」
のように、母音「e」に特徴的な「不快感を与える粘り気」の意味は全く見られない（第 2
章、例 5.a.）。 
別の典型例としては「げろげろ」と「ごろごろ」が挙げられる。この場合、以下の例か
らも明らかなように、両者とも流れる音や転がる音やようすが中心となっているが、母音
「e」を含む「げろげろ」の場合には「汚い、下品な」動きや更に嘔吐された吐くものまで
も「汚い」という意味を持つ。そのことは「げろげろ」と同じオノマトペ群（音象徴グル
ープ）に入る名詞「げろ」の意味に定着している。一方、母音「e」は持たないが濁音を含
む「ごろごろ」では、多くの場合、「大きいもの」の動きや「大きな動き」が表わされてい
る。つまり、これらの例から判断すると、濁音と母音「e」を持つオノマトペにおいては母
音「e」の否定的なニュアンスの方が強いと言える。 
 
例 5：拳のような大きな石が打ち寄せる波に揉まれて、始終ごろごろしているのです。（夏目） 
例 6：ふと、小学生のとき、遠足のバスでよく吐いていたことを思い出した。すぐに車酔いす
る俺は、いつも前寄りの窓側の席に座ってげろげろしていた。げろを吐くとなぜか自然
と鼻血と涙がぼろぼろこぼれ落ち、みっともない姿になるのが嫌だった。穴という穴か
ら液をたれながす俺を、大好きだったみほちゃんが怪訝そうに見てたなぁ。あの経験は
トラウマに近い。誰かがそっとティッシュを渡してくれたのが救いだった。 
(http://www.geocities.jp/naoya_0708/homepage/index03.html) 
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1.3. 「濁音＋拗音」を含むオノマトペ 
 
第 4 章でみたように「拗音」を持つオノマトペは「子供らしさ/かわいらしさ」、あるい
は「子供っぽさ」、「しまりがない・形がきれいに整っていない・不快感」、「騒音(noisiness)」、
「多様性」などを表わす。このような「プラス」あるいは「マイナス」の意味的なニュア
ンスにおいて、濁音との組み合わせによってどのような影響がみられるのかについては、
ミニマルペアによって確認することができる。 
最初に言及できることは、「かわいらしい」といった「プラス」の意味を持つ濁音＋拗
音のオノマトペがほとんど見られないことである。この理由としては、濁音の「マイナス」
意味の影響であると思われる。一方、濁音を持つ拗音のオノマトペにおいては「マイナス」
や「ニュートラル」の意味を持つものが多くみられる。その例としては「ぎょろぎょろ」
や「びちゃびちゃ」が挙げられる。これらにおいて濁音と拗音の意味的な効果は次のよう
になる。 
濁音と拗音を持つ「ぎょろぎょろ」の場合、濁音のみを含む「ごろごろ」と比較すると、
以下の例 7 や例 5 から明らかなように、両者とも「転がるような動き」を表わす。しかし
拗音を含む「ぎょろぎょろ」には「やや不安定な」や「必要以上」といった意味的な要素
が入っている。これに対して、「ごろごろ」は「安定した動き」を表わしており、「ゆがみ
のある」といった意味的な要素は含まれていない。 
 
例 7：私はそのときの平太夫の顔位、世にも不思議なものを見た事はございません。あの意地
の悪そうな、苦りきった面色が、泣くとも笑うともつかない気色を浮かべて、眼ばかり
ぎょろぎょろ忙しそうに、働かせているのでございます。するとその容子が、笑止なが
ら気の毒に思召されたのでございましょう。（芥川） 
 
また「ぎょろぎょろ」（例 7）と「濁音」を含まない「きょろきょろ」（例 14）という意
味的ペアと比較すると、この「不安定なようす」が維持されている。しかし「ぎょろぎょ
ろ」の場合、「きょろきょろ」ほど「不安定性」が感じられず、更に濁音の影響と考えられ
る、「目が大きく開いている状態」や「にらみつけた眼つき」を表わす。更に上の例の「ぎ
ょろぎょろ」というオノマトペの前に置かれている「意地の悪そうな、苦りきった」とい
うマイナス評価を表わす顔の表情は「きょろきょろ」とは呼応しておらず、濁音の「ぎょ
ろぎょろ」でしか表現できない。 
同じような傾向は「びちゃびちゃ」（例 8）、「びたびた」（例 9）や「ぴちゃぴちゃ」（例
10）の場合にもみられる。これらでは以下の例からも明らかなように、全ての場合におい
て音や様子が平らな表面と関連していることを表わしている。しかし拗音を含む「びちゃ
びちゃ」と「ぴちゃぴちゃ」の場合、濁音のみの「びたびた」と比べて「必要以上に液体
が含まれている」、あるいは「あふれている」という状態を表わしていることが分かる。こ
れに対して、濁音を含む「びちゃびちゃ」は、「ぴちゃぴちゃ」よりも「液体の量が多い」、
「跳ね返り方が強い」といった濁音の強調的な効果が現れている。 
 
例 8：今日はちょっぴり暖かかった弘前市。そのせいで雪もだいぶ融け始めています。そして
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こんな具合のとき歩くのは大変なんですよね。道がびちゃびちゃでお気に入りのブーツ
もびちゃびちゃです。まだ雪の多い小道などを歩く時はまるで砂漠を歩いているかのよ
うに足がズボズボだし。あ～ん、春はすぐそこらへんのはずなのに！まだ少し待たなけ
ればいけないようですね 
(http://www.imgnjp.com/viva/nikkibacknumber.html) 
例 9：テイッシュに  化粧水をたくさんつけてびたびた状態にして  それを顔全体にはりつけ３
分したらとると  肌に水分が吸収されてプルプル肌になります !お風呂あがりとかいいか
も。 
(http://www.google.co.jp/search?q=%E3%81%B3%E3%81%9F%E3%81%B3%E3%81%
9F&hl=ja&lr=&as_qdr=all&start=10&sa=N) 
例 10：まず顔全体にイオンクリームを薄く塗る。イオンローションを 10 滴ほど手のひらにと
り、ぴちゃぴちゃ顔につけていく。全体にぴちゃぴちゃしたら、円を描くようにマッサ
ージ。すると消しゴムのガスみたいにクリームがポロポロ落ちる。ぜんぶ落ちたらお湯
で軽くゆすいでおしまい。ものの 2 分で終了。もうちょっといじりたい気になるくらい
あっけない…。 
(http://yaplog.jp/search-beauty/monthly/200503/ ) 
 
1.4.「母音「e」＋濁音＋拗音」を持つオノマトペ 
 
「べちゃべちゃ」や「べちょべちょ」のように、母音「e」・濁音・拗音という 3 つの要
素を含むオノマトペもみられる。しかしこれらの数は極めて少ない。これらのオノマトペ
では母音「e」、及び濁音や拗音の意味的な効果が最も明確な形で現れると推測できる。例
えば、「べちゃべちゃ」（例 11.a.・例 11.b.）を考察すると、以下の例のように、その基本
的な意味は「水分が多量であり、形がととのわないようす」や「しまりなくしゃべり続け
るようす」を表わしており、「マイナス」意味を持つオノマトペである。このことから、こ
の否定的な意味に最も影響を及ぼしているものを探るために、「ぼちゃぼちゃ」（例 12）や
「べたべた」、「ぺちゃぺちゃ」と比較する必要がある。その結果、母音「e」を含む「べた
べた」（例 4）や「ぺちゃぺちゃ」（例 1.a.・例 1.b.）には違和感があり、否定的な意味が
保たれていることが明らかになる。更に「べちゃべちゃ」においては拗音の意味的な効果
はオノマトペの全体的な意味に大きな影響を与えない。また母音「e」を持たない「ぼちゃ
ぼちゃ」の場合においても例 12 から明らかなように、「べちゃべちゃ」の「下品な」ニュ
アンスがほとんど含まれておらず、濁音の強調的な効果と拗音の「必要以上の要素」が含
まれている様子（具体的に水分）が機能している。 
 
例 11.a.：料理超初心者です。 
鍋に入れる鳥団子を作ろうとしたのですが、べちゃべちゃになってしまいました。鳥
ミンチ 180 グラムに、酒大さじ１、しょうゆ大さじ１、しょうが大さじ２、塩 .胡椒少
し、卵一個、片栗粉大さじ 2 ・・を入れたのですが、水分が多かったのでしょうか？
なんとか直そうと白菜のみじん切りを入れたのですがあまり変わらず。どうやって
べちゃべちゃを直せばいいでしょうか？このまま鍋に入れたらやっぱりだめですよ
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ね？どうぞ教えてください。お願いいたします。 
(http://question.excite.co.jp/kotaeru.php3?q=1904904) 
例 11.b.：例えば、コンビニでは例え人がレジに並んでいても店員さんと他のお客さんがべちゃ
べちゃとしゃべっていて会話が終わるまで待っていないといけないなどといったこ
とがあります。もちろん「Excuse me」と言ってせかすこともできますが、露骨にい
やな態度を取られることがあります。 
(http://www.magosido.com/tips/2/customerservice.htm) 
例 12： 「はーい」と明るい声を作って、見えないように顔をしかめて湖水に入った。ぼちゃ
ぼちゃと大げさに演技したら本当に水を飲んでむせた。よい子たちがワハハと笑った。
最近のガキは遠慮を知らない。 
(http://www.nikkansports.com/ns/sports/goto_sa/goto_sa_050823.html) 
 
上のことから次のようなことが言える。オノマトペにおいて母音「e」や濁音、拗音が
同時に出現する場合、その中では母音「e」が濁音や拗音の意味的な効果を支配しており、
オノマトペにやや「下品で・違和感のある」という「マイナス」のニュアンスを与える。
一方、拗音には、ある程度ではあるが、オノマトペの意味に「不安定」あるいは「余計な
意味的な要素」を加える機能がある。更に濁音は、多くの場合、オノマトペの意味的なニ
ュアンスに「強調性」を与えるという役割を果たしている。 
 
2. 母音「e」、濁音、拗音の意味的評価性の領域 
 
これまで第 2 章から第 4 章において母音「e」、及び濁音、拗音の意味的評価性を個別に
考察してきた。ここではこれらが及ぼす意味的な評価の領域を統一的かつ、全面的に考察
していきたいと思う。各章の分析結果を整理すると、言語レベルと使用レベルにおいてオ
ノマトペの意味の評価には「プラス」、「マイナス」と「ニュートラル」のニュアンスを持
つものに大別できる。 
これらの意味的な領域を総合的に扱うと次のようなことが言える。母音「e」、濁音、拗
音を持つオノマトペには「マイナス」の意味的な領域に属するものが最も多い。その中で
は母音「e」は最も広範にみられるものである。その次に大きな割合を示すのは濁音を持つ
オノマトペであり、最後に拗音を持つオノマトペがある。「マイナス」の領域を占めるもの
のうち、母音「e」を持つオノマトペは多くの場合、「しまりがない」、「下品な」ニュアン
スや「不快に粘り気が強い」、「疲労が激しい・弱っている」といった意味を表わすものが
多い。これに対して濁音を持つオノマトペで「マイナス」のイメージや不適切なニュアン
スを表わすものは「大量」や「力」という意味によって生まれることが多い。例えば「ぎ
らぎら」（第 3 章、例 1.a.）、「じっとり」（第 3 章、例 2.a.）や「がんがん」（第 3 章、例
10.a.）などは、表現されている音や様子の「程度が強すぎて、不適切的」であることから
「マイナス」の意味が派生すると考えられる。また拗音によって「マイナス」意味を持つ
オノマトペは既に述べたように、「不安な状態や動き」、「しまりがない」、「騒音(noisiness)」、
「多様性」などに分類できる。つまり、多くの場合、拗音を持つオノマトペに「不安定な
状態」や「必要以上の要素」という否定的なニュアンスがみられるのである。このことは
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以下の例からも明らかとなろう。 
 
例 13：かれはぼうぜんとしていた。憲兵たちが後に残ったかれをうさんくさそうにじろじろ
見つめはじめても、かれはまったくぼうぜんとしてじっとしていた。（大江） 
例 14：前に「巡回牧師」と書いた小型自動車が、国道を通るところであった。カーキ色の軍服
を着た小柄の老人が、窓から首を出し、両側をきょろきょろ見廻しながら、運ばれて行
った。（大岡） 
 
「じろじろ」と「きょろきょろ」は、共に同じ「見る」という様子に対して用いられる。
このうち濁音の「じろじろ」の場合、「失礼な眼つき」という「マイナス」意味を表わす。
この表現には「視線に強さ、しつこさ」が感じられると同時にやや「安定のある動きや状
態」が表われている。これに対して、「きょろきょろ見る」は「不安定なようす」を表わす
ことによって「マイナス」意味が生じる。更に例 14 から明らかになるように、「きょろき
ょろ」は「見回す」というやや「不安定」な動きを表わす動詞と共に用いられているが、
例 13 の「安定した動き」を表わす「見つめる」という動詞と結び付く「じろじろ」とは
入れ替えができない。 
これらのオノマトペの基本的な意味や用例の考察の結果、母音「e」の「マイナス」意味
が最も明確なものであり、最も強い程度で現れていると言える。 
このことは、母音「e」や濁音、拗音を持つオノマトペの中で「プラス」の領域に属する
ものからも数的に推測できる。例えば、第 2 章において具体的に考察したように、母音「e」
を含むオノマトペでは「プラス」のニュアンスを持つものが極めて少なく、「せっせ」（第
2 章、例 16.a.）、「てきぱき」（第 2 章、例 17.a.）と「めきめき」（第 2 章、例 18.a.）とい
うオノマトペのみである。その中でも「めきめき」のように、本来の意味が「マイナス」
であったものについては、その数が非常に少なくなる。 
一方、濁音や拗音の場合、「プラス」の意味的評価に関する状況は多少異なる。濁音の
場合には「マイナス」評価と同様に「プラス」の意味を表わすオノマトペにおいても、そ
れが持つ肯定的な意味は「力強い」という濁音の音象徴に基づいている。従ってそれらは
「しっかりしている」、「安定している」といった意味的なニュアンスによって見分けるこ
とができる（第 3 章、2.1.3.2.2.2.を参照）。他方、拗音を持つオノマトペの場合、「プラス」
のニュアンスを持つものは大抵は「子供らしさ」や「かわいらしさ」と結び付き、「小さい・
かわいらしいものや動き」を表わすことが多い。しかしこのような「小さくて・かわいら
しい」意味を表わす傾向が存在する一方、「ちゃんと」（第 4 章、例 7）、「しゃんと」（第 4
章、例 8）、「しゃきっと」（第 4 章、例 9）、「しゃりしゃり」（第 4 章、例 10）などのよう
に「かわいらしさ」と全く結び付かないものもみられる。このようなやや「ずれた」意味
的なニュアンスは、「ちゃんと」を度外視すると、語頭において「滑かな動作」や「障害の
欠如」を表わす口蓋化された摩擦子音「s」と母音「a」とが組み合わさったことによって
生じると考えられる 3。 
                                                  
3  語頭に口蓋化された子音「s」＋母音「a」を持つオノマトペのうち、「しっかりしている」という意味
ではなく、やや「騒々しさ」というニュアンスを表わすオノマトペは「しゃあしゃあ」のみである。そ
の他の場合はほとんど上述のような意味を持つ。 
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既にみてきたように、母音「e」、濁音、拗音を持つオノマトペの中には、言語レベルや
使用レベルにおいて一つ以上の意味的な領域に属するものがみられる。 
具体的に述べると、母音「e」の場合、言語レベルでは「ぺらぺら」（第 2 章、例 4.a.）
や「けろけろ」のように、「マイナス」（「立て続けに軽薄にしゃべるようす」など）と「プ
ラス」（「外国語を上手に話せるようす」）や「マイナス」（「平然として屈託のないようす」
など、例 16.a.）と「ニュートラル」（蛙の鳴声など、例 16.b.）の意味を持つものがある。
また基本的な意味だけでは意味的なニュアンスが明確ではない、あるいは文脈によって「マ
イナス」や「プラス」のニュアンスを持つオノマトペもある。その例としては「でん」や
「めっきり（第 2 章の例 19.a.を参照）」がある。以下の例からも明らかなように、「でん」
の場合、大きくて、重いものが「堂々としているようす」を表わす時もあるが、他方、「余
計な場所を占める」という「マイナス」の意味を持つ場合もある。 
 
例 15.a.：大阪の和菓子店「廣井堂（ひろいどう）」の看板菓子は栗むし羊羹である。よその店
とどこが違うかといえば、まず栗が大きい。羊羹の中心に、でんと鎮座している。
ホクホクして甘みがある。砂糖でつけた濃い甘さではない。栗そのものの持つ、自然
なやさしい味わいなのだ。 
(http://www.yomiuri.co.jp/gourmet/food/kanmi/20051027gr05.htm) 
例 15.b.：左へ下り、しらみ地蔵の横の道を真っ直ぐ進んで勝尾寺線の車道に出ます。サルの群
れがいます。サルは、車のクラクションを鳴らしても道路の真ん中にでんと座ってい
ます。(http://www.hcn.zaq.ne.jp/cabhk402/h334.html) 
 
例 16.a.：来週、長瀞へ行こう、なんて言うと『私だめよ、来週は生理だから』なんてけろけろ
言うような女だった。（曽野） 
例 16.b. 4：梅雨になり、田植えが始まると、田圃のあちこちに蛙はけろけろと賑やかな合唱を
始める。 
 
第 2 章で述べたように、使用レベル、つまり文脈において濁音や拗音と異なり、母音「e」
を含むオノマトペがその基本的な意味と異なるニュアンスで用いられるケースは少なく、
大抵の場合、文脈中で「マイナス」の基本的な意味が「非マイナス」に変わる。この例と
しては「めちゃめちゃ」（第 4 章、例 31）、「ぺたぺた」（第 2 章、例 24）、「めろめろ」（第
2 章、例 25）などが挙げられる。 
第 3 章で見たように、濁音を持つオノマトペにも多様な意味を持つオノマトペがみられ
る。例えば言語レベルにおいて「プラス」と「マイナス」の領域に入るものには「どきど
き」（第 3 章、例 21.a.）や「どしどし」（第 3 章、例 22.a.）などがある。更に母音「e」
とは異なり、「ばたばた」（第 3 章、例 23.a.）、「ごろごろ」（第 3 章、例 24.a.）、「がらが
ら」（第 3 章、例 25.a.）のように、「ニュートラル」から「マイナス」の意味を持つもの、
あるいは「ニュートラル」から「プラス」（「ばりばり」、「どんどん」）の意味を持つものも
                                                  
i r4  本例はKakehi, Hisao, SchourapのDict ona y of Iconic Expressions in Japaneseからの引用である。 
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ある。 
他方、使用レベルにおいて、「マイナス」意味を持つものが文章によってその評価的側
面を失い、「ニュートラル」の意味で用いられるものがある。この例には「がーがー」（第
3 章、例 28）、「ざっと」（第 3 章、例 29.a.）などがある。また「がんがん」（第 3 章、例
30）や「ぎらぎら」（第 3 章、例 31）、「ごろごろ」（第 3 章、例 32）、「ばたばた」（第 3
章、例 33）などのように、文章の内容や語り手の評価の影響によって、本来は「マイナス」
意味を持つものが「プラス」の意味を受ける場合もみられる。 
使用レベルにおけるこのような現象は、拗音を持つオノマトペの場合にもみられる。例
えば、「マイナス」の基本的な意味を持つものが文脈上で「プラス」の意味を獲得する（「く
しゃくしゃ」（第 4 章、例 32）、「しゅるしゅる」（第 4 章、例 33）、「きゃあきゃあ」（第 4
章、例 34）など）、あるいは「マイナス」から「ニュートラル」の意味への移行（「かちゃ
かちゃ」（第 4 章、例 39）など、「ひゅうひゅう」（第 4 章、例 40）など）、更には「プラ
ス」から「マイナス」の意味での使用（「ひょこひょこ」（第 4 章、例 41）など）、や「ニ
ュートラル」の意味を持つものが文脈上で「プラス」のニュアンスを得る（「ちゃぽちゃぽ」
（第 4 章、例 44）、「ばちゃばちゃ」（第 4 章、例 45）、「ぴちゃぴちゃ」（第 4 章、例 46））
といった現象が起こる。 
更に既に概観したように、拗音を含むオノマトペには、基本的な意味において「プラス」
にも「マイナス」の領域にも判然と区分できないものも存在する。その場合それらは、「ニ
ュートラル」の意味を持つものと考えることができよう。このような現象は母音「e」や濁
音にはほとんど見られない。母音「e」を持つオノマトペでは唯一「けろけろ」（蛙の鳴き
声を表わす際）があり、また濁音では上述のように、一つ以上の意味を表わす場合に「ニ
ュートラル」の意味を持つものがみられる。一方、拗音を持つオノマトペでは「ちょいち
ょい」（第 4 章、例 27.a.）や「ひょいひょい」（第 4 章、例 28.a.）、「ちょきちょき」（第 4
章、例 29.a.）、「にょきにょき」（第 4 章、例 30.a.）などのように、基本的な意味におい
て象徴的な性質を保つと同時に評価的側面をはっきりとは見せないものも存在する。この
場合、第 4 章で言及したように、これらを他の拗音を含むオノマトペ（「きょろきょろ」
や「ぴょこぴょこ」など）と比較するとその評価性が分かりにくい部分がある。しかし文
脈において出現すると評価的な性質を持ち、多少なりとも「プラス」あるいは「マイナス」
のニュアンスを含む場合もある。例えば、例 17.a.と例 17.b.では「ひょいひょい」が「物
事が軽々と何度も繰り返されたり、偶然に起こったりするようす」などという基本的な意
味を保っているが、例 17.a.では、様子が「素早く変化すること」に対しては出来事として
いくぶん「プラス」の評価が与えられている。一方、例 17.b.からも明らかなように、「ひ
ょいひょい」では、「軽々しい」という意味によっていくぶん「マイナス」の評価がみられ
る。 
 
例 17.a.：“仕事”に応じて呼び名が変わるエネルギー。しかもすごいのは、次から次へとひょい
ひょい姿を変えることができる点なんだ。 
(http://www.yonden.co.jp/kids/energy/a02.htm) 
例 17.b.：そいつ、思ったことなんでもひょいひょい口にするみたいなんだ・・・・。 
  (http://buubuu.gooside.com/novelm-inu001.htm) 
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また次の例 18.a.・例 18.b.では、例 18.a.のように「ちょいちょい」が表わす「頻繁に起
こる動作」は、この文脈上でやや「プラス」のニュアンスを持っているが、例 18.b.ではこ
のニュアンスは「ニュートラル」の方に近いと言える。 
 
例 18.a.：安全を為すのか為さぬのか。成れば成る、成らねば成らぬ、何事も。心に浮かぶよし
なしごとをほっとくとアブナくなってくるのでちょいちょい書いてます。 
(http://ei-oh-oh.ameblo.jp/entry-ad100e787247bb660bfeb15b45149f85.html) 
例 18.b.：以前は「若菜ノート」を常に所持し、日ごろのウップンやちょいとした情報、友人や
テレビの良いコメントなどをちょいちょい書いていたけど、ペーパーレスの世の中な
ので、コッチに移行。 
(http://yaplog.jp/wa-volavile) 
 
本論文はこれらのオノマトペを「ニュートラル」な意味的評価を持つものとして扱って
いる。しかしこれらは文脈の評価性に影響されやすく、それによって何らかの評価を持つ
ものなのである。 
更にこのことは、「ゆっくり」、「はっきり」、「そっくり」、「そろそろ」、「びっくり」、「が
っかり」など、非オノマトペ化していると思われるもの 5との比較からも確認可能である。
例えば、以下に示した例 19.a.・例 19.b.の「はっきり」は、「状態が明らかで、確かである
こと」を表わしている。しかしその文脈において考察すると、音象徴における評価的側面
は全く見られない。同様のことは例 20.a.・例 20.b.の「そろそろ」に対しても言える。こ
れらの例では、「行動にとりかかる」という意味を表わす「そろそろ」に評価的なニュアン
スがないことは明らかであろう。つまり、これらの非オノマトペ化したものは、文脈の評
価性に影響されることはほとんどないことが分かる。 
 
例 19.a.：有吻目のアカスジカメムシと、名前ははっきりしないが、やはりカメムシの一種。（安
部） 
例 19.b.：なにも、直接、彼の声を聞き、あるいは姿を見なくても、主人を失った彼の下宿を一
と目みただけで、はっきり感じとれるにちがいない。（安部） 
 
例 20.a.：「そろそろ寝ましょうか」（渡辺） 
例 20.b.：私はじっと父のうしろ姿を見ました。そして、もうそろそろお仕事をひかえられたら
どうかと言ってみました。（宮本） 
 
これまで、オノマトペの意味上の相違に着目した論を進めてきた。しかし非オノマトペ
                                                  
5「非オノマトペ化」とは音象徴上、または統語的に普通のオノマトペから分離してしまったオノマトペ
のことを指す。具体的には、「ゆっくり」、「はっきり」などのように、オノマトペとしての表現力
(expressiveness)を失い、感覚的に一般語彙との区別が付きにくくなっているものである。つまり、 
表現面ではオノマトペ性が保たれているが、内容面では見られないということである。更に特定の動詞
としか組み合わせできないオノマトペと異なり、これらの場合、多様な動詞と組み合わせができる。こ
の問題については後述する。 
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化したものと「ニュートラル」に近い意味を持つオノマトペとの間には、統語的な差異も
みられる。第 1 章（2.2.）において言及したように、日本語の擬声語・擬態語には統語的
な特徴の一つとして結合する動詞が限定されることが挙げられる。一方、「びっくりする」、
「がっかりする」を除外すると、「ゆっくり」、「はっきり」、「そっくり」、「そろそろ」など
の場合、動詞との結合は広範に認められる。例えば、それぞれ「マイナス」の基本的な意
味を持つ「きょろきょろ」は、「見る」や「する」という二つの動詞に限定される。これに
対して「ニュートラル」に近い意味を持つ「ひょいひょい」や「ちょいちょい」は、「変え
る」、「する」、「渡す」、あるいは「書く」、「来る」など、二つ以上の動詞に結合できる。更
に非オノマトペ化した「はっきり」の場合、その動詞の範囲はより広くなる。つまり、「は
っきり＋～する」という組み合わせに加えて、「はっきり＋感じる、話す、聞く、決めるな
ど」といった表現も可能である。更に「ゆっくり＋食べる、話す、寝る、歩くなど」や「そ
ろそろ＋寝る、帰る、やめるなど」のように、動詞との結合が制限されていないことも明
らかとなる。このような現象は、筧(1993)が提起した「相互無依存(Constellation)X/Y 6」
というオノマトペと動詞との関係を表わすモデルに当てはまる。即ち、このようなオノマ
トペと動詞の「依存関係」の希薄化と共にオノマトペ度が薄くなるのである。従って上述
の、「ニュートラル」のニュアンスを持つ拗音を含むオノマトペは、部分的にしか「ニュー
トラル」になっていないのである。更に完全に非オノマトペ化したものの中では（「びっく
り」と「がっかり」を除く）母音「e」、及び濁音や拗音を持つオノマトペがほとんど見ら
れないということは、これらの要素において意味的な評価性の力が活発に機能しているこ
とを証明していると言えよう。 
以上、母音「e」、及び濁音、拗音を含むオノマトペの意味的評価性を考察してきた。こ
れらの意味的な評価の領域を整理すると次のようになる。 
第 1 章で具体的に論じたようにZhuravlev(1974)とVol’f(1985)は、「評価性」の性質を等
級のスケールとして考えた。Zhuravlevらはそれぞれ異なった言語レベルにおいて考察を
行っているが（Zhuravlevは音韻レベルにおいて、他方、Vol’fは語彙レベル、統語レベル
や形態レベルにおいて）、「評価性」については同様の方式を提起している。つまり、この
評価性のスケールは、二つの反対の方向に広がると考えているのであり、そのスケールの
両方向にそれぞれ「＋」と「－」ゾーンがあると指摘しているのである。またこれらの中
間には「ニュートラル」のゾーンも設定されている。しかしVol’fが指摘しているように 7、
「ニュートラル」の性質には曖昧な点もみられる。つまり、記述的な性質において「ニュ
ートラル」であると同時に客体との意味的な関係（あるいは文脈）によって「＋」か「－」
のどちらかの意味に入る場合もあり、固定していない。 
一方Zhuravlev(1974)は、語の音声面における評価性について、以下のようなスケール
を用いて同様のことを指摘している 8。 
                                                  
6  筧(1993)によると、オノマトペ(X)と動詞(Y)には、相互依存(Interdependence) X⇔Y（例えば「にっ
こり」が出現すれば、「笑う」という動詞につながること）と相互無依存(Constellation)X/Y（「ゆっくり」
のように動詞との依存はないこと）という関係がみられるという。 
7  第 1 章の 3.1.を参照。 
8  Zhuravlev(1974)のこのスケールの「プラス」と「マイナス」の領域の位置は一般的な座標軸の表示と
は異なり、その反対になっている。しかし本論文では原文の表記に拠っている。このため、擬声語・擬
態語の意味的な評価性に関するスケールにおいても、Zhuravlevの「プラス」と「マイナス」の領域設
 165 
 
（ニュートラル・ゾーン） 
      Нейтральная 
     зона 
 
+2  +1  +0,5 0 -0,5  -1 -2 
Очень  светлы     не светлы отнюдь 
светлы         не светлы 
（とても  （明るい）    （明るくない） （全く 
明るい）          明るくない） 
 
このスケールは音声の音象徴における評価に関するものである。具体的には、「明るい」
という音象徴的特徴の評価を表わしている。ここには上述の「プラス」と「マイナス」の
領域が存在している。例えば、「明るい」や「とても明るい」は「プラス」領域に、また「マ
イナス」の領域には「明るくない」や「全く明るくない」という意味が入る。更にこの場
合においても「ニュートラル」のゾーンが存在しているが、Vol’f の指摘のように固定した
ものではなく、「プラス」評価、あるいは「マイナス」評価の偏向を示すという不安定な側
面を持ち、バリエーションを示していることが明らかとなる。 
従って、これまでの考察から、母音「e」や濁音、拗音を持つ擬声語・擬態語の音象徴
においては意味的な評価に対しても上述の評価方式が適用できると思われる。即ち、言語
レベル、及び使用レベルのそれぞれのレベルにおいて、上述の Zhuravlev や Vol’f のスケ
ールに基づいて、オノマトペの意味的評価性が以下のように図示できるのである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＋                    ニュートラル                   ― 
 
 
つまり、オノマトペの意味的評価性においては、「プラス」のゾーン、及び「マイナス」
のゾーンが存在しており、その中間に「ニュートラル」のゾーンがあるのである。更に前
章、及び上述の母音「e」、濁音や拗音を持つオノマトペの分析からも明らかなように、こ
れらのゾーンには「とじた」形ではなく、「ひらいた」性質がみられるため、相互の領域に
                                                                                                                                                           
定をそのまま用いている。 
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入る場合、そして一つのオノマトペの意味に対して一つ以上の評価性がみられる場合も存
在することになる。このことから、これらのオノマトペの意味には次のような評価のパタ
ーンがあると言える。表 1 は言語レベルにおける評価のパターンを、即ち基本的な意味に
おいて一つ以上の意味を持つことを表示している。また表 2 は、使用レベルにおいて基本
的な意味がどのように変化しているのかを示している。つまり、「プラス」のニュアンスを
持つものは、「マイナス」や「ニュートラル」の意味に変化するパターンのように、基本的
な意味において評価と直接結び付かないものでさえも、文脈上で「プラス」や「マイナス」
の意味を取る場合もありえるということを示しているのである。そして「ニュートラルに
近い」基本的な意味を持つ拗音のオノマトペは、文脈上では完全な「ニュートラル」の意
味で用いられることがほとんどないため、ここでは破線で表示されている。 
 
表 1                                     表 2 
 
 
3. 結論 
 
これまで本論文では、日本語のオノマトペの音象徴において重要な位置を占める三つの
問題を扱ってきた。その問題とは母音「e」、濁音、拗音である。これらの考察によって明
らかになったことは、これらが偏向した分布を持ち、有標的な(marked)ものであるという
ことである。それぞれの特徴を具体的に整理すると、以下のようになる。 
 
母音「e」について 
 
・和語では語頭や第一音節において母音「e」の出現頻度が低い。 
・英語などの借用語が日本語化する際、strike→[sutoraiku]のように母音挿入という現 
象がみられる中、母音「e」は全く出現しない。 
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・母音「e」は一般語彙の語幹に出現することは少なく、主として語幹末に現れる。ま
た語幹末に現れる場合、他の母音と交替することが多くみられる。 
・オノマトペにおける母音「e」の出現頻度は低く、母音「e」を持つ単語の数も少ない。
またこれらの場合、否定的な意味を持つものがほとんどである。 
 
濁音について 
 
・和語において濁音で始まる単語は極めて少ない。これらのうち、頭母音が脱落したも
のや音韻変化、あるいは本来清音で始まっていた語が、連濁の現象によって派生した
と考えられるものが殆を占める。このような現象は、濁音が語頭位置には生じないと
いう音韻制約によるものである。 
・漢語や外来語とは異なり、上述の制約のために濁音は連濁形で和語の語中において出
現する。 
・オノマトペの場合、和語とは異なり、濁音で始まる単語が最も多くみられる。更に清
音を持つ単語に対して濁音のペアがほとんど存在する。 
・和語の一部やオノマトペにおいて、「マイナス」の意味を持つことが認められる。 
 
拗音について 
 
・漢語や外来語と異なり、和語では音節「しゃ」を除外すると、拗音はほとんど出現し
ない。また出現したとしても音韻変化の結果として派生したものがほとんどである。 
・漢語とは異なり、和語の語内レベルにおいては同じものが二回あってはいけないとい
う音韻制約に従っている。その結果、拗音が第一音節と第二音節の両方に同時に現れ
ることはない。 
・和語とは異なり、オノマトペの中で拗音が多く出現する。更に直音を持つオノマトペ
は、ほとんどの場合、拗音のミニマルペアを持つという特徴がある。 
・和語と同様に、語内レベルでは一つのオノマトペの中に一つ以上の拗音は許されない。
更に CVCV 語基を持つオノマトペでは、拗音の位置に対して制約が働くことがある。 
・拗音は日本語を母語とする子供の言語獲得の際、音韻現象として言語獲得の初期段階
に現れる。従って幼児語において積極的に出現する。更に数が極めて少ないため、一
般化することはできないが、和語の一部において「子供らしさ」や「かわいらしさ」
というニュアンスが加わることもある。このようなニュアンスはオノマトペに多くみ
られるものであり、更に「子供っぽさ」などの「マイナス」の意味にまでその範囲を
広げている。 
 
上述のことから明らかなように、日本語において母音「e」や濁音、そして拗音が独特
の性質を持っている。そして同じ固有日本語であるオノマトペ 9の意味的な領域にまでそ
                                                  
9  日本語の音韻体系では漢語、和語（固有日本語）、外来語、オノマトペという四つの音韻体系層
(phonological strata)に区別できる。これらはMcCawley(1968)によって定義されたが、オノマトペの音
韻体系層の特徴と和語の音韻体系とが明確に区別されてないという問題点がある。これに対して
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の偏りの影響を及ぼすという傾向がみられる。 
このように「分布」の概念を使って「意味」を規定しようと最初に試みたのは Z.H.Harris
であった。Harris(1951)は、「分布」と「意味」の間にある種の相関関係があると指摘して
いる。 
 
“It may be presumed that any two morphemes A and B having different meanings 
also differ somewhere in distribution: there are some environments in which one 
occurs and the other does not.” (Harris(1951)、p.7) 
 
Harris は「形態素」という単位についてその分布と意味の相関関係を問題にしているが、
上述のことからこのような相関関係の傾向は音素レベルにもあると言うことができる。更
に第１章において述べたように、Zhuravlev(1974)も同様のことを指摘している。即ち、
Zhuravlev は音の「評価性」と音の出現頻度とが密接に結ばれていると述べているのであ
る。例えば、会話には話し手によってよく用いられる音とそうではない音がある。これは
話し手が自分にとって「良い・心地よい」として受け取る音を多く会話に取り入れる一方、
「好ましくない」と思う音を避ける傾向があるからである。また言語の上でみると、音の
出現頻度はそれぞれ異なる。つまり、出現頻度によって音には様々な意味的な役割が負わ
されているということが言える。出現頻度の低いものは独特の意味を持ち、単語の全体的
な意味に影響を与えるのである。 
上述のように理論的そして実践的な分析から、オノマトペにおいては周辺的な振る舞い
をするもの、即ち、有標的な要素（具体的には母音「e」、濁音、拗音）が有標的な意味を
及ぼすということが証明されよう。更にこのことは、同じ固有日本語の一つである和語と
異なり、オノマトペのみが特徴的な評価性を持つこととも関連している。既にみたように、
母音「e」や濁音、拗音を持つオノマトペのうち「マイナス」の意味を持つものは最も多い。
しかしこの他にも「プラス」や「ニュートラルに近い」意味を持つものが存在する。更に
有標的であるこの三つの問題の意味的評価性には、有標性の差異がみられるのである。 
例えば母音「e」を持つオノマトペは、数は少ないが、一般的に「マイナス」のニュア
ンスに拘束され、否定的な意味に固定されている。従って、オノマトペの意味の領域にお
いては母音「e」を含むオノマトペがより独特な位置を占めると言える。 
一方、母音「e」を濁音や拗音と比較すると、濁音が「マイナス」の意味を持つ他、「力
強さ」といった意味から生まれる「プラス」のニュアンスなどを表わすこともある。また
拗音の場合、「子供っぽさ」と「子供らしさ」、つまり「マイナス」と「プラス」の意味以
外に「ニュートラルに近い」ものも見られ、更にその意味的な評価性の領域が最も広いと
言える。即ち、この三つの問題の中では母音「e」は最も有標的、あるいは劣性(inferior)
                                                                                                                                                           
Alpatov(2000)は初めてオノマトペも含めて四つの音韻体系層を個々に扱い、語種によってそれぞれの音
節体系が異なることを主張している。つまり、オノマトペは固有日本語の一種でありながら、個別の音
韻的な特徴を持つことである。本論文では、Alpatovの主張に依拠しつつ、オノマトペにおける母音「e」、
濁音、拗音という三つの問題にみられる分布的特徴を明らかにするために、これらを全ての音韻体系層
において考察した。その結果、和語において「ねじれた」分布を持つ要素は、オノマトペにおいてその
意味にまで影響を及ぼすと言える。 
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の問題である一方、拗音はこの有標性から最も離れた性質を持つことが明らかとなろう。 
これまで述べてきたことから、オノマトペの音形と意味との関係を次のように整理する
ことができる。擬声語・擬態語の意味は、単にある音・声や様子・状態の描写に対応する
だけではなく、同時に語音上で人間の心理において共感的な連想を起こさせる性質（音象
徴）がみられる。例えば「さらさら」というオノマトペは、子音「s」を含むため、「粘り
気のない」様子や「よどみのない」様子を連想させるのである。 
更にこのような共感的な面と並んで、オノマトペの意味に評価的な側面もみられる。例
えば、上述の「さらさら」には肯定的な意味がある一方、「てかてか」のように否定的な意
味を持つものもある。このようなオノマトペの意味的な評価性に対して最も影響を及ぼす
ものは、語音が持つ性質、及びその特徴（分布など）なのである。 
 
4. 今後の課題 
 
本論文は、母音「e」や濁音、拗音の分布の考察をはじめ、オノマトペの音象徴におけ
るこれらを含むオノマトペの意味的な評価性の領域を探究しようとした。しかし現時点で
は十分に検討できなかったいくつかの点も残されている。 
その一つは研究のアプローチについてである。三つの問題の意味的な側面を明確化する
ために大量の用例などに基づいて例示的な考察を行ってきたが、この問題に関して網羅的
な考察も必要であると思われる。 
次に子音「r」の分布と子音「r」を持つオノマトペについての問題である。この問題は
意味的な評価性と直接的に関係がないと思われる。しかし流音の「r」は母音「e」や濁音、
拗音と同様に、制限された分布を持ち、一般的に和語やオノマトペにおいて語頭位置を取
ることができない。その一方でオノマトペの第二音節においては出現することができ、こ
のことはより特徴的である。例えば「ころころ」、「とろとろ」などのように第二音節に「r」
を持つオノマトペが極めて多い一方、語頭に「r」を持つオノマトペは数少ない。このよう
な偏った分布によって、語頭に「r」を持つオノマトペが独特の意味を持つことはほとんど
ないが、語頭に出現しないということは非常に興味深い問題と考えられるため、今後、あ
らためて考察する必要がある。 
第 1 章において述べたように、オノマトペの音象徴及び、意味上の評価性は、認知の問
題でもある。このことは、「ぺたぺた」や「ごろごろ」などのように、母音「e」や濁音、
拗音を含むオノマトペの意味では言語レベルと使用レベルにおいて意味上の差異が生じる
ことからも確認できる。 
言語学以外で言葉の音象徴を扱う研究は極めて少ない。しかし、それらの中では、先に
述べた黒川(2004)の研究が重要である。黒川は、「言葉の音と人間の生理」が密接に繋がっ
ており、従来の言語学の手法がこの関係を明らかにしなかったと述べている。このような
ことから黒川は、この問題を解明するためには認知科学などの手法を用いて擬声語・擬態
語のように「感性の豊かな言葉」を研究するべきであると主張している。更に黒川は、本
論文で扱った濁音の感性効果についても次のように述べている。黒川によれば、濁音は「震
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動雑音を加えて出す音」であるため、言葉に「力強さ」という意味が加わる 10。従って濁
音の音は男の子や男性により好まれる音であり、男の子の間で人気があるものやアニメ・
キャラクターの名前には濁音を含むものが多い（「ガメラ」、「ガンダム」、「ゴジラ」、「カネ
ゴン」など）。他方、女性は濁音で始まるものを好まないため、一般的に濁音で始まる雑誌
などはほとんど見当たらない。 
このような研究は言語学者に新たな視点を提供すると同時に重要な影響力を持ちうる。
従って、音と意味との関係の解明に当たっては、言語学以外の研究にも取り組んでいく必
要性があることになる。 
今後、本論文において分析してきた母音「e」や濁音、拗音を含むオノマトペの意味は、
人によってどのように受け止められるのか、あるいはどのような評価を受けるのかといっ
た視点から心理言語学的にも考察していく必要があると思われる。 
 
                                                  
10  結果的にこの濁音の問題などには本論文の考察と重なる面が見て取れる。 
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付録 
付表 A 
漢語 
 
a b 
c 
 
次の表の配置は下の通りである。 
(a) は小林信明(2003)「新選漢和辞典」から取ったデータである。 
(b) は貝塚茂樹・藤野岩友・小野忍(1986)「漢和中辞典」から取ったデータである。 
(c) は手塚良道(1952)「集成漢和大辞典」から取ったデータである。 
 
ＣＶ語基 
表 1 
拗音 a u o a: u: o: 合計 
py 
0    0 
0 
0    0 
0 
0    0 
0 
0    0 
0 
0    0 
0 
0    0 
0 
0 0 
0 
by 
0    0 
0 
0    0 
0 
0    0 
0 
0    0 
0 
2    2 
2 
22   28 
18 
44    30 
20 
hy 
0    0 
0 
0    0 
0 
0    0 
0 
0    0 
0 
3    2 
0 
63   56 
41 
66    58 
41 
ty 
2    1 
2     
8    14 
12 
29   24 
18 
0    0 
0 
78   58 
47 
141  120 
95 
258   217 
174 
sy 
68   50 
36  
153  100 
64 
83   64 
42 
0    0 
0 
152  93 
81 
348  302 
208 
804   609 
431 
zy 
14   5 
7 
73   78 
49 
29   28 
16 
0    0 
0 
41   34 
24 
121  102 
57 
278  247  
153 
ky 
5    1 
0 
0    0 
0 
61   47 
47 
0    0 
0 
100  92 
74 
210  189 
120 
376   329 
241 
gy 
0    0 
0 
0    0 
0 
13   13 
9 
0    0 
0 
3    1 
1 
30   31 
14 
46    45 
24 
my 
0    0 
0 
0    0 
0 
0    0 
0 
0    0 
0 
0    0 
0 
20   21 
6 
20 21 
6 
ny 
1    1 
0 
0    1 
0 
4    3 
2 
0    0 
0 
4    4 
3 
13   13 
4 
22  22 
9 
ry 
0    0 
0     
0    0 
0     
22   15 
10 
0    0 
0 
49   42 
31 
92   86 
61 
163  143 
102 
合計 
90 58 
45 
234 193 
125 
241  194 
144 
0 0 
0 
432  328 
263 
1060 948 
624 
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ＣＶＣＶ語基 
第一音節 
 
表 2 
拗音 a u o a: u: o: 合計 
py 
0    0 
0 
0    0 
0 
0    0 
0 
0    0 
0 
0    0 
0 
0    0 
0 
0  0 
0 
by 
5    5 
2 
0    0 
0 
0    0 
0 
0    0 
0 
0    0 
0 
0    0 
0 
5  5 
2 
hy 
6    7 
2 
0    0 
0 
10   6 
3 
0    0 
0 
0    0 
0 
0    0 
0 
16  13 
5 
ty 
17   10 
5 
5    5 
2 
14   14 
8 
0    0 
0 
0    0 
0 
0    0 
0 
36   29 
15 
sy 
53   47 
27 
56   37 
30 
69   43 
35 
0    0 
0 
0    0 
0 
0    0 
0 
178  127 
92 
zy 
18   17 
11 
12   13 
12 
9    7 
8 
0    0 
0 
0    0 
0 
0    0 
0 
39  37 
31 
ky 
14   15 
6 
0    0 
0 
26   20 
18 
0    0 
0 
0    0 
0 
0    0 
0 
40  35 
24 
gy 
8    6 
4 
0    0 
0 
5    3 
3 
0    0 
0 
0    0 
0 
0    0 
0 
13    9 
7 
my 
8    6 
4 
0    0 
0 
0    0 
0 
0    0 
0 
0    0 
0 
0    0 
0 
8  6 
4 
ny 
4    4 
3 
0    0 
0    
0    0 
0 
0    0 
0 
0    0 
0 
0    0 
0 
4  4 
3 
ry 
6    9 
5   
0    0 
0     
10   9 
7 
0    0 
0 
0    0 
0 
0    0 
0 
16  18 
12 
合計 
139 126 
69 
73 55 
44 
143 102 
82 
0    0 
0    
0    0 
0 
0    0 
0 
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付表 B 
和語 
 
以下のデータは時枝誠記・吉田精一(1973)「角川国語中辞典」から取ったデータである。 
 
第一音節 
表 3 
拗音 a u o a: u: o: 
py 0 0 0 0 0 0 
by 1 0 0 0 0 1 
hy 0 0 1 0 1 0 
ty 16 0 27 0 2 11 
sy 70 2 14 0 4 8 
zy 17 3 1 1 0 2 
ky 4 0 0 0 4 6 
gy 0 0 0 0 0 0 
my 0 0 0 0 0 2 
ny 0 0 0 0 1 0 
ry 0 0 0 0 0 0 
 
 
第二音節 
表 4 
拗音 a u o a: u: o: 
py 0 0 0 0 0 0 
by 0 0 0 0 1 0 
hy 0 0 0 0 0 0 
ty 15 0 2 0 2 4 
sy 34 0 2 0 4 1 
zy 8 0 1 0 4 3 
ky 1 0 0 0 1 0 
gy 0 0 0 0 0 0 
my 0 0 0 0 0 0 
ny 0 0 0 0 1 0 
ry 4 0 0 0 5 0 
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付表 C 
外来語 
 
a b 
c 
 
次の表の配置は下の通りである。 
(a) は石綿敏雄編（1990）「基本外来語辞典」から取ったデータである。 
(b) はあらかわそおべえ(1977)「角川外来語辞典」から取ったデータである。 
(c) は三省等堂編修所(1982)「コンサイス外来語辞典」から取ったデータである。 
 
第一音節 
表 5 
拗音 a u o a: u: o: 合計 
py 
0     0 
0 
8    8 
5 
0    0 
0 
0    0 
0 
6    6 
6 
0    0 
1 
14   14 
12 
by 
0     0 
0 
11   8 
8 
0    0 
1 
0    0 
0 
30   20 
15 
0    0 
0 
41   28 
24 
hy 
1     1 
0 
5    2 
3 
0    0 
0 
0    0 
0 
31   18 
24 
0    0 
0 
37   21 
27 
ty 
76    67 
53     
9    5 
6 
15   21 
13 
28   22 
16 
23   21 
18 
10   5 
6 
161  141 
112 
sy 
128   108 
92  
73   68 
67 
44   36 
27 
22   20 
21 
28   26 
16 
69   47 
51 
364  305 
274 
zy 
154   108 
103 
41   31 
31 
36   31 
25 
22   22 
9 
19   16 
16 
8    9 
7 
280   217 
191 
ky 
198   146 
121 
17   13 
14 
0    0 
0 
0    0 
0 
29   25 
15 
0    0 
0 
244  184 
150 
gy 
44    34 
24 
4    3 
2 
0    0 
0 
0    0 
0 
0    0 
0 
0    0 
0 
48  37 
26 
my 
0     0 
0 
8    8 
5 
0    0 
0 
0    0 
0 
30   24 
17 
0    0 
0 
38  32 
22 
ny 
0     0 
0 
2    1 
3 
1    1 
1 
0    0 
0 
83   60 
57 
0    0 
0 
86  62 
61 
ry 
2     1 
0     
6    5 
6     
1    1 
0 
0    0 
0 
9    7 
5 
5    5 
1 
23  19 
12 
合計 
603   465 
393 
184  152 
150 
97   90 
67 
72   64 
46 
288  223 
189 
92   66 
66 
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第二音節 
 
表 6 
拗音 a u o a: u: o: 合計 
py 
0    0 
0 
1    8 
5 
0    0 
0 
0    0 
0 
0    0 
0 
0    0 
0 
1    8 
5 
by 
0    0 
0 
0    0 
1 
0    0 
0 
0    0 
0 
6    5 
1 
0    0 
0 
6    5 
2 
hy 
0    0 
0 
0    0 
0 
0    0 
0 
0    0 
0 
0    0 
0 
0    0 
0 
0    0 
0 
ty 
1    1 
1    
24   13 
22 
0    0 
0 
1    2 
3 
12   8 
9 
1    1 
0 
39   25 
35 
sy 
12   11 
4  
2    10 
6 
33   13 
28 
0    0 
1 
4    5 
2 
0    1 
1 
51   40 
42 
zy 
7    13 
7 
23   15 
16 
5    0 
3 
18   2 
8 
2    2 
2 
0    2 
0 
55   34 
36 
ky 
11   7 
2 
13   9 
7 
0    0 
0 
0    0 
0 
14   14 
8 
0    0 
0 
38   30 
17 
gy 
0    0 
0 
0    7 
9 
0    0 
0 
0    0 
0 
0    0 
0 
0    0 
0 
0    7 
9 
my 
0    0 
0 
20   16 
14 
0    0 
0 
0    0 
0 
6    2 
2 
0    0 
1 
26   18 
17 
ny 
2    1 
1 
15   11 
6 
1    2 
3 
0    0 
0 
5    5 
5 
2    4 
2 
25   23 
17 
ry 
0    0 
0     
11   12 
5     
0    0 
0 
0    3 
0 
17   17 
8 
3    6 
1 
31   38 
14 
合計 
33   33 
15 
109  101 
91 
39   15 
34 
19   7 
12 
66   58 
37 
6    14 
5 
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付表 D 
オノマトペ 
a b 
c 
 
次の表の配置は下の通りである。 
(a) は Kakehi Hisao, Ikuhiro Tamori and Lawrence Scourup (eds.) (1996) Dictionary 
of Iconic Expressions in Japanese から取ったデータである。 
(b) は山口中美(2003)「擬声語・擬態語辞典」から取ったデータである。 
(c) は浅野鶴子・金田一春彦(1978)「擬音語・擬態語辞典」から取ったデータである。 
 
ＣＶ語基 
表 7 
拗音 a u o a: u: o: 合計 
py 
0    0 
0 
4    3 
1 
4    4 
3 
0    0 
0 
3    4 
3 
0    0 
1 
11 11 
8 
by 
0    0 
0 
3    3 
2 
0    0 
0 
0    0 
0 
3    5 
1 
0    0 
0 
6 8 
3 
hy 
0    0 
0 
3    3 
2 
4    3 
2 
0    0 
0 
2    2 
2 
0    0 
0 
9 8 
6 
ty 
2    1 
1 
3    4 
4 
5    2 
1 
1    0 
0 
2    2 
1 
0    0 
0 
13   9 
7 
sy 
2    3 
2 
4    4 
3 
0    0 
0 
2    2 
3 
2    3 
3 
0    0 
0 
10 12 
11 
zy 
1    2 
2 
1    1 
2 
0    0 
0 
4    2 
2 
3    2 
2 
0    0 
0 
9 7 
8 
ky 
4    4 
4 
3    3 
2 
0    0 
0 
2    2 
2 
3    4 
3 
0    0 
0 
12   13 
11 
gy 
1    0 
1 
1    3 
2 
1    1 
0 
1    3 
2 
2    3 
2 
0    0 
0 
6 10 
7 
my 
0    0 
0 
0    0 
0 
0    0 
0 
0    0 
0 
0    0 
0 
0    0 
0 
0    0 
0 
ny 
0    2 
1 
1    1 
1 
0    0 
0 
2    1 
2 
1    2 
1 
0    0 
0 
4    6 
5 
ry 
0    0 
0 
0    0 
0 
0    0 
0 
0    0 
0 
0    0 
0 
0    0 
0 
0    0 
0 
合計 
10 12 
11 
23   25 
19 
14 10 
6 
12   10 
11 
21   27 
18 
0    0 
1 
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ＣＶＣＶ語基 
第一音節 
 
表 8 
拗音 a u o a: u: o: 合計 
py 
0    0 
0 
0    0 
0 
4    6 
4 
0    0 
0 
0    0 
0 
0    0 
0 
4  6 
4 
by 
0    0 
0 
0    0 
0 
0    0 
0 
0    0 
0 
0    0 
0 
0    0 
0 
0 0 
0 
hy 
0    0 
0 
1    1 
1 
8    10 
5 
0    0 
0 
0    0 
0 
0    0 
0 
9 11 
6 
ty 
13   11 
4 
0    0 
0 
22   19 
14 
0    0 
0 
0    0 
0 
0    0 
0 
35 30 
18 
sy 
7    9 
7 
1    4 
1 
3    3 
2 
0    0 
0 
0    0 
0 
0    0 
0 
11   16 
10 
zy 
12   9 
6 
1    2 
1    
2    2 
2 
0    0 
0 
0    0 
0 
0    0 
0 
15 13 
9 
ky 
0    0 
0 
0    0 
0 
5    5 
7 
0    0 
0 
0    0 
0 
0    0 
0 
5  5 
7 
gy 
1    1 
1    
0    0 
0 
3    4 
4 
0    0 
0 
0    0 
0 
0    0 
0 
4  5 
5  
my 
0    0 
0 
0    0 
0 
0    0 
0 
0    0 
0 
0    0 
0 
0    0 
0 
0  0 
0 
ny 
0    0 
0 
2    3 
2 
4    7 
5 
0    0 
0 
0    0 
0 
0    0 
0 
6  10 
7  
ry 
0    0 
0 
0    0 
0 
0    0 
0 
0    0 
0 
0    0 
0 
0    0 
0 
0  0 
0 
合計 
33 30 
18 
5    10 
5 
51 56 
43 
0    0 
0 
0    0 
0 
0    0 
0 
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ＣＶＣＶ語基 
第二音節 
 
表 9 
拗音 a u o a: u: o: 合計 
py 
0    0 
0 
0    0 
0 
0    0 
0 
0    0 
0 
0    0 
0 
0    0 
0 
0    0 
0 
by 
0    0 
0 
0    0 
0 
0    0 
0 
0    0 
0 
0    0 
0 
0    0 
0 
0    0 
0 
hy 
0    0 
0 
0    0 
0 
0    0 
0 
0    0 
0 
0    0 
0 
0    0 
0 
0    0 
0 
ty 
47   25 
39 
0    0 
0 
5    5 
6 
0    0 
2 
0    0 
0 
0    0 
0 
52 30 
47 
sy 
38   23 
33 
0    2 
0 
4    4 
4 
0    0 
1 
0    0 
0 
0    0 
0 
42  29 
38 
zy 
3    6 
3 
0    1 
0 
0    1 
0 
0    0 
0 
0    0 
0 
0    0 
0 
3    8 
3 
ky 
0    0 
0 
0    0 
0 
0    0 
0 
0    0 
0 
0    0 
0 
0    0 
0 
0    0 
0 
gy 
0    0 
0  
0    0 
0 
0    0 
0 
2    2 
0 
0    0 
0 
0    0 
0 
2    2 
0 
my 
0    0 
0 
0    0 
0 
0    0 
0 
0    0 
0 
0    0 
0 
0    0 
0 
0    0 
0 
ny 
9    5 
12 
0    0 
0 
1    1 
1 
0    0 
0 
0    0 
0 
0    0 
0 
10 6 
13 
ry 
0    0 
0 
0    0 
0 
0    0 
0 
0    0 
0 
0    0 
0 
0    0 
0 
0    0 
0 
合計 
97   59 
87 
0 3 
0 
10   11 
11 
2    2 
3 
0    0 
0 
0    0 
0 
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Ⅱ和文文献（50 音順） 
 
1. 辞典類 
 
・浅野鶴子・金田一春彦 1978.『擬音語・擬態語辞典』角川書店 
・阿刀田稔子・星野和子 1998.『擬音語・擬態語使い方辞典』創拓社 
・天沼寧 1974.『擬音語・擬態語辞典』東京堂 
・あらかわそおべえ 1977.『角川外来語辞典』角川書店 
・石綿敏雄編 1990.『基本外来語辞典』東京堂 
・岩波書店辞典編集部編 1992.『逆引き広辞苑』岩波書店 
・長田須磨、須山名保子共編 1980.『奄美方言分類辞典』東京 : 笠間書院 
・貝塚茂樹・藤野岩友・小野忍 1986.『漢和中辞典』角川書店 
・亀井孝・河野六郎・千野栄一編 1988.『言語学大辞典』三省堂 
・金田一春彦 1978.「擬音語・擬態語概説」浅野鶴子編『擬音語・擬態語辞典』角川書店: 
4-25 
・金田一春彦・池田弥三郎編 1988.『学研国語大辞典』第 2 版 学習研究社 
・国語学会編 1980.『国語学大辞典』東京堂 
・国立国語研究所 1964.『分類語意表』大日本図書 
・小林信明 2003.『新選漢和辞典』小学館 
・五味太郎 1989.『英語人と日本人のための日本語擬態語辞典』(An Illustrated Dictionary 
of Japanese Onomatopoeic Expressions)The Japan Times 
・佐藤喜代治 1977.『国語学研究辞典』明治書院 
・三省堂編修所 1982.『コンサイス外来語辞典』三省堂 
・三省堂編修所 1993. 『デイリーコンサイス英和・国語辞典』三省堂 
・田中春美 [ほか] 編 1988.『現代言語学辞典』成美堂 
・手塚良道 1952.『集成漢和大辞典』積善館 
・時枝誠記・吉田精一共編 1973.『角川国語中辞典』角川書店 
・西尾実・岩淵悦太郎・水谷静夫編 2000.『岩波国語辞典』第 6 版 岩波書店 
・藤田孝・秋保慎一編 1984.『和英擬音語・擬態語翻訳辞典』金星堂 
・三戸雄一・筧寿雄編 1981.『日英対照擬声語辞典』学書房 
・山口仲美 2003.『擬音語・擬態語辞典（―暮らしのことば―）』講談社 
・山田俊雄・築島裕編 1982.『新潮国語辞典（―現代語・古語―）』新潮社 
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2. 用例の出典一覧 
 
・青木玉 2000.『帰りたかった家』講談社文庫 
・安房直子 1983.『だれにも見えないベランダ』講談社文庫 
・赤川次郎『女社長に乾杯!』新潮文庫の 100 冊 
・阿川弘之『山本五十六』新潮文庫の 100 冊 
・芥川龍之介『羅生門 ； 鼻』新潮文庫の 100 冊 
・安部公房 1981.『砂の女』 新潮社 
・有島武郎『小さき者へ ； 生れ出づる悩み』新潮文庫の 100 冊 
・有吉佐和子『華岡青洲の妻』新潮文庫の 100 冊 
・池波正太郎『剣客商売東京』新潮文庫の 100 冊  
・石川淳『焼跡のイエス・処女懐胎』新潮文庫の 100 冊  
・石川啄木『一握の砂；悲しき玩具』新潮文庫の 100 冊 
・石川達三『青春の蹉跌』新潮文庫の 100 冊 
・石坂洋次郎 2000.『若い人』新潮文庫 
・泉鏡花『歌行燈；高野聖』新潮文庫の 100 冊 
・五木寛之『風に吹かれて』新潮文庫の 100 冊  
・伊藤左千夫『野菊の墓』新潮文庫の 100 冊 
・井上ひさし『ブンとフン』新潮文庫の 100 冊 
・井上靖『あすなろ物語』新潮文庫の 100 冊 
・井伏鱒二『黒い雨』新潮文庫の 100 冊 
・遠藤周作『沈黙』新潮文庫の 100 冊 
・大江健三郎著『死者の奢り・飼育』新潮文庫の 100 冊 
・大岡昇平『野火』新潮文庫の 100 冊 
・開高健『パニック・裸の王様』新潮文庫の 100 冊  
・梶井基次郎『檸檬』新潮文庫の 100 冊 
・川上弘美 2001.『先生の鞄』株式会社平凡社 
・川端康成 1952.『雪國』岩波書店 
・北杜夫『楡家の人びと』新潮文庫の 100 冊 
・暮らしのコツワザ研究会 2005.『家事ワザ：基本と裏ワザ』池田書店 
・倉橋由美子『聖少女』新潮文庫の 100 冊 
・グンデル・フェレンツ編、ルーカチ・ガブリエッラ・高野香訳 2002.『グンデル・カー
ロイ ハンガリー料理』コルヴィナ社、ブダペスト 
・小林秀雄『モオツァルト ・ 無常という事』新潮文庫の 100 冊 
・沢木耕太郎『一瞬の夏』新潮文庫の 100 冊 
・椎名誠『新橋烏森口青春篇』新潮文庫の 100 冊 
・塩野七生『コンスタンティノープルの陥落』新潮文庫の 100 冊 
・志賀直哉『小僧の神様・城の崎にて』新潮文庫の 100 冊 
・司馬遼太郎『国盗り物語』新潮文庫の 100 冊 
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・島崎藤村『破戒』新潮文庫の 100 冊 
・主婦の友社編 1999.『時間がないとき大助かり：簡単レシピで 20 分クッキング』主婦の
友社 
・庄司禎雄 1983.『ショージ君の一日入門』文藝春秋 
・曽野綾子『太郎物語』新潮文庫の 100 冊 
・高野悦子『二十歳の原点』新潮文庫の 100 冊 
・竹山道雄『ビルマの竪琴』新潮文庫の 100 冊 
・太宰治『人間失格』新潮文庫の 100 冊 
・立原正秋『冬の旅』新潮文庫の 100 冊 
・田辺聖子『新源氏物語』新潮文庫の 100 冊 
・谷崎潤一郎『痴人の愛』新潮文庫の 100 冊 
・筒井康隆『エディプスの恋人』新潮文庫の 100 冊 
・壺井栄『二十四の瞳』新潮文庫の 100 冊  
・中島敦『李陵 ・ 山月記』新潮文庫の 100 冊 
・夏目漱石 1948.『こゝろ』青磁社 
・仁木悦子 1975.『猫は知っていた』講談社 
・新田次郎『孤高の人』新潮文庫の 100 冊 
・野坂昭如『アメリカひじき・火垂るの墓』新潮文庫の 100 冊 
・林芙美子『放浪記』新潮文庫の 100 冊 
・林崎豊 2005.『ササッとパスタ、パパッとめん：おいしい！手間なし！10 分レシピ 200
品』学習研究社 
・樋口一葉『にごりえ ・ たけくらべ』新潮文庫の 100 冊 
・福永武彦『草の花』新潮文庫の 100 冊 
・藤沢周平 1995.『秘太刀馬の骨』文春文庫 
・藤原正彦『若き数学者のアメリカ』新潮文庫の 100 冊 
・宮沢賢治 2004.『銀河鉄道の夜』新潮社版 
・雅姫 2005.『リネンとかごとヒヤシンス』集英社 
・宮本輝『錦繍』新潮文庫の 100 冊 
・村上春樹 1991.『ノルウエイの森（上）』講談社文庫 
・村上春樹 1991.『ノルウエイの森（下）』講談社文庫 
・吉村昭『戦艦武蔵』新潮文庫の 100 冊 
・吉本ばなな 1988.『キッチン』新潮文庫 
・若桜木虔 1979.『銀河鉄道 999』集英社 
・渡辺淳一『花埋み』新潮文庫の 100 冊 
 
3. 研究書・研究論文 
 
・荒川惣兵衛 1980.『外来語に学ぶ』新泉社 
・有坂秀世 1957.『國語音韻史の研究』三省堂 
・池上嘉彦 1975.『意味論（―意味構造の分析と記述―）』大修館 
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・石黒魯平 1951.「『擬態語』の名称を疑ふ」『言語研究』16 
・稲場真珠 1972.「擬声語・擬態語に於ける母音構造と派生語との関係について」『成蹊国
文/成蹊大学学部日本文学科』5 
・上村幸雄 1978.「現代日本語の音韻体系」松本泰丈編『日本語研究の方法』むぎ書房 
・楳垣実 1963.『日本外来語の研究』研究社 
・大坪併治 1989.『擬声語の研究』明治書院 
・大野晋 1953.「日本語の動詞の活用形の起源について」『国語と国文学』35:47-56 
・大野晋 1957.『日本語の起源』岩波新書 
・大野晋 1978.『日本語の文法を考える』岩波新書 
・苧阪直 2001.「ことばと感覚」（―擬音語・擬態語からみるクオリアの探究―）『月刊言
語』30.9:70-7 
・筧寿雄 1993.「一般語彙となったオノマトペ」『月刊言語』22.6: 38-45 
・筧寿雄・田守育啓（編）1993.『オノマトピア・擬音・擬態語の楽園』勁草書房 
・影山太郎 1993.『文法と語形成』ひつじ書房 
・影山太郎 1996.『動詞意味論―言語と認知の接点』くろしお出版 
・加島祥造 1981.『外来語から英語へ』三天書房 
・金田一京助 1944.『言霊をめぐりて』八洲書房 
・金田一春彦 1988.『日本語』（上）岩波書店 
・教科研・群馬国語部会・語い研究サークル 1977.『日本語（語い）』6 むぎ書房刊 
・教科研東京国語部会・言語教育研究サークル 1964.『語彙教育（―その内容と方法―）』
むぎ書房 
・国広哲弥 1982.『意味論の方法』大修館 
・窪薗晴夫 1995.『語形成と音韻構造』くろしお 
・窪薗晴夫 1999.『日本語の音声』岩波書店 
・黒川伊保子 2004.『怪獣の名はなぜガギグゲゴなのか』新潮新書 
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資料１a 
 
母音「e」を含むオノマトペとそれらのミニマルペア 
 
以下のデータは D ctionary of Iconic Expressions in Japanese(1996)；『擬音語・擬態語使
い方辞典』(1998)によるものである。 
i
 
か行  
 
― けーん keeN（鋭い鳥（きじ）の鳴き声）                
― かーん kaaN（堅い金属質のものを打ち合わせたときに出る澄んだ音、また高く張り詰め
澄んだ声） 
― きーん kiiN（高くて鋭い金属音・声） 
― こーん kooN（鐘やチャイムが鳴るような音） 
 
― けたけた keta-keta（けたたましく寄異な感じの笑い声） 
― かたかた kata-kata（堅い物体が、ほかの堅い物に軽く打ち当たって出す連続音。またそ
のような音をたてて、揺れ動くようす） 
 
― げたげた geta-geta（しまりなく卑しい感じの笑い声） 
― がたがた gata-gata（堅い物体が揺れ動いて周辺の堅い部分にぶつかっている連続音。ま
た、機械や車などに障害が起こり、回転や進行が円滑にいかなくなって、たてる音。寒さ
や恐怖、驚き、不安などの緊張で体が震えるようす。不安、不平があって落ち着きをなく
し、言い騒ぐようす） 
― ごたごた gota-gota（たくさんの物が雑然と集まって整理がついていないようす。繁雑な
問題のために騒動が起こるようす） 
 
― げっ geQ（吐くときの音。また、気持悪いやうんざりしたようす） 
― がっ gaQ（重くて、堅い角のあるものが堅い表面に強くぶつかる時の音） 
 
― ぎっ giQ（人をにらみつけるようす） 
― ぐっ guQ（物や人に一気に強く力を加えるようす。動作に気持ちや力をこめるようす。迫
るような感動を受けるようす。進行が急に強くつかえるようす。比較して非常に差がある
ようす） 
 
― げっそり geQsori（病気、苦労などのために急激に痩せて衰え、意気消沈してしまうよう
す） 
― ごっそり goQsori（取り去ったり、取り組んだりすることが、一度に大量であるようす） 
 
― けばけば keba-keba（どぎついくらい派手なようす） 
― *かばかば kaba-kaba 
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― *きばきば kiba-kiba 
― *くばくば kuba-kuba 
― *こばこば koba-koba 
 
― けらけら kera-kera（甲高く軽々しい感じの笑い声） 
― からから kara-kara（堅くて軽い物体が連続して回転する時に打ち当たる音。乾ききって
水分がまったくなくなっているようす。また、中身がまったくなくなったり空洞になった
りしているようす） 
― きらきら kira-kira（小さい光体が小刻みに連続して光り輝くようす。雰囲気などに比喩
的に用いる場合が多い） 
― くらくら kura-kura（めまいが続くようす。お湯が盛んに煮えたつ音・ようす） 
― けろけろ kero-kero（蛙の鳴声。また、屈託なく笑い興ずるようす。気にかけるべきこと
があるはずなのに何げなく平然として屈託のないようす） 
― ころころ koro-koro（昆虫やカエルの鳴き声。若い女性の笑い声。球状の物が連続してこ
ろがるようす。まるく、十分に身が詰まっているようす。物事が引き続いてたやすく行わ
れるようす）         
            
― げんなり geNnari（疲労や落胆のためにいやけがさし、気力をなくしているようす） 
― ぐんなり guNnari（生気、活気をなくしてしおれているようす） 
 
さ行  
           
― ぜーぜー  zee-zee（痰などで通りにくくなっているのどを、無理に息が通過するたびに出
る音。またそのようす） 
― ざーざー  zaa-zaa（大量の液体、粉、砂や粒状のものが勢いよく移動する連続音。電気機
器の雑音）    
― じーじー  zii-zii（油が連続して焼ける音。油蝉などの鳴声。電動器具などが作動している
音）    
                          
― せかせか seka-seka（ものの言い方、動作、態度が忙しげで落ち着きのないようす） 
― すかすか suka-suka（物が水分を失い、すき間の多いようす。抵抗なく、進むようす） 
                    
― せっせ seQse（休まずに熱心に、せわしなく物事を行うようす） 
― さっさ saQsa（動作、行動などが手間取らず、ためらわずすみやかに行われるようす） 
 
た行  
 
― てかてか teka-teka（なめらかな表面が安っぽい感じの光沢を帯びているようす） 
― ちかちか tika-tika（小さく鋭い光が目を射るように断続するようす） 
― つかつか tuka-tuka（ためらわずに進み迫るようす） 
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― てきぱき teki-paki（物事を要領よく手早く処理するようす） 
― *たきぱき taki-paki 
― *ちきぱき tiki-paki 
― *つきぱき tuki-paki 
― *ときぱき toki-paki 
 
― でくでく 1deku-deku（際限なく太ってきたり、よく太っていたりするようす） 
― てくてく teku-teku（かなりの距離を歩調をゆるめずに歩くようす） 
                            
― でこでこ deko-deko（見苦しいほどあくどく、または大量に備え付けてあるようす） 
― *だこだこ dako-dako 
― *どこどこ doko-doko 
 
― でぶでぶ debu-debu（締まりのない感じで太っているようす） 
― だぶだぶ dabu-dabu（あり余っていて適当なしまりを欠くようす） 
― どぶどぶ dobu-dobu（濃い液体がこぼれる時の音） 
 
― てらてら tera-tera（脂ぎって光っているようす） 
― たらたら tara-tara（液体が少量ずつ線状に連なってしたたり落ちるようす。うんざりす
るほど、とめどなく長々とものを言うようす） 
― ちらちら tira-tira（薄く小さく軽い紙片状のものが、ひるがえりながら連続して飛んだり
散ったりするようす。小さい光が短く連続的に点滅して見えるようす） 
 
― でれでれ dere-dere（締まりなく、だらしなく振舞うようす） 
― *だれだれ dare-dare 
― *どれどれ dore-dore 
 
― でん deN（動じない感じで、かなり大きくて重量のあるものが場所を占めているようす） 
― どん doN（爆発音。かなり重量のあるものが、勢いよくぶつかったり落下したりするとき
の音・ようす） 
 
な行  
                  
― ねちねち neti-neti（物がしつこく粘り付くようす。ものの言い方、態度、性質などが、人
を不快にさせるほどくどくしつこいようす） 
― *なちなち nati-nati 
― *にちにち niti-niti 
                                                  
1  この擬態語は山口(2003)『擬音語・擬態語辞典（暮らしのことば）』にしか見られない例である。解説
はその辞典から引用されたものである。 
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― *ぬちぬち nuti-nuti 
― *のちのち noti-noti 
     
― ねちゃねちゃ netya-netya（しつこく粘り付くようす。気持ち悪いイメージ。嫌いなもの
を口の中で気持ち悪く長い間噛むようす。また、人にくっついているようす） 
― にちゃにちゃ nitya-nitya（粘着性のものが粘り付くたびに出る音。また、まとわりつく
ように粘り付くようす） 
 
― ねばねば neba-neba（粘り気のあるようす） 
― *なばなば naba-naba 
― *にばにば niba-niba 
― *ぬばぬば nuba-nuba 
― *のばのば noba-noba 
 
は行  
 
― へへへ he-he-he（間違えや失敗をしたときの恥ずかしさをごまかしているような笑い方） 
― ははは ha-ha-ha（陽気な笑い方） 
― ひひひ hi-hi-hi（いやな感じの笑い方） 
― ほほほ ho-ho-ho（上品で気取ったイメージの笑い方。女の人の笑い方） 
― ふふふ hu-hu-hu（かわいい、静かなイメージの笑い方。小さく笑う） 
 
― ぺこぺこ  peko-peko（薄くて堅い材質のものがへこんだり戻ったりしてだす音。またへこ
むようす。何度も頭を下げるようす。人間の場合には卑屈な態度としていう。ひどく空腹
であるようす） 
― ぽこぽこ  poko-poko（液体中の空気が小さい泡になって、続けて、またはいくつも浮かん
で破れる音。唐突な感じで次々に、またあちらこちらに現れたり存在したりするようす） 
 
― ぺしゃっ pesyaQ（水分を含んで柔らかいものが、物に当たってつぶれる音・ようす。徹
底的につぶれるようす。気持を徹底的に痛めつける時にもいう） 
― ぴしゃっ  pisyaQ（水、水分を含んだもの、または柔軟性のある平たいものが勢いよく打
ち当たる音・ようす。二つの物がうまく合っている、または核心がついているようす） 
― ぽしゃっ  posyaQ（ふくらんでいたものが、急にしぼんでしまうようす。太さのあるもの
が水中に突込む音） 
 
― へたへた heta-heta（体力や気力をなくして、立っていられなくなって座り込んだり倒れ
たりするようす）  
― はたはた hata-hata（旗状の布、翼などが風を受けて連続してはためく音） 
― ひたひた hita-hita（水や平らなものが連続して軽く打ち当たって出す音・ようす。水が
しだいに寄せてくるように物事が迫るようす。物がやっと漬かっている程度に液体がある
ようす） 
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― ぺたぺた  peta-peta（平たいものが平たいものに張り付くように何度も打ち当たる音。薄
手のものが吸い付くように張り付くようす。物の表面に数多く、または一面に張ったり塗
ったりするようす。また、そういう状態になっているようす） 
― ぱたぱた  pata-pata（薄くて、平らなものが風を受けて、連続してはためく音。また雨が
降るときの音） 
― ぴたぴた pita-pita（平たいものが軽く打ち当たる連続音・ようす。数あるものがすき間な
く、またそこかしこにくっつくようす。粘り気がない） 
― ぽたぽた pota-pota（水滴状のものが連続してしたたり落ちて打ち当たる音・ようす） 
               
― べたっ betaQ（一面にしっかりと粘り付いたり、貼り付いたりしているようす） 
― ばたっ bataQ（物が急に倒れたり打ち当たったりする音） 
― びたっ bitaQ（平たいものがまともに打ち当たる音、ようす。すき間なく合うようす） 
― ぼたっ botaQ（液体状のものが一滴したたり落ちて打ち当たる音、ようす） 
                    
― べたべた beta-beta（物が粘り付くようす。また、連続して貼り付くようす。一面にたっ
ぷり塗ったり連続して貼ったりするようす。愛情を濃厚に示すようす） 
― ばたばた bata-bata（厚手の布状のものや板が風を受けて連続してはためく音。平らな板
状のものが打ち当たったり、倒れたり、落ちたりする音・ようす。手足を忙しく動かして
打ち付けたり、足音をたてたりする音・ようす） 
― びたびた bita-bita（平たいものが軽く打ち当たる連続音・ようす） 
― ぼたぼた bota-bota（水滴状のものが連続してしたたり落ちて打ち当たる音・ようす。ま
たはしずくがたれそうに、たっぷり水分を含んでいるようす） 
 
― ぺちゃぺちゃ petya-petya（舌先で液体などをなめる音。水分を含んだもので平らに軽く
たたく音。こうるさくしゃべり続けるようす） 
― ぽちゃぽちゃ potya-potya（液体が何度も揺れ動いてはねる音。子供や娘が愛らしく肉づ
きのよいようす） 
      
― べちゃべちゃ betya-betya（水分を多量に含んで形がととのわないようす。しまりなく崩
れているようすを表わす。しまりなくうるさくしゃべり続けるようす） 
― ばちゃばちゃ batya-batya（液体が揺れ動いたり物に打ち当たったりして、連続してはね
飛ぶ音。 
― びちゃびちゃ bitya-bitya（液体が連続して物に打ち当たってはねる音。水分の多さに着眼
がある。水分が表面にあふれているようす） 
― ぼちゃぼちゃ botya-botya（かなり大量の水が、揺れ動いて出る音。また、そのようす） 
 
― ぺちゃんこ petyaNko（押しつぶされて、完全に潰れた状態をいう） 
― ぴちゃんこ pityaNko（押しつぶされて平たくなる状態をいう） 
 
― ぺっ peQ（口の中のものを勢いよく吹き出す音） 
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― ぱっ paQ（動作、作用、変化などが突然ですみやかであるようす。外へ一挙に散らばった
り広がったりするようす。あざやかで見栄えのするようす） 
― ぴっ piQ（小さい笛などが短く、鋭く、高く鳴る音。一気に布や紙を引き裂いたり、はが
したりする音・ようす） 
― ぷっ puQ（閉じた細かい穴から息が一気に勢いよく押し通る音。また、唇をすぼめて口中
のものを吹き出す音・ようす。中に空気が入って瞬時にふくらむようす。不平、不満示す
顔つき） 
― ぽっ poQ（動作、変化などが突然ですみやかに起るようす） 
 
― へとへと heto-heto（体力や気力がなくなってしまうほど疲れるようす） 
― *はとはと hato-hato 
― *ひとひと hito-hito 
― *ふとふと huto-huto 
― *ほとほと hoto-hoto 
 
― べとべと beto-beto（粘り気が強いようす。また、粘り付くようす） 
― ぼとぼと boto-boto（滴状、粒状のものが落下する音、そのようす） 
 
― へなへな hena-hena（抵抗力がなく、たやすく曲がったりゆがんだりするようす。体力や
気力が極度に弱って、正常の状態でいられなくなるようす） 
― *はなはな hana-hana 
― *ひなひな hina-hina 
― *ふなふな huna-huna 
― *ほなほな hona-hona 
                     
― ぺらぺら pera-pera（立て続けに軽薄にしゃべるようす（外国語などをよどみなく流暢に
話すようす）。紙、布、板などが薄くて安っぽい感じであるようす。ある程度の広さと堅
さのある紙などが続けてめくれる音） 
― ぱらぱら para-para（粒状の複数のもの、また軽くてやや堅い複数の紙片などが散らばっ
て連続して打ち当たるようす。まばらに散在しているようす。時間的に間隔をおいて現れ
るようす） 
― ぴらぴら pira-pira（材質が薄く、軽く、しなやかなものが、連続して揺れたり散ったり
するようす） 
― ぷらぷら pura-pura（つり下がったり、たれ下がったりしている軽いものが連続して軽く
揺れ動くようす） 
 
― べらべら bera-bera（次から次へととめどなくしゃべりまくるようす。また、しゃべって
はいけないことをしゃべるようす） 
― ばらばら bara-bara（粒状の複数のもの、また薄くて堅い複数の紙片などが散らばって連
続して打ち当たる音。また、そのようす） 
― びらびら bira-bira（材質のやや薄く、やや軽いものが翻って揺れたり、散ったりするよ
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うす）                
― ぶらぶら bura-bura（つり下がったり、たれ下がったりしているものが連続して揺れ動く
ようす。のんびりと急がずに歩くようす。定まったこと、まとまったことをしないで無為
に過ごすようす） 
 
― ぺりぺり peri-peri（貼り付いている薄いものを続けてはがす音） 
― ぱりぱり pari-pari（薄くてこわばったものが裂けたり、砕けたりする連続音。また、こ
わばったようす。生きがよく振り切っているようす） 
― ぴりぴり piri-piri（小さな笛を続けて吹き鳴らしたときの音。またそのようす。軽くて強
い材質の布や紙などを急激に引き裂く音・ようす。痛み、辛み、感電などの刺激を感じる
ようす） 
― ぷりぷり puri-puri（機嫌を悪くして怒っているようす。よく締まって弾力があり、はず
んで細かく揺れ動くようす） 
― ぽりぽり pori-pori（堅いものを連続してかじったり、ひっかいたりする音・ようす） 
 
― ぺろぺろ pero-pero（舌が何度も素早く出入りしたり、舌状のものが揺れ動いたりするよ
うす。舌でなめ回すようす。人に対して使うときはとても下品なイメージを持つ） 
― ぽろぽろ poro-poro（小さくて、軽い粒状のものが連続してこぼれ落ちるようす。ひとか
たまりにまとまっていたものが水分をなくして細かく砕けているようす） 
 
― べろべろ bero-bero（舌を長く出して盛んになめ回すようす。ひどく酒に酔って正体をな
くしているようす） 
― ぼろぼろ boro-boro（粒状のものやかたまりが連続してこぼれ落ちるようす。物がひどく
崩れたりしているようす） 
 
― ぺんぺん peN-peN（お尻などを平手でたたかれた時の音） 
― ぱんぱん poN-poN（小型の銃を続けて発射する音。平たいものが連続して打ち当たる音・
ようす。中身がはちきれそうにいっぱいであるようす）         
― ぴんぴん piN-piN（勢いよく連続してはねたり、はじけたり、割れたりする音。空気が振
動して響く音や声。糸や布がのびて張ったりするようす。緊張して、気持ちや雰囲気が張
り詰めているようす）                     
― ぷんぷん puN-puN（強い臭いが盛んに発散するようす。ひどく腹を立てるようす） 
― ぽんぽん poN-poN（連続して手や太鼓を打つ音。小さい破裂音、爆発音。打ち付ける感じ
で勢いよく無造作に事を行うようす。いっぱい詰め込んではちきれんばかりにふくらんで
いるようす） 
 
ま行  
 
― めきめき meki-meki（よくなる状態が著しいようす） 
― *まきまき maki-maki 
― *みきみき miki-miki 
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― *むきむき muki-muki 
― *もきもき moki-moki 
 
― めそめそ meso-meso（声を出さず弱々しく泣き続けるようす。しょげて意気地がなくなっ
ているようす）           
― もそもそ moso-moso（水分の少ないものを噛むときの舌ざわり、歯ざわりのようす。ほと
んど声をださずに口の中で話すようす） 
 
― めためた meta-meta（物事の正常な形、秩序、組織などが回復不可能なほどに損なわれて
いるようす。また、体がひどく疲労して動けなくなってしまうようす） 
― もたもた mota-mota（行動や処理のしかたが明確機敏でなく滞るようす。物事の進行が円
滑にいかず、はかどらないようす） 
 
― めっきり meQkiri（推移、変化が目立つようす） 
― *まっきり maQkiri 
― *みっきり miQkiri 
― *むっきり muQkiri 
― *もっきり moQkiri 
 
― めらめら mera-mera（物をなめる舌のような感じで燃えあがるようす） 
― むらむら mura-mura（強い衝動、感情が急にわき起こるようす） 
 
― めりめり meri-meri（がんじょうな木、木造のものに力が加わって、たわんだり裂けたり
する連続音・ようす） 
― もりもり mori-mori（元気、意欲が盛んにわき起こるようす。また、精力的、意欲的に物
事を行うようす）           
      
― めろめろ mero-mero（正常な状態が崩れて、見ていられないほどだらしなく頼りなくなっ
ているようす） 
― *まろまろ maro-maro 
― *みろみろ miro-miro 
― *むろむろ muro-muro 
― *もろもろ moro-moro 
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資料１b 
 
濁音のミニマルペア 
 
以下のデータは D ctionary of Iconic Expressions in Japanese(1996)；『擬音語・擬態語使
い方辞典』(1998)によるものである。 
i
 
か行  
 
k-g 
 
― がーがーgaa-gaa（ガチョウやカモの鳴声。カラスの騒がしい鳴き声（古文体）。スピーカ
ーなどからの連続して出る雑音。または人間のわめき声） 
― かーかーkaa-kaa（カラスの鳴声） 
 
― がーん gaaN（重量のある堅いものが、堅いものに一回勢いよくぶつかって出る音。また、
爆発音） 
― かーん kaaN（堅い金属質のものを打ち合わせたときに出る澄んだ音、また高く張り詰め
澄んだ声）                            
 
― がくん gakuN（重量のある物体が急激に大きく動いて衝撃が起る音・ようす。また急激に
折れ曲がったり、はずれたりするようす。落ち込む表現は、気力についても比喩的にも用
いられる） 
― かくん kakuN（重量のある物体が急激に動いて衝撃が起る音・ようす） 
 
― がさがさ gasa-gasa（乾いていて厚みのあまりないものが連続してこすれ合ったりめくれ
たりして出す音。水分がぬけて乾燥し、表面に細かい隆起や割れ目ができているようす。
感触としてもいう） 
― かさかさ kasa-kasa（乾いて薄い物体、また小さい物体が連続してこすれ合ったり、崩れ
たりして出す音。水分、油気がすっかりぬけてひからびているようす。感触としてもいう）       
 
― がさっ gasaQ（乾いていてあまり重くないものが触れ合ったり崩れたりして出す音。一気
に大量にかき取られたり持ち込まれたりするようす） 
― かさっ kasaQ（葉や紙のような薄いものが触れ合ったり崩れたりして出す音） 
 
― がしゃっ gasyaQ（ある程度堅くて薄手の物体が割れたり、つぶれたりする音。がんじょ
うなものが徹底的に押しつぶされるようす。金属製のものが完全にはまり合う音） 
― かしゃっ kasyaQ（堅くてごく薄いものが崩れる瞬間に出す小さい音。シャッターなどが
おりる音） 
 
― がたがた gata-gata（堅い物体が揺れ動いて周辺の堅い部分にぶつかって、たてる連続音。
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また、機械や車などに障害が起こり、回転や進行が円滑にいかなくなって、たてる音） 
― かたかた kata-kata（堅くてあまり重くない物体がほかの物体に連続して軽く打ち当たっ
て出す音）       
 
― がちがち gati-gati（表面がなめらかでない堅い物体が小刻みに連続してぶつかり合う音。
また、処理のほどこしようのないほど堅いようす）  
― かちかち kati-kati（金属質の堅い物体と物体とが軽く小刻みに連続して打ち当たる軽い音。
柔軟であるべきものが非常に堅くなっているようす） 
 
― がちゃん gatyaN（金属質の物や磁器が折れるまたは割れるときの鋭い音） 
― かちゃん katyaN（金属質の堅いやや細い物体が堅い物に一回強く打ち当たって出る小さ
い音） 
 
― がっ gaQ（重くて、堅い角のあるものが堅い表面に強くぶつかる時の音） 
― かっ kaQ（鋭い、堅いものが堅い表面に強くぶつかる時の割れる音） 
 
― がっちり gaQtiri（確実に強固に結合したり組み合ったりして、構造がしっかりしている
ようす。また金銭、利得に抜け目がないようす） 
― かっちり kaQtiri（結合、組み合わせ、仕立てが緊密で狂いのないようす） 
 
― がっぽがっぽ gaQpo-gaQpo（大量の金品を繰り返しでもうかるようす。また金銭の取ら
れ方が、多量であるようす） 
― かっぽかっぽ kaQpo-kaQpo（馬の蹄や小さい太鼓の音） 
 
― がらがら gara-gara（堅く、かなり重量のある物体が、転がったり崩れたり落ちたりして、
堅いものに打ち当たる連続音。そのように感じられる声にもいう。気性や言動が粗野で無
遠慮なようす。また、ある区画内に物や人がわずかしか入っておらず、非常にすいている
ようす） 
― からから kara-kara（堅くて軽い物体が連続して回転する時に打ち当たる音。乾ききって
水分がまったくなくなっているようす。また、中身がまったくなくなったり空洞になった
りしているようす） 
 
― がらっ garaQ（引き戸などが開く・閉まる時の短い音。また人間や物体が急に完全な変化
を受けるようす）                      
― からっ karaQ（金製や木製の物体が一回軽く打ち当たる時の鋭い音。乾燥していて、ぱり
ぱりするようす。また、空が晴れているようす） 
 
― がりがり gari-gari（がんじょうで堅いものを乱暴に引っかいたり削ったりするときに出る
連続音。柔らかさをまったくなくしているようす。転じて、極端にやせているようす。何
かに極端に凝り困っているようす）       
― かりかり kari-kari（乾いて硬質のものを連続して噛んだり削ったりするときに出る連続
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音。乾いて湿り気がなく、適度の堅さがあって歯ごたえ、歯切れの良いようす。また気が
かりや憤りで神経質になっているようす）          
 
― がんがん gaN-gaN（鉄製など堅くなり重量のある物体が続けざまに荒々しく打ち当たる
音・ようす。痛みや興奮で体内が鳴り響くように感じるようす） 
― かんかん kaN-kaN（金属質の物体が連続して打ち当たる澄んだ音。また照射や熱気が強
烈であるようす） 
 
― ぎしぎし gisi-gisi（木材で組み立てた物体が振動ですれ合ってきしむ連続音。きしむよう
な抵抗があってなめらかなでない感触のようす。すき間なく詰めるようす） 
― きしきし kisi-kisi（木材で組み立てた物体が振動ですれ合ってきしむ連続音） 
 
― ぎっちり giQtiri（これ以上入らないぐらい、いっぱい詰まったようす） 
― きっちり kiQtiri（ゆるみやすき間がなく、十分に引き締まっていたり合わさっていたり
するようす。また曖昧さがなく、確実にととのっているようす） 
 
― ぎゃーぎゃーgyaa-gyaa（動物が興奮した時に繰り返して出す不気味な鳴き声。人間の泣
き騒ぐ声） 
― きゃーきゃーkyaa-kyaa（驚き、恐怖、喜び、興奮などで出す甲高い叫び声） 
 
― ぎゅっ gyuQ（強く押し付けたり、締め付けたり、ねじったりした時に発する音・ようす。
徹底的に圧迫したり、痛めつけたりするようす。また、それによって徹底的に打撃を受け
た心情） 
― きゅっ kyuQ（一回強く締め付けたり、押し付けたり、こすったりした時に発する音・よ
うす。肉体が引き締まって見えるようす）     
 
― ぎらぎら gira-gira（どぎつく、異様な感じで連続して光り輝くようす） 
― きらきら kira-kira（小さい光体が小刻みに連続して光り輝くようす。雰囲気などに比喩
的に用いる場合が多い） 
 
― ぎりぎり giri-giri（堅くて、滑りの悪い物体が連続してこすれてきしる音。またこすれて
回るようす。そこが極限で、それ以上も以下も許容できないようす） 
― きりきり kiri-kiri（堅い物体が、堅い物体にはまって巻き締まったり、もみ込んでいった
りしたときにきしって出る連続音。きしる音が出るほどきつくもみ込んだり、巻き締めた
り、回転させたりするようす。人が非常に忙しく立ち働くようす。また、きり状のものを
もみ込まれるような鋭い痛みを連続して感じるようす） 
 
― ぐしゃぐしゃ gusya-gusya（水分を含んでいる物に圧力が加わったり崩れたりするときに
出る音。水分が多すぎたり、圧力が加わったりして正常な形を保つことができず、崩れた
りしているようす） 
― くしゃくしゃ kusya-kusya（しわがよったり混じりあったりして形が崩れた状態になるよ
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うす。気持ちの整理がつかず、安らかでいられないようす。声に出さずに口の中で何かつ
ぶやくようす） 
 
― ぐすぐす gusu-gusu（鼻の奥に鼻水がつまって呼吸するたびに出る音） 
― くすくす kusu-kusu（声をしのばせてひそかに続けて笑う声・ようす） 
 
― ぐっすり guQsuri（よく寝入るようす） 
― *くっすり kuQsuri 
 
― ぐっ guQ（物や人に一気に強く力を加えるようす。動作に気持ちや力をこめるようす。迫
るような感動を受けるようす。進行が急に強くつかえるようす。比較して非常に差がある
ようす） 
― くっ kuQ（ひと声短く鳴く鳥の声。また人の笑い声。長さのあるもの、進行しているもの
が急激に折れ曲がるようす。また、そのような感じに折れ曲がっているようす） 
 
― ぐるぐる guru-guru（連続して回転するようす。または長いものを巻くようす。また巻い
てあるようす） 
― くるくる kuru-kuru（連続して軽快に回転するようす。活動や思考が活発で行き渡るよう
す。または長いものが軽快に巻くようす。また巻いてある状態） 
 
― ぐんと guN-to（一気に強く力の加わるようす。動作などが勢いよく行われるようす。ま
たは進み具合や成長の著しいようす） 
― *くんと kuN-to 
 
― げたげた geta-geta（しまりなく卑しい感じの笑い声） 
― けたけた keta-keta（けたたましく奇異な感じの笑い声） 
 
― げらげら gera-gera（大声で無遠慮に笑う声） 
― けらけら kera-kera（甲高く軽々しい感じの笑い声） 
 
― げろげろ gero-gero（蛙のやや強い鳴き声。胃の中のものを続けて吹き出す音・ようす） 
― けろけろ kero-kero（蛙の鳴声。また、屈託なく笑い興ずるようす。気にかけるべきこと
があるはずなのに何げなく平然として屈託のないようす） 
 
― ごてごて gote-gote（しつこいほど濃厚であったり雑多であったりするようす。文句やぐ
ちをしつこく言うようす） 
― こてこて kote-kote（過度に濃厚に塗り立てたり、大量に入れ込んだりするようす） 
 
― ごとごと goto-goto（堅い物体が振動して軽く打ち当たるときの連続音） 
― ことこと koto-koto（堅い物体が振動して軽く打ち当たるときの連続音。物を煮込んでい
るときの音・ようす） 
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― ごりごり gori-gori（堅いものを引っかいたりかじったりするときの連続音。歯ざわり、手
ざわり、体つきが堅いようす） 
― こりこり kori-kori（堅いものを堅くかんだり引っかいたりするときの連続音。筋肉などが
引き締まって弾力のあるようす） 
              
― ごろごろ goro-goro（雷が鳴る音。また、雷が鳴るような音。かなり重量のある物体や肉
体が連続してころがるようす。動かないで時を過ごすようす。何もしないで時を過ごすよ
うす。たくさんありすぎて珍しくも貴重でもないようす。かたまりや異物がはいり込んで
いて違和感を感じるようす） 
― ころころ koro-koro（昆虫や蛙の鳴き声。若い女性の笑い声。球状のものが連続して転が
るようす。まるく、十分に身が詰まっているようす） 
 
さ行  
 
s-z 
 
― ざくざく zaku-zaku（堅くて粗い粒状のものが大量にまざり合って出る連続音・ようす。
切り方、織り方などが粗く大ざっぱなようす。粗っぽく切るときの音） 
― さくさく saku-saku（粉状、粒状のものの集まりが押されたり、まぜられたりして崩れる
連続音。切れ味、歯ざわりがよく、さわやかであるようす。そのようなものを切るとき、
噛む時の音） 
 
― ざっ zaQ（かなり大量の液体、または砂状のものが、勢いよく流れたり、落下したり、崩
れたりする音・ようす。または物事が大ざっぱに行われるようす） 
― さっ saQ（運動、変化などが非常に素早く、鮮やかに行われるようす） 
                  
― ざらざら zara-zara（砂状、粒状の堅いものが大量にこすれ合って出す連続音・ようす。
物の表面の手ざわり、舌ざわり、また目で見た感じがなめらかでないようす） 
― さらさら sara-sara（軽く、薄く、粘り気のない状態のものが集まって細かく触れ合う連
続音・ようす。水がさざなみ立って流れる音・ようす。運筆、弁舌などがよどみなく進む
ようす。油気、湿気がなく快く乾いているようす） 
 
― ざわざわ zawa-zawa（木の葉、枯れ葉、水などが一度に強く揺れ動いて、たてる連続音・
ようす。大勢の人の声や身動きの音が一つになって聞えるようす。人の動きや騒音で落ち
着きのないようす） 
― さわさわ sawa-sawa（木の葉、枯れ葉、水などが軽く揺れ動いて、たてる連続音・ようす） 
 
― じくじく ziku-ziku（内部に含まれた水分が表面に次第ににじむようす） 
― しくしく siku-siku（鼻をかすかにすすりあげるように鳴らしながら鳴き続ける声・よう
す。弱いが気になる痛みが続くようす） 
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― じとじと zito-zito（湿り気、水気が粘り付くように感じられるようす） 
― しとしと sito-sito（ごく細かい雨が静かに辺りを湿らせるように降り続くようす。やや湿
り気を帯びているようす） 
 
― じっとり ziQtori（水分が表面に滲み出るほどたっぷり含まれているようす） 
― しっとり siQtori（湿度や水分が適度に行き渡っているようす） 
 
― じゃーじゃー  zyaa-zyaa（かなり大量の水が続けて注ぎかかる音。電動器具などに生じる
雑音。油でいためたりあげたりするときに連続して出る音） 
― しゃーしゃー  syaa-syaa（液体が細い穴から勢いよく続けて放出される音。電動器具など
に生じる軽い雑音） 
 
― じゃきじゃき zyaki-zyaki（鋏で切るような音） 
― しゃきしゃき syaki-syaki（歯切れよい音の連続・感触。動作が活発で、きれ味のよい感
じで、さわやかであるようす） 
 
― じゃりじゃり zyari-zyari（砂状のもの、目の粗い堅い布地などがこすれ合って出す音。ま
た、それに触れた感触） 
― しゃりしゃり  syari-syari（堅くて薄いもの、細かいものが互いにこすれ合って出す音・
ようす） 
 
― ずかずか zuka-zuka（無遠慮に荒々しく踏み進むようす） 
― すかすか suka-suka（水分をなくして繊維の多いようす。すき間の多いようす） 
 
― ずたずた zuta-zuta（切れ切れに乱雑に裂けるようす。心がひどく傷ついたようす） 
― すたすた suta-suta（しっかりした足取りで急いで歩くようす） 
 
― ずらずら zura-zura（同種類のものが次から次へと並び連なるようす） 
― すらすら sura-sura（弁別、記録、物事がつかえず順調に運ぶようす） 
 
― ずるずる zuru-zuru（重くて動かしにくいもの、長いものを連続して引きずる音・ようす。
処理されるべきことに決着がつかず、長引いてそのままになっているようす） 
― するする suru-suru（線が伸びる感じで、連続的に素早くなめらかに移動したり、進行し
たりするようす）         
 
― ぞっ zoQ（寒気、恐怖などのため、急激に水を浴びたような冷気を感じるようす） 
― そっ soQ（音をたてたり、乱暴に動いたりせずに静かに行動するようす。人目に触れない
よう秘密にするようす） 
 
― ぞろぞろ zoro-zoro（人や物がたくさん並び連なるようす。だらしなく引きずったり、身
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にまとったりしているようす） 
― そろそろ soro-soro（進行や運動が非常にゆっくり静かに続くようす。ある行動にとりか
かる、または、ある状態になるまで間もないようす） 
 
た行  
 
t-d 
― だーっ daaQ（制しきれないほど強い勢いで移動するようす。相手の言動に意表をつかれ
て、とっさにやり返す言葉が出ないようす） 
― たーっ taaQ（早く走ったり、移動したりするようす） 
 
― だらだら dara-dara（いくぶん粘り気のある液体が連続してしたたり落ちるようす。なだ
らかな傾斜が続くようす。物事に変化がなく、際限なく続くようす。やる気を持たず無意
味に時間を過ごすようす） 
― たらたら tara-tara（液体が少量ずつ線状に連なってしたたり落ちるようす。うんざりす
るほど、とめどなく長々とものを言うようす） 
 
― でかでか deka-deka（人目を引くように誇張して大きく発表わするようす） 
― てかてか teka-teka（なめらかな表面が安っぽい感じの光沢を帯びているようす） 
                           
― どきどき doki-doki（激しい運動や精神的なショックで心臓が激しく連続して鼓動する
音・ようす。不安や恐怖、期待などで緊張しているようす） 
― *ときとき toki-toki 
 
― どくどく doku-doku（いくらか重みのある液体が、波打つような勢いで、さかんに流れ出
る音・ようす） 
― とくとく toku-toku（液体が容器の細かい口から脈うつように流れ出る音・ようす） 
 
― どしどし dosi-dosi（かなり重量のあるものが地響きをたてて進んだり、ぶつかったりする
連続音。または物事が積極的に勢いよく行われるようす） 
― *としとし tosi-tosi 
 
― どっぷり doQpuri（濁った感じの液体にすっかりつかり込んでいるようす。よからぬ環境
につかり込んでいるようすにもいう） 
― とっぷり toQpuri（日が沈んでしまってすっかり暗くなるようす。液体の中に十分につか
り込むようす） 
 
― どぼどぼ dobo-dobo（ひとまとまりになってかなり重量のあるものがやや深くに突入する
音） 
― とぼとぼ tobo-tobo（疲れたり気力を失ったりして、いかにも弱りはてた感じで歩き続け
るようす） 
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― どろどろ doro-doro（ドラムなどをたたく音が、低く連続して響くようす。液体の濃度が
高く、粘り気が強いようす。汚い感じのものとしていうことが多い。また、そのような液
体が流動するようす。欲情につかり込んだ生活、社会、人間性についてにもいう。泥まみ
れになっているようす。汚れた身の上について比喩的にも用いる） 
― とろとろ toro-toro（液体にやや粘り気があってなめらかなようす。やや粘り気があってな
めらかな液体が連続して流動するようす。火が非常に弱く燃え続けているようす。ほんの
短い時間、浅く眠るようす） 
 
― どろっ doroQ（一瞬見た目に液体の濃度が高く、粘り気が強く感じられるようす） 
― とろっ toroQ（液体やゼリー状のものが、瞬間的な見た目、舌ざわり手ざわりがなめらか
で、やや粘り気のあるようす。短時間、浅く眠るようす。また、眠そうで視点の定まらぬ、
眼光のぼやけた目つきにもいう） 
 
― どんどん doN-doN（かなりの重さと堅さのあるものが、勢いよく連続して打ち当たる音。
物事が滞らず、勢いよく連続して行われたり、進められたりするようす） 
― とんとん toN-toN（物が軽く連続して打ち当たる音・ようす。はずみがついた感じで前進
するようす。物事が順調に、滞らずに進展するようす。二つの物事が同じ程度であるよう
す）    
 
は行  
 
h, p-b 
 
― ばきばき baki-baki（かなり堅いものがお互いに連続して打ち当たったり、細かいものが
次々に折れたりはね返ったりする大きい音） 
― ぱきぱき paki-paki（機敏に手ぎわよく行動するようす） 
― はきはき haki-haki（ものの言い方、態度がはっきりしていて歯切れのようようす） 
 
― ばたばた bata-bata（厚手の布状の物や板が風を受けて連続してはためく音。平らな板状
の物が打ち当たったり、倒れたり、落ちたりする音・ようす。また、手足を忙しく動かし
て打ち付けたり、足音を立てたりする音・ようす） 
― ぱたぱた pata-pata（旗状の布、翼などが風を受けて連続してはためき音・ようす。また
薄くて、平たいものが平たい表面に打ち当たったりする音・ようす） 
― はたはた hata-hata（広げた布や翼などが、大きく風を受けてたてる音・ようす） 
 
― ばちばち bati-bati（かなり堅いものがお互いに連続して打ち当たったり、細かいものが
次々に折れたりはね返ったりする大きい音。また何かが燃える時の音） 
― ぱちぱち pati-pati（小さくてかなり堅いものが互いに連続して打ち当たったり、細かいも
のが次々に折れたりはね返ったりする音。また、カメラのシャッターが連続しておりる音。
熱せられた豆、枝などがはぜたりする音。上下のまぶたを続けて忙しく開けたり、閉じた
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りするようす） 
 
― ばっちり baQtiri（抜け目なく確実にするようす。落ち度のないようす） 
― ぱっちり paQtiri（目を大きくはっきり目を開くようす。また、大きくて目元がはっきり
しているようす）           
 
― ばちゃっ batyaQ（相当な量の水などが、はね返って出す音） 
― ぱちゃっ patyaQ（水や液体などが一回軽くはね返って出す音） 
 
― ばっ baQ（一挙に勢いよく行動するようす） 
― ぱっ paQ（動作、変化、発生などが突然であるようす。またあざやかで見栄えのするよう
す） 
― はっ haQ（驚いたようす） 
 
― ばらばら bara-bara（大量の粒状の物が、他の物に打ち当たりながら、散らばる音・よう
す。または一つになっていたものが離れ離れ、まちまちになっているようす） 
― ぱらぱら para-para（小さい粒状の物、薄い紙状のものが、物に打ち当たりながら散らば
る音・ようす） 
― はらはら hara-hara（軽くて薄いものや露状のものが続いて散り落ちるようす。危険を予
想して、しきりに気をもむようす） 
         
― ばりばり bari-bari（ある程度堅くて薄いものが裂けたり、はがれたりする連続音。凍っ
たり、のりが強くついたりして堅くなっているようす。精力的に仕事に取り組むようす） 
― ぱりぱり pari-pari（薄くてこわばったものが裂けたり、砕けたりする連続音。萎えてい
ないでこわばっているようす。生きがよく張り切っているようす） 
 
― ばん baN（破裂したり、堅いものが堅いものに打ち当たったりする音。思い切って勢い行
うようす。みごとで見栄えがするようす） 
― ぱん paN（破裂したり、やや薄くて、小さいものがお互いに打ち合ったりする音） 
 
― べたべた beta-beta（物が粘り付くようす。また、連続して張り付くようす。一面にたっ
ぷり塗ったり、連続して張ったりするようす。愛情を濃厚に示すようす） 
― ぺたぺた peta-peta（平べたいものが平べたいものに張り付くように何度も打ち当たる音。
薄手のものが吸いつくように張り付くようす。物の表面に数多く、または一面に貼ったり
塗ったりするようす） 
― へたへた heta-heta（体力や気力をなくして、立っていられなくなって座り込んだり倒れ
たりするようす） 
 
― べちゃべちゃ betya-betya（水分を多量に含んで形がととのわないようす。また、しまり
なくうるさくしゃべり続けるようす） 
― ぺちゃぺちゃ petya-petya（舌先で液体などをなめる音。水分を含んだ物で平らに軽くた
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たく音。また、こうるさくしゃべり続けるようす） 
 
― べらべら bera-bera（次から次へととめどなくしゃべりまくるようす。また、しゃべって
はいけないことをしゃべるようす。布、板などが薄っぺらで安っぽいようす） 
― ぺらぺら pera-pera（立て続けに軽薄にしゃべるようす（外国語などをよどみなく流暢に
話すようす）。紙、布、板などが薄くて安っぽい感じであるようす。ある程度の広さと堅
さのある紙などが続けてめくれる音） 
― へらへら hera-hera（軽薄な感じで意味もなくうす笑いをするようす。照れくさいときや
ごまかしたいときなどの笑い方。くだらないことをしまりなくしゃべるようす） 
 
― べろべろ bero-bero（舌を長く出して盛んに嘗め回すようす。またひどく酒に酔って正体
をなくしているようす） 
― ぺろぺろ pero-pero（舌が何度も素早く出入りしたり、舌状のものが揺れ動いたりするよ
うす。舌でなめ回すようす） 
 
― びくり bikuri（突然の事や物で一瞬驚くようす） 
― ぴくり pikuri（小さく、素早い動きをするようす） 
 
― びしびし bisi-bisi（しなやかなものが次々に折れたり、棒状のもの、弾丸状のものが打ち
当たったりして、連続して出る音。たたみかけて厳しく容赦なく事を行うようす） 
― ぴしぴし pisi-pisi（細かくてしなやかなものが次々に折れたり、何度も打ち当たったりす
る音。また、ごく薄く張りのあるものが続けて割れるときの音。的確にぬかりなく事を行
うようす） 
― ひしひし hisi-hisi（感覚的、精神的な何かが迫っているように強く感じるようす） 
 
― びしゃっ bisyaQ（液体などが広い面積や堅いものに勢いよく打ち当たる音） 
― ぴしゃっ pisyaQ（水、水分を含んだもの、または柔軟性のある平べたいものが勢いよく
打ち当たる音。断固として高圧的な態度をちるようす。二つのものが的確に合致している
ようす。 
 
― びたびた bita-bita（平べたい物が軽く打ち当たる、濁ってにぶい音。またそのようす） 
― ぴたぴた pita-pita（平べたいものが軽く打ち当たる連続音・ようす） 
― ひたひた hita-hita（水、平らなものが連続して軽く打ち当たって出す音・ようす） 
 
― びりびり biri-biri（紙、布などを勢いよく引き裂く音・ようす。電気のショックで体がし
びれるように感じるようす）                 
― ぴりぴり piri-piri（小さい笛を続けて吹き鳴らした時の音・ようす。痛み、辛み、感電な
どの刺激を感じるようす） 
― ひりひり hiri-hiri（痛み、辛みなどの刺激を受けたとき感じる持続的な感覚のようす） 
 
― ぶかぶか buka-buka（吹奏楽器をやや乱暴に連続して、鳴らす音。中身をおおうものが大
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きすぎてすき間のあるようす。中に空洞ができたり、空気が入ったりしてもろくなってい
るようす）        
― ぷかぷか puka-puka（口から煙を連続して吐くようす。タバコの煙を吐くようすにいう。
水面や空中に軽やかに物体が浮かんでいるようす） 
― ふかふか huka-huka（柔らかくふくらんでいて、弾力のあるようす） 
 
― ぶすぶす busu-busu（先のとがったもので、かなり厚みのある柔らかいものを何度も強く
突き刺すようす） 
― ぷすぷす pusu-pusu（先のとがった細いものでやや柔らかいものを何度も続けて刺すよう
す。小さい穴が沢山入っているようす） 
 
― ぶっ buQ（閉じた細かい穴から息が一気に勢いよく押し通る音・ようす） 
― ぷっ puQ（閉じた細かい穴から息が押し通る音。唇をすぼめて口の中のものを吹き出す
音・ようす。中に空気が入って瞬時にふくらむようす。不平、不満を示す顔つき） 
― ふっ huQ（一瞬軽く細かい息が吹き出る音・ようす。これという理由も分からないまま消
え去るようす。これという動機もなく、急に何かを思い付いたり行ったりするようす） 
             
― ぶらぶら bura-bura（つり下がったり、たれ下がったりしているものが連続して揺れ動く
ようす。のんびりと急がずに歩くようす。定まったこと、まとまったことをしないで無為
に過ごすようす） 
― ぷらぷら pura-pura（つり下がったり、たれ下がったりしている軽いものが連続して軽く
揺れ動くようす） 
― ふらふら hura-hura（不安定な状態で、力なく連続して揺れ動くようす。疲れきって体が
正常に動かないようす。意志力に欠け、考えや気持が不安定であるようす） 
 
― ぶりぶり buri-buri（極端に怒っているようす） 
― ぷりぷり puri-puri（不機嫌さや憤りを表情や態度に表わすようす。女性に対して使う時、
ややかわいらしい怒り方を表わす。よく締まって弾力があり、はずんで細かく揺れ動くよ
うす）        
 
― ぼかぼか boka-boka（ものを連続して強くなぐる音） 
― ぽかぽか poka-poka（体内に温かみが気持よく感じられるようす。こぶし、棒などで勢い
よく連続してなぐる音・ようす。いくつも穴があいているようす。水面や空中に物があち
らこちらに漂ったり、いくつも浮かんだりしているようす） 
― ほかほか hoka-hoka（食べ物が温かく、おいしそうであるようす） 
 
― ぼきぼき boki-boki（堅くて、やや暑いものが連続して勢いよく折れる） 
― ぽきぽき poki-poki（乾いて堅く細かいものが連続して折れる音） 
 
― ぼちゃっ botyaQ（重いものが深い水に落ちる時の音） 
― ぽちゃっ potyaQ（小さいものが水のやや深いところに落ちる時の音。かわいらしく太っ
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ているようす） 
 
― ぼりぼり bori-bori（堅いものを連続してかじったり、ひっかいたりする音・ようす） 
― ぽりぽり pori-pori（堅くより軽く乾いているものを連続してかじったり、ひっかいたりす
る軽い音・ようす） 
 
― ぼろぼろ boro-boro（粒状のものやかたまりが連続してこぼれ落ちるようす。物がひどく
崩れたりしているようす） 
― ぽろぽろ poro-poro（小さくて、軽い粒状のものが連続してこぼれ落ちるようす。ひとか
たまりにまとまっていたものが水分をなくして細かく砕けているようす） 
― ほろほろ horo-horo（山鳩などの鳴声。小さくて軽やかなものが、一つ一つ静かにこぼれ
るように落ちるようす） 
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資料１c 
 
拗音を含むオノマトペのミニマルペア 
 
以下のデータは D ctionary of Iconic Expressions in Japanese(1996)；『擬音語・擬態語辞
典』（2003）によるものである。「✴」が付いているオノマトペは『擬音語・擬態語辞典』から
取ったものである。 
i
 
か行  
 
― かしゃかしゃ kasya-kasya（写真を撮る時のカメラが発する音） 
― かさかさ kasa-kasa（乾いて薄い物体、また小さい物体が連続してこすれ合ったり、崩れ
たりして出す音。水分、油気がすっかりぬけてひからびているようす。感触としてもいう。
物言い、態度、性格に人情味やうるおいが感じられないようす） 
 
― がしゃがしゃ gasya-gasya（ガラスなど薄くてかたい物が、ぶつかり合ったり、崩れたり
する音・ようす。やかましく言い立てるようす。働き方に落ち着きがなく、騒然としてい
るようす） 
― がさがさ gasa-gasa（乾いていて厚みのあまりない物が連続してこすれ合ったりめくれた
りして出す音。水分がぬけて乾燥し、表面に細かい割れ目などができているようす。感触
としてもいう。言動や性質が粗野で遠慮のないようす） 
 
― かちゃかちゃ katya-katya（小さくて、堅い金属製の物が複数で軽くぶつかり合って繰り
返し出す音） 
― かたかた kata-kata（堅くてあまり重くない物体が他の物体に連続して軽く打ち当たって
出す音） 
       
― がちゃがちゃ gatya-gatya（やや細くて金属製の物が連続してぶつかり合う時の音。レジ
のような機械が発する音。うるさく言うようす。多くの物が散らかって乱雑なようす） 
― がたがた gata-gata（堅い物体が揺れ動いて周辺の堅い部分にぶつかっている連続音。ま
た、機械や車などに障害が起こり、回転や進行が円滑にいかなくなって、たてる音。寒さ
や恐怖、驚き、不安などの緊張で体が震えるようす。不安、不平があって落ち着きをなく
し、言い騒ぐようす） 
 
― きょときょと kyoto-kyoto（不安や恐れで、落ち着きなくあちらこちらに視線やるようす） 
― こちょこちょ kotyo-kotyo（くすぐるようす。素早く動くようす。つまらないことを言っ
たりするようす） 
― ことこと koto-koto（堅い物体が振動して軽く打ち当たる時の連続音。物を煮込んでいる
ときの音・ようす） 
 
― きょろきょろ kyoro-kyoro（落ち着きなく辺りを見回すようす） 
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― ころころ koro-koro（昆虫やカエルの鳴き声。若い女性の笑い声。球状の物が連続してこ
ろがるようす。まるく、十分に身が詰まっているようす。物事が引き続いてたやすく行わ
れるようす） 
 
― ぎょろぎょろ gyoro-gyoro（落ち着きなく、辺りを見回すようす。大きくて異様に光る目
のようす）                           
― ごろごろ goro-goro（雷が鳴る音。また、雷が鳴るような音。かなり重量のある物体や肉
体が連続してころがるようす。動かないで時を過ごすようす。何もしないで時を過ごすよ
うす。たくさんありすぎて珍しくも貴重でもないようす。かたまりや異物がはいり込んで
いて違和感を感じるようす） 
 
― くしゃくしゃ kusya-kusya（しわがよったりまじり合ったりして形が崩れた状態になるよ
うす。紙やビニールなどを乱暴に握ったり、もんだりする音・ようす。気持ちの整理がつ
かず、安らかでいられないようす。声に出さずに口の中でぐちなどをつぶやくようす。口
の中で、食べものを、いかにもまずそうに噛むようす） 
― くさくさ kusa-kusa（憂鬱になり、気持ちがふさぐようす） 
 
― ぐしゃぐしゃ gusya-gusya（水分を含んでいる物に圧力が加わったり崩れたりする時の音。
また、含んでいる水分量が多く、ぬかるんだり形が崩れたりしているようす。口の中でぐ
ちや願望などをつぶやくようす） 
― ぐさぐさ gusa-gusa（あまり堅くない物体をとがった物で何度も突き刺すようす。また、
他人の言動が気持ちに鋭くこたえるようす。締め付けや包み込みがゆるいようす） 
 
― くちゃくちゃ kutya-kutya✴（物を食べたり噛んだりする時の音。または、そういう音を
立てながら下品に物を食べたり噛んだりするようす。紙などの柔らかい物が丸めたりして
しわだらけになっているようす） 
― くたくた kuta-kuta（物を弱火で煮込む時の音・ようす。張りがなくなって萎え崩れ、本
来の形を保ちにくくなっているようす。疲労で体の力がまったくぬけているようす） 
 
― ごちゃごちゃ gotya-gotya（雑多に入り混じって、整理がついていないようす。秩序を失
ってまとまりや整理のつかないようす。言論や考えに一貫性がなく、複雑で混乱している
ようす） 
― ごたごた gota-gota（たくさんの物が雑然と集まって整理がついていないようす。繁雑な
問題のために騒動が起こるようす） 
 
― ごちょごちょ gotyo-gotyo（陰で悪口や意味のないことを言ったりするようす） 
― ごとごと goto-goto（堅い物体が振動して打ち当たる時の連続音） 
 
さ行  
 
― じゃぶじゃぶ zyabu-zyabu（液体が繰り返し揺れ動いて出す音） 
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― ざぶざぶ zabu-zabu（かなり大量の液体が揺れ動いて波立つ連続音・ようす） 
 
― じゃらじゃら zyara-zyara（金属製の物が集まって一緒に揺れたり、掻き回されたりして
ぶつかり合う連続音。だらしなく色っぽくふるまうようす） 
― ざらざら zara-zara（砂状、粒状の堅い物が大量にこすれ合って出す連続音・ようす。物
の表面の手ざわり、舌ざわり、また目で見た感じがなめらかでないようす。口中に砂を含
んだような感触がある状態） 
 
― しゅるしゅる syuru-syuru（点火されたものが、線状に伸び走る音・ようす） 
― するする suru-suru（線が伸びる感じで、連続的に素早くなめらかに移動したり、進行し
たりするようす）     
 
― じょりじょり zyori-zyori（かみそりで髭を剃る時の音・ようす。口中に異物感や不快感の
あるようす）     
― ぞりぞり zori-zori（髭や髪の毛を連続してそる音・ようす） 
 
た行  
 
― ちゃぷちゃぷ tyapu-tyapu（水面の浅い水や液体がかき混ざる時のやさしい音） 
― たぷたぷ tapu-tapu（液体が軽く揺れ動くようす。肉などがしまりなく、たるんでいるよ
うす） 
 
― ちゃらちゃら tyara-tyara（小さくて軽い金属などが二つ三つぶつかり合って出す音。人
の気をひこうとして、科を作ってこびてみせるようす） 
― たらたら tara-tara（液体が少量ずつ線状に連なってしたたり落ちるようす。うんざりす
るほど、とめどなく長々とものを言うようす） 
 
― ちょいちょい tyoi-tyoi（動作や運動が短い時間をおいて繰り返されるようす。行為や状態
が比較的頻繁に行われるようす） 
― *といとい toi-toi 
 
― ちょくちょく tyoku-tyoku（物事がかなり頻繁に繰り返されるようす） 
― とくとく toku-toku（液体が容器の狭い口から脈打つように連続して流れ出す音） 
           
― ちょこちょこ tyoko-tyoko（小刻みに動き回るようす。場合によって落ち着きがない、ナ
ーバスであるようすも連想させる。幼児の歩き方に対しても使われる。時間や手間をかけ
ずに手軽にすませるようす。行動や状態が小刻みに繰り返されるようす） 
― とことこ toko-toko（人、動物が小さい歩幅で足早に調子づいて進むようす。乗り物が遅
いスピードで小刻みに進むようすにもいう）   
 
― ちょぼちょぼ tyobo-tyobo（点を二つ以上重ねて打つこと。その点。物事がわずかでまば
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らであるようす） 
― とぼとぼ tobo-tobo（疲れたり気力を失ったりして、いかにも弱り果てた感じで歩き続け
るようす） 
 
― ちょろちょろ tyoro-tyoro（わずかな液体が連続して流れ出る音・ようす。小さな炎が小
刻みに揺れ動くようす） 
― とろとろ toro-toro（液体にやや粘り気があってなめらかなようす。やや粘り気があってな
めらかな液体が連続して流動するようす。火が非常に弱く燃え続けているようす。ほんの
短い時間、浅く眠るようす） 
 
― どしゃどしゃ dosya-dosya（雨が非常に激しく降って発する音・ようす。勢いよく歩くよ
うす、または大勢が立てる大きな足音） 
― どさどさ dosa-dosa（かなり重量があり硬軟性のある物が、連続して落下したり投げ出さ
れたりした時の音。たくさんの人や動物、また、重量のある人や動物が乱暴に進退するよ
うすにもいう。物事が大量に引き続いて出入りするようす） 
 
な行  
 
― にちゃにちゃ nitya-nitya✴（粘り気が強く、物がくっついたり離れたりする時に出る不
快な音・ようす） 
― にたにた nita-nita（あまり好ましくない快感や喜びを感じて、声を出さずに笑いを顔に
浮かべているようす） 
 
― にゅるにゅる nyuru-nyuru（ぬめりのある物が、連続して滑り動くようす） 
― ぬるぬる nuru-nuru（物にぬめりがあって、連続して滑るようす） 
 
― にょろにょろ nyoro-nyoro（円筒状の細長くぬめりのある物が、連続してくねり動くよう
す） 
― のろのろ noro-noro（運動の進行が非常にゆっくりしているようす） 
 
は行  
 
― ぱしゃぱしゃ pasya-pasya（少量の水をかけたり、水面で小さく手足を動かす音・ようす。
カメラのシャッターを連続して切る音・ようす） 
― ぱさぱさ pasa-pasa（薄くて軽い物が触れ合ってたてる音・ようす。水分・油気。うまみ
などがなくなって、乾いているようす）。 
 
― ばしゃばしゃ basya-basya（水が物に打ち当たって続けてはね飛んだり、飛び散ったりす
る音） 
― ばさばさ basa-basa（薄くて乾いた状態の物が触れ合って繰り返している音。一束にまと
まっているべき物が乱れてととのわないようす。水分、油気が抜けて乾いているようす。
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またそのためにうまみや味わいのないようす） 
 
― ぱちゃぽちゃ patya-patya（水面をたたいたり、水が物に勢いよく当たる音・ようす） 
― ぱたぱた pata-pata（薄くて軽い物がはためいたり、打ち当たったりする音・ようす。薄
くて軽い物が、次々に倒れるようす） 
 
― ばちゃばちゃ batya-batya（液体が揺れ動いたり物に打ち当たったりして、連続してはね
飛ぶ音） 
― ばたばた bata-bata（厚手の布状の物や板が風を受けて連続してはためく音。平らな板状
の物が打ち当たったり、落ちたりする音・ようす。生物の場合も比喩的にいう。手足を忙
しく動かして打ち付けたり、足音をたてたりする音・ようす。物事が速い速度で引き続い
て行われるようす。バイクの爆音） 
 
― ぴちゃぴちゃ pitya-pitya（水などが軽い物に当たってたてる小さい音。平らな物で軽く
たたく音。飲食の時にたてる舌の音） 
― ぴたぴた pita-pita（平たい物が軽く打ち当たる連続音・ようす。数ある物がすき間なく、
またそこかしこにくっつくようす） 
 
― ひゅうひゅう hyuu-hyuu（風が速い速度で吹いたり、気体、液体が狭い場所を勢いよく通
り抜けたりする時連続して起こる摩擦音） 
― ふうふう huu-huu（口をすぼめて何度も強く息を吹く音。激しく苦しそうに、息を連続し
て吹き出すようす。あるいは仕事などの困難さに責められて苦しむようす） 
 
― ひょいひょい hyoi-hyoi（動作、運動が軽々と何度も繰り返されるようす。偶然や不意な
ことがたびたび行われたり、起こったりするようす） 
― ほいほい hoi-hoi（気軽に、または軽率に物事を引き受けたり、なんの苦もなく物事を行
うようす） 
 
― ぴょこぴょこ pyoko-pyoko（身軽に飛び跳ねるような動きを繰り返すようす。跳ねるよう
な動きを小刻みに動くようす） 
― ぽこぽこ poko-poko（液体中に空気が小さい泡になって、続けて、またはいくつも浮かん
で破れる音。中が空洞で薄くて堅い物が、へこんだりはね返ったりする音・ようす。次々
に、またあちらこちらに現れたり存在したりするようす）      
 
― ひょろひょろ hyoro-hyoro（細く、長く、高く伸びるようす。やせ細って背の高いようす。
力なく足の運びがおぼつかないようす）   
― ほろほろ horo-horo（山鳥の鳴き声。小さくて軽やかな物が、一つ一つ静かにこぼれるよ
うに落ちるようす） 
 
― ぺちゃぺちゃ petya-petya（舌先で液体などをなめる音。水分を含んだ物で平らに軽くた
たく音。つまらないことを際限なくうるさくしゃべり続けるようす） 
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― ぺたぺた peta-peta（平たい物が平たい物に貼り付くように何度も打ち当たる音。薄手の
物が吸いつくように貼り付くようす。物の表面に数多く、または一面に貼ったり塗ったり
するようす。またそういう状態になっているようす） 
 
― べちゃべちゃ betya-betya（粘り気があり、水分を多量に含んで形がととのわないようす。
（殆どの場合に悪い意味で使われる）しまりなくうるさくしゃべり続けるようす） 
― べたべた beta-beta（物が粘り付くようす。また、連続して貼り付くようす。一面にたっ
ぷり塗ったり、連続して貼ったりするようす。愛情を濃厚に示すようす） 
                       
― ぼしゃぼしゃ bosya-bosya（水などが連続して物に当たってはねる音） 
― ぼさぼさ bosa-bosa（毛髪状の物が乱れてそろっていないようす。どうにかするべき時に
何もせず、気持ちを動かせないようす） 
 
― ぽちゃぽちゃ potya-potya（液体が何度も揺れ動いてはねる音。子供や若い女性が愛らし
く肉づきのよいようす） 
― ぽたぽた pota-pota（水滴状の物が連続してしたたり、漏れる時の音・ようす） 
 
― ぼちゃぼちゃ botya-botya（水の中に入って手足を動かし、水を周囲に跳ね飛ばす音・よ
うす。肉付きがよく、太っているようす。柔らかそうに膨れている感じをいう） 
― ぼたぼた bota-bota（水滴状の物が連続してしたたり落ちて打ち当たる音・ようす。しず
くがたれそうに、たっぷり水分を含んでいるようす） 
 
ま行  
 
― めちゃめちゃ metya-metya（正常な形や秩序、道理などが非常に乱れたり壊れたりしてい
るようす（悪い状態について用いることが多い） 
― めためた  meta-meta（物事の正常な形、秩序、組織などが完全に損なわれたり、乱れた
りしているようす。また、体がひどく疲れていて動かなくなってしまうようす） 
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資料１d 
 
拗音を持つオノマトペのリスト  
 
以下のデータは D ctionary of Iconic Expressions in Japanese(1996)；『擬音語・擬態語辞
典』（2003）によるものである。「✴」が付いているオノマトペは『擬音語・擬態語辞典』から
取ったものである。 
i
 
CV語基を持つオノマトペにおける 
 
か行  
 
― きゃあきゃあ kyaa-kyaa（驚き、恐怖、喜びなどで出す甲高い叫び声） 
― ぎゃあぎゃあ gyaa-gyaa（赤ん坊や幼児が激しく泣きわめく声。動物が興奮した時に繰り
返して出す不気味な鳴き声。不満や要求をしつこく言いたてるようす） 
― きゃあっ kyaaQ（恐怖や驚きで、瞬間的にあげる長い叫び声） 
― きゃっ kyaQ（こわがったり、驚いたりする時に瞬間的にあげる甲高い声） 
― ぎゃっ gyaQ（短い叫び声） 
― きゃっきゃっ kyaQ-kyaQ（女性や子供などがはしゃいだり、笑ったりする声） 
― きゃん kyaN（犬などが瞬間的にあげる甲高い鳴き声） 
― きゃんきゃん kyaN-kyaN（犬などの甲高い声） 
― きゅうきゅう kyuu-kyuu（弾力のある物が押し付けられたり、締め付けられたり、よじら
れたりする時に発する連続の音・ようす。広さや状況にゆとりがないようす） 
― ぎゅうぎゅう gyuu-gyuu（革などのように弾力のある物を、力を入れて乱暴に何度も締め
付けたり、押し付けたりする時に出る音・ようす。詰め込まれてすき間がまったくないよ
うす。相手が反撃できないほどやっつけるようす）    
― きゅうっ kyuuQ（強く締め付けたり、押し付けたりこすったりした時に発する音・ようす。
肉体的や精神的に痛みを感じるようす。お酒などを勢いよく飲み干すようす） 
― ぎゅうっ gyuuQ（強く押し付けたり、締め付けたり、ねじったりした時に発する音・よう
す。相手が反撃できないほどやっつけたり痛めつけたりするようす） 
― きゅっ kyuQ（一回強く締め付けたり、押し付けたりこっすたりした時に発する音・よう
す。肉体的や精神的に痛みを感じるようす。お酒などを勢いよく飲み干すようす） 
― ぎゅっ gyuQ（強く押し付けたり、締め付けたり、ねじったりした時に発する音・ようす。
相手が反撃できないほどやっつけたり痛めつけたりするようす） 
― きゅっきゅっ kyuQ-kyuQ（物がこすれあう時の音・ようす。紐などを何度も引っぱる音・
ようす） 
― きゅうん kyuuN（金属製などの物が高速で動く時に発する摩擦音・ようす。悲壮な感動
で、胸が強く締め付けられたような痛みを感じるようす） 
― きゅん kyuN（紐などのような細い物を一瞬強くひっぱられるようす。胸が一瞬締め付け
られるような痛みを感じるようす） 
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― ぎょっ gyoQ（不意に、思いがけないことや恐いことに出会って、驚いたりおびえたりす
る時の声・ようす） 
 
さ行  
 
― しゃあしゃあ syaa-syaa（クマ蝉の鳴き声。ホースやシャワーなどの小さい穴から勢いよ
く続けて放出される音・ようす。電動器具などに生じる鋭い雑音。非難されることを恥と
してひるむようすもなく行ったり、行って平気で口にしたりするようす） 
― じゃあじゃあ zyaa-zyaa（かなり大量の水が続けて注ぎかかる音。油でいためたりあげた
りする時に連続して出る音。荒々しく耳障りに鳴り続ける雑音。） 
― しゃあっ syaaQ（液体が細い穴から勢いよく一回放出される音・ようす。かすれるような
鋭い瞬間的な雑音） 
― じゃあっ zyaaQ（かなり大量の水が注ぎかかる音。油でいためたりあげたりする時に出る
音。やや大きくて荒々しい、瞬間的な雑音） 
― じゃあん zyaaN（シンバルなどのような楽器を弾く時に出る音） 
― じゃあんじゃあん zyaaN-zyaaN（シンバルなどのような楽器を弾く時に出る音） 
― しゃんと syaN-to（姿勢や気持ちが明瞭でしっかりしているようす） 
― しゃんしゃん syaN-syaN（いくつもの鈴が繰り返し鳴る音。手を繰り返して打ち合わせて
出す音。精神的にも肉体的にも元気でしっかりしているようす） 
― じゃんじゃん zyaN-zyaN（金属製の鐘などが繰り返し鳴る音。物事が次から次へと繰り返
して行われるようす）           
― しゅうしゅう syuu-syuu（気体や液体が小さい穴から勢いよく続けて噴出する音） 
― じゅうじゅう zyuu-zyuu（物を高熱で焼ける時のように物の水分や油脂分が蒸発する時に
出る音・ようす） 
― しゅうっ syuuQ（気体や液体が小さい穴から勢いよく単独で噴出する音） 
― じゅうっ zyuuQ（物に含まれている水分が押されたり、熱せられたりして表面ににじみ出
てきたり蒸発したりする時の音） 
― しゅっ syuQ（気体や液体が小さい穴から擦れるように噴出する音。きめの細かい物がお
互いに強くこすれ合って出す音） 
― じゅっ zyuQ（水と高温の物とが触れた時、水分が蒸発して出る短い音） 
― しゅっしゅっ syuQ-syuQ（気体や液体が小さい穴から擦れるように繰り返し噴出する音。
きめの細かい物が断続的に強くこすれ合って出す音） 
― しゅんと syuN-to（お湯がたぎって蒸気になって噴出する音。人や動物が急に元気や活気
をなくしてしまうようす） 
― しゅんしゅん syuN-syuN（お湯がたぎって蒸気になって噴出する連続音） 
 
た行  
 
― ちゃっ tyaQ（素早く、まともに物事を行うようす） 
― ちゃんと tyaN-to（三味線をひく時に出る音。まっとうで恥ずかしくないようす。立派な
ようす。あることの成立することが、確実で疑いようのないようす） 
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― ちょい tyoi（物事を短い時間で、力を殆ど入れないで行うようす） 
― ちょいちょい tyoi-tyoi（動作や運動が短い時間をおいて繰り返されるようす。行為や状態
が比較的頻繁に行われるようす） 
― ちょん tyoN（拍子木を打つ音。物事を素早くリズミカルに行うこと。点を一つ打つよう
す） 
― ちょんちょん tyoN-tyoN（拍子木などを続けて打つ音。小さな物が軽やかに調子よく連続
して動くようす） 
― ちゅう tyuu（口をすぼめてひと息強く一回吸う音） 
― ちゅうちゅう tyuu-tyuu（口をすぼめて液体などを連続的に吸う音。鼠の鳴き声） 
― ちゅっ tyuQ（口をすぼめてひと息強く吸う時に出る音。キスをする時の音） 
― ちゅっちゅっ tyuQ-tyuQ（小さい鳥の鳴き声。口をすぼめてひと息強く吸う時、あるいは
キスをする時の連続音） 
― ちゅんちゅん tyuN-tyuN（スズメのような小さい鳥の鳴き声） 
 
な行 
 
― にゃあ nyaa（猫の一回限りの鳴き声） 
― にゃあにゃあ nyaa-nyaa（猫の鳴き声） 
― にゅうっ nyuuQ（長い物がゆっくり突き出るようす） 
― にゅっ nyuQ（長い物がいきなり突き出るようす。人間が突き出す場合には無遠慮に、無
造作に現れるというニュアンスを伴う。成立している状態としても使われる） 
 
は行  
 
― ひょい hyoi（何の気なしに軽い気持ちで何かをするようす。急にまたは偶然に何かが起こ
ったりするようす） 
― ひょいっ hyoiQ（ジャンプのような動きを一回軽く行うようす） 
― ひょいひょい hyoi-hyoi（動作、運動が軽々と何度も繰り返されるようす。偶然や不意な
ことがたびたび行われたり、起こったりするようす） 
― ひょっ hyoQ（何の気なしに軽い気持ちで何かをするようす。急にまたは偶然に何かが起
こったりするようす） 
― ひゅうっ hyuuQ（強い風が吹きつける音・ようす。物が高速で空気を切って進んだり、
回ったりする時に発する音。空気が狭い所から強い勢いで出る時の摩擦音） 
― ひゅうひゅう hyuu-hyuu（風が速い速度で吹いたり、気体、液体が狭い場所を勢いよく通
り抜けたりする時連続して起こる摩擦音） 
― ひゅっ hyuQ（物が空気を切るように強い勢いで飛んだりする音・ようす。簡単に手軽に
物事を行うようす） 
― ひゅっひゅっ hyuQ-hyuQ（物が高速で空気を切って進んだり、回ったりする時の空気と
の摩擦で起こる連続音・ようす） 
― ひゅんひゅん hyuN-hyuN（物が高速で空気を切って進んだり、回ったりする時の空気と
の摩擦で起こる連続音・ようす） 
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― ぴょい pyoi（一回軽く飛び跳ねるようす） 
― ぴょいぴょい pyoi-pyoi（動作、運動が軽く何度も繰り返されるようす） 
― ぴょん pyoN（一回小さく飛び跳ねるようす） 
― ぴょんぴょん pyoN-pyoN（続けて小さい動きで飛び跳ねるようす） 
― ぴゅうっ pyuuQ（風が吹いたり、物が空気を激しく切って動く時の音・ようす） 
― ぴゅうぴゅう pyuu-pyuu（風が強く吹き続けたり、空気を切って物が勢いよく飛んだりす
る時の音・ようす。液体や気体が、狭い所から勢いよく飛んだり、噴出したりする音・よ
うす）        
― ぴゅうん pyuuN（風が吹いたり、物が空気を激しく切って動く時の音・ようす） 
― ぴゅっ pyuQ（物が空中を高速で飛んだり、飛び出したりする音・ようす。液体や気体が、
狭い所から瞬間的に勢いよく飛んだり、噴出したりする音・ようす） 
― びゅっ byuQ（物が空気を切るように強い勢いで飛んだりする音・ようす。溜まった液体
が、狭い所から強い勢いで出る音・ようす） 
― ぴゅっぴゅっ pyuQ-pyuQ（物が空中で高速で飛んだり、飛び出したりする音・ようす。
液体や気体が、狭い所から勢いよく飛んだり、噴出したりする音・ようす） 
― ぴゅん pyuN（風が吹く時の音・ようす。物が空中を高速で飛んだり、動いたりする時の
音・ようす）              
― びゅん byuN（物が空気を切るように強い勢いで飛んだりする音・ようす。風の吹く音・
ようす） 
― ぴゅんぴゅん pyuN-pyuN（小さい物が高速で風を切って飛んだり、回ったりする時の空
気との摩擦で起こる連続音・ようす） 
― びゅんびゅん byuNbyuN（強い風が連続して吹きつける音・ようす。物が高速で空気を切
って進んだり、回ったりする時の空気との摩擦で起こる連続音・ようす） 
 
CVCV語基を持つオノマトペにおける 
 
1. 第一音節におこる口蓋化 
 
か行  
 
― きょときょと kyoto-kyoto（不安や恐れで、落ち着きなくあちらこちらに視線やるようす） 
― きょろきょろ kyoro-kyoro（落ち着きなく辺りを見回すようす） 
― ぎょろぎょろ gyoro-gyoro（落ち着きなく、辺りを見回すようす。大きくて異様に光る目
のようす） 
 
さ行  
 
― じゃかじゃか zyaka-zyaka（楽器を荒っぽく無造作に鳴らし続ける音。物事が早いスピー
ドで行われるようす） 
― しゃきしゃき syaki-syaki（歯切れよい音の連続・感触。動作が活発で、切れ味のよい感
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じで、さわやかであるようす）                  
― じゃきじゃき zyaki-zyaki（はさみが連続で、物を切る時の音） 
― しゃきっ syakiQ（さわやかで快い歯ごたえや手触りのようす。気持ちや身体が引き締ま
っているようす） 
― しゃぶしゃぶ syabu-syabu（薄くて軽い物を水の中で動かす時に発する音。水気の多いよ
うす） 
― じゃぶじゃぶ zyabu-zyabu（液体が繰り返し揺れ動いて出す音） 
― じゃぼじゃぼ zyabo-zyabo（水を掻き回すなどして揺れ動く時に出す音） 
― じゃらじゃら zyara-zyara（金属製の物が集まって一緒に揺れたり、掻き回されたりして
ぶつかり合う連続音。だらしなく色っぽくふるまうようす） 
― しゃりしゃり syari-syari（堅くて薄い物、細かい物が連続してこすれ合って出す音。歯ざ
わり、手ざわり、肌ざわりに張りがあり、べとつかずさわやかなようす） 
― じゃりじゃり zyari-zyari（砂などの粒の粗い物を噛んだ時や小石や砂などが繰り返し触れ
合って出す荒々しい音・ようす） 
― じゅくじゅく zyuku-zyuku（液体などが表面にしみ出るようす。物が湿って、水浸しにな
ったようす） 
― しゅるしゅる syuru-syuru（線状の物が伸び走る音・ようす） 
― じょきじょき zyoki-zyoki（はさみなどで物を続けざまに切る時の音・ようす） 
― しょぼしょぼ syobo-syobo（小雨が陰気に降り続いてぬらすようす。（悪いニュアンスを持
つオノマトペ）まぶたが粘り着くような感じで、見開いていられずしばたたくようす。活
気がなく陰気で気勢のあがらないようす） 
― じょりじょり zyori-zyori（かみそりで髭を剃る時の音・ようす。口中に異物感や不快感の
あるようす） 
 
た行  
 
― ちゃかちゃか tyaka-tyaka（金属やガラスのかけらなどが連続してぶつかり合う音。機器
などがめまぐるしく作動する音。動作や態度、ようすが軽率で落ち着きのないようす。） 
― ちゃっかり tyaQkari（ずうずうしく抜け目のないようす） 
― ちゃきちゃき tyaki-tyaki（はさみで物を切るときの音。勢いがあって生き生きしている
ようす。言葉などが歯切れよいようす） 
― ちゃぷちゃぷ tyapu-tyapu（水面の浅い水や液体がかき混ざる時のやさしい音） 
― ちゃぶちゃぶ tyabu-tyabu（液体が連続して表面に軽くぶつかってはねる音） 
― ちゃぽちゃぽ tyapo-tyapo（あまり多くない液体が連続して揺れ動く時に出す小さい音） 
― ちゃぽんちゃぽん tyapoN-tyapoN（液体がコンテナなどのような入れ物の中で跳ね返る
音）                          
― ちゃらちゃら tyara-tyara（小さくて軽い金属などが二つ三つぶつかり合って出す音。人
の気をひこうとして、科を作ってこびてみせるようす） 
― ちゃらんちゃらん tyaraN-tyaraN（鈴のような小さくて軽い金属製の物が出す音） 
― ちゃりちゃり tyari-tyari（小銭のような小さくて硬い金属製の物がぶつかり合う時の音） 
― ちょきちょき tyoki-tyoki（はさみを小刻みに連続して動かす音） 
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― ちょくちょく tyoku-tyoku（物事がかなり頻繁に繰り返されるようす） 
― ちょこちょこ tyoko-tyoko（小刻みに動き回るようす。場合によって落ち着きがない、ナ
ーバスであるようすも連想させる。幼児の歩き方に対しても使われる。時間や手間をかけ
ずに手軽にすませるようす。行動や状態が小刻みに繰り返されるようす） 
 
― ちょびちょび tyobi-tyobi（量や程度が少しであるようす） 
― ちょぼちょぼ tyobo-tyobo（点を二つ以上重ねて打つこと。その点。物事がわずかでまば
らであるようす） 
― ちょろちょろ tyoro-tyoro（わずかな液体が連続して流れ出る音・ようす。小さな炎が小
刻みに揺れ動くようす） 
 
な行  
 
― にゅるにゅる nyuru-nyuru（ぬめりのある物が、連続して滑り動くようす） 
― にょきにょき nyoki-nyoki（細長い物が突きあげるように目覚しく続けて伸びたり、現れ
たりするようす） 
― にょろにょろ nyoro-nyoro（円筒状の細長くぬめりのある物が、連続してくねり動くよう
す） 
 
は行  
 
― ひょこひょこ hyoko-hyoko（小さく、不規則な動作や運動が何度も繰り返されるようす。
急に行われる動作。子供のように不器用に歩くようす） 
― ぴょこぴょこ pyoko-pyoko（身軽に飛び跳ねるような動きを繰り返すようす。跳ねるよう
な動きを小刻みに動くようす） 
― ひょろひょろ hyoro-hyoro（細く、長く、高く伸びるようす。やせ細って背の高いようす。
力なく足の運びがおぼつかないようす） 
― ひゅるひゅる hyuru-hyuru（砲弾、花火などが勢いよく飛ぶ時尾を引くように追う音・よ
うす。長いものがかなりの速さで繰り出されたり、繰りおさめられたりするようす） 
 
2. 第二音節におこる口蓋化 
 
あ行  
 
― いちゃいちゃ itya-itya（男女が露骨になれなれしく甘え合うようす。不快感を持っていう） 
― うじゃうじゃ uzya-uzya（小さい生物や物がたくさん集まり、動いているようす。不快な
感じとしていう。人間の集合の状態などを軽蔑的にいう場合もある） 
― おぎゃあおぎゃあ ogyaa-ogyaa（赤ちゃんの元気な泣き声） 
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か行  
 
― かしゃかしゃ kasya-kasya（写真を撮る時のカメラが発する音） 
― がしゃがしゃ gasya-gasya✴（ガラスなど薄くてかたい物が、ぶつかり合ったり、崩れた
りする音・ようす。やかましく言い立てるようす。働き方に落ち着きがなく、騒然として
いるようす） 
― かちゃかちゃ katya-katya（小さくて、堅い金属製の物が複数で軽くぶつかり合って繰り
返し出す音） 
― がちゃがちゃ gatya-gatya（やや細くて金属製の物が連続してぶつかり合う時の音。レジ
のような機械が発する音。うるさく言うようす。多くの物が散らかって乱雑なようす） 
― ぎちゃぎちゃ gitya-gitya✴（噛み切りにくい食べものなどを口をさかんに動かして何度も
噛む音） 
― くしゃくしゃ kusya-kusya（しわがよったりまじり合ったりして形が崩れた状態になるよ
うす。紙やビニールなどを乱暴に握ったり、もんだりする音・ようす。気持ちの整理がつ
かず、安らかでいられないようす。声に出さずに口の中でぐちなどをつぶやくようす。口
の中で、食べものを、いかにもまずそうに噛むようす） 
― ぐしゃぐしゃ gusya-gusya（水分を含んでいる物に圧力が加わったり崩れたりする時の音。
また、含んでいる水分量が多く、ぬかるんだり形が崩れたりしているようす。口の中でぐ
ちや願望などをつぶやくようす） 
― ぐじゃぐじゃ guzya-guzya✴（物に圧力がかかるなどして、正常な状態、形が保てないよ
うす。含んでいる水分が多すぎて、形が崩れるようす。ひどく濡れているようす） 
― ぐしょぐしょ gusyo-gusyo（水分をしたたるほど多量に含んでいるようす） 
― ぐじょぐじょ guzyo-guzyo✴（雨・汗・涙など水分で、顔や布類・革類などがひどく濡れ
ているようす（汚い感じ、気持ち悪い感じを伴う場合が多い）） 
― ぐしゅぐしゅ gusyu-gusyu✴（鼻水をすすり上げる音） 
― くちゃくちゃ kutya-kutya✴（物を食べたり噛んだりする時の音。または、そういう音を
立てながら下品に物を食べたり噛んだりするようす。紙などの柔らかい物が丸めたりして
しわだらけになっているようす） 
― ぐちゃぐちゃ gutya-gutya（物を食べたり噛んだりする時の音。または、そういう音を立
てながら下品に物を食べたり噛んだりするようす。水分を含んでいる物の形が崩れたり壊
れたりしているようす。ぐっちっぽくあれこれ不平を言うようす） 
― ぐちょぐちょ gutyo-gutyo✴（物がひどく濡れているようす） 
― くにゃくにゃ kunya-kunya✴（細めで柔らかくて形の変わりやすい物が、弱々しく連続
してねじれたり、折れ曲がったりしているようす。体の力が抜けてよじれたり、動作や態
度などがいいかげんで、一定の形を保っていないようす） 
― ぐにゃぐにゃ gunya-gunya（柔らかい物が、ゆがんだり、ねじれたりして、本来あるべき
形が崩れて変形しているようす。体の力が抜けて一定の姿勢を保つことができずよじれた
り、動作態度などがいいかげんだったりで、しまりがないようす） 
― けちょんけちょん ketyoN-ketyoN（奮起が不可能になるまでに打撃を受けるようす。主に
精神的なダメージを与える時に使われる） 
― ごしゃごしゃ gosya-gosya（物や人が雑然として入り乱れ、まとまりのないようす） 
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― ごじゃごじゃ gozya-gozya（整理がついていない、あるいは複雑で混乱しているようす。
しつこく物を言うようす） 
― ごちゃごちゃ gotya-gotya（雑多に入り混じって、整理がついていないようす。秩序を失
ってまとまりや整理のつかないようす。言論や考えに一貫性がなく、複雑で混乱している
ようす） 
― こちょこちょ kotyo-kotyo（くすぐるようす。素早く動くようす。つまらないことを言っ
たりするようす） 
― ごちょごちょ gotyo-gotyo（陰で悪口や意味のないことを言ったりするようす） 
― ごにょごにょ gonyo-gonyo（口の中で不明瞭につぶやく声・ようす） 
 
た行  
 
― どしゃどしゃ dosya-dosya（雨が非常に激しく降って発する音・ようす。勢いよく歩くよ
うす、または大勢が立てる大きな足音） 
 
な行  
 
― にちゃにちゃ nitya-nitya✴（粘り気が強く、物がくっついたり離れたりする時に出る不
快な音・ようす） 
― ねちゃねちゃ netya-netya（物が強い粘り気を持ち、不快なようす。口の中で物をまずそ
うに噛んでいるようす。離れられないぐらい物や人に強くくっついているようす） 
 
は行  
 
― ぱしゃぱしゃ pasya-pasya（少量の水をかけたり、水面で小さく手足を動かす音・ようす。
カメラのシャッターを連続して切る音・ようす） 
― ばしゃばしゃ basya-basya（水が物に打ち当たって続けてはね飛んだり、飛び散ったりす
る音） 
― ぱちゃぱちゃ patya-patya（水面をたたいたり、水が物に勢いよく当たる音・ようす） 
― ばちゃばちゃ batya-batya（液体が揺れ動いたり物に打ち当たったりして、連続してはね
飛ぶ音） 
― ぴしゃぴしゃ pisya-pisya（平べたい物が連続してぶつかったりした時に出る音。液体が
続けてはねる時の音） 
― びしゃびしゃ bisya-bisya（液体が続けて物に打ち当たる音。水浸しになっているようす） 
― びしょびしょ bisyo-bisyo（かなりの量の雨などが降り続く音・ようす。水分を含んで、
完全に濡れているようす） 
― ぴちゃぴちゃ pitya-pitya（水などが軽い物に当たってたてる小さい音。平らな物で軽く
たたく音。飲食の時にたてる舌の音） 
― びちゃびちゃ bitya-bitya（少量の液体が連続して物に打ち当たってはねる音。水分が表面
にあふれているようす） 
― びちょびちょ bityo-bityo（水などが物に当たってはねる音。雨や雪に降られてひどく濡れ
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ているようす） 
― ふにゃふにゃ hunya-hunya（柔らかくて弾力やしまりのないようす） 
― ぺしゃっ pesyaQ（元々形のあった物が押し潰されたように平らになるようす） 
― ぺちゃっ petyaQ（物が平べったい表面にぶち当たる音） 
― ぺちゃぺちゃ petya-petya（舌先で液体などをなめる音。水分を含んだ物で平らに軽くた
たく音。つまらないことを際限なくうるさくしゃべり続けるようす） 
― べちゃべちゃ betya-betya（粘り気があり、水分を多量に含んで形がととのわないようす。
（殆どの場合に悪い意味で使われる）しまりなくうるさくしゃべり続けるようす） 
― ぽしゃっ posyaQ（空気を含んでいる物がつぶされている時の音。長くて厚みのある物が
浅い水に突っ込む音。夢や希望などが打ち砕かれたり、崩れたりするようす） 
― ぼしゃぼしゃ bosya-bosya（水などが連続して物に当たってはねる音） 
― ぼじゃぼじゃ bozya-bozya✴（低く小さい声でとりとめもなく話すようす（現在ではあま
り使われない）） 
― ぽちゃぽちゃ potya-potya（液体が何度も揺れ動いてはねる音。子供や若い女性が愛らし
く肉づきのよいようす） 
― ぼちゃぼちゃ botya-botya（水の中に入って手足を動かし、水を周囲に跳ね飛ばす音・よ
うす。肉付きがよく、太っているようす。柔らかそうに膨れている感じをいう） 
 
ま行  
 
― むしゃむしゃ musya-musya（食べ物を一度にたくさん口に入れて不作法に食べ続けるよ
うす。焦りや不快感で気持ちが落ち着かず腹立たしくなっているようす） 
― むにゃむにゃ munya-munya（口の中で不明瞭な物をつぶやくようす） 
― めちゃめちゃ metya-metya（正常な形や秩序、道理などが非常に乱れたり壊れたりしてい
るようす（悪い状態について用いることが多い）） 
― もしゃもしゃ mosya-mosya（毛髪状の物が乱雑に入り乱れているようす（殆ど子供向き
の本で使われている）） 
― もじゃもじゃ mozya-mozya（髪や髭、草木などが生い茂っているようす。量の多い髪が
乱れたようす。物事が入り込んで雑然としているようす） 
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あ行 
い 
 
いちゃいちゃ  
― 男女がホテルに一緒に泊まる際には、「結婚証明」というもの（２人の写真が貼ってある）
を見せないと  、同じ部屋には泊まる事も出来ないの。「だから」なのか「その割には」な
のかよく分かんないんだけど、カップルはみぃ～んな平気で外でいちゃいちゃしてる。っ
ていうよりは、男の人の方が勝手に ベタベタくっついてるようにしか見えないけど。 
(http://www.rakuten.co.jp/e-unit/426530/449154/463324/463326/) 
― 普段だと、ここはカップルがいちゃいちゃするところ。けっこう過激にいちゃいちゃする
ところ。でも、今日は子供連れの家族や、（人前でいちゃいちゃしなさそうな）清潔感漂う
カップルや、グループが多い。大きなレンズをつけたカメラマンや、ビデオカメラを持っ
た人もいる。あまりにも人が多いんで、いちゃいちゃしてるカップルはいない。きっと他
の場所でいちゃいちゃしてるんだろう。 
(http://homepage3.nifty.com/hirai/i/i_column/2002/i_column2002174.htm) 
― 「歳も離れてるんだろうなのに、いちゃいちゃしちゃってさ」センセイは、ああ、という
ふうに鷹揚に頷き、それからまっすぐ前を向いた。ぴしゃり、という音がその瞬間したよ
うに感じられた。キミのような男とは、ワタクシは話をいたしません。声には出さなかっ
たけれども、センセイの頭の中でそういう声がしたのは、確かだった。わたしも感じたし、
男も感じたようだった。（川上弘美『先生の鞄』、p. 107） 
― 娘がボーイフレンドと目の前でいちゃいちゃするのを見て、父親は母親に「どんな育て方
をしたのか」とぶつぶつ言った。（Kakehi, Tamori, Schourap, Dictionary of Iconic 
Expressions in Japanese） 
 
いらいら  
― 子どもといるとなんだかいろんなことがごちゃごちゃになる。落ち着いて考えたいのに、
ああだこうだと言われて何がなんだかわからなくなる。常に心をかき乱されて、ごちゃご
ちゃになって、しっちゃかめっちゃかで子育てしている。こんな私はかっこ悪いなぁ。い
つもそう思う。子どもに気持をかき乱されて、いらいらしたりかーっとなったりして、で
も反省してそうじゃない親になろうと決意して、でもやっぱりいらいらしてごちゃごちゃ
になって、また反省して‥ 
(http://mritu47.jugem.cc/?eid=87) 
 
う 
 
うおーっ  
― 初めてマックスを見たかいじゅうたちはマックスを威嚇しますかいじゅうたちは、すごい 
こえで うおーっと ほえて、すごい はをがちがち ならして、すごい めだまを ぎ
ょろぎょろ させて、すごい つめを むきだした。そうやってマックスを威嚇します。
でもすぐ仲良くなってマックスを王様にするのです。そして今度はマックスが「さよなら」
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と王様をやめて帰ろうとしたときかいじゅうたちは悲しみます。  
 (http://blog.mag2.com/m/log/0000168177/106429826?page=1) 
 
うじうじ  
― それというのも、蜂谷はすこぶる風采のいい男で、加えて上士の家の人間らしく、物おじ
せずに杉江に話しかけたりする気さくさを持ち合わせていた。半十郎のように、うじうじ
と杉江の様子をうかがって一言も発しないなどということはなかった。そして話かけられ
れば杉江は、つつましくはあったがはきはきと蜂谷に応答して、その間半十郎には一顧も
あたえず半十郎の気分を限りなく滅入らせたものであった。半十郎はさすがに醜い嫉妬心
は押さえこんだが、そういう日は何とはなしものがなしい気分を胸に抱えて谷村家をあと
にしたのである。しかしそのあと無事に杉江を娶ってから、その当時のことを持ち出すと、
杉江は笑いをこらえる顔になって言った。「おまえさまも、女子の気持ちにはとんととうと
いお人ですなあ」そして杉江は、女は心を奇せる人にはあんなにぺらぺらしゃべるもので
はないこと、また蜂谷にわざと親しげにして、同席している半十郎に焼き餅をやかせたい
気持ちもなかったわけではない、とおどろくべき解説を聞かせて半十郎を唖然
あ ぜ ん
とさせたの
である。だが、あざやかに記憶に甦って
よ み が え
くる古い情景を思い出しながら、半十郎はひとこ
と言わずにはいられなかった。「女子のすることは、時には本心と逆のこともあるようだが
の。ま、いまそれを言っても仕方ないか」（藤沢周平『秘太刀馬の骨』、p. 194） 
 
うじゃうじゃ  
― 小さいものはかわいいけれど、小さくてもうじゃうじゃいたらかわいくない。うじゃうじ
ゃをかわいく思うためには、全体を見ないこと。ひとつずつなら、何でもかわいい。そん
なことない、小さくてもかわいくないものもある。それは、うじゃうじゃした模様のもの、
足がうじゃうじゃあるもの、とにかく、うじゃうじゃはかわいくない。 
(http://www5.airnet.ne.jp/lastomir/USAMIN/hanasi2.html) 
― いやはやもう凄い量。気持ち悪くなるくらいうじゃうじゃいる。よっぽどここはおたまじ
ゃくしの孵化に向いた条件なんだろう。 
(http://spa.s5.xrea.com/chichibu/14f.htm) 
― 「硫黄島の周りには敵艦がうじゃうじゃしてやがるんだろ。こんないい目標はないさ」（北） 
― 中へ這入るとピアノだの、オルガンだの、蓄音器だの、いろいろな楽器が窮屈な場所に列
んでいて、もう二階ではダンスが始まっているらしく、騒々しい足取りと蓄音器の音が聞
えました。ちょうど梯子段の上り口のところに、慶応の学生らしいのが五六人うじゃうじ
ゃしていて、それがジロジロ私とナオミの様子を見るのが、あまり好い気持はしませんで
したが、…….（谷崎） 
 
うっかり  
― さて、数日前にがーがー言っておりましたサンダーバードジャパンプレミアですが、うっ
かり行けることになりました。うわーんありがとう～っ！ゆってみるもんだなあ。 
(http://tenger.tanc.jp/diary/200407.html) 
 37  
え 
 
ええん  
― とつぜん、コトエがなきだしてしまった。昼飯ぬきのかの女は、つかれかたもまた早かっ
たろうし、がまんできなくなったのだろう。道ばたにしゃがんで、ええん、ええんと、声
を出してないた。すると、ミサ子と富士子がさそわれて、しくしくやりだした。（壺井） 
― ライト・グリーンの服を着た娘が言う。わたしはこれしか隠し芸がないのです。泣く真似
をやります。そして彼女は泣く真似をして見せる。手の甲を眼にあて、えーん、えーんと
巧妙に泣いて見せる。ピンクの服を着た娘がいう。わたしには隠し芸がありません。です
からわたしの可愛がっているワンちゃんをお見せします。彼女が呼ぶと舞台の端から白い
ペキニーズがちょこちょこと駈け出てくる。娘は愛犬を抱きあげる。黄色い服を着た娘が
言う。わたしも隠し芸がありませんので、方程式を解いて見せます。（壺井） 
 
か行 
か 
 
があがあ  
― 今日は図らずして映画デーになっちゃいました。まず、侍女がまた『パリ、テキサス』を
見てました。でも、卒論を書くと言う張本人ががーがー眠っていました。無理もないわね、
退屈な映画なんですもの。冴えないおっさんばかっり出てくるしぃ～。 
(http://www.geocities.co.jp/Bookend/3473/geodiary.old24.html) 
― 酒もだいぶ控えてたりしたし、人と会うのも抑えてたんだけど、でもなんだか職場でがー
がーしゃべっていたら咳が出るし、金曜にかとーと飲んだらやっぱ途中から咳止まらない
し、困りましたねぇ・・。うーん・・。 
(http://www.h2.dion.ne.jp/~chikapon/diary0505.htm) 
― ゴスペラーズ：カズキとは別のベクトルで号泣が想像つかない方なんですが。いやはや。
当初はもうちょっと大口開けてがーがー泣いてる感じにしようとしてたんですが、なんか
表情が武装錬金絵と被っちまうのでちょい変更。ただ呆然と、ボロボロ涙だけ零れ落ちま
すよ。みたいなイメージに。号泣とはちとニュアンス違ってしまいましたけど、まあらし
く描けたんじゃないかなー。どうだろ。 
(http://www.slow-luv.org/talk/200505.htm) 
― １年前はこれが永遠に続くのか・・・と覚悟してたが、成長とともにかなり落ち着いてき
てくれた。とくに睡眠障害がなくなった・・・というよりも、母はさっさとちーより先に
寝てしまうようになってかなり楽になった。ちーが寝るのなんてじーっと待ってたらほん
まにまじで具合が悪くなりそうやった。そして、夜がくるのが怖かった。 
眠いのに眠らせてくれない日々。今では「ちーくん、おやすみー」でがーがー寝てしまう。
こんな母親どーかと思われるでしょうが、我が家はこれで平和を保ってるんです。 
(http://blog.goo.ne.jp/hachiboo) 
― さて、数日前にがーがー言っておりましたサンダーバードジャパンプレミアですが、うっ
かり行けることになりました。うわーんありがとう～っ！ゆってみるもんだなあ。 
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(http://tenger.tanc.jp/diary/200407.html) 
 
かあっ  
― 子どもといるとなんだかいろんなことがごちゃごちゃになる。落ち着いて考えたいのに、
ああだこうだと言われて何がなんだかわからなくなる。常に心をかき乱されて、ごちゃご
ちゃになって、しっちゃかめっちゃかで子育てしている。こんな私はかっこ悪いなぁ。い
つもそう思う。子どもに気持をかき乱されて、いらいらしたりかーっとなったりして、で
も反省してそうじゃない親になろうと決意して、でもやっぱりいらいらしてごちゃごちゃ
になって、また反省して‥ 
(http://mritu47.jugem.cc/?eid=87) 
 
がくがく  
― それでも青洲は睨み据えるように猫を見詰めたまま動かない。加恵は身震いしながらそっ
と部屋を出た。跫音を立てないように静かに歩くのだが、脚の関節ががくがくして躰は今
にも倒れそうであった。（有吉） 
 
がくん  
― まだ若い月が、そうっと空を渡ってゆこうとしているのが目に止まった時、バスが発車し
た。がくん、と止まる度にムッとするのは自分がくたびれている証拠である。何度もムッ
としながらもふと外を見ると、遠くの空に飛行船が浮かんでいた。風を押して、ゆっくり
と移動してゆく。私は嬉しくなって、じっと見つめていた。（吉本ばなな『キッチン』、p. 48） 
 
かさかさ  
― 水虫の悩み・水虫対策・水虫治療薬；水虫の悩み・水虫対策・水虫治療薬・かゆい水虫・
じゅくじゅく水虫・ムズムズ水虫・水虫のことなら激安通販ショップで足の嫌なにおい、
角質、ジュクジュク・カイカイにさようなら！カサカサ、かゆかゆ、ムズムズ、じゅくじ
ゅく、足の悩みは全ておまかせ下さい。 
 (http://otoku.moo.jp/mizumusi.html) 
― 頬や口のまわりはかさかさしているのに、額や鼻はてかてか、べたべた。さっぱりのスキ
ンケアでは乾燥する部分がかさかさ、しっとりの化粧水では油っぽい部分がべたべた。何
を使ったらいいのかわからない！そのあまりのみずみずしさに、私は自分の内側がかさか
さしていることを感じずにはいられなかった。私の心にどうしても春の風景は入ってこな
い。（吉本ばなな『キッチン』、p. 166） 
― 鏡を見ると僕は本当にひどい顔をしていた。日焼けのせいで肌はかさかさになり、目がく
ぼんで、こけた頬にはわけのわからないしみや傷ついていた。（村上春樹『ノルウエイの森
（下）』、p. 224） 
― 病人は痛々しく痩せ細り、かさかさの唇は皮膚と同じく蒼白で爪は土色である。（井伏） 
― そして看護婦に抱えられて便器にまたがるのだ。僕の萎びた腿の皮膚はかさかさして脂が
なく、汚点がいっぱいできているだろう。まったく、辛抱強くなければならないな。（大江） 
― 僕は悪寒に身震いし、かさかさに乾いた脣を噛みしめながら、敷石道の一つ一つの石が、
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はじめ淡い金色の影をおびて柔かにふくらみ、そして輪郭がすっかりふやけて一面に胸の
せまる葡萄色になり、それから不透明な紫色の弱い光の中へ沈みこんでしまうのを見つめ
ていた。（大江） 
― 僕は女の躰をさけて立ちあがろうとしたが、女のかさかさに乾いた冷たい腕が僕の肩にか
らみついて離れなかった。そして女は、柿色の歯茎を剥きだして、僕の顔いちめんに酒の
臭いのする唾の小さい沫を吐きちらしながら叫びたてた。（大江） 
― ごんごん胡麻は老婆の蓬髪のようになってしまい、霜に美しく灼けた桜の最後の葉がなく
なり、欅が風にかさかさ身を震わす毎に隠れていた風景の部分が現われて来た。（梶井） 
― 胸には肋骨がくっきりと痛々しく浮きだし、手も足もなんと今はほそく、骨ばかりで、そ
していやな色の、とうに死にかけた泥のようなかさかさした皮膚がその上をおおっていた。
下田の婆やは、今は頻々と苦痛を訴えた。いつもの堪え性がなくなっていた。（北） 
― よごれた霧のようなもので、視界がふさがれていた。身じろぐにつれて、かさかさと、乾
いた紙の音がした。ひろげた新聞紙で、顔を覆われているのだった。ちくしょう、また寝
込んでしまった！……（安部） 
― 女が言って、崖を見上げた。さすがに、女の顔も、かさかさになり、はりついた砂の層を
透してでも、血の気が失せてしまっているのがよく分った。とたんに、あたりが暗く、錆
色に塗りつぶされる。かすんでいく意識のトンネルのなかを、手さぐりで進み、魚のはら
わたのように脂のにじんだ寝床にたどりつくのが、やっとだった。（安部） 
― 食卓の上にあるフスマを混ぜた丼飯は、かさかさに渇いて蠅がたかり、醤油で煮しめた潮
吹貝にも蠅がいっぱいたかっていた。誰もそれを追い払おうとする者はいない。（井伏） 
― 時々爪尖に絡まるのは葉の雫の落溜った糸のような流で、これは枝を打って高い処を走る
ので。ともすると又常磐木が落葉する、何の樹とも知れずばらばらと鳴り、かさかさと音
がしてぱっと檜笠にかかることもある、或は行過ぎた背後へこぼれるのもある、それ等は
枝から枝に溜っていて何十年ぶりではじめて地の上まで落ちるのか分らぬ」（泉） 
― 王は早速許されたので、その場でバーユー将軍は、鎧もぬげば兜もぬいで、かさかさ薄い
麻を着た。それから粟をすこうし播いたりした。けれどもそのうち将軍は、だんだんもの
を食わなくなってせっかくじぶんで播いたりした、粟も一口たべただけ、水をがぶがぶ呑
んでいた。ところが秋の終りになると、水もさっぱり呑まなくなって、ときどき空を見上
げては何かしゃっくりするようなきたいな形をたびたびした。（宮沢賢治『銀河鉄道の夜』、
p. 156） 
 
がさがさ  
― 手もがさがさ～；先週１週間はちと忙しかったので（睡眠時間３、４時間とか）、ハンドク
リームを塗らないで寝てたら、手ががっさがさになってしまいました。 
(http://kirei.seesaa.net/article/269331.html) 
― 一間ばかり高い土手の草に、人影の蠢く気配が感じられた。がさがさと草につかまって、
登って行くらしかった。（大岡） 
― 「君の手はがさがさだね。」と言われてしまいそうなくらい、の手はがさがさです。とても、
２０代の手とは思えません。おばちゃんみたいな手です。もともと乾燥肌でした。このが
さがさがひどくなったのは、大学生の時に某ファミレスでバイトをした時からでした。こ
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の時から、手は痛めつられていたようです。皮膚科にも通いました。 
(http://sendai.cool.ne.jp/nacyu/gasate.html) 
― 肌ががさがさです。春だからねー。季節の変わり目はいつもこんなんになります。あーか
ゆい。いたい。血が出る。 
(http://wednesday.seesaa.net/article/3194132.html) 
― レインコートががさがさするのでからだをふるわせるベル。レインコートががさがさする
ので気になるんでしょうね。何度もぶるぶる、からだをふるわせます。（犬） 
(http://trip.minidns.net/dog/2000/1/111/111-0.htm) 
― 夜、寝る時間帯にがさがさしたり看護婦が来て手当をしていると「ちっ！」と舌打ちをし
ます。そのくせ、自分は夜中でも平気でお菓子の袋をがさがさしてコップを落としたりし
ます。そうなると自己虫ですから、うるさいのが気になります。がさがさ音がすると舌打
ちをします。 
(http://www.applabo.com/~endo/diary/diary20010208.html) 
― 間に、新聞を読みながら独酌している男性がいた。新聞の向こうでセンセイは湯豆腐を注
文した。……「お寒うござんすね」と店の人が言い、センセイは頷いた。「そうですね」と
小さな声で答えたかもしれない。新聞のがさがさいう音で、聞きとれなかった。（川上弘美
『先生の鞄』、p. 46） 
― そのうちがさがさ物がこすれる音がして、「ぞんなに無理したら無駄ですよ、障子がやぶけ
ちゃう」（『帰りたかった家』、p.53） 
― いよいよがさがさ音がして、茶の間の障子も一気に開けられ、大きな木の枝が部屋の中に
引きずり込まれた。（『帰りたかった家』、p.54） 
― それから間もなく家の中ががさがさと騒がしく、物が無くなっていった。（『帰りたかった
家』、p.76） 
― 家の柱という柱に鋸を入れ、八割がた挽切って棟木に太綱をつけ、二十人三十人の者が引
張って倒すのである。平屋はちょっと倒れにくい。がさがさといった調子に倒れて来る。
二階屋は割合に手易くどっと一度に倒れるが、土煙があがって五分間も六分間もそれ以上
も寄りつけない。（井伏） 
― 民子は涙を拭うた様であった。丁度よくそこへ馬が見えてきた。西側の山路から、がさが
さ笹にさわる音がして、薪をつけた馬を引いて頬冠の男が出て来た。よく見ると意外にも
村の常吉である。（伊藤） 
― すると、十二月の半ばの、或る日曜の朝でした。私が二階に寝ていると、（私はその頃、ア
トリエでは寒くなって来たので再び屋根裏へ引っ越していました）階下で何かがさがさと
云う物音がして、人のけはいがするのです。ハテ、おかしいな、表は戸締まりがしてある
筈だが、………（谷崎） 
― 私は看護婦を相手に、父の水枕を取り更えて、それから新らしい氷を入れた氷嚢を頭の上
へ載せた。がさがさに割られて尖り切った氷の破片が、嚢の中で落ちつく間、私は父の禿
げ上った額の外でそれを柔らかに抑えていた。その時兄が廊下伝這入て来て、一通の郵便
を無言のまま私の手に渡した。（夏目） 
― 加藤はそういうと、机の下におしこんであるルックザックの中から、大型封筒を取り出し
て、がさがさ紙の音をさせながら、彼の設計図を立木技師の前にひろげた。設計図の下に
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計算書を置いた。（新田） 
― 私はやがて再び枯葉をガサガサと音させながら、山径を村の方へと下りて行った。その山
径に沿うて、落葉松などの間にちらほらと見える幾つかのバンガロオも大概はまだ同じよ
うな紅殻板を釘づけにされたままだった。（堀） 
― 「ここへかけてもようございますか。」がさがさした、けれども親切そうな、大人の声が、
二人のうしろで聞こえました。それは、茶いろの少しぼろぼろの外套を着て、白いきれで
つつんだ荷物を、二つに分けて肩に掛けた、赤髭のせなかのかがんだ人でした。（宮沢賢治
『銀河鉄道の夜』、p. 183） 
― 人のところに、始まる寸前に二人ほど来場。その客が何をそんなにかちゃかちゃ言わせて
るのか、始終かちゃかちゃがさがさ！！！ 
(http://sakura1043.web.infoseek.co.jp/game.html) 
 
かさこそ  
― 「ひよこならね、そんなに可愛くないでしょう」「可愛くないのがいいんですか」可愛いと、
つい夢中になる」かさこそと、ひよこは箱の中で動いている。（川上弘美『先生の鞄』、p. 36） 
 
がしゃがしゃ  
― 奈良駅で帰りの電車の時刻を確認していると､､､何やら「がしゃがしゃ」音を立てながら階
段を下って来る人が！！梨華ヲタさんだった･･･（笑） 
(http://www.mkc.zaq.ne.jp/eaask501/2003-11.htm) 
― 昔、会社でやっぱりコーヒーこぼしたことがありました。その時はすかさず２リットルの
ミネラルウォーター買ってきてがしゃがしゃ洗って逆さに干して置きましたがやっぱり死
んでしまいました。 
  (http://page.freett.com/winecell/cebuboard/CebuBoard914.html) 
― まずパーツを確認しつつ、作戦を練ります。うむ、なかなかわかりやすい分割でわないか
（笑）大きなバリをニッパーで切り、そのまま離形剤落しの中へダイブ。ビンに入れてが
しゃがしゃ振っていると、あ、テレビで古畑任三郎の再放送してる。 
 (http://rakugaki.nanet.co.jp/figure/f_kt3.html) 
― 「ぬ～ん」ってのは私の今の口癖です。ご飯をがしゃがしゃ作りつつ、「ぬ～んぬ～ん」言
っております。今日は昨日やわらかくなってしまったトマトで作ったソースを無理やり使
わせてやろうとなすのソテーにしました。あと冷奴と夏野菜で今日は終わらせました。 
 (http://natium.boo.jp/nati/archives/2004_06.html) 
― 学校も間近になって、後ろから大きな足音が近づいてきたので振り返ってみると、タロが
ランドセルをがしゃがしゃ言わせながら走ってくるのが見えた。 
 (http://www13.big.or.jp/~rinken/oboro/oboro005.html) 
― 「実は、皆、お砂糖を買い溜めしているんですってね。皆が、がしゃがしゃ言うから、僕、
腹を立てて、ありったけの砂糖たたき込んで、これ作っちゃったんです」（曽野） 
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かたかた  
― かたかた、かたかた、夜の闇の中、窓ガラスを震わせる風の音 
(http://www.interone.jp/~tianlian/naruto/naruto_ss_rensai_001_002.html) 
― かたかた・・・かたかた・・・ 冷たい風が二重になった窓ガラスを 揺さぶります。 
(http://r-bless.web.infoseek.co.jp/season/2001/christmas.htm) 
― かたかたと部屋のエアコンが音を立てて乾いた空気を送り出していた。部屋の
中ではエアコンのかたかたという音だけが聞こえた。エアコンはまだかたかた
と音を作り続けていた。  
(http://www.h5.dion.ne.jp/~himawado/irr00f/tuki11.htm) 
―  ……浅黄の襷、白い腕を、部厚な釜の蓋に一寸載せたが、円髷をがっくりさした、色の白
い、歯を染めた中年増。この途端に颯と瞼を赤うしたが、竈の前を横ッちょに、かたかた
と下駄の音で、亭主の膝を斜交いに、帳場の銭箱へがっちりと手を入れる。（泉） 
― ……..母親の呼声しばしばなるを侘しく、詮方なさに一ト足二タ足ゑゑ何ぞいの未練くさい、
思はく耻かしと身をかへして、かたかたと飛石を伝ひゆくに、信如は今ぞ淋しう見かへれ
ば紅入り友仙の雨にぬれて紅葉の形のうるはしきが我が足ちかく散ぼひたる、そぞろに床
しき思ひは有れども、手に取あぐる事をもせず空しう眺めて憂き思ひあり。（壺井） 
―  ……浅黄の襷、白い腕を、部厚な釜の蓋に一寸載せたが、円髷をがっくりさした、色の白
い、歯を染めた中年増。この途端に颯と瞼を赤うしたが、竈の前を横ッちょに、かたかた
と下駄の音で、亭主の膝を斜交いに、帳場の銭箱へがっちりと手を入れる。（泉） 
― ……浅黄の襷、白い腕を、部厚な釜の蓋に一寸載せたが、円髷をがっくりさした、色の白
い、歯を染めた中年増。この途端に颯と瞼を赤うしたが、竈の前を横ッちょに、かたかた
と下駄の音で、亭主の膝を斜交いに、帳場の銭箱へがっちりと手を入れる。（泉） 
 
がたがた  
― タネリはとうとう、叩いた蔓を一束もって、口でもにちゃにちゃ噛みながら、そっちの方
へ飛びだしました。「森へは、はいって行くんでないぞ。ながねの下で、白樺の皮、剥いで
来よ。」うちのなかから、ホロタイタネリのお母さんが云いました。タネリの小屋が、兎ぐ
らいに見えるころ、タネリはやっと走るのをやめて、ふざけたように、口を大きくあきな
がら、頭をがたがたふりました。それから思い出したように、あの藤蔓を、また五六ぺん
にちゃにちゃ噛みました。その足もとに、去年の枯れた萱の穂が、三本倒れて、白くひか
って居りました。タネリは、もがもがつぶやきました。タネリは、わからなくなってしま
いました。そこで仕方なく、首をまげたまま、また藤蔓を一つまみとって、にちゃにちゃ
噛みはじめながら、かれ草をあるいて行きました。向うにはさっきの、四本の柏が立って
いてつめたい風が吹きます、去年の赤い枯れた葉は、一度にざらざら鳴りました。タネリ
はおもわず、やっと柔らかになりかけた藤蔓を、そこらへふっと吐いてしまって、その西
風のゴスケといっしょに、大きな声で云いました。そのうち、シャオの淫裂から太助の唾
液とは明らかに違った透明な粘液がしみ出てくるのが分かった。   太助は右手の人指し指
と中指を使ってその粘液をすくいとり、シャオの顔の前に突きだすとにちゃにちゃと指を
擦りあわせて糸を引かせると言った。   「シャオ、シャオも感じてくれてるんだね。こん
なに濡れてきたよ・・・」タネリはたしかにいちにち噛んでいたようだった（宮沢賢治） 
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(http://www.aozora.gr.jp/cards/000081/files/4600_11971.html) 
― 春は風の強い日が多い。綻び始めていた桜も、この風に実を固くしてしまっているだろう。
そんな春の嵐のような風は、夜になっても止むことは無く、がたがたと工藤邸の窓を絶え
間なく揺らしていた。「…工藤、どないしたん？」新一が言いたかったのは、まったく違
う事。けれど、平次がそう言えばそれが自分の言いたかった事だと、何故か納得した。最
早終わってしまったことを、あれこれと考えていても仕方が無い。強すぎる風を受けてが
たがたと鳴る窓が、新一の不安を掻き立ててしまったのかもしれないけれど。 
(http://homepage2.nifty.com/musou~4long~/odai.02gata.html) 
― 体調ががたがたです。耳鼻科に通わないといけないのに三日続けて寝過ごし・・ 
(http://heart75.at.webry.info/200503/article_2.html) 
― 日から新しいバイトにいくことになりました。第１日目が終わったばかりなのに、全身、
がたがたと凝っています。 
(hhttp://iriyun.tea-nifty.com/clamor/2005/06/post_b35d.htm) 
― 風がつよいねぇ。うちは安普請だから、風が強いと家ががたがたいってこわいのよねぇ。
はなれで、ネコしかいないはずなのに、引き戸ががたがたいうと正直こわい。だれかが戸
をあけてはいってくるみたいで・・・ 
(http://kurohana.hp.gaiax.com/diary/02/620004) 
― 父親が台所へ入って来た時、やかんの沸騰は頂点を極めていた。注ぎ口からは沸騰したお
湯の飛沫が飛び、やかん本体は、今まさに自分が爆発寸前である事を周囲に知らせようと
するかのように、がたがたと音を立てて揺れていた。父親は一瞬、その事態の対処に戸惑
った。そしてとりあえず父親は母親に声を掛ける事はせず、まずがたがたとやかんを怒ら
せている火元を消した。やかんは火元が消えると徐々にがたがたという音を沈め、やがて
静かになった。 
(http://www.asahi-net.or.jp/~NU6K-NGSK/shio2/story11.html) 
― 雨戸が揺れるがたがた、がたがた、と風が強いのを主張している。 
(http://www1.rocketbbs.com/610/bbs.cgi?id=yunosto&page=3) 
― それでも、それでも私はその時目の前でほほえむうららを見ながら、薄いコーヒーの香り
の中で、自分が非常に“なにか”の近くにいると強く感じた。風邪で窓ががたがた揺れる。（吉
本ばなな『キッチン』、p. 190） 
― これはほんとうに人を採る気があるのかと疑いが拡がり出した時に、ガタガタ背広姿の男
達が奥の道路から入って来た。（『帰りたかった家』、p.165） 
― 靴の中に乾いたタオルを押し込み、脱水のスイッチをオン。ガタガタと音が気になるかも
しれませんが、少し辛抱。これで、運動靴の奥までスッキリ乾かすことができます。（『家
事ワザー基本と裏ワザ』、p. 161） 
 
かちかち  
― 鏡を見ると、鼻のわきの化膿部がぱくりと口をあけ、かちかちに乾燥しているのが分った。
なさけないこと夥しい。タオルを水で浸して来て、患部をそっと拭き、交換用の布を覆っ
て絆創膏で留めた。（石川） 
― あらゆる才覚をめぐらしても、靴の紐を作り出すことはできなかった。かちかちに凍った
 44  
紐を切るには、ずたずたにしなければならなかった。それをつなぎ合せて使うというわけ
にはいかなかった。（新田） 
― こないだ銀さんといっしょに銀座を散歩しておそろえで買ったんだがね、ふところがあや
しかったんで、グリンのやすいやつさ。」と要もないおしゃべりをはじめたのはわたしへの
てれかくしでもあろうが、だいぶ逆上ぎみの辰子に余計な口をきかせまいとする手でもあ
るらしく、この家の習慣で上り口に立って辰子がかちかちと打つ切火の音を後につい外へ
出ると、車を拾って「神楽坂へ」であった。（石川） 
― 「ああ、よう云うたもんじゃ。お前は、この煙草の葉のように、身も心もかちかちじゃ。
おい、そうじゃろう」（井伏） 
― 左の頬は一面に黒みを帯びた紫色になって、焼けた皮膚が撚れ縮まって附着しながら段々
の層状をなしている。左の小鼻のわきが化膿して、かちかちに固まった膿の下から新しい
膿汁が出ているようだ。これが自分の顔かと左半面だけ鏡で見ていると、胸がどきどきし
て来て、ますます見たことのない人相のように見えて来る。（井伏） 
― いずれも感情を制えきれないという風で、肩を怒らして歩くもあり、板の間を踏み鳴らす
もあり、中には塩を掴んで庭に蒔散らす弥次馬もある。主婦は燧石を取出して、清浄の火
と言って、かちかち音をさせて騒いだ。（島崎） 
 
がちがち  
― 初めてマックスを見たかいじゅうたちはマックスを威嚇しますかいじゅうたちは、すごい 
こえで うおーっと ほえて、すごい はをがちがち ならして、すごい めだまを ぎ
ょろぎょろ させて、すごい つめを むきだした。そうやってマックスを威嚇します。
でもすぐ仲良くなってマックスを王様にするのです。そして今度はマックスが「さよなら」
と王様をやめて帰ろうとしたときかいじゅうたちは悲しみます。  
(http://blog.mag2.com/m/log/0000168177/106429826?page=1) 
― だからもう面倒になって、話をすることすら途中で切り上げてしまうことがある。自分中
心なんだもん。頭ががちがちだよ。自分がそうならないように気をつけてれば良いことな
んだけどね。生きにくいよなぁ、まったく。 
(http://shiawasena-kimochi.ameblo.jp/entry-c6c5e13d90423cec9dc06318e4ae1fa9.html) 
― メンターＳさんに話を聴いてもらったところ、「考えすぎ！頭、がちがちになってるよ!!ま
ず書いて整理してごらんよ～」とアドバイスをいただく。 
(http://yfood.cocolog-nifty.com/weblog/2005/04/post_fe2b.html) 
― コミケに行った日の次の日並にがちがちのへろへろだったのは多分天気と新しいストレッ
チを  ... 本当に吃驚するぐらいがちがちでだるくて起き上がりたくなくて朝昼共を抜いた
ほど動きません。 
(http://search.yahoo.co.jp/bin/query?p=%a4%ac%a4%c1%a4%ac%a4%c1&fr=top&&b=4
1&h=p&pnum=3) 
― 冬場に冷蔵庫の温度調節をしなかったから、野菜ががちがちに凍ってしまった。このパン
は、がちがちだから、ナイフじゃないと切れない。 
(http://www.lang.nagoya-u.ac.jp/bugai/kokugen/nichigen/menu5_folder/kyozai/2001/Gi
seigitai/ono1122.html) 
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― 人のところに、始まる寸前に二人ほど来場。その客が何をそんなにかちゃかちゃ言わせて
るのか、始終かちゃかちゃがさがさ！！！ 
(http://sakura1043.web.infoseek.co.jp/game.html) 
 
かちゃかちゃ  
― かちゃかちゃ、と皿を洗う音が、台所に響く。 
(http://ha_kagi.at.infoseek.co.jp/fantasy/log/086.html) 
― アルミニウムの食器がかちゃかちゃ鳴る。（中略）日に三度の、慌しくも活気のある光景な
のである。（北） 
― 平日の午前、映画ディでもレディースディでもない日。貸切り狙ったんだけど、惜しかっ
た。一人のところに、始まる寸前に二人ほど来場。その客が何をそんなにかちゃかちゃ言
わせてるのか、始終かちゃかちゃがさがさ！！！他人のことを考えようよ。かちゃかちゃ
ごときで、ここまで言う義理もないのだが、なんだか妙にうら寂しい今日この頃。  
(http://sakura1043.web.infoseek.co.jp/game.html) 
― これが合図であった。大勢の従業員がばらばらと寄ってきて、飯を容器に移しはじめた。
むこうでは大鍋から汁をよそっている。アルミニウムの食器がかちゃかちゃ鳴る。下に車
のついた配膳台が押されてくる。日に三度の、慌しくも活気のある光景なのである。（北） 
― 急に入って来た少年に妨げられて、敬之進は口を噤んだ。流許に主婦、暗い洋燈の下で、
かちゃかちゃと皿小鉢を鳴らしていたが、それと見て少年の側へ駈寄った。（島崎） 
― 太郎は丼の底でかちゃかちゃとスプーンを鳴らしながらシチューを食べ終った。（曽野） 
― 「ポーイポーイちゃうが、ポーボーイや」一人が訂正し、これはしゃり上げ手伝うとる十
二、三の子供が、年中口ずさんどって、たとえ茶碗に半分でも三食の飯が生きることのす
べて、遠くからかちゃかちゃと食器ふれあう音がきこえれば、不必要な物音は一切御法度
の少年院だが、一種の殺気立ちこめ、そして・お袋は死んじゃうしが、対照的にのんびり
ひびく。「ポーボーイいうのは、プアボーイのことちゃうか」中学四年まで行って、辰郎と
二人ここではインテリの高志が真面目な顔でいい、「かわいそうな少年いうこっちゃな」（野
坂） 
― カチャカチャガラガラと食器のふれあう音が近づき、担当は入所の夜に配った少年で、お
供のように教官二人従え部屋をまわり、翌日からは雑炊ではなく、ヒエ八分麦二分の飯か
るく湯呑みに一膳それに塩汁、週に一度、ドブイタと称する昆布の煮たのが一枚。（野坂） 
 
がちゃがちゃ  
― そうして、ドアがガチャガチャと開いて、ものすごく美人が息せききって走り込んできた
のは、その時だった。（吉本ばなな『キッチン』、p. 17） 
― 車のキーをガチャガチャ鳴らしながら雄一は戻ってきた。（吉本ばなな『キッチン』、p. 20） 
― 高根がうたうと、ハットの鎌田や原島久三など、古株たちが手を叩きながらその迫力にみ
ちたうたを声を合わせてうたった。高根はうたいながら、中腰の前かがみになり、ビール
瓶とお銚子のでかちんちんをがちゃがちゃ鳴らし、きわめて威嚇的に宴席のまん中をねり
歩いた。間もなく若手たちもつり込まれるようにしてそのうたに加わった、うたは簡単だ
った。（椎名） 
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― すると、一軒の鯛焼屋があった。デパートでやっているような自動的ベルトコンベヤー・
システムではなく、おばさんががちゃがちゃ型を鳴らしながら焼いていた。太郎は自然に
その前で自転車を停めた。（曽野） 
 
がっかり  
― 母はほんとうは私に働く気がないと思ってがっかりしたようだったが、私には動かない理
由の説明は出来なかった。（『帰りたかった家』、p.169） 
― 「おまえは赤貧洗うがごときうちへ嫁にやるつもりだ」と言って母をがっかりさせた。（『帰
りたかった家』、p.188） 
― 耳かくしはおかしいと云うことで、さっそく髪結さんに連れて行って貰う。いちょうがえ
しに結うのだそうだ。私はまだ桃割れの似合う若さだのに、いちょうがえしでなければな
らないときいてがっかりしてしまう。（林） 
 
がっくり  
―  ……浅黄の襷、白い腕を、部厚な釜の蓋に一寸載せたが、円髷をがっくりさした、色の白
い、歯を染めた中年増。この途端に颯と瞼を赤うしたが、竈の前を横ッちょに、かたかた
と下駄の音で、亭主の膝を斜交いに、帳場の銭箱へがっちりと手を入れる。（泉） 
 
がっしり  
― しげな様子のやつれ果てた女たちが足取りも重く通り過ぎていく。身なりはよいのだが泣
き叫びよろめく子供らの手を引いているので、よそ行きの服は埃まみれで、疲れ切ったそ
の顔は涙で汚れている。たいがいは男が付き添っていたが、手を貸してやる者もあればし
かめっ面で野蛮にふるまう者もいた。こうした男たちと肩を並べ、争いながら押し進んで
行くのはくたびれた浮浪者どもで、色あせた黒いぼろ服に身を包み、目をぎょろぎょろさ
せながら大声で口汚く罵っている。ぐいぐいと人混みを押し分けて行くがっしりした労働
者たちもいて、これも疲れた様子で髪もとかしておらず、事務員か店員ふうの服を着込ん
だ男たちと時おり発作的に争っていた。弟は傷ついた兵士がいるのに気づいた。駅の赤帽
の服を着た男たちもいれば、夜着の上にコートを引っかけたよれよれの男もいた 
(http://www.sf-fantasy.com/magazine/translation/war/1_16b.shtml) 
― 家具はどれも極端なくらい簡潔でがっしりとしたものだった。（『ノルウエイの森（上）』、
p. 27） 
― まるで腰をがっしりと固めるための成長の一過程が何かの事情でとばされてしまったんじ
ゃないかと思えるくらいの華奢な腰だった。（『ノルウエイの森（上）』、p. 125） 
― 顔のかたちやひょろりと細かい手首なんかのせいで、レイコさんの方が直子よりやせてい
て小柄だという印象があったのだが、よく見てみると体つきは意外にがっしりとしている
ようでもあった。（村上春樹『ノルウエイの森（下）』、p. 239） 
― ソン将軍は馬をとめ、ひたいに高く手をかざし、よくよくそれを見きわめて、それから俄
かに一礼し、急いで、馬を降りようとした。ところが馬を降りれない、もう将軍の両足は、
しっかり馬の鞍につき、鞍はこんどは、がっしりと馬の背中にくっついて、もうどうして
もはなれない。さすが豪気の将軍も、すっかりあわてて赤くなり、口をびくびく横に曲げ、
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一生けん命、はね下がりようとするのだが、どうにもからだがうごかなかった。（宮沢賢治
『銀河鉄道の夜』、p. 143） 
 
かっちり  
― だれかが置き忘れた、びっくりするほど大きなトランク。それはたぶん上等の品物なので
しょう。かっちりしていて、銀色の金具が、星のように輝いて見えました。（直子あわ『だ
れにも見えないベランダ』、p.69、1981） 
 
がっちり  
―  ……浅黄の襷、白い腕を、部厚な釜の蓋に一寸載せたが、円髷をがっくりさした、色の白
い、歯を染めた中年増。この途端に颯と瞼を赤うしたが、竈の前を横ッちょに、かたかた
と下駄の音で、亭主の膝を斜交いに、帳場の銭箱へがっちりと手を入れる。（泉） 
― 取り外しのできる H 型中仕切りで、乱雑になりがちな中身をスッキリ整理。辞書も入るワ
イドなマチ幅 60mm。厚みのある生地が中身をがっちり守ります。中仕切りを使えば乱雑
になりがちな中身もスッキリ。携帯電話など必要な時にさっと取りだせるので便利です。
（ウェイケース） 
(http://www.sedia.co.jp/seihin/AP956.html) 
― 表玄関はガラスの自動開き戸でがっちりロックされていたし、外階段の非常口もカギがか
かっていた。（吉本ばなな『キッチン』、p. 129） 
― 歌いたいのは、往復切符のブルースなのだ。片道切符とは、昨日と今日が、今日と明日が、
つながりをなくして、ばらばらになってしまった生活だ。そんな、傷だらけの片道切符を、
鼻歌まじりにしたりできるのは、いずれがっちり、往復切符をにぎった人間だけにきまっ
ている。だからこそ、帰りの切符の半分を、紛失したり、盗まれたりしないようにと、あ
んなにやっきになり、株を買ったり、生命保険をかけたり、労働組合と上役に二枚舌をつ
かったりもするわけだ。（安部） 
 
かっ  
― あ鶏が鳴くわいと思ったと思うと、其のままぐっすり寝入って、眼の覚めた時は、九時を
過ぎている。朝日が母屋の上からさしていて、雨戸を開けたらかっと眼のくらむ程明かっ
た。（伊藤） 
― わたしは立ち上って、薄暗い室内に電燈をつけ、まだうつ伏したままの帯子をあやすよう
に、「オオ・ド・コロンでもやろうか。」とたんにその常談めいた口調を刎ねかえして、き
ゅっと首をふり上げた帯子が「ひとって、なんにも理由がないのに、全然死ぬ理由がない
のに、いきなり死んじゃうことあるもんか知ら。」そうつぶやいたことばの熱さで、かっと
咽喉にたぎる涙の中から「ねえさん、死んだんです。」「え、冬子が。」「ねえさんが……」「ど
うして死んだんだ。なぜ早くそういわなかった。」（石川） 
― しかし出だしは好調だったように思えたその日の釣りは、それから一向に芽が出なかった。
太陽は相変らずかっと射るような光線を送ってき、波は音を立てて岩にぶつかってこまか
い水泡を残し、少しむこうの海面はぎらついて眩かった。（北） 
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がっ  
― と其処等じろじろと睨廻して、新地の月に提灯いらず、片手懐にしたなりで、亭主が出前、
ヤケにがっと戸を開けた、後を閉めないで、ひょこひょこ出て行く。（泉） 
 
がっぽがっぽ  
― 昨年 1 年を振り返ると、色々活動したものの、直接儲けになる、つまりがっぽがっぽとお
金が入ってくる事は非常に少なかったと思います。そこで、今年は自分の得意分野（主に
プログラミングと、音声関係）をつかってお金をがっぽがっぽと稼ぎたいと思うわけです。
具体的には、プログラミングの副業とかをやってより多くの収入を稼ぐ。 
(http://hanac200x.cocolog-nifty.com/sosowaka/2005/01/post.html) 
― 夢ばかり見てると現実ががっぽがっぽ来ますかといって現実ばかり見てるとつまらない人
間になったみたいです。 
(http://members.goo.ne.jp/home/panapanan) 
― おい脳筋ども！  おませら、せこせこ回復してくれてる後衛を尻目に、自分だけ  アイテム
がっぽがっぽゲットしてて恥ずかしくないのか！  組む前にランダム分配の設定を確認
汁！ 
(http://game10.2ch.net/test/read.cgi/mmosaloon/1076847079) 
― 合宿所の裏の斜面の下には半分沼みたいな湿地があって、そこ泥まみれになって遊ぶ事も
出来た。 その日はそこで泥沼遊びをする日だったのでみんな大喜びで靴をがっぽがっぽ言
わせながらアホみたいに遊んだのを覚えている。  俺はナイキのスニーカーを履いていた。 
がっぽがっぽ言わせて泥沼を横切るのは凄く面白くて何回も何回も泥沼を横切って遊んで
いた。 何往復目かでくいっと足が取られて盛大に前のめりにこけた。 
(http://s172262.hp.infoseek.co.jp/eniga/2chYama/14-21.html) 
― 飲み放だからって、貧乏くさいから（爆）がっぽがっぽ次から次に注文しました。親切な
スタッフさんが途中まで担当してくれたから、とても気分がよかったです。 
(http://29634589.at.webry.info/200503/article_14.html) 
 
がばがば  
― 四合壜は小さいブラシ、一升は大きな壜洗い、洗剤を入れてジャブジャブガバガバとブラ
シを上下させ、何度も水を入れかえてゆすぐ。（『帰りたかった家』、p.102） 
 
がぶがぶ  
― 「もちろん部屋に帰って塩水ががぶがぶ飲んださ」と永沢さんは言った。（『ノルウエイの
森（上）』、p. 63） 
― 王は早速許されたので、その場でバーユー将軍は、鎧もぬげば兜もぬいで、かさかさ薄い
麻を着た。それから粟をすこうし播いたりした。けれどもそのうち将軍は、だんだんもの
を食わなくなってせっかくじぶんで播いたりした、粟も一口たべただけ、水をがぶがぶ呑
んでいた。ところが秋の終りになると、水もさっぱり呑まなくなって、ときどき空を見上
げては何かしゃっくりするようなきたいな形をたびたびした。（宮沢賢治『銀河鉄道の夜』、
p. 156） 
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がやがや  
― 消防車も一台だけを残して帰路につき、人々もがやがやと話をしながら商店街をひきあげ
ていった。（『ノルウエイの森（上）』、p. 145） 
― ………何しにこんな処へ出て来たのか、馬鹿らしい気違じみた、我身ながら分らぬ、もう
もう皈りませうとて横町の闇をば出はなれて夜店の並ぶにぎやかなる小路を気まぎらしに
とぶらぶら歩るけば、行かよふ人の顔小さく小さく擦れ違ふ人の顔さへも遥とほくに見る
やう思はれて、我が踏む土のみ一丈も上にあがりゐる如く、がやがやといふ声は聞ゆれど
井の底に物を落したる如き響きに聞なされて、人の声は、人の声、我が考へは考へと別々
に成りて、更に何事にも気のまぎれる物なく、……. （樋口） 
― 「さよなら王様。又天上の皆さま。おさかえを祈ります。」「さよならみな様。又すべての
上の尊い王さま、いつまでもそうしておいで下さい。」赤いひとでが沢山集って来て二人を
囲んでがやがや云って居りました。（宮沢賢治『銀河鉄道の夜』、p. 24） 
 
からから  
― 線路際の石ころが二つ三つ、彼の足に蹴飛ばされて、下へ落ちて行った。からからと音を
立ててどこまでも落ちて行く、そんな落ち方であった。（井上靖） 
― のどはからからだ。（沢木） 
― 女の姿がないと知った時、鮎太は自分が先刻レールを横切った時蹴飛ばした石ころが、か
らからとどこまでも音を立てて転げて行ったのを思い出した。（井上靖） 
― 嫂や妹の心づくしを君はすぐ感じてうれしく思いながら、持って帰った漁具――寒さの為め
に凍り果てて、触れ合えば石のように音を立てる――をそれぞれの処に始末すると、これも
からからと音を立てる程凍り果てた仕事着を一枚々々脱いで、竈のあたりに懸けつらねて、
不断着に着かえる。一日の寒気に凍えきった肉体はすぐ熱を吹き出して、顔などはのぼせ
上る程ぽかぽかして来る。不断着の軽い暖かさ、一椀の熱湯の味のよさ。（有島） 
― 土間にむかって、唾をはいた。しかし、いくら唾をはいても、口のざらつきはなおらなか
った。口が、からからになっても、まだ砂は残っていた。まるで歯のあいだから、次々と
新しい砂がつくられていくようだった。（安部） 
― 砂をはきだそうとして、舌の先で、唇の裏をなめまわし、唾をはきつづけるのだが、きり
がない。しまいに、口の中がからからになって、炎症でもおこしたように、ひりついた。
（安部） 
― かの五色鶏とおなじように、七日とたたぬうちに、いのち死ぬのではないか。その懸念で
あった。このとき、かたわらの千賀一栄、からからと笑って、さとしていうことに、「知ら
ぬうちこそ、さもあらめ。案ずることなかれ。（石川淳） 
― 締め合わせられる、つなぐ、断れる。心がきれぎれで、ラムネのびんの玉を、からからと
ゆすぶっているだけ。（林） 
― 「おお、そうかい、夢なんですよ」；「恐かったな、恐かったな、坊や」；「恐かったね」； か
らからと格子が開いて、「どうも、おそなはりました」と、勝手でいって、女中が帰る。（泉） 
― ゲレンデに人はすくなかった。リフトは二人を乗せて、新雪に埋められたきれいな斜面の
上をからからと登って行った。頂上に近づいたとき、左手の谷に降る急な坂の下の方に、
十五六人のスキイヤーがかたまっているのが見えた。何か事故があったらしかった。（石川） 
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― 善太郎が行ってしまうと椅子をくるりと廻して向うを眺めている善作に取りつく島もなく、
わたしはうそ寒くちぢまって咽喉をからからに乾からびさせるばかりであったが、もはや
この沈黙に堪えきれず、かかる異常な重圧の下に胸を緊めつけられているよりはどんな愚
かしいひびきを立てるにしろ、いっそ音に出でて吐息をつこうと、そのときわたしのもつ
れる舌から押し出されたことばは、ああ、「金を貸してくれませんか。」（石川） 
― 「好太郎さんところの水甕には、絶えず何か飼っておるな。いつかも見たら、からからに
した甕の底に川砂を入れ、スッポンに卵を産ませておった。しかし、とうとう卵は産まな
んだそうな」（伏） 
― だれかがおれを抱き起こして水のびんをさしだすが、うけとる力もない。のどはからから
だ。ようやく身を起こし、セコンド陣にたすけられながら控室に向かう。（沢木） 
― 秋の夜明けの月光のもと、僧たちが、仏に水や花を奉ろうとて、花皿を洗ったり、からか
らと鳴らして重ねたりしている。菊の花や濃い紅葉、薄紅葉など折り散らしているさまも、
はかなげに哀れなさまだった。（田辺） 
― 牛肉を満載した車は二人の傍を通過ぎた。枯々な桑畠の間には、その車の音がからからと
響き渡って、随いて行く犬の叫び声も何となく喜ばしそうに聞える。心の好い叔父は唯訳
も無く身を祝って、顔の薄痘痕も喜悦の為に埋もれるかのよう。（島崎） 
 
がらがら  
― カチャカチャガラガラと食器のふれあう音が近づき、担当は入所の夜に配った少年で、お
供のように教官二人従え部屋をまわり、翌日からは雑炊ではなく、ヒエ八分麦二分の飯か
るく湯呑みに一膳それに塩汁、週に一度、ドブイタと称する昆布の煮たのが一枚。（野坂） 
― 『子どもが最初に出会うおもちゃ』それは『がらがら』ではなかったでしょうか。なぜか
と言うと、それには理由(わけ)があるのです。赤ちゃんの耳は、お腹にいる時からお母さ
んの心音や呼びかける声などが、もう聞こえています。しかし、目は生まれたばかりのと
き０．０３～０．０５とあまり見えていません。そのため、生まれたばかりの赤ちゃんは、
音のほうによく反応するので、赤ちゃん用のおもちゃには、『がらがら』のような音の出る
おもちゃを初めに与えるのです。 
(http://www.warabe.or.jp/library/garagara/garagara1.htm) 
― クマのがらがらを作りました。今度のオーナーは、ともかちゃん。ともかちゃんが大きく
なっても、とっておいてくれたら嬉しいなぁ、と思いながら、時間をかけて丁寧に作りま
した。 
(http://blog.nizo.jp/?eid=129787) 
― 天気予報の ”弱雨” … なんのその、朝からふつうにザァザァ降っていた。ちょうど二
日目（８日）の９：００Ａ．Ｍ．その日一回目フリー走行が始まった頃、予約していた駐
車場に到着。車を降りると、” ファンファンファンファン！！！” と音が聞こえる。も
う、聞いただけで いてもたってもいられず、大急ぎで準備。なんせ人ごみを掻き分け、
びちゃびちゃのところへ座りにいくのだから、レインコートなど、完全防備しなくちゃ風
邪をひいてしまう。１３年前のＦ1 で買った、今はなきチーム・Ｂｅｎｅｔｔｏｎのポン
チョ。これだけは捨てられない… と置いていたものが活躍する時がきた。足元もびちゃ
びちゃになるので、Ｇパンの上からもレインパンツ。 よし！完璧。サーキットの中はも
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ちろん、外にも人人人！！！なんとか間に合ってたどりついたら、目の前をものすごい音
をたててマシンが通過。雨でよかった。 こんな状態で泣いてる人なんて誰もいない。ガ
ラガラの観客席で びちゃびちゃになりながら、１年ぶりのＦ１マシンとの再会。嬉しい？
感動？… どうしてもうまい言葉は見つからない。思い出しただけでも泣けてくる。  
(http://mookulala.exblog.jp/i7) 
― ＳＦＸを駆使したアメリカ映画がどうにも肌に合わない私の性にあっているのは、その辺
にいる人間が主人公の、ヨーロッパ映画だ。こんなにすばらしい映画なのに、映画館はが
らがらだ。10 人ぐらいしか入っていない。これは一体どういうことなのか？テレビ、ビデ
オ全盛の昨今、映画が低調なのは知っている。しかし、この映画、休日の東京では満員の
はずだ。 
(http://homepage3.nifty.com/ichinenseinikki/chizu/chizu145.htm) 
― そして私が窓を再びノックしてうなずくと、あわてて窓をがらがら開けた。（吉本ばなな『キ
ッチン』、p. 132） 
― ただいま、と声をかけてわたしは宿の玄関の扉をがらがら開けた。おかえりなさーい、…..
（川上『先生の鞄』、p. 191） 
― 「……….彼等は闇物資を運ぶに汲々として、乗客を侮り……」と車内で演説を始める声が
聞えて来た。ところが、今度は電車が順調に動きだしたので、がらがらと響く音の方が大
きくて演説はそれきりで終った。（井伏） 
― テレビで日本代表の試合を見ている。サッカー？いえいえ、野球です。トランペットや太
鼓の応援がないから、見ていてとってもじっくり見られます。でもせっかくの試合なのに、
客席はがらがらですねえ。びっくりするくらい空席が目立つ。ーん、これじゃあ、「代表」
っていっても盛り上がりませんね。 
(http://jjkk.jugem.cc/?eid=25) 
― 緊張し切った五人の心は又更に恐ろしい緊張を加えた。眩しい程早かった船足が急によど
んで、後ろに吸い寄せられて、艫が薄気味悪く持上って、船中に置かれた品物ががらがら
と音をたてて前にのめり、人々も何かに取りついて腰のすわりを定めなおさなければなら
なくなった瞬間に、船は一と煽り煽って、物凄い不動から、奈落の底までもと凄じい勢で
波の背を滑り下った。（有島） 
― にわか成金なので、彼はがらがらしていて、場末のホステスにも人気がない。（Kakehi, 
Tamori, Schourap, Dictionary of Iconic Expressions in Japanese） 
― 生後 2 ヵ月半になってもものを追わずきょろきょろ目を動かしています。右目だけ目やに
がひどいんです。何かを見つめてはいるのですが、ガラガラなど目の前にしても、左右で
音を鳴らしてもうっすら反応はしているみたいですが、見ていないようでとても心配です。
だんなのお姉ちゃんの子どもがちょうど 4 ヵ月違いで、遊びに行くといつも比べられて不
安になります。うちの子の目は見えるようになりますか？ とにかくきょろきょろ動かし
てるのが気になってます…。（栃木県 みゆのママさん 22 歳） 
(http://www.e-mama.ne.jp/advice/physical/qa/2005/0502080300.html) 
― すっかり寝込んで、ガラガラ雨戸を繰る音で目が覚めた。まぶしくしっかり目をつぶって
いたが、そっと床の間の方を見た。（『帰りたかった家』、p.50） 
― そんな間にも、奥づとめの女中が、桃子の髪を耳隠しに結った。髪結一人呼ばれていなか
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った。神田のお婆さんだけが、がらがら声でてきぱきと指図をした。桃子の涙はとまらな
かった。その大量の水滴は、ぶ厚く塗られた化粧を片端から洗い汚した。（北） 
― がらがら戸をあけると目の前にずらりと雑誌が並んでいる。（『ノルウエイの森（上）』、p. 
115） 
― 玄関は同じで、ガラガラと横へ引く、派手に音のする戸である。これじゃ、そっと忍び込
むというわけにはいかない。（赤川） 
― 緊張し切った五人の心は又更に恐ろしい緊張を加えた。眩しい程早かった船足が急によど
んで、後ろに吸い寄せられて、艫が薄気味悪く持上って、船中に置かれた品物ががらがら
と音をたてて前にのめり、人々も何かに取りついて腰のすわりを定めなおさなければなら
なくなった瞬間に、船は一と煽り煽って、物凄い不動から、奈落の底までもと凄じい勢で
波の背を滑り下った。（有島） 
― すると「諸君、今や国鉄の頽廃は、かくのごとくであります。彼等は闇物資を運ぶに汲々
として、乗客を侮り……」と車内で演説を始める声が聞えて来た。ところが、今度は電車
が順調に動きだしたので、がらがらと響く音の方が大きくて演説はそれきりで終った。（井
伏） 
― 「ふ、ふ、ふ、ふ、ふ」……大歎息とともに尻を曳いたなごりの笑が、更に、がらがらが
らと雷の鳴返す如く少年の耳を打つ！（井伏） 
 
からっ  
― 「なんでもないことじゃないか。山で丈夫になって来たんだよ。頭がさっぱりしないんだ。
君とだって、からっとした気持で話が出来やしない。」（川端）. 
― ...といわれていた。からっと躁ぐところがないのである。このせいか、ときに足軽同士が
剣をぬきあってすさまじい大喧嘩をするのもきまって「桔梗紋の陣屋」であった。（司馬） 
 
がらっ  
― そのとき、ボーイ長が右手を宙にさしのべて、ひょいと振った。奇妙な手つきだった。ご
婦人たちの頭からなにか盗みだすような手つき！ とたんに上品だったご婦人がたの態度
が、がらっとかわってしまったのである。（井上） 
 
からり  
― えびの尾を持って衣にくぐらせ、中温の揚げ油でからりと揚げ、パセリ、トマトケチャッ
プ、レモンを添える。（『簡単レシピで２０分クッキング』、p. 65） 
― このえこじな、がんこなところが私には不安なのだ。私の書きかけの詩の原稿がくしゃく
しゃにまるめられて部屋のすみに放ってある。私はそれを拾ってしわをのばしているうち
に、何とも切なくなってきて、誰にもきこえないように泣いた。どうしたらいいのか自分
でもわからない。母は息をころしたように台所の七輪のそばにうずくまっている。泣くだ
け泣くと、すぐからりと気持ちが晴れて、私はもうどうでもいいと云う思いにつきあたっ
て気が軽くなった。母がしょんぼりしたかっこうで、私を見るので、私はにゅっと舌を出
してみせた。涙がこぼれぬ要心のために、舌を出していると、こめかみと鼻の芯がじいん
と痛くなる。（林） 
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がらり  
― 青年の低い笑い声が、奥から聞こえた。サトルさんの言葉に笑ったんだが、ぜんぜん関係
ないことで笑ったんだか、青年はしばらくの間くつくつと笑っていた。まいど、という声
に送られてのれんをわけると、夜の風が頬にあたった。みぶるしいながら、わたしはがら
り戸を閉めた。風に、湿った雨の匂い混じっている。ぽつりと一粒が頭にあたった。わた
しは急ぎで足で家に向かった。（川上弘美『先生の鞄』、p. 149） 
― 仙吉はもう来ているらしかったが後で逢うことにしてホールのそばの喫煙室で椅子にかけ、
著飾った女たちの中にぼんやりしていると、「どうも、御遠方のところを……」声をかけら
れるまで辰子に気がつかなかったのは扮装ががらりとちがっているためで、ふだん襷がけ
でしもやけの手にゴム手袋をはめて水仕事をしているときとは打って変り、嘗めたような
丸髷からあたらしい白足袋まですっかり元の芸者の姿、….（石川） 
― その日は時間割からいうと、Ｋよりも私の方が先へ帰る筈になっていました。私は戻って
来ると、その積りで玄関の格子をがらりと開けたのです。すると居ないと思っていたＫの
声がひょいと聞こえました。同時に御嬢さんの笑い声が私の耳に響きました。（夏目） 
 
かりかり  
― 太郎はコーヒーをめったに飲まない。代りに自分でカルピスをいれて、氷の音をかりかり
させながら飲んだ。（曽野） 
― その隣、つまり窓際のベッドでは、少し吃る癖があるために、いつも微笑を口に含んだま
ま人の話を聞く、おとなしい、無口の青年が、ベッドに腹這になって謄写版の原紙を切っ
ていた。鉄筆の擦れるかりかりという音が、いつも、沈黙を一層深くした。私の側の窓際
には、小父さんがカストリ雑誌を読むか、居睡りをするかしていた。（福永） 
 
がりがり  
― ビスコッティをがりがり食べていたら、歯が痛くなっちゃいました。やっぱりこれってそ
のままかじるもんじゃないんですよね？ミルクやお茶にひたして柔らかくなったところを
いただくんだろうな、とは思うんですが、面倒がってついがりがりやってしまうのでした。
あ、でも、雨で湿けたせいか、今日のビスコッティは少し柔らかいかも。 
(http://www.alt-r.com/di/ml-2-416.html) 
― 私はかなりがりがりです。お腹と顔には立派に脂肪がありますが、手足は全く肉がつきま
せん。これは母親譲りで、兄弟もほとんどこんな感じです。私としては毎年夏が怖くてた
まりません。必ずもっと太ったほうがいいとか、やせ過ぎで気持ち悪いとか、じろじろ体
を見られて辛いです。お腹の肉を手足に振り分けるとか、ふっくらした体になることはや
はり無理ですか？ 
(http://www.soushin.com/qafile/105237.html) 
― 暫く歩いて例のデパートメント・ストアの出店の角近くに来ると、一人の男の子がスケー
ト下駄（下駄の底にスケートの歯をすげたもの）をはいて、でこぼこに凍った道の上をが
りがりと音をさせながら走って来た。その児はスケートに夢中になって、君の側をすりぬ
けても君には気が付いていないらしい。（有島） 
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― と言ったら、山本がいきなり鉛筆を取って、黙ってがりがり食出したという話もある。（阿
川） 
― パパの痩せた指を二本口にいれてがりがり音のするほどはげしく咬みながら、あたしは、
パパナンカ死ニナサイ、死ンデシマイナサイ、と叫びました。（倉橋） 
― …..三食の雑炊もやがてぐいと下までしゃくって飯のあたりを娘によそい、清太節子にはす
いとつまみ菜ばかりの汁を茶碗にもり、時に気がとがめるのか「こいさんお国のための勤
労動員やもん、ようけ食べて力つけてもらわんと」台所ではいつも、焦げた雑炊の底をお
玉でがりがりけずる音がし、さぞかし味がしみて香ばしく歯ごたえのあるそのお焦げ、未
亡人のむさぼる姿思うと腹が立つよりつばきがにじむ。（野坂） 
― ひどい二日酔いで、会社にはおくれて出ると連絡し、鎮痛剤がりがり噛みながら、すでに
起きているヒギンズ夫妻にあいさつし、ヒギンズは昨夜の酔いかげもとどめず、庭の芝生
をながめ「少し、刈った方がいいですね」家の中は、京子懸命に整備したのだが、庭まで
手がまわらず、いわれるまでもなく乱雑においしげっていて、そこかしこ犬の糞がひから
びた姿をみせる。（野坂） 
― 「一寸あれをご覧なさい。」と闇の中で竜巻が申しました。見るとあの大きな青白い光りの
ほうきぼしはばらばらにわかれてしまって頭も尾も胴も別々にきちがいのような凄い声を
あげガリガリ光ってまっ黒な海の中に落ちて行きます。「あいつはなまこになりますよ。」
と竜巻がしずかに云いました。（宮沢賢治『銀河鉄道の夜』、p. 29） 
― 「そうじゃないて。おまえたちが青いけし坊主のまんまでがりがり食われてしまったらも
う来年はここへは草が生えるだけ、それに第一スターになりたいなんておまえたち、スタ
ーて何だか知りもしない癖に。（宮沢賢治『銀河鉄道の夜』、p. 81） 
― あたしはすべてをおもいだして、本来のあたしにかえっていました。パパの痩せた指を二
本口にいれてがりがり音のするほどはげしく咬みながら、あたしは、パパナンカ死ニナサ
イ、死ンデシマイナサイ、と叫びました。（倉橋） 
― 猫は少し静かにしていると思うと、又急に苛立ち、ぎゃあぎゃあと変な声を出して暴れた。
がりがりと箱を掻く音がうるさい。然しそれも到底益ないと思うと、今度はみょうみょう
と如何にも哀れっぽい声で嘆願し始める。猫は根気よくそういう声を続けているが、その
内私も段々それに惹き込まれ、助けられるものなら助けてやりたい気持になった。（志賀） 
 
かんかん  
― 夏：見守る太陽かんかんでりのお日様がこっちを向いて笑っている。その下でみんながプ
ールに入りぴちゃぴちゃ音をたてながら泳いている。みんながプールから出た後もかわら
ずこっちをみながら笑っている。なぜだろう？お日様はギラギラしながら応援したりみん
なを見守っていてくれたのかもしれない 
(http://www.ybi.co.jp/koike/src/shikan112.htm) 
― 「引越すときあなたあの子に何の連絡もしなかったでしょ？行き先も教えずにぷいといな
くなっちゃって、そのままでしょ。それでかんかんに怒ってるのよ。あの子一度怒っちゃ
うとなかなかもとに戻らないの。動物と同じだから」（村上春樹『ノルウエイの森（下）』、
p. 173） 
― 夕方六時になると、一日の仕事の終わりを告げるかのように、決まって近くの教会の鐘が
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かんかんと鳴るが、それを聴くとそわそわと帰り支度を始める。（Kakehi, Tamori, 
Schourap, Dictionary of Iconic Expressions in Japanese） 
― かんかんと陽の照る通りを、美しい女達が行く。私はまだ洗いざらしたネルを着ている。
暑くて仕方がないけれど、そのうち浴衣の一反も買いたいと思う。（林） 
― 私の靴の音を聞いてナオミが直ぐにその縁側の障子を明けて出るであろうと予期していた
のに、障子の中は明りがかんかん燈っていながら、彼女の居そうなけはいはなく、ひっそ
りとしているのでした。（谷崎） 
― といった。たたけばかんかん音がするように道は凍てついていた。しばらくは、町という
よりも村に近いような家並がつづき、三十分も歩かないうちに、坂道になり、それからは、
雪におおわれた田圃と、葉をおとした桑畑と、屋根に石を置いた農家がつづいていた。（新
田） 
― 局長は自分で研究するのがめんどうだから課長にやれという。課長は部下にだしぬかれた
んでカンカンになる。おまけに話の内容が途方もない幻想だと、こう三拍子そろえば処置
なしですよ。（開高） 
― 宵の勤行も終る頃で、子坊主がかんかん鳴らす鉦の音を聞きながら、丑松は蓮華寺の山門
を入った。上の渡しから是処まで来るうちに、もうすっかり雪だらけ。羽織の裾も、袖も
真白。（島崎） 
― 母の靴のヒールの音が、のろのろと遠ざかって行った。かんかんと、と言いたいところだ
が、歩き方が下手くそなので、何となく、どすんどすん、という響きになって聞える。人
間の能力には、基本的なものが幾つかあって、その最も大切なものの一つは、つっ転ばな
いで歩く、ということなのだと太郎は思っているのだが、母にはそれができない。（曽野） 
 
がんがん  
― 掲示板なんだから、遠慮しないでがんがん書き込みましょう。意見のぶつかり会だって、
陰険でなければ楽しいですよ。 
(http://www.pken.com/bbs/3936.html) 
― 今日はムシムシ暑かった  仕事前は暑くて仕事に行くのにも汗ダラダラだったのに、職場に
着いたらクーラーがんがんで、最初は涼しくて気持ち良かったんだけど、帰る頃には寒く
なっちゃって足とか冷えちゃって痛いくらいに寒かった。 
(http://snowdiary.jugem.cc/?eid=6) 
― 頭ががんがん今日の面接もリスケをお願いした。うー体調悪いです。 
 (http://blue.rosetea.org/archives/2005/01/oo.html) 
― ガンガンと洗っても構わないと思える普段使いのスカーフやネクタイは、空きビン+ベンジ
ンでも洗うことができます。（『家事ワザー基本と裏ワザ』、p. 152） 
― 頭の中ががんがん鳴った。非常に多くの人が勝手放題なことを加藤の耳元でいっているの
がうるさくてしようがなかった。（新田） 
― 昼は大学の近所の学生食堂で、珈琲とパンを取った。食慾はなかった。頭の中が疲れてが
んがんしていた。それから新宿へ行き、大きな映画館の窓口で切符を買った。（石川） 
― こういうことになるだろうとは、彼は予想していなかった。何もかも誤算だった。眼がく
らみ、耳がきこえなかった。しかも刑事の言葉だけががんがんと鳴りひびくように聞えて
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きた。（石川） 
― 誰が何と云ったのかまるで聞えませんでした。ただどっと云う笑い声が、両方の耳にがん
がん響いただけでした。咄嗟の私の当惑は、どうしてこの場を切り抜けたらいいか、泣い
たらいいのか、笑ったらいいのか、――が、うっかり何か云ったりすると、尚更嘲弄されや
しないかと云うことでした。（谷崎） 
 
き 
 
きいきい  
― 「さあ、こっちへ来い。」とのさまがえるはあまがえるを又次の室に追い込みました。それ
から又どっかりと椅子へかけようとしましたが何か考えつたらしく、いきなりキーキーい
びきをかいているあまがえるの方へ進んで行って、かたっぱしからみんあの財布を引っぱ
り出して中を改めました。（宮沢賢治『銀河鉄道の夜』、p. 46） 
― あまがえるどもも大よろこびでみんな粟のこっぷで舶来ウィスキーを一杯ずつ呑んで、キ
ーイキーイと寝てしまいました。（宮沢賢治『銀河鉄道の夜』、p. 51） 
 
ぎいぎい  
― ぎーぎーいう奴をどうしたらいいか。（『帰りたかった家』、p.112） 
― 蠍は尾をギーギーと右ころの上に引きずっていやな息をはあはあ吐いてよろりよろりとあ
るくのです。一時間に十町とも進みません。（宮沢賢治『銀河鉄道の夜』、p. 14） 
 
ぎざぎざ  
― あれとこれは同じ柄、同じ大きさでもこっちの弱根はぎざぎざで向うのはひらひらが付い
ている。頭がぼんやり痛く、目の奥が熱い。（『帰りたかった家』、p.45） 
― ギザギザの青黒い葉の間から、まばゆいくらい黄いろなトマトがのぞいているのは立派だ
った。（宮沢賢治『銀河鉄道の夜』、p. 66） 
 
きしきし  
― 刑事は黙って入口の方をゆびさした。出ていけという合図だった。きしきし音のする廊下
を刑事の後についていくと、署長室の前で外山三郎が待っていた。（石川） 
― 自分の前に横に並べて置いた矢の中から一本を選び、弓に番え、それからゆっくりと立ち
上る。的を見、・の親指を薬指に当てて暫くきしきしと軋ませる。正面に向き直り、ゆっく
りと弓を起し、顔の向きを変えてじっと的を睨む。（石川） 
 
ぎしぎし  
― ある会合で、高名な茶道家元とテーブルをはさんで差し向かいになりました。おうすとと
もに出てきたのが、くだんの「きちゃきちゃ」系の菓子。手のひらに取り、黒文字を手に
するまではよかったのですが、ゴシゴシ、ギシギシ、のこぎりみたいに動かしても、ふに
ゃふにゃ、にちゃにちゃ、一向にうまく切れてくれません。ふと向かいの家元に気づいて、
さて家元はどう食べるのだろう、と観察することにしました。 
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(http://kyogashi.kyoto-np.co.jp/modules/wordpress/index.php?p=29) 
― サメ軟骨のコンドロイチンは、動物性ネバネバ物質として知られているムコ多糖の代表的
な物質で体のぎしぎしを滑らかでしなやかな動きにする潤滑剤です。 
 (http://www.jard.co.jp/health_products02.html) 
― ごうごう。ぎしぎし。どうどう。すさまじい突風で目が覚めました。家全体がきしんでい
ます。薄目を開けると明け方の気配。窓の外はぼんやりと濃灰色。５時頃だったと思いま
す。 
(http://www.clanefly.com/maomao14/log/200408/0831.html) 
― それにしても、それはなんと滅法もなく素晴らしい、胸のとくとくなる、掌にじっとりと
汗をかく特別あつらえの世界であったろう。ぎしぎしいって腰の痛い平土間の木の椅子も、
いまにも崩れかけそうな小屋の天井も、たった四人の楽士の奏楽がやみ、背広や羽織袴、
ときには大時代のフロックコート姿の弁士が登場するや、桃子の念頭からはすべてが消え
失せた。（北） 
― 彼女はすいと立上った。ちょっと隣室へ行きかけたが、くるりと向きを変え、障子をあけ
て廊下へ出ると階段をぎしぎしいわせながら降りていってしまった。（北） 
 
ぎっしり  
― 「うん、さしみでしょ、えびでしょ、いのししの肉でしょ、今日はフランス料理。少し太
っちゃった。あ、そういえば私、わさび漬とうなぎパイとお茶のぎっしり入った箱を宅配
便で私の部屋へ送ったのよね。…..」（吉本ばなな『キッチン』、p. 141） 
― そのうちに、道の両側を露店がぎっしり埋めるようになってきた。 
「ここいらはね、四十年前の台風の大水のときに、すっかり水にやられてね」（川上弘美『先
生の鞄』、p. 27） 
― 勝手なことを言いあいながら、店をひやかした。露店はどんどん密になってくる。軒をぎ
っしりとつらね、呼び込みの口上を競いあっている。（川上弘美『先生の鞄』、p. 29） 
 
きゃあきゃあ  
― くすぐったくてきゃーきゃー騒いでいるうちに、つるんと父の膝からすべり落ちて、どぶ
んと頭まで沈んだ。（『帰りたかった家』、p.27） 
― ヒギンズはウイスキーのストレート、ファッショングラスに中程まで注がせ、ぐいと一息
に飲んで、いっこうに酔いもせず、荷物車で運ばせるというのに、これだけは放さなかっ
た鞄から、ボール紙で裏打ちした袋とり出し「ヌード写真、私、撮りました」みると、両
脚ぐいとふんばったあからさまな姿態、オードブルフルーツのならんだテーブルに堂々と
ならべ、ホステス、キャアキャアさわぐのを楽しそうにながめながら、「私、カメラ上手ね、
日本にいる時も沢山撮りました」ガム、チョコレート、ストッキングを与えて、強引に娘
達の裸を写したのかと、ふとからみたい気持になったが、すぐ忘れ、金髪女の猥写真に近
いそれに、興味が湧く。（野坂） 
― ローマの繁華街、多くの女性が行き交う町でエティスはきゃあきゃあと楽しんでいる女性
たちとは反対に顔面蒼白となっていた。女性好みの繁華街。本来ならエティスもきゃあき
ゃあと喜んでいていいはずだ。 
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(http://tuji.sdap.jp/hugue01.html) 
― どうやら、若い女の子達がきゃあきゃあ言ってる遠くの会場が気になるみたい。ティオが
拍手する。女の子たちのきゃあきゃあが酷くなる。 
(http://little.vivian.jp/out3/12.html) 
― すると隆おじさんが慎ちゃんを追いかけました。慎ちゃんは家中をきゃあきゃあ言いなが
ら、逃げ回りました。 
(http://little.vivian.jp/out3/12.html) 
― それに反応して、隆おじさんはわざと慎ちゃんを捕まえ損ねました。すると慎ちゃんはま
すますきゃあきゃあ言いながら、逃げ回りました。慎ちゃんはきゃあきゃあ言って、体を
くねらして、逃げようとしました。 
(http://www.toukoukyohi.com/story/puyopuyokougeki.htm) 
― あんな厚い氷のかたまりを氷屋さんに届けてもらって庭に置き、テーブルにしてみんなで
お昼を食べたのです。父が氷に穴を掘り、そこにそうめんやお豆腐、薬味のねぎやしょう
がを入れて。子供だった私は、姉と一緒にキャーキャー喜んでいました。（『リネンとかご
とヒヤシンス』、p. 50） 
― ある日、鮎太は雪枝といっしょに泳ぎに行った。雪枝はボートに乗ろうと言ったが、鮎太
はそれを断わった。雪枝がきゃあきゃあ言いながら、派手なモーションでオールを動かし、
何千人かの視線を集めるその傍に小姓のように奉仕する役はごめんだった。（井上靖） 
― 「この何です。耳の裏へ、ちょいとその、白粉をつけておきますと、岡場所の女どもがき
ゃあきゃあさわぎましてね。へ、へへ……」（池波） 
― 「石野先生って、人気あったものね」わたしは感情をこめないようにしながら、言った。 
「鮎子がさ、きゃあきゃあ言ってただろう」（川上弘美『先生の鞄』、p. 126） 
― 次はアレ！スペースマウンテン！暗かった！妙にはしゃぎすぎた！ぎゃーぎゃーさわぎす
ぎた！  その次はファストパスを最初にとっていたスプラッシュマウンテンに乗り組みま
した。あれは面白い！ぎゃーぎゃー騒ぎすぎ！さわぎまくり！スプラッシュマウンテンは
全部で三回乗りました。その度にはしゃいではしゃいではしゃぎまくりました。でもびち
ょぬれ！でも気にしない！どうせ雨だったしね！コーヒーカップに乗ったあとは皆げろげ
ろでした。げろげろしていたのでアトラクションは止め、お土産やを探索しました。 
(http://www.city.ogaki.gifu.jp/johokobo/whatsnew/info_181/contest2004/school/jh/data/
05/) 
 
ぎゃあぎゃあ  
― 息子に「まま、おかわりくんにごめんなさいして」と言われた「なんで？まま、何も悪い
事してないよ」と答えると「まま、いっつもぎゃあぎゃあいうから」だって。ぎゃあぎゃ
あ？？ヒステリーのことか？これは旦那がそう教えたに違いない！！でも、反省しなきゃ
なあ。ぎゃあぎゃあ言わないようにしなきゃ。 
(http://kazekazekun.jugem.cc/?eid=184) 
― 始めはあまり泣かないいい子だねと ,妻と言ってましたが ,それも日が経つにつれ ,「ぎゃあ
ぎゃあ」と泣くように・・・抱いても泣き止まないときは,どうすれば良いのだろうか? 
(http://nikki-k.jp/n.k/hiro090) 
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― ぎゃあぎゃあと鳥が鳴く。大きさも色も違う数々の鳥たちは鳴き声もひとつひとつ違うの
だと、確かにそう教わったはずなのに、彼の耳にはいつも同じにしか聞こえなかった。ぎ
ゃあぎゃあと、まるで赤子の泣き声のようだ。不快さに眉をしかめる。うるさい。 
(http://sabbath.sunnyday.jp/library/housin/09/h_093.html) 
― 猫は少し静かにしていると思うと、又急に苛立ち、ぎゃあぎゃあと変な声を出して暴れた。
がりがりと箱を掻く音がうるさい。然しそれも到底益ないと思うと、今度はみょうみょう
と如何にも哀れっぽい声で嘆願し始める。猫は根気よくそういう声を続けているが、その
内私も段々それに惹き込まれ、助けられるものなら助けてやりたい気持になった。（志賀）. 
 
きゃっきゃっ  
― 孝太郎くん(0 歳 10 ヶ月)もビニールプールに入ってぴちゃぴちゃ暴れ、自分の顔に水がか
かってもきゃっきゃっと大喜び。 
(http://homepage2.nifty.com/anton_oyaji/SHOUTA/1y10m.htm) 
― 矢張そう云う遊びの日の出来事でしたろう、――ナオミがきゃっきゃっと笑いながら、あま
り元気に梯子段を上ったり下りたりし過ぎたので、とうとう足を蹈み外して頂辺から転げ
落ち、急にしくしく泣き出したことがありましたのは。（谷崎） 
― ばらばらばらッ、と、誰かが塀をステッキで殴ったようでした。ナオミがきゃッきゃッと
笑いました。（谷崎） 
― 近付いていくと、白い塊は、柔道着を着た五歳くらいの男の子たちだった。跳ねながら、
きゃっきゃっと笑っている。 
(http://tanpen.jp/24/23.html) 
― ウエイトレスの顔は彼等を迎える大仰な表情でにわかに生き生きし出した。そしてきゃっ
きゃっと笑いながら何か喋り合っていたが、彼女の使う言葉はある自由さを持った西洋人
の日本語で、それを彼女が喋るとき青年達を給仕していたときとはまるでちがった変な魅
力が生じた。（梶井） 
 
きゃっ  
― 子供の頃は、雪を見るとハシャギまくっていたのに。。。今は、かなり辛いなぁと思ってい
ると引越し荷物を片付けている横でさくらがガラス越しに雪をじーっと眺めているんです。
空から、ヒラヒラと落ちてくる白い小さな物体。しかも、地面に落ちるとさぁっと消える。  
もう 5 歳を過ぎているのに自宅にいる時には、あまり見る機会のなかった不思議な白い物
体に、興味津々のご様子。それなら、やっぱり犬も喜び庭かけ回らなきゃっと思い作業を
中断して、さくらとお外に（中略）玄関からすら出てこようとせずに出口付近を行ったり
来たり。。。でも、僕たちの「おいでぇ～」の声に、覚悟を決めたのか 
ちゃかちゃかちゃかぁ～っと、小走り。雪に  はしゃいでるのか、止まると寒いから仕方な
く動いているのかどっちかわからないような状況でピョンピョンちゃかちゃか。走り回る
走り回る！犬も喜び庭かけ回ってるよぉ～と、ちょっと嬉しくなりました。 
(http://www.inu-zakka.com/rensai/rensai2003.htm) 
― と、悲しげにいった。信長はふむ、と得意げにうなずき、「されば自分もこうだ、こう抱く」
と右手を寝床のなかでのばし濃姫の腰のくびれにもって行ったから、濃姫はきゃっとから
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だを曲げた。（司馬） 
 
ぎゃっ  
― キムタクのキザな演技に多少ヒク事も度々ありますが、そのキザな演技に思わずぎゃっと
叫んでしまう事も度々。 
(http://blog.kamigawa.com/archives/000065.html) 
― 突然背中に自分のものではない温度を感じて、ニッケは思わずぎゃっと声を上げた。何だ
何だ一体何だ？ 
(http://www.jttk.zaq.ne.jp/bacvp707/h_school/33.htm) 
― 「それを言ってくれるな。ぎゃっという悲鳴が出る」（太宰） 
 
ぎゅう  
― 私：「すいませ～ん。ご飯入れてください」 
おばちゃん：「はい、いらっしゃい。どれぐらい入れましょう？」 
私：「え～と、じゃあ大盛りで」 
おばちゃん：「大盛り？ そうね、若いんだからたくさん食べるよね」 
ぺたぺた（←しゃもじの音）。 
私：「ええ、まあ。ちょっとお腹空いたんで」 
ぺたぺた 
おばちゃん：「あら、そう。それじゃサービスしよっか」 
ぺたぺた 
私：「マジっすか。ありがとうございます！」 
ぺたぺた 
ぺたぺた 
ぺたぺたぺた…… 
私：「お～。けっこう来ましたね」 
おばちゃん：「もうちょっと行っとこか」 
私：「え、ウソ？」 
ぺたぺたぺたぺたぺたぺたぺた………（←盛る盛る。容赦なし） 
ぎゅう～。ぎゅっ、ぎゅっ（←ご飯を押している） 
ぺしぺしぺしぺし（←さらに叩いている） 
私：「………」 
おばちゃん：「まだ入れる？」 
私：「すいません。もういいっす」 
やりすぎです、おばちゃん。 
(http://www.groupsne.co.jp/user/essay/0504/01.html) 
 
きゅうう  
― 先の細かく削ってある栓をそっと抜栓はきしんできゅうーという。つうーと静かに細く酒
は流れ出し、すっかり栓を抜くと脈を打つようにとっくんとっくんと升には入る。（『帰り
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たかった家』、p.107） 
 
きゅうきゅう  
― 洗濯を犠牲にしてでも、おれの体を拭く水だけは、かならず残しておいてくれたものであ
る。股のあいだに、湯をとばし、まるで自分がそうされたように、体をよじって、きゅう
きゅう笑い声をたてたりする。もう二度と、あんな笑い声をたてる機会は、なくなってし
まったのだ。（安部） 
 
ぎゅうぎゅう  
― 重兵衛さんのお伽噺のレペルトワルはそう沢山にはなかったようである。北山の法軽堂に
現れる怪火の話とか、荒倉山の狸が三つ目入道に化けたのを武士が退治した話とか、「しば
てん」（木の葉天狗）と相撲を取る話。「えんこう」（河童）を釣る話とかいう種類のものが
多かった。一例として「えんこう」の話をとると、夕涼みに江ノ口川の橋の欄干に腰をか
けているとこの怪物が水中から手を延ばして肛門を抜きに来る。そこで腰に鉄鍋を当てて
待構えていて、腰に触る怪物の手首をつかまえてぎゅうぎゅう捻じ上げたが、いくら捻じ
っても捻じっても際限なく捻じられるのであった。その時刻にそこから十町も下流の河口
を船で通りかかった人が、何かしら水面でぼちゃぼちゃ音がしていると思ってよく見ると、
一匹の「えんこう」が、しきりにぐるぐる廻転運動をしているのであった。つまり「えん
こう」の手は自由自在に伸長されるもので、こんなにまで長くなり得るものだという事が、
この「事実」で証明されるというのであった。 
(http://www.aozora.gr.jp/cards/000042/files/24412_15373.html) 
― 終わっても前方の客はぎゅうぎゅう詰めのまま誰も後ろに行く気配がありません。 
(http://everydayrainy.hp.infoseek.co.jp/040818.htm) 
― 冬には、ウールなど厚手の衣類がタンスで幅を取ります。引き出しにセーターがぎゅうぎ
ゅう詰めで、取り出す度にちらかってしまう、なんて人もいるのでは？ 
(http://www.re-live.net/katazuke/shuunou/shuunou-003/) 
― 会場前から人がいっぱいで会場内はもちろんぎゅうぎゅうでしたにしても、ぎゅうぎゅう
の中、立ちっぱなしで約 2 時間半はかなりツライかも～ 
(http://www.globetown.net/~terubana/terubana_diary200311.html) 
― いつもギュウギュウ詰めになってしまうクロゼットの中。よく見ると、ハンガーの肩が幅
を取っていて、下の方に隙間があるんですよね。（『家事ワザー基本と裏ワザ』、p. 133） 
 
ぎゅうっ  
― しかし、きみとちがって、おれにとってはてこちゃんは夢なんかじゃない、きれいな肉を
取っている女人の中の優秀なやつじゃあるし、それになにぶんにも日本ではじめての作法
だから、つい見当がくるって、きゅーっと吸いつかねえものでもねえ。きみはそこで見物
していて、西洋の紳士みたいな行儀のいい恰好で冷静にしていられるかどうか。もし毛ほ
どでも畜生というきもちがおこって、男子の性慾がむらむらとしたら、とたんに打ってか
かって来たまえ。」（石川） 
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― 「あー、あとスキンシップもなかなか効果あるかもな。こう、ぎゅうっと抱きついて、ご
めん……とか」 
(http://www1.odn.ne.jp/sanpomichi/page046.html) 
― 「生きているだけでいい。」と言って毎日ぎゅうっと抱きしめてくれたお母さんのお気持
ちそのものでしょう。 
(http://oshiete1.goo.ne.jp/kotaeru.php3?q=726513) 
― はたからさえぎる隙もない速い動作で、店番の若い女がなにかさけびながら立ちあがろう
としたひまに、ムスビはすでに食われていた。そして、おなじくすばやい身のうごきで、
少年は今度はムスビではなく、立ち上ろうとした女のほうにおどりかかって腰掛の上に押
しつけるぐあいに、肉の盛りあがったそのはだかの足のうえに、ムスビに噛みつくように
ぎゅうっと抱きついた。女の足の肉と少年の顔とのぶつかる音が外にまで聞えたほど烈し
い力であった。女は悲鳴とともに飛び立って、「なにしやがんだい、畜生、ガキのくせに。」
（石川） 
― 「あああ。勝子のやつ奴、勝手に注文して強くして貰っているのじゃないかな」そんなこ
とがふっと思えた。何時か峻が抱きすくめてやった時、「もっとぎゅうっと」と何度も抱き
すくめさせた。その時のことが思い出せたのだった。そう思えばそれもいかにも勝子のし
そうなことだった。峻は窓を離れて部屋のなかへ這入った。（梶井） 
― 駅前の広場をへだてて二階建ての家がある。それが激しく揺れていると見る間に、ぎゅう
っとかしいでそのままつぶれた。右の角に富士屋ホテルの自動車を置く家がある。これも
変なふうに歪むと、障子がはじけるように外れ、家全体が斜めにつぶれた。叫び声、悲鳴
があちこちであがるようである。（北） 
 
きゅっきゅっ  
― ．．．．．実をもぎとって前掛の紐に挟んでいた手拭できゅっきゅっとふいた。（『帰りたかっ
た家』、p.25） 
― 固くしばった雑巾で拭き、乾いた雑巾できゅっきゅっと拭きこむ。ふきぐもりが出来たと
ころを見付けては息をふきかけて、内から外からもためつすがめつきこきこやっている。
（『帰りたかった家』、p.61） 
― シックなワンピースを着たハツミさんとネイビー・ブルーのブレザー・コートにレジメン
タル・タイという格好の僕の組み合わせはビリヤード屋の中ではひどく目立ったが、ハツ
ミさんはそんなことはあまり気にせずにキューを呼び、チョークでその先をキュッキュッ
とこすった。（村上春樹『ノルウエイの森（下）』、p. 121） 
― レモンの搾りかすで、洗面台をキュッキュッとこすってみましょう。レモンの酸には、石
けんカスを溶かしたり、黒ずみを漂白しり作用があるので、ピカピカになります。（『家事
ワザー基本と裏ワザ』、p. 83） 
― 布に洗剤をつけてキュッキュッとこすり洗いを。力が入りやすいので、汚れを効果的に落
すことができます。（『家事ワザー基本と裏ワザ』、p. 87） 
 
きゅっ  
― わたしは立ち上って、薄暗い室内に電燈をつけ、まだうつ伏したままの帯子をあやすよう
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に、「オオ・ド・コロンでもやろうか。」とたんにその常談めいた口調を刎ねかえして、き
ゅっと首をふり上げた帯子が「ひとって、なんにも理由がないのに、全然死ぬ理由がない
のに、いきなり死んじゃうことあるもんか知ら。」そうつぶやいたことばの熱さで、かっと
咽喉にたぎる涙の中から「ねえさん、死んだんです。」「え、冬子が。」「ねえさんが……」
「どうして死んだんだ。なぜ早くそういわなかった。」（石川） 
― 前も後ろも裏地はパワーネットを採用しているので、ボディをきゅっと引き締めるシェイ
プアップ水着。 
(http://www.nayami.jp/beauty/i007.html) 
― おしゃれなリボンできゅっと結ぶから、とってもおしゃれ！ 
(http://www.e-plan.jp/carna/shopping_kintyaku.html) 
― センセイとわたしが後部座席に乗り込んだものを確かめ、車のまわりを一周歩き、煙草を
一本立ったまま吸ってから、運転席に乗り込んでシートベルトをきゅっと締め、おもむろ
にアクセルを踏んだ。（川上弘美『先生の鞄』、p. 56） 
― 父の手がきゅっと手拭をつぶして大きな泡が一度にぶくぶくと上り、坊さんはただの手拭
になってしまった。（『帰りたかった家』、p.27） 
― 目がきらきらとして、口もとがきゅっとひきしまったり、微かなほほえみの影をふと浮か
べたりした。（村上春樹『ノルウエイの森（下）』、p. 249） 
 
ぎゅっ  
― 私：「すいませ～ん。ご飯入れてください」 
おばちゃん：「はい、いらっしゃい。どれぐらい入れましょう？」 
私：「え～と、じゃあ大盛りで」 
おばちゃん：「大盛り？ そうね、若いんだからたくさん食べるよね」 
ぺたぺた（←しゃもじの音）。 
私：「ええ、まあ。ちょっとお腹空いたんで」 
ぺたぺた 
おばちゃん：「あら、そう。それじゃサービスしよっか」 
ぺたぺた 
私：「マジっすか。ありがとうございます！」 
ぺたぺた 
ぺたぺた 
ぺたぺたぺた…… 
私：「お～。けっこう来ましたね」 
おばちゃん：「もうちょっと行っとこか」 
私：「え、ウソ？」 
ぺたぺたぺたぺたぺたぺたぺた………（←盛る盛る。容赦なし） 
ぎゅう～。ぎゅっ、ぎゅっ（←ご飯を押している） 
ぺしぺしぺしぺし（←さらに叩いている） 
私：「………」 
おばちゃん：「まだ入れる？」 
 64  
私：「すいません。もういいっす」 
やりすぎです、おばちゃん。 
(http://www.groupsne.co.jp/user/essay/0504/01.html) 
― 医者は無感動に血だらけのタオルを取り、手首をぎゅっとしばって血を止め傷口を消毒し
てから縫いあわせ、明日また来なさいと言った。（村上春樹『ノルウエイの森（下）』、p. 98） 
― いろんな野菜のうまみをぎゅっと集めた簡単ラタトゥイユ風スパゲッティ。（『ササッとパ
スタ、パパッとめん』、p. 21） 
― もう自然はもとの自然だった。いつの間にか元通りな崩壊したような淋しい表情に満たさ
れて涯もなく君の周囲に拡がっていた。君はそれを感ずると、ひたと底のない寂寥の念に
襲われ出した。男らしい君の胸をぎゅっと引きしめるようにして、熱い涙が留度なく流れ
始めた。君は唯独り真夜中の暗闇の中にすすり上げながら、真白に積んだ雪の上に蹲って
しまった。立ち続ける力さえ失ってしまって。（有島） 
― ちょっとうれしいことがあったりちょっとムカツクことがあってもねその手をぎゅっとそ
う、あなたはその手をぎゅっとしてくれる。だから、歩いていけるんだ。だから、素敵に
なれるんだ。 
(http://www5d.biglobe.ne.jp/~tuduri/poem/poem09.html) 
― センセイは正座した自分の膝の上にわたしの上半身をのせ、ぎゅっと抱きしめた。（川上弘
美『先生の鞄』、p. 174） 
― 緑は頬杖をついて煙草を半分吸い、灰皿にぎゅっとこすりつけるようにして消した。（『ノ
ルウエイの森（上）』、p. 130） 
― 僕が中に入ると彼女は背中にぎゅっと爪を立てて、オルガズムが近づくと十六回も他の男
の名前を呼んだ。（『ノルウエイの森（上）』、p. 155） 
― 往来のひとは空を仰いで、おや、鵲が飛んで行くと思うだろう。禅坊主はびっくりした。
沓をうしなった相手がこう即座に挑戦に応じて来ようとは思わなかった。もう尻ごみはで
きない。すでに術くらべははじまっている。禅坊主はいそいで土間に腰を落して坐禅を組
んだ。そして、眼をつぶって、口の中でなにやら呪文を唱える。これまた神を飛ばそうと
する支度である。膝の上に置いた両袖の中で張柏端の沓を片方ずつ、両手でぎゅっとにぎ
っている。ひそかに相手の足をつかんでうごかさないつもりである。せっかく盗んだ沓だ
が、あいにく自分の泥足には寸法が合わないのだから、はいてはあるけない。（石川） 
― 手をのばして、ぎゅっと肩をつかまえると、「あれえ」とはいったが、なに、セリフほどの
抵抗もなく、ずるずるとこちらの膝の上にもたれかかって来たとき、襖のそとで「ごめん
下さいまし」と聞えたのに、ぱっと飛びはなれた。（石川） 
― イワシ町について、電車をおりて、改札口を出ると、その出たところに、ずらりと一列、
若いものばかり七八人、いずれも復員仲間と見えて、何色というか、カーキ色まがいのよ
ごれた服をきて、いまだに戦闘帽をかぶったやつもまじって、土地名産の石油鑵をかつい
でいても似合いそうなのが、なにももたずに、肩をそびやかしながら、気負った姿勢でな
らんでいて、列のまんなかに赤旗が一本、その旗竿をぎゅっとにぎって立ったのは、これ
がただ一人の若い女で、あたまにタオルを巻きつけ、白の割烹著の上からモンペをはき、
ゴムの長靴といういでたちの、すなわち、いつもの恰好の、牛乳をしぼる娘がそこにいた。
（石川） 
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― 染香がそばを行きずりに声をかけたが、娘は返事をしない。染香の声が、いや、いかなる
声も耳に入り場のないようなふうであった。娘は頬をぽっとほてらして口を堅くむすび、
目をかがやかして、その目は改札口の向う、プラットフォームの向う、いや、ひとびとの
あたまを越えて、空のかなたにむけられていて、まぢかのなにものをも見ようとしない。
ぎゅっとにぎった旗竿に身をほそくして、心をこめて、とりすがったというみえで、その
竿の上に、たった今するすると引き揚げられたかのように、赤旗のなびくのがいきおいよ
く眺められた。（石川） 
 
ぎょっ  
― 初秋に撮られた写真を見て、ぎょっとした。お腹をつきだして立っている写真がある！子
供が卵アレルギーなので、表示をよく見て買うようにしています。でも先日、マヨネーズ
の味付けの鶏肉が置いてあって、ぎょっとしました。（マヨネーズ＝卵が材料なので） 
(http://oshiete1.goo.ne.jp/kotaeru.php3?q=1215917) 
― 今日は、「マグノリア」みました。以前、You さんがぎょっとされたと書いておられたシー
ンわたしもギョッとしました。 
(http://homepage2.nifty.com/momerath/magnoria.htm) 
― 雄一が珍しく酔っぱらっている様子なので、これっぽっちのお酒で変ね、とふと床を見る
と空のワインが一本ころがっていてぎょっとした。（吉本ばなな『キッチン』、p. 86） 
― 雨などが降りくらして悒鬱な気分が家の中に漲る日などに、どうかするとお前たちの一人
が黙って私の書斎に這入って来る。そして一言パパといったぎりで、私の膝によりかかっ
たまましくしくと泣き出してしまう。ああ何がお前たちの頑是ない眼に涙を要求するのだ。
不幸なものたちよ。お前たちが謂れもない悲しみにくずれるのを見るに増して、この世を
淋しく思わせるものはない。またお前たちが元気よく私に朝の挨拶をしてから、母上の写
真の前に駈けて行って、「ママちゃん御機嫌よう」と快活に叫ぶ瞬間ほど、私の心の底まで
ぐざと刮り通す瞬間はない。私はその時、ぎょっとして無劫の世界を眼前に見る。（有島） 
― 太郎は、一瞬、ぎょっとして立ちすくんでいた。昔から、太郎は人並みに、いろいろなも
のを殺して、成長して来た。トンボ、セミ、カマキリ、バッタ、蜂、アリ、捨てられてい
た生れたばかりの仔猫。親猫の方も、殺してやろうと思って、ある日、学校のプールにほ
うり込んだのだが、猫の奴は、きれいに泳いで、向う岸へ渡ってしまった。（曽野） 
― ぎょっとして、くらくら目まいしました。敵。自分がシゲ子の敵なのか、シゲ子が自分の
敵なのか、とにかく、ここにも自分をおびやかすおそろしい大人がいたのだ、他人、不可
解な他人、秘密だらけの他人、シゲ子の顔が、にわかにそのように見えて来ました。（太宰） 
 
きょときょと  
― 啓介は、駐車場の空いているに車を止めると、助手席にいる拓海に、車を降りるよう目で
促し、自らもドアを開け、足を降ろした。意味もなく肩をいからせて、拓海も、歩いてい
く啓介に従って、ホテルの入り口をくぐる。拓海は、あたりをきょときょと見渡した。「あ
れ、フロントは？」「お前、こういうトコ知らねえのかよ。いろいろタイプはあるけどな。
好きな部屋を選んで、ボタン押してキーもらって。後は部屋にしけこむだけだよ。」 
 (http://www.mirai.ne.jp/~tamo/d/inid/gan11_10.html) 
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― あんまりきょときょと上ばっかりみてちゃ危ないってことで。走りまくるお子様はどこ行
っても危険なので手は離さないよう肝に銘じてます。 
 (http://wildkazu.exblog.jp/126812) 
― まるで分身の術でも行なったかのようにきょときょとと辺りを見回し、それだけではなく
あちこちの店へと走りよっては眼をきらきらと輝かせるセレナ。 
(http://www.alfail-story.com/team-06.html) 
― が、目だけは、とんきょうであった。濃姫とその盛装がひどくめずらしいらしく、きょと
きょとと見るのである。その点は変だな、と濃姫はちらりと思ったが、さすがにあがって
いたために、さほど気にはならなかった。（司馬） 
― 奥さんは私を静かな人、大人しい男と評しました。それから勉強家だとも褒めてくれまし
た。けれども私の不安な眼つきや、きょときょとした様子については、何事も口へ出しま
せんでした。気が付かなかったのか、遠慮していたのか、どっちだかよく解りませんが、
何しろ其所にはまるで注意を払っていないらしく見えました。（夏目） 
― そんなようなことを訊かれました。私が、この道を浜のほうに十分程歩いたとだと答える
と、夫人は丸い目をきょときょとさせて考え込みながら、幾つかの名前を思いつくままに
あげました。私の近所の家の名も入っていましたが、私の家は出て来ませんでした。「星島
という家なんですよ。テニスクラブの手前の」と言いますと、「それやったら、存じあげて
ますよ。お庭に大きなミモザアカシアの木があるお屋敷ですよねェ」。（宮本） 
― 私は小石川へ引き移ってからも、当分この緊張した気分に寛ぎを与える事が出来ませんで
した。私は自分で自分が耻ずかしい程、きょときょと周囲を見廻していました。不思議に
もよく働らくのは頭と眼だけで、口の方はそれと反対に、段々動かなくなって来ました。
（夏目） 
 
きょとん  
― 喜々とした説明をさえぎると、彼は目以外もじゃもじゃの毛に覆われた顔をきょとんとさ
せて、あるんだかないんだかわからない首を小さく揺らした。 
(http://kamo.pupu.jp/sousaku-buki.html) 
― だが、その二軒並んだ花屋の前を通りすがりに、注意をしてそれらの店の奥に坐っている
花屋の主人たちに目を止めた者は、一層の愕きのためにその眸をもっと大きくせずにはい
られなかったであろう。と言うのは、その一方の店の奥にきょとんと坐っている白い碁盤
縞のシャツを着た小柄な老人を認めたのち、次の花屋の前にさしかかると、何んとその奥
にも、つい今しがたもう一方の奥に見かけたばかりのと寸分も異わない、小柄な老人が、
やはり同じような白い碁盤縞のシャツを着て、きょとんと腰をかけ、往来の方を眺めてい
るのに気づくだろうからだ。ただ異うのは、そんな二人のそばに坐っているのが、一方は
いつも髪の毛をくしゃくしゃにさせた、肥っちょの女房であったし、もう一方はそれと好
対照をしている位に痩せっぽちの、すこし藪睨みらしい女房であることだ。（堀） 
― これらの場合はっと我れに返った瞬間ほど君を惨めにするものはない。居睡りしたのを見
付けられでもしたように、君はきょとんと恥かしそうにあたりを見廻してみる。ある時は
兄上や妹さんが、暗まって行く夕方の光に、なお気ぜわしく眼を繩によせて、せっせとほ
つれを解いたり、切れ目をつないだりしている。（有島） 
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きょろきょろ  
― 何ぶん初めてのバス旅行とあって、窓から首をつきだしてキョロキョロしていた私は、一
瞬、ひどく狼狽した。だが、まったくの偶然にちがいないが、その時ひょいと先生がバス
を振り返って、私と目が合ったのである。（五木） 
― なぜなら、青雲堂のおじさんがこの日ばかりは生真面目至極に、おまけに終りに殿をつけ
て名前を、――たとえば「吉田勝三郎殿」と聞いたこともない名前をよみあげると、なん
と平生「さいづち」と呼ばれているはずの頭の平たい看護人が、びっくりしたように二、
三度きょろきょろと周囲を見まわしてから、おそるおそる進みでてくるのだ。（北） 
― 前に「巡回牧師」と書いた小型自動車が、国道を通るところであった。カーキ色の軍服を
着た小柄の老人が、窓から首を出し、両側をきょろきょろ見廻しながら、運ばれて行った。
（大岡） 
― 彼はきょろきょろと不安そうに視線をさ迷わせた。（北） 
― 北部ではしっかり積もっているというが、京都市内はせ  いぜい朝からぼたん雪。  この頃
は、出窓の近くに雀がしょっちゅう寄ってくる。  庭の金木犀の木に住み着いてるらしい。
小さくとも丸々  した体に、これまた小さな丸い頭がきょろきょろと空を  見上げている。
次から次へと降りてくる雪片を見ながら、 なんだかわくわくしているようだ。 
(http://blog.kansai.com/n_dim/367) 
― 生後 2 ヵ月半になってもものを追わずきょろきょろ目を動かしています。右目だけ目やに
がひどいんです。何かを見つめてはいるのですが、ガラガラなど目の前にしても、左右で
音を鳴らしてもうっすら反応はしているみたいですが、見ていないようでとても心配です。
だんなのお姉ちゃんの子どもがちょうど 4 ヵ月違いで、遊びに行くといつも比べられて不
安になります。うちの子の目は見えるようになりますか？ とにかくきょろきょろ動かし
てるのが気になってます…。（栃木県 みゆのママさん 22 歳） 
(http://www.e-mama.ne.jp/advice/physical/qa/2005/0502080300.html) 
― 採用面接は、短時間で行われますので、第一印象が大きく影響します。第一印象を決める
ポイントとして、以下の点に注意しておきましょう。 
服装：清潔感のある服装。靴・髪・顔・かばんなど身だしなみにも注意。 
表情：明るい表情を心がける。 
自信なさげや不機嫌そうに見える人は特に注意。 
姿勢：背筋を伸ばしてあごをひく。椅子には深く腰かけすぎない。 
姿勢：きょろきょろせず、相手の顔を見る。 
声：相手に届く適切な大きさの声で、ゆっくり語尾まではっきり話す。 
(http://www.pref.osaka.jp/sogorodo/counseling/mensetu.html) 
― ４ヶ月になろうとする男の子がいます。最近、授乳中（母乳、ミルク共）私の顔を見ない
で辺りをきょろきょろよそ見ばっかりするのですが、これって心配いらないですか？もし
かして母子のコミニケーションがうまく取れてないのかなって思ってるのですが・・ 
 (http://bekkoame.okweb.ne.jp/kotaeru.php3?q=1137570) 
― 神楽坂裏の小料理屋からしゃべりあって来た調子がまだ抜けず、わたしがつい高声になる
のを、仙吉はいつもの癖の急に小さい眼を狡猾そうにきょろきょろと廻したのであろう、
色眼鏡をこちらへきらりと光らせながらおさえるような手つきをして「こーれ」というと
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ともに、つつと露地の中へ歩き出したのにわたしも釣りこまれてはいって行くと、右側の
奥の家、共同栓の横手に格子戸も台所の戸もならんでくっ附いた、….（石川） 
― 僕は、きょろきょろしながら隣近所を歩きまわった。向隣の野津さん、中西さん、西隣の
新田さん、東の宮地さん、大河内さん、須賀井さんと見てまわったが、どの家にも誰ひと
りとして居ない。裏通りの家も見てまわった。隣組のうち、能島さんや吉村さんの奥さん
や宮地さんの奥さんは、姪の矢須子と一緒に古江へ出かけているので無難である筈だ。（井
伏） 
― おおい、甲神部隊のもの……」と呼びながら歩いた。僕はその反応を見るため、きょろき
ょろしながら歩いたが、目につくものは瓦のかけら、崩れた煉瓦の壁、自動車の残骸、投
網を干したようにびっしり垂れさがる電線、電車の軌道、焼けぼっ杙、焼けただれた金庫、
黒こげの窓枠などである。（井伏） 
 
ぎょろぎょろ  
― 「ふう。もう四日も前に首になったんですが、未だ妻にそのことを伝えてないのです。私
も結構な年ですし、再就職しようにもどうにも。ローンなどもありますし、この先…」男
の声は次第にか細くなり、途中で口を閉ざしてしまいました。運転手はバックミラーから
ぎょろぎょろした瞳でのぞき込むと「そうですかい。それはなかなかいえるものではない
ですなぁ」といいました。 
(http://homepage3.nifty.com/nosaibou/grimm/grimm02.htm) 
― 初めてマックスを見たかいじゅうたちはマックスを威嚇しますかいじゅうたちは、すごい
こえでうおーっとほえて、すごいはをがちがちならして、すごい めだまを ぎょろぎょ
ろさせて、すごいつめをむきだした。そうやってマックスを威嚇します。でもすぐ仲良く
なってマックスを王様にするのです。そして今度はマックスが「さよなら」と王様をやめ
て帰ろうとしたときかいじゅうたちは悲しみます。かいじゅうたちは、すごいこえでうお
ーっとほえて、すごいはをがちがちならして、すごいめだまを ぎょろぎょろ させて、
すごい つめを むきだした。これは威嚇？いや、やっぱりこれは悲しみ・・・・。威嚇
表現と悲しみの表現が同じになっています。 
(http://blog.mag2.com/m/log/0000168177/106429826?page=1) 
― よくレム睡眠とノンレム睡眠という言葉を聞く事もあるかと思いますが、一般に「レム睡
眠」は夢を見ている状態の「目をぎょろぎょろと動かしている」という睡眠状態、「ノンレ
ム睡眠」はその反対に「夢を見ずに、ぐっすりと寝ている状態」と理解されて ... 
(dream777.exblog.jp/) 
― 「エランへ寄ろう」と誘うのは、きまって、同級の三明永無か石浜で、川端と私は、その
あとにくっついてゆく存在だった。従って、ちょと賑かに談笑するのは前二者で、川端は
口数も少なく、あの大きな目を、ぎょろぎょろさせながら、コーヒーをすすっているにす
ぎなかった。 その川端が、ちよと結婚すると、静かに宣言したのは、大正十年の秋だっ
た。…」。 
(http://www.tokyo-kurenaidan.com/kawabata-hatsukoi1.htm) 
― しげな様子のやつれ果てた女たちが足取りも重く通り過ぎていく。身なりはよいのだが泣
き叫びよろめく子供らの手を引いているので、よそ行きの服は埃まみれで、疲れ切ったそ
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の顔は涙で汚れている。たいがいは男が付き添っていたが、手を貸してやる者もあればし
かめっ面で野蛮にふるまう者もいた。こうした男たちと肩を並べ、争いながら押し進んで
行くのはくたびれた浮浪者どもで、色あせた黒いぼろ服に身を包み、目をぎょろぎょろさ
せながら大声で口汚く罵っている。ぐいぐいと人混みを押し分けて行くがっしりした労働
者たちもいて、これも疲れた様子で髪もとかしておらず、事務員か店員ふうの服を着込ん
だ男たちと時おり発作的に争っていた。弟は傷ついた兵士がいるのに気づいた。駅の赤帽
の服を着た男たちもいれば、夜着の上にコートを引っかけたよれよれの男もいた 
(http://www.sf-fantasy.com/magazine/translation/war/1_16b.shtml) 
― ちいさく、ちいさくうづくまってあなたは何を、見つめているの？目だけがぎょろぎょろ
と、それでも必死に何かを見つめているね？ 
(http://www7.ocn.ne.jp/~uiuii/shortshort.htm) 
― 僕は久しぶりに洗濯をし、風呂屋に行って髭を剃り、部屋の掃除をし、買物をしてきちん
とした食事を作って食べ、腹を減らせた「かもめ」に餌をやり、ビール以外の酒を飲まず、
体操を三十分やった。髭を剃るときに鏡を見ると、顔がげっそりとやせてしまったことが
わかった。目がいやにぎょろぎょろとしていて、なんだか他人の顔みたいだった。（村上春
樹『ノルウエイの森（下）』、p. 181） 
― 私はそのときの平太夫の顔位、世にも不思議なものを見た事はございません。あの意地の
悪そうな、苦りきった面色が、泣くとも笑うともつかない気色を浮かべて、眼ばかりぎょ
ろぎょろ忙しそうに、働かせているのでございます。するとその容子が、笑止ながら気の
毒に思召されたのでございましょう。（芥川） 
― そのくせ、大きな眼だけが、やや黄味をおびてぎょろぎょろとうごくのである。もはや道
三の覇気も壮気も肉体のあらゆる部分から蒸発し去って眼だけに凝集してしまっているよ
うであった。（司馬） 
 
ぎょろり  
― その米国の影のように、常にもう一人の男が附添っていた。色の黒い、顔の四角い、目の
ぎょろりとした、なにより顔にぶつぶつと吹出物のある、ずんぐりとして肩だけ盛りあが
っているうさん臭げな男であった。（北） 
 
きらきら  
― 目がきらきらとして、口もとがきゅっとひきしまったり、微かなほほえみの影をふと浮か
べたりした。（村上春樹『ノルウエイの森（下）』、p. 249） 
― まるで分身の術でも行なったかのようにきょときょとと辺りを見回し、それだけではなく
あちこちの店へと走りよっては眼をきらきらと輝かせるセレナ。 
(http://www.alfail-story.com/team-06.html) 
― 外には夏の王様のさそり座がでんと威張っていてきらきらと星たちはいつものぼくの友達
虫たちも空き家だと言うことを知ってさっきまでいなかったのにぼくのまわりをうろつき
始めている。 
(http://www.h3.dion.ne.jp/~hick/Poem/nonosan/dento.htm) 
― きらきらと、何かの街灯が二重三重に光りけらけらと、何処かのコドモが笑うふわふわ、
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ふらふらしてるのは自分できらきら、けらけらしてるのは空達だったみたいで大好きな人
なんか思い出してみたりしてそしてそこで又きらきら、けらけらと空が光る 
(http://sunrise.egoism.jp/t_tukigawarau.htm) 
― 窓辺で、かすかな明かりに浮かぶ植物たちが十階からの豪華な夜景にふちどられてそっと
息づいていた。夜景―もう、雨は上がって湿気を含んだ透明な大気にきらきら輝いて、そ
れはみごとに映っていた。（吉本ばなな『キッチン』、p. 24） 
― 「今、ここに着いたばかり。結構遠いくから来たの。」旅人特有のきらきら高揚した瞳で彼
女は言って、川面を見つめた。（吉本ばなな『キッチン』、p. 152） 
― もしなにもなくても、多分二人で並んで冷たい川の流れがきらきら輝くのを朝見ていたら
気分がいいだろう。（吉本ばなな『キッチン』、p. 173） 
― 橋には、うららが立っていた。私がたどり着くと、ポケットに手を入れ、マフラーに半分
顔を埋めたまま、きらきらした瞳で笑って、「おはよう。」と言った。（吉本ばなな『キッチ
ン』、p. 185） 
― 東洋永和女学校の仲間のうちでも崇拝者の多いこの少女が、これほどまでにいきいきとし
た、きらきらと輝く瞳を有していることは嘗てないと思われた。「アコ、あなたはどうして
そんなに悲しいほど美しい目をしているの？」（北） 
― かすかなかすかな日照り雨が降って、草はきらきら光り、向うの山は暗くなる。そのあた
りなしの日照りの雨がはれたので、草はあらたにきらきら光り、向うの山は明るくなって、
少女はまぶしくおもてを伏せる。（宮沢『銀河鉄道の夜』、p. 107） 
― 蝉が鳴きだした。雲母のようにきらきらと光る午後の光が、もう誰もいない牀机の影を更
に強く地面に落した。すると理由もなく司祭の胸から熱いものがこみあげ、眼ぶたに泪の
にじむのを感じた。（遠藤） 
― 陰暦の九月十三日、今夜が豆の月だという日の朝、露霜が降りたと思うほどつめたい。其
替り天気はきらきらしている。十五日が此村の祭で明日は宵祭という訳故、野の仕事も今
日一渡り極りをつけねばならぬ所から、家中手分けをして野へ出ることになった。（伊藤） 
― ….はなしはなお綿綿として尽きないのだが、情事のもつれなどにあまり興味のもてないわ
たしはいつか耳のほうがお留守になり、メズサの首のようにもじゃもじゃしているミドリ
の髪の毛、じつは内証でモジャ子と渾名をつけていたその縮れ毛が日を受けてきらきらと
輝くのをぼんやり眺めながら、よくまあこう丹念に縮れたものだ、鏝細工ばかりではなさ
そうだし、これが生れつきなのであろうかと気を取られていると、相手は急に顔をあげて、
「どうでしょう、それお願いできない。」「え。」とまごつきながら、「というと、つまり……」
（石川） 
― そうだな、厭な話だ、と僕は思った。こう執拗に絡みつかれては、やりきれないな。女子
学生は小鼻の周りに小粒の、きらきらする汗をいっぱい浮かべて屈みこんだ姿勢から、躰
を起した。疲れきってぼんやりした、悪い表情をしてい、僕は胸をしめつけられた。（大江） 
― 娼婦は丸く広い額のまわりの髪がうすくなりはじめている形の良い頭をかれの方へむけた。
かれは娼婦の黒ずんでいる瞼の下で眼がきらきらするのを見た。（大江） 
― 「おまえは黙って見ていた」と笑いのための涙を下瞼にきらきらさせてアシュレイはかれ
に近づいて来た。「おまえは、他の日本人がそうしたように、兄弟がドブ川へつきこまれる
のを黙って見ていた。おまえの弟も、おれのいいなりになってドブだらけだ。おい、大き
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い顔をするのはよせ」（大江） 
― アシュレイは硬く小さい尻と金色の生毛におおわれたなめらかな背をもっていて、かれに
殴られるたびに裸の体をなみうたせてすすり泣くのだった。それから、やはり裸のかれが
アシュレイの体をかかえあげ、いくたびもベッドの上へ投げおとすと、アシュレイは欲望
に眼をきらきらさせて笑っていた。（大江） 
― 留吉は手紙を帯の間に挟んで、自分もまた秘密の使者の一員に加えて貰ったことが彼の頬
を上気させ、両の眼をきらきらさせていた。（井上靖） 
 
ぎらぎら  
― 夏：見守る太陽かんかんでりのお日様がこっちを向いて笑っている。その下でみんながプ
ールに入りぴちゃぴちゃ音をたてながら泳いている。みんながプールから出た後もかわら
ずこっちをみながら笑っている。なぜだろう？お日様はギラギラしながら応援したりみん
なを見守っていてくれたのかもしれない 
(http://www.ybi.co.jp/koike/src/shikan112.htm) 
― ３０代を中心の年齢層。皆スーツを着ているが、普通の勤め人はまず着ないソフト系で黒。
ワイシャツは例外なくカラー。女性も皆キャリア、ウーマンを意識したファッションなの
だが、いま一歩ズレている。そのズレの理由は男女共通だ。それは組織の人間関係の中で、  
自分を一時的に抑える経験をあまりしていないところからきているらしい。みな妙にぎら
ぎらしているのだ。あんなのが営業で来たら、胸焼けして話などできっこない。 
(http://www.geocities.co.jp/Hollywood-Theater/1754/maruti.html) 
― オプアート  2；あるいは、オップアート（op art）。ここではぎらぎらした感じの錯視デザ
インを指すことにします。気持ち悪くなる前に脱出して下さい。 
(http://www.psy.ritsumei.ac.jp/~akitaoka/opart2.html) 
― 『ぎらぎら』するほどのアツイあつ～い情熱を……！！！ 
(http://nazare-ko.jugem.jp/?eid=33) 
― ぎんぎんぎらぎら 夕日（ゆうひ）が沈（しず）む、ぎんぎんぎらぎら 日（ひ）が沈む、
まっかっかっか 空（そら）の雲（くも）みんなのお顔（かお）も まっかっか、ぎんぎ
んぎらぎら 日が沈む 
(http://www.interq.or.jp/japan/k3j/children's%20song/autumn%20song/yuuhi.htm) 
― 前田さんのやり方でみつろうとココアバターでリップバームを作りました。と言っても、
キャノーラ油がなかったので、サラダ油を入れちゃいました。使ってみると妙にぎらぎら
するし、油っぽいんです。 
(http://sekken.bbzone.net/bbslog/log48.htm) 
― …..真昼深夜のわかちなくあやしい熱に浮かされて外へ駆け出てしまうという、これは何と
もえたいの知れぬあさましいわたしの発作なのだ。で、昨日もこうしてニコライ堂の下あ
たり、雨あがりの、春の日とはいえいちめんにぎらぎら照りつける鋪道の上を歩いている
と、うしろで「おい、おい。」はっとわれに返り、ふり向くまでもなく巡査よりほか出す声
でないとは知れたがそのまま行き過ぎようとすると、また「おい、おい。」よんどころなく
立ちどまって、「何です。」「どこへ行く。」（石川） 
― そしてみんなは通り過ぎたのだ。みんなの行った方から、あのいい音がいよいよはっきり
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聞こえて来た。まもなくみんなは向うの丘をまわって見えなくなったが、左の方から又誰
かゆっくりやって来るのだ。それは小さな家ぐらいある白い四角の箱のようなもので、人
が四五人ついて来た。だんだん近くになって見ると、ついて居るにはみんな黒ん坊で、眼
ばかりぎらぎら光らして、ふんどしだけして裸足だろう。（宮沢賢治『銀河鉄道の夜』、p. 68） 
― 私も、ぎらぎら油膜がどうしても気になります。でも、雨天時を考慮すると便利だし・・・
ぎらぎらしない撥水剤があれば良いのになあ、と思います。洗車後、ボディ類はぴかぴか
で窓ガラスだけ拭き後が残っているのを見ると、とても気持ち悪いです。 
(http: / /www2s.biglobe.ne. jp /~corn-s /message4/331804720525728.html)  
― それが敵方の共同宣言の受諾とは！ 降服とは！ そんなことが可能だとは！ 彼はふら
ふらと農家の庭先に出た。頭上からぎらぎらとした白い直射光がふりそそいでくる。空は
突きぬけて陶器のように青かった。なんという空白な、しらじらしくもむなしいその青さ。
（北） 
― 稲妻がぎらぎらっと光ったと思うともういつかさっきの泉のそばに立って居りました。そ
して申しました。「さあ、すっかりおからだお洗いなさい。王様から新しい着物と沓を下さ
いました。まだ十五分間があります。」（宮沢賢治『銀河鉄道の夜』、p. 17） 
― 今度はひるまです。....... ぎらぎらのお日さまが東の山をのぼりました。シグナルシグナレ
スはぱっと桃色に映えました。（宮沢賢治『銀河鉄道の夜』、p. 101） 
 
きらり  
― 神楽坂裏の小料理屋からしゃべりあって来た調子がまだ抜けず、わたしがつい高声になる
のを、仙吉はいつもの癖の急に小さい眼を狡猾そうにきょろきょろと廻したのであろう、
色眼鏡をこちらへきらりと光らせながらおさえるような手つきをして「こーれ」というと
ともに、つつと露地の中へ歩き出したのにわたしも釣りこまれてはいって行くと、右側の
奥の家、共同栓の横手に格子戸も台所の戸もならんでくっ附いた、その上り口をがらりと
あければやっと足を踏みこめるほどの狭い三和士のつい鼻先が障子で、表の物音にそれと
知ったのか、向うからひとの近づくけはいがしてその障子がさっとあき、「あら、いらっし
ゃい。」女にしてはややせいの高い、ぐにゃぐにゃしたからだつきの、ぷんと白粉のにおい
をさせながら肩から乗り出したのが、仙吉の後にわたしをみとめると斜に身を引いて中腰
になり、「あ、お客様。どうぞ。」（谷崎） 
 
ぎらり  
― 声をあげて制止しようとしたがおよばず、もう逞ましい手に外套の前をつかまれたので懸
命の力を振りしぼって横に飛びちがえたはずみに、びりりとぼたんは相手の掌に、こちら
は倒れかかるのをぐっと踏みこたえて「待て」と必死のかまえ、からくも突き出した痩腕
を掠めてぎらりと白刃にあっとおびえて足は宙に跳ね、とたんに裂け散った人波の中に飛
びこみつつ、妙子は美代はとさすがに心残りの視線をうしろへ投げると、ただまっくろに
入りみだれるざわめき、その一刹那に息をもつかせず風を切って追いすがる敵のいきおい
に今はこらえるすべもなく、わたしは夢中で工事場の蓆を蹴り水を散らしながら左へ曲る
と、ここはひとのまれな闇の道をまっしぐらに駆けに駆けた。（石川） 
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きりきり  
― 私は読み終えて、手紙をもとのようにそっとたたんだ。えり子さんの香水の匂いがかすか
にして、胸がきりきりした。（吉本ばなな『キッチン』、p. 76） 
― そして、とりあえず久々に田辺家台所に立ってみた。瞬間、えり子さんの笑顔が浮かんで
胸がきりきりとしたが、体を動かしたかった。（吉本ばなな『キッチン』、p. 79） 
― レコードをかけてワルツにうつつを抜かして浮かれているのは遊んでいるから楽しいが、
祖父は仕事をし、母は家事をきりきり働いている。（『帰りたかった家』、p.133） 
― 一寸腹の立つ程念の入った包み方で、百合の根を剥がすように一枚々々むいて行くと、よ
うやく幾枚もの新聞紙の中から、手垢でよごれきった手製のスケッチ帖が三冊、きりきり
と棒のように巻き上げられたのが出て来た。私は小気味悪い魚の匂いを始終気にしながら
その手帖を拡げてみた。（有島） 
 
ぎりぎり  
― わたしもいつかセンセイの真似をして徳利を高く持ち傾けてみたことがあった。ほとんど
がこぼれてしまった。もったいないことだった。以来、杯は左手にしっかり持ち徳利は右
手で杯ぎりぎりまで近づけてつぐという無粋な手酌に徹している。（川上弘美『先生の鞄』、
p. 23） 
― 私の家を通り過ぎて奥へゆくと学生寮があって、門限ぎりぎりに帰ってくる連中が、いい
気分で寮歌をうたう。（『帰りたかった家』、p.10） 
― 右と左の紐の端を一度ひねって、逆にもう一度ひねればこま結びになるのを逆にせずにも
う一度片方の紐を同じ方向にくぐらせて紐の両端を左右に引くと、紐は結び玉を作らずに
強くぎりぎりと締って、膝頭に力を入れても容易なことではゆるまない。青洲は着物の裾
をすっかりはだけて、（安部） 
― これが、却って時間が遅くなって、少し階段が空いて来ると危ないのだ。乗り換える電車
に間に合うかどうか、ぎりぎりということになると、少々人を突き飛ばしても急ぎたくな
るのが人情である。（赤川） 
 
ぎんぎん  
― ぎんぎんぎらぎら 夕日（ゆうひ）が沈（しず）む、ぎんぎんぎらぎら 日（ひ）が沈む、
まっかっかっか 空（そら）の雲（くも）みんなのお顔（かお）も まっかっか、ぎんぎ
んぎらぎら 日が沈む 
(http://www.interq.or.jp/japan/k3j/children's%20song/autumn%20song/yuuhi.htm) 
 
く 
 
ぐいぐい  
― しげな様子のやつれ果てた女たちが足取りも重く通り過ぎていく。身なりはよいのだが泣
き叫びよろめく子供らの手を引いているので、よそ行きの服は埃まみれで、疲れ切ったそ
の顔は涙で汚れている。たいがいは男が付き添っていたが、手を貸してやる者もあればし
かめっ面で野蛮にふるまう者もいた。こうした男たちと肩を並べ、争いながら押し進んで
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行くのはくたびれた浮浪者どもで、色あせた黒いぼろ服に身を包み、目をぎょろぎょろさ
せながら大声で口汚く罵っている。ぐいぐいと人混みを押し分けて行くがっしりした労働
者たちもいて、これも疲れた様子で髪もとかしておらず、事務員か店員ふうの服を着込ん
だ男たちと時おり発作的に争っていた。弟は傷ついた兵士がいるのに気づいた。駅の赤帽
の服を着た男たちもいれば、夜着の上にコートを引っかけたよれよれの男もいた 
(http://www.sf-fantasy.com/magazine/translation/war/1_16b.shtml) 
 
くいっ  
― 合宿所の裏の斜面の下には半分沼みたいな湿地があって、そこで泥まみれになって遊ぶ事
も出来た。 その日はそこで泥沼遊びをする日だったのでみんな大喜びで靴をがっぽがっぽ
言わせながらアホみたいに遊んだのを覚えている。 俺はナイキのスニーカーを履いていた。 
がっぽがっぽ言わせて泥沼を横切るのは凄く面白くて何回も何回も泥沼を横切って遊んで
いた。 何往復目かでくいっと足が取られて盛大に前のめりにこけた。 
(http://s172262.hp.infoseek.co.jp/eniga/2chYama/14-21.html) 
 
ぐいっ  
― 私は思い切りジャンプして片手で雨どいにつかまり、ぐいっと力を入れてもう片方の手を
飾り屋根の上にひじまでのせてかわらをしっかりつかんだ。（吉本ばなな『キッチン』、p. 
130） 
― やがて河童の腕が二本になり、ぐいっと体を持ちあげるなり、泥だらけの体で岸辺にあが
り、堀の草を掻いつかんでは身をせせりあげぴょいと路に出た。（司馬） 
 
ぐい  
― ヒギンズはウイスキーのストレート、ファッショングラスに中程まで注がせ、ぐいと一息
に飲んで、いっこうに酔いもせず、荷物車で運ばせるというのに、これだけは放さなかっ
た鞄から、ボール紙で裏打ちした袋とり出し「ヌード写真、私、撮りました」みると、両
脚ぐいとふんばったあからさまな姿態、オードブルフルーツのならんだテーブルに堂々と
ならべ、ホステス、キャアキャアさわぐのを楽しそうにながめながら、「私、カメラ上手ね、
日本にいる時も沢山撮りました」ガム、チョコレート、ストッキングを与えて、強引に娘
達の裸を写したのかと、ふとからみたい気持になったが、すぐ忘れ、金髪女の猥写真に近
いそれに、興味が湧く。（野坂） 
― しかし、その因は妙子よりも、どうやらわたしにあるらしく思われる。今やわたしの小さ
い胆にもそろそろ毛が生えかかって、物に引きずられる代りに、わが身を引きずろうとす
る物をぐいとつかんで、くもらぬ眼の下に見直すだけのねばりが附いて来たようである。
これもまたなにものかであるならば、みのりなき五十余日の生活の中からわたしが抽出し
えたただ一つの収穫は、まずこれといえばいえるのであろう。（石川） 
― 「ねえ、啓ちゃん、あすこから飛行機に乗ったでしょ、あの向うに税関があるのよね」「俺、
ちょっと、バアにいる」到着時刻には間があったから俊夫、エスカレーターで二階へ上り
「ウイスキー、ストレートでダブル」アルコール中毒者のように、ぐいと飲み干す。「絶対
に英語はつかうまい」これが、今朝眼覚めてまず心に決めたこと、つかうといっても出来
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やしないが、ひょいとあの中之島の頃の、断片的な会話がよみがえって、苦しまぎれに口
走るかも知れず、のっけから「やあ、いらっしゃい」あるいは「今日は」ヒギンズがきょ
とんとしようが、どうしようが、日本へ来たら日本語をつかえ、断じてグッナイトすらい
わないぞ、飲むうち、昼からつづいていた胸騒ぎおさまり、逆に敵迎え撃つような昂ぶり
を感じる。（野坂） 
 
ぐうぐう  
― 目がさめるととなりに知らない女の子がぐうぐう寝ていて、部屋中に酒の匂いがして、ベ
ッドも照明もカーテンも何もかもラブ・ホテル特有のけばけばしいもので、僕の頭は二日
酔いでぼんやりしている。（『ノルウエイの森（上）』、p. 65） 
― 途中で電話なんかかかってきても全然無視しちゃってね、ぐうぐう寝ちゃったわよ。（村上
春樹『ノルウエイの森（下）』、p. 137） 
― 「…….こら、起きんかい。起きんかい。しっ、ふう、どう、おい、この塩を、ほんの一口
たべんかい。」それでも馬は、やっぱりぐうぐうねむっている。ソン将軍はとうとう泣いた。
（宮沢賢治『銀河鉄道の夜』、p. 147） 
― …..私はあわてて「田辺です。」をつけ加えた。するとガチャン！と電話が切れてしまった
のだ。あ、女の子かなあ……と眠い頭で申しわけなく思い雄一を見たら、まだグーグー寝
ている。まあいいか、と思い仕度してそっと部屋を出て、仕事に向かった。今夜もここに
帰るかどうかは、昼中かけてゆっくり悩もうと思った。（吉本ばなな『キッチン』、p. 92） 
 
くさくさ  
― 腫物の口をチョンと切って膿出すだけの治療ばかりが続くと、実のところはくさくさして
くるのや。（有吉） 
― ……考へるとつくづく奉公が嫌やになつてお客を呼ぶに張合もない、ああくさくさすると
て常は人をも欺す口で人の愁らきを恨みの言葉、頭痛を押へて思案に暮れるもあり、ああ
今日は盆の十六日だ……（田辺） 
 
くしゃくしゃ  
― このえこじな、がんこなところが私には不安なのだ。私の書きかけの詩の原稿がくしゃく
しゃにまるめられて部屋のすみに放ってある。私はそれを拾ってしわをのばしているうち
に、何とも切なくなってきて、誰にもきこえないように泣いた。どうしたらいいのか自分
でもわからない。母は息をころしたように台所の七輪のそばにうずくまっている。泣くだ
け泣くと、すぐからりと気持ちが晴れて、私はもうどうでもいいと云う思いにつきあたっ
て気が軽くなった。母がしょんぼりしたかっこうで、私を見るので、私はにゅっと舌を出
してみせた。涙がこぼれぬ要心のために、舌を出していると、こめかみと鼻の芯がじいん
と痛くなる。（林） 
― 心がくしゃくしゃになってぼたぼたの涙流して息ができないくらいに泣いてそれで気が晴
れるならいいじゃない。 
(http://homepage2.nifty.com/yuurikou-gindukiyo/kusya2.htm) 
― 強い風が君の髪の毛をくしゃくしゃにするように君が僕の心をくしゃくしゃにしていく。
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暖かい太陽があるのにとても寒い。君は笑っているのにとても心が痛む。 
(http://www.0yen.tv/DX/nikki.php?id=3309n5915&no=14) 
― 紙をくしゃくしゃに丸めてぽいっと投げ捨てる。 
(http://bookd.kuronowish.com/item/2227) 
― ２００３年春夏のデザイナーズコレクションでは、こぞってナチュラルなイノセントメイ
ク！だから、ヘアーもぼさぼさな寝起きヘアー。くしゃくしゃで、無造作なヘアーがベー
ジュ系メークにマッチし、２００３年春夏ファッションにぴったりなのだそうです。
(http://www.fcg-r.co.jp/fashion/ad0127.htm) 
― 道路に落ちた大きなプラタナスの枯葉を踏むときにだけくしゃくしゃという乾いた音がし
た。（『ノルウエイの森（上）』、p. 55） 
― そうすればそんなにくしゃくしゃにならないですむ。（『ノルウエイの森（上）』、p. 130） 
― 翌朝、出社して来た伸子は、入り口に座り込んでいる三枝を見て目を丸くした。髪はくし
ゃくしゃ、不精ひげがのびて、ネクタイはひん曲がって、どうにも見られないスタイル。
（赤川） 
― と、聡がむずかりだした。しょっちゅう癇を起すその子は、抱いて歩いているうちはよい
が、立止るとすぐそっくり返って手足をばたつかせだす。ゆすぶってやっても、たちまち
その顔はくしゃくしゃに歪み、しぼりだすような聞くに堪えぬ音声がその喉から洩れてき
た。（北） 
― 河原のこいしは、みんなすきとおって、たしかに水晶や黄玉や、またくしゃくしゃの褶曲
をあらわしたのや、またかどから霧のような青白い光を出す鋼やらでした。（宮沢賢治『銀
河鉄道の夜』、p. 180） 
― 峻一はもっとしばしば夢に出てくる。別れたときは六歳であった。幼稚園へ行くのを厭が
ってよくむずかっていたが、その顔をくしゃくしゃと歪めて泣こうとする瞬間の顔貌が、
幾度か夢に現われた。基一郎も出現することがある。もったいぶった様子で近づいてきて、
なにか言いかけるが、そのままくるりと向うをむいて、小暗い宮殿のような建物の中へ歩
いていってしまう。（北） 
 
ぐしゃぐしゃ  
― バルドはまた短い髪をかきむしった。かたい彼の髪はもうぐしゃぐしゃだ。バルドはまた
髪をぐしゃぐしゃにしかけて……その手触りに慌てて髪を整え始めながら口を開いた。 
(http://kitumura.hp.infoseek.co.jp/forest/Forest3-05.html) 
― 退職する日までこのぐしゃぐしゃ考えるのは続くのね。ああ。退職するなんて言いづらい
こと世界一。 
 (http://naochin.jugem.jp/?day=20050108) 
― 彼氏にふられて帰ってきた。そう彼女は言った。ぐしゃぐしゃに泣いて、へたりこんだ。
ぐしゃぐしゃの顔を引き寄せて……軽く頭を叩いてあげた。 
 (http://www.h5.dion.ne.jp/~higurai/100p4.html) 
― 温度が上がり雪がぐしゃぐしゃ。
(http://d.hatena.ne.jp/miwakof/20041206) 
― 「一服したあとでお風呂屋さんに行きたいわね。髪がぐしゃぐしゃなんで洗いたいのよ」
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（村上春樹『ノルウエイの森（下）』、p. 251） 
― 後で現場を見た人の話では、天守閣は裏の川堤にぐしゃぐしゃに崩れ、土や瓦の破片の堆
積に変じていたそうだ。爆弾が破裂して発する風圧は、作用と反作用を持っているらしい。
天守閣は何千トンの重さがあったか知れないが、地球の引力よりも強い力で動かされたの
で、そのままの姿で空中を飛んだのだろう。（井伏） 
 
ぐじゃぐじゃ  
― 駐車場の前が、庭になっていて（空きスペース）その前は、約 3mＸ12m ほどの私道にな
っています。雨が降ると、庭がグジャグジャになってしまいます。 
(http://www.mediaforest.com/habitat/q_a/qa_101.htm) 
― 歩行器で自由に移動出来るようになったから、本棚の本までいってぐじゃぐじゃにするし、
僕の線路の上をぐじゃぐじゃに歩くし、本当どうにかして欲しいよ。 
(http: / /members. jcom.home.ne. jp /tsushima/brothers .htm) 
― 「金子はいつもうまい幕の内弁当ばっかり持って来るのさ。ところが、その女の子が作っ
た弁当ったら、ぐじゃぐじゃなんだって。だけど、なまじっかいつもいいものばかり食べ
てるだけにそういう時悪いから、つい食べちゃうでしょう。そしたらなんだか、ひどく、
借りができたような気がするんだって」（曽野） 
― ええおい。さあ坊ちゃん。きっとこいつは談します。早く涙をおふきなさい。まるで顔中
ぐじゃぐじゃだ。そらええああすっかりさっぱりした。（宮沢賢治『銀河鉄道の夜』、p. 64） 
 
ぐしょぐしょ  
― 降りました。靴がぐしょぐしょに濡れました。あり得ないほど急に、雨降り出しました。
全身ぐしょぐしょで帰りました。非常に寒かったです。
(http://www.analog-city.com/weblog/archives/200408/1093382110.html) 
― その上後半は終わりまで涙でぐしょぐしょ。僕のようなチョー涙もろいオヤジはどー対処
すればよいか・・。まあ、映画の出来はなかなか良いかなと。 
(http://www1.plala.or.jp/natural-life/plalaboard/message/370.html) 
― 暑い夜で直子は汗やら涙やらでぐしょぐしょに濡れてたんで、私バスタオル持ってきて、
あの子の顔やら体やらを拭いてあげたの。パンツまでぐっしょりだったから、あなたちょ
っと脱いじゃいなさいよって脱がせて……ねえ、変なんじゃないのよ。（村上春樹『ノルウ
エイの森（下）』、p. 246） 
― どうやら、ちょっぴり、ほんのちょっぴり、うたた寝をしていたらしい。つかの間の寝汗
で、シャツはもちろん、ズボンの膝の内側までが、ぐしょぐしょに濡れていた。その汗に、
こびりついた砂は、色も感触も、しめった麦落雁にそっくりだ。顔に、被いを忘れたせい
で、鼻も口も、冬の水田みたいに、干上ってしまっている。（安部） 
― 「誰だってこの部屋に始めて入った男は、むだ口をききたがる」と厚くめくれた脣の間で
煙草をぐしょぐしょに濡らした管理人はいった。（大江） 
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くすくす  
― ボスの小言は～かえるぴょこぴょこみぴょこぴょこ～；先月半ばのプチ出張。カエルの石
彫りをたくさん仕入れて、ロスメンに戻った。私がテラスで、かえるぴょこぴょこみぴょ
こぴょこ…と言いながら、購入したカエルの石の手入れをしていると、庭掃除をしていた
ロスメンのスタッフが、くすくす笑いながら、「なにそれー？もう 1 回歌ってよ。」と言
った。私は、「これは歌じゃないよ。」と言って、日本の伝統的（？）早口言葉“かえるぴ
ょこぴょこみぴょこぴょこあわせてぴょこぴょこむぴょこぴょこ”を彼に教えてあげた。す
るとこれが大ウケ！彼はどうしてもこの言葉をマスターしたいと言う。日本人でも喋るの
に困難なセンテンスを、日本語の全く話せないバリ人に教えるのは至難のワザだとは思っ
たが、そのスタッフの覚えたいという熱意に押され、彼の仕事が終わったら、早口言葉講
習会を開こうということになった。 
(http://www.babigurin.com/vol5.htm) 
― ぺたぺた・・・ぽてぽて・・・ぽってらぽってら・・・大きなフリースを着た、子供。爪
先だけが見え隠れする歩き方。可愛くて愛しくて、両親は思わずこう命名した。『ぺんぎん』
と・・・。ぺたぺた・・・と歩いて。我が家の可愛いぺんぎんは、大きな蒼い瞳をくりく
りしてる。「新一、こっちにおいで」おやつがあるよ？ちらっと反応はしたけれど、ぷいっ
と横を向いてしまった。「おや？」と思い、くすくすと優作は笑ってしまう。そうだった。 
(http://www.asahi-net.or.jp/~eg5k-tmr/pengin_1.htm) 
― 「のんちゃんが死んじゃった時、雄一はごはんものどを通らなかったのよ。だから、あな
たのことも人ごととは思えないのね。男女の愛かどうかは保証できないけど。」くすくすお
母さんは笑った。（吉本ばなな『キッチン』、p. 27） 
― 二人が白いエプロンで光の中、くすくす笑っている様子は、涙が出るほど幸福な眺めに思
える。（吉本ばなな『キッチン』、p. 95） 
― 小さな子供たちはくすくすと笑った。殊に桃子は莫迦笑いを起しそうになり、それを堪え
ようと無茶苦茶に顔をゆがめた。（北） 
― 院長回診に従ってきた医者や看護婦が慌てて患者をとりおさえたが、しかし後尾のほうに
いた若い見習看護婦はどうしても我慢できず、下うつむいて長い間くすくすと笑った。（北） 
― 「旦那様はそりゃ可恐い方なんだよ。いくら上手に嘘をついたって皆心の中を見透してお
しまいになるんだからね……、こう云ってやったら、びっくりしたような顔をして、はあ、
はあ、って云ってるの」妻はくすくす笑いながら首を縮めた。（志賀） 
― 廊下のところに立った二三の女教師、互にじろじろ是方を見て、目と目で話したり、くす
くす笑ったりしていたが、別に丑松は気にも留めないのであった。その朝は三年生の仙太
も早く出て来て体操場の隅に悄然としている。（島崎） 
― 「農協の隣りの家に奥さんと住んでいるよ。任期も長かったそうだし、あの人なら何か知
っている」彼はくすくす笑った。どぎまぎしていたためにそんなことを思い出せなかった
自分がおかしく、七瀬の役に立てそうなことが嬉しかったのだ。「なぜ思い出さなかったん
だろうな。つれて行ってあげるよ」（筒井） 
― 「珠子さんが独りでいなさったので、頼央さんが夜這いをかけてたらしこんだのではない
かとか、だいぶいろんな噂がとびましたよ」木下の妻がくすくす笑いながら言った。「でも
まあ、そんなことはありますまい。….」（筒井） 
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― 朝食を摂りながらそんなことを考え、夢の論理をむきになって否定している自分に気がつ
き、七瀬はくすくす笑った。足が悪い、という共通点だけで二人の人物を同一化するなど、
まさに夢独特の、いかにも夢らしい作業といえた。（筒井） 
― 同僚がついて来る様子のないことを確かめてから、手洗いに入って用を足し、それからて
いねいに手を洗った。鏡の中の、少し髪を乱した自分の顔を見ながら、くすくすと笑った。
（川上弘美『先生の鞄』、p. 24） 
 
ぐすぐす  
― 彼もまためっきり老いこみ、ひときわ背もしぼんだように小さく見えた。台湾沖航空戦の
とき「アメリカ降服」を予想した勢いのおもかげすらなかった。風邪気味なのか、しょっ
ちゅう鼻をぐすぐすとすすりあげていた。（北） 
― 風邪気味なのか、しょっちゅう鼻をぐすぐすとすすりあげていた。（北） 
― 院代はいくらか愚痴っぽく言って、ぐすぐすと鼻を鳴らし、屋上の鉄柱の上にだらりと色
も褪せてたれている青い旗を見あげた。それは七年前の五十周年記念日に際して、院代が
あたふたとした情熱をこめて制定した院旗にちがいなかった。（北） 
― 体格のよい欧洲に比べるとひどく貧相に見える院代勝俣秀吉は、ぐすぐすと鼻をすすり、
それからこう独りごとのようにつけ加えた。（北） 
 
ぐずぐず  
― 外は暮れていた。暮れると、急に冷える。ぐずぐず布団にいるから、昔のことなど思い出
すのだ。（川上弘美『先生の鞄』、p. 91） 
― ぐずぐずしていると、母は上って来て、どんどん歩いてゆく。（『帰りたかった家』、p.87） 
― 一番混んでいる時間、きれいな桶を獲得するのはぐずぐずしていては難しい。（『帰りたか
った家』、p.116） 
― 「わしは橋を渡る。ぐずぐずしてはおられん。よし、渡ろう」（井伏） 
―  霧を通して騒がしい人声が聞え、「こらトラック、もう一人や二人は乗れるぞ」「なにを
ぐずぐずするんじゃ、もう五時半じゃ」という胴間声が聞えて来た。昨晩、僕が眠った後、
広島から大勢の怪我人がここに辿りついて来たらしい。（井伏） 
 
くたくた  
― 心も身体もくたくたに疲れ果てたみたいもう泥のように眠ってしまおう。 
(http://sumirex.exblog.jp/1793694) 
― 今週はなぜかきつかったです。くたくたです。明日に備えて休みます。 
(http://www5d.biglobe.ne.jp/~ihatoubu/diary-set/20040206/) 
― この間残ったくたくたブロッコリーでジャガイモを炒めてみたらおいしかった。 
(http://www.reitaro.com/mt/archives/2005/02/post_356.html) 
― 私たちは毎日くたくたに疲れきって仕事から帰ってくると天幕村や駐屯所のまわりの荒地
を箒で掃かされた。兵士たちはかがり火をたいて終夜歩哨をやった。（開高） 
― くたくたの紺のモンペをはいた平凡な顔の男だが、こちらの聞くことは何かにつけてよく
知っていた。（井伏） 
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― 捕虜になった日本軍には彼らの豊富な食糧が与えられた。なかんずく軍医であり将校であ
る峻一はふんだんに濃厚な食物を食べることができた。こうして二カ月、栄養失調でひと
しきりひょろひょろに痩せこけていた峻一が、ふしぎな生理作用によって、こんなふうに
化物じみて不健康にふくれた体躯、ぶざまな滑稽な顔だちになってしまったのだ。峻一は
その日浦賀に復員し、その足で大きなトランクをかついで青山の焼跡へ行った。次に金沢
清作の家へ行き、この西荻窪の家を教えられ、そのまま即座にとって返して、くたくたに
なりながらも、やっとここまで辿りついたところだった。ただならず肥満した兄は、精も
根も尽きはてたというように吐息をつきながら、玄関の板の間に、にぶい重そうな音響を
立てて腰をおろした。（北） 
 
ぐたぐた  
― 雨も降らず連日の猛暑でぐたぐたになってる 
(http://erika.hp.gaiax.com/Diary/view.jsp?szMainCode=03&szSubCode=01&szDiarySe
q=8555) 
― J ぇふ、R ま、K 斐はきのうのサッカーの疲れでぐたぐた、あたしもぐたぐたで、もーー
ぐだぐだ。でも１１じまでしっかり飲んで帰る。 
(http://sekirara.port5.com/yabou/words/kutakuta.htm) 
 
くたり  
― 頤から爪先の生えたのが、金ぴかの上下を着たところは、アイ来た、と手品師が箱の中か
ら拇指で摘み出しそうな中親仁。これが看板で、小屋の正面に、鼠の嫁入に担ぎそうな小
な駕籠の中に、くたりと成って、ふんふんと鼻息を荒くする毎に、その出額に蚯蚓のよう
な横筋を畝らせながら、きょろきょろと、込合う群集を視めて控える……（泉） 
 
ぐたり  
― 太吉もお湯に這入なといへば、あいと言つて帯を解く、お待お待、今加減を見てやるとて
流しもとに盥を据へて釜の湯を汲出し、かき廻して手拭を入れて、さあお前さんこの子を
もいれて遣つて下され、何をぐたりと為てお出なさる、暑さにでも障りはしませぬか、さ
うでなければ一杯あびて、さつぱりに成つて御膳あがれ、太吉が待つてゐますからといふ
に、おおさうだと思ひ出したやうに帯を解いて流しへ下りれば、そぞろに昔しの我身が思
はれて九尺二間の台処で行水つかふとは夢にも思はぬもの、…..（樋口） 
 
くちゃくちゃ  
― そして焼跡と焼跡の間の、細い道には、チューインガムの銀紙がいっぱい捨てられ、なん
せ先きにくすねた奴のドラム缶の中にはガムばっかりいうのがあって、さすがにいくら噛
んでも始末できん、アメリカもし来たら危いし、顎もくたびれるし、子供にじゃんじゃん
ばらまいて、子供はまたそれをニッキ噛むみたいに、ちょっとクチャクチャやって甘さが
なくなったらすぐほかし、その銀紙はじめは折紙のようにしわのばして大事にしとったが、
こうようけあると、ありがた味ない、ほかしたんが道一面に散らばって、それはもう雪つ
もったみたい、夏の太陽にキラキラ光り、頭かくして尻かくさず、これをアメリカみたら、
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すぐくすねたんばれるやろに、それは誰も心配せず、たちまち特配の品なくなり、砂糖だ
けは、ちびりちびりなめて最後まで残ったが、また雑炊、すいとんにもどってからも、お
祭りの後の、神社の境内の色とりどりのゴミのように、チューインガムの銀紙だけは、一
面の茶褐色の風景の中に、アメリカ特配の夢を、とどめた。（野坂） 
― はいつくばってご飯を食べていた。ぺちゃぺちゃくちゃくちゃと嫌な音が立つ。自分では
そんなはしたない音なんぞ立てたくないと思っているのに、ぺちゃぺちゃと汚ない音を出さね
ば皿の上の何だかよく分からない茶色の固まりを食べられない。困った。ほんとうに困った。
食べているうちからもう眠くなる。いくら自分が怠け癖があるからといって食事しながら目が
トロンとなってしまうほど無精ではなかったはずだ。 
(http://www.h3.dion.ne.jp/~inouex/hope.html) 
― シスター・テレサ・イネスは、ドルを持っていた。それも、くちゃくちゃのお札で十八ド
ルきっかりあった。（曽野） 
― 箸の持ち方とかはぼくもちゃんとできているわけじゃないし、気にしてもしゃあないとお
もって気にしないようになってきてるんですが、どうしても無視できないのが食べてると
きにくちゃくちゃうるさい輩。あれだけは何をどうやっても無視できません。くちゃくち
ゃだけはどうしても我慢できないんですよね～。結構、歳食ったひとでもくちゃくちゃや
ってたりするんで、首をかしげちゃったり。 
(http://pinos.as.wakwak.ne.jp/mt/archives/000923.php) 
― 口は閉じているのに、物を食べるときに、くちゃくちゃ言ってる！と言われるんです。。言
われるまでは自分では気付きませんでした；どうしてくちゃくちゃ言ってしまうのでしょう
か？（舌の動かし方の問題かな？？）
(http://okweb.jp/kotaeru.php3?q=634666) 
― 顔も髪もくちゃくちゃ。いつもの服までくちゃくちゃに見える。スーツを着た人たちと逆
行して、くちゃくちゃな頭した私が。片手にアイスラテ、かばんは水玉。私も今から仕事
だよ。
(http://aiba.tv/mika/archives/000194.php) 
― 日本ではうどんやそばをズズズっとすすって食べるのはあたりまえで、味噌汁やそれ以外
のものも、ずずっとすすって食べたり、ぺちゃぺちゃ音をたてて食べる人が多いです。綺
麗に着飾った若い女性（私も２０代ですが）が、高級レストランでズルズルぺちゃぺちゃ
と音をたてて食べているのを見ているとうんざりします。特に、ぺちゃぺちゃと音を立て
たり、珈琲等をずずーと音を立ててすする人のそばにいると自分の食事がすすまなくなり
ます。でも、ぺちゃぺちゃやくちゃくちゃ、音を立てて何かを飲む音はとても抵抗がある
のです。 
(http://www.yomiuri.co.jp/komachi/reader/200205/2002051700008.htm) 
― やたら口唇性愛の多い映画で、フェラチオやクンニリングやスシックスチー・ナインをや
るたびにぺちゃぺちゃとかくちゃくちゃとかいう擬音が大きな音で館内に響きわたった。
（村上春樹『ノルウエイの森（下）』、p. 144） 
 
ぐちゃぐちゃ  
― ぐちゃぐちゃご飯（病兎食）を食べた後のうー太郎。口も鼻もあごまでもべちゃべちゃ。。。
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食べたら磨く？たろこはすぐに、べちゃべちゃになった顔を洗います。 
(http://homepage2.nifty.com/_hana/8.13.htm) 
― なんか今のあたし超ぐちゃぐちゃした気持ち。あたし、今本当にぐちゃぐちゃした気持ち
がずーっと続いてて、なんだか嫌だ。。 
(http://kanatun.jugem.cc/?eid=105) 
― 今の私は、生活するので精一杯。夜に飲むお酒をなくせば、タバコをなくせば少しはお金
がたまるのかもしれませんが、お酒ないと眠れないし（幼いころから寝つきが悪い上に、
眠りが浅いんです）、いらいらしたときにタバコに手を出してしまうし・・・。一体どうし
てこんなに頭の中がぐちゃぐちゃなのか分からないです。こういうときはどうすれば良い
のでしょうか。 
(http://www.counselingservice.jp/backnumber/soudan01/20020422-1.html) 
― とお万阿は、菓子をぐちゃぐちゃ噛みながらいった。いまさらそう言われても、怒りもで
きず、悲しみもできず、ひどく現実感のない話になっている。（司馬） 
― 「ああ、なるとも。ダンスをやってたら冬でも一杯汗を掻いて、シャツがぐちゃぐちゃに
なるくらいだから、運動としては確かにいいね。おまけにシュレムスカヤ夫人のは、あの
通り練習が猛烈だからね」（谷崎） 
― 自我は互いに直交する４本の直線でできている。１本の直線からでもなく、互いに直交す
る２本の直線からでもなく、１点において互いに直交する３本の直線からでもなく、１点
において互いに直交する４本の直線からできている。と、右の手の人差し指の先が考える。
ぼくの目は、窓の外から、それを見ようとして、ぐるぐる回る。病室のなかで、４本の直
線がぐるぐる回る。右の手の人差し指以外のぼくの指がばらばらにちぎれる。子供たちの
首と肩の隙間から、真っ赤な金魚たちがびちゃびちゃあふれ出る。子供たちは、頭をマド
ラーのようにぐるぐる回している。マドラーは、肩の上でぐるぐる回っている。ぐちゃぐ
ちゃと、血と肉と骨をこねくりまわしている。そうして、子供たちは、真っ赤な金魚たち
を、首と肩の隙間から、びちゃびちゃと床の上に落としている。それでよいと、右の手の
人差し指の先は考えている。45 ページと 46 ページの間に身を潜ませていた神もまた、そ
れでよいと考えている。ああ、どうか、世界中の不幸という不幸が、ぼくの右の手の人差
し指の先に集まりますように！ 
(http://www.shimirin.net/an/an2005/an05_002.html) 
 
くっきり  
― 胸には肋骨がくっきりと痛々しく浮きだし、手も足もなんと今はほそく、骨ばかりで、そ
していやな色の、とうに死にかけた泥のようなかさかさした皮膚がその上をおおっていた。
下田の婆やは、今は頻々と苦痛を訴えた。いつもの堪え性がなくなっていた。（北） 
 
くつくつ  
― 青年の低い笑い声が、奥から聞こえた。サトルさんの言葉に笑ったんだが、ぜんぜん関係
ないことで笑ったんだか、青年はしばらくの間くつくつと笑っていた。まいど、という声
に送られてのれんをわけると、夜の風が頬にあたった。みぶるしいながら、わたしはがら
り戸を閉めた。風に、湿った雨の匂い混じっている。ぽつりと一粒が頭にあたった。わた
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しは急ぎで足で家に向かった。（川上弘美『先生の鞄』、p. 149） 
 
ぐつぐつ  
― 鍋で何かを煮るぐつぐつという音がして、魚を焼く匂いがした。（『ノルウエイの森（上）』、
p. 123） 
― 「すき焼なんて夢にまで見ちゃったわよ。肉とネギを糸こんにゃくと焼豆腐と春菊が入っ
て、ぐつぐつとー」（村上春樹『ノルウエイの森（下）』、p. 248） 
― 実際、食糧もないはずの野営地で、彼らはどこからか手品のように手に入れてきた酒を飲
んでいた。鶏をしめて飯盒でぐつぐつ煮ていた。ともあれ彼らは、絶対不敗、神州不滅の
精神を堅持し、腹をすかしたひょろひょろの部隊を叱咤し引きずっていった。（北） 
 
ぐっしょり  
― 手術で右後頭部を切られたので、左側を下にして横向きに寝ていたが、右の耳に水が入っ
ているらしく、仰向けになったり横向きになったりするたびにぴちゃぴちゃ音がした。頭
には包帯とタオルが巻いてあり、切ったところにはガーゼを当ててあるので、タオルやガ
ーゼの分厚い層をかき分けて耳を触ると、耳の入口（耳殻）が濡れていた。触った指を見
たら茶色い液体が付いていた。消毒のイソジンだ。これが耳の中に垂れているらしい。そ
う言って、Ｋさんが綿棒を耳の中に入れ、イソジンを拭ってくれた。それでもまだ、耳の
中でぴちゃぴちゃ音がしている。とても気持ち悪い。後で頭のタオルをはずしてわかった
のだが、シャワーをかけるように頭全体にイソジンを浴びせて消毒したので、髪の毛がイ
ソジンでぐっしょり濡れて滴るほどだったらしい。そのときイソジンが耳の中に入ったの
だろう。後で頭のタオルをはずしてわかったのだが、シャワーをかけるように頭全体にイ
ソジンを浴びせて消毒したので、髪の毛がイソジンでぐっしょり濡れて滴るほどだったら
しい。そのときイソジンが耳の中に入ったのだろう。次の日になってＹ先生に言ったら、
「そんなはずはない」と否定された。「耳はしっかりふさいで、中に入らないようにしてか
けたんだから、入るはずないよ」「でも、耳の中でぴちゃぴちゃいっているんですもの。髪
の毛についていたのが垂れて、耳に入っちゃったんじゃない？」Ｙ先生は納得できないと
いうように首をかしげた。本人の私が耳に水が入っていると感じるのだから、いくら先生
が首をかしげても、いつか何かのタイミングで入ったのに違いない。そう確信していた。 
(http://www.h3.dion.ne.jp/~a-garden/tumor/tumor-t08.html) 
― 涙と熱い息のせいで、僕のシャツは湿り、そしてぐっしょりと濡れた。（『ノルウエイの森
（上）』、p. 75） 
― 我々は傘をさしてぐっしょりと濡れた木馬やガーデン・チェアや屋台のあいだを散策した。
（村上春樹『ノルウエイの森（下）』、p. 204） 
― 雨は音もなく執拗に降りつづき、それは僕らの髪をぐっしょりと濡らし、涙のように頬を
つたって落ち、彼女のジーンズの上着と僕の黄色いナイロンのウインド・ブレーカーを暗
い色に染めた。（村上春樹『ノルウエイの森（下）』、p. 209） 
― 暑い夜で直子は汗やら涙やらでぐしょぐしょに濡れてたんで、私バスタオル持ってきて、
あの子の顔やら体やらを拭いてあげたの。パンツまでぐっしょりだったから、あなたちょ
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っと脱いじゃいなさいよって脱がせて……ねえ、変なんじゃないのよ。（村上春樹『ノルウ
エイの森（下）』、p. 246） 
 
ぐっすり  
― よくレム睡眠とノンレム睡眠という言葉を聞く事もあるかと思いますが、一般に「レム睡
眠」は夢を見ている状態の「目をぎょろぎょろと動かしている」という睡眠状態、「ノンレ
ム睡眠」はその反対に「夢を見ずに、ぐっすりと寝ている状態」と理解されて ... 
(dream777.exblog.jp/) 
― あ鶏が鳴くわいと思ったと思うと、其のままぐっすり寝入って、眼の覚めた時は、九時を
過ぎている。朝日が母屋の上からさしていて、雨戸を開けたらかっと眼のくらむ程明かっ
た。（伊藤） 
― 雄一は、ソファでそのままぐっすり眠ってしまった。私より先に眠れたことが幸せそうな
寝顔だった。ふとんをかけてやってもびくともしない。（吉本ばなな『キッチン』、p. 91） 
― 僕はだいたい夜遅くまで本を読み朝は八時くらいまで熟睡するから、彼が起きだしてごそ
ごそしても、ラジオをつけて体操を始めても、まだぐっすりと眠りこんでいることもある。
（『ノルウエイの森（上）』、p. 32） 
― 彼女はにっこり笑って、僕の手首にそっと手を触れた。「私、少し前からあなたのこと信じ
ようって決めたの。百パーセント。だからあのときだって私、安心しきってぐっすり眠っ
ちゃったの。あなたとなら大丈夫だ、安心していいって。ぐっすり眠ったでしょう、私？
（村上春樹『ノルウエイの森（下）』、p. 185） 
― そこからは歩けばかなりの距離でしたが、他に時間をつぶす方法も思い浮かばず、私は国
立美術館への道をゆっくり歩いて行きました。赤味を帯び始めた陽の光はまだ暑く、途中
の道にあった喫茶店に入りました。目をつむって椅子に凭れ込んでいるうちに、少し眠っ
たようでした。ふと目をあけて時計を見ると、少しではなく二時間近くも、ぐっすり眠り
込んでいたことに気づき、私は慌てて喫茶店を出ました。美術館の、玉砂利の敷きつめて
ある入口のところに大熊は立っていました。（宮本） 
― 「他のところは全部我慢するから。跳躍のところだけをやめて僕をぐっすり眠らせてくれ
ないかな」（『ノルウエイの森（上）』、p. 33） 
― 電話がかかっていることを知らせるブザーが鳴ったとき、僕は死んだようにぐっすりと眠
っていた。僕はそのとき本当に眠りの中枢に達していたのだ。だから僕には何がどうなっ
ているのかさっぱりわからなかった。（村上春樹『ノルウエイの森（下）』、p. 134） 
 
ぐったり  
― 昼間何度もこうして遊んでもらって上機嫌だった私は、急に泣き止まなくなり、夕方には
ぐったりして声も弱く、ひくひくするばかりになった。（『帰りたかった家』、p.12） 
― 僕は歩き疲れていささかぐったりとしていたし、彼女はテーブルの上に両手を置いてまた
何かを考えこんでいた。（『ノルウエイの森（上）』、p. 39） 
― 火事が終わってしまうと緑はなんとなくぐったりとしたみたいだった。（『ノルウエイの森
（上）』、p. 145） 
― ところが怪我の軽い人は農家へ収容されているということを聞いたので、また一わたり農
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家を尋ねて歩きました。最後にぐったり疲れまして、恥も外聞もなく或る一軒の農家で『縁
側に休ませて下さい』と云って、ひんやりした縁を借りて横になりました。午後五時ごろ
でした。（井伏） 
 
くっ  
― 小さな騒ぎは終った。ベエさんは立上り、剛毛のはえたいささかせりだし気味の自分の腹
をぱんぱん、と軽く叩き、その近くで二人を見守っていた宴席の何人かにむかって「くっ」
と笑ってみせた。（司馬） 
 
ぐっ  
― 「栃木の地の酒のほうがうまいのになあ」サトルさんと同じ角度にぐっと振り向き、続け
た。車は山道を登りはじめている。あ、あ、とわたしとセンセイが声をあげたのと、車の
鼻先がガードレールを擦ったのが同時だった。 
― 体の動きもぐっと大きく滑らかになった。（『帰りたかった家』、p.68） 
― どうするときかれても、ノッポが耳うごかしたり、サクライが肩の骨ポキポキならすよう
なコツはなく、ただあのザッツァッツァッツァと、ラ・クンパルシータ耳にしたとたん、
ぐっと胃から口へこみあげて来ただけで、「そやなあ、腹にこう力入れて、ウッと」入所し
てはじめて、人より優位に立ち、調子にのって、何度もゲッと口にもどす、「ラ・クンパル
シータという唄知ってるか、あれきいたらこないなってんけどな」それと反芻に因果関係
ないとわかってはいるけれど、ちょいと神秘めかしていう。（野坂） 
― あやうくのけぞろうとするのをぐっと踏みこたえると、ついそばの柔いものに突き当り、
ああそうだ、善太郎がいたのだと気がつきながらそのまま手をかけて小さい肩にすがった
が、このとき顔と顔をひたと突き合せるや、どこの悪魔の不意打か、わたしはううんと恐
怖のうめきをあげて、奈落に落ちるばかりに顛倒してしまった。今まのあたりに見る顔は
わたしの顔よりほかのものではない。（石川） 
 
ぐにゃぐにゃ  
― 生後１ヶ月までの赤ちゃんを、新生児と言います。くびはすわらず、ぐにゃぐにゃ。身体
の骨の多くが、まだ軟骨で、ぐにゃぐにゃ。 新生児は、ぐにゃぐにゃ。頭頂部は、まだ骨
がくっついてない部分があり、ぺこぺこ。 あたまはぺこぺこ。男性諸君。あたまが、なぜ
ぺこぺこかと言うと知ってますか？ 出産時に一番せまいところが、産道です。そこを通
過するのに、あかちゃんは、頭の骨と骨を重ね合わせて小さくする。それがぺこぺこの原
因です。うまれてしばらくは、いびつな頭で当然なんです。いろんな頭のあかちゃんがい
ます。とがったり、斜めったり。でも、いいんです。ドーナツまくらって、ありましたよ
ね。頭の絶壁を防止すると。いまは、あまりやらないそうです。この時期、頭の下にまく
らすると、ゲロしたとき気道が確保しにくいんだそうです。 
(http://www.bananawani.org/hijikata/ikuji00.html) 
― 海面に浮くぐにゃぐにゃのクラゲみたいな、でもちょっと違う半透明の物体が、波音一つ、
三人を観察していたとかなんとか……） 
(http://www1.ocn.ne.jp/~quelle/buttai.htm) 
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― あたしどうしたって二千円……」と、いつもはぐにゃぐにゃしているからだをぴんとそら
し眼をすえて猛り立つ有様は別人のごとく、わが姪ながらこうも変るものかとあきれつつ、
今は延津賀がなだめ役にまわる仕儀であった。（石川淳） 
― しかし三河はどこでもぐにゃぐにゃ道なのね、少々疲れました。 
(http://www.mms-net.com/~mimasaka/bbs/43.html) 
― 足首のぐにゃぐにゃ感がなくなり、バランスも問題なくとれるようになったら STEP3 に
進みましょう！ 
 (http://www.littlegym.jp/athlete/ankle/step2.html) 
― そう呟くと、不意に周囲の風景の遠近法がぐにゃぐにゃと歪んでしまうのだった。（五木） 
― 一見してハイミナールでも大量にのんでふらふらしているのだとわかったが、ぼくが手を
だすと猛犬の唸り声をあげて払いのけたあとで、今度はじつにたわいなくぼくの首にぶら
さがり、その重みをからだの下に集めてぐにゃぐにゃとからみついてしまったのである。
まるで形のさだまらない土嚢をふいにあずけられたようなものだった。それでも一瞬のあ
いだにぼくはこのふってわいた災難の逆手をとってしめあげみごとに金の卵を吐かせてや
ろうと思案した。（倉橋） 
― 私はガウンを持って来て、大の字なりに倒れている彼女の体を抱き掬いました。そして私
が帯を解き、着物を着換えさせてやる間、ナオミはわざとぐったりとして、屍骸のように
手足をぐにゃぐにゃさせていました。（谷崎） 
― 誰にもわかりはしない、産院の分娩室に私がぐったりとつかれ果てて横たわり、陣痛がは
じまってから十四時間というもの無我夢中で、そのままぼんやり夢うつつのさなか、「はい、
お嬢ちゃんですよ」ふいにどすんと重いものが私の腹の上にのせられ、眼の前に看護婦に
支えられた伸子が、とても人間の赤ん坊とは思えぬ声で泣きさけんでいて、一瞬、「あ、貞
三によく似ている」と考え、だがすぐに恐怖感が襲いかかり、その時はまだその正体に気
づかなかったけれども、すくなくとも妊娠とわかってから日増しにつのる不安感の、さら
にその形はっきりしたように思えて、そのぐにゃぐにゃとたよりない肉のかたまりから眼
をそらした。（野坂） 
― さあもう寝ろよ、と木下が言って上衣を脱がせにかかったが、柳井は身体をぐにゃぐにゃ
させてそれを拒んだ。（福永） 
 
くらくら  
― 人は死んでいったのだが、ここにはまだ生きている人の精を取る化物がいるので、それを
追い払うためにやるんだよ。一回ある不幸は二回あるので、この家の、家の屋敷内に化物
がいるはずだから、ブーミチャーと言って、砂利を持ってそれを追わなければ、またもう
一人、後生に行かねばならないことになる。そんな理由があって化物を追い払うわけなん
だ。人の精を取る化物を追い払う意味なんだ。それは、 「ありありくらくらほいほい。あ
りありくらくらほいほい。」  と唱えて、七回家の内を巡るんだ。ちょうど豆まきのような
んだ。 
(http://www.okiu.ac.jp/minwa/onnavill/kaiitan/bu-micha-.htm) 
― 給料はよかったが、大変な労働だったし、シンナーで頭がくらくらした。村上『ノルウエ
イの森（下）』、p. 172） 
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― ……彼女の前後左右には乾いた熱気が放射され、砂も海も空も眩く光輝に満ち、目をつぶ
るとくらくらとする暗黒の視野のなかに、童話じみて彩られた火の玉が幾つも浮んで移動
した。（北） 
― ぎょっとして、くらくら目まいしました。敵。自分がシゲ子の敵なのか、シゲ子が自分の
敵なのか、とにかく、ここにも自分をおびやかすおそろしい大人がいたのだ、他人、不可
解な他人、秘密だらけの他人、シゲ子の顔が、にわかにそのように見えて来ました。（太宰） 
― 今夜はまあここに泊るさ。明日になったらまたいい考が出るだろう。」いわれるままに泊っ
たその明け方、赫とのぼせて来た頭の悩みに眼をさまし、無理にこらえて厠へ立った縁側
で急にくらくらとして倒れたのでさわぎとなり、医者が来たときにはもう床の上に大熱往
来、「わるくすると肺炎に」でさっそく芥子の湿布で胸と背中を焦きつけられ身うごきなら
ぬ状態についそのまま薩摩屋の一室にとどまることになり、手厚い介抱を受けながらとう
とう一カ月におよんでしまった。（石川） 
― 結局は初めからやり直すよりほかはない。ふと気がつくと、教官がすぐ傍らに立っていて、
周二は一瞬頭の芯がくらくらする。教官はあまりにもたもたしている生徒が怠けているの
ではないかと観察しにやってきたのだが、その生徒は見るもむざんに色あおざめ、両の手
は徒らに震えながら滅裂な行為をとろうとあがいていることが一目で見てとれる。（北） 
 
ぐらぐら  
― 僕は夢の中でなぜか歩いていました。しばらく歩いていると、口の中に違和感を感じまし
た。変だなあと思い、口の中の指を突っ込んでみると、あろうことか前歯がやたらぐらぐ
らしていたのです。「やべえなあ、治るかなあ、永久歯って生えてこねえよなあ」などと
思ったのですが、あまり気にすることなく、再び歩き始めました。そしてまたしばらくす
ると、なんだか口の中がじゃりじゃりとたくさんの味の無い小石を口内で転がしているよ
うな感触がしたのです。それらを手のひらに吐き出してみると、なんと口内の歯という歯
が手のひらの上にずらーっと血混じりに並んでいるのです。「この歳にしてそう入れ歯か
よ！！」と落ち込んでいる時にふと鏡を見ると、歯茎が全てめくりあがり、自分の顔とは
思えないほど醜い顔をしていました。 
(http://www.dreamisland.jp/yume_detail.cgi?y_id=1066) 
― それがさ、一件じゃから耐らぬて、乗るとこうぐらぐらして柔かにずるずると這いそうじ
ゃから、わッというと引跨いで腰をどさり。（泉） 
― そう思いながら、次から次に剥ぎとって行った。ちょうどそれは、ぐらぐらする歯を抜こ
うとして、痛くても痛さを楽しみながら捏ねまわしているようなものである。― それに
似た快感があった。あらかた僕は撚じれた皮を剥がした。最後に、小鼻のわきの固形化し
た膿を爪の先で摘まんで引くと、上の端から剥脱して、こっぽりと剥げ、黄色い膿の汁が
手首に落ちた。（石川） 
― 罹災しなくても焼跡を歩きまわった人たちのうちには、次々と皮膚に斑点が出たり頭の毛
が抜けたりして、歯がぐらぐら動きだしたりするのもいるそうだ。僕もどんなことになる
か知れないが、今のところ髪を引張っても抜けないし皮膚にも斑点がない。歯にも異常が
ない。（僕は被爆後二年たって、もう大丈夫だと思うようになった頃から歯が二本ぐらぐら
動きだし、やすやすと自分で抜くことが出来た。つづいて四本の歯が動きだしたので指で
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つまんで引張ると何の痛みもなく抜け、今では上の歯が総入歯である。（井伏） 
― 霧がはれて、お日さまが丁度東からのぼりました。夜だかはぐらぐらするほどまぶしいの
をこらえて、矢のように、そっちへ飛んで行きました。（宮沢賢治『銀河鉄道の夜』、p. 36） 
― 夜だかはおじぎを一つしたと思いましたが、急にぐらぐらしてとうとう野原の草の上に落
ちてしまいました。おしてまるで夢を見ているようでした。からだがずうっと赤や黄の星
のあいだをのぼって行ったり、どこまでも風に飛ばされたり、又鷹が来てからだをつかん
だりしたようでした。（宮沢賢治『銀河鉄道の夜』、p. 36） 
― ひなげしはみんなまっ赤に燃えあがり、めいめい風にぐらぐらゆれて、息もつけないよう
でした。（宮沢賢治『銀河鉄道の夜』、p. 75） 
 
くるくる  
― 「こうやってさ、くるくるまわしをしてる奴が世の中にはよくいてさ、見るたびに気恥ず
かしいって俺も思うんだけど」わたしは、小島孝がくるくるまわす手元を、注視していた
のだ。（川上弘美『先生の鞄』、p. 131） 
― べ、べつにそんなこと思ってないよ、わたしは」でも、ほんとうは少し思っていた。「だけ
ど、大町、だまされたと思ってくるくるやってみろよ」小島孝は、わたしの目をのぞきこ
むようにしながら、進めた。（川上弘美『先生の鞄』、p. 132） 
― 「そう？」と言いながら、わたしはくるくるとワインをグラスの中でまわした。香りが、
たちのぼる。（川上弘美『先生の鞄』、p. 132） 
― 玩具の木登り猿の要領だ。興奮しすぎているせいか、額の汗が変に冷たい。なるべく、砂
をかぶらずにすませようと、ロープだけをたよりにするので、体がくるくるまわって落着
かない。思ったよりも、はかどらず、なるほど引力というやつはしぶといものだ。それに
してもこのふるえは、一体なんとしたことだろう？（安部） 
― その女と並んで、私の向う横に腰かけたつれの男は額がとても白い。紺縮みの着物に、手
拭のように細いくたびれた帯をくるくる巻いて、かんしょうに爪をよく噛んでいた。（林） 
― 日傘をくるくる廻しながら、私は古里を思い出し、丘のあの老松の木を思い浮べた。（林） 
― ――久し振りに、私の胸にエプロンもない。白粉もうすい。日傘をくるくる廻しながら、私
は古里を思い出し、丘のあの老松の木を思い浮べた。――下宿にかえってくると、男の部屋
には、大きな本箱が置いてあった。（林） 
― 光秀はまるで小児に化ったように馬をくるくるとまわして松の姿を楽しみ、ついには砂上
を駈けさせて馬を水に入れ、しばらく馬を湖水で泳がせつつ、湖面から見た松の景観を味
わい、さらに前景に松をひかえた坂本城の威観をも眺め楽しんだ。（司馬） 
― ついに底まで掻い出せぬとわかると、信長はくるくると裸になり、刀を一本背にくくりつ
けて水音高く飛びこみ、水中で目をくわっとひらき、藻をかきわけ、岩間を通りぬけ、底
の底まで見確かめてやっとあがってきた。（司馬） 
 
ぐるぐる  
― 重兵衛さんのお伽噺のレペルトワルはそう沢山にはなかったようである。北山の法軽堂に
現れる怪火の話とか、荒倉山の狸が三つ目入道に化けたのを武士が退治した話とか、「しば
てん」（木の葉天狗）と相撲を取る話。「えんこう」（河童）を釣る話とかいう種類のものが
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多かった。一例として「えんこう」の話をとると、夕涼みに江ノ口川の橋の欄干に腰をか
けているとこの怪物が水中から手を延ばして肛門を抜きに来る。そこで腰に鉄鍋を当てて
待構えていて、腰に触る怪物の手首をつかまえてぎゅうぎゅう捻じ上げたが、いくら捻じ
っても捻じっても際限なく捻じられるのであった。その時刻にそこから十町も下流の河口
を船で通りかかった人が、何かしら水面でぼちゃぼちゃ音がしていると思ってよく見ると、
一匹の「えんこう」が、しきりにぐるぐる廻転運動をしているのであった。つまり「えん
こう」の手は自由自在に伸長されるもので、こんなにまで長くなり得るものだという事が、
この「事実」で証明されるというのであった。 
(http://www.aozora.gr.jp/cards/000042/files/24412_15373.html) 
― 自我は互いに直交する４本の直線でできている。１本の直線からでもなく、互いに直交す
る２本の直線からでもなく、１点において互いに直交する３本の直線からでもなく、１点
において互いに直交する４本の直線からできている。と、右の手の人差し指の先が考える。
ぼくの目は、窓の外から、それを見ようとして、ぐるぐる回る。病室のなかで、４本の直
線がぐるぐる回る。右の手の人差し指以外のぼくの指がばらばらにちぎれる。子供たちの
首と肩の隙間から、真っ赤な金魚たちがびちゃびちゃあふれ出る。子供たちは、頭をマド
ラーのようにぐるぐる回している。マドラーは、肩の上でぐるぐる回っている。ぐちゃぐ
ちゃと、血と肉と骨をこねくりまわしている。そうして、子供たちは、真っ赤な金魚たち
を、首と肩の隙間から、びちゃびちゃと床の上に落としている。それでよいと、右の手の
人差し指の先は考えている。45 ページと 46 ページの間に身を潜ませていた神もまた、そ
れでよいと考えている。ああ、どうか、世界中の不幸という不幸が、ぼくの右の手の人差
し指の先に集まりますように！ 
(http://www.shimirin.net/an/an2005/an05_002.html) 
― 紐でぶら下げて電動でばたばた動きます。輪ゴムをクランクでぐるぐる捻っておいて、元
に戻る力で翼をばたばたします。 
(http://www2r.biglobe.ne.jp/~fruitbat/items/flappingtoy/flappingtoy.htm) 
― にたにたとむかつく笑みを浮かべながら双子は左右に行ったり来たりした後、腕を組んで
ぐるぐる回った。 
(http://ssk1107.fc2web.com/ominaesi.html) 
― ―ああ、最後はいつ会ったんだっけ。笑って分かれただろうか。頭がぐるぐるまわった。
私が大学をきっぱりやめて料理研究科のアシスタントになったのは秋の初めだった。（吉本
ばなな『キッチン』、p. 67） 
― いろんな思いが彼女の頭の中でぐるぐるとまわっていることがわかっていたので、僕も口
をはさまずにそのとなりを黙って歩いた。（『ノルウエイの森（上）』、p. 16） 
― 交通を規制するパトカーが残って路上でライトをぐるぐると回転させていた。（『ノルウエ
イの森（上）』、p. 145） 
― 「私は不図ここいらに適当な宅はないだろうかと思いました。それで直ぐ草原を横切って、
細い通りを北の方へ進んで行きました。いまだに好い町になり切れないで、がたぴしして
いるあの辺の家並は、その時分の事ですから随分汚ならしいものでした。私は露次を抜け
たり、横丁を曲ったり、ぐるぐる歩き廻りました。仕舞に駄菓子屋の上さんに、ここいら
に小ぢんまりした貸家はないかと尋ねて見ました。上さんは『そうですね』と云って、少
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時首をかしげていましたが、『かし家はちょいと……』と全く思い当らない風でした。（夏
目） 
― 更にここから直角に折れた金属棒の先端には丸いゴム製の毬がついている。彼が片手でぐ
るぐると歯車についた把手をまわすと、なんだか複雑そうな連繋運動によって円盤はびり
びりと振動し、ゴム製の毬はもっと微妙にびりびりと振動する。（北） 
 
くるっ  
― 黙って母が引き取って、くるっと皮をはいだ。（『帰りたかった家』、p.88） 
― 「謀叛だな。よし。引き上げろ。」そう大臣はみんなに云った。そこで大臣一行は、くるっ
と馬を立って直し、黄いろな塵をあげながら、一目散に戻って行く。ソン将軍はこれを見
て肩をすぼめてため息をつき、しばらくぼんやりしていたが、俄かにうしろを振り向いて、
軍師の長を呼び寄せた。（宮沢賢治『銀河鉄道の夜』、p. 143） 
 
ぐるっ  
― よしろうは両手（りょうて）でひもをもつと、ぐるっと回（まわ）してぴょんととびまし
た。また、ぐるっと回してぴょん。何度（なんど）でもとべます。 
(http://www.chugoku-np.co.jp/kikaku/ohanashi/yonde4-3.html) 
― 布団を持ち上げてやると、ちょっと中をのぞいて暖かそうだと思うと喜んで頭でぐいぐい
もぐり、中でぐるっと向きをかえ、ぺちゃんこになってごろごろいう。（『帰りたかった家』、
p.45） 
― その上ぐるっと廻る時に波に乗るように浮き上がりぐっと下がる。（『帰りたかった家』、
p.68） 
― 「駒込」と僕は言った。「知らなかったの？我々はぐるっと回ったんだよ」（『ノルウエイの
森（上）』、p. 38） 
― すると彼女はしばらく何事か思案している様子でしたが、これから船に乗るのだが一緒に
乗ってくれないかと言いました。船に乗ってどこへ行くのかと私が尋ねると、彼女は湾の
中をぐるっとひと廻りして、すぐに帰ってくるのだと言って、停泊している漁船の方に目
を向けました。（宮本） 
― 俺のあだなは海の彗星と云うんだ。知っているか。俺は鰯のようなひょろひょろの魚やめ
だかのようなめくらの魚はみんなパクパク呑んでしまうんだ。それから一番痛快なのはま
っすぐに行ってぐるっと円を描いてまっすぐにかえる位ゆっくりカーブを切るときだ。（宮
沢賢治『銀河鉄道の夜』、p. 24） 
 
くるり  
― 善太郎が行ってしまうと椅子をくるりと廻して向うを眺めている善作に取りつく島もなく、
わたしはうそ寒くちぢまって咽喉をからからに乾からびさせるばかりであったが、もはや
この沈黙に堪えきれず、かかる異常な重圧の下に胸を緊めつけられているよりはどんな愚
かしいひびきを立てるにしろ、いっそ音に出でて吐息をつこうと、そのときわたしのもつ
れる舌から押し出されたことばは、ああ、「金を貸してくれませんか。」（石川） 
― 彼女はすいと立上った。ちょっと隣室へ行きかけたが、くるりと向きを変え、障子をあけ
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て廊下へ出ると階段をぎしぎしいわせながら降りていってしまった。（北） 
― はるか遠くを灯台の明かりがまわっている。くるりとこちらを向き、また遠ざかり、波の
上に光る道を作る。（吉本ばなな『キッチン』、p. 140） 
― 「ほんとうに大町は変わってないな」小島孝は言い、ワインをくるりとグラスの中でまわ
してから、口にふくんだ。（川上弘美『先生の鞄』、p. 131） 
― 靴下は、左右を重ねて、ゴム部分をくるりと返してまとめるだけ。（『家事ワザー基本と裏
ワザ』、p. 149） 
― 峻一はもっとしばしば夢に出てくる。別れたときは六歳であった。幼稚園へ行くのを厭が
ってよくむずかっていたが、その顔をくしゃくしゃと歪めて泣こうとする瞬間の顔貌が、
幾度か夢に現われた。基一郎も出現することがある。もったいぶった様子で近づいてきて、
なにか言いかけるが、そのままくるりと向うをむいて、小暗い宮殿のような建物の中へ歩
いていってしまう。（北） 
 
ぐるり  
― 夕凪のこの時刻、島じゅうに、かもめが飛びかかっているようだった。「ぐるりと一周」そ
う言いながらセンセイは宿の玄関で靴をはいた。宿の名前をマジックでしるししてあるサ
ンダルをわたしがはこうとすると、センセイは止めた。「坂やでこぼこが存外多いのです、
この島は」そう言いながら、下駄箱にきちんと置いてあるわたしの靴をさししめした。（川
上弘美『先生の鞄』、p. 181） 
― 僕は今どこにいるのだ？僕は受話器を持ったまま顔を上げ、電話ボックスのまわりをぐる
りと見まわしてみた。（村上春樹『ノルウエイの森（下）』、p. 262） 
― 縁の上がった耐熱皿を用意して、２の細いほうを縁に立てかけてぐるりと並べ、ラップを
せずに電子レンジで８～９分加熱する。（『簡単レシピで２０分クッキング』、p. 23） 
― むささびかも知らぬがきッきッといって屋の棟へ、やがて凡そ小山ほどあろうと気取られ
るのが胸を圧すほどに近いて来て、牛が鳴いた、遠く彼方からひたひたと小刻に駈けて来
るのは、二本足に草鞋を穿いた獣と思われた、いやさまざまにむらむらと家のぐるりを取
巻いたようで二十三十のものの鼻息、羽音、中には囁いているのがある。あたかも何よ、
それ畜生道の地獄の絵を、月夜に映したような怪しの姿が板戸一重、魑魅魍魎というので
あろうか、ざわざわと木の葉が戦ぐ気色だった。（泉） 
― 小舟は漁船の列のうしろをぐるりとまわって、こちら側へ抜け出て来た。今ではよく見え
る。ああ三治と帯子だ。急に速力がにぶくなった。舟を流しているのだろう。（石川） 
 
くわっ  
― 眼を閉じ、ときにくわっとひらき、読経の声も音程がさだまらない。よほど、心中、さだ
かならぬことがあるのであろう。（司馬） 
― 庄九郎は横目でみて、くわっと口をあけ、声を立てて笑った。（司馬） 
― ついに底まで掻い出せぬとわかると、信長はくるくると裸になり、刀を一本背にくくりつ
けて水音高く飛びこみ、水中で目をくわっとひらき、藻をかきわけ、岩間を通りぬけ、底
の底まで見確かめてやっとあがってきた。（司馬） 
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ぐわっ  
― お万阿の慄えは、不安である。安穏と思っていた大地が、足もとからぐわっと裂けて落ち
こんでゆくような不安である。（司馬） 
― 信長は光秀を押し倒し、高欄の欄干にぐわっとその頭を打ちつけ、さらに離しては打ちつ
づけた。（司馬） 
 
くんくん  
― そのうちにごはんが炊きあがったので、僕は鍋に油をしいてすき焼の用意を始めた。「これ、
夢じゃないわよね？」とレイコさんはくんくんと匂いをかぎながら言った。（村上春樹『ノ
ルウエイの森（下）』、p. 250） 
― ところが愛犬・グレとモリは大のいも・かぼちゃ好き。「やきいも～。いしやきいもうぉ～」
という焼きいも屋のおじさんの声が聞こえてくると、グレとモリはクンクンと鼻を鳴らし
て、あわただしくなってくるのです。（『リネンとかごとヒヤシンス』、p. 94） 
 
ぐんぐん  
― 深く沈んだ暗い町並みの民家の屋根に混ざって、小さな神社の鳥居がいくつも、いくつも
あった。細い坂道をぐんぐん登ってゆく。（吉本ばなな『キッチン』、p. 128） 
― あくまでサンダルにこだわるセンセイである。早くいらっしゃい、そんなところでぼんや
りしていないで。センセイにせかされて、わたしは頭をそびやかした。「それじゃ、いった
いどこに行くっていうんですか」「ぶつぶつ言ってないで、ともかく、いらっしゃい」セン
セイはぐんぐん坂をのぼった。坂の終わりはさらに急になっており、丘をぐるりとめぐっ
ている。センセイの姿が見えなくなってしまった。（川上弘美『先生の鞄』、p. 184） 
― 青山さんは少しズボンの裾を持ち上げるようにした。それから爪先立つような恰好で、ぐ
んぐん歩いて行く彼女の後方を廻るようにして、砂浜の小高いところへ行った。それから、
青山さんは気の毒にもふらふらしながら、片脚ずつ逆に足をあげて、靴の中へ入った水を
出そうとした。（曽野） 
― そして水をごくごくのむとそっくりゆうべのとおりぐんぐんセロを弾きはじめました。（宮
沢賢治『銀河鉄道の夜』、p. 229） 
 
ぐん  
― 彼は笑った。あんまり晴れやかに笑うので見慣れた玄関に立つその人の、瞳がぐんと近く
見えて、目が離せなかった。ふいに名を呼ばれたせいもあると思う。（吉本ばなな『キッチ
ン』、p. 13） 
― 黙って息をのむ私に、雄一は本当に話したくなさそうに少しずつ、えり子さんの死を語り
はじめた。ますます信じられるはずもなく、私の瞳は凍りつき、受話器が瞬間、ぐんと遠
ざかった。（吉本ばなな『キッチン』、p. 66） 
― お肉を入れれば味もボリュームもぐんとアップ。（『ササッとパスタ、パパッとめん』、p. 84） 
― すべてが熱気の向こうにあるようにシュールに美しくゆがんで光り、目の前にぐんとせま
ってくる。私は自分のエネルギーがものすごい勢いで全身から出ていってしまうのを止め
られない、と感じた。しゅうしゅう音を立てて、闇に消えてゆく。（吉本ばなな『キッチン』、
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p. 68） 
― 大きさの異なる容器をいくつかそろえておけば、ラップを使う回数はグンと減ります。毎
日、使うものだからこそ、こまめに節約！（『家事ワザー基本と裏ワザ』、p. 228） 
― というより相手の足を遮二無二蹴とばし、かつて想像したこともないおそろしい力で大外
刈りをかけようとして腰が崩れかけたが辛うじて立直り、またもや技もなにもなく力まか
せに相手をゆすぶった。敵も黙ってはいなかった。さっと跳ね腰のようなものを掛けてき
たが、今は神秘的な力にあやつられた周二は、ぐんと腰で突きとばすようにしてそれを避
けた。（北） 
 
ぐんなり  
― 雀は三平の手の中で、またバタバタしましたが、かわいそうに、とうとう目もあききれな
いで、そのままぐんなりしてしまいました。（Kakehi, Tamori, Schourap, Dictionary of 
Iconic Expressions in Japanese） 
― 乗客は船酔いでぐんなりいすによりかかっている。（阿刀田稔子・星野和子、『擬音語・擬
態語辞典』） 
― バイト帰り、あたしは友達とファミレスに入り色々話してたらぐんなりしてきた。普段な
ら歩いて帰るけど、定期もあることだしその日は電車で帰ることにした。その日はほんと
にぐんなりしてた。あたしってばぐんなりしてるときはありえないくらい頭が悪い。  
(http://white.ap.teacup.com/newmontana/83.html) 
― 初夏の陽気に身体が付いていかず、うだるような暑さの中でぐんなりと寝そべっていると、
トキが丁寧にもクーラーを付けてくれた。自分の家にいても良いのだが、何分外に出ない
といけないと思い、トキの家まで汗を掻きながら歩いてきたという訳だ。それでも、平均
的に見れば運動量なんて手の平以下しかない訳だから、三歩引いてもお世辞にも十分間の
運動をしたとは言えない。一日に十分運動すれば良いらしい。 
(http://acid.honey.cx/novel/100/064.htm) 
― 昨日、というより今朝１２－６時で友達のレコーディングやってきました。その前に６時
間セッションやって、体も脳もぐんなりとした状態で臨んだレコーディングはやはりぐん
なりとしていました。体の疲れとコンソールの暖かさで思わずケポリを産みそうになりま
したがなんとか終わり、いろいろな弱点をまざまざと見せつけられる非常に為になるレコ
ーディングとなりました。相変わらず全体的にぶれぶれです。なんだか擬音の多い日記に
なってしまいましたね。 
(http://www.geocities.jp/hirosakaba/diary2004-06-07.html) 
― 少々の心当たりはあります。食欲がないとか。夏バテしてるとか。ストレスでぐんなりし
てるとか。今回のストレスはかなり巨大なストレスで、自分がどうすべきか見誤りそうな
ほどですがひとつの決断をくだしかけています。この決断が見誤っているのか正しいのか
もわかりません。 
(http://www2.everydiary.com/14703/diary.php) 
― 私は日野市に住む新婦人の会員で野菜ボックスをとっています。 この春、ボックスに稲の
苗が二本入っていました。育て方のメモによると、牛乳の空パックでも育てられるとのこ
と。さっそく古い植木鉢に残っていた土をほぐして、パックに入れ、水を注ぎ、苗を植え
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ました。 この夏、団地のベランダは特別暑い日が続きました。時にはぐんなりと元気なく、
もう枯れてしまうかと思われることもありましたが、私は水を欠かさず見守るだけでした。
し か し 、 秋 に は 穂 先 に 花 が 咲 き 、 稔 り ま し た （ 十 月 三 十 一 日 ） 。 
(http://www.nouminren.ne.jp/dat/200111/2001111912.htm) 
― もう試験も近いため、最近調理師の勉強を真面目にしてます。小難しい部分もいっぱいあ
ってぐんなりするところもありますが、やっぱ知識を取り入れるということは喜びである
なあ、と思います。 
(http://www.asahi-net.or.jp/~zf7y-kzw/diary/04-06.htm) 
― ようやく元気を取り戻した我が家のワン公「コロ」がまたも意地汚く広場に放り込んであ
った弁当の残りや他の犬の糞などを食べ、吐いたり下痢をしたりで、ぐんなりしてしまっ
た。私はホッテおいて絶食させれば直ると思っていたが、カミサンが心配するので、昨日
また獣医さんの所へ行った。例の「急性胃腸炎」らしい。大きな注射を打たれ、しおたれ
て戻ってきた。 
(http://moon.ap.teacup.com/atuoohbe/312.html) 
 
け 
 
げえげえ  
― ゲエゲエ吐きたいのを死に物狂いでおさえたよ、だって吐いたりしたらまた飲みなおしだ
もんな。（『ノルウエイの森（上）』、p. 63） 
 
けけけ  
― うちの夫も 2 本指駆使かと思って、ケケケと笑っていたら、3 本指だったことが判明し、
たまにもう一本加わって 4 本指のときもあり、まぁ、その動きといったら、ちゃかちゃか
ちゃかちゃかと、あまりにも忙しなくってコミカルすぎます。タイプミスも多いから、頭
を往復しながらちゃかちゃかと削除しているのを見ると、もう一度考え直した方がイイん
では、と思うのだワ。ところで e-angelus さんの手法（？）興味深い。そうか、「全部脳ミ
ソに溜める」のか！それってすごいよ。ワタシもこうして考えてみると、書いて記録に残
したから、と安心しちゃってるところが大いにあるかも。で、後に探しても見つからない
場合は、その記憶も何処へ～、のパターン。それって、完璧計画・準備万端でやった気に
なっちゃって満足しているのと共通しているかも。 
(http://careergirl.exblog.jp/2526298/) 
 
げじげじ  
― 「….アイアムベリーグラッドトゥシーユーか、この突然の来客に、いや来客かどうかもう
たがわしい毛唐にこれはおかしい、フーアーユーは、いかにも詰問調、貴様は誰だ、誰だ、
誰だ三度尋ねて答えがなければズドンと射殺、なにを考えてる、とにかくあいさつが先き、
ハウ、ハウ、ハウと、下腹からげじげじはいのぼり、しかも口中ねばついてままならず、
以前にもたしかこういう風に、せっぱつまった記憶がある、あれは何時だったか、考えこ
んだところでようやく俊夫は夢から覚め、かたわらに妻の京子、海老のように体まるめ、
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その尻に押されて、俊夫は、ぺったり壁と向き合い窮屈な寝相、邪慳に押しもどすと、パ
サッ、ベッドから何かが落ちた。（野坂） 
 
けたけた  
― しかし反射的に、太郎は、或る日、そのバーの客になって行っている自分を想像していた。
五月さんは、眼の上を青く染めて、太郎の傍に坐り、少しお酒に酔ってけたけた笑ってい
た。彼女は、二十糎もあるような長いシガレット・ホルダーで煙草を吸っており、時々、
太郎にしなだれかかった。するとその度に、太郎の後頭のあたりで、何か奇妙な音がした。
（曽野） 
 
げたげた  
― 最近、多いよね南米の人。 ... まあ外人の子には日本式をみっちり教えるしかないでしょ。. 
大きな声でげたげた笑わないとか、そうしないと日本社会からほうりだされる。 
(http://search.yahoo.co.jp/bin/query?p=%a4%b2%a4%bf%a4%b2%a4%bf&fr=top&&b=2
1&h=p&pnum=2) 
― これには少々驚いたのか、半兵衛が目を見張り、すぐにハラを抱えてげたげた笑い出す。
険悪な獣の瞳を見つめ返し、黒いのがげたげた笑い出した。滅多に見せない、心底可笑し
いとでもいったふうの笑いに、半兵衛がまた不快そうな顔をする。黒いのが、げたげた狂
ったように笑い出した。 
(http: / /www5a.biglobe.ne. jp /~sampo/goro /sampo_2/sampo_2_4.html)  
― 俺は非常にあせっていた。目の前には魅音。背後にはレナ。片や注射器を手にし、片や俺
を羽交い絞めにし、ともにげたげたと笑っている。 
(http://kumamoto.cool.ne.jp/inochishirazu/satujinnjiken.shtml) 
― 721 チャンネルでなつかしの「101 回目のプロポーズ」を放送していた。当時もツッコミ
どころ満載だったけど今見るともっと笑える。最後浅野温子がウェディングドレス姿で夜
の道路を走ってくるシーンで大爆笑。「やーありえないねーコントだよねー」とげたげた
笑いながら横を見たら。連れちょっと涙目。なんでー！ 
(http://d.hatena.ne.jp/ZOWIE/) 
 
けっけっ  
― 蟻はこれを聞いて「ケッケッケッケ」と大笑いに笑いはじめました。（宮沢賢治『銀河鉄道
の夜』、p. 50） 
 
げっそり  
― 母は涙をこぼして怒った。（中略）母は出かけ、暗くなってげっそりして帰って来た。（『帰
りたかった家』、p.84） 
― 僕は久しぶりに洗濯をし、風呂屋に行って髭を剃り、部屋の掃除をし、買物をしてきちん
とした食事を作って食べ、腹を減らせた「かもめ」に餌をやり、ビール以外の酒を飲まず、
体操を三十分やった。髭を剃るときに鏡を見ると、顔がげっそりとやせてしまったことが
わかった。目がいやにぎょろぎょろとしていて、なんだか他人の顔みたいだった。（村上春
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樹『ノルウエイの森（下）』、p. 181） 
― そしてやっと医者を迎えた頃には、もうげっそり頬もこけてしまって、身動きも出来なく
なり、二三日のうちにははや褥瘡のようなものまでが出来かかって来るという弱り方であ
った。（梶井） 
― 母は食べ盛りの高志のよこしまな行いをいっさいとがめず、げっそり減った釜の飯ならば、
「お母ちゃんは、昔もう食べたいだけ食べてんから、あんたおあがり」自分はひかえて、
盗みぐいばれている、自分のために母が食事をぬくと知りつつ、罪悪感は高志にまるでな
い。（野坂） 
  
げっ  
― どうするときかれても、ノッポが耳うごかしたり、サクライが肩の骨ポキポキならすよう
なコツはなく、ただあのザッツァッツァッツァと、ラ・クンパルシータ耳にしたとたん、
ぐっと胃から口へこみあげて来ただけで、「そやなあ、腹にこう力入れて、ウッと」入所し
てはじめて、人より優位に立ち、調子にのって、何度もゲッと口にもどす、「ラ・クンパル
シータという唄知ってるか、あれきいたらこないなってんけどな」それと反芻に因果関係
ないとわかってはいるけれど、ちょいと神秘めかしていう。（野坂） 
 
けばけば  
― また雑誌 GINZA のコスメコラムの欄にメークアップアーティストの方が「日本人はせっ
かくきれいな目をしているのに、けばけばと化粧をして台無しにしてしまったりして、個
性をわかっていない。 
(http://happyberry.exblog.jp/i3) 
― 力爺様林檎箱や愛林檎はおろか；林檎屋印の仕事場画像表示機に至るまでが、まるでおも
ちゃ箱をひっくり返したようなポップでファンシーなデザインになってしまった。あまつ
さえ、ブームに便乗した形で、周辺機器までもがやたらとけばけばとした品のない色つき
透明樹脂の塊になってしまっている。 
(http://homepage.mac.com/beaufighter/AppleForrest/Mach7.html) 
― けばけばと毛の生えた毛糸で編みました。ノースリーブニットだけ棒針で、他はかぎ針で
編んでいます。細かいところを見るとかなり作りが粗い部分がありますが、色も黒で写真
にも写りづらいのでノープロブレムです。。（ぇ～）編み図とかは特になく、メモとかもし
ないで適当に作りました。ある意味世界に一つだけのお洋服です。ていうかこんなん世界
に一つで充分です………。 
(http://www.boreas.dti.ne.jp/~takahahi/ld914/gallery/album03.html) 
― 縁起のいい星月菩提樹を主玉使い、四天と親玉、ツユは精神を落ち着かせるシックな色目
の紫水晶（アメシスト）を使いました。静かな落ち着いた大人の雰囲気のある尺サイズの
珠数です。房は金茶色てまり房です。糸色は、金糸を使わずに金色を表現しつつけばけば
とした感じをいだかせない渋い黄色系統の色です。 
(http://minobusan.net/webshop/main.cgi?case=2&gid=ko1301050109453) 
― 国際通りから一歩なかに入った市場通りは、沖縄の味と香りがする品々がならび、南国ら
しいけばけばとした衣装が店先をかざったり、そこにも群集が溢れていた｡ 
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(http://www2.ocn.ne.jp/~bunmei54/jyankkoekitoriyukyu.htm) 
― 右の上の写真に映っている卵は、何の卵でしょう。右の下の写真に映っている虫は、何と
いう虫でしょうか。よく見ると、けばけばと毛がたくさん生えています。実は、上の写真
がかえって幼虫になったものが下の虫です。 
(http://www.kita-tky.ed.jp/hamburg/hamburg16.html) 
 
けらけら  
― きらきらと、何かの街灯が二重三重に光りけらけらと、何処かのコドモが笑う、ふわふわ、
ふらふらしてるのは自分で、きらきら、けらけらしてるのは空達だったみたいで大好きな
人なんか思い出してみたりしてそしてそこで又きらきら、けらけらと空が光る。 
(http://sunrise.egoism.jp/t_tukigawarau.htm) 
― 今、淳平に抱かれてけらけらと笑っている幼女は、いつき、と名付けられていた。淳平も
淳平で、子供のような笑顔を見せている。数分後、大声でいつきが走り始めた。さつきと
綾が驚いて振り返ると、けらけらと笑いながら、それでいて頑張って走っている。 
(http://aokiyoru.ifdef.jp/standard/hitomi-8.htm) 
― Ｊの愛しい恋人は合鍵を使って勝手知らずのなんたらで勝手に押しかけ玄関先でけらけら
笑いながらひっくり返っていた。 
(http://www.d7.dion.ne.jp/~reika.k/yamai/ss/biu.htm) 
― 用心なのはけらけら嗤いさ。それさえ耳にしなけりゃ帰って来られるしべつに問題はない
よ。」「あみーが！あみーご！」失踪したはずの村田、マラカスを振りながらの登場だ！華
麗なるそのステップ。けらけらと嗤い、叫ぶ。 
(http://picnic.to/~mhk/rightedge/text1.htm) 
― この 2 週間ほど、手放しで笑ってない気がします  そりゃけらけらと笑うことはありますが  
腹がよじれるほど笑うってこと、  一体どれぐらいないのかな、ってこの数週間って  ずっ
と疲れっぱなしな私  腹を抱えて笑うことすらしてませんでした  たまに人と会ってけらけ
ら笑うのも無論大事なんですが 大笑いをしたかと問えば答えに詰まります 
(http://www.geocities.co.jp/HeartLand-Momiji/7805/misc14.html) 
 
げらげら  
― 月曜日  笑ってる、げらげらげらげら  笑ってる、お月様は気が変だ  お月様は気が変だ。気
が変だから、げらげら笑ってる。 
(http://homepage2.nifty.com/~aihara/column1512.htm) 
― 十国峠から見た富士だけは、高かった。あれは、よかった。はじめ、雲のために、いただ
きが見えず、私は、その裾の勾配から判断して、たぶん、あそこあたりが、いただきであ
ろうと、雲の一点にしるしをつけて、そのうちに、雲が切れて、見ると、ちがった。私が、
あらかじめ印《しるし》をつけて置いたところより、その倍も高いところに、青い頂きが、
すっと見えた。おどろいた、というよりも私は、へんにくすぐったく、げらげら笑った。
やっていやがる、と思った。人は、完全のたのもしさに接すると、まず、だらしなくげら
げら笑うものらしい。全身のネジが、他愛なくゆるんで、之はおかしな言いかたであるが、
帯紐《おびひも》といて笑うといったような感じである。諸君が、もし恋人と逢って、逢
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ったとたんに、恋人がげらげら笑い出したら、慶祝である。必ず、恋人の非礼をとがめて
はならぬ。恋人は、君に逢って、君の完全のたのもしさを、全身に浴びているのだ。 
(http://www.cello.jp/yamanakako/fugaku.html) 
― 「センセイたちも、これ、食いなよ」トオルさんが干しキノコをわたしとセンセイの手に
握らせた。センセイは、しげしげと干しキノコを観察した。わたしはおそるおそる匂いを
かいでみた。トオルさんとサトルさんは、二人で意味もなくげらげら笑っていた。（川上弘
美『先生の鞄』、p. 81） 
 
けろけろ  
― 《何しろＺ大学の学生だから、実によくできる筈なんだ。だけど何となく、話題がしっと
りしないんだ。来週、長瀞へ行こう、なんて言うと『私だめよ、来週は生理だから』なん
てけろけろ言うような女だった》（曽野） 
― 梅雨になり、田植えが始まると、田圃のあちこちに蛙はけろけろと賑やかな合唱を始める。
(Kakehi, Hisao, Schourap, Dictionary of Iconic Expressions in Japanese) 
― 若い男はけろけろしていた。（曽野） 
― …..やれやれどうしてこの遅くに出て来たお宅では皆お変りもなしかと例に替らずもては
やさるれば、針の席にのる様にて奥さま扱かひ情なくじつと涕を呑込で、はい誰れも時候
の障りも御座りませぬ、私は申訳のない御無沙汰してをりましたが貴君もお母様も御機嫌
よくいらつしやりますかと問へば、いやもう私は嚏一つせぬ位、お袋は時たま例の血の道
と言ふ奴を始めるがの、それも蒲団かぶつて半日も居ればけろけろとする病だから子細は
なしさと元気よく呵々と笑ふに、亥之さんが見えませぬが今晩は何処へか参りましたか、
あの子も替らず勉強で御座んすかと問へば、母親はほたほたとして茶を進めながら、亥之
は今しがた夜学に出て行ました、..... （樋口） 
 
げろげろ  
― 「  蛙はげろげろげっちょん」こどもの蛙がげろげろげっちょんと鳴いたかあさんの蛙もげ
ろげろげっちょんと鳴いたつづいてとうさんの蛙もげろげろげっちょんと鳴いた田んぼの
中はどこもここも蛙たちの大合唱になったげろげろげっちょんにはたいした意味などない
けれどそれですっかりご用はすんだ鳴いた方も聞いた方もだれもがそれですっかり安心で
きとうさんとかあさんにまるごとすっぽり愛されているんだな仲間のみんなから愛されて
いるんだなといううれしい感情こいつはからだをふかふかさせてくれるんだお日様とお月
様に愛されている風にも空にも地にも愛されている見渡す限り限りなく広がるやさしさや
さしい感情の温泉だからこれは魔法のかけ合い言葉げろげろげっちょん蛙は げろげろげ
っちょんおれたちは げろげろげっちょんたったこれっきり雨の日晴れの日それからたま
には曇りの日確かめるように楽しむように蛙はたったげろげろげっちょん。 
(http://www.ktknet.ne.jp/henomohe/pen3.htm) 
― げろげろげろげろ・・・・・。カエル、好きです。 
(http://akituya.gooside.com/link_akituya.htm) 
― 子どもたちが大好きな動物さんたちが、楽器になってあなたのお家にやってきたからもう
タイヘン！りんりん、とんとん、げろげろ、ととってもにぎやかなんです。コンパクトな
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手のひらサイズなので赤ちゃんだって楽しめます。もちろん素材はしっかり安全に配慮
OK。かえるくんはげろげろかえるくんのお腹のミゾを附属のピックでなぞると、げろげろ、
ぐわっぐわっと気持ちのよい音がでるのですよ。 
(http://www.geoworks.jp/music/ed3msc.htm) 
― せっかく薬をのんで、ご飯食べて、、しばらくして、、げろげろげろ～と薬ごともどす。あ
～あ。。気を取り直してちょっとしじみで遊ぶ。 
(http://sijimi.fc2web.com/sijimi0510/) 
― げほげほげほ、おばようごじゃいますゲホ！？げろげろげろ（吐いてる音） 昨日から風邪
をひいたみたいです。辛くていつ会社にいけるかわかりません。あきらめてください。 
(http://yuring.blogzine.jp/momo/cat1190840/) 
― 次はアレ！スペースマウンテン！暗かった！妙にはしゃぎすぎた！ぎゃーぎゃーさわぎす
ぎた！  その次はファストパスを最初にとっていたスプラッシュマウンテンに乗り組みま
した。あれは面白い！ぎゃーぎゃー騒ぎすぎ！さわぎまくり！スプラッシュマウンテンは
全部で三回乗りました。その度にはしゃいではしゃいではしゃぎまくりました。でもびち
ょぬれ！でも気にしない！どうせ雨だったしね！コーヒーカップに乗ったあとは皆げろげ
ろでした。げろげろしていたのでアトラクションは止め、お土産やを探索しました。 
(http://www.city.ogaki.gifu.jp/johokobo/whatsnew/info_181/contest2004/school/jh/data/
05/) 
― ふと、小学生のとき、遠足のバスでよく吐いていたことを思い出した。すぐに車酔いする
俺は、いつも前寄りの窓側の席に座ってげろげろしていた。げろを吐くとなぜか自然と鼻
血と涙がぼろぼろこぼれ落ち、みっともない姿になるのが嫌だった。穴という穴から液を
たれながす俺を、大好きだったみほちゃんが怪訝そうに見てたなぁ。あの経験はトラウマ
に近い。誰かがそっとティッシュを渡してくれたのが救いだった。 
(http://www.geocities.jp/naoya_0708/homepage/index03.html) 
― 車で一時間くらいかけて辿り着いたその場所は田んぼが一面に広がっていて、かえるがげ
ろげろ、げろげろ鳴いていて、ほんとに田舎だったなあ・・・ 
(http://atorie.exblog.jp/2911495) 
― くぅ、昨日飲んだ上に３時までごそごそやっていたおかげで、胃がげろげろで
す。  
(http://d.hatena.ne.jp/ikepyon/comment?date=20041221) 
― 小学生の時の遠足時は必ずげろげろしてました。 
(http://www.ops.dti.ne.jp/~tsu44/kako27.html) 
 
けろり  
― 私は実に、この気違いじみた、男のヒステリーとも云うべき発作に悩まされたものですが、
彼女の来るのが毎日であるので、発作の方も極まって一日に一遍ずつは起るのでした。お
まけに私のヒステリーは普通のそれと性質が違い、発作が止んでしまっても、後でケロリ
と気が軽くなりはしませんでした。寧ろ気分が落ち着いて来ると、今度は前よりも一層明
瞭に、一層執拗に、ナオミの肉体の細々した部分がじーッと思い出されました。（谷崎） 
― 「どうしたの。まあ、おちついて。水でももって来ようか。」と立ちかけると、「いいんで
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す、すみません。もういいの。」とふり向いたミドリは涙の痕もないけろりとした顔つきな
のに今度はこちらが力負けのていで、「なんだい、痴話喧嘩の飛ばっちりか。」「そんなんじ
ゃないのよ。あたし、今のままじゃとてもしんぼうしてられないから、きっぱりかたをつ
けたいと思うの。」（石川） 
― 何処かへ一人で行って、たった一人で暮したい。ああ、そんな事を考えて歩くと、また、
べたべたと涙が溢れる。塩っぱい涙を舌のさきでなめているかと思うと、もう、けろりと
して、また背中の荷物をゆすぶりあげて歩く。蝸牛のような私のずんぐりむっくりした影。
風呂へはいって、さっぱりと髪を洗う夢想。首筋から、胸へかけて、ぶつぶつとあせもの
かさぶたではどうにもなりません。（林） 
― オツベルは云ってしまってから、にわかにがたがたふるえ出す。ところが象はけろりとし
て「居てもいいよ。」と答えたもんだ。「そうか。それではそうしよう。そういうことにし
ようじゃないか。」オツベルが顔をくしゃくしゃにして、まっ赤になって悦びながらそう云
った。（宮沢賢治『銀河鉄道の夜』、p. 116） 
 
げんなり  
― 予定量の砂が、無事に搬び上げられてしまうと、ほっと緊張がゆるんで、空気の手ざわり
までが変ってしまったようだった。誰も、何も言わなかったが、これで当面の諒解は成り
立ったようでもある。女の態度にも、はっきりした変化が見られた。「一服しましょう……
お茶をいれてきます……」声も、動作も、はずんでいる。見当をつけそこねて、はみ出し
てしまったような、はしゃぎかただ。男は、砂糖をなめすぎたように、げんなりする。そ
れでも、通りすがりに、後ろから、そっと女の尻をなで上げるくらいのことはしてやった。
むろん、電圧が上りすぎれば、フィラメントは焼け切れてしまう。決して、そんなぺてん
にかけたりするつもりはない。いずれは、幻の城を守る衛兵の話でもしてやるつもりであ
る。（安部） 
― 倅は二人とも英霊になったので合葬し、名前を二つ並べて刻んだ大きな墓を立てているそ
うだ。今、僕は後日のため、この場の田中君と工場長の問答を在りのままに書きとめる。
田中君は気をつけの姿勢をしていたにもかかわらず、げんなりしたように無気力な声しか
出さなかった。「それがですな、げに工場長さん。年かさの上等兵が一人に、あと三人は、
軍服の上着を脱いどる兵隊でがんした。みんなゲートル巻いて、ドタ靴をはいておりまし
た」（井伏） 
― 風の方向で悪臭が庁舎にむかって流れる日もあり、虐殺を腕組みしたまま眺めている俊介
はあらゆる窓と部屋から罵倒を浴びせられた。はじめは興味を感じて俊介に協力していた
連中もネズミがひっきりなしに送られてくるとげんなりして手をひいてしまったので、俊
介は一人で黒焦げの死体の始末をしなければならなかった。ときどき研究課長がやって来
て炎に包まれたコンクリート槽を見物した。猛火にうっとり見惚れている俊介に農学者は
いうのだった。（開高） 
― 自分も、こんな素直な、心の柔らかな女と愛し合いたい）と思うようになった。そう思い
ながら、（だけどまた、……面と向ってげんなりするような醜女も、目のやり場にこまるだ
ろうし、向うが卑下したらこちらも気の毒になるだろうし、な……。お父さまがあのかた
と長年連れ添っていられるのは、あのかたの性質に魅力を感じられてのことだろうけれど、
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女性として惹かれていられるのではないだろう……男と女として結ばれるというより、精
神的なつながりを尊んでいらっしゃるに違いない。だって、お泊まりになることもないし、
お逢いになるときも、さりげなく几帳などを隔ててお話しなすったり、していらっしゃる
もの……）（田辺） 
 
こ 
 
ごうごう  
― ごうごう。ぎしぎし。どうどう。すさまじい突風で目が覚めました。家全体がきしんでい
ます。薄目を開けると明け方の気配。窓の外はぼんやりと濃灰色。５時頃だったと思いま
す。 
(http://www.clanefly.com/maomao14/log/200408/0831.html) 
― 外は春の嵐のような、あたたかい風がごうごう吹いていた。夜景も揺れるようだ。私はし
みじみした気持ちで友人たちの名を綴った。（吉本ばなな『キッチン』、p. 41） 
― 私は、昨夜が夢に思えてならず、ぼんやりと立ち上がって明かりをつけた。窓の外にくっ
きり見える山々に、舞い踊る雪が粉を散らす。木がごうごうしなって揺れる。（吉本ばなな
『キッチン』、p. 138） 
― そして沈黙が訪れた。川音だけがごうごう響く中で、うららと並んで向こう岸を見つめい
た。胸がどきどきして、足がふるえるように思えた。（吉本ばなな『キッチン』、p. 186） 
― 烏が啼いている。省線がごうごうと響いている。朝の旭町はまるでどろんこのびちゃびち
ゃな街だ。それでも、みんな生きていて、旅立ちを考えている貧しい街。（林） 
― ところがリンパー先生は、びくともしていない、てんでこっちを見もしない。その先生の
右手から、黄の綾を着た娘が立って、花瓶にさした何かの花を、一枝とって水につけ、や
さしく馬につきつけた。馬はぱくっとそれを噛み、大きな息を一つして、ぺたんと四つ脚
を折り、今度はごうごういびきをかいて、首を落としてねむってしまう。（宮沢賢治『銀河
鉄道の夜』、p. 146） 
 
ごうんごうん  
― 私はそうじををはじめた。みがき粉でシンクをごしごしこすり、ガス台をふき、レンジの
皿を洗って、包丁をとぐ。ふきんを全部洗ってさらし、乾燥機にかけてごうんごうんと回
っているのを見ているうちに、心が実にしっかりしてきたのがわかった。（吉本ばなな『キ
ッチン』、p. 79） 
 
ごしごし  
― ある会合で、高名な茶道家元とテーブルをはさんで差し向かいになりました。おうすとと
もに出てきたのが、くだんの「きちゃきちゃ」系の菓子。手のひらに取り、黒文字を手に
するまではよかったのですが、ゴシゴシ、ギシギシ、のこぎりみたいに動かしても、ふに
ゃふにゃ、にちゃにちゃ、一向にうまく切れてくれません。ふと向かいの家元に気づいて、
さて家元はどう食べるのだろう、と観察することにしました。 
(http://kyogashi.kyoto-np.co.jp/modules/wordpress/index.php?p=29) 
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― しかも、合成洗剤ではそんなときに必ず手にも油が付き、手もまた石けんでごしごしと洗
わないといけないという状況になるのに、とれるによって分解された油汚れは、ちっとも
手にねちゃねちゃと付いてきません。一度油を拭き取り、まだしつこく油が付いている箇
所には再度とれるを振りかけ、そのまま私は夢の世界へ。。。翌朝起きてみてビックリ！！ 
(http://toreru.com/b_info/otameshiset.html) 
― ある会合で、高名な茶道家元とテーブルをはさんで差し向かいになりました。おうすとと
もに出てきたのが、くだんの「きちゃきちゃ」系の菓子。手のひらに取り、黒文字を手に
するまではよかったのですが、ゴシゴシ、ギシギシ、のこぎりみたいに動かしても、ふに
ゃふにゃ、にちゃにちゃ、一向にうまく切れてくれません。ふと向かいの家元に気づいて、
さて家元はどう食べるのだろう、と観察することにしました。 
(http://kyogashi.kyoto-np.co.jp/modules/wordpress/index.php?p=29) 
― 豆知識については、詳しくは、夏の暑い時期に、日焼けしてぺりぺり剥がれてきた牛の皮
を丸めて、それでごしごしレモンの茶渋を取るのです。レモンの茶渋というのがどういう
ものであるか、これは私の口から説明するのは憚られるのですけれど、レモンと心を通わ
し一体となれば、おのずと理解できる筈です。 
(http://park19.wakwak.com/~guchapin/cgi-bin/board/treebbs.cgi?ac=view&no=55&mx=
54) 
― 私はそうじををはじめた。みがき粉でシンクをごしごしこすり、ガス台をふき、レンジの
皿を洗って、包丁をとぐ。ふきんを全部洗ってさらし、乾燥機にかけてごうんごうんと回
っているのを見ているうちに、心が実にしっかりしてきたのがわかった。（吉本ばなな『キ
ッチン』、p. 79） 
― 細かい汚れは、消しゴムの角を上手に利用して、ゴシゴシしてみてください。（『家事ワザ
ー基本と裏ワザ』、p. 93） 
― 汚れがひどい部分に洗剤を降りかけ、手でゴシゴシと洗ってから、洗濯機に投入します。 
― 歯ブラシでゴシゴシと磨いても落ちないタイルの目地汚れは思い切って油性のホワイトペ
ンで上塗りをしてしまいましょう。（『家事ワザー基本と裏ワザ』、p. 39） 
 
ごしゃごしゃ  
― ミーコはどこにでもいるふつうのおんなのこです。いつもどろだらけで、かみのけなんか
はごしゃごしゃです。 
(http://ryomichico.net/wako/pttp/assign2/suzuki2.html) 
― 本棚の向かい側です。整理されていない同人誌と商業誌がごしゃごしゃと山積みされてい
ます。これでも減ったんですがね～（笑） 
(http://www.kumahige.net/photo/honjitu-20030313%20omake.htm) 
― 昨日は下北沢へ行ってきました。古着屋さんや雑貨屋さんがごしゃごしゃと並ぶ街並みは
まさに若者の街。 
(http://www.cherrynet.co.jp/c21/hitorigoto/hitorigoto_01July.htm) 
― 「当然のことながらそれをあけ、一番大きな銀貨を一枚とりだし、そのまま一人で表へ遊
びに行ってしまった。紙芝居屋が来なかったので、彼はかなりの道のりを歩き、青山墓地
の手前の谷間にごしゃごしゃと密集している家々の前で、しゃぼん玉を売っている爺さん
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を見出した。それは特別製のしゃぼん玉液に違いなく、こんな虹よりも綺麗なしゃぼん玉
を彼は見たことがなかった。（北） 
― 風呂場から少し離れて、小さいのや大きなのや、古いのや新しいのや、あまり上等とはい
えぬ長屋風の家がごしゃごしゃと立並んでいた。これらは職員の住宅でもあったし、数名
からときには十数名もいる書生が住んでいる場所でもあった。基一郎院長がまだ本郷で開
業していた頃から、郷里の出身者、あるいはほんのわずかな関係から、彼のところに食客
となっている書生は数多かった。（北） 
― 当然のことながらそれをあけ、一番大きな銀貨を一枚とりだし、そのまま一人で表へ遊び
に行ってしまった。紙芝居屋が来なかったので、彼はかなりの道のりを歩き、青山墓地の
手前の谷間にごしゃごしゃと密集している家々の前で、しゃぼん玉を売っている爺さんを
見出した。（北） 
― めんこやブロマイドに顔の出ない相撲取りは力士とは言えなかった。場所ごとに楡家には
番附がとどけられたが、その下のほうの細長く実にごしゃごしゃと読みづらい文字の中に、
たしかに蔵王山辰次と載っているのを発見したとき、周二は心底からびっくりしたもので
ある。彼は玉錦が贔屓で、その玉錦が、強いほうを応援する藍子の双葉山にどうしても敵
わなくなってしまったことは、ますます彼の表情をひねこびたものにした。（北） 
 
こそこそ  
― その一方で、切れた電球の予備を買っておくのを忘れ、夜になって、そっと買いに出て、
「隠れて何をこそこそしているの、今夜さしつかえているわけでもないのに明日にすれば
いいでしょう。……」（『帰りたかった家』、p.151） 
― わたしは今こそ書かれるべき小説の一行をも書きえないで、てれかくしに酒を飲んだり、
だらしなく居ねむりをしたり……わたしは恥辱にまみれ、びっしょり汗をかき、こそこそ
と席を立ち、（尻尾があれば）尻尾を巻いて、人々の足のあいだから外へ抜け出した……（赤
川） 
― ただ彼等に共通したものはなにものかをおそれる態度だった。加藤はその眼が嫌いだった。
人の眼をおそれ、こそこそと勉強するくらいなら勉強しない方がいい。加藤自身で考えた
理屈だった。（新田） 
― 尤もこの異様な行列も、御屋形まで参りつかない内に、急を聞いて駆けつけた私どもと出
会いましたから、その場で面々御褒美を頂いた上、こそこそ退散致してしまいました。（芥
川） 
 
ごそごそ  
― くぅ、昨日飲んだ上に３時までごそごそやっていたおかげで、胃がげろげろで
す。  
(http://d.hatena.ne.jp/ikepyon/comment?date=20041221) 
― 僕はだいたい夜遅くまで本を読み朝は八時くらいまで熟睡するから、彼が起きだしてごそ
ごそしても、ラジオをつけて体操を始めても、まだぐっすりと眠りこんでいることもある。
（『ノルウエイの森（上）』、p. 32） 
― シェーカーが振られたり、グラスが触れあったり、製氷機の氷をすくうゴソゴソという音
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がしたりするうしろでサラ・ウォーンが古いラブ・ソングを唄っていた。（村上春樹『ノル
ウエイの森（下）』、p. 140） 
― 今日はいよいよ退院するという日は、霰の降る、寒い風のびゅうびゅうと吹く悪い日だっ
たから、私は思い止らせようとして、仕事をすますとすぐ病院に行ってみた。然し病室は
からっぽで、例の婆さんが、貰ったものやら、座蒲団やら、茶器やらを部屋の隅でごそご
そと始末していた。急いで家に帰ってみると、お前たちはもう母上のまわりに集まって嬉
しそうに騒いでいた。私はそれを見ると涙がこぼれた。（有島） 
 
ごたごた  
― いやーおいらリストラされちゃってごたごたしてたよ。 
(http://www.forest-march.com/bbs/gb.cgi?room=mafuyum) 
― おととし合格ですが、身内の問題でごたごたが続いておりまして、これから真剣に取り組
みたいです。 
(http://www.roumu.com/bbs02/wforum.cgi?no=165&reno=152&oya=150&mode=msgvie
w&list=new) 
― 今のモデルはあれこれ装備をごたごた付けて車体が重くなり、パワーダウンしたような感
じだ。（車） 
(http://www.page.sannet.ne.jp/verb/mekkemon/010218.html) 
― 「雄一、私、あさってから急に仕事で伊豆に行くことになったのね。それで、部屋とかご
たごたのままで出てきちゃったから、片づけてから旅立ちたいので今日は帰ります。….」
（吉本ばなな『キッチン』、p. 102） 
― その学生は面白がって、男二人がお勝手でごたごた何かやっていた。（『帰りたかった家』、
p.104） 
― 「俺がこの寮に入った年、新入生と上級生のあいだでちょっとしたごたごたがあったんだ。」
（『ノルウエイの森（上）』、p. 62） 
― 引越しの三日後に僕は直子に手紙を書いた。新しい住居の様子を書き、寮のごたごたから
抜けだせ、これ以上下らない連中の下らない思惑にまきこまれないで済むんだと思うとと
ても嬉しくてホッとする。（村上春樹『ノルウエイの森（下）』、p. 170） 
― お君さんの御亭主はお君さんより三十あまりも年が上で、初めて板橋のその家へたずねて
行った時、私はその男のひとをお君さんのお父さんなのかと間違えてしまっていた。お君
さんの養母やお君さんの子供や、何だかごたごたしたその家庭は、めんどくさがりやの私
にはちょいと判りかねる。お君さんもそんな事はだまって別に話もしない。（林） 
 
ごちゃごちゃ  
― 子どもといるとなんだかいろんなことがごちゃごちゃになる。落ち着いて考えたいのに、
ああだこうだと言われて何がなんだかわからなくなる。常に心をかき乱されて、ごちゃご
ちゃになって、しっちゃかめっちゃかで子育てしている。こんな私はかっこ悪いなぁ。い
つもそう思う。子どもに気持をかき乱されて、いらいらしたりかーっとなったりして、で
も反省してそうじゃない親になろうと決意して、でもやっぱりいらいらしてごちゃごちゃ
になって、また反省して‥ 
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(http://mritu47.jugem.cc/?eid=87) 
― ごちゃごちゃ言いたい放題；５行程度で、好き勝手なことを書いてください 
(http://hpmboard2.nifty.com/cgi-bin/bbs_by_date.cgi?user_id=GBE00763) 
― 何だか私って小さなところに沢山のものを詰めすぎる傾向があります。入れたい要素が多
すぎて最終的にごちゃごちゃになって訳わからなくなるの・・・・。何か気持ち悪くて意
味分からなくてしょんぼりするなあ。 
(http://rasol.jugem.cc/?eid=421) 
― 市場の中はごちゃごちゃして、ここで迷子になったら大変だと母の袂の先をしっかり握っ
て歩く。（『帰りたかった家』、p.86） 
― 帽子やマフラーなど小物類をフックに引っ掛ければゴチャゴチャしてしまう押し入れもス
ッキリ！奥のものは回転台を回せば簡単に取り出すことができます。（『家事ワザー基本と
裏ワザ』、p. 73） 
― 大きいタンスの引き出しは、たくさん納収できるけれど、すぐ服がゴチャゴチャになって
しまいます。（『家事ワザー基本と裏ワザ』、p. 133） 
― 「あるね。いや、論理的にあるかないか知らない。しかし、こないだあの墓場の中で、坂
をおりきったところで、大きい木の、あの枝がにゅっと突き出ている下に来たときに、ぼ
くはとたんに首をくくること、くくらないこと、正式に結婚すること、しないことなんぞ
を、同時にごちゃごちゃとかんがえた。それで、おれはやめたよ、といったんだ。（石川） 
― 今は丑松も自分で自分を憐まずにはいられなかったのである。やがて、こういう過去の追
憶がごちゃごちゃ胸の中で一緒に成って、煙のように乱れて消えて了うと、唯二つしかこ
れから将来に執るべき道は無いという思想に落ちて行った。唯二つ――放逐か、死か。（島
崎） 
― 足許のアスファルトは雨でぬれているし頭には小雨が降り注ぐ。寂しさと無力感と充実感
とが、ごちゃごちゃに混じり合い、春雨のように、独りであることを、じっくりと感じた。
私は大声で叫びたかった。（高野） 
 
こつこつ  
― 我ながら情けない発言だと思った。彼女は私をきっとにらんで、「言いたいことは全部言い
ました。失礼します。」と冷たく言い放ち、コツコツ音を立ててドアへ歩いていった。そし
てばーん、とドアをすごい音で閉めて、出ていった。（吉本ばなな『キッチン』、p. 101） 
― 少しでも温度を上げておけば、ガス代の節約につながります。ほんのささいなことですが、
お風呂は毎日、使うもの。コツコツ節約が実を結びます。（『家事ワザー基本と裏ワザ』、p. 
22） 
― 毎日使うものこそコツコツ節約が大切です。（『家事ワザー基本と裏ワザ』、p. 228） 
 
ごつごつ  
― 闇に包まれて果てしない海や、大きな波音を響かせるごつごつした岩影の巨大なのを見て
いたら、妙に哀しい、甘やかな気持ちになった。（吉本ばなな『キッチン』、p. 140） 
― 醤油を酒で割って削りたてのかつぶしを散らしたものを、小さな湯のみに入れ、豆腐と一
緒に土鍋の中で温める。じゅうぶんにあったまった土鍋の蓋をあけると、湯気がほんわり
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とあがる。切らずに丸のまま温められた、ごつごつと目ののつんだ木線豆腐を箸の先でく
ずす。（川上弘美『先生の鞄』、p. 87） 
― 狭いところで散らかっておりまして……」そこへ梯子をおりて来た母親らしいのが閾ぎわ
にぺったり坐ると東北訛の太い声で、「いらっしゃいまし。」男のようにがっしりした硬ぶ
とりの体を木綿著物の下に突っ張らせて、色白の肌理はこまかいが眼鼻だちのごつごつし
た、これはひどく田舎くさい五十女であった。「梅子に、おっかさんです。」と仙吉がちょ
っとあらたまって、「こちらはね、喬さん。（石川） 
― こまかくとぎれる狂気のような笑い声をあげてアシュレイをだきしめると、かれの勃起し
たセクスはアシュレイの硬く小さな尻にごつごつぶつかってかれを恥じいらせた。かれと
アシュレイは快楽にみぶるいしながら汗と精液の匂う甘美なドブ川にひたっていて、暗い
橋の上から沈黙した群集がかれらの愛を見守っているのだ。（大江） 
 
こっそり  
― と云って、私の顔をコッソリ覗き込むかと思うと、時にはちょいと頬っぺたを突ッついた
りする。「河合先生」もこの可愛らしい生徒に対しては厳格にする勇気がなく、叱言の果て
がたわいのない悪ふざけになってしまいます。（谷崎） 
― 父に見つかれば叱られるにちがいないが、こうして自分の部屋でこっそりとかつ堂々と、
弟の前で煙草をふかしてみせるというのが、また峻一には並々ならず魅力的なことである
ようだった。ようやく煙草に火をつけると、さてこれから何を弟に話してやろうか、……
（北） 
 
ごっそり  
― 「俺ァ、そんなものは要らないけどね。もし褒美をもらえるんなら、シンガポールあたり
に土地を買って、僕に大きなバクチ場を経営させてくれないかナ。そうしたら、世界中の
金を、ごっそり日本へ集めて来てやるんだがな」（阿川） 
― 「ほ、本当です。社長はじめ幹部がごっそりと入れかわったんですよ」（赤川） 
― 「鮎です。今朝出がけに多摩川で釣って来たのです。いや釣ったというわけではありませ
ん、掴めるほどごっそりいるのです」（渡辺） 
― 「岬じゃあ船がながされたり、やねがつぶれたり、ごっそりかべがおちて家の中が見とお
しになった家もあるときいたもんですからな、びっくりしてきたんですけど、つるべのさ
おぐらいでよかった、よかった。」「マアちゃん、ごっそりかべがおちたって、だれのうち？」
（壺井） 
― はじめて岬へ赴任したときでも、もうあしたにも人手にわたりそうなうわさだったその家
は、蔵の白かべが北がわだけごっそりはげていた。古い家に生まれた富士子は、いかにも
その家がらをせおったようにおちつきはらっていて、めったになかず、めったにわらわな
い少女だった。（壺井） 
― 「これは拙者特製の秘薬じゃ」などと言って麦粉に糊をまぶしたような丸薬でも、その気
になれば莫大な金銭をとれた。これと狙った金持からはごっそりと頂戴しても、そこに何
の規制も監視もなかった。金持もまたごっそり取られて、医師と親交があるということを
自慢にしていた者もいる。こうしておいて一方では貧民に仁術を施す。（渡辺） 
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― 昨日のことである。その前々日、八日に、どこかの兵隊が来て病院の薬品や繃帯をごっそ
り持って行ったので、大阪から来た救護班は地獄に仏だと一人の看護婦が云ったそうだ。
（井伏） 
― 心音消失、呼吸停止、背中に巨大な褥瘡を生じ、膀胱粘膜も剥離して尿閉を来たす有様で、
これが助かると云う医者は義兄の院長を始めとして誰一人いなかった。診察に立会った医
者はみんな私を見放していた。頭の毛は痂皮と共に鬘のようになってごっそり抜け落ちた。
（井伏） 
― 「お前らが脱走していったあとでな、俺たちゃ、あおられたぞ。ごっそり仕事がきたんだ」
（北） 
 
ごてごて  
― 小さいころは、シャンデリアはお金持ちのおうちにあるおのだと思っていました。もとも
とゴテゴテした豪華なものには興味がなかったのです。（『リネンとかごとヒヤシンス』、p. 
114） 
― 院代勝俣秀吉は、そういう歴史的風俗的な意味合をこめて、小さい躯をそらすようにして
楡病院の正面を飾る円柱の列を眺めわたした。その柱は一言にしていうならばコリント様
式のまがいで、上方にごてごてと複雑な装飾がついていた。一階、二階の前部は、そうし
た太い華やかな円柱が林立する柱廊となっていたが、階上は半ば意味のないもったいぶっ
た石の欄干を有するところから、バルコニーと呼んだほうがふさわしいかも知れなかった。
（北） 
 
ことこと  
― 後は味を適当に加減しながらことことと時間をかけて煮込むだけ。 
(http://fuwari.dyndns.org/ura/cooking2002/cook021030.html) 
― 軽くレモン汁をふって鍋に入れて少しひたる位の水と少しの砂糖それにほんの少し風味付
けにクローブを入れて弱火でことこと。 
(http://appril.tea-nifty.com/appril/2005/01/post_28.html) 
― ことこと ことこと胸に静かに水を注ぐような、音。ああ満たされてくって感じの水の音。
胸にことこと響く優しい音。小さな発見。 
(http://desire.exblog.jp/1171317) 
― コトコトと下駄の音して、何処まで行くぞ、時雨の脚が颯と通る。あわれ、祖母に導かれ
て、振袖が、詰袖が、褄を取ったの、裳を引いたの、鼈甲の櫛の照々する、銀の簪の揺々
するのが、真っ白な脛も露わに、友染の花の幻めいて、雨具もなしに、びしゃびしゃと、
跣足で田舎の、山近な町の暗夜を辿る風情が、雨戸の破目を朦朧として透いて見えた。（泉）. 
― やがて背戸と思う処で左に馬小屋を見た、ことことという音は羽目を蹴るのであろう、も
うその辺から薄暗くなって来る。（宮本） 
― この暑いのに、オッカサンはまだネルの着物を着ている。洗いざらしたネルの着物で、こ
とことさっきからキャベツを刻んでいる。部屋の隅に板切を置いて、まことにきれいな姿
なり。（林） 
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ごとごと  
― 彼女はゴトゴトと音を立てて椅子を引き、僕の向いに座ってサングラスの奥から僕をじっ
と眺め、それから僕の皿に視線を移した。（『ノルウエイの森（上）』、p. 93） 
― 一そしてその二つの花畑を区切って、いつも気持のよいせせらぎの音を立てながら流れて
いるのは、数年前まで、そのずっと上流のところでごとごとと古い水車を廻転させていた
ところの、あの小さな流れであった。そしてその一方の花畑などは、水車の道を越して、
更らにその道の向うまで氾濫していた。（堀） 
― 二人は黙っていた。女中部屋で何かごとごといわしていたが、その内静かになったので、
私は、（志賀） 
― 加藤のひとりごとが聞えた。彼がごとごとと階段を登っていって、吹きこんだ雪をなにか
でさらって、窓からほうり出しているらしい音がした。（新田） 
― しかしそれは昔私の大好きだった水車場のほとりを目ざして進んでいた私の方向をどうに
かこうにか誤らせないでいた。しかし其処まで出ることは出られたが、数年前まで其処に
ごとごとと音立てながら廻っていた古い水車はもう跡方もなくなっていた。それよりもも
っと悲しい気持になって私の見出したのは、その水車場近くの落葉松を背にした一つのヴ
ィラだった。（堀） 
― 弟子はおじぎを一つして、となりの室へ入って行って、しばらくごとごとしていたが、ま
もなく赤い小さな餅を、皿にのっけて帰って来た。（宮沢賢治『銀河鉄道の夜』、p. 152） 
 
ごにょごにょ  
― 「Ｋちゃんも長渕のライブ見に行ったの？？彼氏と一緒に？」ニコニコ顔のＭちゃん。い
やー長渕のコンサートには行ってない…とごにょごにょ口ごもる私。 
(http://cfmoon.jugem.cc/?eid=113) 
― そんなわけで、この季節に増殖する薄い生地のスカートを見かけるたびに私は、「ああ、ア
ナタは今まだスカートを穿いていますが、次に見かけた時にもきちんと穿いているのでし
ょうか」とごにょごにょ問い掛けてしまうのであった。ごにょごにょ。そんなわけでこの
季節の私は、街に出掛けるたびに不安を感じずにはいられない。もちろん股間のほうも若
干ごにょごにょと不安になるのであった。ごにょごにょ。 
(http://kosuke.pos.to/kaden/?6) 
― 翌朝、イクの部屋。目が醒めてから隣りに誰かいることを知ったイクは、最初は寝ぼけて
ごにょごにょ言いつつ戸惑っていたが、突然タオルケットを跳ねのけベットから飛び降り
た。 
(http://ts.novels.jp/novel/200203/20004846/tenni3.htm) 
― 宴会は六時三十分からはじまった。押山が末席から、ごにょごにょとあまりよく聞きとれ
ない声で挨拶のようなものをした。それから高根圭一が立上り、広い額を光らせながら、
まあ今日は上も下もなく無礼講でわっと景気よく飲もうではないか、というようなことを
言った。野々宮が乾杯の音頭をとり、二十人ほどの男たちがひくい声で「乾杯」と言った。
（椎名） 
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ごほごほ  
― 室内にごほごほ咳き込む音がする。別に咽たとかそう言うのではなくて、純粋に、咳。風
邪を引いているのだ。咳き込み、そして、ひゅうひゅうと息をする音。聞いているだけで
苦しくなって同情する。 
(http://www2.odn.ne.jp/~cdo35870/novel.mindgame.html) 
 
こりこり  
― 急に放りこまれた厳然とした仕組にあやつられた未知の世界、そのなじみのない組織の中
で、彼が存在理由を見出せるとしたら、メスをとること以外にあり得ないからだ。一人、
右の精液腺にこりこりした硬結を触れる者がいた。その睾丸をいじっている間、彼はわず
かばかり自分を納得できる時間を過したような気がした。（北） 
― 私はこの男が好きで好きでたまらなくなりそうに思えて困ってしまう。だけど、私はもう
色々なものにこりこりしているのだ。私は温なしく両手を机の上にのせて、灯の光りに眼
を走らせていた。私の両の手先きが小さく、慄えている。（林） 
 
ごりごり  
― まずはクラッチのすべりと切り分けるためと発進時のごりごり感の解消ために、昨日デフ
オイルを交換しました。機械式のデフがクスコ製なので前回と同様にクスコにしました。
前回の交換から１万キロと下記に書きましたが正確に計算すると７５００Ｋｍ前回の交換
から１万キロと下記に書きましたが正確に計算すると７５００Ｋｍでした。やはり交換後
は発進時（特に曲がり角）のごりごり感は消えました。”ウムさん”の書かれたように７０
００Ｋｍ程度の交換がよさそうです。 
(http://www2s.biglobe.ne.jp/~corn-s/message5/801940570891933.html) 
― 冷蔵庫、いや冷凍庫の霜取りに燃えた。かなり燃えた。長い間ほっといたら、もうエスキ
モーでエスキモーで…地道にごりごり。スプーンの柄でごりごり。お湯を沸かして、ちょ
っとずつちょっとずつごりごり。どうしてもかたくなに居座ってた最後の大物。 
(http://mlog.ameblo.jp/) 
― 買ってきてもらったときの袋にごりごりと落書きしてみたんですが、0.3 の芯なのに全然
折れないこの素敵さ。もともと筆圧が結構高めなので、こういう不安定な紙に何か描くと、
普通なら直ぐにぺきぺき折れるのだけど、これは落書きが終わるまで一回も折れなかっ
た！ ブラボーハラショー 
(http://sendan.info/cgi/nicky/nicky.cgi?page=2) 
― 上り場のざらざらしたマットは水虫の巣、そんな所で足をごりごりふいてはいけないと教
えられた。（『帰りたかった家』、p.117） 
― 太郎はゆっくりと、タイツをぬいだ。長いスパイクをつけたまま、タイツを破かずにぬぐ
のは、これでかなりの熟練を要するのである。太さ五十二糎の筋肉でごりごりの太腿が現
われた。（曽野） 
 
ころころ  
― まだ幸福で、今よりころころ太っていた私と等との、それは最後の会話だった。（吉本ばな
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な『キッチン』、p. 171） 
― その有様に、桃子叔母さんは尺八というものの難かしさ、青雲堂主人のさすがに立派な技
術に感服し、それからどうしたものかあまり理由もなく、すっかり悦に入り一人で面白が
って、不行儀に上半身を折り曲げ、ころころとしばらくのあいだ笑いころげた。（北） 
― そして君と子熊で抱きあってクローバーの茂った丘の斜面をころころと転がって一日中遊
ぶんだ。そういうのって素敵だろう？」（村上春樹『ノルウエイの森（下）』、p. 155） 
― 六月七日昼から一王山の下で荼毘に付すという母親の死体、手首のほうたいをとって針金
で標識を結び、ようやくみる母の皮膚は黒く変色していて人のものとも思われず、担架に
のせたとたんころころと蛆虫がころげおち、気がつくと幾百、千という蛆虫が工作室をは
いずり、委細かまわず踏みつぶしながら死体搬出され、……..（野坂） 
― 何か黒い小さなものがその屋根の頂きからころころと転がって来ては、庇のところから急
に小石のように墜落して行くのだった。（堀） 
― コロコロ、アスファルトの遊歩道に転がっているどんぐり。落ち葉の中に埋まって、ちょ
こんと顔を出しているどんぐり。大きさも形もいろいろです。（『リネンとかごとヒヤシン
ス』、p. 104） 
― 土竈から出る煙のかからないように、鍋や釜から立つ湯気も当らないようにと場所を選ん
で、加恵は小女の支えている踏台にのってみを吊しながら、子供のようにころころと笑っ
ていた。外は相変らず雨だったが、加恵の心は晴れ上っていた。（有吉） 
― 「赤兵衛は、陶器の作り方を知っているか。あれは、最初は泥を轆轤台の上にでんと盛り
あげ、轆轤をころころとまわして、泥をせりあげつつ、まるい茶わんをつくりあげてゆく。
さて茶わんの形はできた。それが現在だ。いまの段階がそれだ。しかし轆轤台の上の茶わ
んはまだ、泥でしかない。（司馬） 
― 僕は目が痛くなったので、目蓋の上から指でマッサージをしながら歩いた。しくしくする
ような、ころころするような痛みである。シゲ子と矢須子は幾らか元気づいて、もう影を
ひそめたクラゲ雲について、大きさ、形、色、脚の形、その動き具合など話し合っていた。
（井伏） 
― 母の白い肌が湯をはじき、湯が玉になってころころと肌を伝いおちていた記憶、そして母
の乳房のあのなんともいえないやわらかい感触の記憶、この二つの記憶がかさなりあって
行助のなかで生きていた。（立原） 
― 「島田さつきこれをつくる。全世界に通用するものなり」と毛筆で書かれてあったこと、
といってもその札で夜店の品物を買うことはできず大いに口惜しがったことなどを息をも
つかずしゃべり、上半身を折り曲げて小娘のようにころころと笑った。（北） 
 
ごろごろ  
― 折れた鉛筆のように、女達は皆ゴロゴロ眠っている、雑記帳のはじにこんな手紙をかいて
みる。――生きのびるまで生きて来たという気持ちです。随分長い事会いませんね、神田で
お別れしたきりですもの……。（林） 
― 拳のような大きな石が打ち寄せる波に揉まれて、始終ごろごろしているのです。（夏目） 
― 甘えっこのラファエルくん。この後、目が合うと、走ってきてひざの上でごろごろ、ふみ
ふみを始め、すっかり眠ってしまいました。 
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(http://www5b.biglobe.ne.jp/~melrose1/GOROGORO.htm) 
― 「くやしい、ああっ、くやしい。」と、ごろごろ転がり出て、うしろ向きに坐った。（川端） 
― さんざん苦労をして林を抜け切ると、そこはもう岬の外れに近く、足許に大きな岩がごろ
ごろしていた。（福永） 
― 附近に菰をかぶせた死体がある。そればかりか、むきだしの死体までごろごろしている。
動くことのない汚れた腕が横のほうにだらりと差しのべられている。城吉はぞっとし、目
をそむけて通り過ぎた。無言で基一郎がついてくる。（北） 
― 勿論、中には女も男もまじっているらしい。そうして、その屍骸は皆、それが、嘗、生き
ていた人間だと云う事実さえ疑われる程、土を捏ねて造った人形のように、口を開いたり
手を延ばしたりして、ごろごろ床の上にころがっていた。しかも、肩とか胸とかの高くな
っている部分に、ぼんやりした火の光をうけて、低くなっている部分の影を一層暗くしな
がら、永久に唖の如く黙っていた。（芥川） 
― 両腕と頭を、砂の中にめりこませた。襟元から流れこんだ砂が、シャツとズボンの境で、
ごろごろ枕のようになる。いきなり、胸、首筋、額、内股の順に、はげしく汗がふきだし
てきた。（安部） 
― 東城町の収容所は間に合わせの古い建物で二人の監視人がいたが、どうしていいか誰も手
のつけようがなかった。被爆者たちは畳の上にごろごろ転がって、みんな顔が焼け爛れて
いるから誰彼の区別もつかないのだ。なかには頭の髪のあるべき部分がつるつるに禿げ、
ねじり鉢巻をしていたと見える跡だけ皮膚が正常に残って、両の頬が老婆の乳房のように
垂れさがっているのもある。（井伏） 
― 一列になって歩いていた人たちは、一人減り二人減りして僕と同じ方角へ行くものは数人
きりになった。もうこのあたりからは、毀れた瓦が一面にごろごろして、でこぼこの激し
い荒廃した道である。（井伏） 
― ちょっとスパイシーな系統の香りを使った石けんを作ろうかなとか。まぁつまらんことで
すが、ごろごろしながら考えていたわけです。だんだん秋が近づいてくるので、石けんも
秋・冬仕様になるわけです。 
(http://hishisromance.at.webry.info/200409/article_3.html) 
― 今日は家でごろごろ日がな家でごろごろ。葵と遊ぶ。 
(http://okaba.blogspot.com/2004/11/blog-post_20.html) 
― ごろごろ雷がなってて怖い。 
(http://slashdot.jp/journal.pl?op=display&uid=2067&id=57750) 
― ２人で、ごろごろ気持ちよさそう。。。私も、ごろごろしようかなぁ････(笑) 
(http://hotandcool.easter.ne.jp/issyo/2003/09/diru+ull-2.htm) 
― 年賀状を作ったり、ごろごろしたりしている。実家はいい。冬休み最高。あまりにごろご
ろしすぎて、社会復帰できないダメ人間になりそう。 
(http://www.room503.net/archives/000076.html) 
― 私は、元気がないし、日夜台所で寝ていたら体のふしぶしが痛くて、このどうでもよく思
える頭をしゃんとさせて、家を見にいくなんて！  と、いくらでもあげられる面倒を思いつ
いては絶望してごろごろ寝ていたら、奇跡がボタもちのように訪ねてきたその午後を、私
はよくおぼえている。（吉本ばなな『キッチン』、p. 11） 
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― 「そのわりには、お太りになったね。」「ごろごろしてるから、昼は。」私は思わず笑った。
実際は、人が見てはっきりとわかるくらいに私はやせはじめていた。（吉本ばなな『キッチ
ン』、p. 156） 
― 布団を持ち上げてやると、ちょっと中をのぞいて暖かそうだと思うと喜んで頭でぐいぐい
もぐり、中でぐるっと向きをかえ、ぺちゃんこになってごろごろいう。（『帰りたかった家』、
p.45） 
― 「どうせ日曜日ならいつも暇でごろごろしているし、歩くのは健康にいいしね」（『ノルウ
エイの森（上）』、p. 41） 
― ひょっとしたら間違いかもしれない。僕は大急ぎで灌木の茂みを押し分けて進んだ。土地
が窪み、視野が鎖され、僕はもう自分の焦躁をしか見なかった。さんざ苦労をして林を抜
け切ると、そこはもう岬の外れに近く、足許に大きな岩がごろごろしていた。防波堤も次
第に背が低くなって、海岸を埋めた岩の群と見境がつかなくなっていた。藤木の姿は何処
にもなかった。（福永） 
― 「気になんか全くしてやしないよ。うちにはメロンよりでかい西瓜がごろごろしてるし、
ウイスキーもカステラも、卸しに出したいほどあるんでね」（曽野） 
― 眼の前にある樹は大概楓であったが、その枝に滴るように吹いた軽い緑の若葉が、段段暗
くなって行く様に思われた。遠い往来を荷車を引いて行く響がごろごろと聞こえた。私は
それを村の男が植木か何かを載せて縁日へでも出掛けるものと想像した。先生はその音を
聞くと、急に瞑想から呼息を吹き返した人のように立ち上った。（夏目） 
― 「どの位って程ありゃしませんわ。まあこうしてどうかこうか暮して行かれるだけよ、あ
なた。――そりゃどうでも宜いとして、あなたはこれから何か為さらなくっちゃ本当に不可
せんよ。先生のようにごろごろばかりしていちゃ……」「ごろごろばかりしていやしないさ」
（夏目） 
 
ころん  
― 部屋は明るく暖かだし、長火鉢の鉄瓶は湯がたぎる前のしゅーんという音を静かに立てて
いる。炬燵のふとんの裾にブー子がくるんと丸まって気持ちよさそうに寝ていた。何とな
くそばに寄ってなでているうちに自分もそこへころんと横になった。目の前に猫の顔があ
って、鼻のところだけ白い短い毛がびっしり生えて、鼻の頭はピンク色だ。（『帰りたかっ
た家』、p.40） 
― 例えば誰かへのプレゼントの箱にころんとひとつ、小さなどんぐりを入れたり。（『リネン
とかごとヒヤシンス』、p. 107） 
 
ごろん  
― アフリカ産の大きなかごは、部屋のすみにごろんと置いて、本や雑誌を入れてみました。
シンプルで、ちょっぴり男っぽいインテリアにもぴったり。（『リネンとかごとヒヤシンス』、
p. 32） 
― ごろんと寝ころがると、白い天井が私を救った思い出がけだるく押し寄せてくる。（吉本ば
なな『キッチン』、p. 78） 
― 女の子もあとから入ってきて、二人で浴槽の中でごろんと横になって黙ってビールを飲ん
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でいた。（『ノルウエイの森（上）』、p. 155） 
― この本に紹介された庭は、花と緑の美しい、いわゆる「イングリッシュ・ガーデン」では
ありません。真っ黒な家。ごろんと置かれた流木。そっけいないような石。（『リネンとか
ごとヒヤシンス』、p. 71） 
 
ごわごわ  
― 笑顔で、信じきった表情で待っているセンセイを見たなら、もう言う訳などできはしない。
仕方なくわたしはごわごわするビニールの敷物を乱暴にバッグに押し込んで、そのへんに
ちらしてあった服を手当たりしだいに身につけて、サトルさんたちとキノコ狩に行って以
来いまだに洗っていない運動靴をつっかけて、階段をとんとんと降りていった。（川上弘美
『先生の鞄』、p. 119） 
― それからきわめて自然な、ゆっくりした呼吸に入ろうとした。ごわごわと、足のはるかな
ずっと下の方で、地面がかすかにひくくふるえているような気がした。思考と気持が体の
内側にずるずると漏斗の縁をたどるように落ちこんでいくのがわかった。（椎名） 
 
ごんごん  
― ごんごん胡麻は老婆の蓬髪のようになってしまい、霜に美しく灼けた桜の最後の葉がなく
なり、欅が風にかさかさ身を震わす毎に隠れていた風景の部分が現われて来た。（梶井） 
 
さ行 
さ 
 
さあさあ  
― 雨の夜に寝るのは好きだ。しょうしょう、ぴたぴた、するする、さあさあ。 言い表しきれ
ない、音。音。水の音。 
(http://www1.winknet.ne.jp/~zentaro/naruto1/ss-54.html) 
 
ざあざあ  
― 天気予報の ”弱雨” … なんのその、朝からふつうにザァザァ降っていた。ちょうど二
日目（８日）の９：００Ａ．Ｍ．その日一回目フリー走行が始まった頃、予約していた駐
車場に到着。車を降りると、” ファンファンファンファン！！！” と音が聞こえる。も
う、聞いただけで いてもたってもいられず、大急ぎで準備。なんせ人ごみを掻き分け、
びちゃびちゃのところへ座りにいくのだかレインコートなど、完全防備しなくちゃ風邪を
ひいてしまう。１３年前のＦ1 で買った、今はなきチーム・Ｂｅｎｅｔｔｏｎのポンチョ。
これだけは捨てられない… と置いていたものが活躍する時がきた。足元もびちゃびちゃ
になるので、Ｇパンの上からもレインパンツ。 よし！完璧。サーキットの中はもちろん、
外にも人人人！！！なんとか間に合ってたどりついたら、目の前をものすごい音をたてて
マシンが通過。雨でよかった。 こんな状態で泣いてる人なんて誰もいない。ガラガラの
観客席で びちゃびちゃになりながら、１年ぶりのＦ１マシンとの再会。嬉しい？感動？
… どうしてもうまい言葉は見つからない。思い出しただけでも泣けてくる。  
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(http://mookulala.exblog.jp/i7) 
― 私はため息をついて庭を見つめた。つくりものの欄干が岩に渡してあり、高くから細い滝
がざあざあ音を立てて、こけむした岩へと落ちていた。（吉本ばなな『キッチン』、p. 129） 
― 私は橋にたどり着くといつものように欄干にもたれて、ぼんやりと青い空気の底に沈む淡
くかすんだ街並みを見ていた。ざあざあと力強く川音が響き、なにもかもを白く泡立てて
押し流してゆく。汗がすうっと引いて、顔に冷たい川風が吹いてくる。（吉本ばなな『キッ
チン』、p. 150） 
― 太郎はだらだらと起き上ってシャワーを浴びることにした。本当は太郎は、日本風に「風
呂につかる」ことがこよなく好きなのだが、洗い場でざあざあお湯を浴びる快感を楽しめ
ない西洋風の浴室では、もっぱらシャワーを浴びることに決めている。（曽野） 
 
さあっ  
― 子供の頃は、雪を見るとハシャギまくっていたのに。。。今は、かなり辛いなぁと思ってい
ると引越し荷物を片付けている横でさくらがガラス越しに雪をじーっと眺めているんです。
空から、ヒラヒラと落ちてくる白い小さな物体。しかも、地面に落ちるとさぁっと消える。
もう 5 歳を過ぎているのに自宅にいる時には、あまり見る機会のなかった不思議な白い物
体に、興味津々のご様子。それなら、やっぱり犬も喜び庭かけ回らなきゃっと思い作業を
中断して、さくらとお外に（中略）玄関からすら出てこようとせずに出口付近を行ったり
来たり。。。でも、僕たちの「おいでぇ～」の声に、覚悟を決めたのかちゃかちゃかちゃか
ぁ～っと、小走り。雪に  はしゃいでるのか、止まると寒いから仕方なく動いているのかど
っちかわからないような状況でピョンピョンちゃかちゃか。走り回る走り回る！犬も喜び
庭かけ回ってるよぉ～と、ちょっと嬉しくなりました。 
(http://www.inu-zakka.com/rensai/rensai2003.htm) 
― 人々の列の向うをざわざわと自動車が通る。自動車の中の女の顔が面のように白い。ただ
それだけの印象。さあっと民衆は息を吹きかえして歩きはじめる。ほっとする。（林） 
― 西に舂き出すと日脚はどんどん歩みを早める。おまけに上の方からたるみなく吹き落して
来る風に、海面は妙に弾力を持った凪ぎ方をして、その上を霰まじりの粉雪がさーっと来
ては過ぎ、過ぎては来る。（有島） 
― 自分の顔がまるで知らない人の顔のように見えて来たり、眼が疲れて来る故か、じーっと
見ているうちに醜悪な伎楽の腫れ面という面そっくりに見えて来たりする。さーっと鏡の
中の顔が消えて、あぶり出しのようにまた現われたりする。片方の眼だけが出て来て暫く
の間それに睨まれていることもある。（梶井） 
― 日光もとおさないほど深い森の中なのですが、それでもときどき木の間が稲妻に照らされ
たようになって、三、四、五……と数えているうちに、グーワーンという爆音がおしよせ
ました。そして、梢が次々にさーっとふるえました。このあたりでは鳥も逃げてしまって、
鳴く声もしませんでした。（竹山） 
 
ざあっ  
― 「おおい、お医者や、あんまり変な声を出してくれるなよ。ここは、セントジョバンニ様
のお庭だからな。」ひのきが高く叫びました。その時風がザアッとやって来ました。（宮沢
 115  
賢治『銀河鉄道の夜』、p. 81） 
― すると空中にざあっと雨のような音がして何かまっくらなものがいくかたまりもいくかた
まりも鉄砲丸のように川の向うの方へ飛んで行くのでした。（宮沢賢治『銀河鉄道の夜』、
p. 202） 
― 人々はまた黙りました。そうしてふたたび、遠くにおちる砲弾、思いもかけぬ近いところ
で目を眩ますような光をあげて炸裂する照明弾、土や岩がざーっと落ちる音、木の幹が裂
ける音などが、あちらこちらにひびきました。（竹山） 
 
さくさく  
― 夏から秋にかけて、異状体になる私は働きたくっても働けなくなって弱っています故、自
然と食べる事が困難です。金が欲しい。白い御飯にサクサクと歯切れのいい沢庵でもそえ
て食べたら云う事はありませんのに、貧乏をすると赤ん坊のようになります。明日はとて
も嬉しいんですよ。少しばかりの稿料がはいります。それで私は行けるところまで行って
みたいと思います。（林） 
― 踏めばさくさく秋の音がそのまま残されているような道だったが、道はけっしていいとこ
ばかりではなかった。（新田） 
― 今年の秋、青森へ旅行したが、そこで食べた摘んだばかりの林檎の甘酸っぱい香りと、さ
くさくした歯触りが未だに忘れられない。 (Kakehi, Tamori, Schourap, Dictionary of 
Iconic Expressions in Japanese) 
― ダンナのクッキー５  ；夜中に作ってくれるパキパキした焼き菓子です。甘くないので甘い
のが好きな人は砂糖を増やしてください。サクサクが好きな人はバターの量を増やしてく
ださい。コーングリッツのじゃりじゃりとした食感が好き嫌いあるかも。 
(http://cookpad.com/iburin/index.cfm?Page=recipe&RecipeID=99215&Mode=full) 
― 冷たい風が吹きすさび、頭がきーんとするような夜中、浜へ続く暗い階段を降りていった。
砂が、ひんやり、さくさくしていた。（吉本ばなな『キッチン』、p. 140） 
― 人々は提灯の光に夜道を照しながら歩いた。丑松もまたさくさくと音のする雪を踏んで、
先輩の一生を考えながら随いて行った。思当ることが無いでも無い。（島崎） 
― 彼は尾根道に沿って右手の更に高い方へ向って登っていった。落葉が積ったままの道だっ
た。踏めばさくさく秋の音がそのまま残されているような道だったが、道はけっしていい
とこばかりではなかった。下駄の歯が松の根にはさまったり、落葉の下に石ころがあった
り、歩きにくい道だった。（新田） 
― 廊下の片側だけ、降り込んだ雪が仄白くつもっていた。私は雪を避けて反対側を歩いたが、
それでも草履の裏に、時々、さくさくと雪のきしむ音がした。（福永） 
― 今年の秋、青森へ旅行したが、そこで食べた摘んだばかりの林檎の甘酸っぱい香りと、さ
くさくした歯触りが未だに忘れられない。（Kakehi, Tamori, Schourap, Dictionary of 
Iconic Expressions in Japanese） 
 
ざくざく  
― 漫画の下書き、ざくざく進んでおります。今、8ｐ突入いたしました！！！ 
(http://blog.so-net.ne.jp/lostman/2005-09-09) 
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― 商品名：ざくざく！おいしい大根おろしに。竹製鬼おろし 
(http://review.rakuten.co.jp/item/1/198257_450843/1.1/) 
― 高級烏骨鶏卵をたっぷり使ったカステラの、ざくざく歯ごたえが楽しいザラメ有り。 
(http://item.rakuten.co.jp/kasyuan/100271/) 
― きゅうりを切らないまるごとのまままな板の上で手で押しながら転がして塩もみします。
少ししんなりしてきたら、まな板の上の残った塩は洗い流して、きゅうりをすりこぎなど
で、一口大に割ります。（この包丁で切らないざくざくした食感がおいしさの秘訣です。） 
梅肉を細かく切ったものとこのきゅうりをまぜれば出来上がり。 
(http://www.eonet.ne.jp/~fujii-pt/kinoume/recipi/ryouri103.html) 
― プレゼント情報満載!欲しいプレゼントも簡単に検索できる懸賞ざくざくで、あなたもざく
ざくプレゼントを獲得してください  
(http://www4.plala.or.jp/benri/entertainment.html) 
― 痛い～  奥歯のワイヤーが少しずつ動いて  舌にざくざく刺さる、というかひっかかるよう
に。 しばらくすれば落ち着くかな～と我慢の毎日。 頬側なら、頬を膨らまして緊急避難、  
とかするんですが舌の付け根の方となると、薬は塗れないし  ビタミン剤飲んで耐えるしか
方法が見つからない！ 
(http://hidariashi.blog2.fc2.com/blog-entry-64.html) 
― メールをみるだけで、毎日１０００万円が当るチャンス。他にも１００万円、１０万円が
ざくざくあたる、大型懸賞サイトです。毎日がチャンスデイ 1000 万円が当る大型懸賞サイト
～お宝メール～ 
(http://www.listgate.net/guide/131.php) 
― 昭和３０年代に三重県北勢地域にて一躍ブームになったアイスまんじゅう。ミルクアイス
に小豆がざくざく入った懐かしい冷菓です。 
(http://www.kankomie.or.jp/m_seasonal/03_08/06.html) 
― ニセ金ざくざく；お札に続いて硬貨でも偽造貨幣がざくざく。500 円硬貨って自販機には
ねられることが多いような気がするのは気のせい？ 
(http://blog.redcat.dyndns.org/item/77) 
― 「立派なあわびです」蛸しゃぶの鍋の火を落としながら、センセイは感嘆した。中皿にあ
わびの殻が四つ並べてあり、殻の中に刺身にしたあわびがざくざくと盛ってある。（川上弘
美『先生の鞄』、p. 194） 
― ブロッコリーはざくざく刻む。（『ササッとパスタ、パパッとめん』、p. 35） 
― 何もない。人があまっている。美人はざくざく。只若いだけではどうにもならない。神田
の古本屋でイバニエスを売る。（林） 
― シーツを２枚重ねて、ザクザクと縫い合わせ、ハンガーのフックが出るように上部には穴
を開けておきます。（『家事ワザー基本と裏ワザ』、p. 141） 
― 加藤は薪で火を焚くことはあきらめてアルコールバーナーに火をつけコッフェルで湯をわ
かし、飯盒の中の凍った飯を落しこみ、味噌を加えて、雑炊にした。カマボコをきざんで
いれたけれど、噛むと、ざくざく氷の音がした。（新田） 
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さっくり  
― ボウルに A を入れ、さっくりと混ぜ、１、桜えびをざっと混ぜる。（『ササッとパスタ、パ
パッとめん』、p. 88） 
 
ざっくり  
― ボウルに A を合わせ、パスタを加えてあえる。１、２、も加えてざっくりと混ぜ、よく冷
やして食べる。（『ササッとパスタ、パパッとめん』、p. 39） 
 
さっさ  
― １年前はこれが永遠に続くのか・・・と覚悟してたが、成長とともにかなり落ち着いてき
てくれた。とくに睡眠障害がなくなった・・・というよりも、母はさっさとちーより先に
寝てしまうようになってかなり楽になった。ちーが寝るのなんてじーっと待ってたらほん
まにまじで具合が悪くなりそうやった。そして、夜がくるのが怖かった。眠いのに眠らせ
てくれない日々。今では「ちーくん、おやすみー」でがーがー寝てしまう。こんな母親ど
ーかと思われるでしょうが、我が家はこれで平和を保ってるんです。 
(http://blog.goo.ne.jp/hachiboo) 
― 「ありがと、自分でするから大丈夫です」とかごを整理する棚の前に行ってさっさと着物
を脱いで石けん箱と手拭を持って流し場に入った。（青木玉『帰りたかった家』、p. 115） 
― 事務長はさっさと仕事にかかりました。（宮沢賢治『銀河鉄道の夜』、p. 132） 
― 金一封は箱に積まれて徹吉の前に置かれており、養父と違ってこうした行事を好まぬ二代
目院長は、訓辞ともいえぬ一応の挨拶も口を開くか開かぬうちに終えてしまい、ごく無造
作に簡単に、金一封を次々と手渡してしまうのであった。またそれを貰う人々も金魚の糞
のようにぞろぞろと列をつくって、さっさとあっけなく、これといった礼儀も尽さずに小
袋を受取って引退った。（北） 
― ゆるされなかったのであろう。わざとふりむきもせず、さっさとあるきだすと、ぞろぞろ
ついてきた生徒たちは思い思いのことをいった。（壺井） 
 
さっ  
― 今年は誰かに会ったらサッと左へ二歩飛び、斜めに向いて静かに礼をしようと思う。交通
事故にあったりしたら、責任は明治百年に取ってもらおう。ひょっとすると、サッと飛び
かわした瞬間に、大変な美人と衝突し、物のはずみで一緒にお茶でも、という事にならぬ
とも限らない。そうなれば明治百年万歳である。（五木） 
― 取り外しのできる H 型中仕切りで、乱雑になりがちな中身をスッキリ整理。辞書も入るワ
イドなマチ幅 60mm。厚みのある生地が中身をがっちり守ります。中仕切りを使えば乱雑
になりがちな中身もスッキリ。携帯電話など必要な時にさっと取りだせるので便利です。
（ウェイケース） 
(http://www.sedia.co.jp/seihin/AP956.html) 
― さばの汁けをきって衣にくぐらせ、バットに入れてごまを両面にまぶす。中温に熱した揚
げ油でカラッと揚げ、ししとうがらしをさっと素揚げにし、盛り合わせる。（『簡単レシピ
で２０分クッキング』、p. 48） 
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― 全体をさっとまぜ、器に盛る。（『簡単レシピで２０分クッキング』、p. 60） 
― ほうれんそうは５ｃｍ長さに切って茎と葉に分け、それぞれ水につけてシャキッとさせ、
いためる直前にざるに上げる。干しえびはさっと水洗いして水けをきる。中華鍋を熱して
サラダ油を入れ、干しえびを入れて弱めの中火でゆっくりといためる。（『簡単レシピで２
０分クッキング』、p. 71） 
― ささ身は筋をとり、熱湯にさっと通して氷水にとる。（『簡単レシピで２０分クッキング』、
p. 81） 
― にらを加えてさっと火を通し、かたくり粉を同量の水でといて加えて、３にかける。（『簡
単レシピで２０分クッキング』、p. 87） 
― 肉の表面の色が変わったら、グリーンピースを凍ったまま加え、さっと混ぜ、３～４分煮
て、砂糖、塩、こしょう各少量で味を調える。（『ササッとパスタ、パパッとめん』、p. 4） 
― フライパンにサラダ油大さじ１ /２を熱し、にんにく、玉ねぎ、ひき肉を炒める。ひき肉が
ぽろぽろになったら、にんじん、ピーマンを加えて炒め合わせ、A で調味する。そうめん
を加えてさっと炒め、プチトマトを加えてざっと混ぜる。（『ササッとパスタ、パパッとめ
ん』、p. 93） 
― ちょうど、倒れたあたまのところに、わたしの風呂敷包が破れて落ちていて、白紙が皺だ
らけになって散り、二きれのコペが泥の中にころがっていた。敵はすばやくそのころがっ
たパンを拾いとると、白紙をつかんで泥といっしょにわたしの顔に投げつけて、さっと向
うへ駆け出して行った。（石川） 
― 香りがたったら、たこを加えて、さっと炒める。（『ササッとパスタ、パパッとめん』、p. 24） 
― のれん越しにすがすがしい三和土の上の盛塩を見ていると、女学生の群に蹴飛ばされて、
さっと散っては山がずるずるとひくくなって行っている。私がこの家に来て丁度二週間に
なる。もらいはかなりあるのだ。（林） 
 
ざっ  
― ボウルに A を入れ、さっくりと混ぜ、１、桜えびをざっと混ぜる。（『ササッとパスタ、パ
パッとめん』、p. 88） 
― フライパンにサラダ油大さじ１ /２を熱し、にんにく、玉ねぎ、ひき肉を炒める。ひき肉が
ぽろぽろになったら、にんじん、ピーマンを加えて炒め合わせ、A で調味する。そうめん
を加えてさっと炒め、プチトマトを加えてざっと混ぜる。（『ササッとパスタ、パパッとめ
ん』、p. 93） 
― フライパンにオリーブ油大さじ３～４、にんにく、赤とうがらしを入れて、弱火にかける。
香りがたったら、玉ねぎを加えて炒め、しんなりしたら、トマト水煮を汁ごと加え、ざっ
とつぶして、強火で１～２分似込む。（『ササッとパスタ、パパッとめん』、p. 6） 
― 外気２６度。表面３１度。中層３２度。下層２７度。昨日入れたスイカの皮に、びっしり
とウジがたかっています。ざっと、千匹くらいはいそうです。ぴちゃぴちゃと、蠢く音が
聞こえてきます。ウジはほうっておこうとおもっていたんですが、さすがに見過ごすわけ
にはいかないようです。どうしようか 
(http://www.luckyvillage.jp/diary/d200108.html) 
― 「あれずるいな」と思っても、下手に何か言えば、「桶に印が付いてんのかい」と中の湯を
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ざっとひっくり返して突き返される。（『帰りたかった家』、p.116） 
― あじをざっと洗って水けをふき、耐熱ボールに入れて玉ねぎと２の野菜でおおい、ドレッ
シングをかける。（『簡単レシピで２０分クッキング』、p. 45） 
― 半量程度まで煮つまったら、黒オリーブを加え、ざっと混ぜ、塩少量で味を調える。（『サ
サッとパスタ、パパッとめん』、p. 6） 
― ゆでたてのスパゲッティを３に入れ、ざっと混ぜ合わせる。（『ササッとパスタ、パパッと
めん』、p. 20） 
― トマトを加えてざっと炒め、A を加え、ときどき混ぜながら、１５～２０分煮る。（『ササ
ッとパスタ、パパッとめん』、p. 27） 
― フライパンにオリーブ油大さじ３～４、にんにくを入れて弱火にかけ、香りがたったら、
トマト水煮を缶汁ごと加え、ざっとつぶして強火で１～２分煮込む。（『ササッとパスタ、
パパッとめん』、p. 27） 
― ボウルに A を入れ、さっくりと混ぜ、１、桜えびをざっと混ぜる。（『ササッとパスタ、パ
パッとめん』、p. 88） 
― ……お父さんも連れて来たよと門口から呼立るに、大層おそいではないかお寺の山へでも
行はしないかとどの位案じたらう、早くお這入といふに太吉を先に立てて源七は元気なく
ぬつと上る、おやお前さんお帰りか、今日はどんなに暑かつたでせう、定めて帰りが早か
らうと思うて行水を沸かして置ました、ざつと汗を流したらどうでござんす、太吉もお湯
に這入なといへば、あいと言つて帯を解く、お待お待、今加減を見てやるとて流しもとに
盥を据へて釜の湯を汲出し、かき廻して手拭を入れて、さあお前さんこの子をもいれて遣
つて下され、…..（樋口） 
― 「逢う事になれば大騒ぎをされる。大騒ぎをされれば――じきに又それが鼻についてしまう。
こうまあ相場がきまっていたものだ。ところが侍従には一月ばかりに、ざっと二十通も文
を書いたが、何とも便りがないのだからな。おれの艶書の文体にしても、そう無際限にあ
る訳じゃなし、そろそろもう跡が続かなくなった。（芥川） 
― 「くるみが沢山あったろう。どれはまあ、ざっと百二十万年ぐらい前のくるみだよ。（宮沢
賢治『銀河鉄道の夜』、p. 181） 
 
さっぱり  
― 頬や口のまわりはかさかさしているのに、額や鼻はてかてか、べたべた。さっぱりのスキ
ンケアでは乾燥する部分がかさかさ、しっとりの化粧水では油っぽい部分がべたべた。何
を使ったらいいのかわからない！そのあまりのみずみずしさに、私は自分の内側がかさか
さしていることを感じずにはいられなかった。私の心にどうしても春の風景は入ってこな
い。（吉本ばなな『キッチン』、p. 166） 
― 王は早速許されたので、その場でバーユー将軍は、鎧もぬげば兜もぬいで、かさかさ薄い
麻を着た。それから粟をすこうし播いたりした。けれどもそのうち将軍は、だんだんもの
を食わなくなってせっかくじぶんで播いたりした、粟も一口たべただけ、水をがぶがぶ呑
んでいた。ところが秋の終りになると、水もさっぱり呑まなくなって、ときどき空を見上
げては何かしゃっくりするようなきたいな形をたびたびした。（宮沢賢治『銀河鉄道の夜』、
p. 156） 
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― 「なんでもないことじゃないか。山で丈夫になって来たんだよ。頭がさっぱりしないんだ。
君とだって、からっとした気持で話が出来やしない。」（川端） 
 
さらさら  
― うちのマンションは台所やリビング、洋間のドアや柱が塩化ビニール製です。入居した時
からさわると、ねちゃねちゃするのです。水拭きでは全然ダメなのです。洗剤で拭くとツ
ヤがなくなってしまいます。内装をした業者に問い合わせをすると、灯油でふけばいいと
言う事でした。しかし、その時はさらさらになるのですがすぐに又、ねちゃねちゃするの
です 
(http://www.yomiuri.co.jp/komachi/reader/200411/2004112100075.htm) 
― 夜更けの雪がしっかり積もって、久しぶりの雪景色。このへんでここまでなるのは珍しい
な雪、っていっても色々あって、ぺしゃっとした水っぽいやつからこんなふうにパウダー
スノーなさらさらと乾いたものも。だけどみんな雪、なんですね。それはことばもどこか
似て。 
(http://poenique.jp/sinaps/umineko/umineko16.htm) 
― これが母？という驚き以上に私は目が離せなかった。肩までのさらさらの髪、切れ長の瞳
の深い輝き、形のよい唇、すっと高い鼻すじーそして、その全体からかもしだされた生命
力の揺れみたいな鮮やか光―人間じゃないみたいだった。（吉本ばなな『キッチン』、p. 19） 
― 店の中は、くちあけのころのさらさらした空気ではなく、夜がこれから更けていこうとす
るときの、濃密ではなやかな空気に満たされていた。（川上弘美『先生の鞄』、p. 133） 
― カメラをかまえたのと、同時に、足もとの砂が、さらさらと流れだした。（安部） 
― 肩にかかる髪がさらさら揺れた。（吉本ばなな『キッチン』、p. 60） 
― その意味合いが解せないので、そこに居合わせた人々が、とかくの詮議立てをしておりま
すと、それを御聞きになった若殿様が、御持ちになった扇の裏へさらさらと美しく書き流
して、その人々のいる中へ御遣しになった歌でございます。（芥川） 
― その日は艦載機とＢ29 の大編隊が呼応して来襲し、降りつむ雪の中に、楡病院から遠から
ぬ地域にも数箇所火災が起った。火焔がめらめらと舌を出し、まるで半ば麻痺したこの都
会が苦しげに息づいているかのようであった。たなびく黒煙と執拗に燃えさかる火の手、
その上にやむことなくさらさらと雪が降りしきった。（北） 
― あわててはね起きる。顔からも、頭からも、胸からも、つもった砂が、さらさらと流れお
ちた。唇と、鼻のまわりには、汗でかたまった砂が、こびりついていた。（安部） 
― 最後の椀をさらさらと片付けおわると、庄九郎は両ももに両手をおき、背筋をのばして居
ずまいをただした。（司馬） 
― と云って、頸をひねって、さらさらとした油気のない髪の毛を風に吹かせながら、そこに
ひらひら舞っている鴇色の布を私の方へ示しました。（谷崎） 
― と挨拶してぞろぞろ出て行った後には、水入らずの家族五人が、囲炉裡の火に真赤に顔を
照らし合いながらさし向いになる。戸外ではさらさらと音を立てて霰まじりの雪が降りつ
づけている。七時というのにもうその界隈は夜更け同様だ。どこの家もしんとして赤子の
泣く声が時折り聞こえるばかりだ。（有島） 
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ざらざら  
― タネリはとうとう、叩いた蔓を一束もって、口でもにちゃにちゃ噛みながら、そっちの方
へ飛びだしました。「森へは、はいって行くんでないぞ。ながねの下で、白樺の皮、剥いで
来よ。」うちのなかから、ホロタイタネリのお母さんが云いました。タネリの小屋が、兎ぐ
らいに見えるころ、タネリはやっと走るのをやめて、ふざけたように、口を大きくあきな
がら、頭をがたがたふりました。それから思い出したように、あの藤蔓を、また五六ぺん
にちゃにちゃ噛みました。その足もとに、去年の枯れた萱の穂が、三本倒れて、白くひか
って居りました。タネリは、もがもがつぶやきました。タネリは、わからなくなってしま
いました。そこで仕方なく、首をまげたまま、また藤蔓を一つまみとって、にちゃにちゃ
噛みはじめながら、かれ草をあるいて行きました。向うにはさっきの、四本の柏が立って
いてつめたい風が吹きます、去年の赤い枯れた葉は、一度にざらざら鳴りました。タネリ
はおもわず、やっと柔らかになりかけた藤蔓を、そこらへふっと吐いてしまって、その西
風のゴスケといっしょに、大きな声で云いました。そのうち、シャオの淫裂から太助の唾
液とは明らかに違った透明な粘液がしみ出てくるのが分かった。   太助は右手の人指し指
と中指を使ってその粘液をすくいとり、シャオの顔の前に突きだすとにちゃにちゃと指を
擦りあわせて糸を引かせると言った。   「シャオ、シャオも感じてくれてるんだね。こん
なに濡れてきたよ・・・」タネリはたしかにいちにち噛んでいたようだった（宮沢賢治） 
(http://www.aozora.gr.jp/cards/000081/files/4600_11971.html) 
― 直径三尺五寸ぐらいな筒型の塔身だが、爆風の作用で持ちあがった瞬間、煉瓦のかけらが
吹きとばされて来て挾まったのだろう。すべすべに磨きをかけてある御影石の墓は、閃光
に当った面だけざらざらに焼け爛れ、光の当らなかった方は元のまま滑らかになっている。
御影石でもそんな具合に焼けている。（井伏） 
― 僕は女子学生の濃い隈のある瞼やざらざらした頬の皮膚をまぢかに見、疲れが濡れて重い
外套のように躰を包むのを感じた。しかし僕は低い声で笑った。（大江） 
― なにか口の中に氷のかたまりを入れたようであった。やがてチョコレートはやわらかにな
った。噛んだ。チョコレートの味がしなかった。クリームの甘さもなかった。ざらざらと
半分凍りかけた氷を食べているような気持だった。（新田） 
― 前から気になっていたのだけど、車の塗装がざらざらしてきた。きれいに洗車してもなん
だかざらざらする。水垢おとしをしてもざらざら。 
(http://design45.jugem.cc/?eid=42) 
― 大根おろしが作れそうなざらざらのかかとは、軽石＆美肌ジェルのおかげでざらざらがな
くなりました。 
(http://natulife.jugem.jp/?eid=17) 
― カルピスを飲むと、のどの奥にざらざらしたものがついてしまう、それがカルピスの欠点
でしたが、最近のカルピスにはこのざらざら感がなくなっています。このざらざら感の正
体が牛乳に含まれるタンパク質（カゼイン）であることを、今回はじめて知りました。う
ーん、料理もまだまだ奥が深いぞ。 
(http://www.ajiwai.com/otoko/make/calpis.htm) 
― ほの暗い光に目が慣れてくると、下生えの中に、さまざまなものがあるのがわかる。オレ
ンジ色の小さなキノコ。苔。白いざらざらとした葉脈のようなもの。徴の一種だろうか。
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……. （川上弘美『先生の鞄』、p. 68） 
― その気持ちの悪いこと、大人たちは温めた薬を塗った湿布だからあたたまっていい気持ち
だと言うけれど、これをべったり背中から胸にくっつけられたときの冷たいような熱いよ
うな感じは何とも嫌な感触だ。しばらくすると小端の方から乾いて、粘土状のざらざらが
布団の中にこぼれ、これも気持ち悪い。（『帰りたかった家』、p.44） 
― 「玉子、玉子です」と呼びながらばたばた廊下を走って茶の間に駆け込んだ。びっくりし
た父の顔に向って飛付いた。頬ずりをされてひげがざらざらと痛かった。（『帰りたかった
家』、p.75） 
― 上り場のざらざらしたマットは水虫の巣、そんな所で足をごりごりふいてはいけないと教
えられた。（『帰りたかった家』、p.117） 
― いま、登美子は赤の他人であるところの医者によって、診察を受けている。江藤はその姿
を想像すると、胸のなかが砂でざらざらになったような、嫌な気がした。あの女のからだ
はおれだけしか知らない。（安部） 
― 助手席に乗った菊栄がふりかえって唐突にいった。「水が飲みたいわ、喉が砂っぽくてざら
ざらするほどよ」（大江） 
― それから片頬を触れた。ひややかな感触、どことなく拒むような感触、それでいてそのざ
らざらした、それでいてしっとりと吸いこむような感触は快かった。なにか遠くへ誘われ
るような感じもした。（北） 
― やわらかくてそのまま食べてしまいたくなる口。ふいにパパの硬い唇とざらざらしたお髭
のあと、それに丈夫な歯やらんぼうでやさしい舌が、いっせいによみがえりました。Ｍの
口のやわらかさにぞっとしました。女ッテ大キライ！（倉橋） 
 
さわさわ  
― あまりにも美しい満月だったので、銀色草原に植物天使の産卵を見に行った。しゅるしゅ
る、さわさわ、パァンとあちこちでなる心地よい音楽を聞きながら、寝転がってその景色
の中に棲んでみた。 
(http://www.ne.jp/asahi/ku-raku/maker/planet/chap1/trip2.htm) 
― それは定かなものではなかった。かすかな気配ではあったが、然し不思議にも秋風に吹か
れてさわさわ揺れている草自身の感覚というようなものを感じるのであった。（梶井） 
― 静かな揺れ方だったが、揺れはすぐにはやまなかった。風がさわさわと竹やぶを渡ってい
くような音が聞えた。（新田） 
― 私の部屋からは、ちょうど家の門と庭がよく見える。庭木や花が青い空気の中でさわさわ
揺れて、パノラマのように平べたい色彩で広がって見えた。（吉本ばなな『キッチン』、p. 
179） 
― 夜の樹々が風でさわさわと鳴るように、いろんな人が私に向って話しかけてくるのです。
（村上春樹『ノルウエイの森（下）』、p. 159） 
― ただそれだけの仕草のあいだに、ときどきさわさわと肌に触れる指のかぼそさ、しなやか
さ、それが単に庄九郎の肌に触れるというようなものではない。肌で、妙音を聴くような
感触である。（司馬） 
― 彼女に贈った柳襲の小袿は、あのとき思ったように、やはり似合っていないが、ありてい
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にいえば、着手が悪い、とでもいうべきであろう。艶も失せて黒ずんだ掻練の、さわさわ
と音のするほど糊のきいた衣を一枚着て、その上に柳の織物の小袿を着ているのだが、ひ
どく寒そうで、みるからに哀れである。（田辺） 
 
ざわざわ  
― 人々の列の向うをざわざわと自動車が通る。自動車の中の女の顔が面のように白い。ただ
それだけの印象。さあっと民衆は息を吹きかえして歩きはじめる。ほっとする。（林） 
― 「あんなに欅がざわざわしてますな」センセイは言って、バス停の横手にある数本の欅を
眺め上げた。なるほど、濃い緑に繁った欅の枝がしなっている。風はさほど強く感じられ
ないのに、空高くにある欅の梢は、大きく揺れているのである。（川上弘美『先生の鞄』、
p. 25） 
― 「ツキコさんと、一緒に来ようと思ったのです」センセイは静に言った。；「一緒に」；「え
え、しばらく来ませんでしたから」かもめがざわざわと鳴き声をあげて、墓地の上を何羽
も連なり飛んでいった。なぜわたしを連れて来ようと思ったんですか。その言葉をわたし
が口にしようとすると、かもめがやたらにざわざわとする。かもめの鳴き声にかき消され
て、センセイに声が届かない。（川上弘美『先生の鞄』、p. 188） 
― 私ははっと思った。今までざわざわと動いていた私の胸が一度に凝結したように感じた。
私は又逆に頁をはぐり返した。（夏目） 
― そのとき、イワシ屋の店の中が急にざわざわとさわがしく「あ、きたねえ、こいつ。」「さ
わるな、そばに寄るな。さわっちゃいけねえ。」「あっちへ行け。はやく出て行け。」と狼狽
した声声で、そこへ駆けつけて来た半ずぼんに兵隊靴をはいた男の、どうやらこの市場の
見まわりらしいのが「こいつ、また来やがったな。（石川） 
― 新橋から省線に乗ると、釣革につかまった二人の身体が車体の振動のために小刻みに揺れ
るにつれて、時々肩と肩とがぶつかり合った。そうするとさっき聞いたコンチェルトのふ
とした旋律が、きらきらしたピアノの鍵音を伴って、幸福の予感のように僕の胸をいっぱ
いにした。満員の乗客も、ざわざわした話声も、薄汚れた電車も、一瞬にして全部消えて
しまい、僕と千枝子との二人だけが、音楽の波の無限の繰返しに揺られて、幸福へと導か
れて行きつつあるような気がした。（福永） 
― むささびかも知らぬがきッきッといって屋の棟へ、やがて凡そ小山ほどあろうと気取られ
るのが胸を圧すほどに近いて来て、牛が鳴いた、遠く彼方からひたひたと小刻に駈けて来
るのは、二本足に草鞋を穿いた獣と思われた、いやさまざまにむらむらと家のぐるりを取
巻いたようで二十三十のものの鼻息、羽音、中には囁いているのがある。あたかも何よ、
それ畜生道の地獄の絵を、月夜に映したような怪しの姿が板戸一重、魑魅魍魎というので
あろうか、ざわざわと木の葉が戦ぐ気色だった。（泉） 
― 人々は騒がしく促す。時雨はざわざわと風に乱れて吹きつけてくる。（田辺） 
― 私はその黒いなりに動かなければ仕末のつかなくなった都会の、不安でざわざわしている
なかに、一点の燈火の如くに先生の家を見た。私はその時この燈火が音のしない渦の中に、
自然と捲き込まれている事に気が付かなかった。（夏目） 
― 誰やらが何とか云いましたって……、酒を飲むと鳥が群れて飛んで来ます。樹がざわざわ
鳴っているような不安で落ちつけない私の心、ヘエ！ 淋しいから床を蹴って、心臓が唄
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います事に、凭りどころなきうすなさけ、ても味気ないお芙美さん……。（林） 
― 「わたくしも年のせいかしら、こう、ざわざわした住居が疲れました。静かに仏の道を修
行したくなりました。たいていのことは見尽くした気もする年になったのですもの。どう
か、お許し下さいまし」（田辺） 
 
し 
 
しいっ  
― コップを洗う柄のついたスポンジに水を含ませ、レールの上をシーッと一拭き。（『家事ワ
ザー基本と裏ワザ』、p. 52） 
 
じいっ  
― 「あのねえ、僕はあなたに、旅行に行こう、二人きりで、ってさそってるの。わかってる
のかなあ」じいっとわたしの顔をのぞきこむようにして言う。（川上弘美『先生の鞄』、p. 
163） 
― 池の石の上に、甲羅の乾いた亀がもそもそと歩いている。いまにいいことがあるぞと云っ
てくれているのではないかと、にゅっと首をあげている亀の表情をじいっとあきずに眺め
ている。少しはねえ、いいことがあるように、私のことも考えて下さいなと亀に話しかけ
てみる。慾ばってはいかん。（北） 
― 天井はしみだらけ。樋を流れる雪解け。じいっと耳を澄ましていると、ととん、とんとん、
ととんと初午のたいこのような雪解けの音がしている。皆は起き出してそれぞれ旅人の身
づくろい。（林） 
― 私はぱりぱりに乾いてゆく傘の下で、じいっと赤い夕陽を眺めていた。（林） 
― 「あっはっはは……僕が一体どんな状態でそれに耽っているか一度話してみましょうか。
僕はながい間じいっと眼を放さずにその窓を見ているのです。するとあんまり一生懸命に
なるもんだから足許が変に便りなくなって来る。（梶井） 
― 「ソン大将はただ今から、ちょっとお医者へ行ってくる。そのうち音をたてないで、じい
っとやすんでいてくれい。わかった。」（宮沢賢治『銀河鉄道の夜』、p. 144） 
― １年前はこれが永遠に続くのか・・・と覚悟してたが、成長とともにかなり落ち着いてき
てくれた。とくに睡眠障害がなくなった・・・というよりも、母はさっさとちーより先に
寝てしまうようになってかなり楽になった。ちーが寝るのなんてじーっと待ってたらほん
まにまじで具合が悪くなりそうやった。そして、夜がくるのが怖かった。眠いのに眠らせ
てくれない日々。今では「ちーくん、おやすみー」でがーがー寝てしまう。こんな母親ど
ーかと思われるでしょうが、我が家はこれで平和を保ってるんです。 
(http://blog.goo.ne.jp/hachiboo) 
― 子供の頃は、雪を見るとハシャギまくっていたのに。。。今は、かなり辛いなぁと思ってい
ると引越し荷物を片付けている横でさくらがガラス越しに雪をじーっと眺めているんです。
空から、ヒラヒラと落ちてくる白い小さな物体。しかも、地面に落ちるとさぁっと消える。
もう 5 歳を過ぎているのに自宅にいる時には、あまり見る機会のなかった不思議な白い物
体に、興味津々のご様子。それなら、やっぱり犬も喜び庭かけ回らなきゃっと思い作業を
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中断して、さくらとお外（中略）玄関からすら出てこようとせずに出口付近を行ったり来
たり。。。でも、僕たちの「おいでぇ～」の声に、覚悟を決めたのかちゃかちゃかちゃかぁ
～っと、小走り。雪に  はしゃいでるのか、止まると寒いから仕方なく動いているのかどっ
ちかわからないような状況でピョンピョンちゃかちゃか。走り回る走り回る！犬も喜び庭
かけ回ってるよぉ～と、ちょっと嬉しくなりました。 
(http://www.inu-zakka.com/rensai/rensai2003.htm) 
― それから鞄のファスナーをていねいに開け、葉書を仕切りの一つにすべりこませた。ふた
たびセンセイがファスナーをじーっといわせて閉めるのを、わたしはぼんやりと見ていた。
（川上弘美『先生の鞄』、p. 118） 
― ナオミは懐から紙を出して、自分では拭かずに、それを私の手の中へ握らせましたが、瞳
はじーッと私の方へ注がれたまま、今拭いて貰うその前に、一層涙を滾々と睫毛の縁まで
溢れさせているのでした。ああ何と云う潤いを持った、綺麗な眼だろう。（谷崎） 
 
しいん  
― みな覚悟をきめています。そして、シーンとして、背を曲げて、じっと目を見ひらいて闇
の中をみつめていました。自分の胸の動悸がどくどく音をたてて、のどのあたりまで高く
鳴っているのがきこえました。（竹山） 
 
じいん  
― このえこじな、がんこなところが私には不安なのだ。私の書きかけの詩の原稿がくしゃく
しゃにまるめられて部屋のすみに放ってある。私はそれを拾ってしわをのばしているうち
に、何とも切なくなってきて、誰にもきこえないように泣いた。どうしたらいいのか自分
でもわからない。母は息をころしたように台所の七輪のそばにうずくまっている。泣くだ
け泣くと、すぐからりと気持ちが晴れて、私はもうどうでもいいと云う思いにつきあたっ
て気が軽くなった。母がしょんぼりしたかっこうで、私を見るので、私はにゅっと舌を出
してみせた。涙がこぼれぬ要心のために、舌を出していると、こめかみと鼻の芯がじいん
と痛くなる。（林） 
 
しくしく  
― とつぜん、コトエがなきだしてしまった。昼飯ぬきのかの女は、つかれかたもまた早かっ
たろうし、がまんできなくなったのだろう。道ばたにしゃがんで、ええん、ええんと、声
を出してないた。すると、ミサ子と富士子がさそわれて、しくしくやりだした。（壺井） 
― 僕は目が痛くなったので、目蓋の上から指でマッサージをしながら歩いた。しくしくする
ような、ころころするような痛みである。シゲ子と矢須子は幾らか元気づいて、もう影を
ひそめたクラゲ雲について、大きさ、形、色、脚の形、その動き具合など話し合っていた。
（井伏） 
― しくしく胃のあたりが差込んで、だから僕は灰土が厚く溜っているのもかまわず石段に腰
を卸した。蕎麦粉のようにさらさらしている土なので、指先で触っているうちに渦や文字
が書けた。（井伏） 
― 雨などが降りくらして悒鬱な気分が家の中に漲る日などに、どうかするとお前たちの一人
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が黙って私の書斎に這入って来る。そして一言パパといったぎりで、私の膝によりかかっ
たまましくしくと泣き出してしまう。ああ何がお前たちの頑是ない眼に涙を要求するのだ。
（有島） 
― 「あの、あたし銀さんと別れようと思うの。」黙ってつぎのことばを待っていると、やや蒼
ざめた唇を噛みしめながらじっとあらぬ方を見つめていたミドリはいきなりハンカチーフ
を取り出して顔にあてたかと思うとしくしく泣きはじめたのに、これはめんどうになって
来たといささか辟易しながらも、「どうしたの。まあ、おちついて。水でももって来ようか。」
（石川） 
 
じくじく  
― 汗をすって、じくじく粘りつくようなふとんから、片肘をついて上半身を起したが、さま
ざまな思いが、いっせいに渦まきはじめ、せっかくの紙面も、いたずらに字づらを追いか
けるだけである。（安部） 
― （何にしても貴僧には叔母さん位な年紀ですよ。まあ、お早くいらっしゃい、草履も可う
ござんすけれど、刺がささりますと不可ません、それにじくじく湿れていてお気味が悪う
ございましょうから）と向う向でいいながら衣服の片褄をぐいとあげた。真白なのが暗ま
ぎれ、歩行くと霜が消えて行くような。（泉）. 
― 僕はうなだれて、朝の光に焼けている敷石の上の自分の裸の足、その短くて頑丈な指を見
つめた。失望が樹液のようにじくじく僕の躰のなかにしみとおって行き、僕の皮膚を殺し
たばかりの鶏の内臓のように熱くほてらせた。（大江） 
― 僕らは激しい陽ざしに裸の額をさらして歩いた。汗が頭の皮膚にじくじく湧き出、それが
短く刈った頭髪のあいだをしみ通って額から頬へ流れおりるのだった。（大江） 
― しかし弟にしても汗を清潔な毛穴のあいだにじくじくにじみ出させていることは確かなの
だ。ちがうのは弟が外から見えるかぎり、じつにきちんとしているということだった。（大
江） 
 
しっかり  
― ソン将軍は馬をとめ、ひたいに高く手をかざし、よくよくそれを見きわめて、それから俄
かに一礼し、急いで、馬を降りようとした。ところが馬を降りれない、もう将軍の両足は、
しっかり馬の鞍につき、鞍はこんどは、がっしりと馬の背中にくっついて、もうどうして
もはなれない。さすが豪気の将軍も、すっかりあわてて赤くなり、口をびくびく横に曲げ、
一生けん命、はね下がりようとするのだが、どうにもからだがうごかなかった。（宮沢賢治
『銀河鉄道の夜』、p. 143） 
― すっかり寝込んで、ガラガラ雨戸を繰る音で目が覚めた。まぶしくしっかり目をつぶって
いたが、そっと床の間の方を見た。（『帰りたかった家』、p.50） 
 
しっくり  
― 青洲の汚れた肌着をごしごし灰汁洗いしていると、於継の底意地の悪さも忘れて心が爽快
になってくる。もう十五年この家にいるのであった。於継の一顰一笑にびくびくしないだ
け加恵はこの家に根を張っていたし、同じ屋根の下にいても具合の悪いことにはその手前
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で身をかわすという技術もいつの間にか身につけていた。於継との間がしっくりいかなく
ても、今ではその方が自然なのだという達観さえ持っていた。（有吉） 
 
じっくり  
― テレビで日本代表の試合を見ている。サッカー？いえいえ、野球です。トランペットや太
鼓の応援がないから、見ていてとってもじっくり見られます。でもせっかくの試合なのに、
客席はがらがらですねえ。びっくりするくらい空席が目立つ。ーん、これじゃあ、「代表」
っていっても盛り上がりませんね。 
(http://jjkk.jugem.cc/?eid=25) 
― 電話はなにも伝えない。私には雄一が見えなかった。泣きたいのか、大笑いしたいのか、
じっくり話したいのか、ほうっておいてもらいたいのか、さっぱりわからなかった。（吉本
ばなな『キッチン』、p. 67） 
― 二人で頭を並べ、二つの弁当をじっくりと眺めた。（川上弘美『先生の鞄』、p. 28） 
― だいたい毎週のようにハイキングに来ることだって、ワタクシは実のところあまり好んで
いなかった。息子だってそうです。家の中でじっくりとプラモデルを組み立てたり、近く
の小川で釣りかなにかしているほうが、息子にとってはどのくらい幸せなことだったか。
（川上弘美『先生の鞄』、p. 77） 
― 足許のアスファルトは雨でぬれているし頭には小雨が降り注ぐ。寂しさと無力感と充実感
とが、ごちゃごちゃに混じり合い、春雨のように、独りであることを、じっくりと感じた。
私は大声で叫びたかった。（高野） 
 
しっちゃかめっちゃか  
― 子どもといるとなんだかいろんなことがごちゃごちゃになる。落ち着いて考えたいのに、
ああだこうだと言われて何がなんだかわからなくなる。常に心をかき乱されて、ごちゃご
ちゃになって、しっちゃかめっちゃかで子育てしている。こんな私はかっこ悪いなぁ。い
つもそう思う。子どもに気持をかき乱されて、いらいらしたりかーっとなったりして、で
も反省してそうじゃない親になろうと決意して、でもやっぱりいらいらしてごちゃごちゃ
になって、また反省して‥ 
(http://mritu47.jugem.cc/?eid=87) 
 
じっ  
― まだ若い月が、そうっと空を渡ってゆこうとしているのが目に止まった時、バスが発車し
た。がくん、と止まる度にムッとするのは自分がくたびれている証拠である。何度もムッ
としながらもふと外を見ると、遠くの空に飛行船が浮かんでいた。風を押して、ゆっくり
と移動してゆく。私は嬉しくなって、じっと見つめていた。（吉本ばなな『キッチン』、p. 48） 
― 自分の前に横に並べて置いた矢の中から一本を選び、弓に番え、それからゆっくりと立ち
上る。的を見、・の親指を薬指に当てて暫くきしきしと軋ませる。正面に向き直り、ゆっく
りと弓を起し、顔の向きを変えてじっと的を睨む。（石川） 
― 「さ、早くお上りよ。よ。よ。」と言うように、くんくん言っていましたが、それでもまだ
食べようとしないので、相手の食慾をそそろうとするように、その肉のきれのかどを、小
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さく食い切って、ぺちゃぺちゃと食べて見せました。それでも病犬は、じっとしたまま動
きません。こちらの犬は、しかたなしに、こんどは肉のきれを、二、三尺うしろの方へ引
きずって来て、それを前足の間においてすわり、さも病犬をさそい出そうとするように、
口の先で肉をつッつき／＼しては、じっとまっています。 
(http://www.aozora.gr.jp/cards/000107/files/18375_14450.html) 
― 等は時折どんなにじっと見つめていてもそこにいない気がした。笑顔があまりにもぱっと
輝くと思わず瞳をこらして見てしまった。（吉本ばなな『キッチン』、p. 146） 
― …..と電話を切った。とたん、ものすごい脱力感がおそってきた。受話器を置いてからずっ
とそのまま、店のガラス戸をじっと見つめて、風に揺れる外の音をぼんやり聞いていた。
（吉本ばなな『キッチン』、p. 124） 
― 「どうぞご覧ください」 
「はあ」何だろう、これは。どこかで見たことのあるような、と思いながら、じっと見た。
（川上弘美『先生の鞄』、p. 13） 
― 「ツキコさん」センセイはわたしをじっと見つめながら、ひどく深刻な声で呼びかけた。
…….「ツキコさん」センセイは繰り返した。……「パチンコにいきましょう」センセイの
声はますます深刻さを増やしていた。（川上弘美『先生の鞄』、p. 163） 
― 「お金に換えないんですか」わたしが聞くと、センセイはわたしの顔をじっと見すえた。
「ツキコさん、パチンコなさらないのによくご存知ですね」（川上弘美『先生の鞄』、p. 158） 
― 斜面に腰をおろし、膝をかかえながら野良犬のようにあさましい眼でその部落をじっと眺
めました。小屋に焚火を残していった男はひょっとするとあの部落におりていったかもし
れぬ。そして自分ももしここを走り下りるならばあそこにたどりつける。（遠藤） 
― 「じっとしてらっしゃい。ちょこちょこするんじゃありません！」（北） 
― 私はじっと父のうしろ姿を見ました。そして、もうそろそろお仕事をひかえられたらどう
かと言ってみました。（宮本） 
 
しっとり  
― 頬や口のまわりはかさかさしているのに、額や鼻はてかてか、べたべた。さっぱりのスキ
ンケアでは乾燥する部分がかさかさ、しっとりの化粧水では油っぽい部分がべたべた。何
を使ったらいいのかわからない！そのあまりのみずみずしさに、私は自分の内側がかさか
さしていることを感じずにはいられなかった。私の心にどうしても春の風景は入ってこな
い。（吉本ばなな『キッチン』、p. 166） 
― 空気が冷たくて良い気持だ。連日の晴天で乾きかけた樹陰の苔も、しっとりと生気を取り
もどしているように見える。（五木） 
― 愛らしい手付きで扇をもったまま、肘を枕に寝ている。しっとりした黒髪が、体にそうて
流れていてなまめかしい。（田辺） 
― この場所は、湿りけに満ちしている。地面はしっとりしているだけではなく、木の葉の、
下生えの、菌類の、地面の中にいる無数の徴性物の、地面を這う平たい虫にただよう羽を
持つ虫の、枝にとまる鳥の、そして森の奥に生息するさらに大きいな動物たちの息吹が、
空気の中に満ち満ちているように感じだった。（川上弘美『先生の鞄』、p. 67） 
― わたしは自分の耳朶を張りとばされたと同然どきんと息をつまらせてふり仰ぐと、欄干の
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葉がくれにぶるぶるふるえる袂、しっとり水に濡れたような著物のぬしは、京子でなくて
たれであろう、わたしの足はぎょっとしてそこに釘づけになってしまった。（石川） 
― 女は、水甕のふちに片手をおき、のぞきこむようにしながら、もう一方の指先で、水の表
面をゆっくりかきまぜる動作をくりかえしていた。男は、砂と汗で、しっとり重みのかか
ったシャツを、勢いよくふりまわして、ぴしゃりと手首にまきつけた。（安部） 
― 《何しろＺ大学の学生だから、実によくできる筈なんだ。だけど何となく、話題がしっと
りしないんだ。来週、長瀞へ行こう、なんて言うと『私だめよ、来週は生理だから』なん
てけろけろ言うような女だった》（曽野） 
― 仄かに聞こえる声さえ、しっとりと美しく潤いにみちて。（田辺） 
― なかで、斎院の調合された黒方はさすがにおくゆかしく、しっとりした香である。（田辺） 
 
じっとり  
― それにしても、それはなんと滅法もなく素晴らしい、胸のとくとくなる、掌にじっとりと
汗をかく特別あつらえの世界であったろう。ぎしぎしいって腰の痛い平土間の木の椅子も、
いまにも崩れかけそうな小屋の天井も、たった四人の楽士の奏楽がやみ、背広や羽織袴、
ときには大時代のフロックコート姿の弁士が登場するや、桃子の念頭からはすべてが消え
失せた。（北） 
― 今まで眠る度にじっとり汗をかいて気持が悪かったのにそれも無い。（『帰りたかった家』、
p.49） 
― 苛立たしいほど虚しくて、どうすることもできないほど淋しい。加恵は自分の瞼にじっと
りと滲み出るのは、涙ではなくて血なのではないかと思っていた。それが黄色い目脂だと
気がついたのは随分後になってからである。（有吉） 
― もう五月である。じっとりと汗ばむ陽の光の中に、散りぎみの八重桜が重たく花を咲かせ、
くまんばちが蜜をすって花弁をのぞき回り、すっかり若草色になった地面には、黄色の可
愛いタンポポが青空の中で太陽光線をうけている。（高野） 
― 哲子はまた、火ぶくれしささくれたその端をソッとひくと、うるんだようなあたらしい皮
膚が、まずピンクにあらわれすぐ他と同じ色にかわり、むけたのを、おのが手の甲に大事
に張りつけ、やがて、辰郎の皮膚と同じく自分のうなじやらひたい、じっとり汗にぬれる
のを感じる。極端に帆を傾けた、新潟医大ヨット部の舟が一隻、その向うに佐渡ヶ島がく
っきりと浮かんでいた。（野坂） 
― 弟は黙りこんだまま、強い力でかれの肩をおさえつづけていた。かれの肩は弟の指の一本
いっぽんの下でたちまち汗ばみ、その汗は十分にしめった下着からうけつけられないで、
じっとり背のくぼみのあいだへ流れおりて行った。（大江） 
― それにしても、それはなんと滅法もなく素晴らしい、胸のとくとくなる、掌にじっとりと
汗をかく特別あつらえの世界であったろう。ぎしぎしいって腰の痛い平土間の木の椅子も、
いまにも崩れかけそうな小屋の天井も、たった四人の楽士の奏楽がやみ、背広や羽織袴、
ときには大時代のフロックコート姿の弁士が登場するや、桃子の念頭からはすべてが消え
失せた。（北） 
― 苛立たしいほど虚しくて、どうすることもできないほど淋しい。加恵は自分の瞼にじっと
りと滲み出るのは、涙ではなくて血なのではないかと思っていた。それが黄色い目脂だと
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気がついたのは随分後になってからである。（有吉） 
― それを布の上から軽く抑え、布に汗か膿を吸いとらせるより他にどうすることも出来ない
のだ。何度も何度も抑えているうちに、布はじっとり湿りを持って来る。取換えるといい
のだが取換える布がない。それで三角巾を顔に合せて切って熱湯をかけ、太陽光線で乾燥
させることにした。（井伏） 
― 男を男ともおもわぬ女武道の佐々木三冬の白い額へ、じっとりとあぶら汗がうかんできは
じめた。（池波） 
― 「それで、まじめにその兵隊をうけいれるつもりなのか」と鳩尾のあたりの汗をぬぐって
いた友人は濡れてじっとり重くなったハンカチーフをつかみだしながらいった。（大江） 
― しかし映画館の入口の鮭色のじゅうたんの上でかれらが髪や肩にこびりついてじっとりし
みこみはじめている雨滴をぬぐったとき、かれにはやはりアシュレイから外国人を感じな
いではいられない。勝ちほこっている猛だけしい外国人とは別のうちのめされ追いつめら
れた外国人。（大江） 
― 表面は相変らず哀しいお道化を演じて皆を笑わせていましたが、ふっと思わず重苦しい溜
息が出て、何をしたってすべて竹一に木っ葉みじんに見破られていて、そうしてあれは、
そのうちにきっと誰かれとなく、それを言いふらして歩くに違いないのだ、と考えると、
額にじっとり油汗がわいて来て、狂人みたいに妙な眼つきで、あたりをキョロキョロむな
しく見廻したりしました。できる事なら、朝、昼、晩、四六時中、竹一の傍から離れず彼
が秘密を口走らないように監視していたい気持でした。（太宰） 
 
しとしと  
― しとしと、しとしと、ぴちゃぴちゃ雨音が私を包み込む。このうえなくここちよい空間が
あっという間にできあがる。でも、これは雨が降っていないと作れない。 
(http://sendai.cool.ne.jp/rinu/sanbun/rain.html) 
― そして、その壜をぶらさげてかえると、おりよく客が来合せて、すぐにみなのんでしまっ
た。しかるに、数日後、秋冷とみに迫って、暴風雨襲来、水害の災禍、ひとごとでなく、
陰雨しとしと、あたまから濡れながら、モミジ屋のまえを通りかかると、先日のレインコ
ートがまだつるさがっている。（石川） 
― 来る日も来る日も、しとしととふりつづいていたが、その日はめずらしく朝から雨があが
り、昼ごろには、すこし青空ものぞいたようである。（池波） 
― 道の真中は乾いているが、両側の田についている所は、露にしとしとに濡れて、いろいろ
の草が花を開いてる。（伊藤） 
― 秋雨しとしとと降るかと思へばさつと音して運びくる様なる淋しき夜、通りすがりの客を
ば待たぬ店なれば、筆やの妻は宵のほどより表の戸をたてて、中に集まりしは例の美登利
に正太郎、その外には小さき子供の二三人寄りて細螺はじきの幼なげな事して遊ぶほどに、
美登利ふと耳を立てて、あれ誰れか買物に来たのでは無いか溝板を踏む足音がするといへ
ば、…..（樋口） 
― 百姓家の洟を垂した男の児が私の左枝子よりももっと幼い児をおぶって、秋雨のしとしと
と降る夕方などに、よく傘もささずに自家の裏山に初茸を探しに来る事がある。項を直角
に、仰向いて眠っている赤児の顔は濡れ放題だ。（池波） 
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― 翌四月八日は、朝からしとしとと雨が降っていた。雨では攻撃してこないだろうと思った
防衛側は、それでも指定の守備地域に指定の守備隊を配置して待つ。（塩野） 
― それは何でもしとしとと春雨の降る、生暖い四月の末の宵だったでしょう。ちょうどその
晩はカフエエが暇で、大そう静かだったので、私は長いことテーブルに構えて、ちびちび
酒を飲んでいました。（谷崎） 
 
じとじと  
― 「いいえ、私一人なんですよ。」女も、意識していたらしく、急にとってつけたような不器
用な笑い声をたて、「本当に、砂のおかげで、ふとんまでがこんなにじとじと、しめっぽく
なっちまって……」（安部） 
― 金のかかる客寄せで婚礼披露などできるものではなかったし、世の中もまたそれどころで
はないときであった。雨は晴れ間も見せずにじとじとと降り続け、暦の春は終っても袷が
脱げず、黴臭い家の中で人々は青い息をしていた。（有吉） 
― 前夜まで、――唯今のような、じとじと降の雨だったのが、花の開くように霽った、彼岸前
の日曜の朝、宗吉は朝飯前と言うが、やがて、十時。……此処は、ひもじい経験のない読
者にも御推読を願って置く。が、いつに成ってもその朝の御飯はなかった。（泉） 
― ぷちぷち音をたてて青葉が萌えてゆくような気がする。夜中だ。おいなりさんを売りに来
る。声が近くになり、また遠くなってゆく。狐寿司はうまいだろうな。甘辛い油揚げの中
にいっぱいつまった飯、じとじと汁がたれそうなかんぴょうの帯。（林） 
 
じめじめ  
― このような大自然の移り変わりを大宇宙、人間の身体を小宇宙と考えました。常に人も草
木もあらゆる生き物はみなこの大自然の中で生きています。たとえば、日照りが続き地割
れができる様な時は身体ではどうでしょうか？水が足りないわけです。すなわち脱水状態
です。そうすると舌にわれめができるのです。またこれと反対に，洪水などで田畑が水浸
しになった時は身体ではどうでしょうか？手足がむくんだりお腹をたたくとぽちゃぽちゃ
音がします。舌は大きく腫れぼったくなります。５，６月の梅雨の頃はじめじめした日が
続き、パンなどがカビたりします。身体では舌に苔が見られます。この時、身体が冷えて
いれば白い苔があり、熱があれば黄色い苔が見られます。 
(http://www.valley.ne.jp/~sakuchp/sinryou/touyou/kikou/kikou.htm) 
― 「声を限りに叫んでみても誰にも聞こえないし、誰かがみつけてくれる見込みもないし、
まわりにはムカデやらクモやらがうようよいるし、そこで死んでいった人たちの白骨があ
たり一面にちらばっているし、暗くてじめじめしていて。」（『ノルウエイの森（上）』、p. 14） 
 
しゃあしゃあ  
― 身から出た┝とはいえ、わたしは京子の眼の前であまりの侮辱に忍びかね、今下へおりて
行く善作の後姿に飛びかかろうとしかけたが、軍隊できたえた逞ましい腕に細い襟くびを
ねじあげられて猫の仔のように抛り出されるまでのことと思えば、腑甲斐なく椅子にしが
みついたまま、一度恥をかき出すと止度なく恥をかくものだなと籘の網目にからだがちぎ
れるほどのせつなさで、うわべはすれからしの銭貰い同然しゃあしゃあとした面の皮をさ
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らしている有様であった。だが、こうして二人きりになっても、やはり京子は声をかける
はおろかふり向いてさえくれないのだ。（石川） 
― 「あいつら、しゃあしゃあとしてるなあ」と長い沈黙のあとでかれがいった。「おれたちの
ことをどう思ってるんだろう」（大江） 
― 船の士官がくると通訳をさせる。白人の子供の手を掴まえ、あちこちいじくり、「本当に可
愛いわねえ。お猿さんみたいな顔をして」と、しゃあしゃあとした顔で愛想か悪口かわか
らぬことを言ったりする。……（北） 
― 中房温泉で見かけたときも、合戦小屋の下で追いぬかれたときも、おかしな奴としか思わ
れなかったけど、大天井岳の下までいって雷雨に会って引きかえして来ても、なにもなか
ったように、しゃあしゃあとした顔で着がえをして、飯を食うとさっさと寝てしまうあた
りの、神経の太さは、普通ではない。北森はたいへん大きな失敗でもしたように小屋の中
へ引きかえすと、（新田） 
 
しゃきっ  
― きゅうり、筋をとったセロリも斜めに薄切りにし、水につけてシャキッとさせる。（『簡単
レシピで２０分クッキング』、p. 10） 
― 玉ねぎは薄切りにし、水にさらしてシャキッとさせ、水けをきる。（『簡単レシピで２０分
クッキング』、p. 95） 
― トマトは輪切りにして塩を振る。玉ねぎは薄切りにして水に放し、シャキッとさせて水け
をよくきる。（『簡単レシピで２０分クッキング』、p. 118） 
― カリフラワーはよく洗って一口大の小房に分け、水につけてシャキッとさせ、ざるに上げ
て水けをきる。（『簡単レシピで２０分クッキング』、p. 92） 
 
じゃぶじゃぶ  
― 四合壜は小さいブラシ、一升は大きな壜洗い、洗剤を入れてジャブジャブガバガバとブラ
シを上下させ、何度も水を入れかえてゆすぐ。（『帰りたかった家』、p.102） 
― ぬるま湯にシャンプーを加え、そこに帽子を入れてジャブジャブ手洗い。仕上がりの香り
もよく、夏場などは積極的に洗いたくなるはず。（『家事ワザー基本と裏ワザ』、p. 157） 
― どんなにしかられるかと、びくびくしていたのだ。しかし、むかえに出ていたおばんは、
どこの親たちよりもまっさきに、船にあゆみ（歩み板）のかかるのもまちきれず、ジャブ
ジャブと海の中へはいっていき、どの子よりもまっさきにコトエを船からだきおろしたの
である。まるでがいせん将軍のようにはれがましくあゆみをわたる子どもらとそれをむか
える親たちの中で、コトエとおばんだけはないていた。（壺井） 
― 「もうじきです」とパー先生は、つづけてじゃぶじゃぶ洗っている。雫がだんだん茶いろ
になって、それからうすい黄いろになった。それからとうとうもう色もなく、ソン将軍の
白髪は熊より白く輝いた。（宮沢賢治『銀河鉄道の夜』、p. 148） 
 
しゃらしゃら  
― ベビートイ  まめまめくるりん；発売元：コンビブランド：コンビ「ベビートイ  まめまめ
くるりん」は、くまさんとぶたさんがくるっと回るガラガラです。シャラシャラビーズ入
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り。「ベビートイ  がらがらクリップ  おてて」と、「ベビートイ  がらがらクリップ  とりさ
ん」が取り付けられます(別売)。ベビートイ まめまめくるりんの商品詳細。 
(http://mall.realint.com/4130704/) 
 
じゃらじゃら  
― 全部携帯電話にじゃらじゃらとくっつけてあるものたちです。最近，携帯電話にじゃらじ
ゃらつけるのがお気に入りです。たくさんつければつけるほどバカ度アップなんだけどそ
れがまたいいというか，あえてそちらのほうへというかんじで，日々増え続けています。 
 (http://shibuya.cool.ne.jp/honeybeez/jyara.html) 
― むかし、本郷の楡医院にたむろする医学書生の中には、じゃらじゃらとした服装をし、口
には女のことを断たず、勉学といえば『蘭氏生理学生殖篇』という書物だけを暗記すると
いうふうの軟派も少なくなかったが、ベルリンやウインのナイトクラブに出入りする留学
生の多くは、徹吉に彼らのことを思い起させたりした。（北） 
― じゃらじゃらと揺れるかわいいブレス！ 
 (http://www.cosoco.net/shop/bl-html/bracelet9.html) 
― だが、少し困ったことに何だか知らないが、彼女はバッグやＰＨＳにやたらサンリオ系の
飾りモノをじゃらじゃらいわせていた。なつみちゃん（仮名）＠ねるとん中自体はかわい
いのだが、その、女子高生みたいなサンリオキャラクターのじゃらじゃらがやたらうざっ
たい。 
 (http://takagiboo.fc2web.com/kamogawa10.htm) 
― すでにそのときは恋人と会わなくなって三ヵ月ほどが過ぎていた。友達は最後までなんだ
かんだとじゃらじゃら言っていたが、私ははんぶん上の空でいた。恋愛というものを、自
分はしにくい質なのかもしれないとしみじみ思っていや。恋愛とというものが、そんなじ
ゃらじゃらしたものなら、あまりしたくないと思っていた。（川上弘美『先生の鞄』、p. 91）
「あれですよ、ほら、耳についていたあれ」センセイの視線が、いびきをかいている若い
男に流れた。一緒にわたしも視線を向けると、男性の耳に下がっていた、いちばんよく光
るじゃらじゃらしたピアスが消えていた。（川上弘美『先生の鞄』、p. 110） 
― つぎつぎに玉が打ち出され、まん中の大きく開いたチューリップに吸いこまれる。そのた
びに台の下の皿から玉がじゃらじゃらとこぼれ出た。（川上弘美『先生の鞄』、p. 156） 
― こんどは、ハンドルをさまざまな角度にしてみる。センセイは隣でゆうゆうと打っている。
まん中の絵はなかなかまわりはじめないが、着実に穴に入れてはじゃらじゃらと音えおさ
せている。（川上弘美『先生の鞄』、p. 157） 
― 犬も春になって体中を包んでいる白い毛がいっそう白くふかふか光っている。人の姿を見
ると鎖をじゃらじゃらさせ、精いっぽい体を弓なりにそらせて、空を前足で掻いてこっち
へ来たがっている。（『帰りたかった家』、p.61） 
― ジャラジャラとたくさんのトップがついたネックレスは、私が持っている中ではちょっと
珍しいもの。でも、好きな要素がたくさん詰まっているんです。（『リネンとかごとヒヤシ
ンス』、p. 9） 
― 小学校の三年にもなると、彼は立派なしまり屋、堂々たる勤倹貯蓄家に変じていた。下田
の婆やに買って貰った貯金箱の中に、じゃらじゃらというほど銅貨白銅貨を蓄えていて、
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五厘たりとも使おうとしなかった。ただで物の買える青雲堂以外の店は彼には眼中にない
のであった。（北） 
― そういう連中と関わりなく、徹吉は教室に通った。むかし、本郷の楡医院にたむろする医
学書生の中には、じゃらじゃらとした服装をし、口には女のことを断たず、勉学といえば
『蘭氏生理学生殖篇』という書物だけを暗記するというふうの軟派も少なくなかったが、
ベルリンやウインのナイトクラブに出入りする留学生の多くは、徹吉に彼らのことを思い
起させたりした。（北） 
 
しゃりしゃり  
― セブンでしゃりしゃりしたお酒を買った。フローズン。お酒がしゃりしゃり。最後味が濃
ゆかった。 
(http://nomoreacid.jugem.cc/?day=20050203) 
― そのまま、雪の中をしゃりしゃりと歩きながら美容院へ。 
(http://loiter-away.jugem.jp/?day=20041229) 
― 股引きをはく。着物を着、褞袍を羽織って粗雑に帯を巻きつける。帯はむかし龍子が選ん
でくれた上等のもので、しゃりしゃりとした手触りがし、巻きつけながら徹吉は舌打をし
た。（北） 
― かにと豆腐のふわふわ揚げ。豆腐はふわふわ、れんこんはしゃりしゃりとてもおいしい揚
げ物です。 
(http://cookpad.com/guest/index.cfm?ID=4781&Page=recipe&RecipeID=16152&Mode=f
ull) 
 
じゃりじゃり  
― 僕は夢の中でなぜか歩いていました。しばらく歩いていると、口の中に違和感を感じまし
た。変だなあと思い、口の中の指を突っ込んでみると、あろうことか前歯がやたらぐらぐ
らしていたのです。「やべえなあ、治るかなあ、永久歯って生えてこねえよなあ」などと
思ったのですが、あまり気にすることなく、再び歩き始めました。そしてまたしばらくす
ると、なんだか口の中がじゃりじゃりとたくさんの味の無い小石を口内で転がしているよ
うな感触がしたのです。それらを手のひらに吐き出してみると、なんと口内の歯という歯
が手のひらの上にずらーっと血混じりに並んでいるのです。「この歳にしてそう入れ歯か
よ！！」と落ち込んでいる時にふと鏡を見ると、歯茎が全てめくりあがり、自分の顔とは
思えないほど醜い顔をしていました。 
(http://www.dreamisland.jp/yume_detail.cgi?y_id=1066) 
― 固めに溶いた生地に粗目の砂糖（ざらめみたいなの）を混ぜて焼くから、砂糖が半分溶け
て程よい甘さになって、じゃりじゃり感も残って、歯触りがグー。屋台やスタンドで売ら
れているのはこのタイプ。丸型や楕円形、長方形のものが多く売られています。 
(http://www.sweet-spice.com/bread/file/belgium/) 
― ダンナのクッキー５  ；夜中に作ってくれるパキパキした焼き菓子です。甘くないので甘い
のが好きな人は砂糖を増やしてください。サクサクが好きな人はバターの量を増やしてく
ださい。コーングリッツのじゃりじゃりとした食感が好き嫌いあるかも。 
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(http://cookpad.com/iburin/index.cfm?Page=recipe&RecipeID=99215&Mode=full) 
― 洲濱はきなこ同様に大豆の粉を原料としているが、 もっと浅煎りで粒子が粗くツブツブし
ている。  これを、恐らく水飴と練って型に押し出している。  「すはま」と称するこれに
類するお菓子は京都や全国にあって、  古くからある味であるが、  この洲濱は思ったより
シコシコした感じが強くて、しかもじゃりじゃりしている  （何がじゃりじゃりするのだろ
うか？、糖分の粉だろうか？） 
(http://www.geocities.jp/kyo_gasi/suhama/suhama.html) 
― おかめ納豆を今までこよなく愛してきました。 多少高くても、おかめ納豆を選択してきま
した。 ところがです、最近まずいんです。なんか、歯ごたえがじゃりじゃりしてるんです。  
かなり、不味いんです。 
(http://food6.2ch.net/test/read.cgi/food/1102776390/l100) 
― やはり、ブランクがあったせいか、加水の感覚が今一歩わからず、今回も多少不足気味で、
また、コネも不十分だったようで、満足のいく蕎麦が打てませんでした。蕎麦そのものは、
「じゃりじゃり」感もほとんどなく、風味もあり、問題ないのですが、打ち手の技術不足
のそばでした。 
(http://www.moon.sannet.ne.jp/catgirl/top3-ryusei/r-dairy/r-d-01/r-diary1.htm) 
― 身がぷりぷりしていて、本当にしじみを「食べる」という感じでした。大満足です！私の
友達でシジミ汁は、シジミが小さいし、じゃりじゃりするから食べずに捨てるという友達
もいますが、砂抜きしじみはしっかり砂抜きがしてあったので手間もとらず友達でも食べ
られそうです。おすそ分けしてあげようと思います。 
(http://www.saiko.gr.jp/sijimi/) 
― 一戸建て住宅でお庭に砂利石を敷いてある家には泥棒が敬遠するって、本に書いてあった
ので実践してみました。歩くと確かにじゃりじゃりと音がするので誰かが来たりするとす
ぐにわかります。砂利石はホームセンターで一袋、20kg 200 円から 400 円位のものを必要
量買いました。敷くコツは、石の量が少ないとじゃりじゃり音がしないので、ある程度余
裕のある量を敷くことかな。簡単なことで防犯出来て一つ安心できました。 
 (http://www.maidodesu.com/security/anboard/mod.cgi?1%2Cmod) 
― やがて、船底にじゃりじゃりと砂の触れる音が伝わった。船は滞りなく君が生れ君が育て
られたその土の上に引き上げられた。（有島） 
 
しゃんしゃん  
― したたか酔ってるのに、駒子は険しい坂をしゃんしゃん歩いた。（川端） 
― 「だから人間の身体ほど不思議なものはないと思うんだよ。あれ程御医者が手重く云った
ものが、今までしゃんしゃんしているんだからね。御母さんも始めのうちは心配して、な
るべく動かさないようにと思ってたんだがね。それ、あの気性だろう。」（夏目） 
 
じゃんじゃん  
― 「やけくそや、じゃんじゃん飲みましょうか」（井上靖） 
― そして焼跡と焼跡の間の、細い道には、チューインガムの銀紙がいっぱい捨てられ、なん
せ先きにくすねた奴のドラム缶の中にはガムばっかりいうのがあって、さすがにいくら噛
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んでも始末できん、アメリカもし来たら危いし、顎もくたびれるし、子供にじゃんじゃん
ばらまいて、子供はまたそれをニッキ噛むみたいに、ちょっとクチャクチャやって甘さが
なくなったらすぐほかし、その銀紙はじめは折紙のようにしわのばして大事にしとったが、
こうようけあると、ありがた味ない、ほかしたんが道一面に散らばって、それはもう雪つ
もったみたい、夏の太陽にキラキラ光り、頭かくして尻かくさず、これをアメリカみたら、
すぐくすねたんばれるやろに、それは誰も心配せず、たちまち特配の品なくなり、砂糖だ
けは、ちびりちびりなめて最後まで残ったが、また雑炊、すいとんにもどってからも、お
祭りの後の、神社の境内の色とりどりのゴミのように、チューインガムの銀紙だけは、一
面の茶褐色の風景の中に、アメリカ特配の夢を、とどめた。（野坂） 
 
しゃんと  
― 並ぶ水筒を背にして、うららは立っていた。ピンクのセーターを着て背すじをしゃんと伸
ばし、人混みの中にそうしていると、同い歳くらいに見えた。（吉本ばなな『キッチン』、
p. 167） 
― 私は、元気がないし、日夜台所で寝ていたら体のふしぶしが痛くて、このどうでもよく思
える頭をしゃんとさせて、家を見にいくなんて！  と、いくらでもあげられる面倒を思いつ
いては絶望してごろごろ寝ていたら、奇跡がボタもちのように訪ねてきたその午後を、私
はよくおぼえている。（吉本ばなな『キッチン』、p. 11） 
― その一ばん太い幹のわきに、これだけは不思議にしゃんとして嵯峨石の細長い角柱が立っ
ている。どうしてこの石柱だけ倒れなかったのだろうか。（井伏） 
― クリスマス前というのに、僕の学生時代の頃に較べれば、銀座の賑いもずっと寂しく感じ
られた。歩いている人たちの間に、兵隊の数が多かった。将校と行き会う度に、彼等は急
にしゃんとなって敬礼した。僕はその一人一人のぎごちない恰好に、自分の未来の影を見
た。店先のスピーカーが、勢いのよい軍歌の旋律を鋪道の上に蒔き散らした。（福永） 
― 「気ちがいになるのかと心配だったわ。なにか一生懸命に思いつめてるんだけれど、なに
を思いつめてるか、自分によく分らないの。怖いでしょう。ちっとも眠れないし、それで
お座敷へ出た時だけしゃんとするのよ。いろんな夢を見たわ。御飯もろくに食べられない
ものね。畳へね、縫針を突き刺したり抜いたり、そんなこといつまでもしてるのよ、暑い
日中にさ。」（川端） 
― つまりは小市民の、お定まりの没落過程をたどった身の上ばなしで、これを渾然たる小説
的構成に盛り上げるならばいざ知らず、ただの噂の聞書では畢竟千篇一律の貧棒ばなしに
堕するわけだが、当人はさのみ貧棒を苦にせず、これも身に附いた芸のうちか、ともかく
しゃんと張を見せて小綺麗に住みなしたのが清元延津賀の女世帯であった。しかしいった
い張を見せるとは何のことであろう。（石川） 
― 無慚骨灰だ。庭の泉水のあったあたりには、でこぼこに黒い泥土が広がって、饅頭型に土
の盛られた裾に、三本の大きな松の木が黒こげの残骸になって倒れている。その一ばん太
い幹のわきに、これだけは不思議にしゃんとして嵯峨石の細長い角柱が立っている。どう
してこの石柱だけ倒れなかったのだろうか。（井伏） 
― 色褪せた鬱金の風呂敷、真中を紐で結えた包を、西行背負に胸で結んで、これも信玄袋を
手に一つ。片手に杖は支いたけれども、足腰はしゃんとした、人柄の可いお爺様。（泉） 
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― その瞬間に、秋山小兵衛の曲っていた背すじがしゃんと伸びた。（池波） 
― 「そんなことだめ。こうすればいいの、慣れてる。」と、女はしゃんと坐って胸を張ったが、
息が苦しくなるばかりだった。窓をあけて吐こうとしても出なかった。身をもんで転りた
いのを噛みこらえているありさまが続いて、時々意志を奮い起すように、帰る帰ると繰り
返しながら、いつか午前二時を過ぎた。（川端） 
― 「僕らはそんなもの持たない。」と申しました。すると鯨が怒って水を一つぐうっと口から
吐きました。ひとではみんな顔色を変えてよろよろしましたが二人ははこらえてしゃんと
立っていました。（宮沢賢治『銀河鉄道の夜』、p. 25） 
 
しゅうしゅう  
― すべてが熱気の向こうにあるようにシュールに美しくゆがんで光り、目の前にぐんとせま
ってくる。私は自分のエネルギーがものすごい勢いで全身から出ていってしまうのを止め
られない、と感じた。しゅうしゅう音を立てて、闇に消えてゆく。（吉本ばなな『キッチン』、
p. 68） 
― 象の背中にはやぐらをおいて、その上にうつくしい敷物をしいて、それにターバンを巻い
た象使いが坐って、細い鞭をたくみにつかっています。象は小さなお祈りをしているよう
な目をして、長い鼻を巻いたりのばしたりして、しゅうしゅうと息の音をたてながら、足
をふかりふかりとしずかに踏んでゆきます。その灰いろの皺だらけの大きな体は、一面の
飾りをさげて、さながら壁がうごいてゆくように目の前をうごいてゆきました。（竹山） 
 
じゅうじゅう  
― 定番からオリジナルの鉄板焼”じゅうじゅう”と音を立ててお客様のもとへ！！ 
(http://www.baysidecity.com/yatai_top/yatai_jyujyu.html) 
― 火に掛けた耐熱の陶器の板でじゅうじゅう焼いて食べる。 
(http://www.rakuten.co.jp/donabe/465872/469864/) 
― 入口の方の柱かなにかからまた火が起きて燃え出し、ポンプの水が一筋消しに向うと、棟
や梁がじゅうじゅう湯気を立てて傾きかかった。（川端） 
― あやしげなトタン板の上にちと目もとの赤くなった鰯をのせてじゅうじゅうと焼く、その
いやな油の、胸のわるくなるにおいがいっそ露骨に食欲をあおり立てるかと見えて、うす
よごれのした人間が蝿のようにたかっている屋台には、ほんものの蝿はかえって火のあつ
さをおそれてか、….（石川） 
― 姉が義兄に、「あんた、扇子は？」「衣嚢にあるけど……」「そうやな。あれも汚れてますで
……」姉が合点合点などしてゆっくり捜しかけるのを、じゅうじゅうと音をさせて煙草を
呑んでいた兄は、「扇子なんかどうでもええわな。早う仕度しやんし」と云って煙管の詰っ
たのを気にしていた。奥の間で信子の仕度を手伝ってやっていた義母が、「さあ、こんなは
どうやな」と云って団扇を二三本寄せて持って来た。砂糖屋などが配って行った団扇であ
る。（梶井） 
― 一番人気はやっぱりじゅうじゅうカルビ！お肉に合う醤油風味のタレでどうぞ。カルビ大
好きなあなたには、牛・豚・鳥のカルビをぜいたくに盛り合わせたカルビ三昧もオススメ
です。  
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(http://padonavi.padotown.net/detail/pages/1501/00113231000.html) 
― じゅうじゅう焼いた広島風お好み焼きをアツアツ鉄板でふうふういって食べる。このひと
時の幸せをあなたに。 
(http://www.fumichan.net/) 
― じゅうじゅう焼いて、そのままテーブルに。石焼ビビンバで培われた超耐熱！ 
(http://www.rakuten.co.jp/donabe/465872/469863/) 
― 若いとき、肉が食いたい、たらふく平らげたい、と切に思った。肉を食わないと、頭から
油が抜け、かさつき、知的活力が停滞する。そう確信した。（この思い、いまも変わらない。
ベジタビリアンの知的活動は水っぽいだろうな、と思えるほど食い物に関しては単純思考
である。）そんなとき、七輪にジンギスカン鍋を敷き、じゅうじゅう焼いて食べた。安い。
うまい。 
(http://www8.ocn.ne.jp/~washida/nikkan050615.html) 
― アツアツじゅうじゅうがおいしい！鉄板焼きの特集」 
(http://www.webtsc.com/prog/kazoku2/kazoku/200508/kazokkuno20050820.htm) 
 
じゅくじゅく  
― 水虫の悩み・水虫対策・水虫治療薬、水虫の悩み・水虫対策・水虫治療薬・かゆい水虫・
じゅくじゅく水虫・ムズムズ水虫・水虫のことなら激安通販ショップで足の嫌なにおい、
角質、ジュクジュク・カイカイにさようなら！カサカサ、かゆかゆ、ムズムズ、じゅくじ
ゅく、足の悩みは全ておまかせ下さい。 
 (http://otoku.moo.jp/mizumusi.html) 
― 東源寺と云う榧の大木で名高い寺への近道の棒杭のある所から街道を外れて入った。左手
の畑道を騎兵が七八騎一列になって、馬を暢気に歩かせていた。間もなく、自分達は竹藪
の中のじゅくじゅくした細い坂路を下りて、目的の鴨屋へ行った。（志賀） 
 
しゅっ  
― …….障子紙を右から左へ桟をつたってするすると拡げ、ちょうと物指をあて剃刀をしゅっ
と引くと一段張り上る。残してあった親骨にあとから糊をつけてぴったり押さえた。一段
又一段、どんどん向う側が丸見えだった障子は白くなって……（『帰りたかった家』、p.36） 
― 猫はばかにしたように尖った長い舌をベロリと出しました。「ははあ、すこし荒れたね。」
セロ弾きは云いながらいきなりマッチを舌でシュッとすってじぶんのたばこへつけました。
（宮沢賢治『銀河鉄道の夜』、p. 229） 
 
じゅっ  
― さっぱり食べられてごちそう気分に。揚げたてにジュッとつゆをかけてどうぞ。かき揚げ
のせそうめん。（『ササッとパスタ、パパッとめん』、p. 88） 
― ごま油大さじ４を小さいフライパンなどに入れて熱し、薄く煙が立ってきたら、ジュッと
ボウルのねぎなどにかけて混ぜる。（『ササッとパスタ、パパッとめん』、p. 93） 
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しゅるしゅる  
― あまりにも美しい満月だったので、銀色草原に植物天使の産卵を見に行った。しゅるしゅ
る、さわさわ、パァンとあちこちでなる心地よい音楽を聞きながら、寝転がってその景色
の中に棲んでみた。 
(http://www.ne.jp/asahi/ku-raku/maker/planet/chap1/trip2.htm) 
― スパゲッティ食うのにナイフ使ってたけど。ナイフ＆フォーク。ざっく、ざっく。しゅる
しゅる。ちゅるちゅる。 
 (http://r05skf.jugem.cc/?eid=1217) 
― 朝、はむちゃんにお弁当のおかずにするグリンアスパラのはしっこをあげた。おなかをす
かせていた彼はおうちの柵をかじりながら待っていた。戸を開けた瞬間ものすごいいきお
いでしゅるしゅる走ってきた。そして手からそれをうばうとまたものすごい勢いでしゅる
しゅるはしっていった。朝から元気だ。夜行性なのにね。 
 (http://pupppy.exblog.jp/364884) 
― 彼女はわがやに泊まったので、帯をしゅるしゅる解く姿を見ました。でも着物の中は防弾
チョッキみたいでした。 
 (http://www.sweetswan.com/0521/kboard_p/71.html) 
― 砲声は止んだ。小屋は今は太い火束となって、盛んに燃えていた。火の中から、しゅるし
ゅると水の流れるような音が、聞えて来た。風はなく、煙は真直に突立って、私の眼の高
さの中空から、扇形に開いた。（大岡） 
 
しゅん  
― どういう理由か、ひどくしゅんとした顔になっている堅市の声で、鮎太は現場に背を向け
たが、その時初めて、鮎太は二人の死の持つ本当の意味が、その怖ろしさと悲しさが、突
然大きい勢いで自分を押し包んで来るのを感じた。（井上靖） 
― もちろん彼女はそのみやびやかならざる言動を、学習院出の貴族的な姉たちから叱られれ
ばそのときはしゅんとなった。姉たちと自分とは身分が違うこと、たとえ同じ屋根の下に
住んでいても、彼女らは「奥」の子であり、自分は「賄い」直属の子であるという観念は、
物心がついたときから桃子の頭の隅にこびりついていた。（北） 
― 家へかえって相談すれば、とてもゆるされるみこみはなかった。そしてまた、それは早苗
や松江や小ツルもおなじであった。みんな、しゅんとして顔を見あった。かぞえ年十さい
になるまではあそんでもよいというのが、むかしからの子どものおきてのようになってい
たが、あそぶといっても、それはほんとうに自由にあそぶのではなく、いつも弟や妹をつ
れたり、赤んぼうをおんぶしてのうえでのことだった。（壷井） 
― そういってひたいをつんと指さきでおした。ひょろひょろとたおれかかった大吉は、はら
をたててむしゃぶりついてきた。しかし、母の目になみだがこぼれそうなのを見ると、さ
すがにしゅんとしてしまった。父はわらって大吉をなぐさめた。（壷井） 
― ――それで三人で恐る恐る罷り出た。火鉢の前で、まあそう遠慮しないで、と言われたので
柳井が手を出したがね、何しろ寒いんで、柳井のやつ訥々と弁解するんだがそれが顫え声
なんだ、聞いているとおかしくなる。そのうち、先生頼みます、と言って火鉢の上に顔を
乗り出した途端に、水洟が垂れて、真赤に熾った炭がしゅんと音を立てたんだ。（福永） 
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しょうしょう  
― 雨の夜に寝るのは好きだ。しょうしょう、ぴたぴた、するする、さあさあ。 言い表しきれ
ない、音。音。水の音。 
(http://www1.winknet.ne.jp/~zentaro/naruto1/ss-54.html) 
 
しょぼしょぼ  
― 液晶画面を見てられない。目が痛くてしょぼしょぼです。目がしょぼしょぼ、パソコンの
やりすぎです、たぶん。 
 (http://tamari419.jugem.cc/?eid=181) 
― 私はドライアイなので冬が近づくとキツイ、空気が乾燥するもんだから目の乾きも激しい、
今日も目がしょぼしょぼしてた。今もしょぼしょぼしてますよ。 
 (http://club-amigo.blog.ocn.ne.jp/blog/2004/05/post_60.html) 
― ラリはおとなしく伏せて目をしょぼしょぼさせながら尻尾で地面を掃いている。（『帰りた
かった家』、p.61） 
― ところが去年の十月――と云えば、川岸の家で偶然君と云うものを知ってから丁度十年目だ
――の或る日雨のしょぼしょぼと降っている午後に一封の小包が私の手許に届いた。女中が
それを持って来た時、私は干魚が送られたと思った程部屋の中が生臭くなった。（有島） 
― ほそおもての、きゃしゃな目鼻だちで、くちびるが爪とおなじように真赤なのに頬があお
ざめて見えたのは、もうシュミーズ一枚ではなく、青いジャージの上著を襟ふかくきこん
でいるせいもあるのだろう。うす暗い電燈の下で、それにしても眼のしょぼしょぼしてい
るのが近眼のようであったが、はたせるかな、うしろの本箱の上にほそい縁のめがねが置
いてあった。（石川） 
― しかし、女はそれをうまそうにのみながら、モミジ屋がときどき愚にもつかないことをい
い出すのを、ええとか、あのとか、あたくしとか、みじかく受けて、なにも意見らしいこ
とはいわず、姿勢もくずさずに、顔には出ない酒の、かなり強そうで、しょぼしょぼした
目もとをかすかに赤くしていた。（石川） 
― 徹吉は叱責を受けた児童のようにしょぼしょぼと目を伏せ、龍子の手紙を畳みながら、軒
先に落ちてくる柿の落葉の音を聞いた。（北） 
 
しょんぼり  
― このえこじな、がんこなところが私には不安なのだ。私の書きかけの詩の原稿がくしゃく
しゃにまるめられて部屋のすみに放ってある。私はそれを拾ってしわをのばしているうち
に、何とも切なくなってきて、誰にもきこえないように泣いた。どうしたらいいのか自分
でもわからない。母は息をころしたように台所の七輪のそばにうずくまっている。泣くだ
け泣くと、すぐからりと気持ちが晴れて、私はもうどうでもいいと云う思いにつきあたっ
て気が軽くなった。母がしょんぼりしたかっこうで、私を見るので、私はにゅっと舌を出
してみせた。涙がこぼれぬ要心のために、舌を出していると、こめかみと鼻の芯がじいん
と痛くなる。（林） 
― このえこじな、がんこなところが私には不安なのだ。私の書きかけの詩の原稿がくしゃく
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しゃにまるめられて部屋のすみに放ってある。私はそれを拾ってしわをのばしているうち
に、何とも切なくなってきて、誰にもきこえないように泣いた。どうしたらいいのか自分
でもわからない。母は息をころしたように台所の七輪のそばにうずくまっている。泣くだ
け泣くと、すぐからりと気持ちが晴れて、私はもうどうでもいいと云う思いにつきあたっ
て気が軽くなった。母がしょんぼりしたかっこうで、私を見るので、私はにゅっと舌を出
してみせた。涙がこぼれぬ要心のために、舌を出していると、こめかみと鼻の芯がじいん
と痛くなる。（林） 
― 何だか私って小さなところに沢山のものを詰めすぎる傾向があります。入れたい要素が多
すぎて最終的にごちゃごちゃになって訳わからなくなるの・・・・。何か気持ち悪くて意
味分からなくてしょんぼりするなあ。 
(http://rasol.jugem.cc/?eid=421) 
― 無理よって言い続けたら、そうかあ、じゃあひとりでどこか行ってこようってしょんぼり
言うの。あたし、知ってる宿を紹介してあげたんだけれどね。」（吉本ばなな『キッチン』、
p. 115） 
 
じりじり  
― 闇の中、切り立った崖っぷちをじりじり歩き、国道に出てほっと息をつく。（吉本ばなな『キ
ッチン』、p. 83） 
― 犬が死んだ時も、小鳥が死んだ時も、だいたいこんなふうに持ちこえた。…..なんの展望も
なくじりじりと枯れてゆくように日々は過ぎてゆく。（吉本ばなな『キッチン』、p. 149） 
― 夏だった。じりじりと陽が照りつける高校のテニスコートで、私と等と柊でゆみこさんの
決勝戦を見た。（吉本ばなな『キッチン』、p. 176） 
― 早く何とか言えばいいのに、じりじりする思いで布団の中に居た。（『帰りたかった家』、
p.71） 
― ここに、わたしはその門内の立木のあいだを歩きつつ先刻から奇怪にも額がじりじり焦げ
つくような感じに責め立てられ、太陽に近づくイカルさながら進むにつれて髪の根が燃え
るばかりの苦しさに頭を一ふり揺り上げると、前面の二階に張り出した露台の上で、欄干
に蔽いかぶさる葉ごもりを透して二つの眼が爛爛とこちらを睨んでいた。がっしり椅子に
倚った著流しのからだつきは吉波善作と一目で知れたが、わたしはその視線の鋭さ烈しさ
に突然魔物にでも出逢ったごとく狼狽しかけたとき、善作はついと立って手を振りかざし
た。（石川） 
― 背骨をくの字に曲げて洗面器に入れられ、流しに置かれた魚は腐っている器の底にじわじ
わと汁が溜まりつつあるおしゃべりはやめて腐汁を飲もうかれはそそくさと立ち上がりう
まそうに汁をスープ皿に取り分けたぺちゃぺちゃと舌つづみを打って口を汚すこの魚はい
くらくずしても腐っているべろんと半身をはがしくさい脂を振り落とす裸電球を点けるぶ
らーんと揺れるじりじりと焼けるにおい奥のほうでさかんに菌が育っているおいしいです
ね腐汁を舌の上にころがしている腐れば腐るほど好きだ腐魚の煮っころがしが好きもっと
汚してくださいお願いです食べているのは正真正銘の人間食べかすのりんごの芯に貼りつ
くゴキブリキャベツを貫く青虫腐りつつある排泄物とともに景色は腐っていく 
(http://www.kt.rim.or.jp/~shimirin/siro/siro003.html) 
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じろじろ  
― と其処等じろじろと睨廻して、新地の月に提灯いらず、片手懐にしたなりで、亭主が出前、
ヤケにがっと戸を開けた、後を閉めないで、ひょこひょこ出て行く。（泉） 
― 私はかなりがりがりです。お腹と顔には立派に脂肪がありますが、手足は全く肉がつきま
せん。これは母親譲りで、兄弟もほとんどこんな感じです。私としては毎年夏が怖くてた
まりません。必ずもっと太ったほうがいいとか、やせ過ぎで気持ち悪いとか、じろじろ体
を見られて辛いです。お腹の肉を手足に振り分けるとか、ふっくらした体になることはや
はり無理ですか？ 
(http://www.soushin.com/qafile/105237.html) 
― かれはぼうぜんとしていた。憲兵たちが後に残ったかれをうさんくさそうにじろじろ見つ
めはじめても、かれはまったくぼうぜんとしてじっとしていた。（大江） 
― 格納庫のすみに、でんと置かれた巨大なベア。火のついていないたばこをくわえ、サンジ
はいろんな角度からぬいぐるみをじろじろ眺めた。頭を叩いたり腕を撫でたり、腹をまさ
ぐったりしてみる。そのたびにぬいぐるみは、ふわふわとしなやかな毛並みの感触で返し
てくる。暖かくてやわらかくて、撫でているだけでほわりととろけてしまいそうだ。（…た
まんねえ…） 
(http://sisair.cool.ne.jp/hold.html) 
― 私はかなりがりがりです。お腹と顔には立派に脂肪がありますが、手足は全く肉がつきま
せん。これは母親譲りで、兄弟もほとんどこんな感じです。私としては毎年夏が怖くてた
まりません。必ずもっと太ったほうがいいとか、やせ過ぎで気持ち悪いとか、じろじろ体
を見られて辛いです。お腹の肉を手足に振り分けるとか、ふっくらした体になることはや
はり無理ですか？ 
(http://www.soushin.com/qafile/105237.html) 
― 私はぶしつけなまでにじろじろ見つめながら「はじめまして。」とほほえみ返すのがやっと
だった。（吉本ばなな『キッチン』、p. 19） 
― 僕は思わず彼女に口づけした。まわりを通りすぎる人たちは僕たちのことをじろじろと見
ていたけれど、僕にはもうそんなことは気にならなかった。（村上春樹『ノルウエイの森
（下）』、p. 261） 
― と其処等じろじろと睨廻して、新地の月に提灯いらず、片手懐にしたなりで、亭主が出前、
ヤケにがっと戸を開けた、後を閉めないで、ひょこひょこ出て行く。（泉） 
― 中へ這入るとピアノだの、オルガンだの、蓄音器だの、いろいろな楽器が窮屈な場所に列
んでいて、もう二階ではダンスが始まっているらしく、騒々しい足取りと蓄音器の音が聞
えました。ちょうど梯子段の上り口のところに、慶応の学生らしいのが五六人うじゃうじ
ゃしていて、それがジロジロ私とナオミの様子を見るのが、あまり好い気持はしませんで
したが、…….（谷崎） 
― わらいかけるとおびえたような目をしたり、無感動な表情のままふかい関心を見せて道を
ひらいた。めずらしげにじろじろ見るのはむかしのままであった。その好奇の目にとりか
こまれながら、大石先生ははずみをつけてとびおりた。（壺井） 
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じろっ  
― 「女のくさったみたいな真似するなア」棒の先きに、脱ぎ捨てたシャツズボン下着ひっか
けて調べ、「荷物もっとる奴は、一歩前へ」いわれてズックのボストンが只一つ財産の高志、
前へ出ると「何が入っとんや」「下着の替えです」他にも説明しかねるガラクタは入っとる
けど、教官はじろっと高志ながめただけでそれ以上は問わず、さし出された風呂敷き包み、
手提げ鞄など五つの荷物は、そのまま没収され、点呼の後は裸のまま正座。（野坂） 
 
じわじわ  
― 背骨をくの字に曲げて洗面器に入れられ、流しに置かれた魚は腐っている器の底にじわじ
わと汁が溜まりつつあるおしゃべりはやめて腐汁を飲もうかれはそそくさと立ち上がりう
まそうに汁をスープ皿に取り分けたぺちゃぺちゃと舌つづみを打って口を汚すこの魚はい
くらくずしても腐っているべろんと半身をはがしくさい脂を振り落とす裸電球を点けるぶ
らーんと揺れるじりじりと焼けるにおい奥のほうでさかんに菌が育っているおいしいです
ね腐汁を舌の上にころがしている腐れば腐るほど好きだ腐魚の煮っころがしが好きもっと
汚してくださいお願いです食べているのは正真正銘の人間食べかすのりんごの芯に貼りつ
くゴキブリキャベツを貫く青虫腐りつつある排泄物とともに景色は腐っていく 
(http://www.kt.rim.or.jp/~shimirin/siro/siro003.html) 
― 「寒いのはいやだねえ」「鍋がおいしくなりますよ」男性と、店の人が、のんびりと言い交
わしている。センセイが頭をめぐらせた。わたしを見ているようである。視線が、じわじ
わと寄せてくるのが感じられる。わたしも慎重にセンセイの方を振り向いた。（川上弘美『先
生の鞄』、p. 47） 
― 「そんなところで一人ぼっちでじわじわと死んでいくの」（『ノルウエイの森（上）』、p. 14） 
― 父の会社も土曜は昼までで、きょうはその後は何の予定もなさそうな様子だったから、ひ
ょっとしたら父も夕刻までに帰宅するかも知れないと考えました。あの父のことでござい
ますから、もうそろそろ、何か自分の意見を、一見穏やかに、そのじつ断じて言うことを
きかせてみせるといった目つきで、じわじわと投げかけてくる頃ではないかという予感が
いたしました。」（宮本） 
 
しんしん  
― 私はのろのろと起き上がり、お茶を飲もうと台所へ歩いた。ひどくのどが渇いていた。熱
のせいで家中がシュールにゆがんで見え、家族が寝静まった台所はしんしん寒く暗かった。
私は熱いお茶をふらふらしながら淹れて自分の部屋へ戻った。（吉本ばなな『キッチン』、
p. 179） 
― 夜明け前。まだ体が本調子ではなかったが、着替えて私は走った。しんしんと凍りつくよ
うな、月影が空にはりつくような夜明けだった。（吉本ばなな『キッチン』、p. 185） 
 
じんじん  
― かなり持ったような気がした。濡れた足に風がじんじんしみた頃、部屋の明かりが突然ぱ
っとついて、おびえ切った表情の雄一が部屋の奥から登場した。（吉本ばなな『キッチン』、
p. 132） 
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しん  
― 土曜の夜にはみんなだいたい外に遊びに出ていたから、ロビーはいつもより人も少なくし
んとしていた。（『ノルウエイの森（上）』、p. 57） 
― 日が暮れると寮はしんとしてまるで廃墟みたいなかんじになった。（『ノルウエイの森（上）』、
p. 84） 
― 僕はしんとしずまりかえった深夜の台所で、けっこう楽しくその小説を一行一行ゆっくり
と読みつづけた。（村上春樹『ノルウエイの森（下）』、p. 157） 
 
じん  
― 私は大量の洗い物をなるべく水音を立てないように洗いながら涙がたくさん出た。もちろ
ん、ひとりでこんなに洗うのがつらいからではなく、じんとしびれるような淋しいこの夜
の中に、ひとり置き去りにされたからだ。（吉本ばなな『キッチン』、p. 91） 
― 外はじんとするほど冷たく、すぐに手とほほが凍った。（吉本ばなな『キッチン』、p. 128） 
― 腕が寒さでじんとしびれ、悪いことにはリュックの肩の片方がずり落ちた。（吉本ばなな『キ
ッチン』、p.130） 
 
す 
 
すい  
― 彼女はすいと立上った。ちょっと隣室へ行きかけたが、くるりと向きを変え、障子をあけ
て廊下へ出ると階段をぎしぎしいわせながら降りていってしまった。（北） 
 
すうっ  
― あいつはアホだ、クソだ、疥癬病みの犬だ、豚だ、偽善者だ、盗っ人だって、そういうの
をずうっと言ってたのよ。すうっとしたわね。」（村上春樹『ノルウエイの森（下）』、p. 137） 
― 「私ね、背中がすごく感じるの。指ですうっと撫でられると」（村上春樹『ノルウエイの森
（下）』、p. 142） 
― 真赤になって島村を睨みつけながら詰問するうちに、駒子の肩は激しい怒りに顫えて来て、
すうっと青ざめると、涙をぽろぽろ落した。（川端） 
― 陸地がすうっとすべるように近づいたと思うと、船はもうなぎさ近くよっていた。ふなれ
な手つきで水さおをおす大吉と、見なれぬ大石先生に、むかしどおり村の子どもはぞろぞ
ろあつまってきた。しかし、そのどの顔にもおほえはなかった。（壺井） 
 
ずうっ  
― 甘えるとつきとばされて、金がかかるって文句ばかり言われて、ずうっとそうだったのよ。
（『ノルウエイの森（上）』、p. 142） 
― 「そうかね、じゃあ、僕が少し鬱病なんだ。こないだの日曜日、自転車乗りに行ってさ、
ずうっと行ったら、ウドの畑の傍に出ちゃってさ、何となくぞっとして、気が狂うかと思
った」（曽野） 
― 夜だかはおじぎを一つしたと思いましたが、急にぐらぐらしてとうとう野原の草の上に落
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ちてしまいました。おしてまるで夢を見ているようでした。からだがずうっと赤や黄の星
のあいだをのぼって行ったり、どこまでも風に飛ばされたり、又鷹が来てからだをつかん
だりしたようでした。（宮沢賢治『銀河鉄道の夜』、p. 36） 
― とのさまがえるは早速例の鉄の棒を持ち出してあまげるの頭をコツンコツンと叩いてまわ
りました。あまがえるはまわりが青くくるくるするように思いながら仕事に出て行きまし
た。お日さまさえ、ずうっと遠くの天の隅のあたりで、三角になってくるりくるりとうご
いているように見えたのです。（宮沢賢治『銀河鉄道の夜』、p. 52） 
― なんか今のあたし超ぐちゃぐちゃした気持ち。あたし、今本当にぐちゃぐちゃした気持ち
がずーっと続いてて、なんだか嫌だ。。 
(http://kanatun.jugem.cc/?eid=105) 
 
すかすか  
― 太郎はスキーのアノラックを着て、家を出た。何となく背中のあたりがすかすかするのは、
少し熱があるせいかも知れないと思う。（曽野） 
― 太郎は、背筋のあたりがすかすかして来た。自分を本当に自由人とするためには、たった
一人で、傷つくことを覚悟しながら、勇気をもって、既成の体制と戦わねばならぬ、とい
う公式をわかってはいるのだが、思っただけで、背筋がすかすかするのは、あながち夜が
冷え込んで来たばかりでもあるまい。（曽野） 
― 露店で売っていたみかんが安かったので一箱買ったが、いざ食べてみると大半がすかすか
で、とても食べられたものではなかった。（Kakehi, Tamori, Schourap, Dictionary of Iconic 
Expressions in Japanese） 
 
ずかずか  
― 「わたしの部屋にいらっしゃいませんか、気持ちいいですよ、海が見えて」と言うと、セ
ンセイは首を横にふった。 
「ご婦人のお部屋に男がずかずかと踏みいってはいけません」はあ、とわたしは答えた。
ずかずか踏みいってもいいんです。そうつづけようとしたが、センセイが笑ってくれない
と困るので、やめた。（川上弘美『先生の鞄』、p. 180） 
― 辰次の頭蓋骨は人並の大きさであった。つまり頭部の上半分は身体の異常発達についてゆ
かなかったのだ。そのことと年齢とが、彼をひょいと立ちあがらせた。人々の視線には目
もくれず、カステラの皿をめざしてずかずかと進んできた。彼が立ちあがったとき、はじ
めて彼を知る者はあらためて目を見張った。坐っているとき予想していたより、怪童はは
るかに上背があったからである。黒田は生真面目に評価するように腕を組み、思わず「ふ
うむ」とうなった。（北） 
― ある時、吉原見物をさせてやろうと山本がいうので、正子とおはるがついて行くと、山本
は廓の中の一軒の大きな店にずかずかと入って行き、いきなり、（阿川） 
― 「今日は一つ入って見てやろう」そして私はずかずか入って行った。（梶井） 
― 山口はぼくの顔をみると、まわりでがやがやしゃべりだした連中とみくらべて、早くも敏
感な眼つきをした。延期のサインなのであろう。ぼくはそれを無視して、ずかずかと彼に
近づくと、テーブルに二枚の画を投げつけた。一枚では王冠をかぶったカイゼルひげの裸
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の男が西洋の銃眼のある城を背景に歩き、一枚では越中フンドシの裸の殿様が松並木のあ
るお堀端を歩いていた。（開高） 
― と門をあけさせ、馬を番卒にあずけ、具足陣羽織のいでたちで、ずかずかと城内の頼芸の
居館へむかった。（司馬） 
― 「客殿では殿様は公方様のあられますお座敷にずかずかとお入り遊ばしてはなりませぬ」
（司馬） 
― そうしてその窓がすっかり釘づけになっていて、その庭なんぞもすっかり荒れ果て、いま
にも壊れそうな木戸が半ば開かれたままになっているのを認めると、私は子供らしい好奇
心で一ぱいになりながらその庭の中へずかずかと這入って行った。（堀） 
 
ずずずっ  
― 日本ではうどんやそばをズズズっとすすって食べるのはあたりまえで、味噌汁やそれ以外
のものも、ずずっとすすって食べたり、ぺちゃぺちゃ音をたてて食べる人が多いです。綺
麗に着飾った若い女性（私も２０代ですが）が、高級レストランでズルズルぺちゃぺちゃ
と音をたてて食べているのを見ているとうんざりします。特に、ぺちゃぺちゃと音を立て
たり、珈琲等をずずーと音を立ててすする人のそばにいると自分の食事がすすまなくなり
ます。でも、ぺちゃぺちゃやくちゃくちゃ、音を立てて何かを飲む音はとても抵抗がある
のです。 
(http://www.yomiuri.co.jp/komachi/reader/200205/2002051700008.htm) 
 
ずずっ  
― とにかく上半身を屋根にのせようと、思い切り勢いをつけて壁をけとばした。ずずっと音
がして、熱い痛みが右の腕に走った。（吉本ばなな『キッチン』、p. 131） 
― 痩せぎすのからだに似合わない、すごい力である。ずずっと、しかしやわらかに引き寄せ
られて、顔と顔とがぶつかろうとしたとたん、敵のくちびるの下を掻いくぐって、むしろ
貞子のほうから、さきのふところにあたまをぶつけて行くようにして、膝にすがったかた
ちで、丹前のはだけた胸もとに顔を伏せてしまった。（石川） 
 
すたすた  
― 俊夫もがっくり疲れて、「今日は家ですきやきパーティをやるそうだから」いうと、「私、
ちょっと失礼して、大使館の友達と会って来ます」どうもありがと、皮肉にもきこえる言
葉を業者にいい、二十年ぶりの日本とも思えぬなれた足取りでスタスタ歩き去る。一人家
へもどれば、京子かんかんに怒っていて「失礼しちゃうわ、折角人が用意してるの知って
て、奥さん急に横浜の知ってる人のところで今日は泊るっていい出して」さぞかしアメリ
カ人は沢山食べるだろうと、大皿に盛り上げた松阪肉と豆腐こんにゃくねぎ卵、……（野
坂） 
― 西洋人のような顔をした通りすがりの老人が、そう云って声をかけて近づいて行こうとし
た。すると娘はその老人を目がけて瓦を投げだすので、その人はすたすた逃げて行ってし
まった。娘さんは腰から下を梁か何かで挾まれていたとしても、きっちりと瓦の波のなか
に嵌めこまれながら、上半身を自由自在に動かしていたのは不思議である。投げる瓦も可
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なり遠くまで飛んでいた（井伏） 
― 一生懸命、景色も奇跡もあるものかい、お天気さえ晴れたか曇ったか訳が解らず、目じろ
ぎもしないですたすたと捏ねて上る。（泉） 
― そんな康三郎の思いにはおかまいなく、基一郎は先に立ってすたすたと歩いた。（北） 
― 能島さんは防空頭巾にちょっと手を当てると、くるりと向きを変えて、すたすた歩いて行
った。隣組で一ばん博識の学者として、また用意周到な人として立てられていた誇の高い
この人と、こんな間の悪い別れかたをするとは妙な成りゆきであった。（井伏） 
― いた。人間がいた。射った。当らない。彼は勾配を走り下り、最早私の弾の届かないとこ
ろまで行くと、自信ありげに背をのばして、すたすたと一つの林に入ってしまった。（大岡） 
― 肉を炙る香ばしい匂が夕凍みの匂に混って来た。一日の仕事を終えたらしい大工のような
人が、息を吐く微かな音をさせながら、堯にすれちがってすたすたと坂を登って行った。
（梶井） 
― 別に言葉も交さず、又ものをいったからというて、返事をする気は此方にもない。何処ま
でも人を凌いだ仕打な薬売は流眄にかけて故とらしゅう私を通越して、すたすた前へ出て、
ぬっと小山のような路の突先へ蝙蝠傘を差して立ったが、そのまま向うへ下りて見えなく
なる。（泉） 
― いうや、矮躯の小兵衛が、自分の倍もあろうかとおもわれる曲者の気絶したままの体を、
軽がると肩に担ぎあげ、すたすたと闇の中へ消え去った。（池波） 
 
ずたずた  
― 三百人の青年たちが息を殺し、ほとんど物音も立てず、机にかがみ込んで、必死に答案を
書いていた。その三百の若い頭の中で、日本の法律が摸索され、こねまわされ、ずたずた
に引裂かれ、次第に熱気をおびて、妖しい陽炎のような精気が立ちのぼるのだった。何と
いう青春の浪費であろうか。（石川） 
― ネズミの蓄積していたエネルギーは予想していたよりはるかに巨大でもあれば残酷でもあ
った。春は咬傷でずたずたに裂かれ、手のつけようもないほど穴をあけられてしまったの
である。（開高） 
― 東洋戦の相手が柳から朴にかわり、ようやく契約が成った時には、私たちの仲は修復が不
可能なほどずたずたに引き裂かれていた。内藤は仕事と練習に疲れ、エディは内藤の状態
に絶望し、私はそのふたりのあいだに立って苛立っていた。（沢木） 
― 紫の君は愕然とする。この男は、いつもこうやって、ふいに女心をずたずたにするのであ
った。（田辺） 
― あらゆる才覚をめぐらしても、靴の紐を作り出すことはできなかった。かちかちに凍った
紐を切るには、ずたずたにしなければならなかった。それをつなぎ合せて使うというわけ
にはいかなかった。石油コンロであたためて解かすという法があったが、あと一回だけ湯
を沸かす分しかない石油を、靴の紐を解くのに使うことはできなかった。（新田） 
 
すっかり  
― 僕は悪寒に身震いし、かさかさに乾いた脣を噛みしめながら、敷石道の一つ一つの石が、
はじめ淡い金色の影をおびて柔かにふくらみ、そして輪郭がすっかりふやけて一面に胸の
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せまる葡萄色になり、それから不透明な紫色の弱い光の中へ沈みこんでしまうのを見つめ
ていた。（大江） 
― ソン将軍は馬をとめ、ひたいに高く手をかざし、よくよくそれを見きわめて、それから俄
かに一礼し、急いで、馬を降りようとした。ところが馬を降りれない、もう将軍の両足は、
しっかり馬の鞍につき、鞍はこんどは、がっしりと馬の背中にくっついて、もうどうして
もはなれない。さすが豪気の将軍も、すっかりあわてて赤くなり、口をびくびく横に曲げ、
一生けん命、はね下がりようとするのだが、どうにもからだがうごかなかった。（宮沢賢治
『銀河鉄道の夜』、p. 143） 
― すっかり寝込んで、ガラガラ雨戸を繰る音で目が覚めた。まぶしくしっかり目をつぶって
いたが、そっと床の間の方を見た。（『帰りたかった家』、p.50） 
― 仙吉はもう来ているらしかったが後で逢うことにしてホールのそばの喫煙室で椅子にかけ、
著飾った女たちの中にぼんやりしていると、「どうも、御遠方のところを……」声をかけら
れるまで辰子に気がつかなかったのは扮装ががらりとちがっているためで、ふだん襷がけ
でしもやけの手にゴム手袋をはめて水仕事をしているときとは打って変り、嘗めたような
丸髷からあたらしい白足袋まですっかり元の芸者の姿、….（石川） 
― 宵の勤行も終る頃で、子坊主がかんかん鳴らす鉦の音を聞きながら、丑松は蓮華寺の山門
を入った。上の渡しから是処まで来るうちに、もうすっかり雪だらけ。羽織の裾も、袖も
真白。（島崎） 
― 先の細かく削ってある栓をそっと抜栓はきしんできゅうーという。つうーと静かに細く酒
は流れ出し、すっかり栓を抜くと脈を打つようにとっくんとっくんと升には入る。（『帰り
たかった家』、p.107） 
 
すっきり  
― 靴の中に乾いたタオルを押し込み、脱水のスイッチをオン。ガタガタと音が気になるかも
しれませんが、少し辛抱。これで、運動靴の奥までスッキリ乾かすことができます。（『家
事ワザー基本と裏ワザ』、p. 161） 
― 取り外しのできる H 型中仕切りで、乱雑になりがちな中身をスッキリ整理。辞書も入るワ
イドなマチ幅 60mm。厚みのある生地が中身をがっちり守ります。中仕切りを使えば乱雑
になりがちな中身もスッキリ。携帯電話など必要な時にさっと取りだせるので便利です。
（ウェイケース） 
(http://www.sedia.co.jp/seihin/AP956.html) 
 
ずっしり  
― それに気づいてからは、ろくでもないことと、普通の生活を同時進行できるくらいには私
はいやらしく大人になったが、確かに生きやすくなった。だからこそ、こんなにも今、心
がずっしり重い。（吉本ばなな『キッチン』、p. 79） 
― 山々の黒い影が、闇よりもずっしりと黒く街を見つめている。浴衣の上に丹前を着た楽し
そうな酔っぱらいの観光客がたくさんいて、大声で笑いゆきかう。私は妙にうきうきして
楽しかった。（吉本ばなな『キッチン』、p. 120） 
― 黒表紙には綾があって、艶があって、真黒な胡蝶の天鵝絨の羽のように美しく……一枚開
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くと、きらきらと字が光って、細流のように動いて、何がなしに、言いようのない強い薫
が芬として、目と口に浸込んで、中に描いた器械の図などは、ずッしり鉄の楯のように洋
燈の前に顕れ出でて、絵の硝子が燦と光った。（泉） 
 
すっ  
― 久し振りに母と外出出来る嬉しさが、すっと翳ったような気がした。（『帰りたかった家』、
p.95） 
― 何か自分で処理出来ないで困ったなと思っている時に注意されるとすっと血の気が引く。
嫌な感じであった。（『帰りたかった家』、p.157） 
― 私はあなたのように自分の殻の中にすっと入って何かをやりすごすということができない
のです。（『ノルウエイの森（上）』、p. 159） 
― 僕以上に彼女の方がほっとしたみたいに見えた。緑は煙草の灰を床に落としてからすっと
立ちあがった。「ごはん食べに行きましょう。おなかがペコペコ」と緑は言った。（村上春
樹『ノルウエイの森（下）』、p. 200） 
― ….かなり強そうで、しょぼしょぼした目もとをかすかに赤くしていた。その女の耳たぶの
あたりに、本箱のそばに据えてある瓶のすすきの、たぶんモミジ屋が生けたやつだろう、
ひょろ長い穂がすっと伸びて来て、うしろからくすぐるようにちらちらするのに、女はさ
っぱり気づかないていで、いったいに薄手の顔だちの、からだつきもほっそりと、青っぽ
い上著の肩をつぼめてすわっているのが、しぜん秋の野末、草のかげに、あたまに花かな
にか載せて、あるかなきかに立ちかかる物の怪のすがたという見立になった。（石川） 
― と宗山が二階で喚いた。皺枯声が、風でぱっと耳に当ると、三四人立騒ぐ女の中から、す
っと美しく姿を抜いて、格子を開けた門口で、しっかり掴まる。吹きつけて揉む風で、颯
と紅い褄が搦むように、私に縋ったのが、結綿の、その娘です。（泉） 
 
ずっ  
― 曜日、この夏の九十九里海水浴場のライフセーバー27 才のねえちゃんをＴＶが追っていた。
日中は日給 7000 円のライフセーバー。夜は他のライフセーバー（男の子ももちろんいっ
しょに）と体育館で雑魚寝の合宿生活。朝夕は全米選手権へ向けてのトレーニング。学生
のあんちゃんライフセーバーよりもカラダもココロもたくましく、海に向っておしりをむ
ちむち突き進むのである。新婚のだんなともずっとはなればなれの生活でしかもプライベ
ートな時間など皆無の生活。自分の中で反響する声なんぞにこだわっている暇も必要もな
いのである。湘南の海にも女性のライフセーバーは増えている。ひょわひょわうだうだと
内向し続け波間でぼちゃぼちゃ溺れる僕をむんずと掴むねえちゃんのたくましい腕を想像
してしまう。 
(http://www.enpitu.ne.jp/usr/bin/day?id=9486&pg=20020910) 
― 小学生の時、お友達の家へお泊りに行った。その日の夕食時、私はいつものように食事を
していたのだが、お友達の T ちゃんに、「ゆきちゃんの食べ方、犬みた～い。ぺちゃぺち
ゃ音がしてる」と言われたのだ。その時、T ちゃんのお母さんとお父さんはちょっと困っ
た顔をしていた。私は何のことかその時わからなかったが、なんとなく“私の食べ方には問
題があるんだ”ということを感じた。家に帰って家族と一緒に食事をしていてそのことがよ
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くわかった。なぜなら父が私と同じようにぺちゃぺちゃと音を立てて食事をしていたのだ。
一度気になると、もうその音ばかりが耳につく。その音が嫌で私は思い切って父に「お父
さんどうして音を立ててご飯を食べるの？」と聞いてみた。父は機嫌が悪かったらしく、
質問には答えずむっとしていただけだったが、後で母に「音を立てて食べるのは、マナー
違反だから、音を立てないように食べなさい」と言われた。それなのになぜお父さんは音
を立てて食べるんだろう？幼い私はずっと疑問に思っていたが、大人になってから謎は解
けた。ある彼と付き合っていた時、しばらくは気が付かなかったが、静かなところで会話
もなく食事していた時、その彼がぺちゃぺちゃ音を立てて食べている事に気付いてしまっ
た。しばらくは我慢していたが、私はいたたまれなくなり、「ぺちゃぺちゃ音を立てて食べ
るのは、マナー違反なんだよ。外でやると恥ずかしいから注意したほうがいいよ」とやん
わりと言ってみた。彼は私が小学生だった頃と同じで、その音自体に気が付いていなかっ
たようで、「そうなんだ、気をつけるよ」と言ってくれた。食事中のぺちゃぺちゃする音、
ガムを食べるときのくちゃくちゃする音、ドアの音、私はそれらの音が気になって仕方が
無い。彼に文句を言う回数が増えるようになった。すると彼は、「お前は神経質すぎる」「う
るさい」そう返事が返ってくるようになった。あの時「気をつけるよ」と言ったのは、そ
の場しのぎだったのか・・。 
(http://latebloomer.livedoor.biz/archives/2005-08.html) 
― 去年の暮れからトイレの水がずっとちょろちょろと流れっぱなし。ゴム玉が。買って帰っ
てさっそくお取り替え。すると、ちょろちょろ水がピタッと止まりました！ 
(http://yucky-k.jugem.jp/?eid=4) 
― この 2 週間ほど、手放しで笑ってない気がします  そりゃけらけらと笑うことはありますが  
腹がよじれるほど笑うってこと、  一体どれぐらいないのかな、ってこの数週間って  ずっ
と疲れっぱなしな私  腹を抱えて笑うことすらしてませんでした  たまに人と会ってけらけ
ら笑うのも無論大事なんですが 大笑いをしたかと問えば答えに詰まります。 
(http://www.geocities.co.jp/HeartLand-Momiji/7805/misc14.html) 
― めらめら、おててつないで・・・・・そのままおおきくなり、こいをしました。いのちが
あつくあつくなって、めらめら、せかいがもえる、うれしい、うれしいよこのままがい
い・・・・・ずっとあついままで・・・・ 
(http://www.eonet.ne.jp/~masabo2002page/newpage121.htm) 
― 少しずつ、わたしたちはほんとうに高校生に戻ったような気分になっていた。……このま
まずっと土手を歩きつづけていたら、時間がするすると巻き戻るかもしれない。（川上弘美
『先生の鞄』、p. 142） 
― 私が存在し、こうしてあなたのとなりにいたことをずっと覚えていてくれる？（『ノルウエ
イの森（上）』、p. 19） 
― 「もちろんずっと覚えているよ」と僕が答えた。（『ノルウエイの森（上）』、p. 19） 
 
すっぽり  
― 折りよく――全く折りよく、天運だ――その時船の横面に大きな波が浴びせこんで来たの
で、片方だけに人の重りの加わった船はくるりと裏返った。舷までひたひたと水に埋もれ
ながらもとにかく船は真向になって水の面に浮び出た。船が裏返る拍子に五人は五人なが
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ら、すっぽりと氷のような海の中にもぐり込みながら、急に勢いづいて船の上に飛び上ろ
うとした。（有島） 
 
すべすべ  
― 直径三尺五寸ぐらいな筒型の塔身だが、爆風の作用で持ちあがった瞬間、煉瓦のかけらが
吹きとばされて来て挾まったのだろう。すべすべに磨きをかけてある御影石の墓は、閃光
に当った面だけざらざらに焼け爛れ、光の当らなかった方は元のまま滑らかになっている。
御影石でもそんな具合に焼けている。（井伏） 
 
すらり  
― と博多節を流している。……つい目の前の軒陰に。……白地の手拭、頬被、すらりと痩ぎ
すな男の姿の、軒のその、うどんと紅で書いた看板の前に、横顔ながら俯向いて、ただ影
法師のように彳むのがあった。（泉） 
― その時そう云う声が聞えて、つかつかとナオミの傍へやって来たのは、さっき菊子と踊っ
ていた、すらりとした体つきの、女のようなにやけた顔へお白粉を塗っている、歳の若い
外人でした。背中を円く、ナオミの前へ身をかがめて、ニコニコ笑いながら、大方お世辞
でも云うのでしょうか、何か早口にぺらぺらとしゃべります。（谷崎） 
 
ずらり  
― がらがら戸をあけると目の前にずらりと雑誌が並んでいる。（『ノルウエイの森（上）』、p. 
115） 
― 陽ざしがたくさん入る窓の大きなその部屋には、オーブンとレンジとガス台のついた大型
おテーブルがずらりと並んでいて、家庭科室を思い出させる。（吉本ばなな『キッチン』、
p. 95） 
― 父は変わったもののコレクターでもあります。玄関を入ったら、まずは父のこけしコレク
ションがずらり。壁には、旅行みやげの七福神やら、ひょっとこのお面やらが、これもず
らりとかけてあります。（『リネンとかごとヒヤシンス』、p. 88） 
― そしてそれが、桃子たちの記憶に残る唯一の選挙というものであった。実際の運動は遠い
山形県で行われていたのだったから。そのほかのときには娯楽室の百二十畳の畳はむなし
くひろがり、隅のほうに机がずらりと積み重ねられているばかりであった。（北） 
― 君は知らんだろうが、むかしの青山の楡病院は……いいかね、基一郎先生がアメリカから
帰国されたときには、前の原っぱで大がかりな園遊会をやられたものだ。こう馬車をずら
りと並べてな。相撲取りだってぞろぞろいるし、町内の見物人も一杯だし、そのため屋台
が出たものだ。いいかね、楡病院の院長が帰国されると屋台が出たのだ、屋台が。今は時
代が違うから馬車をつらねるわけにもいかん。（北） 
 
するする  
― 染香がそばを行きずりに声をかけたが、娘は返事をしない。染香の声が、いや、いかなる
声も耳に入り場のないようなふうであった。娘は頬をぽっとほてらして口を堅くむすび、
目をかがやかして、その目は改札口の向う、プラットフォームの向う、いや、ひとびとの
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あたまを越えて、空のかなたにむけられていて、まぢかのなにものをも見ようとしない。
ぎゅっとにぎった旗竿に身をほそくして、心をこめて、とりすがったというみえで、その
竿の上に、たった今するすると引き揚げられたかのように、赤旗のなびくのがいきおいよ
く眺められた。（石川） 
― 少しずつ、わたしたちはほんとうに高校生に戻ったような気分になっていた。……このま
まずっと土手を歩きつづけていたら、時間がするすると巻き戻るかもしれない。（川上弘美
『先生の鞄』、p. 142） 
― 藍子は格子戸に手をかけた。思いがけずするすると大きく開いた。家の中はすでに暗い。
達紀の母親であろう、その面立ちはよく見わけがたかった。（北） 
― 脱毛施術からもうじき 1 週間。あらあら不思議。黒い点々が少し伸びてきたと思ったら、
するする・・するする・・抜けるんですっ！ 
(http://misoji-tanoshi.ameblo.jp/entry-98494f075a9a2eb6b07082ef0542b31d.html) 
― なんかリースリングっぽい香りと、飲んでみるとなかなかの複雑味が感じられる。冷やし
てしまうと、するすると飲めるワインになる。 
(http://www.sinp.jp/wine/w0209-1.html) 
― シャンプーの時点ではあまり期待してなかったけど、リンスを流した後のするする感にび
っくり。トリートメントじゃないのに、このするする感はすごい。 
(http://ayabun.air-nifty.com/nichijo/cat93835/) 
― 雨の夜に寝るのは好きだ。しょうしょう、ぴたぴた、するする、さあさあ。 言い表しきれ
ない、音。音。水の音。 
(http://www1.winknet.ne.jp/~zentaro/naruto1/ss-54.html) 
― …….障子紙を右から左へ桟をつたってするすると拡げ、ちょうと物指をあて剃刀をしゅっ
と引くと一段張り上る。残してあった親骨にあとから糊をつけてぴったり押さえた。一段
又一段、どんどん向う側が丸見えだった障子は白くなって……（『帰りたかった家』、p.36） 
― この伯父は謡が好きで、いい声をしていると聞いた。きちんと中折れをかぶり、舞台の上
を歩いていると見える腰の決まり方でするすると遠ざかってゆかれた。（『帰りたかった家』、
p.197） 
― 小さな緑色のトカゲがそんな石のすきまにするするともぐりこむのが見える。（『ノルウエ
イの森（上）』、p. 12） 
― 波の穂が青白く光り、きらきらと崩れ、一面に燐光をながした。そのかぼそいながら目も
あやな幽鬼の光は、素足になって腿まで濡らして手で掴もうとすると、するすると幾筋に
も溶けて掌から流れ去った。それなのに、弟の周二が駈けてきて不細工なことを言ったも
のだ。（北） 
― あなや、女はスキーに飛び乗って、庭のおもてから月光に乗り上げて、光のすじの斜面を
さかしまに、するすると本堂の屋根にすべりあがって、屋根より高く、空の高みヘ、月の
ほうへと、翔りのぼって行くかと見えた。（石川） 
― すると、副級長の城木がすすみでた。男らしくさっぱりとこの許されていない事業を引受
け、はずみをつけて籠をほうった。紙でくるんだ貨幣のくくられた籠は、するすると長い
紐をひいて、心得た焼芋屋が待ちかまえている塀の外に落下した。（北） 
― 藍子は格子戸に手をかけた。思いがけずするすると大きく開いた。家の中はすでに暗い。
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達紀の母親であろう、その面立ちはよく見わけがたかった。（北） 
― その上へ、真白な形で、瑠璃色の透くのに薄い黄金の輪廓した、さげ結びの帯の見える、
うしろ向で、雲のような女の姿が、すっと立って、するすると月の前を歩行いて消えた。
……織次は、かつ思いかつ歩行いて、丁どその辻へ来た。（泉） 
 
ずるずる  
― 私がうなずくと彼は自分のカバンをすわったままずるずるたぐり寄せて、札入れの中から
古い写真を出して私に手渡した。（吉本ばなな『キッチン』、p. 22） 
― 父はずるずるとわけのわからない金を借り、そのつけを祖父に頼った。（『帰りたかった家』、
p.142） 
― あっという間に身体が仰むけに転倒し、そのまま傾斜した甲板を辷って、すぐ下方に渦を
巻いている波の中へずるずると引きこまれていった。（北） 
― しかし今になると父君のおさとしがよくわかる。いつまでも独身でいると誤解も招くし、
ずるずるにつまらぬ女と一緒になったりしては外聞もわるく、志とも違うことになる。（田
辺） 
― 無理な夢を追って、他人や、母を心配させる自分が間違っていたのだ。そう思うことは辛
かったが、母の言う、父のようにずるずるしているのはもっと悪い。（『帰りたかった家』、
p.178） 
― 一度負けたらそのままずるずる行っちゃうんじゃないかって怖かったのよ。（『ノルウエイ
の森（上）』、p. 113） 
― 手をのばして、ぎゅっと肩をつかまえると、「あれえ」とはいったが、なに、セリフほどの
抵抗もなく、ずるずるとこちらの膝の上にもたれかかって来たとき、襖のそとで「ごめん
下さいまし」と聞えたのに、ぱっと飛びはなれた。（石川） 
― 片手を泥についてしまった。然しまだ本気にはなっていなかった。起きあがろうとすると、
力を入れた足がまたずるずる滑って行った。今度は片肱をつき、尻餅をつき、背中まで地
面につけて、やっとその姿勢で身体は止った。止った所はもう一つの傾斜へ続く、ちょっ
と階段の踊り場のようになった所であった。（梶井） 
― 牛の左右の角をつかみ、ずるずると腹這わせたままひきずって田のふちまで移し、そのあ
とぱんぱんと袴のちりをはらって息切れもしていなかったという。（司馬） 
― その時は先ず人助けに、ずるずると尾を引いて、向うで鎌首を上げたと思うと草をさらさ
らと渡った。（泉） 
― 万事論理的に考えて行動する主人公が、肉体関係のある女子学生の登美子と、ずるずるべ
ったりに切れなくなり、しだいに窮地に陥って行く過程は、論理の水洩れといったていた
らくとして、ごくしぜんに描かれているが、同様に、主人公が登美子を殺す件も、成り行
きからいって、殺人の論理は明確なものであるはずなのに、現実の行為としては、不決断
のまま、追いつめられたようにして犯行に到達する。この辺が、日本の現実に即している
という意味でも、いかにもリアリスティックである。（石川） 
 
ずんぐり  
― その米国の影のように、常にもう一人の男が附添っていた。色の黒い、顔の四角い、目の
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ぎょろりとした、なにより顔にぶつぶつと吹出物のある、ずんぐりとして肩だけ盛りあが
っているうさん臭げな男であった。（北） 
 
ずんずん  
― 「ツキコさん、ワタクシはいつも一緒だと言っているでしょう」 
一緒だと言われても、センセイのことだ、わたしを置いてずんずん先に行ってしまうにき
まっている。（川上弘美『先生の鞄』、p. 65） 
― 「へえ、そんなに成るかねえ。つい此頃のようにしか思われないがなあ。実に月日の経つ
のは早いものさ。いや、我輩なぞが老込む筈だよ、君等がずんずん進歩するんだもの。我
輩だって、君、一度は君等のような時代もあったよ。（島崎） 
― 陽はずんずん暮れて行くのだった。灰色から鼠色に、鼠色から墨色にぼかされた大きな紙
を眼の前にかけて、上から下へと一気に視線を落して行く時に感ずるような速さで、昼の
光は夜の闇に変って行こうとしていた。午後になったと思う間もなく、どんどん暮れかか
る北海道の冬を知らないものには、日が逸早く蝕まれるこの気味悪い淋しさは想像がつく
まい。（有島） 
 
せ 
 
ぜいぜい  
― 僕のとこのぶっきりこに少しも知らせないで置きましょう。そして置いて、いきなり、ウ
ヘン、ああ風邪でのどがぜいぜいする。ああひどい。（宮沢賢治『銀河鉄道の夜』、p. 94） 
― 一晩寝て鼻水がようやく止まったとおもったら、今度は器官がぜーぜーいいだしました。
まだほんのちょっとだけなので、養生すればなんとかなりそうですが。明日とあさっては
通しなので、これ以上ひどくならないようにがっちり着込んで行かなくては！ 
(http://d.hatena.ne.jp/i_sh/20031024) 
― シュートは涼しい所を捜してあっちでぜーぜー、こっちでぜーぜー。ひんやりシートを買
ってみましたが、何だか床の方が涼しいかも。 
でも嫌がらずにたまーに乗っています。氷水で冷やしてあげればもう少し気持ち良いかも
しれません。（犬） 
(http://members.jcom.home.ne.jp/ksmtt/wann08/atsuiyo.htm) 
― 症状；呼吸するたびに、いわゆるぜーぜーひゅーひゅーが聞こえます。息が苦しくなり、
呼吸困難になる場合も多く見られます。その状態が続くと酸素不足になり、唇が青黒い色
になってきたなら急いで治療が必要です。一日中見られる症状ですが、特に夜比較的遅く
から早朝にかけてが最も多く起こります。 
(http://www.igaku.bz/z867.htm) 
せかせか  
― 「…….朝なら時間とてるから、みかげさんには泊まってもらってね。」とせかせか言い、
赤いドレスをひるがえして玄関に走っていった。（吉本ばなな『キッチン』、p. 19） 
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― さすがに丑松の手前もあり、音作兄弟も来ているので、細君は唯夫を尻目に掛けて、深い
溜息を吐くばかりであった。毎度敬之進が世話に成ること、此頃はまた省吾が結構なもの
を頂いたこと、それやこれやの礼を述べながら、せかせかと立ったり座ったりして話す。
（島崎） 
― 鬚を生やし木綿のズボンにゴム草履、隣りの町へ遊びに来たようなアメリカ青年、おっそ
ろしく背の高い二人連れ、せかせかと馴れた足取りで急ぐみるからにやりての中年男、外
人にまじると、なるほど眼吊り上り濁った肌、満面笑み浮かべた日本人旅行客、いちよう
に下ぶくれで髪の量の多いハワイ二世、どやどやとゲートからあらわれ「ハイ、ヒギンズ
さん」京子が金切声でさけんで、みると紺のブレザーコートグレイのズボン、皮のネクタ
イしめた見覚えある白い鬚の男と、写真でみるより小柄で、真赤に唇塗った老女、わかっ
たわかったという風に首をふりふり近づいて、京子と抱き合い、啓一の頭をなで、さすが
に京子もすぐ英語が出ないのか「ハウアーユー」くらいでまごつき、そのばつのわるさご
ま化すように俊夫をしめして「マイハズバンド」俊夫、胸を張り、手をさしのべ、……（野
坂） 
 
せっせ  
― これらの場合はっと我れに返った瞬間ほど君を惨めにするものはない。居睡りしたのを見
付けられでもしたように、君はきょとんと恥かしそうにあたりを見廻してみる。ある時は
兄上や妹さんが、暗まって行く夕方の光に、なお気ぜわしく眼を繩によせて、せっせとほ
つれを解いたり、切れ目をつないだりしている。（有島） 
― 恐る恐る覗いて見ると、耳の中が真っ黒～！ペーパータオルに水を含ませ、せっせとその
にちゃにちゃをとったのですが、バナナの香りは残ったまま。動物病院でみてもらった所、
そのにちゃにちゃの正体は、カビなんですって。 
(http://gogozenko.seesaa.net/archives/200410.html) 
― せっせと自分のために働いてくれた電池があわれで捨てられない。今まで灯をともしたり
音をならしたりモーターを動かしたりしてくれていた電池だのに、死んでしまったとたん
に捨てるとは情のないことだ。（川上弘美『先生の鞄』、p. 15） 
― 太郎自身、彼に魚を焼かせている間に、せっせと掃除機をかけ、洗濯機を廻し、風呂の洗
い場まで流してしまった。いつもはこれほどにしないのだが、今日だけは家事の下手くそ
な見物人がいるので、少しいいところを見せようと思ったのだった。（曽野） 
― すると桃子は鍵のかかる部屋でせっせと紙幣を作る女のことを話しだし、その紙幣には五
円、十円、百円があったこと、「島田さつきこれをつくる。全世界に通用するものなり」と
毛筆で書かれてあったこと、といってもその札で夜店の品物を買うことはできず大いに口
惜しがったことなどを息をもつかずしゃべり、上半身を折り曲げて小娘のようにころころ
と笑った。（北） 
― いつかＴＶで、近代化された養鶏場のルポルタージュをみたことがありますが、冷暖房完
備の円筒状のアパートにつめこまれて、ベルトコンベアで流される餌をせっせとつっつい
ては水を飲んで、すごいスピードで大きくなり、ころころと正気の沙汰とはおもえないほ
ど卵をたくさん生んだり食用肉になったりしている鶏の群れをみて、あたしは笑いこけず
にはいられませんでした。（倉橋） 
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― 息子と二人でしゃがんでせっせと紅葉を拾っていると、妻がやってきた。大仰な登山靴を
履いているくせに、足音というものがしない。ねえ、背後から言われ、ワタクシと息子は、
びくりとしました。ねえ、ワライタケ、みつけちゃった。妻はひそひそとワタクシたちの
耳もとにささやきかけました。（川上弘美『先生の鞄』、p. 74） 
― こういう奴らがきちんと大学の単位をとって社会に出て、せっせと下劣な社会を作るんだ。
（『ノルウエイの森（上）』、p. 90） 
― だから仕方ないわよ。せっせとおこづかいためて出刃包丁とか鍋とかザルとか買ったの。
（『ノルウエイの森（上）』、p. 128） 
― 日比野雷風が居合抜きを見せたり、男女の漫才がやたらとぱちぱちと扇子を鳴らしたり、
職員と患者有志によるちょっとした芝居が演じられたりする。もちろん賞与式のあとの従
業員の宴会もここでやるのだし、基一郎の衆議院出馬のときには無数の手紙の発送はここ
でなされた。職員から書生から動員されてせっせと宛名を書いたり印刷物を入れたりさせ
られたが、そのうしろを末っ子の米国がちょこちょこと走り、桃子はすっかり面白がって
自分も一生懸命切手の糊を嘗めた。基一郎のもっと上の子供たちはそんなところに顔を出
さなかった。（北） 
― 君の父上と兄上と妹とが気を揃えて水入らずにせっせと働くにも係わらず、そろそろと泥
沼の中に滅入り込むような家運の衰勢をどうする事も出来なかった。学問というものに興
味がなく、従って成績の面白くなかった君が、芸術に捧誓したい熱意を抱きながら、その
淋しくなりまさる古い港に帰る心持になったのはその為めだった。（有島） 
― 吸血鬼が来るといいと思ってね、窓を開けて寝たことがある、と僕はいった。僕の萎びて
赤んぼうの腕みたいな足をね、大きい吸血鬼がせっせと吸うと思うと、おかしいし、恐く
て、躰がばらばらになりそうだった。（大江） 
 
そ 
 
そうっ  
― まだ若い月が、そうっと空を渡ってゆこうとしているのが目に止まった時、バスが発車し
た。がくん、と止まる度にムッとするのは自分がくたびれている証拠である。何度もムッ
としながらもふと外を見ると、遠くの空に飛行船が浮かんでいた。風を押して、ゆっくり
と移動してゆく。私は嬉しくなって、じっと見つめていた。（吉本ばなな『キッチン』、p. 48） 
 
ぞくぞく  
― 毎日、明日が来てまたチャレンジできるのが楽しみでぞくぞくした。（吉本ばなな『キッチ
ン』、p. 82） 
― 寒く、ただ寒く体中がほてっているのに手足はしんしん冷えていた。悪寒が走り、ぞくぞ
くして体中が痛んだ。（吉本ばなな『キッチン』、p. 178） 
― 布団に入ると背中からぞくぞくする。（『帰りたかった家』、p.42） 
― 「そのときはっと、そうだ、京子は去年のくれ肺炎でたしかに死んでしまっているのだ、
まったくそうだったと、ぴんと鳴らす指の音で鼻づらを打たれたごとく、わたしの眼路の
かぎりにたちこめた霧は今とぎれとぎれに散りかけるのであったが、さてそんなにも明る
 157  
い光線の下でまだかたくなに鞭をふるっている善作の背中の表情に直面しなければならぬ
羽目に立ち至ったかと思えば、ほっと一息入れる束の間の安息とてはなく、わたしは襟も
とがぞくぞくしてその場に立ちすくんでしまった。（石川） 
― ……そのみじめさのために、さっきあの硝子戸の前から逃げ出したのかと思うと、そのた
めだけで冬子を見捨てたのかと思うと、もしそうだったらと思うと、こわくってこわくっ
て、足がぞくぞくしちゃった。でも、もうだいじょぶ。（石川） 
― というのは、初期の代表作のひとつである『艶歌』のなかで、対立している主人公の津上
と高円寺の二人に、ともに作者の分身を感じるからである。艶歌を聞くと、嫌悪感を覚え
てぞっとするという津上に、「あんたは、ほんとうは流行歌が好きなんだ。しんから好きな
んだよ。ぞっとするんじゃない。ぞくぞくするんだ。あんたの中の日本人の血が、あのメ
ロディーに騒ぐんだ。そいつをあんたの知性とやらが、押えつけようとする。（五木） 
 
そっくり  
― 一曲目のドラムの始まり方、ギターのリフなんかＧＲＡＶＹ ＴＲＡＩＮ１st(ヴァーティ
ゴです）にそっくり。ギターのちゃかちゃか感も、いかにもアングラ好きの兄ちゃんが心
地よくやってます。２曲目でははやくも、怪しげなムード、サイケなふわふわ浮遊感あり
です。７曲目”クワバラ”・・・日本語のくわばらくわばら・・・の呪文でしょうか！この
曲がすごい！オルガンがキーフジャケで有名なアフィニティ風でぴちゃぴちゃききき
き・・・効果音が怪奇的、こうもりみたい。こんな具合に、２～３分くらいの短い曲がち
ゃかちゃかに入っています。まあ、それなりに楽しめますが・・ 
(http://chainlessmind.alex-tw.com/) 
― 「こいつが従兄弟のトオルです」サトルさんが紹介した。どこまでも、サトルさんにそっ
くりである。（川上弘美『先生の鞄』、p. 59） 
― トオルさんが先頭を歩き、サトルさんがしんがりをつとめた。「のぼりが、きついだろ、あ
んがい」後ろからサトルさんが言った。「そ、そうですね」わたしが答えると、前からトオ
ルさんがそっくりの声で、「ゆっくりのぼれよな、ゆっくり」と言った。タララララ、タラ
ラララ、という音がときおり聞こえてくる。（川上弘美『先生の鞄』、p. 61） 
― 「しかし、マツタケそっくりのカキシメジというものやら、シイタケそっくりのツキヨタ
ケなどというものがあるらしい。これが面倒ですな」センセイのまじめくさった口調に、
サトルさんとトオルさんは、ふきだした。（川上弘美『先生の鞄』、p. 71） 
― 松田さんは、由井正雪みたいに髪を長くしていて、寒気がする程、みっともない姿だった。
昔昔、毒草と云う映画を見たけれど、あれに出て来るせむし男にそっくりだと思った。ち
ょいとした感傷で、この人と一緒になってもいいと云うことを、よく考えた事だが厭だっ
た。外の事でも真実は返せる筈だ、蜜柑をむいてあげる。（林） 
 
そっ  
― それでも青洲は睨み据えるように猫を見詰めたまま動かない。加恵は身震いしながらそっ
と部屋を出た。跫音を立てないように静かに歩くのだが、脚の関節ががくがくして躰は今
にも倒れそうであった。（有吉） 
― 鏡を見ると、鼻のわきの化膿部がぱくりと口をあけ、かちかちに乾燥しているのが分った。
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なさけないこと夥しい。タオルを水で浸して来て、患部をそっと拭き、交換用の布を覆っ
て絆創膏で留めた。（石川） 
― すっかり寝込んで、ガラガラ雨戸を繰る音で目が覚めた。まぶしくしっかり目をつぶって
いたが、そっと床の間の方を見た。（『帰りたかった家』、p.50） 
― 玄関は同じで、ガラガラと横へ引く、派手に音のする戸である。これじゃ、そっと忍び込
むというわけにはいかない。（赤川） 
― 君はそっと座を立った。（有島） 
― 温厚なだけに、及川は、噛みつきそうな犬のそばは、そっとよけて通りたい人であった。
（阿川） 
― 手拭を拡げ両手の指でふくらみをつくったまま、そっとお湯に浮せる。（『帰りたかった家』、
p.27） 
― 主人の父の一ト言は、私がどんなに努めても緩められなかった、母が二重に負った父親の
責任をそっと外してくれた。（『帰りたかった家』、p.192） 
― 直子は立ちどまってにっこりと笑い、僕の腕をそっとつかんだ。（『ノルウエイの森（上）』、
p. 19） 
― まるでどこか狭くて細長い場所にそっと身を隠しているうちに体が勝手に細かくなってし
まったんだという風だった。（『ノルウエイの森（上）』、p. 37） 
― 買って来たばかりのレコードをターンテーブルに置いて、針がセットしてあるアームをあ
げてそっと針を溝の切ってある盤の外側に下ろした。シューという音を立て、針は廻る。
初めの音が出るまでの僅かな間が、私はいつもはらはらする。（『帰りたかった家』、p.66） 
― もう、さっきのように袂の先を握ることも出来ないし、半歩後ろからそっとついてゆく。
（『帰りたかった家』、p.87） 
― 先の細かく削ってある栓をそっと抜栓はきしんできゅうーという。つうーと静かに細く酒
は流れ出し、すっかり栓を抜くと脈を打つようにとっくんとっくんと升には入る。（『帰り
たかった家』、p.107） 
― 上から人の声がする。「気をつけて気をつけて、そっと曲れ、ゆっくり下りろ」（『帰りたか
った家』、p.123） 
― その一方で、切れた電球の予備を買っておくのを忘れ、夜になって、そっと買いに出て、
「隠れて何をこそこそしているの、今夜さしつかえているわけでもないのに明日にすれば
いいでしょう。……」（『帰りたかった家』、p.151） 
 
ぞっ  
― まるで甘いことを語るようにまつげをふせて、えり子さんが言った。青い空気の中で彼女
はぞっとするほど美しくみえた。（吉本ばなな『キッチン』、p. 109） 
― もし、下の人からその下へと、将棋倒しに人が倒れたら、どんなことになったか、考えて
もぞっとする。（赤川） 
― 私のカンはその瞬間、ぞっとするほど冴えていた。私に取るようによくわかった。（吉本ば
なな『キッチン』、p. 123） 
― 思い出が思い出としてちゃんと見えるところまで、一日も早く逃げ切りたかった。でも、
走っても走ってもその道のりは遠く、先のことを考えるとぞっとするくらい淋しかった。
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（吉本ばなな『キッチン』、p. 175） 
― また息もできない孤独な夜が来るに違いないことは確かに私をうんざりさせる。このくり
かえしが人生だと思うとぞっとしてしまう。（吉本ばなな『キッチン』、p. 182） 
― 星がひとつ二つ、消えそうにほの白く、ちらちらと青磁の空にまたたいていた。それは、
ぞっとするくらい美しい光景だった。（吉本ばなな『キッチン』、p. 185） 
― 夢のなかの彼女は、鏡の前で化粧していた。私は新聞かなにかを見ながら、ちらちらその
方を眺めていたのであるが、アッと驚きの小さな声をあげた。彼女は、なんと！ 猫の手
で顔へ白粉を塗っているのである。私はゾッとした。しかし、なおよく見ていると、それ
は一種の化粧道具で、ただそれを猫と同じように使っているんだということがわかった。
（梶井） 
― やわらかくてそのまま食べてしまいたくなる口。ふいにパパの硬い唇とざらざらしたお髭
のあと、それに丈夫な歯やらんぼうでやさしい舌が、いっせいによみがえりました。Ｍの
口のやわらかさにぞっとしました。女ッテ大キライ！（倉橋） 
― なぜならその眼は女のものとは思われない程、烱々として強く凄じく、おまけに一種底の
知れない深い魅力を湛えているので、グッと一と息に睨められると、折々ぞっとするよう
なことがあったからです。（谷崎） 
― 突然君はこう小さく云って往来の真中に立ち停ってしまった。そうして立ちすくんだその
姿の首から肩、肩から背中に流れる線は、若しそこに見守る人がいたならば、思わずぞっ
として異常な憂愁と力とを感ずるに違いない不思議に強い表現を持っていた。（有島） 
― というのは、初期の代表作のひとつである『艶歌』のなかで、対立している主人公の津上
と高円寺の二人に、ともに作者の分身を感じるからである。艶歌を聞くと、嫌悪感を覚え
てぞっとするという津上に、「あんたは、ほんとうは流行歌が好きなんだ。しんから好きな
んだよ。ぞっとするんじゃない。ぞくぞくするんだ。あんたの中の日本人の血が、あのメ
ロディーに騒ぐんだ。そいつをあんたの知性とやらが、押えつけようとする。（五木） 
― というふうに聞こえる。もともと信長にはそういう中世的な詞華の遊戯は体質にあわない
し、ぞっとするほどきらいでもある。信長の感受性はつねに過去と断絶した前衛的な文物
を好み、それを全身で楽しもうとする風がある。（司馬） 
― 一疋の甲虫が、夜だかの咽喉にはいって、ひどくもがきました。よだかはすぐそれを呑み
こみましたが、その時何だかせなかがぞっとしたように思いました。（宮沢賢治『銀河鉄道
の夜』、p. 34） 
 
そろそろ  
― 寒い日なので家の中に籠を置いていますと外で雀たちが騒がしくピーちゃんを呼んでいま
す。ムッチーはそれに答えてちゃかちゃか鳴いています。大母さん、マルちゃんを手乗り
にしょうと餌を手のひらに乗せて籠の中に手を入れますと、あまりお腹がすいてないのか
指に噛み付きました。作戦失敗の巻。餌箱を籠の中に入れようと手を入れるとマルちゃん
は、大母さんの衣服の袖に乗っかって布を噛み噛みします。まったく人なつっこい鳥で
す。。。。。。大父さんはムッチーが雀の声を真似しているのが分からないらしいのです。娘の
ゆき子さんは雀の鳴き声を聞いて、「あれは何の鳴き声？」と大母さんに聞きました。雀は
ちゅんちゅんとだけ鳴くのだと思っていたようです。雀はちゃかちゃかちゃかとかべ、べ
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べべとかいろいろな鳴き声をするのです。一日雨降りで退屈だろうと大母さんピーちゃん
たちにレタスのプレゼントをしました。マルちゃんお気に入りで時々もぐもぐ口に入れて
います。マルちゃん炬燵のそばに籠を置いていますととても出たそうなのです。大母さん
が扉を持ち上げますとそろそろ出てきて炬燵布団を嘴でもぐもぐしています。少し散歩を
したあと、また扉近くへ来たので持ち上げますと自分から中に入りました。 
(http://park6.wakwak.com/~zakkayasan/pichan5.htm) 
― それでも、水が引いた部分に椅子を置いてダンボールを敷き、その上にゾンデを膨らませ
るための台座を置いた。水溜りをちゃぽちゃぽ歩いていき、ボンベの元栓を開く。そろそ
ろと、バルーンはゆっくり膨らんでいった。観測所内のゾンデの湿度の値をみると、２９％
と出ている。 
(http://peacock.rh.u-tokai.ac.jp/~kamata/thai03-28.htm) 
― さて、そろそろ仕事をせにゃならんと作業を始めたところ（土曜深夜）、突然マシンが固ま
り、ごりごりごりとハードディスクが不気味な音を立て始めた。ぎょぎょぎょぎょぎょー。  
(http://www.interq.or.jp/silver/chic/NIKKI29.HTML) 
― 私はそろそろ帰ろうと思い「じゃあ。」と言った。（吉本ばなな『キッチン』、p. 152） 
― 「今の季節だったら、そろそろ鮎がいいはずだよ」ふうん、とわたしは答えた。（川上弘美
『先生の鞄』、p. 161） 
― ご飯は断って、味噌汁だけにしてもらった。魚のだしのよくきいた味噌汁を肴に、残った
酒を二人でゆっくりと飲みました。「さてそろそろ行きますか」センセイは部屋の鍵を持っ
て立ち上がった。（川上弘美『先生の鞄』、p. 196） 
― 「そろそろ寝ましょうか」（渡辺） 
― ふたり並んで昇れないくらいの幅の狭い階段でした。随分長い階段で、昇り切ると息がき
れて、私と父はハンカチを敷くと石の上に腰を降ろしました。私はじっと父のうしろ姿を
見ました。そして、もうそろそろお仕事をひかえられたらどうかと言ってみました。（宮本） 
― 寒い日なので家の中に籠を置いていますと外で雀たちが騒がしくピーちゃんを呼んでいま
す。ムッチーはそれに答えてちゃかちゃか鳴いています。大母さん、マルちゃんを手乗り
にしょうと餌を手のひらに乗せて籠の中に手を入れますと、あまりお腹がすいてないのか
指に噛み付きました。作戦失敗の巻。餌箱を籠の中に入れようと手を入れるとマルちゃん
は、大母さんの衣服の袖に乗っかって布を噛み噛みします。まったく人なつっこい鳥で
す。。。。。。大父さんはムッチーが雀の声を真似しているのが分からないらしいのです。娘の
ゆき子さんは雀の鳴き声を聞いて、「あれは何の鳴き声？」と大母さんに聞きました。雀は
ちゅんちゅんとだけ鳴くのだと思っていたようです。雀はちゃかちゃかちゃかとかべ、べ
べべとかいろいろな鳴き声をするのです。一日雨降りで退屈だろうと大母さんピーちゃん
たちにレタスのプレゼントをしました。マルちゃんお気に入りで時々もぐもぐ口に入れて
います。マルちゃん炬燵のそばに籠を置いていますととても出たそうなのです。大母さん
が扉を持ち上げますとそろそろ出てきて炬燵布団を嘴でもぐもぐしています。少し散歩を
したあと、また扉近くへ来たので持ち上げますと自分から中に入りました。 
(http://park6.wakwak.com/~zakkayasan/pichan5.htm) 
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ぞろぞろ  
― ひこうきはごろごろ。ねこはにゃーん。 飛行機の音をごろごろ、に例えるのも面白い。 ね
こがぞろぞろ飛行機に乗り込む。 あとはどのページも基本は全て文章が「ごろごろにゃー
んと、ひこうきはとんでいきます」  釣竿たらしてお魚釣っても「ごろごろにゃーん」  飛
行機の丸い全部の窓からのぞくねこ達の顔は、目を細めてお魚咥えて「ごろごろにゃーん」 
くじらにおいかけられてもごろごろにゃーん」 ＵＦＯにおいかけられて（書評） 
(http://www.bk1.co.jp/product/00292633/?partnerid=freelink) 
― バスがカーブを曲がってくる。目の前に流れてきてゆっくり止まり、人々並んでぞろぞろ
乗り込む。（吉本ばなな『キッチン』、p. 47） 
― 母も長年の、半ば寡婦ぐらしが身についているのか、隣組の世話係防空班長と、家事の手
すきなだけに引き受け、また魚屋八百屋乾物屋にちゃっかり手をまわして、人より先きに
配給の品を確保し、「ほんまにみんな欲どしい、私が買物にでかけると、隣近所ぞろぞろつ
いてくるねんから」高志にぼやいたが、夜は灯火管制のくらい明りの下で、隣組のたれか
れに頼まれたもんぺやら婦人会のうわっぱり、内職の手を休めず気丈な性格。（野坂） 
― 君は知らんだろうが、むかしの青山の楡病院は……いいかね、基一郎先生がアメリカから
帰国されたときには、前の原っぱで大がかりな園遊会をやられたものだ。こう馬車をずら
りと並べてな。相撲取りだってぞろぞろいるし、町内の見物人も一杯だし、そのため屋台
が出たものだ。いいかね、楡病院の院長が帰国されると屋台が出たのだ、屋台が。（北） 
― こう仰有られて見ますと盗人たちも、今更いやとは申されません。そこで一同うち揃って、
雑色がわりに牛を追いながら、縄つきを中にとりまいて、月夜にぞろぞろと歩きはじめま
した。天が下は広うございますが、かように盗人どもを御供に御つれ遊ばしたのは、先若
殿様の外にはございますまい。（芥川） 
― その事故は、幸い大事にいたらずに収拾された。やがて車掌がドアのコックを開け、乗客
たちは、青ざめた顔でぞろぞろ降りて来た。（五木） 
― 部落民たちは家の戸を閉じたまま外に出ることもできませぬ。一行のあとから、途中の村
から加わった見物人たちがぞろぞろとくっついてくるのです。（この行列は、私たちの小屋
からも見えました）（遠藤） 
― 町は静寂と混乱の奇怪な混合となった。綱の左にいた人間は兵士たちが行動をはじめたと
たんいっせいに逃げだしたが、やがて彼らが綱をくぐってやってくる意志のないことをさ
とると、家や倉庫からぞろぞろ這いだし、寝ていたものまでおきて、おそるおそる綱にち
かづいた。（開高） 
 
そわそわ  
― 夕方六時になると、一日の仕事の終わりを告げるかのように、決まって近くの教会の鐘が
かんかんと鳴るが、それを聴くとそわそわと帰り支度を始める。（Kakehi, Tamori, 
Schourap, Dictionary of Iconic Expressions in Japanese） 
― その妹の桃子となると、これは新婚旅行から帰って早々、その不幸な夫の葬儀を行わなけ
ればならなかったが、千代子が悔みを述べても口をきかず、まるで敵意を持っているとし
か思えぬ目つきで、こちらを試すようにすかすようにじっと見つめた。桃子はごくたまに
松原の病院にやってきたが、いつも千代子の前ではそわそわしていてろくに挨拶もしなか
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った。（北） 
 
た行 
た 
 
だくだく  
― 通夜堂に移動し、若奥さんにお風呂とお洗濯のご厚意をいただく。シャワーを気持ちよく
浴びて、お堂を出ると（お堂の奥にお風呂がある）なんとスコール?!と見まごうばかりの
大雨。しばし唖然として庇からだくだく流れる雨を見ていたが、ハッ。通夜堂の窓、全開
やん！ そこに置いてあった傘をお借りして走ったが、果たして…。ああ～部屋の中びち
ゃびちゃ…。お布団も少し濡れてしまった。私も通夜堂に戻るだけで下半身びちゃびちゃ。
こんな豪雨久しぶりだ。若奥さんに新聞紙をいただいて床と靴に敷く。本当にラッキーだ
ったと心から思った。だって岡田さん（民宿）まで行っていたら、絶対にこの雨にたたら
れて何時に着けたか。若奥さんが差し入れして下さった熱いコーヒーとスイカも、F さん
にいただいたパンも本当においしくて、幸せなひとときを味わった。机にあった木の葉書
を 1 枚いただいて、初めて今の家族にメッセージを書く。 
(http://www.kushima.com/henro/norakura/kitamura-010808.htm) 
― 「ええ。」と助手が首を出して、「道路工事です。」わたしも伸び上って見ると、四五台つづ
いてとまっている向うに鋪道の一部を綱で仕切ってその中にはたらく工夫のむれ、崩した
コンクリートの上に敷いてある蓆の隅では鉄管からだくだく水が噴きあふれている有様で、
つい一足のところを待たされるのがもどかしくもあり、そのうえ車の外からのぞきこむ通
行人の無作法な視線の下に顔を伏せている妙子のことが気にかかり、「ここでいい」とやむ
なくひとごみの中におり立つ羽目となって、軒づたいに伝って行こうとしたおりしも、ば
たばたと後から足音がして、「黒木さん。」ふり向くと、小さい包みを抱えた美代が妙子の
姿も眼に入らぬらしく息をきらしながら、「政さんがあたしといっしょに附いて来て……」
（石川） 
 
たたたた  
― とたんに、ぴんとして、てこちゃん、すなわち貞子、つい去年卒業した女学校では水泳の
選手の、しなやかな体のこなしで、たたたたと軽く下までおりて、ぺちゃんとすわって、
あたまをふり上げると、いたずらっぽく笑った顔つきの、なに、それほど酔ってもいない
らしく、きれいに編んだ髪を指で掻きみだすようなしぐさをして見せて、（石川） 
 
だだだっ  
― 「入るて、どんなとこですか」たずねたとたん、タンクはその少年の、やや延びかけた頭
髪をつかみ、だだだっと足音すさまじく廊下の奥へ連れこみ、「ここだ、ここが懲戒部屋や、
よう覚えとけよ」ガタンと扉の開く音がして、よほど怯えたのか、十五、六になる少年、
幼児の如く泣き出し、すぐにその声はかすかとなって、それは扉の閉められたためとわか
り、ものものしさもわかり、「逃走、反抗、命令無視、シャリのカツアゲ、私闘つまり喧嘩
やな、すべて懲戒部屋や、どや、入りたいか」列の中で抜きんでて大きい少年にタンク問
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いかけ、そのひきつったように首振るのをたしかめ、にやりと笑った。（野坂） 
 
たらたら  
― 坐って両手をついていても、腰を挙上するには限度があるものだ。腰をあげきると、次に
体重で臀が落ちる。そのときはもうガーゼが剥げ落ちる仕組になっている。たらたらと流
れる血にはお構いなく、刷毛で薬液を背中に塗ってガーゼを貼り、顔、頸、上膊部、及び
手背、手指にも塗って、すぐ次の患者に移る。（井伏） 
― あわれや宗山。見る内に、額にたらたらと衝と汗を流し、死声を振絞ると、頤から胸へ膏
を絞った……あのその大きな唇が海鼠を干したように乾いて来て、舌が硬って呼吸が発奮
む。わなわなと震える手で、畳を掴むように、うたいながら猪口を拾おうとするところ、
ものの本を未だ一枚とうたわぬ前、ピシリと其処へ高拍子を打込んだのが下腹へ響いて、
ドン底から節が抜けたものらしい。（泉） 
― 馬のような屍体、犬猫のような屍体、そして人間のような屍体、屍体はみな腐爛して蛆が
湧き、堪らなく臭い。それでいて水晶のような液をたらたらとたらしている。桜の根は貪
婪な蛸のように、それを抱きかかえ、いそぎんちゃくの食糸のような毛根を聚めて、その
液体を吸っている。（梶井） 
― 永楽銭をつまみ、その上からマスを傾けてたらたらと注ぎはじめたのである。銭の下に壺
がおかれている。（司馬） 
― 「たらたらと銭穴に通りまするこの油、もしも一しずくでも銭のふち、穴のまわりにこぼ
れるようなことがおじゃれば、この油ただで進ぜまする」（司馬） 
― このあたしと一緒になったばっかりに、お父様が亡くなってからは少しも重要視されず、
同じ養子の徹吉からは面罵され、不遇で楡病院の片隅に追いやられ、そのためいつも愚痴
たらたらで、この桃子の髪まで引っぱり……それも無理からぬことではあった。（北） 
― そのきれいな顔がアカエイみたいに気味のわるい形相にかわってにたにた笑ってるんじゃ
ないか。ねえ、未紀、おねがいだからそんな話しかたはしないでくれ、まっぴるまに汗を
たらたら流して公衆電話でそんな話をきいているとぼくのほうが発狂しそうになる。（北） 
 
だらだら  
― 今日はムシムシ暑かった  仕事前は暑くて仕事に行くのにも汗ダラダラだったのに、職場に
着いたらクーラーがんがんで、最初は涼しくて気持ち良かったんだけど、帰る頃には寒く
なっちゃって足とか冷えちゃって痛いくらいに寒かった。小心者だから「寒いから温度上
げて下さい」って言えないんだよね。勝手に温度上げる訳にも行かないし。あまりにも気
温差が激しくておかしくなりそう。 
 (http://snowdiary.jugem.cc/?eid=6) 
― 私は五月が来るまでだらだらすることを、自分に許した。（吉本ばなな『キッチン』、p. 31） 
― 私は仕事が休みだったのでパンをかじりながらだらだら新聞を読んでいたら、雄一が部屋
から出てきた。（吉本ばなな『キッチン』、p. 77） 
― 「さて、夜がふけてから、御寺を出て、だらだら下りの坂路を、五条へくだろうとします
と、案の定後から、男が一人抱きつきました。（芥川） 
― 焼けのこった中目黒何丁目と町ところをたよりにたずねて行けば、すぐ知れそうなものだ
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が、この貞子のピヤノの師匠、都賀伝吉の住居はちょっと判りにくい。だらだら坂の両側
とも、あたりは垣根つづきの、庭を広くとった作りの家がならんでいて、坂の途中から横
にきれると、雪のあとなどには靴を吸いこむほどぬかるみのせまい道で、 ......... （石川） 
― つまり、ぼくの生活には時間が無い。のんべんだらりと長たらしくつづいて行く。数式で
あらわすとすれば、何百桁も何千桁もだらだら際限なくつづいて、どこまで行っても区切
がつかない。無限級数だね。これに時間を導入しようとすれば、自殺をもって来るほかな
い。（石川） 
― 先ずこれならば狼の餌食になってもそれは一思に死なれるからと、路は丁度だらだら下な
り、小僧さん、調子はずれに竹の杖を肩にかついで、すたこら遁げたわ。 
― 「行ったさ。あんな、こっぱずかしいことはなかった。何べんもお辞儀ばかりしてなあ。
発車のベルが鳴りだしたら、ほんとに万歳三唱したやつがいるんでやがるの。おやじのや
つ、汗だらだらかいちゃってさ」（曽野） 
― 「ちょっと、待ってよ。僕ねえ、ブルジョアっていうのよくわかんないんだけど、働かず
に利子で暮している人のことだって聞いているんだよ。だけど、うちの親たち二人は、ま
あだらだらだけど、二人とも働いているしさ。親爺は手の骨が、変形しちゃってる。（曽野） 
― もっと早く行けばいいのに、ちょっと具合のいい日があると、よくなりかけたようだと言
っては延期し、又様子が悪くなると、病院へ行くなら、紹介をして貰ってから、と凡そ優
柔不断な反応を示して、だらだらと日が経ってから、やっと信子は腰をあげたのだった。
（曽野） 
― 青春を失うと人間は死ぬ。だらだらと惰性で生きていることはない。三十歳になったら自
殺を考えてみよう。だが、あと十年生きたとて何になるのか。（高野） 
― だらだらと話をひきのばし、機会を見つけて寝る話へ持ちこもうとしている彼の意図は、
たとえ七瀬にテレパシイがなくても見え透いていた。そしていざその話になりさえすれば、
どこまでも図うずうしく、執念深くなれる男であった。（筒井） 
 
ち 
 
ちかちか  
― ニセコアンの丘陵の裂け目から驀地にこの高原の畑地を眼がけて吹きおろして来る風は、
割合に粒の大きい軽やかな初冬の雪片を煽り立て煽り立て横ざまに舞い飛ばした。雪片は
暮れ残った光の迷子のように、ちかちかした印象を見る人の眼に与えながら、悪戯者らし
く散々飛び廻った元気にも似ず、降りたまった積雪の上に落ちるや否や、寒い薄紫の死を
死んでしまう。（有島） 
― その四十六日目の自由は、はげしい風に、吹きまくられていた。這いつくばっていると、
顔や首筋に、ちかちか砂の粒が突きささった。こんなひどい風は、計算にいれていなかっ
た！……穴の中では、普段より海鳴りの音が近いくらいにしか、感じられなかったし、い
つもなら、ちょうど夕凪の時刻なのだ。（安部） 
― 間断なく船首にかきわけられ舷にまつわる波の音、そのかき乱された白泡はやがて濃藍の
海に溶け、あとは巻き立つような雲の微動だもしない水平線までちかちかと緻密に豪華に
煌く熱帯の海。昼まえ、その海の涯に二つ三つの小島の影が浮びあがってきた。（北） 
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― もう一隻のランチはなにか騒然としていた。時折ちかちか光るのはカメラを持った新聞記
者が乗りこんでいるようでもあった。ランチはやがて北野丸の巨体のかげになった。（新田） 
― 駅前の大きな酒屋だけが明るい燈火を夜霧の中に反射している。星がちかちかとまばたい
ている。辛抱強く。何事も辛抱強くだ。（林） 
 
ちくちく  
― おもちゃフェスティバルの手作りおもちゃコーナーで使うお手拭き、やる気になればちゃ
かちゃか縫えるのだけど（ホントよ）、思い立ってサロンのお部屋に持って行く。さっそく
みなさんがちゃかちゃか縫ってくださる。痴呆の方も「ダメだて、ダメだて」といいなが
らも、チクチク丁寧に縫ってくださいました。 
(http://www.iinekka.or.jp/~k-volucen/sekirara0303.htm) 
 
ちゃかちゃか  
― ゆりの作ってくれた朝ごはんを食べながら、昨日話題にあがった「星の王子様」のビデオ
を見て、ちゃかちゃか用意をして神山に向かう。予想だにしていなかったけど、期待通りの展
開だ。さっそくちゃかちゃか片付け始める。 
(http://www.kyururu.com/ring/136/) 
― で、油引いてちゃかちゃか炒めていきます。肉の表面に火が通ったら酒を入れて臭みを飛
ばし、みじん切りにしておいた干し椎茸と玉ねぎを入れてちゃかちゃか炒めます。薄く切
ったタマネギをしんなりするまで炒めたら、しめじを入れてちゃかちゃか炒め、少量の出
汁(一番だし)か水を入れ、酒・醤油・みりん・はちみつ(砂糖)で味付けします。割と甘めの
方が美味しいような気がしますので、はちみつ使ってますけども、そこら辺はお好みで良
いと思います。最後にとろみをつけるために水溶き片栗粉を用意しておきましょう。結構
強目にとろみをつけたほうがご飯と絡んで美味いです。 
(http://www.samuraiz.com/blog/archives/2005/01/yo_3.html) 
― うちの夫も 2 本指駆使かと思って、ケケケと笑っていたら、3 本指だったことが判明し、
たまにもう一本加わって 4 本指のときもあり、まぁ、その動きといったら、ちゃかちゃか
ちゃかちゃかと、あまりにも忙しなくってコミカルすぎます。タイプミスも多いから、頭
を往復しながらちゃかちゃかと削除しているのを見ると、もう一度考え直した方がイイん
では、と思うのだワ。ところで e-angelus さんの手法（？）興味深い。そうか、「全部脳ミ
ソに溜める」のか！それってすごいよ。ワタシもこうして考えてみると、書いて記録に残
したから、と安心しちゃってるところが大いにあるかも。で、後に探しても見つからない
場合は、その記憶も何処へ～、のパターン。それって、完璧計画・準備万端でやった気に
なっちゃって満足しているのと共通しているかも。 
(http://careergirl.exblog.jp/2526298/) 
― 子供の頃は、雪を見るとハシャギまくっていたのに。。。今は、かなり辛いなぁと思ってい
ると引越し荷物を片付けている横でさくらがガラス越しに雪をじーっと眺めているんです。
空から、ヒラヒラと落ちてくる白い小さな物体。しかも、地面に落ちるとさぁっと消える。
もう 5 歳を過ぎているのに自宅にいる時には、あまり見る機会のなかった。不思議な白い
物体に、興味津々のご様子。それなら、やっぱり犬も喜び庭かけ回らなきゃっと思い作業
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を中断して、さくらとお外に（中略）玄関からすら出てこようとせずに出口付近を行った
り来たり。。。でも、僕たちの「おいでぇ～」の声に、覚悟を決めたのかちゃかちゃかちゃ
かぁ～っと、小走り。雪に  はしゃいでるのか、止まると寒いから仕方なく動いているのか
どっちかわからないような状況でピョンピョンちゃかちゃか。走り回る走り回る！犬も喜
び庭かけ回ってるよぉ～と、ちょっと嬉しくなりました。 
(http://www.inu-zakka.com/rensai/rensai2003.htm) 
― 一曲目のドラムの始まり方、ギターのリフなんかＧＲＡＶＹ ＴＲＡＩＮ１st(ヴァーティ
ゴです）にそっくり。ギターのちゃかちゃか感も、いかにもアングラ好きの兄ちゃんが心
地よくやってます。２曲目でははやくも、怪しげなムード、サイケなふわふわ浮遊感あり
です。７曲目”クワバラ”・・・日本語のくわばらくわばら・・・の呪文でしょうか！この
曲がすごい！オルガンがキーフジャケで有名なアフィニティ風でぴちゃぴちゃききき
き・・・効果音が怪奇的、こうもりみたい。こんな具合に、２～３分くらいの短い曲がち
ゃかちゃかに入っています。まあ、それなりに楽しめますが・・ 
(http://chainlessmind.alex-tw.com/) 
― 年の瀬、お休みに入ったとはいえ、今年中に片づけたいことが山ほどあって。  
部屋の片づけ、年賀状の準備、車の整備などをちゃかちゃかとやりました。 …
ってのが、理想であって、実はちゃかちゃかなんてものではなく、そりゃあも
うばたばたとやっていたのですが。  
(http://homepage3.nifty.com/kazukih/d199912.htm) 
― おもちゃフェスティバルの手作りおもちゃコーナーで使うお手拭き、やる気になればちゃ
かちゃか縫えるのだけど（ホントよ）、思い立ってサロンのお部屋に持って行く。さっそく
みなさんがちゃかちゃか縫ってくださる。痴呆の方も「ダメだて、ダメだて」といいなが
らも、チクチク丁寧に縫ってくださいました。 
(http://www.iinekka.or.jp/~k-volucen/sekirara0303.htm) 
― 寒い日なので家の中に籠を置いていますと外で雀たちが騒がしくピーちゃんを呼んでいま
す。ムッチーはそれに答えてちゃかちゃか鳴いています。大母さん、マルちゃんを手乗り
にしょうと餌を手のひらに乗せて籠の中に手を入れますと、あまりお腹がすいてないのか
指に噛み付きました。作戦失敗の巻。餌箱を籠の中に入れようと手を入れるとマルちゃん
は、大母さんの衣服の袖に乗っかって布を噛み噛みします。まったく人なつっこい鳥で
す。。。。。。大父さんはムッチーが雀の声を真似しているのが分からないらしいのです。娘の
ゆき子さんは雀の鳴き声を聞いて、「あれは何の鳴き声？」と大母さんに聞きました。雀は
ちゅんちゅんとだけ鳴くのだと思っていたようです。雀はちゃかちゃかちゃかとかべ、べ
べべとかいろいろな鳴き声をするのです。一日雨降りで退屈だろうと大母さんピーちゃん
たちにレタスのプレゼントをしました。マルちゃんお気に入りで時々もぐもぐ口に入れて
います。マルちゃん炬燵のそばに籠を置いていますととても出たそうなのです。大母さん
が扉を持ち上げますとそろそろ出てきて炬燵布団を嘴でもぐもぐしています。少し散歩を
したあと、また扉近くへ来たので持ち上げますと自分から中に入りました。 
(http://park6.wakwak.com/~zakkayasan/pichan5.htm) 
― さあ、これを名文というかどうかはべつとして、こういう文章はちゃかちゃか騒がれた連
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中や筋書きや単語だけで勝負をしている連中には、絶対に書けまい。『鬼龍院花子の生涯』
も、冒頭から高知の侠客の鬼政（鬼龍院政五郎）のところに養女としてやってきた松恵の
目に映った一家の事情をおよそ書ききる 40～50 ページあたりまで、ほとんど完璧なカマ
エとスジとハコビの着付けなのである。 
(http://www.isis.ne.jp/mnn/senya/senya0839.html) 
― ちゃかちゃかと朝から家事こなし、明日の『おでん』の仕込みしながら、今夜は何にしあ
ら～!!平熱の低い私がこんな体温なんて～。それはもう、『病気』です!! 
(http://www.technorati.jp/tag/%E3%83%AC%E3%82%B7%E3%83%94) 
 
ちゃきちゃき  
― これ、1 件ずつちゃきちゃきチェックしてくってのもありだけどねー」ちゃきちゃきぃ
～？！誰がちゃきちゃきチェックすんねんな！ありってなんやねん！一体何件あると思っ
とんねやああ！ 
 (http://www.geocities.co.jp/Bookend-Soseki/5239/diary77.html) 
― ちゃきちゃきしたからかなぁ～強烈な睡魔が・・・ｚｚｚ 
(http://asa-meal.jugem.jp/?day=20041021) 
 
ちゃっかり  
― でも実はサイトに載せることの了承を得ずにちゃっかりやっちゃったゎ！！（爆） 
(http://sttn.fc2web.com/illa_5.htm) 
― バレンタインにはチョコではなくケーキをプレゼント。 でもちゃっかり自分の分も・・・。  
(http://www.foods.co.jp/valentine2000/bbs/article.cgi?id=428) 
― 私のように半人前が二つも桶を持とうとすると、湯舟に入っている間に後から来た人が、
ちゃっかり一つ持って行って使っている。（『帰りたかった家』、p.116） 
― お花見弁当で、みんなでワイワイ。そう言えばうちの犬たちは、いつだったか公園で大学
生の輪の中にまじって、ちゃっかりお弁当のおすそ分けをしてもらってたっけ。そんなハ
プニングもありました。（『リネンとかごとヒヤシンス』、p. 9） 
― 芋一本の若い兵士は憎々しげにあとを見送っていた。「ちぇっ。ちゃっかりしてやがら、こ
の忙しい中にふかしたりしやがって、あの野郎。どこで仕入れやがったか、しこたま煙草
の葉を腹へ巻いてやがる。さっきも医務室へ行って、芋と取り替えて来やがった。さっさ
と隊へ帰ればいいのに、結構ここで商売してやがるんだ」（大岡） 
― 母も長年の、半ば寡婦ぐらしが身についているのか、隣組の世話係防空班長と、家事の手
すきなだけに引き受け、また魚屋八百屋乾物屋にちゃっかり手をまわして、人より先きに
配給の品を確保し、「ほんまにみんな欲どしい、私が買物にでかけると、隣近所ぞろぞろつ
いてくるねんから」高志にぼやいたが、夜は灯火管制のくらい明りの下で、隣組のたれか
れに頼まれたもんぺやら婦人会のうわっぱり、内職の手を休めず気丈な性格。（野坂） 
 
ちゃぶちゃぶ  
― 足を使ってお水の中に放り込んだブツをちゃぶちゃぶ。かなり楽しそうです(笑)  
(http://www8.big.or.jp/~hst/ume/diary01_7.html) 
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― 気持ち良い空気のなかで、ちゃぶちゃぶと・・時間を忘れます 
(http://www.ys-hashimoto.com/touring/tourb4.htm) 
― 一寸だけ沖の方へおよいでみて、寒さにふるえあがりながら丘へあがる。見てみると、元
気そうな子供以外、海にはいっている人間はほとんどいない。若いやつらも浜辺でちゃぶ
ちゃぶと遊んでいるくらい。とにかく長時間はいってられない。 
(http://smgwtkhi.hp.infoseek.co.jp/23022001/aut_2757.html) 
 
ちゃぷちゃぷ  
― サバ州・浅瀬でちゃぷちゃぷ、近づくとみんな恐がって逃げちゃった。セリンガン島 
(http://home.cilas.net/tiwawan/photo_c/ma_photoc.html) 
― ちゃぷ、ちゃぷーぅ、ちゃぷ、ちゃぷーぅ、ぼんちゃん、ちゃぷ、ちゃぷーぅ」ぼんちゃ
んの水浴びテーマソング。「ちゃぷ、ちゃぷーぅ、ちゃぷ、ちゃぷーぅ、ぼんちゃん、ちゃ
ぷ、ちゃぷーぅ」歌いながら、水面をぱちゃぱちゃすると、気分が向けば、ぼんちゃんの
水浴びが始まるのだ。ちょい不潔っ子のぼんちゃんに水浴びしてもらうため、るみたろう
はびちゃびちゃになりながら、今日も水面をぱちゃぱちゃ。ちょい不潔っ子のぼんちゃん
に水浴びしてもらうため、るみたろうはびちゃびちゃになりながら、今日も水面をぱちゃ
ぱちゃ。本日はゲストにチンゲン菜くんを迎えたので、ぼんちゃんはラリホー。るみたろ
うはびちゃびちゃー。洗面所もびちゃびちゃー。（何するのも手かかりますねん。） 
(http://rumitaro.vis.ne.jp/day/chapu.htm) 
 
ちゃっぷんちゃっぷん  
― 水の中って気持ちがいいね。ちゃっぷんちゃっぷん、ちゃぽんちゃぽん、びしゃっ、ばっ
しゃん、すーいすーい、すーいすーい、水は、暖かく私を受け入れてくれるんだね。柔ら
かく、時には強く。あなたと遊んでいると時間の流れがあっという間。もっと一緒にいた
いけど、そろそろ、あなたと一体になっちゃうから、また今度遊ぼうね。 
(http://blog.so-net.ne.jp/20050105/archive/20050201) 
 
ちゃぽちゃぽ  
― 寝返りうってます。片足、池に落ちてます ....。で、ちゃぽちゃぽアシを揺らしてまし
た。............なんなんだよ、かわいいなああっっ。(笑) 
(http://se08.cside.jp/~wasp/miya/tabi2/2/p3.html) 
― お風呂の電球が切れた。真っ暗の中で入らなくてはならない。身体を洗うのに困るので、
入口に白熱灯の小さな照明を置くことにする。ぼんやりと薄暗がりに湯気が漂い、どこか
の温泉宿のようだ。湯の肌触りもなんだか違う気がして、ちゃぽちゃぽという音まで耳に
心地よく響く。 
(http://www.inplace.jp/nori/hyske/hyske07.html) 
― シンクで沐浴していたころが懐かしい！ いまや横綱みたいなおなかで大きなお風呂でち
ゃぽちゃぽ遊ぶのが大好きです。（赤ちゃんが）  
(http://www.babycome.ne.jp/online/infoland/bath/photo_part2/) 
― バスタブの中に入れても、外でも使える、ミニ・ベビーバス。毎日のお風呂タイムが楽し
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いひとときに早変わり！ゆかいなカエルサンのイラストで、一緒にちゃぽちゃぽしている
間にきれいになれます。戸外でミニ・プールとしても！マンションなどのベランダでも遊
べる、細長いスタイル。 
(http://shop.genesis-ec.com/search/item.asp?shopcd=07038&item=2176) 
― 「五色沼」；写真をひとめ見たとき、これが沼？って思いました。（本当にこの色だったそ
うです。）とってもきれい。澄んで冷たそうなお水、おいしそう。木陰でそっと覗いている
と、鹿やリス、うさぎたちがお水を飲みに飛び出してきそう。わたしも足をちゃぽちゃぽ
してみたいです。 
(http://www32.ocn.ne.jp/~hi_usausa/Toyphoto/goshiki.html) 
― なにげなくあるいていたなか、視界に飛び込む物置小屋？う～ん、これはなんだろう？ 
倉庫っぽいな～。（温泉病の方はなんでも湯小屋に見える幻覚症状が出ます）そのまま通過
しようとした瞬間、「ちゃぽちゃぽちゃぽ」 ！！！湯をかけ流す音が～～～。 え～～、
これ湯小屋なの？答えは次号にて。 
[コメントを書く ] 
コモ  『ホホー、ついに真打ご登場楽しみ～。。』 
ヨシキ  『なんでも湯小屋に見える幻覚症状・・・思い当たる節が・・・。「ちゃぽちゃぽ」
いい音ですね。』 
主任研究員  『赤坂さん そのうち画像送ります。よしきさん ここに出入りされるかた
は皆幻覚がデルと思いますよ。（笑）』 
  (http://d.hatena.ne.jp/aomoriyukio/) 
― 青色＋黄色は、何色でしょうか？なんてことが確かめられてしまうアイディアあふれる積
み木がプラントイのウォーターブロックです。それでもしっかり木の積み木ですからしっ
かりした重量感を持ってます。振れば中の色水がちゃぽちゃぽして楽しいですよ。 
(http://blog.smiley-mom.com/?eid=318731) 
― 猪苗代湖にはいくつかのハマがありますが、子供の安全を考えて、一番遠浅で、危険な砂
利が少ない崎川浜（さっかはま）に行くことにしました。メンバーはわが家の家族とじー
ちゃん、ばーちゃん、おおばーちゃん、おねーちゃん二人（パパの妹）の計９人です。２
台の車に分乗して、猪苗代湖を目指します。途中には田園風景が広がっていてその先には
磐梯山の美しい眺め！  この風景、皆さんにもお見せしたいのですが、写真がないんですね
ー（苦笑）崎川浜に到着すると、子供達は初めて来るハマに早速飛び出していっちゃいま
した。早く水でちゃぽちゃぽしたいようですね！  でも、予備の着替えは持っていないので、
パパが子供達を両手に抱えて連れ戻して、着替えさせます。うちで着替えする時はだらだ
らして遅いくせに、こういう時だけは着替えが早いですね！  長男はあっという間に水着に
着替えて、湖の方に飛び出していってしましました 
(http://www.pureweb.jp/~odekake/travel/H11-8/) 
― 朝の 6 時に目覚ましに起こされる・・・むぅ、眠い。夏到来？って事で、この前の台風の
うねりの残りを探しに海に Gogo！しかし、うねりの影も無く、相模湾は穏やかに波が打ち
寄せる・・・ちっ！でも、心と体はすでに、海を感じたいので、波の無い海にちゃぽちゃ
ぽと・・・まるでアザラシだな（汗） 
(http://www.snw.co.jp/~candy/diary/diary.cgi?ky=20030727) 
 170  
― 矢切の渡し、ひとりじめ；ほどなくして舟がきたので、おじさんに「また戻ってきま
す」と言い残して乗りこむ。わたし以外にお客さんはいない。船頭さんに 100 円手渡す。
するとすぐに舟が動き出した。100 円で貸し切り状態。いいの？？やったー！舟はめずら
しくてきょろきょろそわそわしてしまう。ぼんやりと広がる風景、ゆったりとすすむ舟。
ことん…ことん…というオールが舟に当たる音、ちゃぽちゃぽというなんともいえない水
の音、さらさら風の音、鳥たちの声。平和だなあ。5 分ほどで向こう岸の下矢切に着いて
しまった。あーたのしかった。 
(http://portal.nifty.com/special03/06/06/4.htm) 
― 通に聴いたら何でもないような事なんだろうけど、この海って「ちゃぽちゃぽ」言ってん
のわかる？実はこの「ちゃぽちゃぽ」にこだわってんのよ。だいたいドコ行っても、海っ
てーのは「ザッパーン。しぉしぉしぉ」って言っている訳。そんでもって地図と睨めっこ
して、なるべく地形が入りくんでいて、更に海岸がある所を探したのであります。岩だと
結構あるけど、それだと「ちゃぽちゃぽ」しないのよねぇ。はい。それで右の写真が「由
良海岸」。きれいな海だったよ。人と車を避けて、更に「ちゃぽちゃぽ」言う時間帯はやは
り早朝。AM3 に京都市を出発して、場所探して、収録し始めたのが AM6 頃。見ての通り
高木さんはグロッキー。この後、何テイクも歌わされ、とうとうダウン。高木さんひとり
ホテルに残し、オイラはロケハンに出かけたさぁ。なんかアドレナリン出っぱなしって感
じで、妙にテンション高かったんだよなぁ。俺ひとり？？？ 
 (http://www.wisao.com/wisao/natu/natu2.html)  
― それでも、水が引いた部分に椅子を置いてダンボールを敷き、その上にゾンデを膨らませ
るための台座を置いた。水溜りをちゃぽちゃぽ歩いていき、ボンベの元栓を開く。そろそ
ろと、バルーンはゆっくり膨らんでいった。観測所内のゾンデの湿度の値をみると、２９％
と出ている。 
(http://peacock.rh.u-tokai.ac.jp/~kamata/thai03-28.htm) 
 
ちゃぽんちゃぽん  
― 水の中って気持ちがいいね。ちゃっぷんちゃっぷん、ちゃぽんちゃぽん、びしゃっ、ばっ
しゃん、すーいすーい、すーいすーい、水は、暖かく私を受け入れてくれるんだね。柔ら
かく、時には強く。あなたと遊んでいると時間の流れがあっという間。もっと一緒にいた
いけど、そろそろ、あなたと一体になっちゃうから、また今度遊ぼうね。 
(http://blog.so-net.ne.jp/20050105/archive/20050201) 
― プラスチックボトルの蓋のところまでいっぱいだった水が半分くらいまでに減った。振っ
たらちゃぽんちゃぽん音がするようになった。ような感じ。 
(http://www.keeponmusic.com/keepon/archives/003975.html) 
 
ちゃらちゃら  
― 茶髪でピアスつけーのアクセつけたおしの威圧感たっぷりらしいちゃらちゃらしてるつも
りは無いんだけどなぁ、ちなみに今はストレートじゃなくて天然パーマをいかした髪型爆
発しまくり。 
(http://d.hatena.ne.jp/impurity/20040808) 
 171  
― 「お姉さんの好きなのはちゃらちゃらした車に乗って湘南あたりをドライブすることなの」
（『ノルウエイの森（上）』、p. 135） 
― 「でも入れもので私たちを判断しないでよ、ワタナベ君。そりゃまあかなりちゃらちゃら
したお嬢様学校であるにせよ、直面目に人生を考えて生きているまともな女の子だって沢
山いるのよ。（村上春樹『ノルウエイの森（下）』、p. 107） 
― ….しかしいくら努力しても手のとどかぬ難関に思え、ふと便所の鏡に写ったおのが面をみ
れば、メチールで死んだ親父に生写し、母は得体知れんことやっとるし、こんな二人の間
に生れた俺に白線帽かぶれるわけない、隣りにおった奴みたいにきりっとした顔でなけれ
ばと、身も世もなく気が滅入り、大体、三高受けると母にいえば、「そらよろしな、三高の
生徒さんよう女にもてはって、お母ちゃんの店かて昔来たもんや、三高から京都帝大いう
たらどんなええしからも嫁さんもらえる」まるで見当ちがいな感想もらし、他の家の母親
はいかにも上品な黒っぽい着物きてるのに、うちのお母ちゃんは、娘みたいなちゃらちゃ
らしたもんに、厚化粧してから、わるいのはお母ちゃんや、あいつおるよって俺あかんね
ん、受験失敗のうっぷんをすべて母に押しつけ、母がなければ今日只今から飯粒にありつ
けぬことは棚に上げ、親父がなつかしい。（野坂） 
 
ちゃりちゃり  
― ロケセットでは、美術のいそやんの力作、坂道長家があった。その日は夜に雪のシーンを
撮影するという。でも、池を作ったら蛙が繁殖して、げろげろないて、冬にならない、ら
しいけど・・みちゅきは、ロケセットの井戸にかなり惹かれてひしゃくを振り回していた。
かえりに か～ちゃんとちゃりんこで ちゃりちゃりとかえりながらみあげる おつきさ
んは うつくしい。こよいは どっかから かえるさんのげろげろ なくこえが きこえ
る。そうしてかえってくるとぼくは べっとからおちそう になりながら ばくすい し
てしまうのでした。 
(http://www3.kcn.ne.jp/~kumie/diary/2005_june.html) 
― ふと居間を見やると、三男がテレビをつけっぱなしでうたた寝をしている。風邪を引かし
てはと毛布を取りに、おばあちゃんの部屋のふすまをそっと開けると、おばあちゃんは起
きていて、布団の上でお金を数えている。今までもデイケアから戻った後などによくお同
じことをしていた。ちゃりちゃり、ちゃりちゃり音を立てて小銭を数える。それも、何度
も何度も、くり返し。 
(http://www.asahi-net.or.jp/~hu2a-kdm/granma/granma002.html) 
― 前輪は、６００００ｋｍぐらいの時に、ちゃりちゃりサイン音がして気がつきパッドを交
換しました 
(http://messages.yahoo.co.jp/bbs?.mm=AU&action=m&board=1835184&tid=gx81a4ka4
da4a4a4f&sid=1835184&m id=4220) 
― 気づくと場面はすぐに、冬の夜道を田辺家に向かって歩く私、になっていた。カギをちゃ
りちゃりいわせながら星空の下を歩いていたら、涙が後から後からあふれはじめた。道も
足元も、静まり返った町並みも熱くゆがんで見えた。すぐに息がうっとつまってしまい、
苦しかった。（吉本ばなな『キッチン』、p. 68） 
― 予は洋燈を相手に、八畳の座敷に一人つくねんとしてまとまった考えがあるでもなく、淋
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しいような、気苦しいような、又口惜しいような心持に気が沈む。馬鹿々々しく頭が腐抜
けになったように、吾れ知らず「こんな所へくることよせばよかったなア」と又独言ちた。
そんな事で、却て岡村はどうしたろうとも思わないでいる所へ、蚊帳の釣手の鐶をちゃり
ちゃり音をさせ、岡村は細君を先きにして夜の物を運んで来た。予は身を起して之を戸口
に迎え、（伊藤） 
 
ちゃんと  
― 雨は開演の頃にはだいぶおとなしくなってきていた。しかし、公園の地面は雨に濡れて、
べちゃべちゃになっている。入り口の前あたりにはでかい水たまりもある。こんな状態で
はたしてちゃんとお芝居出来るのだろうか、人事ながら気になる。劇は小雨の中、べちゃ
べちゃの地面をものともせずに、始まった・・・・・が、私は最初の数分を見ていない。
屋台で売っていた日本酒がなくなってきていたので、追加を買いにでかけていたのだ。帰
って来た時にはすでに劇が始まっている、しかも、桟敷の方はどうやら満席のようで、屋
台から桟敷に移動するのをためらった私は、屋台方面から観劇することにした。 
(http://camp.ff.tku.ac.jp/rencon/Houren_V13.html) 
― ヒヅメごりごり噛んでるととやん｡目がいってる･･･一心不乱にごりごりするのでヨダレは
だりだりクッションきときとっす｡(涙)ととやんは｢ヒヅメ｡｣って言うとちゃんとヒヅメを
探します｡そして見つけるとその場でへたん､と座り込みおもむろにごりごりごりごを始め
ます｡ふつうガムとかだといい場所を探したり､ちょっともてあそんだりするんですが､ヒ
ヅメだといきなしごり始めて一心不乱に｡ヒヅメマジック｡その臭い物体のどこがそんなに
魅力的なの･･･?? 
(http://www.angel.ne.jp/~jinjimri/totoyan/tophoto06.html) 
― 箸の持ち方とかはぼくもちゃんとできているわけじゃないし、気にしてもしゃあないとお
もって気にしないようになってきてるんですが、どうしても無視できないのが食べてると
きにくちゃくちゃうるさい輩。あれだけは何をどうやっても無視できません。くちゃくち
ゃだけはどうしても我慢できないんですよね～。結構、歳食ったひとでもくちゃくちゃや
ってたりするんで、首をかしげちゃったり。 
(http://pinos.as.wakwak.ne.jp/mt/archives/000923.php) 
― 「なんですか、そのお経のようなのは」とわたしが聞くと、センセイは憤然とした様子で、
「ツキコさんあなた国語の授業ちゃんと聞いてなかったですね」と言った。（川上弘美『先
生の鞄』、p. 19） 
― 猫飼う場所がないわよ、と母親が言った。いいよ、外猫にして飼うから。子供が小さく答
える。外たって、外ちゃんと生きていけるかしら、こういう売り猫は。（川上弘美『先生の
鞄』、p. 32） 
― 太郎は、父親にそそのかされて、とって来たタコもちゃんと料理するようになった。まず
塩でもんで、その間にお湯を沸かす。お湯が煮立って来たら、タコの頭をつまんで、爪先
の方をちょいちょいと、沸騰しているお湯の面につける。すると脚が、くるりとカールし
て見ばのいい茹で上り方をする。（曽野） 
― 「ところで、揚場のおばちゃんには子がないし、田舎の酒屋は没落とはいっても家はちゃ
んと残ってるんだから、梅公におばちゃんの跡を継がせればいいわけだが、また以前そん
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なはなしもあったそうだがね、今日になってそれがそういかないというのは、ここに妙ち
ゃんというものがあらわれたんだ。それについては一場の人情噺、すなわち延津賀師匠の
ローマンスというやつがあるんだ。」（石川） 
 
ちゅうちゅう  
― ペコさんの猫さん、う～ら～や～ましーーー！！腕のトコで寝てくれるなんていいなぁ～
ちゅうちゅうも指しゃぶりみたいでカワイイ～うちのコもちゅうちゅうはするんだけど、
それは私の耳たぶ・・・ 
(http://www.vets.ne.jp/log/search/data/1200/200009/67.html) 
― 指吸いが始まりました、いてもたってもちゅうちゅうちゅうちゅう、、寝ながら、お散歩
しながらいつでもちゅうちゅうしています。 
(http://www1.ocn.ne.jp/~iam/aomi04.htm) 
― とはらりと立って、脛白き、敷居際の立姿。やがてトントンと階下へ下りたが、泣き留ま
ぬ譲を横抱きに、しばらくして品のいい、母親の優しい形で座に返った。燈火の陰に胸の
色、雪の如く清らかに、譲はちゅうちゅうと乳を吸って、片手で縋って泣いじゃくる。（泉） 
― 「もういい。心理解剖なんかして見せねえでもいい。きみでもひとがなぐれるということ
が判りゃいいんだ。ところで、おれは今ちょっとしたエチケットの演習をしてみようとお
もう。西洋人はよくキスということをやるね。親きょうだいでも、友だちでも、色情ぬき
で、やたらにちゅうちゅうやる。おれも今その美風をまねして、ここでてこちゃんにキス
する。いろおんなの頬ぺたを嘗めるようなぐあいにじゃなく、師匠が弟子をかわいがると
いう純情をもってだね。おれもずいぶんエロのほうだが、なるべく姦淫の心をおこさねえ
ようにして、冷静にやるつもりだ。（石川） 
― そんなものを飲ませたことがわかったら彼女の立場はなくなるであろう。「内証ですよ」と
念を押して、婆やは一本の色つき水を買ってくれた。桃子は涙のついた下ぶくれした顔を
急にほころばし、ちゅうちゅうと音を立ててほそい管から橙色の水をすすった。かすかに
甘い味がした。そしてそれきりのことだった。（北） 
 
ちゅうっ  
― 夏  「ばあちゃんは、ぽちゃぽちゃの顔だね」 
母  「え～、デブン、デブンじゃない！」 
夏  「ぽちゃぽちゃ、だよ～」 
母  「ばあちゃん、この言葉聞いたら喜ぶよ」 
夏  「え～？  お母さんは、カレーパンマンの 
   カレーをチューっと吸いとった  
   細長～い顔みたい！」 
母  「うっ。全然うれしくない…」 
(http://zukkoke.exblog.jp/27246) 
 
ちゅるちゅる  
― スパゲッティ食うのにナイフ使ってたけど。ナイフ＆フォーク。ざっく、ざっく。しゅる
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しゅる。ちゅるちゅる。 
 (http://r05skf.jugem.cc/?eid=1217) 
 
ちゅんちゅん  
― 寒い日なので家の中に籠を置いていますと外で雀たちが騒がしくピーちゃんを呼んでいま
す。ムッチーはそれに答えてちゃかちゃか鳴いています。大母さん、マルちゃんを手乗り
にしょうと餌を手のひらに乗せて籠の中に手を入れますと、あまりお腹がすいてないのか
指に噛み付きました。作戦失敗の巻。餌箱を籠の中に入れようと手を入れるとマルちゃん
は、大母さんの衣服の袖に乗っかって布を噛み噛みします。まったく人なつっこい鳥で
す。。。。。。大父さんはムッチーが雀の声を真似しているのが分からないらしいのです。娘の
ゆき子さんは雀の鳴き声を聞いて、「あれは何の鳴き声？」と大母さんに聞きました。雀は
ちゅんちゅんとだけ鳴くのだと思っていたようです。雀はちゃかちゃかちゃかとかべ、べ
べべとかいろいろな鳴き声をするのです。一日雨降りで退屈だろうと大母さんピーちゃん
たちにレタスのプレゼントをしました。マルちゃんお気に入りで時々もぐもぐ口に入れて
います。マルちゃん炬燵のそばに籠を置いていますととても出たそうなのです。大母さん
が扉を持ち上げますとそろそろ出てきて炬燵布団を嘴でもぐもぐしています。少し散歩を
したあと、また扉近くへ来たので持ち上げますと自分から中に入りました。 
(http://park6.wakwak.com/~zakkayasan/pichan5.htm) 
 
ちょいちょい  
― 自分もお約束通り。来させていただきました！！これからちょいちょい来ると思いま
す！！ 
(http://mbspro9.uic.to/user/rairai.html) 
― 安全を為すのか為さぬのか。成れば成る、成らねば成らぬ、何事も。心に浮かぶよしなし
ごとをほっとくとアブナくなってくるのでちょいちょい書いてます。 
(http://ei-oh-oh.ameblo.jp/entry-ad100e787247bb660bfeb15b45149f85.html) 
― 以前は「若菜ノート」を常に所持し、日ごろのウップンやちょいとした情報、友人やテレ
ビの良いコメントなどをちょいちょい書いていたけど、ペーパーレスの世の中なので、コ
ッチに移行。 
(http://yaplog.jp/wa-volavile) 
― この頃ちょいちょいそんな日がある。（『帰りたかった家』、p.87） 
― この楽器屋はこの近辺の学生たちの「溜り」になっているらしく、ナオミもちょいちょい
来るものと見えて、店員などもみんな彼女と顔馴染なのでした。（谷崎） 
― 歩きながら、ちょいちょい食べているから腹は空いてはいなかった。（新田） 
― しかし、海軍省の車として使われるのはお断わりだというつもりで、実松は錨のマークを
取らせ、町のタグ・ナンバーをつけて、やっと車を出すことにした。これは、宴会などで、
新橋あたりへ乗りつける時に、ちょいちょい用いる手である。それから、「科学者」を水交
社に泊めるか泊めないかでも、海軍省先任副官の許可が要るとか要らないとか、何しろ副
官連中はつむじを曲げているから散々もめた末に、結局、町の発明家は次官の賓客あつか
いで、芝の水交社に部屋をとってもらい、海軍省の自動車をあてがってもらって、某日、
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関係者多数の見守る中で、いよいよその、富士の裾野の水から油が取れる実験を、やって
みせることになった。（阿川） 
― 「長陵」は山本が詩など作る時にちょいちょい使った長岡の土地にちなんだ号である。そ
れで初めのうち、岩惣ではこの客に何も格別の注意を払わなかった。（阿川） 
― 悪魔はデスクにすわって生原稿をペラペラめくりはじめた。そして、ペンをとってちょい
ちょいつけくわえる。（井上） 
― このビルマ僧はちょいちょいこの町に来るとみえて、ときどき姿を見かけました。その度
ごとに、みなは今さらのように水島をなつかしがりました。ある日も、往来で、作業にゆ
くわれわれの隊にばったり出あいました。一人がいきなり大声で「水島！」とどなりまし
た。（竹山） 
 
ちょきちょき  
― ちょうど、納品もあるし何か作ろうかな、そういえば、カワイイ生地があったはず。ヒカ
ルちゃんに似合いそうな生地がありました。この間のパーカーベストのパターンで作ろう
～っと早速ちょきちょき*ぬいぬい。 
(http://choki2nui2.jugem.jp/) 
―  チャレンジ教室。ちょきちょきマジック！～はさみの魔法使いになっちゃおう～
(http://cs.kodomo.nyc.go.jp/servlets/servlet/kodomo.theme.Thm_detail?thm_id=246) 
― おにわの木、犬の毛など「もじゃもじゃ」しているものを「ちょきちょき」してきれいに
するというだけの事だけど娘はお気に入りです。うちでは指ではさみを作り「ちょきちょ
き」とやりながら読んでいます。 
(http://www.ehonnavi.net/ehon00_opinion.asp?No=618) 
― ちょきちょき。。息子ちゃんを美容院に連れていきました。もうだいぶ伸びてきてたからね。 
(http://blogs.dion.ne.jp/kirikong/archives/2182124.html) 
― 昨日、夏ちゃんは折り込み広告に出ている車をはさみでちょきちょき切り抜いていた。 
(http://tannpopo-yukino.jp/blog/archives/000119.html) 
― ちょきちょきムスメがはさみに興味を持ち出した。夕食後なにかをちょきちょき切ってい
る。J リーグカードだ。鹿島の選手じゃないやつ。得意げにちょきちょきしている。その
ことを帰ってきたダンナに報告すると「いいんじゃな～い」と、ダンナ絶賛。 
(http://blog.goo.ne.jp/natsu_72_/e/b03a1dcf4f736582e2f81d424f96f9aa) 
― 無事『sparkle』へ到着して、髪の毛をちょきちょき。長すぎず、短すぎず、さっぱりした
いい感じになりまして大満足。帰り際、担当の厨川さんに「正直来るのめんどくさかった
でしょう？」と図星を指されて「ははは…」と苦笑い。でも、大雪の中行っただけの価値
はありましたよ。ありがとうございます。 
(http://blog.goo.ne.jp/kurimushiyoukan/e/8e1d944de8574615b1f47779f369f4ff) 
― そんなわけで親子して原宿の美容室に。ちょきちょき。手をしゃぶっているのは、お客用
に常備してあるアメを食っているから。シュガーレスじゃないのでパパは困惑気味。でも
ちょきちょきすると貰えるので竜馬はウレシイのである。ぺろぺろ。 
(http://ron.web.infoseek.co.jp/hide/archives/000077.html) 
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ちょくちょく  
― まりすけは登録したばかりですが、メールがちょくちょく来ますよ！！ 
(http://page.freett.com/marisuke2/sub2.htm) 
― 最近、また、ちょくちょく本を読むようになった。 
(http://d.hatena.ne.jp/bean/20040606) 
― 数年前に駅前の一杯飲み屋で隣あわせて以来、ちょくちょく往来するようになった。（川上
弘美『先生の鞄』、p. 7） 
― 会わないのではない。いつもの居酒屋で、ちょくちょく顔はあわせるのだが、口を、きか
ない。店に入り、目の隅でお互いがいることをちらりと確かめあってから、きっぱりと知
らんぷりを決めこむ。わたしも知らんぷりだし、センセイも知らんぷりだ。（川上弘美『先
生の鞄』、p. 37） 
― 「ゆさん」わたしはばかみたいな調子でセンセイの言葉をくりかえした。「以前にちょくち
ょく行った島なのですが」以前にはしばしばセンセイはその島を訪れたのだという。ちょ
っとした理由があって、とセンセイはつぶやいた。（川上弘美『先生の鞄』、p. 179） 
― センセイが以前は「ちょくちょく」訪れたらしい島に。…….二人で。共に。ただし部屋は
べつべつに。（川上弘美『先生の鞄』、p. 179） 
― ライト・グリーンの服を着た娘が言う。わたしはこれしか隠し芸がないのです。泣く真似
をやります。そして彼女は泣く真似をして見せる。手の甲を眼にあて、えーん、えーんと
巧妙に泣いて見せる。ピンクの服を着た娘がいう。わたしには隠し芸がありません。です
からわたしの可愛がっているワンちゃんをお見せします。彼女が呼ぶと舞台の端から白い
ペキニーズがちょこちょこと駈け出てくる。娘は愛犬を抱きあげる。黄色い服を着た娘が
言う。わたしも隠し芸がありませんので、方程式を解いて見せます。（壺井） 
 
ちょこちょこ  
― のんびり、ちょこちょこ、お出かけ。 
(http://13606737.at.webry.info/) 
― お茶くみの女の子が社長になるという、現実にあり得ないような設定が基盤になって始ま
るこの物語には、社会風刺もちょこちょこ飛び出すし、会社の問題点や経営者のあり方を
鋭くつく部分もある。まさに大人の童話であり、サスペンスであり、そして一級品の喜劇
であると私は思う。（赤川） 
― 「だって、欲いんだもの」と言棄てに、ちょこちょこと板の間を伝って、だだッ広い、寒
い台所へ行く、と向うの隅に、霜が見える……祖母さんが頭巾もなしの真白な小さなおば
こで、皿小鉢を、がちがちと冷い音で洗ってござる。（泉） 
― この青年が、夏休みにちょこちょこと書きあげた三編の小説が「文学界新人賞」「小説現代
新人賞」そして「群像新人賞」と三つの文学賞をとってしまったばかりか、三編の中の二
編がそれぞれ、その年の下半期の芥川賞と直木賞を受けることになってしまったのである。
（井上） 
― なにより風態からして異様であった。頭は人一倍大きい。しかし肩から下半身へかけて次
第に尻すぼみになっていて、足のほうは小学生くらいの発達しか見せていなかった。その
足で、彼は予想外の速度でちょこちょこと歩くのだった。ときどき家の裏手をもの欲しげ
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にうろついていることもあったが、病院の者だというので龍子はさして気に留めないでい
た。（北） 
 
ちょびちょび  
― ハイドレーション、日本語にすると「積極補水」。読んで字の如し、積極的に水分を摂取し
ましょうということです。ちなみに「積極的に」ではありますが、摂取（飲み方）は「ち
ょびちょびと」・・というところがコツであります。 
(http://www.valley.ne.jp/~ishikida/camelbak-1.htm) 
― それから、一度にたくさん飲むより、小分けにしてちょびちょび飲むのが効果的です。そ
れは一度にたくさん飲まれても、吸収される量は決まっていますので、余分な水分は排斥
されてしまいます。 
(http://www.gokkun.com/diet-v.htm) 
 
ちょぼちょぼ  
― ついでに日記も変えてみました。旧日記は何かレイアウトが好きでなかったので。今度の
はレンタルでないので  自分でちょぼちょぼいじられるのが良。まだ中途半端な出来ですが、
とりあえずあげます。そのうちちょぼちょぼ手直ししていく予定ですが、 そんなことして
いる場合でもないのでしばらくはこのままです。 
(http://plaza.umin.ac.jp/~itoken/) 
― 冬、伊助や書生たちは立枯れた鉄道草の茎を刈取り、風呂の焚きつけにしたものだ。それ
でも仔細に眺めると、刈取られた茶褐色の茎の跡に、新しい芽が、小さな柔らかな緑の葉
が、今ちょぼちょぼと萌えでているのが見てとれた。（北） 
― 太郎も言った。雛は結構大きかったが、赤っぽい地肌の上に、枯れ枝をさしたように、ち
ょぼちょぼにうす汚ない毛が生えかけていた。（曽野） 
 
ちょろちょろ  
― 去年の暮れからトイレの水がずっとちょろちょろと流れっぱなし。ゴム玉が。って帰って
さっそくお取り替え。すると、ちょろちょろ水がピタッと止まりました！ 
(http://yucky-k.jugem.jp/?eid=4) 
― ちょろちょろと流れる山水は散り落ちたもみじの葉に再びつやつやした輝きを与えます。
水辺の落ち葉は元気です。 
(http://www.hi-net.zaq.ne.jp/kutsurogi/miyajima3.htm) 
― 正やは私をつかまえておとなしくさせようとするが、はずした障子の間をちょろちょろし
て言うことをきかない。（『帰りたかった家』、p.35） 
― 盛り付ける前に生クリームと卵黄を泡立て器でよく泡立て、ここに作ったスープの少量を
チョロチョロとゆっくり垂らします。（『ハンガリー料理』、p. 50） 
― その男は一寸頭で挨拶して囲炉裡の座に這入って来たが、天井の高いだだっ広い台所に点
された五分心のランプと、ちょろちょろと燃える木節の囲炉裡火とは、黒い大きな塊的と
よりこの男を照らさなかった。男がぐっしょり湿った兵隊の古長靴を脱ぐのを待って、私
は黙ったまま案内に立った。今はもう、この男によって、無駄な時間がつぶされないよう
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に、いやな気分にさせられないようにと心窃かに願いながら。（有島） 
― バスからおり立った海辺の道の、右側は堤防で、その真下の一劃に澄み透った水のちょろ
ちょろするせまい汀が食いこみ、波のうごかぬ海面が日に輝いてひろがった向うにはひょ
ろ長い岬が突き出て、こちらからもあざやかに映えて見える木木の葉色が眼路を限り、そ
のおだやかな入江の中を雲一つなく晴れた空の下に遊覧船らしい蒸汽船がぽこぽこ煙を吐
いて走っていた。（石川） 
― と聞分もなく織次がその袂にぶら下った。流は高い。走りもとの破れた芥箱の上下を、ち
ょろちょろと鼠が走って、豆洋燈が蜘蛛の巣の中に茫とある……（泉） 
― 山襞にはまだ雪が残っていて、陰影がごく濃い。徹吉の生家の、ひびのはいった蔵の白壁
が見えることもある。それから家の前の、常々そこで顔を洗った、ほんのちょろちょろと
した流れ。近くの宝水寺という草深い寺の境内。それらはもとよりおぼろに霞んだり誇張
されたりしながら、脈絡もなくつかのま現出しては消えさった。（北） 
― 僕も枕木が燃えるのは不思議だと思っていた。歩いて行くにつれ、ところどころの枕木が
ちょろちょろと燃えたり煙を出したりして、電柱の先や中ほどからも煙を出している。敵
は油脂焼夷弾というのを落したに違いない。そう思って枕木が燃えているのを踏み消して、
どんな臭がするか腹這いになって嗅いでみた。木の焦げる臭のほかには悪臭がない。（井伏） 
― と親仁が喚くと、婦人は一寸立って白い爪さきをちょろちょろと真黒に煤けた太い柱を楯
に取って、馬の目の届かぬほどに小隠れた。（泉） 
― ははあ、栄螺の壺焼と言った形、大道店で遣りますな。……松並木を向うに見て、松毬の
ちょろちょろ火、蛤の烟がこの月夜に立とうなら、丁と竜宮の田楽で、乙姫様が洒落に姉
さんかぶりを遊ばそうと云うところ、又一段の趣だろうが、故とそれがために忍んでも出
られまい。……当家の味淋蒸、それが好かろう」（泉） 
― 山襞にはまだ雪が残っていて、陰影がごく濃い。徹吉の生家の、ひびのはいった蔵の白壁
が見えることもある。それから家の前の、常々そこで顔を洗った、ほんのちょろちょろと
した流れ。近くの宝水寺という草深い寺の境内。それらはもとよりおぼろに霞んだり誇張
されたりしながら、脈絡もなくつかのま現出しては消えさった。（北） 
― 君はなお半時間ほどスケッチに見入っていたが、寒さに堪えきれなくなってやがて身を起
すと、藁草履を引っかけて土間に降り立ち、竈の火許を十分に見届け、漁具の整頓を一わ
たり注意し、入口の戸に錠前を卸し、雪の吹きこまぬよう窓の隙間をしっかりと閉じ、そ
して又囲炉裡座に帰ってみると、ちょろちょろと燃えかすれた根粗朶の火に朧ろに照らさ
れて、君の父上と妹とが炉縁の二方に寝くるまっているのが物淋しく眺められる。（有島） 
 
ちらちら  
― しかし先刻道ばたの山桜の下にたたずんだとき、わたしは京子の回想というよりも思いが
けなく写真機の亡霊に取り憑かれてしまった。つまり突然たれかがわたしの背後に忍びよ
って例の赤裏の黒布を頭からすっぽりかぶせ、うろたえる眼の先にレンズをぎゅっと押し
あてでもしたかのように、もうわたしは宙にちらちらする花びらよりほか何も見えなくな
ってしまった。それはすでに一本の山桜ではなくて一目千本の名所に分け入ったごとく、
わたしは頼みの略図を忘れてついまぼろしに釣られつつ、物見遊山にでも出て来たような
浮かれごこちになり宛もなくふわふわここまで迷いこんだ始末である。（石川） 
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― しかしわたしにとってこれは意外の京子ではないのだ。というのは、わたしはときどき独
り紙を伸べて京子の姿を描きかけることがあるのだが、いつも紙の上にしるされるのは著
物をきた女の形だけで、肝腎の顔の線はどう探っても満足に引かれたためしがなく、白紙
を前にじっと凝視すればするほどわたしの瞼はいつか濛濛と曇ってしまうのだ。げんにこ
うしてまのあたりに京子を見つめながら、藍地に青海波の著物の模様はいたずらにあざや
かでもつめたい横顔は葉がくれに白くちらちらするばかりで、それさえ空の碧に融けがち
である。（石川） 
― 車中にはまたしても憲兵らしい私服の男の姿がちらちら見えていたが、横浜で下りて行っ
たようで、代って横浜から次々の各停車駅には山本を歓送するため大勢の人々が待ってい
た。横浜では煙草が、沼津では小田原名産のかまぼこが、たくさんの差入品が展望車の中
に積みこまれた。（阿川） 
― 窓の日ざしが急に強くなり、ひとの飛ばす唾がほこりに浮き立った。カーキ色がちらちら
する。たれかが網棚の上からゲートルを落した。向うで子供がおもちゃの軍刀を抜いてい
る。それにしても、ああ、益 御風流……いよいよ、きちがいじみて来た。（石川） 
― そして、どんな遠くへ行ってもかならず帰って来たまえ。」「ありがとう。」車はうごき出し
た。車の窓から、三治はもう一度首を出しておじぎをし、帯子は右の手を伸ばしてこちら
のほうへ軽くちらちらと指の先をなびかせた。車は向うの角に消えて行った。（石川） 
 
ちらほら  
― 私はやがて再び枯葉をガサガサと音させながら、山径を村の方へと下りて行った。その山
径に沿うて、落葉松などの間にちらほらと見える幾つかのバンガロオも大概はまだ同じよ
うな紅殻板を釘づけにされたままだった。（堀） 
 
ちらり  
― 会わないのではない。いつもの居酒屋で、ちょくちょく顔はあわせるのだが、口を、きか
ない。店に入り、目の隅でお互いがいることをちらりと確かめあってから、きっぱりと知
らんぷりを決めこむ。わたしも知らんぷりだし、センセイも知らんぷりだ。（川上弘美『先
生の鞄』、p. 37） 
 
ちりん  
― ちりん、ちりん、ちりん、と、ベルをならすとにょきにょき、と えだがのびて、はっぱ
がでてきました。 
 (http://www4.ocn.ne.jp/~chya/ny.htm) 
 
つ 
 
つかつか  
― 何かの都合で私の方が遅れたりして、「あんまり待たせ過ぎたから、もう帰ってしまったか
な」と、案じながら行って見ると、矢張キチンと其処に待っています。そして私の姿に気
が付くと、ふいと立ち上ってつかつか此方へ歩いて来るのです。（谷崎） 
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― 彼はつかつかと家にあがりこみ、台所に行くと冷蔵庫をあけ、食物をとりだした。しかし、
すぐ父が追ってきた。（立原） 
― 羽織の袖口両方が、胸にぐいと上るように両腕を組むと、身体に勢を入れて、つかつかと
足を運んだ。（泉） 
― その時そう云う声が聞えて、つかつかとナオミの傍へやって来たのは、さっき菊子と踊っ
ていた、すらりとした体つきの、女のようなにやけた顔へお白粉を塗っている、歳の若い
外人でした。背中を円く、ナオミの前へ身をかがめて、ニコニコ笑いながら、大方お世辞
でも云うのでしょうか、何か早口にぺらぺらとしゃべります。（谷崎） 
― 彼はつかつかと家にあがりこみ、台所に行くと冷蔵庫をあけ、食物をとりだした。しかし、
すぐ父が追ってきた。（立原） 
― Ｋと顔を見合せた私は、今まで朧気に彼を一種の邪魔ものの如く意識していながら、明ら
かにそうと答える訳に行かなかったのです。私は依然として彼の顔を見て黙っていました。
するとＫの方からつかつかと私の座敷へ入って来て、私のあたっている火鉢の前に坐りま
した。私はすぐ両肱を火鉢の縁から取り除けて、心持それをＫの方へ押し遣るようにしま
した。（夏目） 
― すると山本は、二人の船頭に力一杯舟を漕げと註文し、勢いつけて辷り出した下り舟が、
発動機船の波をかぶって揺れはじめた頃合いを見計らって、つかつか進み出ると、舟のへ
さきに両手を突いてパッと逆立ちをして見せた。（阿川） 
― ここまで来てしまったうえは、もちまえのむちゃくちゃな性分で、決してあとには引かず、
ちょっとあいだを置いて、その門のうちにつかつかとはいって行った。植込をめぐって、
玄関のほうに近づいて行くと、ちょうどそこの式台の上に居合わせた女中ふうの、すこし
年をとったやつが、あやしむようにこちらを透かして見ながら、（石川） 
― つと立って、電燈を消すと、ひとりでつかつかと縁側のほうに出て行って、そこで靴をは
きながら、ふりかえって、闇の中にこちらをすかして見て、早口に、（石川） 
― 中佐の先刻までの鼻息は一人相撲の形になって、ちょっと恰好がつかなくなって来たと見
えたとき、広島市出身の一医師がせせら笑って大きな欠伸をした。院長はつかつかとやっ
て来て、この医師に平手をくらわした。よろめくところを、また三発四発くらわした。（井
伏） 
 
つやつや  
― ちょろちょろと流れる山水は散り落ちたもみじの葉に再びつやつやした輝きを与えます。
水辺の落ち葉は元気です。 
(http://www.hi-net.zaq.ne.jp/kutsurogi/miyajima3.htm) 
― プチュレアクアリップはつけすぎてもべたべたしない、つやつやリップグロス！ 
(http://0719koji.seesaa.net/article/3524521.html) 
 
つるつる  
― おとうさんは臼にあけたお米を杵でつぶします。しっかりつぶしてから、ぺったんぺった
んおもちつきがはじまります。おかあさんが手にお水をつながら、アイ取りをします。ア
イ取りって言うのは、お米が均等につけるように、臼の中のお餅をひっくり返したりして
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やることなんだ。つるつる、すべすべのお餅になってくるとペタンと杵を下ろすと、ぺし
ゃっとお餅についた水がはねます。このお水がくっつくと、かゆくなってきます。そして
乾くとカパカパと堅くなってくるのです。 
(http://homepage2.nifty.com/devalk/arioka/alee8.html) 
― 「とろとろ入浴剤」はその名の通り、お風呂のお湯が「とろ～りとろとろ」のあんかけ状
に変化する、ごちそううるおい体感バス。とろみ成分に加え、こだわりの天然保湿成分を
各種配合。とろとろのお湯で全身をマッサージすれば、湯上がりのお肌はスベスベ＆つる
つる！ 
(http://www.beauty-net.co.jp/5_torotoro/) 
 
つんつん  
― ｢ア～～、サンマですかぁ～、オイシソウですね～～」って、タイテイの場合は、許してく
ださるはずでは、いざ！ 焼き始めましょう。うちわを用意してください。それから、び
たびたに濡らしたボロふきんも。焼き網の表面が勢いよくヂュ！と言うまで、乗せちゃダ
メ。うちわのあおぎ方に、２通りあります。サンマに火を行き渡らせるには、ちょっと離
れた所から、サンマに沿って、ゆらゆら～っと。これで、コンロの熱気が、焼け方の少な
い場所に流れてくれます。サンマの脂に火がついたら、間近から、サンマに垂直に、ドバ
バババ～～！！っと。これで、火が消えます(笑)十分、火力が出て焼き網も温まったら、
びたびたボロふきんを取り出し、手早くじゅじゅっと焼き網を拭きます。そこに、サンマ
を並べて。うちわで、ハイ！ ゆらゆら～～ゆらゆら～～ ケムリが出てきましたね、お！
火が！ ドバババ～～！！バタバタバタバタ～～～～！！！！ホラホラ、涙なんかふかな
い、ケムイのはあたりまえですから(笑)サンマの目が白くなりはじめた所で、箸でつんつ
んポン！って、ひっくり返します。じゅわわ～～って煙幕が出ますから、覚悟しましょう！
(笑)後はひたすら、バタバタバタ～～！！！ ドバババババババ～～～！！！ 
(http://urasugata.web.infoseek.co.jp/ryouri3.html) 
て 
てかてか  
― てかてかになったスーツを直す方法はありますか？？？ 
(http://www.fashion-j.com/bs/094/206.html) 
― てかてか光っているパソコンが流行らしい。高輝度・高解像度のディスプレイが大はやり
で、画面がてかてか光っている。テレビチューナーなどをつけてテレビを見、DVDを再生す
るにはたしかにいいのかもしれない。 
(http://www.dnp.co.jp/artscape/artreport/it/u_0401.html) 
― この皮脂膜は、外界からの刺激が直接からだの内部に達するのを防ぐ役割があります。が、
皮脂が多く分泌されすぎると、顔がてかてかしたり、脂ぎってしまったりします。そんな
時には、ミョウバン水を試してみてください。 
(http://www.ueda.ne.jp/~wkoide/skincare/myouban.html) 
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― 頬や口のまわりはかさかさしているのに、額や鼻はてかてか、べたべた。さっぱりのスキ
ンケアでは乾燥する部分がかさかさ、しっとりの化粧水では油っぽい部分がべたべた。何
を使ったらいいのかわからない！ 
(http://www.tobeauty.jp/stype/stype_co.html) 
― 《昔、中学に、てんで文学のわからん国語の教師がいてさ、そいつが佐藤登というんだ。
しかも、いつも風呂上りみたいな、てかてかした赤ら顔してるのさ。そいつのアダ名がノ
ボピンだった》（曽野） 
 
でかでか  
― 驚いたことに、梅乃家という店のすぐ後ろが、本田悌四郎の勤めているミシン会社の社宅
だった。それは、こぢんまりした四階建ての鉄筋アパートで、外壁にでかでかとそこの会
社で売り出しているミシンの名前が書いてあった。（曽野） 
― 三面のトップにでかでかと報ぜられていた。その記事をかこんで、多幡てつも、多幡新吉
の孫娘の美恵子も、金川義助の妻のしまも酔ったような顔をしていた。（新田） 
― いま思い起こせば、私はあのとき随分ひどい言葉を、執拗にあなたの背に向かって投げつ
づけたような気がいたします。新聞にでかでかと書かれてしまったこと、父の会社でも、
社員たちの間で毎日話題にのぼって笑い者にされていること、香櫨園の家の近辺は、お手
伝いの育子さんでさえ顔を伏せて歩かねばならないこと等々……。（宮本） 
 
てきぱき  
― 雄一がハサミでひもを切りながら言った。「いいのよ、このくらい。」てきぱきと開かれた
包みからは、なんでもジュースにしてしまいそうな、見事なジューサーが出てきた。（吉本
ばなな『キッチン』、p. 44） 
― 児小姓が駈け寄って、その信長の腰に、切りたての真新しい晒を締めた。ついで晒の肌着
に同じく晒の肩衣を着つけさせ、さらに袴、烏帽子、直垂などをつけ、ついでてきぱきと
具足をつけさせた。（司馬） 
― 呼ばれて、いそがしく残務を片づけていた隊長がきました。もうこのごろはすっかり元気
になって、前のとおりてきぱきとしています。彼はこの手紙をうけとるといそいで開こう
としましたが、その手をとめていいました。（竹山） 
― 育子さんは鼻歌まじりで、夕食の支度をてきぱきとつづけました。私は離れの、父の部屋
に行きました。父は座机を使って、何か書き物をしていました。育子さんの息子さんのこ
とについて、私が礼を言うと、父は無愛想にちらっと振り向き、お前に礼を言われる筋合
はないと言いました。（宮本） 
― 夕霧というあらたな主をいただいて邸内はにわかに活気づき、大和の守は一人で、てきぱ
きと采配を振っていた。（田辺） 
― 利兵衛はこういうことになるとまことにてきぱきしていた。（立原） 
― 三本の刃物を手にいれた三人の少年は、この日の寮集会のあとで、利兵衛の部屋にあつま
り、相談した。利兵衛はこういうことになると、行動がきわめててきぱきとしてくる。彼
は、泣虫と黒にそれぞれの役割をあたえた。（立原） 
― 様々な連中が孔子に従って歩いた。てきぱきした実務家の冉有。温厚の長者閔子騫。穿鑿
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好きな故実家の子夏。些か詭弁派的な享受家宰予。気骨稜々たる慷慨家の公良孺。身長九
尺六寸といわれる長人孔子の半分位しかない短矮な愚直者子羔。年齢から云っても貫禄か
ら云っても、勿論子路が彼等の宰領格である。（中島） 
― 制服を着てテキパキと働いている美容師や看護婦さんなどを見ると、「いいな！」と思う。
（庄司禎雄『しょうじくんの一日入門』、p.39） 
― そのときにはしまいまでいた小島孝が見たのは、花見の修了後に始まった、先生たちによ
る大々的な掃除だった。……..まだ酒の残っている瓶を、酒好きの先生たちに公平に配る者。
でこぼこした土を校庭用のトンボでならす者。忘れ物をどんどん拾って箱の中に入れてい
く者。てきぱきと、訓練されつくした一隊のように、先生たちは働いた。直前までにぎや
かに行われていた花見の痕跡は、十五分もたつうちに、きれいさっぱりと消えた。そうや
って、今年も先生たちは花見の後をきれいさっぱり片づけただろうか。（川上弘美『先生の
鞄』、p. 137） 
― センセイはどこに行ってしまったのだろう。てきぱきとイカのくんせいの袋やら商店街の
焼きとりの串やら拾い、地面をきれいにならし、センセイは石野先生と一緒に、どこかに
行ってしまったのだろうか。（川上弘美『先生の鞄』、p. 137） 
― モッコの係は、四人ずつ、ぜんぶで二、三組あるようだった。大体、若い連中で編成され
ているらしく、てきぱきと、いかにも調子に乗った仕事ぶりだ。一組のモッコがいっぱい
になると、もう次のモッコが待っているという具合である。六回で、盛上げてあった砂が、
平らになってしまった。（安部） 
― 一同がやおら腰をあげて、今度は塀の内側を水で洗い、紅殻を塗りはじめたとき、門を二
人乗りの空の人力車がはいってくるのが見えた。病院の玄関の前にとまると、ほどなく二
人の若い女が乗りこみ、車夫はてきぱきとその膝を膝掛けでくるんでから、前にまわって
梶棒を握った。（北） 
― そんな間にも、奥づとめの女中が、桃子の髪を耳隠しに結った。髪結一人呼ばれていなか
った。神田のお婆さんだけが、がらがら声でてきぱきと指図をした。桃子の涙はとまらな
かった。その大量の水滴は、ぶ厚く塗られた化粧を片端から洗い汚した。（北） 
― 呼ばれて、いそがしく残務を片づけていた隊長がきました。もうこのごろはすっかり元気
になって、前のとおりてきぱきとしています。彼はこの手紙をうけとるといそいで開こう
としましたが、その手をとめていいました。（竹山） 
― あるラジオタレントをインタビューしたら、「君、いくら月給もらってる？」帰りぎわたず
ねられ、ありのままいうと、「よし、五割増しで買った」てきぱきした応答ぶり気に入られ
て職を移り、タレントの鞄持ちして放送局に出入りするうち貞三を知った。（野坂） 
 
てくてく  
― 先生は笑って許してくれた。夜の十時をまわっていた。私は長い廊下をてくてく歩いてい
ったん自分のひとりの部屋へ戻り、着替えて宿を出た。閉め出されるとこわいので裏の非
常口のドアのカギをそっと開けておいた。（吉本ばなな『キッチン』、p. 119） 
 
でこぼこ  
― そのときにはしまいまでいた小島孝が見たのは、花見の修了後に始まった、先生たちによ
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る大々的な掃除だった。……..まだ酒の残っている瓶を、酒好きの先生たちに公平に配る者。
でこぼこした土を校庭用のトンボでならす者。忘れ物をどんどん拾って箱の中に入れてい
く者。てきぱきと、訓練されつくした一隊のように、先生たちは働いた。直前までにぎや
かに行われていた花見の痕跡は、十五分もたつうちに、きれいさっぱりと消えた。そうや
って、今年も先生たちは花見の後をきれいさっぱり片づけただろうか。（川上弘美『先生の
鞄』、p. 137） 
 
てらてら  
― てらてら、使います!でも、普通に、のびのび、とかが、やっぱり、多いかな。てらてらに
なっても、のびのびになっても、ちぢんでも、気にいりの服は、なかなか捨てられません。 
(http://apple.mo-blog.jp/lonestar/2004/05/post_54.html) 
― 「てらてら光ってる」たとえば昼中か日暮れなら、プラタナスの枝々を縫って木漏れ陽て
らてら光ってるそれから夜になれば其所かしこの誘導灯映り込ませてはてらてら光ってる
もうてらてらてらてら光っていやがるから川縁に立った僕は泣きそうになる。 
(http://nichewords.exblog.jp/888701) 
― てらてらと光っていますっっとーってもゴージャス度の高いベロア風ハットです！！これ
だけのハットだと合わせる服を考えるだけでも楽しいですね～「あのとって置きのコート
には・・・コレだっ！！」って感じで決めちゃってください 
(http://www.rakuten.co.jp/astrud/546245/548105/) 
― 藍子はそこに一カ月間入院していなければならなかった。当時の乏しい薬品が、傷口の化
膿を防げなかったのだ。そして一応は治癒したその跡、左頬の上半部に、醜い凹凸のある、
しかも赤く気味わるくてらてらとした瘢痕組織を残した。それ以上の治療は不可能であっ
た。そこで前々から鈴木家に頼んであったように、およそ十日ほどまえ、龍子は藍子を連
れて山形へきたのだった。（北） 
― 夜になると千林駅前広場の闇市は店を閉めるが、粉と引き替えでパンを造る店の明り、煌々
と輝き、カマドから出された渦巻き状のパンに、職人は筆で卵の白身をぬりつけふたたび
カマドへ入れ、今度あらわれた時は、てらてらと茶褐色の光沢をはなつ、停電のあいまぬ
って作業する製米所は、夜更けまで農家の自家用米を、豊富な流れのダム放水の如く吐き
出し、三年の三学期ともなればそろそろ上級学校入学の準備で、さそわれて友人の家に机
ならべれば、両親そろった家族は、乏しいながら団欒の気配に満ち、ひきかえ守口の小屋
では、せめて母が現金収入を心がけての、夜なべ仕事、徹夜の勉強に白湯さえも出ぬ。（野
坂） 
 
でれでれ  
― 「内心、妻を主人と崇めているようでございます。いい年をしてでれでれしておりますの
で、私はじめ子供たちはみな、反撥しておるのでございます」（田辺） 
― 八四 したたれるほど湿つぽき姿 女にでれでれとあまい男の形容。（樋口） 
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でん  
― 季節によっては雪で白く覆われた常念山脈の前に、黒々とでんと座って展望の邪魔をして
いると酷評する向きもあるが、じっさいには「信濃富士」ないし「有明富士」とも呼ばれ、
安曇野の人たちに昔から愛されてきた。 
(http://www.shinmai.co.jp/kanko/yama/00012.html) 
― 店内にはきれいな赤い漆塗りのカウンターがありますが、カウンターの後ろに魚をさばい
たり、お酒をついでくれる板前さんがいるわけでもなく、ただ長いテーブルが中央にでん
と置かれているだけです。普通のテーブルや椅子は高級カフェテリアか事務所などによく
あるたぐいのもの。隅にある高級サウンドシステムはフラメンコ音楽を流していて、首を
かしげたくなります。どうしてフラメンコ音楽なんだろう? さらに言うなら、どうしてこ
の店でタパスなんだろう? 
(http://www.bento.com/revj/2063.html) 
― 大阪の和菓子店「廣井堂（ひろいどう）」の看板菓子は栗むし羊羹である。よその店とどこ
が違うかといえば、まず栗が大きい。羊羹の中心に、でんと鎮座している。ホクホクして
甘みがある。砂糖でつけた濃い甘さではない。栗そのものの持つ、自然なやさしい味わい
なのだ。 
(http://www.yomiuri.co.jp/gourmet/food/kanmi/20051027gr05.htm) 
― だれや、こんな罪なもん考え出すのは！今流行の食育にたてつくようなかまぼこです。Ｔ
（たてについてない、板についてんねん。）その通り。かまぼこはかまぼこらしく、板の上
にでんとかまえて坐っているべきです。まあ、お父さんのお弁当の彩りかお酒のつまみに
するなら、許しましょう。お父さん、なつかしいて、涙ながして喜ぶでしょう。 
(http://blogs.dion.ne.jp/teatimedayo/archives/2714967.html) 
― 短い間でしたが、毎日精力的にあちこち行きました。書いているとあれもこれも思い出さ
れます。大学の研究室のわきにある休憩室にいつもドーナツの箱がでんと置かれていて、
食べたら研究者の名前のところにチェックを入れるのですが、それがとてもおいしかった
ですね。アメリカはやっぱりドーナツだなぁと思いました。 
(http://www.otsu.icl.keio.ac.jp/bbs/guest/wforum.cgi?no=31&reno=29&oya=28&mode=
msgview&page=0) 
― 先生のご指導に接して、初めて納得できたことは、やはり最終的には自分自身が自立でき
る方向の行でなければならないということです。 本当の行というのは、やはり自立に向か
っていくことであり、自分の精神的な面と本当に向い合えることです。 何もない所で、で
んとやれと先生が表現なさったのですが、その通りだろうなと思いました。 
(http://tukimi.ne.jp/kaiwa_jiritsu.htm) 
― 面長の飛鳥大仏さまは、私たちに馴染みの深いふくよかな仏さまとは明らかに異なる雰囲
気を持って、でんと本堂に座っていらっしゃいます。大仏さまがいらっしゃる本堂の中は、
ちょっとした座敷のようで（すいません…）、大仏さまの目の前に座ると、私に話し掛けて
くださる条件が整います。 
(http://www2.edu.dhc.co.jp/from40/culture/buddha/) 
― カウンターに座り、さあ何にしようかなと思案していると、おお、今茹(ゆ)であがったば
かりの巨大なタラバ蟹が、太い脚を折りたたみ盛大に湯気をあげ、でんとカウンターに置
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かれた。鮮やかな紅白の殻に黒のトゲトゲが鋭く散らばり、その迫力に思わず立ち上がる。   
「見事ですねえ」 
(http://gendai.net/?m=view&g=syoku&c=060&no=15614) 
― 原子爆弾による被爆の話（３)町を歩く人は、ほとんど包帯姿の怪我人で、自分の包帯姿な
んて全く気になりませんでした。焼けて鉄骨だけになった電車が道の真中に、でんと座っ
ています。電線や電話線がぶらさがっています。紙屋町の交差点を左にまがり、産業奨励
館（原爆ド－ム）、Ｔ字形の相生橋、土橋、福島町を電車線路に沿って歩き、己斐に向かい
ました。見渡すかぎりの焼け野が原で、点々とコンクリ－トの外壁だけが残っています。 
(http://www.coara.or.jp/~ryoji/abomb/genbaku3.html) 
― 居酒屋にはこれまでだいぶ通いましたが、霽月はほかのどの居酒屋より最高に落ち着ける
店です。うまく仕切られた空間にテーブルが数脚ずつ配置されているため、店内は広いの
に、雰囲気はこぢんまりとくつろいだ感じになっています。インテリアは、ラフな化粧し
っくいの壁や、繊細な趣の竹製仕切り、でんとした木製テーブルなど、趣味のよさとカジ
ュアルな雰囲気がバランスよく、照明も抑えめになっています。 
(http://www.bento.com/revj/1883.html) 
― ある朝のことです。庄屋の家の門のまん前に、だれのいたずらかいやがらせか、四十貫（百
五十キロ）もある大きな墓石（墓地でお経をあげる時の台に使われていた石）が、でんと
おいてありました。近くの泉蔵寺の墓地から、夜の間にこっそり運ばれてきたようです。
とても重くて、ふつうの人の二人や三人ではびくともしません。しばらくの間は何事もな
く過ぎ、庄屋もやれやれ安心と思っていた矢先、また、例の石が門前にでんとおいてある
ではありませんか。仙太と伊太郎は、また庄屋によばれて行きました。大きな石のそばで、
庄屋はふきげんな顔をして二人に言いました。「また、こんないたずらをするやつがいる。
すまないがお前たち、もう一度、力をかしてくれ。」 
(http://www.city.chiryu.aichi.jp/mukashi/hiro16.html) 
― 左へ下り、しらみ地蔵の横の道を真っ直ぐ進んで勝尾寺線の車道に出ます。サルの群れが
います。サルは、車のクラクションを鳴らしても道路の真ん中にでんと座っています。自
然探究路４号線に入ります。１０時５分です。三叉路に着くと、１０時１５分です。 
(http://www.hcn.zaq.ne.jp/cabhk402/h334.html) 
― 外には夏の王様のさそり座がでんと威張っていてきらきらと星たちはいつものぼくの友達
虫たちも空き家だと言うことを知ってさっきまでいなかったのにぼくのまわりをうろつき
始めている。 
(http://www.h3.dion.ne.jp/~hick/Poem/nonosan/dento.htm) 
― 卿はここ数か月、歴史学のことよりもボートレースの方が気になっていたから、その日は
朝はやくからゴール前の桟敷にでんと腰をすえ、魔法びんにつめたスコッチウイスキーを、
すこっちずつやりながら、ボートが見えてくるのを待っていた。（井上） 
― そして大力氏は、便器のうえに、でんとすわったのだが、どういうわけか、しりもちをつ
いて、ひっくりかえってしまった。大力氏はなぜひっくりかえってしまったか。そのわけ
はまったくかんたんである。大力氏が便器に腰を下ろそうとしたとたん、便器は煙のごと
く消え失せていたのだった。（井上） 
― あくる日の夜、不精ひげを生やし、徹夜で充血した目をして、東作くんが警察長官官邸に
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やってきた。東作くんは、分厚い原稿の束をでんと長官のデスクの上においた。（井上） 
― なかでも珍妙なのは、正面玄関の上の時計台に指を屈せねばならなかった。それは他のす
べての塔、すべての円柱、いや建物全体とかけ離れていた。ほとんど中国風、というより
絵本で見る竜宮城かなにかを思いおこさせた。それでもそれは、とにかく中央にでんとも
ったいぶって位していたのである。（北） 
 
と 
 
どうどう 
― ごうごう。ぎしぎし。どうどう。すさまじい突風で目が覚めました。家全体がきしんでい
ます。薄目を開けると明け方の気配。窓の外はぼんやりと濃灰色。５時頃だったと思いま
す。 
(http://www.clanefly.com/maomao14/log/200408/0831.html) 
― 田圃が湖にならぬが不思議で、どうどうと瀬になって、前途に一叢の藪が見える、それを
境にして凡そ二町ばかりの間まるで川じゃ。礫はばらばら、飛石のようにひょいひょいと
大跨で伝えそうにずっと見ごたえのあるのが、それでも人の手で並べたに違いはない。（泉） 
 
とおん  
― [とおんとおんかちゃかちゃ]枕に耳を押しあて布団に全ての重みを預けて、浅い眠りの中
にいる私、とおん、とおん聞こえてくるのは 私の心臓かちゃ、かちゃ聞こえてくるのは 
時計の音。 
(http://ip.tosp.co.jp/Kj/Tospi200.asp?I=khito&P=0&Kubun=K4) 
 
どおん  
― 水漬けになっているラムネを二本註文する。みぞれをかいてもらって、それへラムネをか
けて飲む。舌の上がぴりぴりとしてその醍醐味は蒼涼。蝉取りの少年が沢山遊んでいる。
どおんと眠ったような公園の景色なり。（林） 
 
どきどき  
― 友人に青山二郎というのがいて、これは子供の時から焼き物が好きな御蔭で、中学も卒業
出来なかったという男で、それが私に焼き物を教えた。或る時、鎌倉で、呉須赤絵の見事
な大皿を見付けて買った。私の初めての買物で、呉須赤絵がどうこういう知識もあろう筈
はなく、ただ胸をドキドキさせて持ち還り、東京で青山に話すと、図柄や値段を聞いただ
けで、馬鹿と言った。見る必要もないと言う。 (小林) 
― 左の頬は一面に黒みを帯びた紫色になって、焼けた皮膚が撚れ縮まって附着しながら段々
の層状をなしている。左の小鼻のわきが化膿して、かちかちに固まった膿の下から新しい
膿汁が出ているようだ。これが自分の顔かと左半面だけ鏡で見ていると、胸がどきどきし
て来て、ますます見たことのない人相のように見えて来る。（井伏） 
― 彼女は庭を抜けて窓の下まで来た。私は窓を開けた。どきどきしていた。 
― 宮は、衛門督の手紙をちらとご覧になっただけで、もう、たいへんな悪事を重ねたように、
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胸がどきどきなさる。そこへ源氏が入ってきたので、ちゃんと隠すこともおできになれず、
咄嗟に、御茵の下に挿んでおかれた。（田辺） 
― そして沈黙が訪れた。川音だけがごうごう響く中で、うららと並んで向こう岸を見つめい
た。胸がどきどきして、足がふるえるように思えた。（吉本ばなな『キッチン』、p. 186） 
― どきどきしながら電車から飛び上り、走りに走って息を切らして店の前まで来た。（『帰り
たかった家』、p.122） 
― 左の頬は一面に黒みを帯びた紫色になって、焼けた皮膚が撚れ縮まって附着しながら段々
の層状をなしている。左の小鼻のわきが化膿して、かちかちに固まった膿の下から新しい
膿汁が出ているようだ。これが自分の顔かと左半面だけ鏡で見ていると、胸がどきどきし
て来て、ますます見たことのない人相のように見えて来る。（井伏） 
― ペムペルとネリとは息をこらして、じっとそれを見た。「僕たちも入ってこうか。」ペムペ
ルが胸をどきどきさせながら云った。（宮沢賢治『銀河鉄道の夜』、p. 71） 
― 風邪薬のせいか、久しぶりに安らかに、夢も見ずに深く眠った。それは、幼い頃のクリス
マスイヴのようにどきどきした神聖な眠りだった。（吉本ばなな『キッチン』、p. 185） 
― 僕はそんなわけのわからない新聞の紙面をじっと睨みながら、いったい自分はこれから先
どうなっていくんだろう、僕をとりかこむ物事はどう変わっていくんだろうと考えつづけ
た。時折、僕のまわりで世界がどきどきと脈を打っているように感じられた。（村上春樹『ノ
ルウエイの森（下）』、p. 215） 
― ああ、欲しいものは山ほどあった。そして懐中はあまりに乏しかった。あのきっと千万万
円もする珊瑚が自分のものであったなら。あの珊瑚のひとかけらを壁からほじくりだして、
いま目の前にぴよぴよ鳴いているこの雛と交換することができたなら！ 桃子は胸が一杯
になり、どきどきして、目がまわりそうになった。下田の婆やにとめられたのをふりきっ
て、思いきって紙の着せかえ人形を買いこむと、それでもうお金はなくなってしまった。
（北） 
― おたがいに、何となくはずかしく、胸がどきどきして、いうことはいっぱいありながら話
ができない。涙をこぼすばかりである。（田辺） 
― 昔はあんなに草深かったのに、すっかり見ちがえる位、綺麗な芝生になってしまいました
ね。それに白い柵などをおつくりになったりして。……何んだかあなたの別荘のお庭へは
いっても、まるで他の別荘の庭へはいっているような気がします。人に見つけられはしな
いかと、心臓がどきどきして来てなりません。（堀） 
― 「まあ、驚きました」と宮地さんの奥さんが云った。私も驚いた。幾ら機転が利くとは云
え、私たちの通りぬけた家に人がいたらどんなことになるだろう。どの家でも類焼を予想
して逃げ出していたのだろう。私は土間に入るときよりも、裏口から出るときの方が胸が
どきどきした。（井伏） 
 
とくとく  
― 「中務、とくとく取り次ぐべし。明朝の御出陣、半刻なりとも遅れれば貴殿の首はそのま
まにしておかぬぞ」（司馬） 
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どくどく  
― ――みな覚悟をきめています。そして、シーンとして、背を曲げて、じっと目を見ひらいて
闇の中をみつめていました。自分の胸の動悸がどくどく音をたてて、のどのあたりまで高
く鳴っているのがきこえました。（竹山） 
― 蠍は頭に深い傷を受け、大鳥は胸を毒の鉤でさされて、両方ともウンとうなったまま重な
り合って気絶してしまいました。蠍の血がどくどく空に流れて、いやな赤い雲になりまし
た。チュンセ童子が急いで沓をはいて、申しました。（宮沢賢治『銀河鉄道の夜』、p. 12） 
 
どしどし  
― それなのに学生の本分のなんのと洒落くさいことを言っていられるか。どうしてこういう
ときに安閑として授業などやっておられるか。どしどし授業を休み、新橋の停車場へ行っ
て出征の兵士に万歳を唱えろ。そういうことを火炎のような弁舌で吐きつけたのであった。
徹吉は感動してその言葉を聞いた。「毛唐！」と胸の中で歯ぎしりしたとき徹吉が覚えたの
は、実に二十年前の、そのような昂奮、無思慮ながらひたむきな気のたかぶりであった……。
（北） 
― 用事ができたら、うちの人ドシドシ使ってくださいね…..（石坂洋次郎『若い人』、p.109） 
― 病にかかったよう、てんでに何かうわごとを、南の風に云ったのですが風はてんから相手
にせずどしどし向うへかけぬけます。（宮沢賢治『銀河鉄道の夜』、p. 75） 
― 早くも門があいていて、グララアガア、グララアガア、象がどしどしなだれ込む。（宮沢『銀
河鉄道の夜』、p. 123） 
― さてソンバーユー将軍は、いまやリンパー先生の、大玄関を乗り切って、どしどし廊下へ
入って行く。（宮沢賢治『銀河鉄道の夜』、p. 145） 
 
どすんどすん  
― 母の靴のヒールの音が、のろのろと遠ざかって行った。かんかんと、と言いたいところだ
が、歩き方が下手くそなので、何となく、どすんどすん、という響きになって聞える。人
間の能力には、基本的なものが幾つかあって、その最も大切なものの一つは、つっ転ばな
いで歩く、ということなのだと太郎は思っているのだが、母にはそれができない。（曽野） 
 
どっかり  
― 「さあ、こっちへ来い。」とのさまがえるはあまがえるを又次の室に追い込みました。それ
から又どっかりと椅子へかけようとしましたが何か考えつたらしく、いきなりキーキーい
びきをかいているあまがえるの方へ進んで行って、かたっぱしからみんあの財布を引っぱ
り出して中を改めました。（宮沢賢治『銀河鉄道の夜』、p. 46） 
― それから棚から鉄の棒をおろして来て椅子へどっかり座って一ばんはじのあまがえるの緑
色のあたまをこつんとたたきました。「おい。起きな。勘定を払うんだよ。さあ。」「キーイ、
キーイ、クヮア、あ、痛い、誰だい。ひとの頭を撲るやつは。」（宮沢賢治『銀河鉄道の夜』、
p. 44） 
 
 
 190  
とっくんとっくん  
― 先の細かく削ってある栓をそっと抜栓はきしんできゅうーという。つうーと静かに細く酒
は流れ出し、すっかり栓を抜くと脈を打つようにとっくんとっくんと升には入る。（『帰り
たかった家』、p.107） 
 
とっぷり  
― 夕焼けもなく日はとっぷりと暮れて、雪は紫に、灯は光なくただ赤くばかり見える初夜に
なる。君達は今朝の通りに幾かたまりかの黒い影になって、疲れきった五体を銘々の家路
に運んで行く。（有島） 
― 四谷の駅ではとっぷり暗くなったので、やぶれかぶれで、四谷から夜店を見ながら新宿ま
で歩く。（林） 
― 少年はニコッとして私を見上げた。二人で半時間も坐っていただろうか。辺りは既にとっ
ぷり暮れていた。少年は、これから家族と夕食に行くから、と言って立ち上がると足早に
立ち去った。（藤原） 
 
どっぷり  
― しかし於継は応えなかった。彼女は息子の口のまわりがどっぷりと黒豆の煮汁で染まって
いるのを、怪物の喚きを見るように肌に粟を覚えながら眺めていた。（有吉） 
 
どばばば  
― ｢ア～～、サンマですかぁ～、オイシソウですね～～」って、タイテイの場合は、許してく
ださるはずでは、いざ！ 焼き始めましょう。うちわを用意してください。それから、び
たびたに濡らしたボロふきんも。焼き網の表面が勢いよくヂュ！と言うまで、乗せちゃダ
メ。うちわのあおぎ方に、２通りあります。サンマに火を行き渡らせるには、ちょっと離
れた所から、サンマに沿って、ゆらゆら～っと。これで、コンロの熱気が、焼け方の少な
い場所に流れてくれます。サンマの脂に火がついたら、間近から、サンマに垂直に、ドバ
バババ～～！！っと。これで、火が消えます(笑)十分、火力が出て焼き網も温まったら、
びたびたボロふきんを取り出し、手早くじゅじゅっと焼き網を拭きます。そこに、サンマ
を並べて。うちわで、ハイ！ ゆらゆら～～ゆらゆら～～ ケムリが出てきましたね、お！
火が！ ドバババ～～！！バタバタバタバタ～～～～！！！！ホラホラ、涙なんかふかな
い、ケムイのはあたりまえですから(笑)サンマの目が白くなりはじめた所で、箸でつんつ
んポン！って、ひっくり返します。じゅわわ～～って煙幕が出ますから、覚悟しましょう！
(笑)後はひたすら、バタバタバタ～～！！！ ドバババババババ～～～！！！ 
(http://urasugata.web.infoseek.co.jp/ryouri3.html) 
 
とぼとぼ  
― 廊下をトボトボと歩く日吉の前に黒髪を肩で切りそろえた活発そうな少女がひょいっと現
れた。 
(http://www.h3.dion.ne.jp/~fuyumi.m/itadaki12.htm) 
― 手術服を着た人が忙しそうに通路を歩き、怪我人がとぼとぼ歩いているのが見えた。石段
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のところに立って、何やらわけのわからないことを叫んでいる女がいた。気が狂っている
らしい。（井伏） 
― 午後の分は僅であったから一時間半許りでもぎ終えた。何やかやそれぞれまとめて番ニョ
に乗せ、二人で差しあいにかつぐ。民子を先に僕が後に、とぼとぼ畑を出掛けた時は、日
は早く松の梢をかぎりかけた。（伊藤） 
― と手を引張ると、猶予いながら、とぼとぼと畳に空足を踏んで、板の間へ出た。（泉） 
― 織次はふと幻に見た、夜店の頃の銀河の上の婦を思って、先刻とぼとぼと地獄へ追遣られ
た大勢の姉様は、まさに救われてその通り天にのぼる、と心が勇む。（泉）. 
― 道場内につめかけていた四十人ほどの門人たちが、おもいがけない一幕にざわめいた。失
笑のざわめきである。とぼとぼと、たよりなげに道場へ入って来た小兵衛を見てのことだ。
（池波） 
― 路に彳んでいる堯の耳に階下の柱時計の音がボンボン……と伝わって来た。変なものを聞
いた、と思いながら彼の足はとぼとぼと坂を下って行った。（梶井） 
― そこで、彼は心細そうに、荒涼とした周囲の原野を眺めながら、うろ覚えの観音経を口の
中に念じ念じ、例の赤鼻を鞍の前輪にすりつけるようにして、覚束ない馬の歩みを、不相
変とぼとぼと進めて行った。（芥川） 
― 二人の間は凡その所、半町ばかりもございましたろうか。平太夫は気も心も緩みはてたか
と思うばかり、跣足を力なくひきずりながら、まだ雲切れのしない空に柿若葉の匂のする、
築土つづきの都大路を、とぼとぼと歩いて参ります。途々通りちがう菜売りの女などが、
稀有な文使いだとでも思いますのか、迂散らしくふり返って、見送るものもございました
が、あの老爺はとんとそれにも目をくれる気色はございません。（芥川） 
― 危くつき当りそうになった摩利信乃法師は、咄嗟に身を躱しましたが、何故かそこに足を
止めて、じっと平太夫の姿を見守りました。が、あの老爺はとんとそれに頓着する容子も
なく、唯、二三歩路を譲っただけで、相不変とぼとぼと寂しい歩みを運んで参ります。（芥
川） 
 
とろとろ  
― 料理研究家の河合真理さんは、毎年夏の終わりには粘りのあるとろとろの特製スープを作
るのが習慣だ。 
(http://www.yomiuri.co.jp/komachi/tsubo/ts482001.htm) 
― 「ねえ、帰れないわ。女中さんが火を入れに来て、みっともない、驚いて飛び起きたら、
もう障子に日があたってるんですもの。昨夜酔ってたから、とろとろと眠っちゃったらし
いわ。」（川端） 
― 男の癖に、父の正二郎はホット・ケーキが好きであった。アメリカ風に、ごく薄くやいた
パン・ケーキ二重ねに、とろりとろとろとメープル・シロップをパン・ケーキが泳ぐくら
いかけて、必ず大コップ一ぱいの牛乳をそえる。（曽野） 
― 「とろとろ入浴剤」はその名の通り、お風呂のお湯が「とろ～りとろとろ」のあんかけ状
に変化する、ごちそううるおい体感バス。とろみ成分に加え、こだわりの天然保湿成分を
各種配合。とろとろのお湯で全身をマッサージすれば、湯上がりのお肌はスベスベ＆つる
つる！ 
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(http://www.beauty-net.co.jp/5_torotoro/) 
― とろとろの温泉卵をからめながら食べよう。（『ササッとパスタ、パパッとめん』、p. 58） 
― あけがた近く、いつかとろとろと眠ったようで、ふと目をさまして見ると、染香がそばに
いない。朝の光が障子に明るくさしこんでいて、あたりはしんとしている。染香はどこに
行ってしまったのだろう。（石川） 
― 徹吉はほとんど家族のことを諦めかけた。夜はよく眠れず、暁がたになってとろとろとす
ると、以前にもましてしきりに夢を見る。龍子のような姿恰好をした女と峻一らしい様子
をした子供とが、いずれも向うをむいて畳の上に坐っている。（北） 
― そうした徹吉の気持を乗せて、長かった印度洋も終りを告げるマラッカ海峡を船はすべる
ように走っていた。海の色はいくぶん緑色を帯び、近くの海面はとろとろとした鉛のよう
でもある。うねりはまったくなく、ただ実にこまかい皺が一面に寄っている。（北） 
― 夜間行軍はやがて何名かの事故――行方不明者を出したのち取りやめになった。闇のなかで
小休止するたびに、彼らは思わずとろとろと居眠りをする。（北） 
― 徹吉はほとんど家族のことを諦めかけた。夜はよく眠れず、暁がたになってとろとろとす
ると、以前にもましてしきりに夢を見る。龍子のような姿恰好をした女と峻一らしい様子
をした子供とが、いずれも向うをむいて畳の上に坐っている。（北） 
― 宵のころおい、源氏はとろとろとまどろんだ。と、その枕元に美女が夢ともうつつともな
く立った。（田辺） 
― 終日、煎り揉みするような烈しい嵐に、源氏は気強く堪えていたとはいえ、さすがに疲れ
果てて、いつとなく、とろとろと睡りに引き入れられた。仮の居間なので、源氏は物に倚
りかかったままで寝入っていたのだが、ふと、亡き父院がご生前そのままのお姿で、目の
前にお立ちになった。（田辺） 
 
どろどろ  
― ある日、定規を使おうと筆箱から取り出してみると、以前にマジックで線を引いた際の汚
れが残っていた。もはや、アセトンのお馴染になってしまっている学生は当然のように定
規も拭き取った。マジックインキの汚れは確かに取れた。しかし、定規自体も溶けてどろ
どろのにちゃにちゃになってしまい捨てざるを得なくなった。 プラスチックの場合、極性
が極端に高いアルコ－ルか極端に低いヘキサンでなければいけないことを知らなかったた
めの悲劇であった。 
(http://www.osaka-kyoiku.ac.jp/~rika/kagaku/manual/m72.html) 
― ゴム長靴の汚れには、ホウ酸+粉石けん+クレンザーを活用。各同分量を合わせ、少量の水
を加えてドロドロしたら、歯ブラシで汚れた部分を磨き、水洗いして陰干しを。（『家事ワ
ザー基本と裏ワザ』、p. 22） 
― そうだ、忘れないうちに、別の容器にうつして、ビニールでくるんでおこう。湿気にあう
と、あいつはすぐにどろどろに融けてしまう……（安部）. 
― 海水は汚れてどろどろ、葬式の匂いがする。（林） 
― そこに土を掘って火を仕掛け、大きな鉄鍋がかけてあった。中には黄色いどろどろの液体
が泡を吹いていた。傍の土に黄色い山の芋がころがっているところを見ると、それを煮つ
めているらしい。（大岡） 
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― 「あちこちの板前やコックと知合となり友達づきあいをしたり、ホテルの支配人に頼んで
その料理場を見学し、大きな銅の容器に――コック達は赤鍋と呼んでいた――鳥の骨を見せ
てどろどろと煮つまっているデミグラスを覗いてみたり、特にコック長に言って大鍋に大
量に作られているコンソメの味見をさせて貰ったりした。（北） 
― 「云えば気が晴れるかと思うて、云わせるだけ云わせて聞き役してましたけども、女二人
の争いはこの家だけのことやない。どこの家でもどろどろと巻き起り巻き返ししてますの
やないの。嫁に行くことが、あんな泥沼にぬめりこむことなのやったら、なんで婚礼に女
は着飾って晴れをしますのやろ。」（有吉） 
― 「山火事は危険です。小さく見える火でも、ことに昼間は幅の広い大火です。火が、どろ
どろ下に崩れ落ちます。焼石や岩が転がり落ちます」（井伏） 
― 耳朶を覆ったガーゼを取って脱脂綿を取除くと、耳穴から脂のような分泌物がどろどろと
流れ出て、かさぶたを被っている耳朶から耳穴の入口まで、いっぱい蛆が湧いている。小
さな一ミリほどの蛆が二百匹ぐらい。（井伏） 
― 鮎太にとっては女の躰というものは初めての経験だった。長い間彼の思念にまといついて
いたような、粘着性の黒いどろどろしたものではなかった。鮎太はどうして自分がこのよ
うな事になったか知らなかった。（井上靖） 
― オーマンディの指揮するフィラデルフィア管弦楽団の〈トゥオネラの白鳥〉や、〈フィンラ
ンディア〉は、私には、いささか明快すぎるような気がする。スオミの国土と人々の持つ、
あの重いどろどろしたコンプレックスが、爽やかな音の流れの中からどこか脱け落ちてい
るような気がするのだ。（五木） 
― そこに土を掘って火を仕掛け、大きな鉄鍋がかけてあった。中には黄色いどろどろの液体
が泡を吹いていた。傍の土に黄色い山の芋がころがっているところを見ると、それを煮つ
めているらしい。（大岡） 
― 黒人兵が僕の左の腕首を握り、それを自分の頭をふせぐためにかかげた。地下倉じゅうの
人間が吠えたて、僕は自分の左掌と、黒人兵の頭蓋の打ち砕かれる音を聞いた。僕の顎の
下の黒人兵の油ぎって光る皮膚の上でどろどろした血が玉になり、はじける。僕らに向っ
て大人たちが殺到し、僕は黒人兵の腕の弛緩と自分の躰を焼きつく痛みとを感じた。（大江） 
 
とん  
― 「それから中に入って番台のおばさんにお金渡して、棚にある空いたかごを下ろしてひっ
くり返して、とんとやってから着物を脱いで、順に入れて一番上に上衣をかぶせて廻りか
らはみださないように囲っておくの」（『帰りたかった家』、p.114） 
― お千が脛白く、はっと立って、障子をしめようとする目の前へ、トンと下りると、つかつ
かと縁側へ。（泉） 
― 途々通りちがう菜売りの女などが、稀有な文使いだとでも思いますのか、迂散らしくふり
返って、見送るものもございましたが、あの老爺はとんとそれにも目をくれる気色はござ
いません。（芥川） 
 
どん  
― でも夢ならばいたうか覚めましょう。雷鳴がいなびかりの直後にどんと響きわたり、わた
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しは体を硬直させた。センセイがわたしの背中を撫でる。（川上弘美『先生の鞄』、p. 175） 
― 横須賀鎮守府司令長官の米内光政は、昼あんどんという綽名の人であった。のちに海軍大
臣になってからは、金魚大臣という綽名もあった。見かけだけで、使いものにならぬとい
う意味である。（阿川） 
― 「きみ、これは絶対秘密だが、歩兵の靴一足に要する釘の数は何本だか知っているか。」「大
きくいうとあれは国家的損失だったねえ。かりにカルウソオをエチオピヤでうしなったと
考えてみたまえ。」「カタパルトで打ち出されるときには、うしろの壁にぴったり背中を附
けてるんだが、どんと来たとたんに脳味噌も臓腑も壁に貼りついて、からだの外側だけが
前へ飛び出すような気がするんだ。いや、ぼくが乗ってみたわけじゃない。（石川） 
― （可いともの）といいかけて、親仁は少年の傍へにじり寄って、鉄梃をみたような拳で、
背中をどんとくらわした、白痴の腹はだぶりとして、べそをかくような口つきで、にやり
と笑う。（泉） 
― 少年は頬をこわばらせ力のすべてをつかって顔をあおむけていた。そして黙っていた。通
訳が快活な身のこなしでとびおりて来た。かれは少年の肩をどんと叩きつけた。（大江） 
― 生きているのかしらと島村が立ち上って、金網の内側から指で弾いても、蛾は動かなかっ
た。拳でどんと叩くと、木の葉のようにぱらりと落ちて、落ちる途中から軽やかに舞い上
った。（川端） 
 
とんとん  
― とはらりと立って、脛白き、敷居際の立姿。やがてトントンと階下へ下りたが、泣き留ま
ぬ譲を横抱きに、しばらくして品のいい、母親の優しい形で座に返った。燈火の陰に胸の
色、雪の如く清らかに、譲はちゅうちゅうと乳を吸って、片手で縋って泣いじゃくる。（泉） 
― 子どもたちが大好きな動物さんたちが、楽器になってあなたのお家にやってきたからもう
タイヘン！りんりん、とんとん、げろげろ、ととってもにぎやかなんです。コンパクトな
手のひらサイズなので赤ちゃんだって楽しめます。もちろん素材はしっかり安全に配慮
OK。かえるくんはげろげろかえるくんのお腹のミゾを附属のピックでなぞると、げろげろ、
ぐわっぐわっと気持ちのよい音がでるのですよ。 
(http://www.geoworks.jp/music/ed3msc.htm) 
― 笑顔で、信じきった表情で待っているセンセイを見たなら、もう言う訳などできはしない。
仕方なくわたしはごわごわするビニールの敷物を乱暴にバッグに押し込んで、そのへんに
ちらしてあった服を手当たりしだいに身につけて、サトルさんたちとキノコ狩に行って以
来いまだに洗っていない運動靴をつっかけて、階段をとんとんと降りていった。（川上弘美
『先生の鞄』、p. 119） 
― あたかも駅の切符売場の窓口とでもいうかたちである。そのまえに立って、指でとんとん
と硝子をたたくと、内から応えもなく窓がすっとあいたのに、（石川淳） 
― 彼女はフランネルの単衣を着て、素足にスリッパを突ッかけて、とんとん床を蹈みながら
習って来た唄を歌ったり、私を相手に眼隠しだの鬼ごッこをして遊んだり、……（曽野） 
― 太郎が何も言わないのに、久男は、大蒜の一かけをとって、小さくたたき、それを汁用の
鍋に入れてしまった。二人は、申し合わせたように、とんとんと働くので、食事の用意は、
たちまちできていった。（曽野） 
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― 「何百分の一ほどの確率でしょうから。まずだめですね」言葉どおり、絵はばらばらなと
ころで泊まった。センセイはそれから十分ほど小きざみに玉を増やしながらうちつづけて
いたが、出る玉となくなる玉がとんとんになったのを見定めて、立ち上がった。（川上弘美
『先生の鞄』、p. 157） 
― そんなときは、化粧水をコットンに含ませて、汚れた部分をトントンとたたいてみてくだ
さい。（『家事ワザー基本と裏ワザ』、p. 122） 
― あたかも駅の切符売場の窓口とでもいうかたちである。そのまえに立って、指でとんとん
と硝子をたたくと、内から応えもなく窓がすっとあいたのに、……..（石川） 
 
どんどん  
― 水 はホースをどんどん離れて遠くゆるやかな放物線を描いて、そして地面に落ちてびたび
たと音を立てた。乾いた砂はどんどん水を吸う。びたびたびたびた、と水が地面にあたる
音を聞きながら、高橋君から私へと問が向けられたことについて、私はひどく緊張してい
た。 
(http://jugo-sai.raindrop.jp/txt/youlaughin.html) 
― どこにいてもなんだか寝苦しいので、部屋からどんどん楽なほうへと流れていったら、冷
蔵庫のわきがいちばんよく眠れることに、ある夜明け気づいた。（吉本ばなな『キッチン』、
p. 10） 
― 度々繰り返すようですが、彼の天性は他の思わくを憚かる程弱く出来上ってはいなかった
のです。こうと信じたら一人でどんどん進んで行くだけの度胸もあり勇気もある男なので
す。（夏目） 
― 瞳の奥にひそむとがったものが風にさらされて、どんどん冷えてゆく気がした。（吉本ばな
な『キッチン』、p. 68） 
― 私はあいさつを交わしながら、どんどん澄んでゆくような気がします。流れる川を見つめ
ながら、生きねばなりません。（吉本ばなな『キッチン』、p. 193） 
― 勝手なことを言いあいながら、店をひやかした。露店はどんどん密になってくる。軒をぎ
っしりとつらね、呼び込みの口上を競いあっている。（川上弘美『先生の鞄』、p. 29） 
― 芭蕉ですよ。教えたでしょう、昔」と言う。そんな句を教わった覚えはなかった。センセ
イは、どんどん歩いて行ってしまう。「センセイ、早足すぎます」わたしは、センセイの背
中に向かって言った。（川上弘美『先生の鞄』、p. 49） 
― 雄一がハガキにそう打ってくれたのを、どんどんコピーして（安の定、この家にはコピー
機もひそんでいた）あて名書きをした。（吉本ばなな『キッチン』、p. 41） 
― そんな細い手足で、長い髪で、女の姿をして田辺くんの前をうろうろするから、田辺くん
はどんどんずるくなってしまう。（吉本ばなな『キッチン』、p. 99） 
― あの子を産んだ、当時の、男だったあたしの妻のことね、彼女はガンだったの。どんどん
悪くなっていく頃ね。（吉本ばなな『キッチン』、p. 109） 
― 遊びに行こう。会うごとに、どんどんやつれていくのに人前では呼び出しなさいよ。 
― 「だからビールどんどん飲んでね、遠慮なく」。（『ノルウエイの森（上）』、p. 125） 
― 冷蔵庫にある野菜をどんどん入れて野菜いっぱいラーメン。（『ササッとパスタ、パパッと
めん』、p. 55） 
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― どんどんどんどん汽車は走って行きました。（宮沢賢治『銀河鉄道の夜』、p. 207） 
 
に 
 
にこにこ  
― 「Ｋちゃんも長渕のライブ見に行ったの？？彼氏と一緒に？」ニコニコ顔のＭちゃん。い
やー長渕のコンサートには行ってない…とごにょごにょ口ごもる私。 
(http://cfmoon.jugem.cc/?eid=113) 
 
にたにた  
― 皆そそくさと体を隠し出て行ったんだけどおじさんはにたにた笑いながらかたずけをする
わけでもなくその様子をみていた。きも～！ 
(http://jbbs.livedoor.jp/bbs/read.cgi/travel/236/1014596469/27) 
― にたにたとむかつく笑みを浮かべながら双子は左右に行ったり来たりした後、腕を組んで
ぐるぐる回った。 
(http://ssk1107.fc2web.com/ominaesi.html) 
― しかし、その顔はどことなく青白くて、元気がないように見えた。「噂をすれば、なんとか
だな」和樹が、にたにたしながら言った。 
(http://www.challenge.jeed.or.jp/Story/Chapter1/9.2.html) 
― 走れ飛ばせの夕べに引かへて、明けの別れに夢をのせ行く車の淋しさよ、帽子まぶかに人
目を厭ふ方様もあり、手拭とつて頬かふり、彼女が別れに名残の一撃、いたさ身にしみて
思ひ出すほど嬉しく、うす気味わるやにたにたの笑ひ顔、坂本へ出ては用心し給へ千住が
へりの青物車にお足元あぶなし、三嶋様の角までは気違ひ街道、御顔のしまり何れも緩る
みて、はばかりながら御鼻の下ながながと見えさせ給へば、そんじよ其処らにそれ大した
御男子様とて、分厘の価値も無しと、辻に立ちて御慮外を申もありけり。（樋口） 
― いったいどんな顔をしてるかもみてやりたいね。そのきれいな顔がアカエイみたいに気味
のわるい形相にかわってにたにた笑ってるんじゃないか。ねえ、未紀、おねがいだからそ
んな話しかたはしないでくれ、まっぴるまに汗をたらたら流して公衆電話でそんな話をき
いているとぼくのほうが発狂しそうになる。（北） 
 
にちゃにちゃ  
― 全然空調が効かず、とてつもなく暑かったレインボーホール。SH 隊長のところだけは空
調の風が直撃して寒かったらしいのだが、他のメンバーは全員汗みどろ。特に小島の位置
はクソ暑かったそうで、ピアノの鍵盤が汗でにちゃにちゃになってたらしい。というわけ
で、ライブ後の小島のパンツ用乾燥機と化したかわいそうな扇風機・・・イヤな楽屋風景
だな。 
(http://diary.jp.aol.com/7hgfzcfqsqt6/189.html) 
― 握手してさえ済まないように思われたのに、その柔かな羅衣を隔てて彼女の胸に抱きかか
えられてしまっては、私は全くしてはならないことをしたようで、自分の息が臭くはなか
ろうか、このにちゃにちゃした脂ッ手が不快を与えはしなかろうかと、そんな事ばかり気
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にかかって、たまたま彼女の髪の毛一と筋が落ちて来ても、ヒヤリとしないではいられま
せんでした。（谷崎） 
― 奥歯に、甘い味がしみた。にちゃにちゃと噛みながら、目の前の若者のことを考えている。
なるほど想像したとおり、この松永クニマツという若者は、事実上の京の警視総監である
らしい。（司馬） 
― にちゃにちゃと、歯に絡みつく食感。麺全体にまとわれた、変に粉っぽい味のするぬめり(多
分、ゆでた後水にさらすのを忘れた)。 
(http://chiiat.hp.infoseek.co.jp/i/baka3.html) 
― それに忘れてならないのはご当地大根です。大阪なら「田辺大根」、京都なら「聖護院大根」
でしょうか。なにわの伝統野菜のひとつである「田辺大根」は、この数年にちらほらと見
かけるようになり、大阪では復権しつつあります。田辺大根をおろしていると、手がにち
ゃにちゃと（大阪弁で水飴を触る感触）するくらい糖度が高く、「関東煮」には打ってつけ
の大根です。 
(http://weekend.nikkei.co.jp/kiko/20041124st7bo000_24.html) 
― タネリはとうとう、叩いた蔓を一束もって、口でもにちゃにちゃ噛みながら、そっちの方
へ飛びだしました。「森へは、はいって行くんでないぞ。ながねの下で、白樺の皮、剥いで
来よ。」うちのなかから、ホロタイタネリのお母さんが云いました。タネリの小屋が、兎ぐ
らいに見えるころ、タネリはやっと走るのをやめて、ふざけたように、口を大きくあきな
がら、頭をがたがたふりました。それから思い出したように、あの藤蔓を、また五六ぺん
にちゃにちゃ噛みました。その足もとに、去年の枯れた萱の穂が、三本倒れて、白くひか
って居りました。タネリは、もがもがつぶやきました。タネリは、わからなくなってしま
いました。そこで仕方なく、首をまげたまま、また藤蔓を一つまみとって、にちゃにちゃ
噛みはじめながら、かれ草をあるいて行きました。向うにはさっきの、四本の柏が立って
いてつめたい風が吹きます、去年の赤い枯れた葉は、一度にざらざら鳴りました。タネリ
はおもわず、やっと柔らかになりかけた藤蔓を、そこらへふっと吐いてしまって、その西
風のゴスケといっしょに、大きな声で云いました。そのうち、シャオの淫裂から太助の唾
液とは明らかに違った透明な粘液がしみ出てくるのが分かった。   太助は右手の人指し指
と中指を使ってその粘液をすくいとり、シャオの顔の前に突きだすとにちゃにちゃと指を
擦りあわせて糸を引かせると言った。   「シャオ、シャオも感じてくれてるんだね。こん
なに濡れてきたよ・・・」タネリはたしかにいちにち噛んでいたようだった（宮沢賢治） 
(http://www.aozora.gr.jp/cards/000081/files/4600_11971.html) 
― 太助は膣肉の浅瀬で出し入れしていた中指を抜き取ると、もう一度、シャオの目の前にも
っていって、にちゃにちゃと指を擦りあわせるようにして糸を引いているところを見せつ
けるようにした。 
(http://www5.big.or.jp/~myaa/xtaishou/sutorato_getten.html) 
― 恐る恐る覗いて見ると、耳の中が真っ黒～！ペーパータオルに水を含ませ、せっせとその
にちゃにちゃをとったのですが、バナナの香りは残ったまま。動物病院でみてもらった所、
そのにちゃにちゃの正体は、カビなんですって。 
(http://gogozenko.seesaa.net/archives/200410.html) 
― ランス風の生菓子で生クリームを使わないものも、形に関係なくガトーと呼ぶこともある
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かもしれません。ガトーというと全体に、甘くてべとべとのにちゃにちゃで、フルーツケ
ーキなどと違って日持ちがしないという印象があります。また、バースデーケーキなどマ
ジパンと砂糖衣で外側を固めたものもガトーとはあまり呼びません。（「ガトーが指すもの」
とは、イギリスにおいてという意味です）ガトーについては浅羽さんにフォローいただい
た通りで、ガトーというと全体に、甘くてべとべとのにちゃにちゃで、フルーツケーキな
どと違って日持ちがしないがまさに的確な定義。まあ「ガトー」も「ケーキ」もイギリス
ではやたらと甘いのが普通ですが、柔らかくて日持ちがしないという点は日本の「ケーキ」
の定義とほぼ重なるのではないでしょうか。 
(http://nakamura.whitesnow.jp/melmaga/creamcake.html) 
― 旅行会社のカウンターに私が座ると、美羽も一緒になっていっちょ前にカウンターの前の
椅子にちょこんと座った。美羽の右横に、飴の入ったカゴが！ これはやばいな、と思っ
ていたところ、案の定ひとつぶ掴んで「パン！（あけて）」。仕方ないので１つもらって、
噛み割って手に持たせてやった。ペロペロ舐めて手はにちゃにちゃ。そのにちゃにちゃの
手でカウンターや、椅子の肘掛けをさわり、あちこちにちゃにちゃ。隣のカウンターまで
出かけていき、にちゃにちゃ。そのあとあちこち私が拭きまくったのは言うまでもない。
ウエットティシュは必需品だなぁ。うん。まったく。 
(http://www.geocities.co.jp/SweetHome/2205/geodiarymay2000.html) 
― ある会合で、高名な茶道家元とテーブルをはさんで差し向かいになりました。おうすとと
もに出てきたのが、くだんの「きちゃきちゃ」系の菓子。手のひらに取り、黒文字を手に
するまではよかったのですが、ゴシゴシ、ギシギシ、のこぎりみたいに動かしても、ふに
ゃふにゃ、にちゃにちゃ、一向にうまく切れてくれません。ふと向かいの家元に気づいて、
さて家元はどう食べるのだろう、と観察することにしました。 
(http://kyogashi.kyoto-np.co.jp/modules/wordpress/index.php?p=29) 
― ［ＶＣ１１混合型美容液］ 高濃度ビタミンＣと植物性プランタ原液の高性能型美容液。 南
国フルーツの生しぼりを連想しちゃいますが。溶けたバターのよう。 薄っすらレモン風の
香りも致します。  肌に付けた感触は、ねっちょりにちゃにちゃ‥何じゃこりゃ～～；  時
間が経っても落ち着く様子がなかったので、枕が心配になりましたが、あきらめて就寝。 
(http://line301.blog17.fc2.com/blog-date-200507.html) 
 
にゅっ  
― このえこじな、がんこなところが私には不安なのだ。私の書きかけの詩の原稿がくしゃく
しゃにまるめられて部屋のすみに放ってある。私はそれを拾ってしわをのばしているうち
に、何とも切なくなってきて、誰にもきこえないように泣いた。どうしたらいいのか自分
でもわからない。母は息をころしたように台所の七輪のそばにうずくまっている。泣くだ
け泣くと、すぐからりと気持ちが晴れて、私はもうどうでもいいと云う思いにつきあたっ
て気が軽くなった。母がしょんぼりしたかっこうで、私を見るので、私はにゅっと舌を出
してみせた。涙がこぼれぬ要心のために、舌を出していると、こめかみと鼻の芯がじいん
と痛くなる。（林） 
― 家から一歩出れば、ユーカリの木の上からコアラが見下ろし、ボトルブラッシュの茂みか
らカンガルーがにゅっと顔を出す。 
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(http://machi.monokatari.jp/05.php?catid=68&blogid=36) 
― 「先生、分かりません」。生徒が質問すると、講師の足がにゅっと机の上に伸び、パソコン
のマウスをつかんだ。講師の両手は障害のため動かない。 
(http://www.prop.or.jp/clip/2002_7/20021130kobe.htm) 
― ぴぴぴぴぴぴ。ぴぴぴぴぴぴ。かち。ベッドの中から、にゅっと腕が伸びて、目覚まし時
計を止める。 
(http://yuzuki.k-server.org/soutyou.html) 
― 「あるね。いや、論理的にあるかないか知らない。しかし、こないだあの墓場の中で、坂
をおりきったところで、大きい木の、あの枝がにゅっと突き出ている下に来たときに、ぼ
くはとたんに首をくくること、くくらないこと、正式に結婚すること、しないことなんぞ
を、同時にごちゃごちゃとかんがえた。それで、おれはやめたよ、といったんだ。（石川） 
― 池の石の上に、甲羅の乾いた亀がもそもそと歩いている。いまにいいことがあるぞと云っ
てくれているのではないかと、にゅっと首をあげている亀の表情をじいっとあきずに眺め
ている。少しはねえ、いいことがあるように、私のことも考えて下さいなと亀に話しかけ
てみる。慾ばってはいかん。はい、承知いたしました。（林） 
 
にょきにょき  
― みんながイマクニ？ドットコムに訪れれば訪れるほど、イマクニ？がにょきにょきのびて
いく。そして、目標のアクセス数に手が届くたびに、そこに書いてある「やくそく」を、
イマクニ？が実行にうつしていくんだ。 
 (http://www.imakuni.com/nyoki_explain/) 
― ちりん、ちりん、ちりんとベルをならすとにょき にょきとえだがのびて はっぱがでて
きました。 
 (http://www4.ocn.ne.jp/~chya/ny.htm) 
― 今彼の前を、勝子の手を曳いて歩いている信子は、家の中で肩縫揚げのしてある衣服を着
て、足をにょきにょき出している彼女とまるで違っておとなに見えた。その隣に姉が歩い
ている。彼は姉が以前より少し痩せて、いくらかでも歩き振りがよくなったと思った。（梶
井） 
― 少時歩いていると今度は田舎道だった。邸宅などの気配はなかった。やはり切り崩された
赤土のなかからにょきにょき女の腿が生えていた。（梶井） 
 
にょろにょろ  
― 第１３話 にょろにょろ退治；あたちのおうちの石垣にはにょろにょろが住み着いている
の。夏になるとお庭をお散歩ちてたりするのよ。にょろにょろってわかるかちら。へびっ
ていう生き物、知ってるかな。あたちはもう何度も見かけていてぜんぜんへっちゃら。あ
～ら、またお散歩ちてるわ、ってそんな感じよ。 
(http://www.est.hi-ho.ne.jp/nonita-marin/chiko13nyoronyorotaiji.htm) 
― …とまぁ、こんなに芸術方面に疎いアタシでも、今日のフロアの盛り下がりっぷりと、マ
ナーの悪さくらいは分かったな。何?! この床から生えてるカラフルなニョロニョロは?! …
ん？  ニョロニョロ知らない？  ムーミンに出てくる白くて細長くて地面から生えてて、に
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ょろにょろ揺れてるヤツ。踊ってないじゃん！ 踊れてないじゃん！ 
(http://www.asahi-net.or.jp/~wp8m-kni/newpage31.htm) 
― 「そのころ四郎は博士論文を作っていて、その実験材料にせめて猫をでも用いれば、むし
ろ思いきった事態の解決、手術ともなったかもしれない。しかし桃子はさっぱり訳がわか
らないことに、夫はやつめうなぎを材料に選んだ。自宅にまで彼は生きたやつめうなぎを
どっさり持ち帰ってきて、桃子の住むその家の中で解剖したりするのであった。ところで
桃子のほうは、生れつきにょろにょろしたもの、細長いものが大嫌いだった。彼女は蛇を
見ると足がすくんだし、鰻の蒲焼さえも食べる気がしなかった。それなのに、ぬめぬめと
いやらしくとぐろを巻く十数匹の細長い生き物！ （北） 
― 自宅にまで彼は生きたやつめうなぎをどっさり持ち帰ってきて、桃子の住むその家の中で
解剖したりするのであった。ところで桃子のほうは、生れつきにょろにょろしたもの、細
長いものが大嫌いだった。（北） 
 
ぬ 
 
ぬらぬら  
― ちいさな太鼓橋からぼちゃぼちゃと小石を投げ込んで影の鯉をさそうちいさな太鼓橋から
ぼちゃぼちゃと小石を投げ込んで影の鯉をさそう赤や金を陽光にぬらぬら光らせた仲間に
まぎれて池底をすべるようにやってくる黒い影の魚たち「影のこい」とあなたがささやく
とわたしはおみくじを結んだ縄を投げる、ぱちゃ、縄が結び目の方から沈んでいくと、わ
たしは手にもった縄のはじを橋桁にしばりつけた 
 (http://www2.wbs.ne.jp/~bambi/bird-of-theworld.html) 
 
ね 
 
ねちねち  
― 「アクでたんやな、アメリカのひじきアクつよいんやわ」水をそっとほかし、あたらしく
しても、なかなか赤茶はとれん、四度目にようよう澄んで来たから岩塩で味つけて、煮つ
まったところで味見したら、これはねちねち歯ごたえあるばっかりで、ものすごいまずい、
まずいいうたらまず黒いうどんみたいな海宝麺やが、あれより味ないし、噛んでも口の中
ひっつくみたいでのみこめん、「なんやこれおかしいで、煮すぎたんやろか」妹も母も食べ
てみて、変な顔しとる、……（野坂） 
― 酩酊して寝てくれればまだよい。大抵そういうときの夫は、常人とは思えぬ昂奮状態にあ
る。寝ている妻をひきずり起し、ねちねちと難癖をつけ、彼女の実家のことを罵倒し、そ
こらのものをひっくり返したりする。（北） 
 
ねちゃねちゃ  
― 実はこの飴がね、大学入試の時に大活躍するんですよ。飴って、ちょっと軟らかくなると
ねちゃねちゃしちゃうよね。それでよく歯にくっつくでしょ。私なんか飴で何度も大変な
目にあってますよ。歯にくっついた飴を取ろうとして歯が欠けちゃったり、詰め物が取れ
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たり、差し歯がとれちゃったりしてね。ハハハじゃないですよ。本当の「ハ・な・し」。 
(http://bunko.shueisha.co.jp/0510/read_k.html) 
― 今の子は、気持ち悪い人もいるかもしれませんよ。ウンコみたいなもんですからね、形か
らいってもね。ただ土は汚いって感じを持ってることは事実でしょうね、おそらく。ねち
ゃねちゃしてて、潔癖な育ち方をした子には気持ち悪いもんでしょうね、あれは。私は気
持ちいいよ、そりゃ。でも責任感というか、うまくいくかなあって気持ちが先にたつなあ。
あんたはどうだい？（笹戸さんに向かって） あらためて聞かれると困るなあ。 
(http://contest.thinkquest.jp/tqj2001/40039/text/07.htm) 
― ある日実験台で仕事をしていると、「なんだか足元がねちゃねちゃする･･」感覚に襲われま
した。なんやの？と思ってみるとうす黄色の怪しい液体。おまけに所々白い～！！なに？！
コレ！！たまたま近くにいた同期に見せたら、「たまごの白身みたい･･」え？たったま
ご？！実は、お向かいの実験台を使用なさっている方が作った「オイルクレンジング」が
流れてきていたのでした。 
(http://homepage3.nifty.com/Angel~cultivation/urabanashi/ryushuthu.htm) 
― しかも、合成洗剤ではそんなときに必ず手にも油が付き、手もまた石けんでごしごしと洗
わないといけないという状況になるのに、とれるによって分解された油汚れは、ちっとも
手にねちゃねちゃと付いてきません。一度油を拭き取り、まだしつこく油が付いている箇
所には再度とれるを振りかけ、そのまま私は夢の世界へ。。。翌朝起きてみてビックリ！！ 
(http://toreru.com/b_info/otameshiset.html) 
― まあ両国ともに飯（タイ語ではカーオ）といえば米も食事も表すようなお国柄ですから、
ともに主食である米についてはこだわりがあるんですからしょうがないですね。実際、日
本にすんでるタイ人の友達は、国産米はねちゃねちゃしていてまずいと言いきりますから
ね。 
(http://www1.neweb.ne.jp/wa/asiafoods/aroy04.htm) 
― 左の写真，画像サイズの関係から，右側に居る人物がカットされております．意識的では
あっても意図的ではございませんので，あしからず．皮の厚みは数センチ．内部は，種と
繊維があるだけのがらんどうです．てっぺんの穴から手をつっこんで，種と繊維を取り除
きます．結構，ねちゃねちゃして気持悪いですが，子供は喜んでやってました． 
(http://www.aspenmesa.com/losalamos/misc/misc8.html) 
― ただ、どちらかというとスポンジ側に油がくっついて集まるので、スポンジが油でべたべ
たになり、さらには手のひらまで油でねちゃねちゃしてくる。このまま洗い続けるとその
油が逆に洗い物に付いてしまうので、時々スポンジや手を洗う必要がある。（お湯で油を
洗い流す。）結局うちでは、しばらく使い続けていたが使うのを止めてしまった。一番の
理由はやはり「１時間の付け置きは無理」であり、その場合には「油が落ちにくい」から
である。あの油のねちゃねちゃ感はどうにも我慢できない。 
(http://www.asahi-net.or.jp/~YY8A-IMI/20040913/etc/mother.htm) 
― 塗膜を手で触れて流動性を感じなくなることを指触乾燥と言います。塗膜に触った場合、
ねちゃねちゃしていたり（粘着性がある）、指紋はつくけれども、表面は乾いている状態で
すね。この場合は、刷毛塗りやローラー塗装では上塗り塗装をしてはいけません。スプレ
ー塗装は可能です。 
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(http://www.nc-21.co.jp/03faq/faq2.html) 
― 手早くほおばった、まではよかったが、ふたりとも口に入れたパンケーキがなかなか飲み
込めない。ようやく飲み込んだものの、口の中はねちゃねちゃして、食い物は胃の腑に落
ちずに喉から食道にかけて粘りついている感じ。急激にノドが渇く。 
(http://www.byakuya-shobo.co.jp/boxing/yottafurio/yottafurio15.html) 
― ハンドルが１年半位たって握るところがねちゃねちゃしてきたので交換。ハンドルはウッ
ドと革の合成です。 
(http://www.39thanks.co.jp/hitorigoto/page1.htm)
― 私はラバーソウルの運動靴が心待ねちゃねちゃと足の裏に粘っこく汗ばんでいるのを薄い
ナイロンソックスを通して感じていた。 
(http://www.akinet.ne.jp/kazuko/nokorinonatu.htm) 
― うちのマンションは台所やリビング、洋間のドアや柱が塩化ビニール製です。入居した時
からさわると、ねちゃねちゃするのです。水拭きでは全然ダメなのです。洗剤で拭くとツ
ヤがなくなってしまいます。内装をした業者に問い合わせをすると、灯油でふけばいいと
言う事でした。しかし、その時はさらさらになるのですがすぐに又、ねちゃねちゃするの
です。 
(http://www.yomiuri.co.jp/komachi/reader/200411/2004112100075.htm) 
 
ねっちょり  
― ［ＶＣ１１混合型美容液］ 高濃度ビタミンＣと植物性プランタ原液の高性能型美容液。 南
国フルーツの生しぼりを連想しちゃいますが。溶けたバターのよう。 薄っすらレモン風の
香りも致します。  肌に付けた感触は、ねっちょりにちゃにちゃ‥何じゃこりゃ～～；  時
間が経っても落ち着く様子がなかったので、枕が心配になりましたが、あきらめて就寝。 
(http://line301.blog17.fc2.com/blog-date-200507.html) 
 
ねっとり  
― 玉ねぎのねっとりとした甘さを引き出すように炒めてアマトリチャーナ。（『ササッとパス
タ、パパッとめん』、p. 27） 
― 鍋にバター少量を熱し、玉ねぎ、にんにくを炒める。玉ねぎがねっとりしてきたら、１を
順に加えて炒める。（『ササッとパスタ、パパッとめん』、p. 77） 
― 水すましとは、索敵をしながら同じ海域を、その名を冠する水棲昆虫のようにぐるぐる廻
るのである。ねっとりとまつわりつく霧、じっとりと湿った飛行甲板、そうした暗く頭を
抑えつけられるような天候や灰色の海を見ていると、このあいだまでの南方の暑さが夢の
ようにも思い返される。だが、それも長い期間ではなかった。（北） 
 
ねとねと  
― まるでからだの油がねとねとするぞ。（宮沢賢治『銀河鉄道の夜』、p. 25） 
― しかし僕には、そのねばつく膜を破り、袋から脱け出ることができない。僕は早産した羊
の仔のように、ねとねと指にからむ袋につつまれているのだった。僕は躰を動かすことも
できない。（大江） 
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― 応急の手当だけを加えて、重傷者は下の治療室へ運ぶのである。何事もなく準備も無駄と
なって済むか、それともこの小部屋が生臭いねとねとした血におおわれるか、城木はそん
なことを奇妙に客観的な気持でぼんやりと思った。（北） 
 
ねばねば  
― サメ軟骨のコンドロイチンは、動物性ネバネバ物質として知られているムコ多糖の代表的
な物質で体のぎしぎしを滑らかでしなやかな動きにする潤滑剤です。 
 (http://www.jard.co.jp/health_products02.html) 
 
の 
 
のろのろ  
― 母の靴のヒールの音が、のろのろと遠ざかって行った。かんかんと、と言いたいところだ
が、歩き方が下手くそなので、何となく、どすんどすん、という響きになって聞える。人
間の能力には、基本的なものが幾つかあって、その最も大切なものの一つは、つっ転ばな
いで歩く、ということなのだと太郎は思っているのだが、母にはそれができない。（曽野） 
― 牛はのろのろと歩く牛は野でも山でも道でも川でも自分の行きたいところへはまっすぐに
行く。 
(http://mech.mech.fukui-u.ac.jp/~obataya/ushi.html) 
― よごれた食器を、まとめて土間におろし、のろのろした動作で、その上に砂を盛上げなが
ら、言いにくそうに女が言った。（安部） 
― 加恵はのろのろと井戸端へ戻ると、手桶の湯を流しに空けた。井戸水でゆるめたのに外が
寒いためか、湯はもうもうと白い湯煙を噴き上げて霖雨の下を流れて行った。（有吉） 
― 電車のろのろ。あーあ、眠たいなぁ… 
(http://blogs.dion.ne.jp/maria/archives/359878.html) 
― かたつむり…のろのろノロノロ、どこ行くの？雨が降ってものろのろと、風が吹いてもノ
ロノロと歩き疲れて一休み…周りを気にせずのろのろと、時には寄り道ノロノロとのろの
ろノロノロ、どこ行くの？ 
(http://requwala.hp.infoseek.co.jp/p16.html) 
― 礁の濡れた岩のうえを、彼はかがむようにしてのろのろと辿った。うっかり辷って転んで
はならない。ちょっとしたすり傷でも、熱帯性潰瘍となって、不潔な噴火口のような傷口
を形造り容易に治癒しないのである。礁のずっと先端のほうに、離れ離れに二、三人の人
影があった。（北） 
― 彼は下痢患者らしく怖ろしいほど痩せて、私の返事を待つ間も、じっと立っていられない
らしく、体をふらふら振っていた。そして芋六本という私の答を聞くと、満足気に諾いて、
のろのろと自分の席へ帰って行った。恐らくここにいる人々の持つ食物の量を知っておく
のが、何か私の知らない理由によって、彼には必要だったのであろう。（大岡） 
 
のんびり  
― 「ポーイポーイちゃうが、ポーボーイや」一人が訂正し、これはしゃり上げ手伝うとる十
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二、三の子供が、年中口ずさんどって、たとえ茶碗に半分でも三食の飯が生きることのす
べて、遠くからかちゃかちゃと食器ふれあう音がきこえれば、不必要な物音は一切御法度
の少年院だが、一種の殺気立ちこめ、そして・お袋は死んじゃうしが、対照的にのんびり
ひびく。「ポーボーイいうのは、プアボーイのことちゃうか」中学四年まで行って、辰郎と
二人ここではインテリの高志が真面目な顔でいい、「かわいそうな少年いうこっちゃな」（野
坂） 
― のんびり、ちょこちょこ、お出かけ。 
(http://13606737.at.webry.info/) 
― カエル、ぴょこぴょこ今年はまだですが、いまごろになるとよく、親指の半分くらいの雨
蛙を、家のそばで見かけます。動きものんびりしていて、手に乗っけたりできていいんで
すが、いったいどこからくるのかがわからない。おたまじゃくしがいそうな場所など近く
にはないようだし、こんなに小さいのが何百メートルも歩いて、わざわざ家までくるわけ
もないし、なんかフシギな気分になります。フシギといえば、ドイツで、何千匹ものカエ
ルが、膨張して爆発したという怪奇現象は、どうなったんだろう？ カエルが体をふくら
ませていって、ついに破裂したという童話は読んだことがあるけど、本当にそんなことが
起こるとは思いませんでした。 
 (http://stylog.jp/footloose/2005-06-01-1) 
 
のんべんだらり  
― つまり、ぼくの生活には時間が無い。のんべんだらりと長たらしくつづいて行く。数式で
あらわすとすれば、何百桁も何千桁もだらだら際限なくつづいて、どこまで行っても区切
がつかない。無限級数だね。これに時間を導入しようとすれば、自殺をもって来るほかな
い。（石川） 
 
は行 
は 
 
はきはき  
― それというのも、蜂谷はすこぶる風采のいい男で、加えて上士の家の人間らしく、物おじ
せずに杉江に話しかけたりする気さくさを持ち合わせていた。半十郎のように、うじうじ
と杉江の様子をうかがって一言も発しないなどということはなかった。そして話かけられ
れば杉江は、つつましくはあったがはきはきと蜂谷に応答して、その間半十郎には一顧も
あたえず半十郎の気分を限りなく滅入らせたものであった。半十郎はさすがに醜い嫉妬心
は押さえこんだが、そういう日は何とはなしものがなしい気分を胸に抱えて谷村家をあと
にしたのである。しかしそのあと無事に杉江を娶ってから、その当時のことを持ち出すと、
杉江は笑いをこらえる顔になって言った。「おまえさまも、女子の気持ちにはとんととうと
いお人ですなあ」そして杉江は、女は心を奇せる人にはあんなにぺらぺらしゃべるもので
はないこと、また蜂谷にわざと親しげにして、同席している半十郎に焼き餅をやかせたの
 205  
である。杉江の場合と素女という女性のことが、同じだとはもちろん断定できるものでは
ない。だが、あざやかに記憶に蘇ってくる古い情景を思い出しながら、半十郎はひとこと
言わずにはいられなかった。「女子のすることは、時には本心と逆のこともあるようだがの。
ま、いまそれを言っても仕方ないか」（藤沢周平『秘太刀馬の骨』、p. 194） 
 
ぱくり  
― 鏡を見ると、鼻のわきの化膿部がぱくりと口をあけ、かちかちに乾燥しているのが分った。
なさけないこと夥しい。タオルを水で浸して来て、患部をそっと拭き、交換用の布を覆っ
て絆創膏で留めた。（石川） 
 
ばしゃばしゃ  
― 間もなく地面はぐらぐらとゆられ、そこらはばしゃばしゃくらくなり、象はやしきをとり
まいた。グララアガア、グララアガア、その恐ろしいさわぎの中から ........ （宮沢賢治『銀
河鉄道の夜』、p. 122） 
 
ぱしゃぱしゃ  
― 濡れて光る小路が虹色に映る中を、ぱしゃぱしゃ歩いていった。（吉本ばなな『キッチン』、
p. 15） 
― たちまち鞍はすぱりとはなれ、はずみを食った将軍は、床にすとんと落された。ところが
さすが将軍だ。いつかきちんと立っている。おまけに鞍と将軍も、もうすっかりとはなれ
ていて、将軍はまがった両足を、両手でぱしゃぱしゃ叩いたし、馬は俄かに荷がなくなっ
て、さも見当がつかないらしく、せなかをゆらゆらすぶった。（宮沢賢治『銀河鉄道の夜』、
p. 152） 
 
はたはた  
― しばらく兵隊のいる前をゆっくりと歩いていましたが、また舞いたちました。そうして、
静かな大気の中にはたはたと翼の音をたてて、湖の面に影をおとしながら飛んでゆきまし
た。（竹山） 
― 恐ろしい位ひっそりと静まり返っていた盗人たちの中から、頭だったのが半恐る恐るこう
御答え申し上げますと、若殿様は御満足そうに、はたはたと扇を御鳴らしになりながら、
例の気軽な御調子で、（芥川） 
― そのとき、とつぜん、どこからか一羽の孔雀が舞いだしてきました。（中略）そうして、静
かな大気の中にはたはたと翼の音をたてて、湖の面に影をおとしながら飛んでゆきました。
（孔雀の羽）（竹山） 
― 矢代の真後ろだったから、首から下は風も当らず、日射が暖かかった。側で藤木のマント
が風に膨らんではたはたと鳴った。そして藤木が僕の方を見た。（福永） 
― この蝶の華麗な紋はこの時期、信長がむやみに好んだ意匠で、このときの薄羽織の紋がそ
うだった。信長が馬を駈けさせると薄羽織が風にはためき、蝶がはたはたと動いた。（司馬） 
― ハタハタとスカートのひざをはらい、一足うしろにさがったとたん、きゃあっと悲鳴をあ
げてたおれた。おとしあなにおちこんだのだ。いっしょに悲鳴をあげたもの、げらげらわ
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らいながら近よってくるもの、手をたたいてよろこぶもの、おどろいて声をのんでいるも
の、そのさわぎの中から、先生はなかなか立ちあがろうとしなかった。（壺井） 
― 番町の旦那といふは口数少なき人と見えて、時たま思ひ出したやうにはたはたと団扇づか
ひするか、巻煙草の灰を払つては又火をつけて手に持てゐる位なもの、絶えず尻目に雪子
の方を眺めて困つたものですなと言ふばかり、ああこんな事と知りましたら早くに方法も
有つたのでせうが今に成つては駟馬も及ばずです、……（樋口） 
― われわれは後甲板に出て、日覆いの天幕の布がはたはたと鳴っている下に坐りました。（竹
山） 
― はたはたと海風に鳴っている天幕の綱に、鸚哥がとまっていましたが、このときに、うた
うような高い声で叫びだしました。（竹山） 
― 僕はそこに腰を下し、かじかんだ手に息を吹きかけた。矢代の真後ろだったから、首から
下は風も当らず、日射が暖かかった。側で藤木のマントが風に膨らんではたはたと鳴った。
そして藤木が僕の方を見た。（福永） 
 
ばたばた  
― ｢ア～～、サンマですかぁ～、オイシソウですね～～」って、タイテイの場合は、許してく
ださるはず、では、いざ！ 焼き始めましょう。うちわを用意してください。それから、
びたびたに濡らしたボロふきんも。焼き網の表面が勢いよくヂュ！と言うまで、乗せちゃ
ダメ。うちわのあおぎ方に、２通りあります。サンマに火を行き渡らせるには、ちょっと
離れた所から、サンマに沿って、ゆらゆら～っと。これで、コンロの熱気が、焼け方の少
ない場所に流れてくれます。サンマの脂に火がついたら、間近から、サンマに垂直に、ド
ババババ～～！！っと。これで、火が消えます(笑)十分、火力が出て焼き網も温まったら、
びたびたボロふきんを取り出し、手早くじゅじゅっと焼き網を拭きます。そこに、サンマ
を並べて。うちわで、ハイ！ ゆらゆら～～ゆらゆら～～ ケムリが出てきましたね、お！
火が！ ドバババ～～！！バタバタバタバタ～～～～！！！！ホラホラ、涙なんかふかな
い、ケムイのはあたりまえですから(笑)サンマの目が白くなりはじめた所で、箸でつんつ
んポン！って、ひっくり返します。じゅわわ～～って煙幕が出ますから、覚悟しましょう！
(笑)後はひたすら、バタバタバタ～～！！！ ドバババババババ～～～！！！ 
(http://urasugata.web.infoseek.co.jp/ryouri3.html) 
― 年の瀬、お休みに入ったとはいえ、今年中に片づけたいことが山ほどあって。  
部屋の片づけ、年賀状の準備、車の整備などをちゃかちゃかとやりました。  …
ってのが、理想であって、実はちゃかちゃかなんてものではなく、そりゃあも
うばたばたとやっていたのですが。  
(http://homepage3.nifty.com/kazukih/d199912.htm) 
― 紐でぶら下げて電動でばたばた動きます。輪ゴムをクランクでぐるぐる捻っておいて、元
に戻る力で翼をばたばたします。 
(http://www2r.biglobe.ne.jp/~fruitbat/items/flappingtoy/flappingtoy.htm) 
― そういえば、最近足がばたばたと良く動くようになってきました。抱っこしてると、足を
ばたばた。お風呂に入っても、足をばたばた。高い高いをしても、足をばたばた。僕らは
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たいたいさんに蹴られまくりです。 
(http://taitai.cocolog-nifty.com/diary/2003/week52/) 
― 「玉子、玉子です」と呼びながらばたばた廊下を走って茶の間に駆け込んだ。びっくりし
た父の顔に向って飛付いた。頬ずりをされてひげがざらざらと痛かった。（『帰りたかった
家』、p.75） 
― 突然、ちょうど私の頭上にある、その周囲だけもうすっかり薄暗くなっている大きな樅の、
ほとんど水平に伸びた枝の一つに、ばたばたとびっくりするような羽音をさせながら、一
羽の山鳩が飛んできて止まった。（堀） 
― 漁夫達の船歌は一段と勇ましくなって、君の父上は船の艫に漁獲を知らせる旗を上げる。
その旗がばたばたと風に煽られて音を立てる――その音がいい。（有島） 
― その日曜日の午後にはばたばたといろんなことが起こった。（『ノルウエイの森（上）』、
p.136） 
― お万阿は、長い廊下をばたばたと逃げた。（司馬） 
― 連絡が後手後手にまわって申しわけないとは思いますが、いろんなことがばたばたと決ま
ってしまったのです。新しい病院はしっかりとした良い病院です。（村上春樹『ノルウエイ
の森（下）』、p. 200） 
― 「なに、そりゃいろいろ都合もありましょうから。」といわせもあえず、辰子がつづけて二
の矢を放とうとしたときばたばたと扉の外に足音が近づいて、「や、どうも、手紙を書きか
けてたもんだから……」とはいって来た仙吉はさすがにこの場のけはいがぴんと応えたか、
椅子にかけようとした腰をまた浮かせて、「辰子、著物を出してくれ、すぐ出かけるんだ、
ああ、これから喬さんに御紹介を願うところがあってね。（石川） 
― その結果、女は僕の肩に手をかけたままの姿勢で振りまわされ、叫びたてながら床にあお
むけに転がって、細く短い両脚をばたばたさせた。靴下どめの上の不自然にふくらんだ腿
が寒さに鳥肌だち、青ぐろく変色しているのを僕は見たが、どうすることもできない。（大
江） 
― 摂津の諸城はばたばたと片づいた。空城になった摂津芥川城は義昭付の甲賀郷士和田惟政
にあたえ、摂津伊丹城の伊丹親興はかねて室町幕府復興の志のあった男だからよろこんで
味方につき、摂津池田勝政は旗を巻いて降伏した。（司馬） 
― みな白い膜のかかった目を病人のようにつむって、うらみをのんだように嘴をあいていま
す。ところが、首のない体はまだ生きていて、ニスを塗ったようなきれいな翼をばたばた
させているのです。そうして、一羽々々が地面の上をよろけながら思い思いの方にゆき、
やがてそのうちに藪の中にとびこんだり、草の中にうずくまったりしてしまいます。（竹山） 
― 源氏のかくれている屏風のそばに近づき、わざとばたばたと音たてて、荒っぽい動作でた
たんでいく。典侍は、老いたとはいえ、浮気女のことで、こんな場面にも今までの人生で
たびたび遭遇しており、なれているのである。……（田辺） 
― 雀は三平の手の中で、またバタバタしましたが、かわいそうに、とうとう目もあききれな
いで、そのままぐんなりしてしまいました。（Kakehi, Tamori, Schourap, Dictionary of 
Iconic Expressions in Japanese） 
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ぱたぱた  
― 被害をうけた当人が黙っているのに、こんなあいまいな話を取りあげることはできないよ。
新聞だって相手にするはずはないね、と中年の警官はいった。殺人とか傷害とかいうのじ
ゃないんだ。裸の尻をぱたぱた叩く、そして歌う。（大江） 
― こんな調子で、ナオミは独りでぱたぱたと進行させて、家賃は百円と云うことに折れ合い、
金の取引も彼女がすっかり済ませて来ました。（谷崎） 
― 彼女は鎌倉の宿の方へ、マントや靴を持って来てはいないのですから、それは誰かの借り
物に違いありません。風が吹くのでマントの裾がぱたぱためくれそうになる、それを内側
から両手でしっかり体へ巻きつけているらしく、歩く度毎にマントの中で大きな臀が円く
むっくりと動きます。そして彼女は酔っ払いのような歩調で、両方の肩を左右の男に打ッ
つけながら、わざとよろけて行くのでした。（谷崎） 
― 足がすっかり冷え切っていて、勢いよく歩くと、草履の裏が人気のない長い廊下にぱたぱ
たと木霊した。（福永） 
― 指でぱたぱた叩いたんです、と教員は思いきっていった。（大江） 
― 裸の尻をぱたぱた叩いたといっても、と教員をさえぎって中年の警官はいった。死ぬわけ
でもないだろうし。（大江） 
― ……廊下をぱたぱた走るスリッパの音や、旅館の人の声で、はっ、と目覚めたら、すっか
り天気が変わっていた。（吉本ばなな『キッチン』、p. 138） 
― 「まいりましょうか」言いながら、センセイは踏み出した。小さな沼である。道は沼をぐ
るりとまわり、こんどは少し下がってゆく。…….そのまま道は細まり、舗装がまだらにな
ってきた。「着きました」舗装がすっかりなくなり、土がむきだしになっている。土の道を、
センセイはゆっくりと辿った。わたしもサンダルをぱたぱた鳴らして、センセイに従った。
小さな墓地が、目の前に開けていた。（川上弘美『先生の鞄』、p. 185） 
― 坂道を、わたしは決然と下りていった。…..サンダルがやたらぱたぱたと鳴ってうっとうし
い。島じゅうに満ちているかもめの鳴き声がうるさい。この旅行のために新しくおろした
ワンピースのウエストがきつい。ぶかぶかしたサンダルにあたって足甲が痛い。海辺にも
この道にも人っこひとり見えなくてさみしい。（川上弘美『先生の鞄』、p. 189） 
― ぱたぱたという大きな音をたてて新聞社のヘリコプターがやってきて写真を撮って帰って
いった。（『ノルウエイの森（上）』、p. 139） 
― 薄暗い渡り廊下を歩いて帰りながら、汐見の決心というのが何だろうかと私は考えた。足
がすっかり冷え切っていて、勢いよく歩くと、草履の裏が人気のない長い廊下にぱたぱた
と木霊した。（福永） 
― そして兄弟三人は、町のいちばん南にあたる、黄いろなかげのとっぱなへ、青い瓦の病院
を、三つならべて建てていて、てんでに白や朱の旗を、ぱたぱた云わせていた。（宮沢賢治
『銀河鉄道の夜』、p. 136） 
 
ばちばち  
― 本線シグナルつきの電信ばしらは、物を云おうとしたのでしたがもうあんまり気が立って
しまってバチバチパチパチ鳴るだけでした。（宮沢賢治『銀河鉄道の夜』、p. 102） 
 
 209  
ぱちぱち  
― そう云っているうちに、浜田の眼には涙が一杯浮かんで来て、それがぽたぽた頬を伝って
流れ出しました。総べてが全く、私の予想の外でした。私は黙って、眼瞼をパチパチやら
せながら、その光景を眺めていましたが、彼の自白を一往信用するとしても、まだ私には
腑に落ちないことだらけでした。（谷崎） 
― 本線シグナルつきの電信ばしらは、物を云おうとしたのでしたがもうあんまり気が立って
しまってバチバチパチパチ鳴るだけでした。（宮沢賢治『銀河鉄道の夜』、p. 102） 
― たきつけの薪は細く割って火付きがよくなるようにして焚き付け、石炭はぱちぱちハゼて
いたが、クルッ、クルッと火が動く音がして煙突から白いけむりの塊が抜けたあとは…….. 
（『帰りたかった家』、p.29） 
― レイコさんはそのあいだ一服してゆっくり煙草を吸い、ワインをすすっていた。僕が弾き
終わると彼女はぱちぱちぱちと拍手をした。（村上春樹『ノルウエイの森（下）』、p. 255） 
― 日比野雷風が居合抜きを見せたり、男女の漫才がやたらとぱちぱちと扇子を鳴らしたり、
職員と患者有志によるちょっとした芝居が演じられたりする。（中略）職員から書生から動
員されてせっせと宛名を書いたり印刷物を入れたりさせられたが、そのうしろを末っ子の
米国がちょこちょこと走り、桃子はすっかり面白がって自分も一生懸命切手の糊を嘗めた。
基一郎のもっと上の子供たちはそんなところに顔を出さなかった。（北） 
― 大鳥は息もつかずに三分ばかり咽喉を鳴らして呑んでからからやっと顔をあげて一寸眼を
パチパチ云わせてそれからブルルルッと頭をふって水を払いました。（宮沢賢治『銀河鉄道
の夜』、p. 10） 
 
ばちゃばちゃ  
― タクシーボートのお兄ちゃんに帰りの時間を１２時とつげて、さあシュノーケリングだ。
とりあえず手近なところでばちゃばちゃ。なんもいない。うーん。 
(http://hello-kitty.at.webry.info/200404/article_3.html) 
― 「それにしても、きれいなおがわだね。」といって小川の中へはいりました。ばちゃばち
ゃと、みずしぶきをあげてふたりは、およぎました。「たのしいねー」 
(http://www.sopia.or.jp/kaname/362115.htm) 
― なんだかすっきりしないお天気、、、午後からスイミング。今日もばちゃばちゃ楽しそう！！  
(http://cwaweb.bai.ne.jp/~hidani/200206.htm) 
― しかし桃子にとって、恵みぶかい海浜の風物も感触も、もとより眼中にないのであった。
海の与える愉悦を、あらゆる束縛の放棄を、彼女はおそろしく子供っぽい方法で享受した。
波打際で無性にばちゃばちゃやること、海水をひっかけあうこと、意味もない歓声、ある
いは金切声をひびかせること、それ以外のことにおおむね彼女は無縁であった。（北） 
 
はっ  
― …..真昼深夜のわかちなくあやしい熱に浮かされて外へ駆け出てしまうという、これは何と
もえたいの知れぬあさましいわたしの発作なのだ。で、昨日もこうしてニコライ堂の下あ
たり、雨あがりの、春の日とはいえいちめんにぎらぎら照りつける鋪道の上を歩いている
と、うしろで「おい、おい。」はっとわれに返り、ふり向くまでもなく巡査よりほか出す声
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でないとは知れたがそのまま行き過ぎようとすると、また「おい、おい。」よんどころなく
立ちどまって、「何です。」「どこへ行く。」（石川） 
― えり子さんの歩いてゆくスカートのすそと細い足がはっと目覚めた薄目の向こうにぼんや
り見えた。（吉本ばなな『キッチン』、p. 135） 
― というよりは、目覚める時のショックがものすごかった。はっと目覚めて自分の本当にい
る所がわかる時の深い闇におびえた。寝返りと冷汗をくりかえして、吐きそうな憂鬱の中
でぼんやりと目を開ける寒い夜明けを幾度迎えただろう。（吉本ばなな『キッチン』、p. 148） 
― その時、柊がふと立ち止まったので、私もつい立ち止ってしまった。これでは本当に尾行
だわと笑いながら私はいよいよ声をかけようと歩きー柊が立ち止まって見ているものに気
づいてはっと足を止めた。（吉本ばなな『キッチン』、p. 175） 
― 「さつき」「はい？」そういうことをぼんやり考えていた私は柊が呼んだのではっと顔を上
げた。「ひとりで、そんなにどんどんやせて、熱が出るまで頭を悩ませてはいけない。（吉
本ばなな『キッチン』、p. 184） 
― 「はっと思って、眼がさめると、坊主はやっぱり陀羅尼三昧でございます。が、何と云っ
ているのだか、いくら耳を澄ましても、わかりませぬ。その時、何気なく、ひょいと向う
を見ると、常夜燈のぼんやりした明りで、観音様の御顔が見えました。（芥川） 
 
ばっ  
― さっきの白いきものをつけた、むすめが馬の右耳に、息を一つ吹き込んだ。馬はばっとは
ねあがり、ソン将軍は俄かに背が高くなる。（宮沢賢治『銀河鉄道の夜』、p. 150） 
― ジョバンニは、ばっと胸がつめたくなり、そこら中きいんと鳴るように思いました。（宮沢
賢治『銀河鉄道の夜』、p. 166） 
 
ぱっ  
― 手をのばして、ぎゅっと肩をつかまえると、「あれえ」とはいったが、なに、セリフほどの
抵抗もなく、ずるずるとこちらの膝の上にもたれかかって来たとき、襖のそとで「ごめん
下さいまし」と聞えたのに、ぱっと飛びはなれた。（石川） 
 
― 「部屋で一家仲良く団欒しているけれど、チロがいない。ぱっとみると、チロがきつねの
えりまきみたいにぺったんこになって、顔も上から押し潰されたみたいにぺしゃっと猫の
顔みたいになって、電気こんろの上に載っている。誰か、電気を入れて暖めてくれるのを
待ってるんよ。 
(http://www.fastwave.gr.jp/diarysrv/realitas/200012c.html) 
― すると山本は、二人の船頭に力一杯舟を漕げと註文し、勢いつけて辷り出した下り舟が、
発動機船の波をかぶって揺れはじめた頃合いを見計らって、つかつか進み出ると、舟のへ
さきに両手を突いてパッと逆立ちをして見せた。（阿川） 
― はじめのうち、モミジ屋は新参のことでもあり、それにへんな別看板を二枚もぶらさげた
ので、ちぇっ、しろとくせえと、あまく見られがちであったが、それがれいの妾の一件が
ぱっとなってのちは、次第に周囲の人望をあつめて来て、夏の暑さののぼるとともに二の
腕の青い短冊があからさまに物をいい出したのか、威信まったく定まった観があった。（石
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川） 
― 時々爪尖に絡まるのは葉の雫の落溜った糸のような流で、これは枝を打って高い処を走る
ので。ともすると又常磐木が落葉する、何の樹とも知れずばらばらと鳴り、かさかさと音
がしてぱっと檜笠にかかることもある、或は行過ぎた背後へこぼれるのもある、それ等は
枝から枝に溜っていて何十年ぶりではじめて地の上まで落ちるのか分らぬ」（泉） 
― それでも岩内の港が波の間に隠れたり見えたりし始めると、漁夫達の力は急に五倍にも十
倍にもなった。今までの人数の二倍も乗っているように船は動いた。岸から打ち上げる目
標の烽火が紫だって暗黒な空の中でぱっと弾けると、┸々として火花を散らしながら闇の
中に消えて行く。それを目懸けて漁夫達は有る限りの艫を黙ったままでひた漕ぎに漕いだ。
（有島）. 
― 「おはよう。」と振り向いたその顔の派手さがいっそうひきたち、私はぱっと目が覚めた。
（吉本ばなな『キッチン』、p. 24） 
― ．．．．息づきをするために乳首から口を離すと、ふき出た乳がぱっと顔にかかる。（青木『帰
りたかった家』、p.13） 
― 「さあ、参りましょう。」と稲妻が申しました。そして二人が又そのマントに取りつきます
と紫色の光が一遍にぱっとひらめいて童子たちはもう自分のお宮の前に居ました。（宮沢
『銀河鉄道の夜』p. 17） 
― 「よし、ぱっとやりましょう。命の続くかぎり作ってみせましょう。」私は豪華メニューを
熱心に考え、その材料をすべてメモに書いて彼に押しつけた。（吉本ばなな『キッチン』、
p. 77） 
― かなり持ったような気がした。濡れた足に風がじんじんしみた頃、部屋の明かりが突然ぱ
っとついて、おびえ切った表情の雄一が部屋の奥から登場した。（吉本ばなな『キッチン』、
p. 132） 
― 私はふざけて、えり子さん顔が男してるよ、と言った。えり子さんはぱっと笑顔になって、
いやあねえ、うちの娘はへらず口ばかりで。（吉本ばなな『キッチン』、p. 68） 
 
はっきり  
― 有吻目のアカスジカメムシと、名前ははっきりしないが、やはりカメムシの一種。（安部） 
― なにも、直接、彼の声を聞き、あるいは姿を見なくても、主人を失った彼の下宿を一と目
みただけで、はっきり感じとれるにちがいない。（安部） 
― 採用面接は、短時間で行われますので、第一印象が大きく影響します。第一印象を決める
ポイントとして、以下の点に注意しておきましょう。 
服装：清潔感のある服装。靴・髪・顔・かばんなど身だしなみにも注意。 
表情：明るい表情を心がける。自信なさげや不機嫌そうに見える人は特に注意。 
姿勢：背筋を伸ばしてあごをひく。椅子には深く腰かけすぎない。 
姿勢：きょろきょろせず、相手の顔を見る。 
声：相手に届く適切な大きさの声で、ゆっくり語尾まではっきり話す。 
(http://www.pref.osaka.jp/sogorodo/counseling/mensetu.html) 
― 「ちかちゃん？」私はびっくりして言った。電話は外からで車の音がうるさかったが、そ
の声は私の耳にはっきりと届いて、その姿を思い出させた。（吉本ばなな『キッチン』、p. 
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112） 
― 手も足もまだ眠りの中にあってあたたかったが、意識だけが“覚醒”というようなはっきり
した感じでふいに冴えた。（吉本ばなな『キッチン』、p. 127） 
― 私も、そうだった。しかし今、知った。はっきりと言葉にして知ったのだ。（吉本ばなな『キ
ッチン』、p. 131） 
― 叱られはしなかったけれど、はっきり面白くない顔付だ。（『帰りたかった家』、p.87） 
― なにより疲労がはっきりと自覚できた。背骨から肩にかけて重くるしい鈍痛があったし、
目もかなりしょぼしょぼしてきた。が、頭脳の一部に、それまで焚きつけられ、昂奮させ
られ、なお燃えている箇所があって、その部分が、疲労した彼を誘い、もう少しやれ、も
う何枚かだけやれと主張した。惰性的に、半ば疑心暗鬼ながら徹吉はその声に従った。（北） 
― 不意をおそったのが、功を奏したのか、ともかくうまく女を外にひきずり出すことが出来
た。襟首をつかまれ、女は袋のように、ぐったりとなっていた。穴の三方を、ぎっしり取
りまいた光が、夜祭のかがり火のようだ。それほど暑くもないのに、ぺろぺろした薄皮の
ような汗が、腋の下をつたって流れ落ち、髪の毛までが、水をかぶったように、ぐっしょ
り濡れていた。一枚の板に圧縮された、耳鳴りに似た喚声が、大きな黒い翼を、空いっぱ
いにひろげている。男は、その翼を、自分の翼のように錯覚していた。崖の上から、固唾
をのんで見守っている連中を、まるで自分のことのように、はっきりと感じることが出来
たのだ。彼等は、彼の部分であり、彼等がしたたらせている色のついた唾液は、そのまま
彼の欲情でもある。彼のつもりでは、生け贄であるよりも、むしろ代理執行人なのだった。
（安部） 
― 二人がも一度、樺の木の生えた丘をまわったとき、いきなり眼の前に白いほこりのぼやぼ
や立った大きな道が、横になっているのを見た。その右の方から、さっきの音がはっきり
聞え、左の方からもう一団り、白いほこりがこっちの方へやって来る。ほこりの中から、
チラチラ馬の足が光った。（宮沢賢治『銀河鉄道の夜』、p. 67） 
 
ばったり  
― ぺこぺことうちゃん。とうちゃんはいつもぺこぺこしている。お店をしているから、お客
さんにぺこぺこするのはまぁ仕方ないけれど、商店街の役員さんや、親戚のおじちゃんや
おばちゃん、学校の先生、みんなにぺこぺこする。ヨシオのとうちゃんとばったり会った
ときも、やっぱりぺこぺこした。ヨシオのとうちゃんは、いつもふんぞり返っている。ヨ
シオはそれを見て、じぶんのとうちゃんの方が偉いと思ったんだそうだ。ぼくは悔しくて、
とうちゃんのことをちょっと軽蔑した。かあちゃんにそれを言うと、私はそんなとうちゃ
んが大好きなのよ、と笑った。とうちゃんの誕生日に、妹のヨシエとお小遣いを出し合っ
て、水のみ鳥を買った。コップの水にくちばしを浸けたり出したりしながら、ぺこぺこす
る鳥だ。「ほら、これとうちゃんみたいだろ、ぺこぺこ」「ぺこぺことうちゃんだよっ！」
ヨシエも囃し立てた。いじわるなんかじゃない。ぺこぺことうちゃんに、何とか発奮して
ほしかったんだ。ところがとうちゃんは、ちょっと悲しそうな顔をしたけどすぐに、「おま
えらには敵わないなぁ」と笑った。家族でゴハンを食べにいったときのことだった。とう
ちゃんがヤクザにインネンを付けられた。ぼくがそのヤクザの足をうっかり踏んじゃった
からだ。とうちゃんはいつもの様にぺこぺこ謝ったが、ヤクザはどうしても許してくれな
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いと言う。慰謝料を寄こせと言っている。とうちゃんはぺこぺこしながら、お財布に入っ
ていたお金ぜんぶをヤクザに渡した。おかげでぼくらは、ゴハンを食べられずに、そのま
ま帰ることになった。 
(http://happylife.mine.nu/~happy/mt/archives/2004/12/post_2.html) 
 
ばっちり  
― 壁との境目は、細いノズルを着けた掃除機をかけ、ペーパーモップでホコリ以外のススな
どを取り除けばバッチリです。（『家事ワザー基本と裏ワザ』、p. 60） 
― それでも落ちないガンコ汚れには、酢を加えればバッチリ！手に酢を少したらして、塩を
振った部分をこするだけ。（『家事ワザー基本と裏ワザ』、p. 83） 
― 出入り口のドアには、補助カギをつけ、震動で音が出る防犯アラームや、人の動きをセン
サーで感知し光を点滅する防犯ライトなどを取りつければ、バッチリ。（『家事ワザー基本
と裏ワザ』、p. 237） 
 
ぱっちり  
― 毎夜のことながら、周二はぱっちりと目を開いていた。睡気は一向にやってこなかった。
かたわらで、大好きな下田の婆やが、今はまったく別種の、突けども押せども反応のない
取りつく島もない物体と変じて、たとえようもなく怖ろしい鼾を立てていた。（北） 
― ところがオツベルはやっぱりえらい。眼をぱっちりとあいたときは、もう何もかもわかっ
ていた。（宮沢賢治『銀河鉄道の夜』、p. 121） 
 
ははは  
― 無事『sparkle』へ到着して、髪の毛をちょきちょき。長すぎず、短すぎず、さっぱりした
いい感じになりまして大満足。帰り際、担当の厨川さんに「正直来るのめんどくさかった
でしょう？」と図星を指されて「ははは…」と苦笑い。でも、大雪の中行っただけの価値
はありましたよ。ありがとうございます。 
(http://blog.goo.ne.jp/kurimushiyoukan/e/8e1d944de8574615b1f47779f369f4ff) 
― 実はこの飴がね、大学入試の時に大活躍するんですよ。飴って、ちょっと軟らかくなると
ねちゃねちゃしちゃうよね。それでよく歯にくっつくでしょ。私なんか飴で何度も大変な
目にあってますよ。歯にくっついた飴を取ろうとして歯が欠けちゃったり、詰め物が取れ
たり、差し歯がとれちゃったりしてね。ハハハじゃないですよ。本当の「ハ・な・し」。 
(http://bunko.shueisha.co.jp/0510/read_k.html) 
 
はらはら  
― カンに障る話し方をするみたいです。めそめそ。悪気はないんだよぉ。そんなつもりじゃ
ないんだよぉ。じ、冗談でも「ムカつくわー」なんて言われちゃったら、心配性なあちき
は「冗談めかして言ってるけど、実はホントにムカついてんじゃないの？」とか思ってハ
ラハラするからやめてくれよー。めそめそ。 
(http://www.alfoo.org/diary/gunken61/) 
― 買って来たばかりのレコードをターンテーブルに置いて、針がセットしてあるアームをあ
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げてそっと針を溝の切ってある盤の外側に下ろした。シューという音を立て、針は廻る。
初めの音が出るまでの僅かな間が、私はいつもはらはらする。（『帰りたかった家』、p.66） 
― 流の処に、浅黄の手絡が、時ならず、雲から射す、濃い月影のようにちらちらして、黒髪
のおくれ毛がはらはらとかかる、鼻筋のすっと通った横顔が仄見えて、白い拭布がひらり
と動いた。（泉） 
― 「ほんとに矢須子さんが、宇品へお寄りになるといいのですけれど。わたくし、はらはら
させられますわ」と云った。（井伏） 
― （眠うなったのかい、もうお寝か）といったが坐り直ってふと気がついたように四辺を・
した。戸外はあたかも真昼のような、月の光は開け拡げた家の内へはらはらとさして、紫
陽花の色も鮮麗に蒼かった。（泉） 
― と唯懐しげに嬉しそうにいう顔を、熟と見る見る、ものをもいわず、お民ははらはらと、
薄曇る燈の前に落涙した。（泉） 
― 街道を行く二人の眼の前を、白い蝶がはらはらとたゆたっていた。（池波） 
― ……此方の二階より見おろすに雲は棚曳く天上界に似て、腰ごろもの観音さま  濡れ仏にて
おはします御肩のあたり膝のあたり、はらはらと花散りこぼれて前に供へし樒の枝につも
れるもをかしく、下ゆく子守りが鉢巻の上へ、しばしやどかせ春のゆく衛と舞ひくるもみ
ゆ、（樋口） 
― 私は畏って聞き果てると、膝に手をついたッきりどうしても顔を上げて其処な男女を見る
ことが出来ぬ。何か胸がキヤキヤして、はらはらと落涙した。（泉） 
― 闇の中に、はらはらと白く落ちてくるものに気づいたからだ。（池波） 
 
ばらばら  
― 時々爪尖に絡まるのは葉の雫の落溜った糸のような流で、これは枝を打って高い処を走る
ので。ともすると又常磐木が落葉する、何の樹とも知れずばらばらと鳴り、かさかさと音
がしてぱっと檜笠にかかることもある、或は行過ぎた背後へこぼれるのもある、それ等は
枝から枝に溜っていて何十年ぶりではじめて地の上まで落ちるのか分らぬ」（泉） 
― 歌いたいのは、往復切符のブルースなのだ。片道切符とは、昨日と今日が、今日と明日が、
つながりをなくして、ばらばらになってしまった生活だ。そんな、傷だらけの片道切符を、
鼻歌まじりにしたりできるのは、いずれがっちり、往復切符をにぎった人間だけにきまっ
ている。だからこそ、帰りの切符の半分を、紛失したり、盗まれたりしないようにと、あ
んなにやっきになり、株を買ったり、生命保険をかけたり、労働組合と上役に二枚舌をつ
かったりもするわけだ。（安部） 
― 「一寸あれをご覧なさい。」と闇の中で竜巻が申しました。見るとあの大きな青白い光りの
ほうきぼしはばらばらにわかれてしまって頭も尾も胴も別々にきちがいのような凄い声を
あげガリガリ光ってまっ黒な海の中に落ちて行きます。「あいつはなまこになりますよ。」
と竜巻がしずかに云いました。（宮沢賢治『銀河鉄道の夜』、p. 29） 
― 私はそのとき初めて、押さえようのない嫉妬の湧いてくるのを感じました。私の心の中で、
一頭の競走馬が前足を折るシーンと、一個の壺がばらばらに砕け散るシーンとが、ぼんや
り映像となって浮かんでまいりました。確かに父の言ったように、事件が、取り返しのつ
かない悲惨なものであったことを、私は居間に坐ってうなだれたまま再認識したのでござ
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います。（宮本） 
― 自我は互いに直交する４本の直線でできている。１本の直線からでもなく、互いに直交す
る２本の直線からでもなく、１点において互いに直交する３本の直線からでもなく、１点
において互いに直交する４本の直線からできている。と、右の手の人差し指の先が考える。
ぼくの目は、窓の外から、それを見ようとして、ぐるぐる回る。病室のなかで、４本の直
線がぐるぐる回る。右の手の人差し指以外のぼくの指がばらばらにちぎれる。子供たちの
首と肩の隙間から、真っ赤な金魚たちがびちゃびちゃあふれ出る。子供たちは、頭をマド
ラーのようにぐるぐる回している。マドラーは、肩の上でぐるぐる回っている。ぐちゃぐ
ちゃと、血と肉と骨をこねくりまわしている。そうして、子供たちは、真っ赤な金魚たち
を、首と肩の隙間から、びちゃびちゃと床の上に落としている。それでよいと、右の手の
人差し指の先は考えている。45 ページと 46 ページの間に身を潜ませていた神もまた、そ
れでよいと考えている。ああ、どうか、世界中の不幸という不幸が、ぼくの右の手の人差
し指の先に集まりますように！ 
(http://www.shimirin.net/an/an2005/an05_002.html) 
― ふいに明るくなった視界に目がちかちかした。部屋の中は別世界のようにあたたかく、バ
ラバラだった体と心がやっとひとつに戻りような気がした。（吉本ばなな『キッチン』、p. 
132） 
― ……人生はそんな、ばらばらな紙片れなんかではないはずだ……ちゃんと閉じられた一冊
の日記帳なのだ……最初のページなどというものは、一冊につき一ページだけで沢山であ
る……（安部） 
― すると乱雑に無理やりに積み重ねられていた上方の書物が十冊近くもばらばらと降ってき
て、彼女の乱れた姿のうえに、音を立てて落ちかかった。（北） 
― 居酒屋でセンセイに会って知らんぷりをしあうのは、帯と本がばらばらの置かれているよ
うで、おさまりが悪い。しかし、おさまり悪いものをかんたんにおさまり良く直すのも、
癪なのだ。（川上弘美『先生の鞄』、p. 44） 
― 箱を開けたとたん、何種類ものジャムにびっくり！詰められたびんの形やサイズもバラバ
ラで、そこがなんだかとてもかわいい。（『リネンとかごとヒヤシンス』、p. 20） 
― 田圃が湖にならぬが不思議で、どうどうと瀬になって、前途に一叢の藪が見える、それを
境にして凡そ二町ばかりの間まるで川じゃ。礫はばらばら、飛石のようにひょいひょいと
大跨で伝えそうにずっと見ごたえのあるのが、それでも人の手で並べたに違いはない。（泉） 
― これが合図であった。大勢の従業員がばらばらと寄ってきて、飯を容器に移しはじめた。
むこうでは大鍋から汁をよそっている。アルミニウムの食器がかちゃかちゃ鳴る。下に車
のついた配膳台が押されてくる。日に三度の、慌しくも活気のある光景なのである。（北） 
― 太郎はふと現実に引き戻された。あたりは大分、人が入っていた。もっとも、映画館の客
と同じで、一人で入って来た客は、見知らぬ相手と隣席になるのを避けるように、バラバ
ラに坐っていた。何人か集まって、すっかり馴れた感じでぺちゃくちゃ喋っている女の子
たちは、北川大学の附属の高校から入って来た連中に違いなかった。（曽野） 
― 「樅の林に突っこんでばらばらだよ」と兎口が眼を光らせて早口にいった。「郵便屋が見た
んだ、あのあたり知ってるだろ」（大江） 
― 傭われた二人の漁夫は二人の漁夫で、二尋置きに本繩から下がった針に餌をつけるのに忙
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わしい。海の上を見渡すと、港を出てからてんでんばらばらに散らばって、朝の光に白い
帆をかがやかした船という船は、等しく沖を眼がけて波を切り開いて走りながら、君の船
と同様な仕事にいそしんでいるのだ。（有島） 
― はじめのうち私たちは彼らが行商人の一団ではないかと思った。指揮者らしい男がひとり
先頭にたってみじかい棒をもってはいたものの、あとの連中はみんなばらばらの服装で、
日光に眼をしかめたり、髪をかいたり、ぼんやり両手をぶらさげて屋根を見あげたり、の
んびりした様子をしていたからだ。とうてい彼らが兵士であるとは思えなかった。（開高） 
― なおもすさまじい音とともに、ばらばらとおちてくるのは壁の手裏剣、火繩銃、さらには
おびただしい壜やグラス、悲鳴と叫喚のうちに灯は消えて、土埃と木の破片まで降ってき
た。「地震だ」（倉橋） 
 
ぱらぱら  
― 道沿いにぱらぱらと露店があらわれはじめた。地下足袋ばかり売っている露店がある。（川
上弘美『先生の鞄』、p. 27） 
― 朝方ぱらぱらと降ったりやんだりしていた雨も昼前には完全にあがり、低くたれこめてい
たうっとうしい雨雲は南からの風に追い払われるように姿を消していた。（『ノルウエイの
森（上）』、p. 35） 
― それは十一月の近いたことを思わせるような蕭条とした日で、湿った秋の空気が薄い烟の
ように町々を引包んでいる。路傍に黄ばんだ柳の葉はぱらぱらと地に落ちた。（島崎） 
― また本屋に立ち寄ってみる。手あたり次第にぱらぱらと頁をめくる。何となく気が軽くな
る。（林） 
― 日本語版で持っている絵本を見つけると、まるで知り合いに会ったような気分で手に取り
ます。パラパラと見ていると、なんとファーストエヂション！そんな素敵な出会いを体験
したこともありました。（『リネンとかごとヒヤシンス』、p. 76） 
― どの医者にかかるか三人で相談、三人三様で話が纏まらず。主人は思案に暮れて易断の本
など出して来たが、ただ頁をぱらぱらめくるだけ。結局、病人自身に選ばすことにして、
昼飯がすむと本人は気分もよく平熱だからと云って医者へ行く。（井伏） 
― 追憶の情は身に迫って、無限の感慨を起させるのであった。それは十一月の近いたことを
思わせるような蕭条とした日で、湿った秋の空気が薄い烟のように町々を引包んでいる。
路傍に黄ばんだ柳の葉はぱらぱらと地に落ちた。（島崎） 
― などと言いながらひとりで眺めている。それから、「今年、勝ち抜くための、年間トレーニ
ングのスケジュール」というような欄をぱらぱらと眺める。（曽野） 
― 彼が自分よりはるかに若いことは厚子にもわかった。いくつちがいだろう？ あの動じな
い表情はなんだろう……。ふと窓をうつ音に外を見たら、雨がぱらぱら降っていた。時雨
だった。（立原） 
― 明け方に、風はすこし静まり、折々は、ぱらぱらと雨が降った。六條院では、離れの建物
が倒れたと知らせてくる者もある。（田辺） 
― 加藤は石油コンロに火をつけて、コッフェルで湯をわかした。ぱらぱらと少量の小豆の甘
納豆がその上にばらまかれた。それが甘納豆の最後のものであった。（新田） 
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ばりばり  
― この子だったらきっとー私は横顔を見ながら考えた。きっと、ばりばり私を引っぱり回し
て新しいアパートを決めさせたり、学校へ引っぱり出したりしたんだろう。（吉本ばなな『キ
ッチン』、p. 38） 
― 杖にする竹ぎれを宮地さんのために拾ったが、手の甲の皮が剥けていては却って悪いと思
って棄てた。瓦を踏みながら建具を取りのけて、垂れさがる電線の間をくぐり、ぼつりぼ
つり進むよりほかはない。瓦は踏むとばりばり割れる。靴がすべって前にのめる。（井伏） 
― 瓦は踏むとばりばり割れる。（井伏） 
― 「そりゃクラスに何人かはものすごく気取ったバリバリの子はいるけれど、あとは私たち
普通なのよ。……..」（村上『ノルェイの森（下）』、p. 106） 
― 「あなたにはあたしの死体を残してさしあげてもいいわ。ばりばり食べていただいてもい
いの。ただ、あたしのからだは、精神という骨組でかろうじて形をなしていたのですから、
これをとりはらったあとに残るのは、すっぱい肉の塊だけかもしれませんわ。」（倉橋） 
― 室堂は雪に半ば埋もれていた。彼はそこに荷物を置くと、立ったままで、ばりばり甘納豆
を食べ、水を飲んで、一ノ越を目ざして登っていった。しばしば彼は立止って、雷鳥沢の
方へ眼をやったけれど、六人組の姿は、彼が一ノ越へつくまでは見えなかった。（新田） 
― 徐々に体に冷たさを感じ始めました。それも生半可な冷たさではありません。全身がばり
ばり音立てて凍りついていくような冷たさでした。その恐しい程の寒気の中で、私は自分
の過去に向かって戻って行きました。（宮本） 
 
ぱりぱり  
― 私はぱりぱりに乾いてゆく傘の下で、じいっと赤い夕陽を眺めていた。（林） 
― 道の上には夏の終わりに死んだ蝉の死骸がからからに乾いてちらばっていて、それが靴の
下でぱりぱりという音を立てた。（『ノルウエイの森（上）』、p. 17） 
― もやしはぱりぱり感を生かすよう、炒めすぎに注意。（『ササッとパスタ、パパッとめん』、
p. 50） 
― いろいろなめんと、同様に、そうめんは炒めてもおいしいもの。また、細いので、揚げて
も短時間でパリパリになり、スナック感覚の楽しさが味わえます。（『ササッとパスタ、パ
パッとめん』、p. 92） 
― そうめんは半分に折り、１７０C の揚げ油でパリパリに揚げる。（『ササッとパスタ、パパ
ッとめん』、p. 93） 
― 上皮が黒っぽくなっているのは、なるほど海苔で包んであるものと見てとれた。しかし、
その海苔はぱりぱりする頼もしい色艶ではなく、紫蘇の枯葉のようにしおれた貧相なやつ
で、それのあちこち裂けた隙間から白い粒がのぞいているのは懸声どおり正真の白米らし
いが、このめし粒もまたひからびて、こびりついて、とてもあたたかい湯気の立ちそうな
けはいはなかった。（石川） 
― 五円もあれば、秋田米のぱりぱりが一斗かえる。（林） 
― 最後の日の朝、僕は下宿の庭へ出て、日記やノオトなどと共に、未完成に終った僕の小説
の草稿を焼いた。霜の下りた黒土の上で、小さな焔をあげながら、乾いた紙はぱりぱりと
燃え続けた。僕は竹の棒で時々それを掻きまぜながら、かじかんだ手を焔にかざした。（福
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永） 
 
ひ 
 
ぴかぴか  
― レモンの搾りかすで、洗面台をキュッキュッとこすってみましょう。レモンの酸には、石
けんカスを溶かしたり、黒ずみを漂白しり作用があるので、ピカピカになります。（『家事
ワザー基本と裏ワザ』、p. 83） 
 
ひくひく  
― 院代は先に述べたようにほそぼそと痩せた小男だったが、その服には皺ひとつなく、その
ハイカラーはいやがうえにも固くぴんと首元に立っていた。広い額と頬はややあおじろく、
その瞼は今も神経質そうに縁なし眼鏡の奥でひくひくと震えた。そして鼻下によく手入れ
のされたチョビ髭をたくわえていた。彼はもともとひょこひょことせわしなく歩く男であ
ったが、近ごろはその歩行ぶりにも悠然たるところ、楡病院に於て自分が果している役割
を反映する悠揚迫らざるところが加味されてきた。（北） 
 
びしっ  
― ズボンの折り目をビシッと出すようにアイロンをかけるのは、意外と難しいものです。（『家
事ワザー基本と裏ワザ』、p. 128） 
 
ぴしっ  
― 脱水時にできてしまう麻や線の絞りじわ。干し上がりに、こんなちょっとやそっとでは取
れないしわがついてしまったときは、まんべんなく霧吹きをかけ、簡単にたたんでポリ袋
へ入れ、口を閉じ３～４時間放置。全体に湿り気がまわったところでアイロンをかければ、
ピシッと仕上がります。（『家事ワザー基本と裏ワザ』、p. 119） 
― ズボンとピシッと仕上げる、アイロンのテク？（『家事ワザー基本と裏ワザ』、p. 128） 
 
ひしひし  
― 監房で、拘禁されたという実感をひしひしと感じさせるのは、鉄の扉よりも、壁よりも、
まずあの小さな覗き窓だという。男は、うろたえながらも、すばやく記憶のなかを、見ま
わしてみる。（安部） 
― おびただしい数のネズミがひからびて点々と木にぶらさがっていた。すでに予想はしてい
たが、こうした情景を眼のあたりに見ると、やはり恐慌の進行がひしひしと体に感じられ
るようだった。（開高） 
― 太郎はぼくのしゃべる動物や昆虫や馬鹿やひょうきん者の話に耳をかたむけ、よほどおも
しろいと顔をあげて、そっと笑った。形のよい鼻孔のなかで鳴る小さな息の音や、さきの
透明な白い歯のあいだからもれる清潔な体温など、太郎の体を皮膚にひしひしと感じなが
ら、ぼくは彼と何度も逃げたコイのことを話しあった。（開高） 
― 夜はまだすっかり明けきってはいない。しかし辻々に人が群れている。異様に殺気立った
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雰囲気がひしひしとこちらにまで伝わってくる。人々は手に手に竹槍も持ち、抜身の大刀
を地に突き刺している者もある。（北） 
 
びしびし  
― 「お前たちは今からこの兵舎に入るに当り、覚悟を更新する必要がある。甘くしたのでは
貴様たちはつけあがって始末が悪い。上司の命令によって、びしびし鍛えるからそう思え。
第一、貴様たちは（以下、九十一字伏）」（井伏） 
― 稽古は猛烈峻厳をきわめ、いかなる門人といえども容赦なく打ちすえ、叩きのめす。それ
がまた一言のはげましの声すらなく、びしびしとやってのけるのだから、たまったもので
はない。（池波） 
 
ぴしぴし  
― 「お客の言うこと聞かぬ言うて、陸で悪くば海で稼げって、崕の下の船着から、夜になる
と、男衆に捉えられて、小船に積まれて海へ出て、月があっても、島の蔭の暗い処を、危
いなあ、ひやひやする、木の葉のように浮いて歩行いて、寂とした海の上で、……悲しい
唄を唄います。そしてお客の取れぬ時は、船頭衆の胸に響いて、女が恋しゅうなる禁厭じ
ゃ、お茶挽いた罰や、と云って、船から海へ、びしゃびしゃと追下ろして、汐の干た巌へ
上げて、巌の裂目へ俯向けに口をつけさして、（こいし、こいし）と呼ばせます。若い衆は
舳に待ってて、声が切れると、栄螺の殻をぴしぴしと打着けますの。汐風が濡れて吹く、
夏の夜でも寒いもの。（泉） 
― 大橋登美子とほとんど同じ年であったか、康子は言葉も感情もませていて、何かしら心に
鋭い刺をもっていた。父の前ではつつましげに見えた娘が、独りになると意外にぴしぴし
と、容赦のない話しぶりだった。江藤を置去りにして、ロビイを横切って行く女のうしろ
姿は、男を無視していた。むしろ孤独にさえも見えた。（石川） 
― いずれにしろ、善作のふるう鞭の水面を打つ音は、まがいもなくわたしの心にぴしぴしと
ひびいてきます。その響きのリアリティをおいて、ほかのどこに文学のリアリティをもと
めることができるでしょうか。（石川） 
― それでな、鳥羽の鬼へも面当に、芸をよく覚えて、立派な芸子に成れやッて、姉さんが、
そうやって、目に涙を一杯ためて、ぴしぴし撥で打ちながら、三味線を教えてくれるんで
すが、どうした因果か、些とも覚えられません。（泉） 
― ところが、風にむかっているその雨戸の一枚がぴしぴしと音をたてはじめ、掻きとったよ
うな穴があいた。（司馬） 
 
びしゃびしゃ  
― 「お客の言うこと聞かぬ言うて、陸で悪くば海で稼げって、崕の下の船着から、夜になる
と、男衆に捉えられて、小船に積まれて海へ出て、月があっても、島の蔭の暗い処を、危
いなあ、ひやひやする、木の葉のように浮いて歩行いて、寂とした海の上で、……悲しい
唄を唄います。そしてお客の取れぬ時は、船頭衆の胸に響いて、女が恋しゅうなる禁厭じ
ゃ、お茶挽いた罰や、と云って、船から海へ、びしゃびしゃと追下ろして、汐の干た巌へ
上げて、巌の裂目へ俯向けに口をつけさして、（こいし、こいし）と呼ばせます。若い衆は
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舳に待ってて、声が切れると、栄螺の殻をぴしぴしと打着けますの。汐風が濡れて吹く、
夏の夜でも寒いもの。（泉） 
― さっき外にでたらジーンズがびしゃびしゃになってしまいました。ちめたい。 風もすごか
ったので、傘が飛ばされそうになって一人ニュース映像状態でした 
(http://blog.kansai.com/asaka_immemorial+day+20041020) 
― ウチのモスラ（女児・今年の１月２５日生）のことなんですが、やたらミルクを吐くんで
す。よく「ピュー」と噴水のように吐くとヤバイって言いますが、そんなカンジではなく
て、口から盛り上がるようにドワーッと吐くんです。それこそ首周りがびしゃびしゃにな
って、洋服全とっかえなんてしょっちゅう。 
(http://www2.plala.or.jp/mari-mo/plalaboard/message/234.html) 
― コトコトと下駄の音して、何処まで行くぞ、時雨の脚が颯と通る。あわれ、祖母に導かれ
て、振袖が、詰袖が、褄を取ったの、裳を引いたの、鼈甲の櫛の照々する、銀の簪の揺々
するのが、真っ白な脛も露わに、友染の花の幻めいて、雨具もなしに、びしゃびしゃと、
跣足で田舎の、山近な町の暗夜を辿る風情が、雨戸の破目を朦朧として透いて見えた。（泉）. 
― 雨チャンにびしゃびしゃと濡れながら自転車で帰って何もする気なし。（高野）. 
― 矢代は黙々と艪を押していた。暫くの間は、外海から烈しく吹きつける西風を岬の防風林
が遮っていたから、舟は軽々と滑っていたが、そのうちに波が舷側をびしゃびしゃと叩く
ようになった。岬の松林がどっと響を立てて、不吉な合図のように揺れざわめいている。
空はどんよりと曇り、残照は次第に消え、意外に早く陸地が夕闇の中に吸い込まれて行っ
た。（福永） 
― いつの間にか障子張りの木箱の糊を、猫はびしゃびしゃなめていた。（『帰りたかった家』、
p.37） 
 
ぴしゃぴしゃ  
― 雨が降っている。土砂降りとまではいかないまでもかなりの降り方だ―――着物の裾が水を
吸って重い。ぴしゃぴしゃと、１歩ごとに水がはねる音がする。…静かだ。 
(http://amanakisigure.kt.fc2.com/rainyday.htm) 
― 化粧水って顔がひんやりするまで、ぴしゃぴしゃするものだっていうけど、それやってし
まうと半月でローション１本なくなっちゃう。ちなみにフェイスシートを使わない場合も
ぴしゃぴしゃとたたいてつけるのではなく、両手で顔を軽く押し上げながら浸透させるつ
もりで化粧水を使ってくださいね。 
(http://www.linne.co.jp/contents/mainmag/vol059.html) 
― この前からどうも調子が悪い伝熱服の腹を、俺は手袋のひらでぴしゃぴしゃと叩いた。 
(http://onisci.com/458.html) 
 
ぴしゃり  
― 「歳も離れてるんだろうなのに、いちゃいちゃしちゃってさ」センセイは、ああ、という
ふうに鷹揚に頷き、それからまっすぐ前を向いた。ぴしゃり、という音がその瞬間したよ
うに感じられた。キミのような男とは、ワタクシは話をいたしません。声には出さなかっ
たけれども、センセイの頭の中でそういう声がしたのは、確かだった。わたしも感じたし、
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男も感じたようだった。（川上弘美『先生の鞄』、p. 107） 
 
ぴしゃりぴしゃり  
― わたしは今度こそぼんやりして小さい汽車のうごくのを眺めはじめたのだが、突然善太郎
は何をみとめたのか欄干のほうへ駆けて行き「パパ、パパ」と手を叩きながらおどり出し
た。わたしも立ち上って見ると、すぐ下の池のそばで、遠乗にでも行くのであろう、乗馬
服にきかえた善作がこちらに背中を向けて石の上に腰かけ、鞭をふるってぴしゃりぴしゃ
りと水の面を打っていた。水のしぶきの中でいくつかの緋鯉の鱗が跳ねかえって光るのに、
善作の鞭は一そう猛り狂い、空を切ってひゅうひゅうと鳴りひびいた。（石川） 
 
びしょびしょ  
― スッゴイ雨ですね。ちょうどひどくなった時に外出してまして、車を運転してたんです
が・・・前が見えない！！さらに車を降りたらびしょびしょになってしまいました。 
(http://landark.jugem.jp/?eid=48) 
― 天気予報で雨だっていうからビニール傘もっていったのに風があまりにも強くて傘がひっ
くり返ってしまいさせませんでしたおかげでスーツはびしょびしょ水溜りに革靴突っ込む
はで散々。 
(http://www.mylog.jp/blogs/uni/archives/004448.html) 
― その前晩私はやはり憂鬱に苦しめられていました。びしょびしょと雨が降っていました。
そしてその音が例の音楽をやるのです。本を読む気もしませんでしたので私はいたずら書
きをしていました。その  Waste という字は書き易い字であるのか――筆のいたずらに直ぐ
書く字がありますね――その字の一つなのです。（梶井） 
― 桃子はボルドーのびんをひしと抱きしめて絶対渡すものかという気がまえをみせたが、聖
子になだめられて渋々びんを渡した。そして今度は、米国がつぎそこなってテーブルをび
しょびしょにしないものかと、眼を皿のようにして弟の手元を注視した。（北） 
― びしょびしょの手が艫の船板を掴んだ。矢代と藤木とが片側の舷に倚って覗き込んでいた
ので、舟はぎりぎりまで波の上に傾いた。僕は森の片手を取って引き上げたが、濡れた身
体は重たくてなかなか上って来なかった。矢代が加勢に来た。（福永） 
 
ひたひた  
― 水けをきったじゃがいもを入れ、ひたひたに水を加え、ふたをし、中火で煮る。（『ササッ
とパスタ、パパッとめん』、p. 18） 
― 香りがたったら、ひき肉、なすの順に加え、水をひたひた程度に注ぎ、水けがなくなるま
で煮つめる。（『ササッとパスタ、パパッとめん』、p.8 4） 
― むささびかも知らぬがきッきッといって屋の棟へ、やがて凡そ小山ほどあろうと気取られ
るのが胸を圧すほどに近いて来て、牛が鳴いた、遠く彼方からひたひたと小刻に駈けて来
るのは、二本足に草鞋を穿いた獣と思われた、いやさまざまにむらむらと家のぐるりを取
巻いたようで二十三十のものの鼻息、羽音、中には囁いているのがある。（泉） 
― 折りよく――全く折りよく、天運だ――その時船の横面に大きな波が浴びせこんで来たの
で、片方だけに人の重りの加わった船はくるりと裏返った。舷までひたひたと水に埋もれ
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ながらもとにかく船は真向になって水の面に浮び出た。船が裏返る拍子に五人は五人なが
ら、すっぽりと氷のような海の中にもぐり込みながら、急に勢いづいて船の上に飛び上ろ
うとした。（有島） 
― 鼻の隆いその顔が、ひたひたと横に寄って、胸に白粉の着くように思った。宗吉は、愕然
とするまで、再び、似た人の面影をその女に発見したのである。（泉） 
― 兵隊たちは童謡のように単純な歌をくりかえし歌っていた。そして拍子をとるためのよう
に、寒さで無感覚になり始めた僕の尻をひたひた叩き、笑いたてるのだ。（大江） 
― そうした心の純粋さがとうとう私をしてお里を出さしめたのだろうと思います。心から遠
退いていた故郷と、然も思いもかけなかったそんな深夜、ひたひたと膝をつきあわせた感
じでした。私はなにの本当なのかはわかりませんでしたが、なにか本当のものをその中に
感じました。私はいささか亢奮をしていたのです。（梶井） 
― 近づけば、見あげるばかりに巨大な鉄の塊である。それがこれからの自分の住家であると
いうより、その鼠色の鉄の船はもっと非情でとりつく島もなく、人間たちと関係のない存
在とも思われた。内火艇が後進をかけ、ひとしきり海水が泡立ち、微動だもせず腰をすえ
て屹立している巨艦の脇腹にひたひたと音を立ててぶつかった。（北） 
― 目をとじると瞼の裏に明るい薔薇色のスクリーンがひろがり、それは、いっそうきつく目
をとじると暗い血の色から死斑の色へ、また瞼をゆるめると希望に似たオレンジ色から真
珠色へと、さまざまに色を変える。世界はぼくにしたしげな微笑を送り、ここに燃えさか
っているのは現在だけだ。ときおり耳のそばをひたひたとやわらかな音がとおりすぎるの
は少女のぬれた足のうらがコンクリートを踏んでとおる音にちがいない。目をあけてみお
ろすと、プールサイドは花畠のようだった。（倉橋） 
 
びたびた  
― しばらくの間無言で車を走らせ続ける。湖畔にはあいかわらず観光客がボートを浮かべて
いる。ウインドサーフィンの一群も見て取れた。まだまだ暑い。エアコンの調子が良くな
いせいで窓を開けながら走っている。僕もグシケンもＴシャツは汗でびたびただ。 
(http://mentalc.exblog.jp/1174682/) 
― テイッシュに  化粧水をたくさんつけて、びたびた状態にして  それを顔全体にはりつけ３
分したらとると  肌に水分が吸収されてプルプル肌になります !お風呂あがりとかいいかも。 
(http://www.google.co.jp/search?q=%E3%81%B3%E3%81%9F%E3%81%B3%E3%81%9F
&hl=ja&lr=&as_qdr=all&start=10&sa=N) 
― 帰宅後駐車場で早速確認です。助手席側足下のマットを持ち上げると、床は軽い池状態。
湿っている、とか、濡れている、ではなく、水がたまっている状態です。足下のマットは
びたびた。買い物袋もびたびたになりました。マットをさわった手のにおいをかいで、妻
が臭がっていました。どうも以前から濡れていたような醗酵したにおいです。この日は雨
だったのでこれ以上の確認はあきらめ、足下のマットを車から取り出しておきました。翌
日、見事に晴れたので早速ミニの床確認です。まだ、びたびた。どうも今まではビニル製
の足下マットのおかげで、この水たまりに気が付かなかったようです。水位が増し、ビニ
ルの足下マットを浸食しはじめ、やっと異変に気が付いたのです。場所は助手席足下だけ
で、運転席側や後部座席は何ともありません。しかし、こんなに濡れていては、簡単には
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乾かないでしょう。今までの蓄積をにおわせるにおいもします。 
(http://homepage2.nifty.com/juu/dia/dia0111.htm) 
― ｢ア～～、サンマですかぁ～、オイシソウですね～～」って、タイテイの場合は、許してく
ださるはずでは、いざ！ 焼き始めましょう。うちわを用意してください。それから、び
たびたに濡らしたボロふきんも。焼き網の表面が勢いよくヂュ！と言うまで、乗せちゃダ
メ。うちわのあおぎ方に、２通りあります。サンマに火を行き渡らせるには、ちょっと離
れた所から、サンマに沿って、ゆらゆら～っと。これで、コンロの熱気が、焼け方の少な
い場所に流れてくれます。サンマの脂に火がついたら、間近から、サンマに垂直に、ドバ
バババ～～！！っと。これで、火が消えます(笑)十分、火力が出て焼き網も温まったら、
びたびたボロふきんを取り出し、手早くじゅじゅっと焼き網を拭きます。そこに、サンマ
を並べて。うちわで、ハイ！ ゆらゆら～～ゆらゆら～～ ケムリが出てきましたね、お！
火が！ ドバババ～～！！バタバタバタバタ～～～～！！！！ホラホラ、涙なんかふかな
い、ケムイのはあたりまえですから(笑)サンマの目が白くなりはじめた所で、箸でつんつ
んポン！って、ひっくり返します。じゅわわ～～って煙幕が出ますから、覚悟しましょう！
(笑)後はひたすら、バタバタバタ～～！！！ ドバババババババ～～～！！！ 
(http://urasugata.web.infoseek.co.jp/ryouri3.html) 
― 鐚銭という言葉は、重ね合わせるとびたびたと音がしたことに由来したそうです。 
( h t t p : / / w w w. 7 7 b a n k . c o . j p / m u s e u m / o k a n e / 0 8 0 2 . h t m )  
― 大雨です．そこから２００ｍばかりの駅まで歩きました．傘は役に立ちません．ズボンも
シャツもパンツまでびたびたです． 
(http://www.tcp-ip.or.jp/~kenro/sub3_03_05.html) 
― 明日の研究発表のために切り貼りをしようと思ったが、手が糊でべたべたになり、髪がび
たびたと手にくっついて困った。（Kakehi, Tamori, Schourap, Dictionary of Iconic 
Expressions in Japanese） 
― 刃物でびたびたほおをたたかれて「金を出せ」とおどされたんです。（阿刀田稔子・星野和
子、『擬音語・擬態語辞典』） 
 
ぴたぴた  
― と素っぱ抜くなり一人を斬ってすて、さらに土間にとびおりて一人を斬り、一人だけは生
かして、刀で相手の頬をぴたぴたとたたき、……（司馬） 
― 雨の夜に寝るのは好きだ。しょうしょう、ぴたぴた、するする、さあさあ。 言い表しきれ
ない、音。音。水の音。 
(http://www1.winknet.ne.jp/~zentaro/naruto1/ss-54.html) 
― もちろん天ぷらや煮つけも大好物。煮物なら、あまり水分を飛ばしてほくほくにせず、た
っぷりの煮汁でぴたぴたに煮るのが好きです。（『リネンとかごとヒヤシンス』、p. 92） 
― 加恵は血を吐きながら呻いていたうず市や、断末魔に突然四肢を突っ張った蜘蛛丸を思い
出した。怖ろしかった。額には脂汗が浮び、加恵は底知れない恐怖の中で民の名を幾度か
呼んだ。腰骨がめりめりと音を立て、割れて、裂けて、ひきちぎれるかと思ったとき、股
間にぬるりと生温かい感触があり、痛みが掻き消され、同時に股の上で鮮魚のようにぴた
ぴたと嬰児が跳ねた。次の瞬間、壁を突き破るような産声が湧き起った。（有吉） 
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ぴちぴち  
― 君達は手袋を脱ぎ去った手を真赤にしながら、氷点以下の水でぐっしょり濡れた配繩をそ
の一端からたぐり上げ始める。三間四間置き位に、眼の下二尺もあるような鱈がぴちぴち
跳ねながら引き上げられて来る。（有島） 
― 三治と帯子が笑いながらそれを眺めている。二人ともたいへん健康そうにぴちぴちしてい
る。何を心配することがあるのだ。きょうは帯子はとくに美しい。黄ろい衣裳が晴れた水
の上に似合って見える……（石川） 
 
びちゃびちゃ  
― 天気予報の ”弱雨” … なんのその、朝からふつうにザァザァ降っていた。ちょうど二
日目（８日）の９：００Ａ．Ｍ．その日一回目フリー走行が始まった頃、予約していた駐
車場に到着。車を降りると、” ファンファンファンファン！！！” と音が聞こえる。も
う、聞いただけで いてもたってもいられず、大急ぎで準備。なんせ人ごみを掻き分け、
びちゃびちゃのところへ座りにいくのだから、レインコートなど、完全防備しなくちゃ風
邪をひいてしまう。１３年前のＦ1 で買った、今はなきチーム・Ｂｅｎｅｔｔｏｎのポン
チョ。これだけは捨てられない… と置いていたものが活躍する時がきた。足元もびちゃ
びちゃになるので、Ｇパンの上からもレインパンツ。 よし！完璧。サーキットの中はも
ちろん、外にも人人人！！！なんとか間に合ってたどりついたら、目の前をものすごい音
をたててマシンが通過。雨でよかった。 こんな状態で泣いてる人なんて誰もいない。ガ
ラガラの観客席で びちゃびちゃになりながら、１年ぶりのＦ１マシンとの再会。嬉しい？
感動？… どうしてもうまい言葉は見つからない。思い出しただけでも泣けてくる。  
(http://mookulala.exblog.jp/i7) 
― 自我は互いに直交する４本の直線でできている。１本の直線からでもなく、互いに直交す
る２本の直線からでもなく、１点において互いに直交する３本の直線からでもなく、１点
において互いに直交する４本の直線からできている。と、右の手の人差し指の先が考える。
ぼくの目は、窓の外から、それを見ようとして、ぐるぐる回る。病室のなかで、４本の直
線がぐるぐる回る。右の手の人差し指以外のぼくの指がばらばらにちぎれる。子供たちの
首と肩の隙間から、真っ赤な金魚たちがびちゃびちゃあふれ出る。子供たちは、頭をマド
ラーのようにぐるぐる回している。マドラーは、肩の上でぐるぐる回っている。ぐちゃぐ
ちゃと、血と肉と骨をこねくりまわしている。そうして、子供たちは、真っ赤な金魚たち
を、首と肩の隙間から、びちゃびちゃと床の上に落としている。それでよいと、右の手の
人差し指の先は考えている。45 ページと 46 ページの間に身を潜ませていた神もまた、そ
れでよいと考えている。ああ、どうか、世界中の不幸という不幸が、ぼくの右の手の人差
し指の先に集まりますように！ 
(http://www.shimirin.net/an/an2005/an05_002.html) 
― 今日はちょっぴり暖かかった弘前市。そのせいで雪もだいぶ融け始めています。そしてこ
んな具合のとき歩くのは大変なんですよね。道がびちゃびちゃでお気に入りのブーツもび
ちゃびちゃです。まだ雪の多い小道などを歩く時はまるで砂漠を歩いているかのように足
がズボズボだし。あ～ん、春はすぐそこらへんのはずなのに！まだ少し待たなければいけ
ないようですね 
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(http://www.imgnjp.com/viva/nikkibacknumber.html) 
― 通夜堂に移動し、若奥さんにお風呂とお洗濯のご厚意をいただく。シャワーを気持ちよく
浴びて、お堂を出ると（お堂の奥にお風呂がある）なんとスコール?!と見まごうばかりの
大雨。しばし唖然として庇からだくだく流れる雨を見ていたが、ハッ。通夜堂の窓、全開
やん！ そこに置いてあった傘をお借りして走ったが、果たして…。ああ～部屋の中びち
ゃびちゃ…。お布団も少し濡れてしまった。私も通夜堂に戻るだけで下半身びちゃびちゃ。
こんな豪雨久しぶりだ。若奥さんに新聞紙をいただいて床と靴に敷く。本当にラッキーだ
ったと心から思った。だって岡田さん（民宿）まで行っていたら、絶対にこの雨にたたら
れて何時に着けたか。若奥さんが差し入れして下さった熱いコーヒーとスイカも、F さん
にいただいたパンも本当においしくて、幸せなひとときを味わった。机にあった木の葉書
を 1 枚いただいて、初めて今の家族にメッセージを書く。 
(http://www.kushima.com/henro/norakura/kitamura-010808.htm) 
― ちゃぷ、ちゃぷーぅ、ちゃぷ、ちゃぷーぅ、ぼんちゃん、ちゃぷ、ちゃぷーぅ」ぼんちゃ
んの水浴びテーマソング。「ちゃぷ、ちゃぷーぅ、ちゃぷ、ちゃぷーぅ、ぼんちゃん、ちゃ
ぷ、ちゃぷーぅ」歌いながら、水面をぱちゃぱちゃすると、気分が向けば、ぼんちゃんの
水浴びが始まるのだちょい不潔っ子のぼんちゃんに水浴びしてもらうため、るみたろうは
びちゃびちゃになりながら、今日も水面をぱちゃぱちゃ。ちょい不潔っ子のぼんちゃんに
水浴びしてもらうため、るみたろうはびちゃびちゃになりながら、今日も水面をぱちゃぱ
ちゃ。本日はゲストにチンゲン菜くんを迎えたので、ぼんちゃんはラリホー。るみたろう
はびちゃびちゃー。洗面所もびちゃびちゃー。（何するのも手かかりますねん。） 
(http://rumitaro.vis.ne.jp/day/chapu.htm) 
― 台風が、直撃！駐車場は雨でびちゃびちゃでした。 
(http://city.hokkai.or.jp/~paso/sinema15823.htm) 
 
ぴちゃぴちゃ  
― 孝太郎くん(0 歳 10 ヶ月)もビニールプールに入ってぴちゃぴちゃ暴れ、自分の顔に水がか
かってもきゃっきゃっと大喜び。 
― ワニのバルボンさんは動物園で働いています。今日は動物園がお休みの日。バルボンさん
一家は雨の中お散歩にでかけます。つづいてかえるさん一家も・・・。雨がふっているの
でバルボンさん一家もカエルさん一家もごきげんでみずたまりでぴちゃぴちゃ。水たまり
で遊ぶところは「すいすい ぴちゃぴちゃ ぴちゃぴちゃ すいすい」とリズム感ある文
章でとても楽しく読むことができます。 
(http://www.ehonnavi.net/ehon00.asp?no=633) 
― あめこあめ；雨の音がぴちゃぴちゃん；僕の胸に心地よくって；励ますようにぴちゃぴち
ゃと元気が出てきてしまうのです 
(http://char.s20.xrea.com/x/siyomi/hide5.html) 
― しとしと、しとしと、ぴちゃぴちゃ、雨音が私を包み込む。このうえなくここちよい空間
があっという間にできあがる。でも、これは雨が降っていないと作れない。 
(http://sendai.cool.ne.jp/rinu/sanbun/rain.html) 
― 夏：見守る太陽；かんかんでりのお日様がこっちを向いて笑っている。その下でみんなが
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プールに入りぴちゃぴちゃ音をたてながら泳いている。みんながプールから出た後もかわ
らずこっちをみながら笑っている。なぜだろう？お日様はギラギラしながら応援したりみ
んなを見守っていてくれたのかもしれない。 
(http://www.ybi.co.jp/koike/src/shikan112.htm) 
― お風呂から上がり、ﾊﾞｽﾛｰﾌﾞをはおってさっそくｲｵﾝﾋﾟｰﾘﾝｸﾞ；まず顔全体にｲｵﾝｸﾘｰﾑを薄く
塗る。ｲｵﾝﾛｰｼｮﾝを 10 滴ほど手のひらにとり、ぴちゃぴちゃ顔につけていく。全体にぴちゃ
ぴちゃしたら、円を描くようにﾏｯｻｰｼﾞ。すると消しゴムのｶｽみたいにｸﾘｰﾑがﾎﾟﾛﾎﾟﾛ落ちる。
ぜんぶ落ちたらお湯で軽くゆすいでおしまい。ものの 2 分で終了。もうちょっといじりた
い気になるくらいあっけない…。 
(http://yaplog.jp/search-beauty/monthly/200503/) 
― しばらくして１人のこざっぱりした中年男性来店。先週の日曜日にも来てくれたとても感
じのいい人だ。しかし飲食時に「ぴちゃぴちゃ」音を立てる癖あり。気になりだすととて
も気になる音。自分はどうだか心配になり何か口に入れてみたい衝動に駆られるが後で試
す事にする。 
(http://takoshige.blogzine.jp/hori/2004/11/) 
― 手術で右後頭部を切られたので、左側を下にして横向きに寝ていたが、右の耳に水が入っ
ているらしく、仰向けになったり横向きになったりするたびにぴちゃぴちゃ音がした。頭
には包帯とタオルが巻いてあり、切ったところにはガーゼを当ててあるので、タオルやガ
ーゼの分厚い層をかき分けて耳を触ると、耳の入口（耳殻）が濡れていた。触った指を見
たら茶色い液体が付いていた。消毒のイソジンだ。これが耳の中に垂れているらしい。そ
う言って、Ｋさんが綿棒を耳の中に入れ、イソジンを拭ってくれた。それでもまだ、耳の
中でぴちゃぴちゃ音がしている。とても気持ち悪い。後で頭のタオルをはずしてわかった
のだが、シャワーをかけるように頭全体にイソジンを浴びせて消毒したので、髪の毛がイ
ソジンでぐっしょり濡れて滴るほどだったらしい。そのときイソジンが耳の中に入ったの
だろう。後で頭のタオルをはずしてわかったのだが、シャワーをかけるように頭全体にイ
ソジンを浴びせて消毒したので、髪の毛がイソジンでぐっしょり濡れて滴るほどだったら
しい。そのときイソジンが耳の中に入ったのだろう。次の日になってＹ先生に言ったら、
「そんなはずはない」と否定された。「耳はしっかりふさいで、中に入らないようにしてか
けたんだから、入るはずないよ」「でも、耳の中でぴちゃぴちゃいっているんですもの。髪
の毛についていたのが垂れて、耳に入っちゃったんじゃない？」Ｙ先生は納得できないと
いうように首をかしげた。本人の私が耳に水が入っていると感じるのだから、いくら先生
が首をかしげても、いつか何かのタイミングで入ったのに違いない。そう確信していた。 
(http://www.h3.dion.ne.jp/~a-garden/tumor/tumor-t08.html) 
― 「今夜」通辞は笑いながら裸馬の腹をぴちゃぴちゃと平手で叩いた。「いいか。今夜、お前
は転んでいる。井上様がはっきり、そう申された。今日まで井上様がパードレたちを転ば
される時、このように申されて外れたためしはない。沢野の時も……そしてお前も……」（遠
藤） 
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びっくり  
― テレビで日本代表の試合を見ている。サッカー？いえいえ、野球です。トランペットや太
鼓の応援がないから、見ていてとってもじっくり見られます。でもせっかくの試合なのに、
客席はがらがらですねえ。びっくりするくらい空席が目立つ。ーん、これじゃあ、「代表」
っていっても盛り上がりませんね。 
(http://jjkk.jugem.cc/?eid=25) 
― だれかが置き忘れた、びっくりするほど大きなトランク。それはたぶん上等の品物なので
しょう。かっちりしていて、銀色の金具が、星のように輝いて見えました。（直子あわ『だ
れにも見えないベランダ』、p.69、1981） 
― シャンプーの時点ではあまり期待してなかったけど、リンスを流した後のするする感にび
っくり。トリートメントじゃないのに、このするする感はすごい。 
(http://ayabun.air-nifty.com/nichijo/cat93835/) 
― 先日、なんと祖母が死んでしまった。びっくりした。（吉本ばなな『キッチン』、p. 10） 
― その時、ぎいっと音を立ててドアが開いて大きな紙袋を抱えたえり子さんが入ってきたの
でびっくりした。（吉本ばなな『キッチン』、p. 44） 
― たとえば「吉田勝三郎殿」と聞いたこともない名前をよみあげると、なんと平生「さいづ
ち」と呼ばれているはずの頭の平たい看護人が、びっくりしたように二、三度きょろきょ
ろと周囲を見まわしてから、おそるおそる進みでてくるのだ。「宝田たづる殿」と呼ばれる
と、常々、その突拍子もない笑い声で、賄いをにぎわしている狆のような顔をした看護婦
が、真赤に顔をほてらしていやにしずしずと進みでてくるのだ。そういう情景はいくら見
ても飽きがこなかった。今日は綺麗なおべべを着せられてさすがに下町娘らしくは見えな
いこの末娘は、大広間に集まっている百二、三十名の人間の中で、….（北） 
 
ひっそり  
― 私の靴の音を聞いてナオミが直ぐにその縁側の障子を明けて出るであろうと予期していた
のに、障子の中は明りがかんかん燈っていながら、彼女の居そうなけはいはなく、ひっそ
りとしているのでした。（谷崎） 
 
ぴっ  
― 全社全体会議といっても、社員が全員集っている前で大堂社長がなにか妙に重々しく精神
訓話ふうのものを喋り、総務部長の松井喜三郎が軍隊式にぴっと背すじを伸ばして、いく
つかの社内通達事項を話すという程度のものだった。（椎名） 
 
ぴぴぴぴぴぴ 
― ぴぴぴぴぴぴ。ぴぴぴぴぴぴ。かち。ベッドの中から、にゅっと腕が伸びて、目覚まし時
計を止める。 
(http://yuzuki.k-server.org/soutyou.html) 
 
ひやり  
― 「…..皆、親のお庇だね。その阿母が、そうやって、お米は？ ッて尋ねると、晩まである
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よ、とお言いなさる。翌日のが無いと言われるより、どんなに辛かったか知れません。お
民さん」と呼びかけて、固より答を待つにあらず。「もう、その度にね、私はね、腰かけた
足も、足駄の上で、何だって、こう脊が高いだろう、と土間へ、へたへたと坐りたかった」、
「まあ、貴下、大抵じゃなかったのねえ」フトその時、火鉢のふちで指が触れた。右の腕
はつけ許まで、二人は、はっと熱かったが、思わず言い合わせたかの如く、鉄瓶に当って
みた。左の手は、ひやりとした。「謹さん、沸しましょうかね」と軽くいう。（泉） 
 
ひゅうひゅう  
― 症状；呼吸するたびに、いわゆるぜーぜーひゅーひゅーが聞こえます。息が苦しくなり、
呼吸困難になる場合も多く見られます。その状態が続くと酸素不足になり、唇が青黒い色
になってきたなら急いで治療が必要です。一日中見られる症状ですが、特に夜比較的遅く
から早朝にかけてが最も多く起こります。 
(http://www.igaku.bz/z867.htm) 
― 室内にごほごほ咳き込む音がする。別に咽たとかそう言うのではなくて、純粋に、咳。風
邪を引いているのだ。咳き込み、そして、ひゅうひゅうと息をする音。聞いているだけで
苦しくなって同情する。 
(http://www2.odn.ne.jp/~cdo35870/novel.mindgame.html) 
― ラフティというのは、沖縄料理で、豚の安い三枚肉を使うのである。太郎がダイニング・
キッチンへ入ると、圧力鍋はガス台の上で、ひゅうひゅう口笛を吹くような音をたててい
た。（曽野） 
― 風邪を引いているのだ。咳き込み、そして、ひゅうひゅうと息をする音。聞いているだけ
で苦しくなって同情する。 
(http://www2.odn.ne.jp/~cdo35870/novel.mindgame.html) 
― 田圃へ出ると、晩秋の空はあたかも私を慰めるように、高く、爽やかに晴れていましたが、
風がひゅうひゅう強く吹くので、泣いた跡の、脹れぼったい眼の縁がヒリヒリしました。
そして遠くの線路の方には、あの禁物の省線電車が、畑の中をごうごう走って行くのでし
た。（谷崎） 
― 今日は朝から風が強くて 、私はひゅうひゅういう音を聞く。 部屋の中で聞く、電線や窓
枠で立てられるその音は嫌い。 何だか不安を掻き立てる。午後になって 外に出かけるこ
とにする。 電線が鳴って、木の枝が鳴って、 やっぱりひゅうひゅう音がする。 
(http://satsuki-.hp.infoseek.co.jp/mu/kaze.html) 
― わたしは今度こそぼんやりして小さい汽車のうごくのを眺めはじめたのだが、突然善太郎
は何をみとめたのか欄干のほうへ駆けて行き「パパ、パパ」と手を叩きながらおどり出し
た。わたしも立ち上って見ると、すぐ下の池のそばで、遠乗にでも行くのであろう、乗馬
服にきかえた善作がこちらに背中を向けて石の上に腰かけ、鞭をふるってぴしゃりぴしゃ
りと水の面を打っていた。水のしぶきの中でいくつかの緋鯉の鱗が跳ねかえって光るのに、
善作の鞭は一そう猛り狂い、空を切ってひゅうひゅうと鳴りひびいた。（石川） 
― 「シグナレスさん、どうかまじめで聞いて下さい。僕あなたの為なら、次の十時の汽車が
来る時腕を下げないで、じっと頑張り通してでもみせますよ。わずかばかりヒュウヒュウ
云っていた風が、この時ぴたりとやみました。（宮沢賢治『銀河鉄道の夜』、p. 87） 
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― それからシグナルは、ううううと云いながら眼をぱちぱちさせてしばらくの間だまって居
ました。シグナレスもおとなしくシグナルの咽喉のなおるのを待っていまひた。電信ばし
らどもは、ブンブンゴンゴンと鳴り、風はひゅうひゅうとやりました。（宮沢賢治『銀河鉄
道の夜』、p. 94） 
― 太郎がダイニング・キッチンへ入ると、圧力鍋はガス台の上で、ひゅうひゅう口笛を吹く
ような音をたてていた。（曽野） 
 
びゅうびゅう  
― 今日はいよいよ退院するという日は、霰の降る、寒い風のびゅうびゅうと吹く悪い日だっ
たから、私は思い止らせようとして、仕事をすますとすぐ病院に行ってみた。然し病室は
からっぽで、例の婆さんが、貰ったものやら、座蒲団やら、茶器やらを部屋の隅でごそご
そと始末していた。（有島） 
― しかし舟はいっこうに進まなかった。寧ろ村の灯の見えるあたりから次第に遠ざかって行
きつつある印象を受けた。不安が暗闇と共に濃くなった。敵意を含んだ風がびゅうびゅう
と空に鳴り、舟は押し潰されそうな悲鳴をあげた。（福永） 
― 森は乱暴とも思えるほど力漕した。しかし舟はいっこうに進まなかった。寧ろ村の灯の見
えるあたりから次第に遠ざかって行きつつある印象を受けた。不安が暗闇と共に濃くなっ
た。敵意を含んだ風がびゅうびゅうと空に鳴り、舟は押し潰されそうな悲鳴をあげた。（福
永） 
― 私はいつも、新聞社のかえり、悲しくなる。広い沙漠に迷いこんだみたいに頼りどころが
ないのだ。ぴゅうぴゅうと風の吹くなかを、私一人が歩いているような気がする。（林） 
 
びゅうん  
― 鞭をふるような、雷鳴を聞いたのは、蛙岩をすぐ眼の前にしてからだった。ぴゅうん、ぴ
ゅうんと山が鳴った。空気が鳴り、尾根が鳴り、彼自身も鳴った。雷光と雷鳴はほとんど
同時だった。彼は這松の中に這いつくばって、天の声を聞き、天の鞭を受けながら、天の
火を見た。（新田） 
 
びゅっ  
― ヒョウは凄いよ、速いよ、びゅっと行くね。びゅっと。だからシマウマは  ダメなんだって
ば。ライオンをなめちゃいけないね。初速が速いんだから。びゅっといくね。びゅっと。 
(http://amado.acz.jp/amado/?0392) 
― そうその腕が振られるたびにびゅっと風を切る音、抱き締める腕と同じその腕が今は武器
を扱っている。 
(http://park6.wakwak.com/~wfa/ange/mero/afternoon2.html) 
 
ぴゅっ  
― この小龍包が普通の肉まんと違うのは、包み皮の中にアツアツのスープが入ってる点です。
一口噛めば中からぴゅっとスープが飛びでてきて、思わずやけどしそうになりますがその
熱さがこの小龍包のいいところです。 
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(http://bantian.at.infoseek.co.jp/densin.html) 
― パック入りのアサリを買ったら、水の中に小さなカニがいた。白いまな板の上
に黒いものがぴゅっと落ちてきたので、最初はゴキブリかと思ったが、よく見
ると半透明のカニだった。  
(http://d.hatena.ne.jp/na--mi/20040722) 
 
ひょい  
― 何ぶん初めてのバス旅行とあって、窓から首をつきだしてキョロキョロしていた私は、一
瞬、ひどく狼狽した。だが、まったくの偶然にちがいないが、その時ひょいと先生がバス
を振り返って、私と目が合ったのである。（五木） 
― そのとき、ボーイ長が右手を宙にさしのべて、ひょいと振った。奇妙な手つきだった。ご
婦人たちの頭からなにか盗みだすような手つき！ とたんに上品だったご婦人がたの態度
が、がらっとかわってしまったのである。（井上） 
― その日は時間割からいうと、Ｋよりも私の方が先へ帰る筈になっていました。私は戻って
来ると、その積りで玄関の格子をがらりと開けたのです。すると居ないと思っていたＫの
声がひょいと聞こえました。同時に御嬢さんの笑い声が私の耳に響きました。（夏目） 
― 左右に分けられたひよこの群れの中から一羽ずつをひょいと取り出し、店の主人はちいさ
な箱二つの中にそれぞれのひよこをしまった。あいよ、と言いながら、センセイに渡した。
センセイはおっかなびっくり箱を受け取った。（川上弘美『先生の鞄』、p. 32） 
― 君はシャツの腕をまくって、一心不乱に墨をすっている。気配にきづいたのか、ひょいと
顔を上げてヘッドフォンをはずす。「おかえり」 
 (http://takueda.fc2web.com/text/short008.html) 
― 振り向くと、センセイは新聞に見込んでいた。今日の新聞ではない、散らばっていた中か
らひょいと取ったものだろう。（川上弘美『先生の鞄』、p. 12） 
― 「ツキコさんでひとはね、ちょっとばかり、おセンチなんですよ」突然センセイの声がし
たと思ったら、センセイはすぐうしろの木の陰からひょいと現れた。保護色になっている
服のおかげか、それとも歩き方がうまいのか、センセイの気配をそれまでまったく感じな
かった。（川上弘美『先生の鞄』、p. 69） 
 
ぴょい  
― 一度、二度、深く深呼吸して、その奇妙な髪型の女の子は、彼が通りがかる所へぴょいと
姿を現した。 
(http://www8.big.or.jp/~gaterar/ss/period.html) 
― 「はい、今あけます。」綱手かと思い、シズネはベットからぴょいと降り内鍵を開けた。 
(http://www.geocities.jp/halgura/w-cp-ts2.htm) 
― やがて河童の腕が二本になり、ぐいっと体を持ちあげるなり、泥だらけの体で岸辺にあが
り、堀の草を掻いつかんでは身をせせりあげぴょいと路に出た。（司馬） 
 
ひょいひょい  
―  “仕事”に応じて呼び名が変わるエネルギー。しかもすごいのは、次から次へとひょいひょ
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い姿を変えることができる点なんだ。 
(http://www.yonden.co.jp/kids/energy/a02.htm) 
― そいつ、思ったことなんでもひょいひょい口にするみたいなんだ・・・・。 
  (http://buubuu.gooside.com/novelm-inu001.htm) 
― いったかとおもうと、立ちあがりもせずに小兵衛が傍らの薪をつかんで、ひょいひょいと
五人へ投げつけたものである。（池波） 
― そいつ、思ったことなんでもひょいひょい口にするみたいなんだ・・・・。「みんな～ジュ
ース持ってきたよぉ！！」三浦がみんなのジュースを持ってきてやってきた。そしてみん
なにひょいひょい渡してった。 
(http://buubuu.gooside.com/novelm-inu001.htm) 
― 田圃が湖にならぬが不思議で、どうどうと瀬になって、前途に一叢の藪が見える、それを
境にして凡そ二町ばかりの間まるで川じゃ。礫はばらばら、飛石のようにひょいひょいと
大跨で伝えそうにずっと見ごたえのあるのが、それでも人の手で並べたに違いはない。（泉） 
― ねえちゃんも講義をきいてはいるんだなあ、と思ったのは、教師が橋の話をするとつけ睫
毛の娘は、睫毛を橋の形に、ひょいひょいと曲げるからであった。（曽野） 
― 反復にはまた、べつの効用もあった。たとえば女は、この二カ月あまり、くる日もくる日
も糸にビーズ玉をとおす内職に、顔が腫れぼったくむくんで見えるほどの、うち込みよう
だ。長めの針先が、紙函の底にひろげた鉄色の粒を、ひょいひょい、踊るようにして拾っ
ていく。間もなく貯金が、二千円になる予定だった。この調子で、あと半月もつづければ、
なんとかラジオの頭金にはなりそうだ。（安部.） 
― 「本当にお父様は頭が働きなさるわ。しかしお父様はやはりお歳をとられました。オート
ミールをボルドーで冷やして召しあがるし、物忘れもひょいひょいなさいます。お前さま
が帰られたら、もうお父様に御苦労かけないようにね」（北） 
― 少年は黙ったまま息をつめて歩いた。はだしの足裏に礫が痛かった。それは通訳にとって
はなおさらのことらしかった。かれは陽気にしゃべりながらひょいひょい跳んでついて来
た。（大江） 
― 「だけど、見てごらん。石だらけの川の中をこうして、ひょいひょい裸足で歩いて来るん
だからね、彼女のあしのうら見たら、きっと僕たちおったまげると思うよ」（曽野） 
― 頬が大きく脹れすぎて巾着のようにだらんと垂らし、両手を幽霊のように前に出して歩い
ている女もいた。一糸まとわず、さながら銭湯の湯槽へ入るときの恰好で、ひょいひょい
と身をかがめながら歩いている男もいた。肌シャツ一枚だけで呻き声を出しながら、へと
へとの様子で駈けて行く女もいた。（井伏） 
 
ぴょいぴょい  
― ライブではぴょいぴょいとびまくり、 いい汗かきました。  
(http://putty.ameblo.jp/category3-55408aab52779cc881b5d18d88c2b777.html) 
― お昼ごはんを食べていたら、窓の外に見える梅の木に鶯が二匹！梅の花をつつきながらか
なり長い間ぴょいぴょい飛び回っていて、なかなかほほ笑ましい光景だった。 
(http://blog319kachang.ameblo.jp/) 
― 抛り出された狐は、なぞえの斜面を、転げるようにして、駈け下りると、水の無い河床の
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石の間を、器用に、ぴょいぴょい、飛び越えて、今度は、向うの斜面へ、勢よく、すじか
いに駈け上った。駈け上りながら、ふりかえって見ると、自分を手捕りにした侍の一行は、
まだ遠い傾斜の上に馬を並べて立っている。（芥川） 
 
ひょこひょこ  
― と其処等じろじろと睨廻して、新地の月に提灯いらず、片手懐にしたなりで、亭主が出前、
ヤケにがっと戸を開けた、後を閉めないで、ひょこひょこ出て行く。（泉） 
― プンタトンボには１０時に到着する。ビジターセンターの前でガイドが入場券を配り、保
護区にはいるとすぐ車道の近くをペンギンがひょこひょこ歩いているじゃありませんか！
うわーかわいいじゃない！ってなんの駐車場にバスを停めて外に出ると居ます居ますペン
ギンが！ 
(http://www.travair.jp/travelog/penguin/7.html) 
― 満面笑みのスマイリーがひょこひょこ歩きますお子様から大人まで喜ばれるバルーンギフ
トはいかがでしょうか？このスマイリーバルーンはひょこひょことかわいらしく歩くこと
もできるんです。手には「HAPPY BIRTHDAY」というメッセージバルーンがつけられ
ています。いつもと違う誕生日プレゼントで驚かせてみましょう 
(http://www.lastminute.co.jp/lmj/Gifts/detail.do?catid=93&product_id=3766) 
― 古いパソコンのマイピクチャをスクリーンセーバにしていたら、小さいころの子供たちや
猫、いつ行ったのか忘れていた旅行の写真がひょこひょこでてきたので、これらを忘れな
いうちにまとめておこうと思いました。年代別とかに整理するのもひと苦労になりそうな
ので、気に入った順に端からかんたんに作れそう。思いもかけない時に見る懐かしい写真
には突然記憶が鮮明に呼び戻されます。ほっとアルバムですね。 
(http://mhotm.exblog.jp/2967762/) 
― この一言に尽きるのであらすじ不要。しかしペンギンの行動、生命力には驚くばかりです。
ペンギンといえばユーモラスにひょこひょこ歩く姿ばかりクローズアップされ、勝手な想
像で「もしかしたらおまぬけさんかも」なんて思っていました、私。 
(http://www.tbs.co.jp/cinepara/272.html) 
― いつ頃からか、「ペンギン歩き」と人に言われるようになっていた。ひょこひょこ歩いてい
るようです。「わざと？」とも言われた事もあったな～本人は全く意識無し私「１歳の息子
の歩き方がひょこひょこして、きになるのですが」治「今は気にする年齢ではない。でも
親の真似をしますからね」と言われ、またショック自分では分からないけどひょこひょこ
歩いているのを早く治そうと。 
(http://plaza.rakuten.co.jp/himawaribiyori/diary/200601050000/) 
― そういえば、まったく関係ないですが。コレを手に入れて、運転して帰宅中・・・道路に
ひょこひょこ動くものが飛び出してきたっ !!!なにっ、なんなのさっ、ネコ・・・！？ じ
ゃないよなぁ？？街灯がなくて見えない・・・対向車も後続車もなかったので、ブレーキ
踏んでハイ・ビームにしたら・・・タヌキ。あのね・・・かわいいんだけどね・・・場合
によっては引いてしまうかも知れないところだったので、ビックリしながらも、怖がらせ
て退散させました。ネコとかってこういう時、ビックリして止まりません？？ま、無事に
脇に逃げてくれたので良かったんですが…あのひょこひょこって歩き方はかわいかったな
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ぁでも、山にいてくれた方が安全なんだけどな、と思いつつ、スリッパ履いた自分の足を
見てちょっと笑えました（汗） 
(http://blog.drecom.jp/pata_tan-material-1/category_4/) 
― 退院してから早くも一週間、しかしここ 2 ヶ月近く寝たきりだったためか、リハビリする
とすぐに筋肉痛に… あまりに痛いので、大学病院から二週間だけレンタルした松葉杖を使
って移動していたんですが、右足が完全に地面につかずとも移動できてしまうため、リハ
ビリにならないなぁ…と思い、今日はロフストランド杖という片方だけの、腕を入れる杖
を使って、父がリハビリもかねてすし屋に連れて行ってくれるとのことだったので久々に
足を地面に付きながらひょこひょこと歩きました。うちの実家はマンションなので、移動
も何気に大変なのですが…今の今まで、「普通」に出来ていたことが出来なくなるなんてな
ぁ…と心の病気になったときもこんな風に落ち込みました。でも今は落ち込む期間は過ぎ
去り、前向きにリハビリしているつもりです。寿司も病院では絶対出ませんからかなり新
鮮でした…。岩牡蠣とか鮪のほほ肉のあぶり焼きとか握りやら頂きました。でも二人で 3
万円って…高。。銀座とかならわかるけど、私が貧乏性なだけなのだろうか…？汗（お寿司
の平均金額って分からない、なぜかちうといつも食べるときは 100 円寿司ばっかりだから
さ。 
(http://sonata.littlestar.jp/blog/archives/2005_06.html) 
― 子猫はそのまま市場の裏をひょこひょこと歩いていました。市場の裏にはごみ置き場があ
るからです。 
(http://www1.interq.or.jp/nekomiya/aozora/aozoraironokoneko3.htm) 
― 一国を使って出勤しているのですが、中央分離帯の植え込みと走行車線の間を一匹の痩せ
た犬がひょこひょこと歩いていました。 
(http://www.h3.dion.ne.jp/~rocky.y/%83%89%83C%83u%93%FA%8BL/live010.html) 
― 院代は先に述べたようにほそぼそと痩せた小男だったが、その服には皺ひとつなく、その
ハイカラーはいやがうえにも固くぴんと首元に立っていた。広い額と頬はややあおじろく、
その瞼は今も神経質そうに縁なし眼鏡の奥でひくひくと震えた。そして鼻下によく手入れ
のされたチョビ髭をたくわえていた。彼はもともとひょこひょことせわしなく歩く男であ
ったが、近ごろはその歩行ぶりにも悠然たるところ、楡病院に於て自分が果している役割
を反映する悠揚迫らざるところが加味されてきた。（北） 
― 十一時になる頃、コメカミのあたりが勝手にひょこひょこ踊っているような気分になった。
酒は強い方だと思っていたが、その日はなんとなく義務みたいにぐいぐいとおしこむよう
にして飲んでいたので酔いが変なふうに早く回ってきたのかもしれないな、と思った。（椎
名） 
― 彼はもともとひょこひょことせわしなく歩く男であったが、近ごろはその歩行ぶりにも悠
然たるところ、楡病院に於て自分が果している役割を反映する悠揚迫らざるところが加味
されてきた。（北） 
― 二、三の影がそこをゆっくりと動いている。漁をするぼろぼろの衣服をまとった兵たちで、
潮の引きはじめた礁のうえにも、裸体でふんどしひとつの姿がひょこひょこと辿ってゆく
のが見えた。（北） 
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ぴょこぴょこ  
― ボスの小言は～かえるぴょこぴょこみぴょこぴょこ～；先月半ばのプチ出張。カエルの石
彫りをたくさん仕入れて、ロスメンに戻った。私がテラスで、かえるぴょこぴょこみぴょ
こぴょこ…と言いながら、購入したカエルの石の手入れをしていると、庭掃除をしていた
ロスメンのスタッフが、くすくす笑いながら、「なにそれー？もう 1 回歌ってよ。」と言
った。私は、「これは歌じゃないよ。」と言って、日本の伝統的（？）早口言葉“かえるぴ
ょこぴょこみぴょこぴょこあわせてぴょこぴょこむぴょこぴょこ”を彼に教えてあげた。す
るとこれが大ウケ！彼はどうしてもこの言葉をマスターしたいと言う。日本人でも喋るの
に困難なセンテンスを、日本語の全く話せないバリ人に教えるのは至難のワザだとは思っ
たが、そのスタッフの覚えたいという熱意に押され、彼の仕事が終わったら、早口言葉講
習会を開こうということになった。 
(http://www.babigurin.com/vol5.htm) 
― カエル、ぴょこぴょこ。今年はまだですが、いまごろになるとよく、親指の半分くらいの
雨蛙を、家のそばで見かけます。動きものんびりしていて、手に乗っけたりできていいん
ですが、いったいどこからくるのかがわからない。おたまじゃくしがいそうな場所など近
くにはないようだし、こんなに小さいのが何百メートルも歩いて、わざわざ家までくるわ
けもないし、なんかフシギな気分になります。フシギといえば、ドイツで、何千匹ものカ
エルが、膨張して爆発したという怪奇現象は、どうなったんだろう？ カエルが体をふく
らませていって、ついに破裂したという童話は読んだことがあるけど、本当にそんなこと
が起こるとは思いませんでした。 
(http://stylog.jp/footloose/2005-06-01-1) 
 
ひょろひょろ  
― 「光線不足」が原因です。長い間、光線不足な場所に置いていますと、茎や枝等が「徒長」
してしまい、ひょろひょろになってしまいます。 
(http://dictionary.bloom-s.co.jp/sindan/k-sinda6.htm) 
― 「はい！ 気配を感じましたです！」ひょろひょろとした細身のなんとも頼りなさそうな
男が、もみ手をしながら美女の質問に答える。「間違いありませんです！」ひょろひょろと
した細身の男の隣にいる小男がそれに続いた。身長は百二十センチくらいしかない。細身
の男のちょうど腹の位置に、小男の顔があった。 
(http://www.chibinet.jp/gallery/other/himukai/konton3.htm) 
― 二人が、この妾宅の貸ぬしのお妾が、――もういい加減な中婆さん――と兼帯に使う、次の
室へ立った間に、宗吉がひょろひょろして、時々浅ましく下腹をぐっと泣かせながら、と
にかく、きれいに掃出すと、….（泉） 
― 君が其の時持って来た画の中で今でも私の心の底にまざまざと残っている一枚がある。そ
れは八号の風景に描かれたもので、軽川あたりの泥炭地を写したと覚しい晩秋の風景画だ
った。荒涼と見渡す限りに連なった地平線の低い葦原を一面に蔽うた霙雲の隙間から午後
の日がかすかに漏れて、それが、草の中からたった二本ひょろひょろと生い伸びた白樺の
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白い樹皮を力弱く照らしていた。単色を含んで来た筆の穂が不器用に画布にたたきつけら
れて、そのままけし飛んだような手荒な筆触で、自然の中には決して存在しないと云われ
る純白の色さえ他の色と練り合わされずに、そのままべとりとなすり附けてあったりした
が、それでもじっと見ていると、そこには作者の鋭敏な色感が存分に窺われた。（有島） 
― 先程奇怪な叫び声を立てたその若い漁夫は、やがて眠るようにおとなしく気を失って、ひ
ょろひょろとよろめくと見る間に、崩れるように胴の間にぶっ倒れてしまった。（有島） 
― 白煎はつい十日ばかり前に麻酔薬の実験に使われていた。完全に三日眠り痴けて、錐で刺
しても死んだように動かず、脈はうち続けて、やがて眼醒めたとき塩湯を飲ませると間も
なく起き上って、ひょろひょろ歩き出した。三日間の空腹を補うために好物の魚の煮汁で
炊いた粥を与えると正常な食慾を示したのだが、鼠が目の前を走っても平然としていた。
薬毒によって脳が犯されていたのであろう。（有吉） 
― げんに、一昨年いくさがおわるとともに復員で、さいわい内地の勤務であったために無事
にかえって来て、今は元の某大学在学中、やがてこの秋には卒業うたがいなく、ちかごろ
は学校仕事もどうやら露骨に学問と縁が切れて、何部の何科のと七めんどうな専門の分類
がつかないありさまだが、それでも名目は経済学の、すこしはその方面の本も読んではい
るようすで、これはまあ秀才として世間に通用する型だろう。ただし、あおざめたひょろ
ひょろ型ではなく、スポーツは何でもこなすほうで、しかもがむしゃらの腕白というのと
はぜんぜんちがって、酒もあまりのまず、口数もすくなく、他人にも頼もしげに見られる
くらいだから、親の目には自慢の秘蔵むすこにちがいない。（石川） 
― 峻一はますます背が高く、ますますひょろりと痩せて、顔も細く長く、しかしお人好しそ
のものの、見るからに総領の甚六めいた姿を、自室の立派な机の前、中学卒業生にはもっ
たいないような回転椅子の上にすえていた。（中略）普通の感覚でいえば、いくら楡家と関
係がふかいとはいえ、図体ばかりでかくて滅法弱い代名詞であるその名を名乗ることは恥
ずかしくためらうべきことであったが、峻一は皆からおだてられて蔵王山と称し、ひょろ
ひょろと相手に突っかかって、その名の通りあっけなく押しだされた。（北） 
― 捕虜になった日本軍には彼らの豊富な食糧が与えられた。なかんずく軍医であり将校であ
る峻一はふんだんに濃厚な食物を食べることができた。こうして二カ月、栄養失調でひと
しきりひょろひょろに痩せこけていた峻一が、ふしぎな生理作用によって、こんなふうに
化物じみて不健康にふくれた体躯、ぶざまな滑稽な顔だちになってしまったのだ。峻一は
その日浦賀に復員し、その足で大きなトランクをかついで青山の焼跡へ行った。（北） 
 
ひょろり  
― 峻一はますます背が高く、ますますひょろりと痩せて、顔も細く長く、しかしお人好しそ
のものの、見るからに総領の甚六めいた姿を、自室の立派な机の前、中学卒業生にはもっ
たいないような回転椅子の上にすえていた。（中略）普通の感覚でいえば、いくら楡家と関
係がふかいとはいえ、図体ばかりでかくて滅法弱い代名詞であるその名を名乗ることは恥
ずかしくためらうべきことであったが、峻一は皆からおだてられて蔵王山と称し、ひょろ
ひょろと相手に突っかかって、その名の通りあっけなく押しだされた。（北） 
― 顔のかたちやひょろりと細かい手首なんかのせいで、レイコさんの方が直子よりやせてい
て小柄だという印象があったのだが、よく見てみると体つきは意外にがっしりとしている
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ようでもあった。（村上春樹『ノルウエイの森（下）』、p. 239） 
 
ぴょんぴょん  
― 浜田の話を聞いているとあたかもビックリ箱のようで、「おやッ」と思うような事実がピョ
ンピョン跳び出して来るのです。つまりナオミは、最初の晩は西洋人の所へ泊ったらしい
のですが、その西洋人はウィリアム・マッカネルとか云う名前で、いつぞや私が始めてナ
オミとエルドラドオへダンスに行った時、紹介もなしに傍へ寄って来て、無理に彼女と一
緒に踊った、あのずうずうしい、お白粉を塗った、にやけた男がそれだったのです。（谷崎） 
― すると耳に手をあてて、わああと云いながら方足でぴょんぴょん飛んでいた小さな子供ら、
ジョバンニが面白くかけるのだと思ってわあおと叫びました。（宮沢賢治『銀河鉄道の夜』、
p. 169） 
― 園子はそういって、両手をシートに突いて、スプリングを試すようにぴょんぴょんはねて
見せた。（新田） 
― 今日もうさぎちゃんたちはとても元気です。小屋のドアを開けると、われ先にと外に出て、
草をむしゃむしゃ食べています。こっちで食べていると思うと、すぐにピョンピョンはね
て、また違う場所でむしゃむしゃと食べています。人の足もとに来て、「なにかちょうだい。」
と言っているようなときがあります 
(http://www3.ssj.gr.jp/kouro-minami/usagi/usagi06.html) 
― 子供の頃は、雪を見るとハシャギまくっていたのに。。。今は、かなり辛いなぁと思ってい
ると引越し荷物を片付けている横でさくらがガラス越しに雪をじーっと眺めているんです。
空から、ヒラヒラと落ちてくる白い小さな物体。しかも、地面に落ちるとさぁっと消える。  
もう 5 歳を過ぎているのに自宅にいる時には、あまり見る機会のなかった不思議な白い物
体に、興味津々のご様子。それなら、やっぱり犬も喜び庭かけ回らなきゃっと思い作業を
中断して、さくらとお外に（中略）玄関からすら出てこようとせずに出口付近を行ったり
来たり。。。でも、僕たちの「おいでぇ～」の声に、覚悟を決めたのかちゃかちゃかちゃか
ぁ～っと、小走り。雪に  はしゃいでるのか、止まると寒いから仕方なく動いているのか、
どっちかわからないような状況でピョンピョンちゃかちゃか。走り回る走り回る！犬も喜
び庭かけ回ってるよぉ～と、ちょっと嬉しくなりました。 
(http://www.inu-zakka.com/rensai/rensai2003.htm) 
― ぴょんぴょんシューズで Diet！靴の底にバネをつけて、ぴょんぴょん飛びながらダイエッ
トできたら、どんなに楽しいだろうか。 
 (http://allabout.co.jp/fashion/diet/closeup/CU20020930A/) 
― もうどうでもいいやという気もしたが、まあ言いだしたことははっきりさせておこうと思
って、僕は実際に NHK ラジオ体操第一のメロデイーを唄いながら床の上でぴょんぴょん
跳んだ。（『ノルウエイの森（上）』、p. 33） 
― 「……困ってしまうなあ……ぼくのような勤め人にとっちゃ、予定が半日も狂っちゃ、ど
えらい損失ですからね……一分たりとも、無駄にはしたくないんだ……ニワハンミョウっ
ていう、地面をぴょんぴょん飛んで歩く虫……こういう砂地に多いんだけど、知らないか
なあ？……そいつの新種を、こんどの休暇中に、なんとしてでも仕止めてやろうと思って
……」（安部） 
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― 自分が、ドアを細くあけて中をのぞいて見ますと、白兎の子でした。ぴょんぴょん部屋中
を、はね廻り、親子はそれを追っていました。（太宰） 
― そしてカムパネルラもまた、高く口笛を吹いて向うにぼんやり見える橋の方へ歩いて行っ
てしまったのでした。すると耳に手をあてて、わああと云いながら方足でぴょんぴょん飛
んでいた小さな子供ら、ジョバンニが面白くかけるのだと思ってわあおと叫びました。（宮
沢賢治『銀河鉄道の夜』、p. 169） 
 
ひらひら  
― 子供の頃は、雪を見るとハシャギまくっていたのに。。。今は、かなり辛いなぁと思ってい
ると引越し荷物を片付けている横でさくらがガラス越しに雪をじーっと眺めているんです。
空から、ヒラヒラと落ちてくる白い小さな物体。しかも、地面に落ちるとさぁっと消える。
もう 5 歳を過ぎているのに自宅にいる時には、あまり見る機会のなかった不思議な白い物
体に、興味津々のご様子。それなら、やっぱり犬も喜び庭かけ回らなきゃっと思い作業を
中断して、さくらとお外に（中略）玄関からすら出てこようとせずに出口付近を行ったり
来たり。。。でも、僕たちの「おいでぇ～」の声に、覚悟を決めたのかちゃかちゃかちゃか
ぁ～っと、小走り。雪に  はしゃいでるのか、止まると寒いから仕方なく動いているのかど
っちかわからないような状況でピョンピョンちゃかちゃか。走り回る走り回る！犬も喜び
庭かけ回ってるよぉ～と、ちょっと嬉しくなりました。 
(http://www.inu-zakka.com/rensai/rensai2003.htm) 
― あれとこれは同じ柄、同じ大きさでもこっちの弱根はぎざぎざで向うのはひらひらが付い
ている。頭がぼんやり痛く、目の奥が熱い。（『帰りたかった家』、p.45） 
― それで旗竿の球を包んで、それで旗竿の先へ三寸幅のひらひらを付けて、門の扉の横から
斜めに往来へさし出した。（夏目） 
― ちょっと厚みがある包みは合わせ目が開いて、中から高格のお礼が何枚かと小銭がこぼれ、
たたんだか書付が風でひらひらしている。（『帰りたかった家』、p.158） 
― 満開の時期がすぎると、ひらひら、ひらひらと花びらが散って、庭は桜のじゅうたんにな
ります。（『リネンとかごとヒヤシンス』、p. 13） 
 
ぴらぴら  
― 柳生家でひきとめられたため、バス停にまで戻ってきたのは、昨日木下家を辞したのとさ
ほど変らぬ時間だった。あたりにはぴらぴらした薄い雪片が舞いはじめていた。（筒井） 
― 暮だ、急行列車だ、あの窓の風があんなに動いている。能率を上げなくてはと、汚れた壁
の黒板には、二十人の女工の色塗りの仕上げ高が、毎日毎日数字になって、まるで天気予
報みたいに私達をおびやかすようになってきた。規定の三百五十の仕上げが不足の時は、
五銭引き、十銭引きと、日給袋にぴらぴらテープのような伝票が張られて来る。（林） 
― 米国は情けなそうにいま脱いだ泥まみれの靴下を見やった。それは白い純綿の厚い靴下だ
った筈だのに、今はぴらぴらに薄くなっていた。破けてはいないが、目がはっきり出て、
実に頼りなく薄くなっていた。（北） 
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ひりひり  
― 僕は悪寒に身震いし、かさかさに乾いた脣を噛みしめながら、敷石道の一つ一つの石が、
はじめ淡い金色の影をおびて柔かにふくらみ、そして輪郭がすっかりふやけて一面に胸の
せまる葡萄色になり、それから不透明な紫色の弱い光の中へ沈みこんでしまうのを見つめ
ていた。ひびわれた脣を時どき塩辛い涙が湿らせ、ひりひり痛ませた。（大江） 
― 男は、ぐったり、砂の壁によりかかった。両腕と頭を、砂の中にめりこませた。襟元から
流れこんだ砂が、シャツとズボンの境で、ごろごろ枕のようになる。いきなり、胸、首筋、
額、内股の順に、はげしく汗がふきだしてきた。いま飲んだ水が、そっくりそのまま、流
れ出してしまうのだ。汗と砂が化合すると、芥子入りの貼り薬にでもなるのか、ひりひり
と皮膚にしみた。皮膚は、はれあがって、ゴムびきの合羽になる。（安部） 
― 現在の自分の自由に出来るのは、タオルを絞ることだけではないかと思った。左の頬が、
ひりひりした。溝には目高が群をつくって、その小さな淀みのほとりに石菖蒲が茂ってい
た。あくまでもここは安全な日蔭だと云わんばかりであった。（井伏） 
― 若い警官が笑いを耐えるために頬の筋肉をひりひりさせた。（大江） 
 
びりびり  
― もし気がついてくれたらこんな手紙びりびりと破って、「ねえ、あなたのところに行きまし
ょう。おいしい晩ごはん作ってあげる。（村上春樹『ノルウエイの森（下）』、p. 191） 
― 調味料のビンや油缶の下に、表紙を取り除いた古い電話帳を敷いておくと便利。汚れがつ
いたら、上から紙をビリビリと破るだけ。（『家事ワザー基本と裏ワザ』、p. 37） 
 
ぴりぴり  
― 背中いちめん七面鳥のとさかみたいにでこぼこに爛れ、皮膚が油紙の一枚のようにめくれ
ている。「痛かろうなあ」と与田さんが云うと、痛くはないが余り乾燥すると肉が引張って
ぴりぴり刺戟すると云った。やはり手当は菜種油を塗る以外に方法がなかった。（井伏） 
― 低い煙突から煙が上ると、それは既に夕星の点々とする空に昇った。その煙は、人間のは
かなさといったものなのだろう。が、僕の神経には、ぴりぴりした生理的な不安をしか与
えなかった。（福永） 
― 私たちは窓に凭れて見ていた。ぴりぴりする空気を透して、担架を運ぶ看護婦たちの話声
が、意味は分らぬながら、鮮かに聞えて来る。時々は明るい笑声までが。一体何を笑うこ
とがあるだろう。何の屈託もないように、のびのびと、自由に。（福永） 
― もう不安もなく絶望もなかった。僕の腕の中のこの肉体を愛しているという、皮膚のぴり
ぴりする緊張と、愛されているという嘗て知らなかった異常な感覚、気の遠くなるような
飛翔感、藤木を抱いていながら何等やましさを感じないこの精神と肉体との統一、ただこ
の陶酔が永遠にはてしないように……。（福永） 
― 誰もいない橋の所で、川音に包まれて水筒の中の熱いお茶をゆっくり飲んで休んだ。白い
土手がどこまでもぼんやりと続き、青い夜明けのもや街の景色にかすみがかかる。澄んで
ぴりぴりと冷たい空気の中でそうして立っていると、自分がほんの少し「死」に近い所に
いるように思えた。（吉本ばなな『キッチン』、p. 149） 
― 「この柿の種、新潟のものです。辛くていい」ぴりぴりとした辛味が、なるほど酒によく
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合った。（川上弘美『先生の鞄』、p. 12） 
― サトルさんがつくるよりも濃い味に煮しめた、ぴりぴりととうがらしの利いたこんにゃく
である。おいしい、とわたしが言うと、サトルさんは真面目な顔で頷き、もう一つつまん
で口に入れた。（川上弘美『先生の鞄』、p. 148） 
― 寮内にはずっと重苦しい空気が漂っていて、みんながピリピリとしていた。僕もそのとば
っちりで体育会系の連中に殴られそうになったが、（村上春樹『ノルウエイの森（下）』、p. 
168） 
 
ぴん  
― あたしどうしたって二千円……」と、いつもはぐにゃぐにゃしているからだをぴんとそら
し眼をすえて猛り立つ有様は別人のごとく、わが姪ながらこうも変るものかとあきれつつ、
今は延津賀がなだめ役にまわる仕儀であった。（石川淳） 
― 「なに、そりゃいろいろ都合もありましょうから。」といわせもあえず、辰子がつづけて二
の矢を放とうとしたときばたばたと扉の外に足音が近づいて、「や、どうも、手紙を書きか
けてたもんだから……」とはいって来た仙吉はさすがにこの場のけはいがぴんと応えたか、
椅子にかけようとした腰をまた浮かせて、「辰子、著物を出してくれ、すぐ出かけるんだ、
ああ、これから喬さんに御紹介を願うところがあってね。（石川） 
― 院代は先に述べたようにほそぼそと痩せた小男だったが、その服には皺ひとつなく、その
ハイカラーはいやがうえにも固くぴんと首元に立っていた。広い額と頬はややあおじろく、
その瞼は今も神経質そうに縁なし眼鏡の奥でひくひくと震えた。そして鼻下によく手入れ
のされたチョビ髭をたくわえていた。彼はもともとひょこひょことせわしなく歩く男であ
ったが、近ごろはその歩行ぶりにも悠然たるところ、楡病院に於て自分が果している役割
を反映する悠揚迫らざるところが加味されてきた。（北） 
 
ふ 
 
ぷい  
― 「引越すときあなたあの子に何の連絡もしなかったでしょ？行き先も教えずにぷいといな
くなっちゃって、そのままでしょ。それでかんかんに怒ってるのよ。あの子一度怒っちゃ
うとなかなかもとに戻らないの。動物と同じだから」（村上春樹『ノルウエイの森（下）』、
p. 173） 
 
ぷいっ  
― ぺたぺた・・・ぽてぽて・・・ぽってらぽってら・・・大きなフリースを着た、子供。爪
先だけが見え隠れする歩き方。可愛くて愛しくて、両親は思わずこう命名した。『ぺんぎん』
と・・・。ぺたぺた・・・と歩いて。我が家の可愛いぺんぎんは、大きな蒼い瞳をくりく
りしてる。「新一、こっちにおいで」おやつがあるよ？ちらっと反応はしたけれど、ぷいっ
と横を向いてしまった。「おや？」と思い、くすくすと優作は笑ってしまう。そうだった。 
(http://www.asahi-net.or.jp/~eg5k-tmr/pengin_1.htm) 
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ふうふう  
― 「ワタクシ、昨夜ちょっと勉強してまいりまして」昔の給食の食器のようなアルマイトの
碗を両手で持ち、ふうふうと吹きながら、センセイは言った。（川上弘美『先生の鞄』、p. 70） 
― 階段はあまり明るくないし、しかも、一段一段が急で高いので、母の信子はふうふう言い
ながら上って来る。（曽野） 
― 太郎は立ち上って、男のあとを見送った。男は犬に引かれてふうふう言っている。（曽野） 
― 本線シグナルつきの太っちょの電しんばしらも、もうでたらめの歌をやるどころの話では
ありません、できるだけからだをちぢめて眼を細くして、ひとなみに、ブウウ、フウウと
うなってごまかして居りました。（宮沢賢治『銀河鉄道の夜』、p. 94） 
 
ぷうぷう  
― 吸入器がぷうぷう蒸気を立て顔の前に置かれ、喉も胸もべたべたのとけた粘土のような湿
布が巻かれる。（『帰りたかった家』、p.43） 
 
ふかふか  
― 座布団はふかふかしてその上に立ち上がれない。（『帰りたかった家』、p.35） 
― 蔵王でも志賀でも八方尾根でも、あなたの行く所ならどこだっていいわ。げんまんね。き
っとよ。白いふかふかの雪の山で、あなたと二人きりになってみたいの。ショッキングだ
わ。もしそうなったら、あなたの私に対する本当のお気持が、わかるんじゃないかしらと
いうような気がします。（石川） 
― そしてＭは淡い薔薇色のふかふかしたセーターに包まれたからだをすりつけるようにして
あたしの顔をみあげ、次の瞬間、しっかりと腕をからませてきたのでした。あたしはぎょ
っとしました。（倉橋） 
― 目の前の青い電話機を眺めながらそう思った。それからゆっくり振りかえると、ドアのむ
こうに、赤と黄のまるで虎のようなふかふかのオーバーを着た女がおそろしい顔でぼくを
睨みつけていた。小岩の町の夜の喧騒が顔や体にここちよかった。（椎名） 
 
ぶかぶか  
― 坂道を、わたしは決然と下りていった。…..サンダルがやたらぱたぱたと鳴ってうっとうし
い。島じゅうに満ちているかもめの鳴き声がうるさい。この旅行のために新しくおろした
ワンピースのウエストがきつい。ぶかぶかしたサンダルにあたって足甲が痛い。海辺にも
この道にも人っこひとり見えなくてさみしい。（川上弘美『先生の鞄』、p. 189） 
― はいてこなければよかったと後悔するほどはずかしかった。女のほうでは小ツルがひとり
だった。くつは、足をかわすたびにぶかぶかとぬげそうになった。小ツルはとうとうズッ
クを手にもって、はだしになり、うらめしそうにくつをながめた。（壺井） 
 
ぷかぷか  
― ひとしきり煙を立てると煙草を口から離し、灰が卓上に落ちようが畳に落ちようが、すま
しかえって何喰わぬ顔をしている。ややあってようやく煙草を口にもってゆき、やたらと
忙しくぷかぷかと煙をたてる。（北） 
 241  
― クレップシャツの上に毛糸の腹巻きをしている風采がどうもいやらしい。金もないくせに
敷島をぷかぷかふかしていた。（林） 
 
ぶくぶく  
― 父の手がきゅっと手拭をつぶして大きな泡が一度にぶくぶくと上り、坊さんはただの手拭
になってしまった。（『帰りたかった家』、p.27） 
 
ふすふす  
― もう日が暮れたに太吉は何故かへつて来ぬ、源さんも又何処を歩いてゐるかしらんとて仕
事を片づけて一服吸つけ、苦労らしく目をぱちつかせて、更に土瓶の下を穿くり、蚊いぶ
し火鉢に火を取分けて三尺の椽に持出し、拾ひ集めの杉の葉を冠せてふうふうと吹立れば、
ふすふすと烟たちのぼりて軒場にのがれる蚊の声悽まじし、太吉はがたがたと溝板の音を
させて母さん今戻つた、お父さんも連れて来たよと門口から呼立るに、大層おそいではな
いかお寺の山へでも行はしないかとどの位案じたらう、早くお這入といふに太吉を先に立
てて源七は元気なくぬつと上る、おやお前さんお帰りか、今日はどんなに暑かつたでせう、
…..（樋口） 
 
ぶすぶす  
― 竃の火はとうにかきだされ、水をかけられて黒い焼木杭になった薪が、コンクリートの床
の上でまだぶすぶすと煙をあげていた。しかし忙しく食器を並べている従業員の誰も、そ
こへ行って燻っている薪を始末しようとはしなかった。（北） 
― 電柱が焼け焦げて倒れ、蜘蛛の巣のように電線が路上をふさいでいる場所があった。まだ
ぶすぶすと余燼の残っている箇所がある。化物のように黒ずんだ人々が徘徊している。（北） 
― 席へ戻りながら、これで、日本高校百傑にぎりぎりのところで入れるかなあと考えた。日
本の高校生の百人の中の一人に入れるかも知れないと考えると、胸の奥に、熱い塊のよう
なものがぶすぶす燃えて来る。（曽野） 
 
ぷっ  
― ……と込上げ揉立て、真赤に成った、七顛八倒の息継に、つぎ冷しの茶を取って、がぶり
と遣ると、「わッ」と咽せて、灰吹を掴んだが間に合わず、火入の灰ヘぷッと吐くと、むら
むらと灰かぐら。（泉） 
― 汐見さん、煙草はいけないこと御存じないんですか？」「知ってますよ、」と相手はすぐさ
ま是認した。看護婦はまじまじと見詰めていたが、ぷっと吹き出すと急いで出て行った。
私は笑った。（福永） 
 
ふっ  
― タネリはとうとう、叩いた蔓を一束もって、口でもにちゃにちゃ噛みながら、そっちの方
へ飛びだしました。「森へは、はいって行くんでないぞ。ながねの下で、白樺の皮、剥いで
来よ。」うちのなかから、ホロタイタネリのお母さんが云いました。タネリの小屋が、兎ぐ
らいに見えるころ、タネリはやっと走るのをやめて、ふざけたように、口を大きくあきな
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がら、頭をがたがたふりました。それから思い出したように、あの藤蔓を、また五六ぺん
にちゃにちゃ噛みました。その足もとに、去年の枯れた萱の穂が、三本倒れて、白くひか
って居りました。タネリは、もがもがつぶやきました。タネリは、わからなくなってしま
いました。そこで仕方なく、首をまげたまま、また藤蔓を一つまみとって、にちゃにちゃ
噛みはじめながら、かれ草をあるいて行きました。向うにはさっきの、四本の柏が立って
いてつめたい風が吹きます、去年の赤い枯れた葉は、一度にざらざら鳴りました。タネリ
はおもわず、やっと柔らかになりかけた藤蔓を、そこらへふっと吐いてしまって、その西
風のゴスケといっしょに、大きな声で云いました。そのうち、シャオの淫裂から太助の唾
液とは明らかに違った透明な粘液がしみ出てくるのが分かった。   太助は右手の人指し指
と中指を使ってその粘液をすくいとり、シャオの顔の前に突きだすとにちゃにちゃと指を
擦りあわせて糸を引かせると言った。   「シャオ、シャオも感じてくれてるんだね。こん
なに濡れてきたよ・・・」タネリはたしかにいちにち噛んでいたようだった（宮沢賢治） 
(http://www.aozora.gr.jp/cards/000081/files/4600_11971.html) 
 
ふっくら  
― 私はかなりがりがりです。お腹と顔には立派に脂肪がありますが、手足は全く肉がつきま
せん。これは母親譲りで、兄弟もほとんどこんな感じです。私としては毎年夏が怖くてた
まりません。必ずもっと太ったほうがいいとか、やせ過ぎで気持ち悪いとか、じろじろ体
を見られて辛いです。お腹の肉を手足に振り分けるとか、ふっくらした体になることはや
はり無理ですか？ 
(http://www.soushin.com/qafile/105237.html) 
 
ふつふつ  
― ただ水が飲みたくて、「水」と注文したら、炭酸水が出てきた。…….水は目の前にある。
しかしその水はふつふつと炭酸を沸きださせている、つらく硬い水であった。（川上弘美『先
生の鞄』、p. 100） 
― 一人でいると、かくのごとく頭の中で思うことが多い。ウイルキンソン社云々のことも遠
い以前の欧州旅行のことも、炭酸の中の泡のようにふつふつと頭の中に沸き出でてはむや
むやっとひろがる。わたしは裸のまま姿見の前にぼんやり佇んでいるのだ。そういうとき
に、横にいる誰かと会話を交わすごとく、すぐ横にいて実際にはいない自分と、むやむや
っと広がったことごとを確かめあうのだ。（川上弘美『先生の鞄』、p. 101） 
 
ぶつぶつ  
― その米国の影のように、常にもう一人の男が附添っていた。色の黒い、顔の四角い、目の
ぎょろりとした、なにより顔にぶつぶつと吹出物のある、ずんぐりとして肩だけ盛りあが
っているうさん臭げな男であった。（北） 
― 「うひゃー。お嫁さんみたい。」とぶつぶつ文句を言って、雄一は出ていった。（吉本ばな
な『キッチン』、p. 78） 
― あくまでサンダルにこだわるセンセイである。早くいらっしゃい、そんなところでぼんや
りしていないで。センセイにせかされて、わたしは頭をそびやかした。「それじゃ、いった
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いどこに行くっていうんですか」「ぶつぶつ言ってないで、ともかく、いらっしゃい」セン
セイはぐんぐん坂をのぼった。坂の終わりはさらに急になっており、丘をぐるりとめぐっ
ている。センセイの姿が見えなくなってしまった。（川上弘美『先生の鞄』、p. 184） 
― そして鏡に向かって頭が痛いだの化粧がうまくのらないだのとぶつぶつ文句を言いながら、
口紅を塗ったりまつ毛をつけたりする。（『ノルウエイの森（上）』、p. 65） 
― 娘がボーイフレンドと目の前でいちゃいちゃするのを見て、父親は母親に「どんな育て方
をしたのか」とぶつぶつ言った。（Kakehi, Tamori, Schourap, Dictionary of Iconic 
Expressions in Japanese） 
― 御影石でもそんな具合に焼けている。閃光を浴びた屋根瓦などに至っては、小豆色に変色
しているばかりではなく、泡を吹いたように表面にぶつぶつが出来ている。古伊部の茶入
の灰釉のような趣になっている。（井伏） 
― これは後日、重松が広島を引揚げて来てから勤労奉仕団員の一人が聞かしてくれた話だが、
もうそのころには重松自身に原爆症状が現れていた。少し野良仕事に精を出すと体がだる
くなって頭に小さなぶつぶつが出来て来る。髪の毛を引張ると少しの痛みもなく抜けて来
る。こんな場合、重松は休養して充分に栄養を摂るように心がけている。（井伏） 
 
ふと  
― ヒギンズはウイスキーのストレート、ファッショングラスに中程まで注がせ、ぐいと一息
に飲んで、いっこうに酔いもせず、荷物車で運ばせるというのに、これだけは放さなかっ
た鞄から、ボール紙で裏打ちした袋とり出し「ヌード写真、私、撮りました」みると、両
脚ぐいとふんばったあからさまな姿態、オードブルフルーツのならんだテーブルに堂々と
ならべ、ホステス、キャアキャアさわぐのを楽しそうにながめながら、「私、カメラ上手ね、
日本にいる時も沢山撮りました」ガム、チョコレート、ストッキングを与えて、強引に娘
達の裸を写したのかと、ふとからみたい気持になったが、すぐ忘れ、金髪女の猥写真に近
いそれに、興味が湧く。（野坂） 
― まだ若い月が、そうっと空を渡ってゆこうとしているのが目に止まった時、バスが発車し
た。がくん、と止まる度にムッとするのは自分がくたびれている証拠である。何度もムッ
としながらもふと外を見ると、遠くの空に飛行船が浮かんでいた。風を押して、ゆっくり
と移動してゆく。私は嬉しくなって、じっと見つめていた。（吉本ばなな『キッチン』、p. 48） 
― ある会合で、高名な茶道家元とテーブルをはさんで差し向かいになりました。おうすとと
もに出てきたのが、くだんの「きちゃきちゃ」系の菓子。手のひらに取り、黒文字を手に
するまではよかったのですが、ゴシゴシ、ギシギシ、のこぎりみたいに動かしても、ふに
ゃふにゃ、にちゃにちゃ、一向にうまく切れてくれません。ふと向かいの家元に気づいて、
さて家元はどう食べるのだろう、と観察することにしました。 
(http://kyogashi.kyoto-np.co.jp/modules/wordpress/index.php?p=29) 
― 「…..皆、親のお庇だね。その阿母が、そうやって、お米は？ ッて尋ねると、晩まである
よ、とお言いなさる。翌日のが無いと言われるより、どんなに辛かったか知れません。お
民さん」と呼びかけて、固より答を待つにあらず。「もう、その度にね、私はね、腰かけた
足も、足駄の上で、何だって、こう脊が高いだろう、と土間へ、へたへたと坐りたかった」、
「まあ、貴下、大抵じゃなかったのねえ」フトその時、火鉢のふちで指が触れた。右の腕
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はつけ許まで、二人は、はっと熱かったが、思わず言い合わせたかの如く、鉄瓶に当って
みた。左の手は、ひやりとした。「謹さん、沸しましょうかね」と軽くいう。（泉） 
 
ふにゃふにゃ  
― ある会合で、高名な茶道家元とテーブルをはさんで差し向かいになりました。おうすとと
もに出てきたのが、くだんの「きちゃきちゃ」系の菓子。手のひらに取り、黒文字を手に
するまではよかったのですが、ゴシゴシ、ギシギシ、のこぎりみたいに動かしても、ふに
ゃふにゃ、にちゃにちゃ、一向にうまく切れてくれません。ふと向かいの家元に気づいて、
さて家元はどう食べるのだろう、と観察することにしました。 
(http://kyogashi.kyoto-np.co.jp/modules/wordpress/index.php?p=29) 
― 「でも赤ちゃんて、重くてふにゃふにゃしてて、あぶく吹いたりよだれ垂らしたりして大
変なのね、．．．．」（『帰りたかった家』、p.15） 
 
ふふふふ  
― 「ふ、ふ、ふ、ふ、ふ」……大歎息とともに尻を曳いたなごりの笑が、更に、がらがらが
らと雷の鳴返す如く少年の耳を打つ！（井伏） 
 
ぶらーん  
― 背骨をくの字に曲げて洗面器に入れられ流しに置かれた魚は腐っている器の底にじわじわ
と汁が溜まりつつあるおしゃべりはやめて腐汁を飲もうかれはそそくさと立ち上がりうま
そうに汁をスープ皿に取り分けたぺちゃぺちゃと舌つづみを打って口を汚すこの魚はいく
らくずしても腐っているべろんと半身をはがしくさい脂を振り落とす裸電球を点けるぶら
ーんと揺れるじりじりと焼けるにおい奥のほうでさかんに菌が育っているおいしいですね
腐汁を舌の上にころがしている腐れば腐るほど好きだ腐魚の煮っころがしが好きもっと汚
してくださいお願いです食べているのは正真正銘の人間食べかすのりんごの芯に貼りつく
ゴキブリキャベツを貫く青虫腐りつつある排泄物とともに景色は腐っていく。 
(http://www.kt.rim.or.jp/~shimirin/siro/siro003.html) 
 
ふらふら  
― きらきらと、何かの街灯が二重三重に光りけらけらと、何処かのコドモが笑うふわふわ、
ふらふらしてるのは自分できらきら、けらけらしてるのは空達だったみたいで大好きな人
なんか思い出してみたりしてそしてそこで又きらきら、けらけらと空が光る 
(http://sunrise.egoism.jp/t_tukigawarau.htm) 
― ぺろぺろなる日々「ぺろぺろ」とは酔っ払ってふらふらになっている状態のことです。僕
の仲間内で使っているだけで一般的ではありませんが。 
(http://blog.goo.ne.jp/magatori2004) 
― 熱は景気よく上がった。あたりまえだと思った。ただでさえ具合が悪いのに、街をいつま
でもふらふらしていたら、そうなるのは当然と言えよう。（吉本ばなな『キッチン』、p. 178） 
― 私はのろのろと起き上がり、お茶を飲もうと台所へ歩いた。ひどくのどが渇いていた。熱
のせいで家中がシュールにゆがんで見え、家族が寝静まった台所はしんしん寒く暗かった。
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私は熱いお茶をふらふらしながら淹れて自分の部屋へ戻った。（吉本ばなな『キッチン』、
p. 179） 
― 「…..今すぐ病院で診てもらった方がいい」とすすめられ、母は自分が結核になったものと
思って、弟の入院した病院へ一人で付添もなくふらふらになって出掛け、病院側は玄関に
担架を持って待受けてくれた。（『帰りたかった家』、p.138） 
― 何が何だってとたんかの一つもきりたいようないい気持ちで戸外へ出る。広い道をふらふ
らと歩く。二天門の方へまわってみる。ごたごたと相変らずの人の波だ。裸の人形を売っ
ている露店でしばらく人形を眺めてみる。（林） 
― 夕闇が夜のそれに変じ、平助の黒い影が、ふらふらとゆれながら小さな門を入り、戸口へ
近寄って来て、三冬を見るや、ぎょっとなって立ちすくんだ。（池波） 
 
ぶらぶら  
― ………何しにこんな処へ出て来たのか、馬鹿らしい気違じみた、我身ながら分らぬ、もう
もう皈りませうとて横町の闇をば出はなれて夜店の並ぶにぎやかなる小路を気まぎらしに
とぶらぶら歩るけば、行かよふ人の顔小さく小さく擦れ違ふ人の顔さへも遥とほくに見る
やう思はれて、我が踏む土のみ一丈も上にあがりゐる如く、がやがやといふ声は聞ゆれど
井の底に物を落したる如き響きに聞なされて、人の声は、人の声、我が考へは考へと別々
に成りて、更に何事にも気のまぎれる物なく、……. （樋口） 
― カウンターの隣に座っている若い男性客が、センセイとわたしをじっと眺めている。さき
ほどわたしが大きい声を出したときから、じっと見ている。男性客は、耳に三つピアスを
していた。金色の小粒のが二つに、いちばん下に開いた穴にぶらぶらと揺れる殊に光った
のが、下がっている。（川上弘美『先生の鞄』、p. 105） 
― そして映画館を出て午前四時前のひやりとした新宿の町を考えごとをしながらあてもなく
ぶらぶらと歩いた。（『ノルウエイの森（上）』、p. 151） 
― いつもなら子供はもう家に帰らなくていけない時間なのに、この日だけは遅くまで町をぶ
らぶら歩けるのがうれしかった。（『リネンとかごとヒヤシンス』、p. 44） 
― ふっと気が変って、また牛込へ尋ねてゆく。野村さんは不在。神楽坂の通りをぶらぶら歩
く。古本屋で立読み。このぐらいの事は書けると思いながら、古本屋の軒を出ると、もう
寒々と心の中が凍るように淋しくなる。（林） 
― 森村は、本名を吉川猛夫といい、兵学校六十一期の海軍少尉で、病を得て海軍をやめ、郷
里の松山でぶらぶら暮しているうちに、東京へ呼び出され、軍令部第三部（情報担当）の
嘱託となり、この年の三月に、森村正と名前を変えて、郵船新田丸で、外務書記生として
ハワイの総領事館へ「赴任」した人であった。（阿川） 
― あそこを辞めて、どこへ行こうか？――ぶらぶらと遊んでいるような余裕はないのだ。うち
へも仕送りしなくてはならないし……。（赤川） 
― 二十分も遅れて、康子はホテルの玄関をはいって来た。白いブラウスを着て、唐草模様の
マフラで頭を包み、自分の家へ帰って来た時のような気楽さで、ハンドバッグをぶらぶら
させていた。賢一郎が立って迎えると、…..（石川） 
― 「ふむ、永遠のぶらぶら大学生か。哲学科とかいうところ、のぞいて見たことはないが、
住めば都のかくれ家かも知れない。大学校にも居直りの手があるということを、はじめて
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知ったよ。」（石川） 
― 「ぶらぶら大学生、青春の夢というのが、住宅難のバラックか。今日むきで、ひどく勘定
だかいな。」（石川） 
ぷらぷら  
― 彼女の耳元で、金色のイヤリングがぷらぷら愛らしく揺れる。（Kakehi, Tamori, Schourap, 
Dictionary of Iconic Expressions in Japanese） 
 
ぶるぶる  
― レインコートががさがさするのでからだをふるわせるベル。レインコートががさがさする
ので気になるんでしょうね。何度もぶるぶる、からだをふるわせます。（犬） 
(http://trip.minidns.net/dog/2000/1/111/111-0.htm) 
― 肩はぶるぶると小刻みに震えていた。（『ノルウエイの森（上）』、p. 75） 
― 彼女は僕の腕の中でぶるぶると震えながら声を出さずに泣いた。（『ノルウエイの森（上）』、
p. 75） 
― 余震におびえる不安な夜、あまつさえ朝鮮人襲来の報知があった。院代勝俣秀吉はぶるぶ
る震えてものの役にも立たず、肝腎の父親は生死不明である。そのときいかに彼女が陣頭
に立って病院の者を叱咤したか、四百人の人員をかかえる楡病院の保有米は五日に満たな
い。幸い車が無事であった。（北） 
― 椅子とか卓とかを打つ音ではなく、それはまさしく憎悪をもって人間の生身を打つ音なの
だ。わたしは自分の耳朶を張りとばされたと同然どきんと息をつまらせてふり仰ぐと、欄
干の葉がくれにぶるぶるふるえる袂、しっとり水に濡れたような著物のぬしは、京子でな
くてたれであろう、わたしの足はぎょっとしてそこに釘づけになってしまった。打たれた
のが京子にほかならないとすれば、これはどうしたわけなのか。（石川） 
― こう捻平に声懸けられて、わずかに顔を振上げながら、きりきりと一先ず閉じると、その
扇を畳むに連れて、今まで、濶と瞳を張って見据えていた眼を、次第に塞いだ弥次郎兵衛
は、ものも言わず、火鉢のふちに、ぶるぶると震う指を、と支えた態の、巻莨から、音も
しないで、ほろほろと灰がこぼれる。（泉） 
― 大鳥はもう怒ってぶるぶるふるえて今にも飛びかかりそうです。双子の星は一生けん命手
まねでそれを押さえました。（宮沢賢治『銀河鉄道の夜』、p. 11） 
 
ぷるぷる  
― テイッシュに  化粧水をたくさんつけて、びたびた状態にして  それを顔全体にはりつけ３
分したらとると  肌に水分が吸収されてプルプル肌になります !お風呂あがりとかいいかも。 
(http://www.google.co.jp/search?q=%E3%81%B3%E3%81%9F%E3%81%B3%E3%81%9F
&hl=ja&lr=&as_qdr=all&start=10&sa=N) 
 
ふわふわ  
― 格納庫のすみに、でんと置かれた巨大なベア。火のついていないたばこをくわえ、サンジ
はいろんな角度からぬいぐるみをじろじろ眺めた。頭を叩いたり腕を撫でたり、腹をまさ
ぐったりしてみる。そのたびにぬいぐるみは、ふわふわとしなやかな毛並みの感触で返し
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てくる。暖かくてやわらかくて、撫でているだけでほわりととろけてしまいそうだ。（…た
まんねえ…） 
(http://sisair.cool.ne.jp/hold.html) 
― かにと豆腐のふわふわ揚げ。豆腐はふわふわ、れんこんはしゃりしゃりとてもおいしい揚
げ物です。 
(http://cookpad.com/guest/index.cfm?ID=4781&Page=recipe&RecipeID=16152&Mode=f
ull) 
― 開いた傘はふわふわした感じなので、食べ方には工夫が必要で、煮たり炒めたりすると、
ぺしゃっとしてしまって、ふわふわした感じがなくなってしまいます。フライにすればい
いと書いている本もあります。一方、柄はけっこうかたく、歯ごたえがありすぎるので、
じっくり炒めるのに適しています。わりあい早い時期から、道ばたや草むらなどにぴょん
と出るきのこです。カラカサタケは、大きなカサと立派なリング(つば)を見せびらかしな
がら、偉そうにしています。(あまり群生しな)い 
(http://www.yasutani.com/kino2/kinoko/zoki1/karakasa.htm) 
ふんふん  
― 頤から爪先の生えたのが、金ぴかの上下を着たところは、アイ来た、と手品師が箱の中か
ら拇指で摘み出しそうな中親仁。これが看板で、小屋の正面に、鼠の嫁入に担ぎそうな小
な駕籠の中に、くたりと成って、ふんふんと鼻息を荒くする毎に、その出額に蚯蚓のよう
な横筋を畝らせながら、きょろきょろと、込合う群集を視めて控える……（泉） 
 
ぶんぶん  
― その店は九州出身の画家が経営する喫茶店で、クラシック・レコードのコレクションでも
有名な店だった。店に一歩ふみ込むと、最初の客は一瞬ぎょっとする。店内の構造は一種
の木造の蜂の巣城であり、ブンブン言う羽音のかわりに、バルトークやバッハの音楽が響
いていた。雑然というか、整然というか、とにかく様々なガラクタや、古色蒼然たる蓄音
器の砲列が客席をとりかこんでいる。（五木） 
― タララララ、が聞こえた。敷いた新聞の下に、ときおり虫が入りこむ。虫の動きを新聞紙
越しに感じる。羽虫やぶんぶん飛ぶ大きめの虫が何匹でもやってきて、とまる。（川上弘美
『先生の鞄』、p. 79） 
― 妻はいまだワタクシにははかりかねる存在なんですな、とセンセイは少し真面目な顔で言
ってから、また笑いだした。やたらにたくさんの生きものが自分のまわりにいて、みんな
ぶんぶんいっている。どうしてこんなところを歩いているのか、さっぱりわからない。（川
上弘美『先生の鞄』、p. 83） 
― ねえ、未紀、おねがいだからそんな話しかたはしないでくれ、まっぴるまに汗をたらたら
流して公衆電話でそんな話をきいているとぼくのほうが発狂しそうになる。精神病院には
いるとか尼寺に行くとか、そんなことを電話で議論しているだけでも頭のなかを一匹の蜂
がぶんぶん飛びまわってるような気分になるよ」（倉橋） 
― それからシグナルは、ううううと云いながら眼をぱちぱちさせてしばらくの間だまって居
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ました。シグナレスもおとなしくシグナルの咽喉のなおるのを待っていまひた。電信ばし
らどもは、ブンブンゴンゴンと鳴り、風はひゅうひゅうとやりました。（宮沢賢治『銀河鉄
道の夜』、p. 94） 
 
ぷんぷん  
― 彼の方はぷんぷん怒っちゃうし。わりに怒っちゃう人なのよ、すぐ。（村上春樹『ノルウエ
イの森（下）』、p. 138） 
 
へ 
 
ぺかぺか  
― 「 .......汽車が走って行かないうちに、早く鳥がおりるといいな。」と云った途端、がらんと
したききよういろの空から、さっき見たような鷺が、まるで雪の降るように、ぎゃあぎゃ
あ叫びながら、いっぱいに舞いおりて来ました。するとあの鳥捕りは、すっかり注文通り
だというようにほくほくして、両足をかっきり六十度に開いて立って、鷺のちぢめて降り
て来る黒い脚を両手で片っ端から押えて、布の袋の中に入れるのでした。すると鷺は、蛍
のように、袋の中でしばらく、青くぺかぺか光ったり消えたりしていましたが、おしまい
とうとう、みんなぼんやり白くなって、眼をつぶるのでした。（宮沢賢治『銀河鉄道の夜』、
p. 188） 
 
ぺこぺこ  
― ぺこぺことうちゃん。とうちゃんはいつもぺこぺこしている。お店をしているから、お客
さんにぺこぺこするのはまぁ仕方ないけれど、商店街の役員さんや、親戚のおじちゃんや
おばちゃん、学校の先生、みんなにぺこぺこする。ヨシオのとうちゃんとばったり会った
ときも、やっぱりぺこぺこした。ヨシオのとうちゃんは、いつもふんぞり返っている。ヨ
シオはそれを見て、じぶんのとうちゃんの方が偉いと思ったんだそうだ。ぼくは悔しくて、
とうちゃんのことをちょっと軽蔑した。かあちゃんにそれを言うと、私はそんなとうちゃ
んが大好きなのよ、と笑った。とうちゃんの誕生日に、妹のヨシエとお小遣いを出し合っ
て、水のみ鳥を買った。コップの水にくちばしを浸けたり出したりしながら、ぺこぺこす
る鳥だ。「ほら、これとうちゃんみたいだろ、ぺこぺこ」「ぺこぺことうちゃんだよっ！」
ヨシエも囃し立てた。いじわるなんかじゃない。ぺこぺことうちゃんに、何とか発奮して
ほしかったんだ。ところがとうちゃんは、ちょっと悲しそうな顔をしたけどすぐに、「おま
えらには敵わないなぁ」と笑った。家族でゴハンを食べにいったときのことだった。とう
ちゃんがヤクザにインネンを付けられた。ぼくがそのヤクザの足をうっかり踏んじゃった
からだ。とうちゃんはいつもの様にぺこぺこ謝ったが、ヤクザはどうしても許してくれな
いと言う。慰謝料を寄こせと言っている。とうちゃんはぺこぺこしながら、お財布に入っ
ていたお金ぜんぶをヤクザに渡した。おかげでぼくらは、ゴハンを食べられずに、そのま
ま帰ることになった。 
(http://happylife.mine.nu/~happy/mt/archives/2004/12/post_2.html) 
― 本社からはエアコンの販売という名目で送り込まれているけれど、販売の現場に近い部署
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からは「別に自社製品を売らなくてもいいから、とにかく店の迷惑にならないように、か
つ、何でも手助けをしろ」という厳命を受けているので、実際には下っ端の雑用係という
ポジションとなっている。しかし、朝から晩まで、お客さんにぺこぺこ、店員にぺこぺこ。
一週間ずっとこれを続けていると、いい加減うんざりするよ。 
(http://astrometrics.at.webry.info/200506/article_3.html) 
― 生後１ヶ月までの赤ちゃんを、新生児と言います。くびはすわらず、ぐにゃぐにゃ。身体
の骨の多くが、まだ軟骨で、ぐにゃぐにゃ。 新生児は、ぐにゃぐにゃ。頭頂部は、まだ骨
がくっついてない部分があり、ぺこぺこ。 あたまはぺこぺこ。男性諸君。あたまが、なぜ
ぺこぺこかと言うと知ってますか？ 出産時に一番せまいところが、産道です。そこを通
過するのに、あかちゃんは、頭の骨と骨を重ね合わせて小さくする。それがぺこぺこの原
因です。うまれてしばらくは、いびつな頭で当然なんです。いろんな頭のあかちゃんがい
ます。とがったり、斜めったり。でも、いいんです。ドーナツまくらって、ありましたよ
ね。頭の絶壁を防止すると。いまは、あまりやらないそうです。この時期、頭の下にまく
らすると、ゲロしたとき気道が確保しにくいんだそうです。 
(http://www.bananawani.org/hijikata/ikuji00.html) 
― いつもは棍とタオルを握る手に，毛糸の手袋をはめ，長靴を履いてコートを着る。「ん，と
…先に道場かな」ぺこぺこと音のする，少し大きめの長靴は，走るには適さない。それで
もナナミは構わずに，訓練場へと走った。ぺこぺこぺこぺこぺこぺこ。まだ起きている者
もほとんどいない城内に，ナナミの長靴の音が響く。角を曲がる。 
(http://www5.plala.or.jp/shimotsuki/SS/asageiko3-G.html) 
― 「ああいう方を軍令部総長に据えた人事が大体まちがっている。伏見宮様はぺこぺこして
近よる人がお好きで、御機嫌を取結ばない人間は嫌われた」（阿川） 
― するとその部屋と崖との間の空間が俄かに一揺れ揺れた。それは女の姿がその明るい電燈
の光を突然遮ったためだった。女が坐って盆をすすめると客のような男がぺこぺこ頭を下
げているのが見えた。（梶井） 
― 「…うん、眠れたわ、こわれたお人形みたいに眠っていました。あれから、あたしの部屋
にご帰還したのが、けさの四時よ。ママはさいわい夜のあいだは一時的な死人になって熟
睡しますから、あたしは朝帰りの猫の要領で忍びこめばいいってわけ。おなか、ぺこぺこ
だったから、コーン・フレイクにバナナの輪切りとカシュー・ナッツをまぜて温い牛乳を
かけたのを食べて、それから、あのけがの痛みをおなかのなかにしまいこんで、巻貝の形
をした眠りのなかにもぐりこんでしまいました。（倉橋） 
― むすめにいわせたいことを、ひとりでならべたてて、なんどもぺこぺこ頭をさげた。そし
て、それとなく目顔であいずをしたが、大石先生はそしらぬ顔で、まだ後藤先生にこだわ
っていた。（壺井） 
― 今朝四人は粥をすすった。粥腹で厳冬の槍の穂へ出かけたのだから、彼等三人はぺこぺこ
に腹をへらして帰って来るに違いない。あるいは凍傷寸前の状態で帰って来るかもしれな
い。（新田） 
 
ぺしゃっ  
― 黒いベロア地に白いサテン襟をつけたドレス。この写真ではぺしゃっとしちゃいましたが
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三枚はぎのフレアースカートで結構ボリュームがあります。襟は後付け。ピンタック何ぞ
も入れてがんばってみました。しかしこのベロア地、無茶苦茶縫いづらかったです…。び
よ－んとのびるので後に接着心をはって裁断したさ。カメオは博品館購入。元々1/6 サイ
ズなので小さいです。（人形） 
(http://www.geocities.jp/kameya0104/dress/dress2002/dress/m5.htm) 
― 発酵した生地を 8 等分し、ぺしゃっとつぶしてガスを抜く。丸めてとじ目を下にして、バ
ットの上などで更に 20 分発酵させる。（大体 20 分程度）発酵した生地をもう一度ぺしゃ
っと潰してガス抜きし、丸めて型のなかに入れる。生地が 2 倍に膨れるまで待つ。 
(http://cookpad.com/hagiko/index.cfm?Page=recipe&RecipeID=120404&Mode=full) 
― 夜更けの雪がしっかり積もって、久しぶりの雪景色。このへんでここまでなるのは珍しい
な雪、っていっても色々あって、ぺしゃっとした水っぽいやつからこんなふうにパウダー
スノーなさらさらと乾いたものも。だけどみんな雪、なんですね。それはことばもどこか
似て。 
(http://poenique.jp/sinaps/umineko/umineko16.htm) 
― 開いた傘はふわふわした感じなので、食べ方には工夫が必要で、煮たり炒めたりすると、
ぺしゃっとしてしまって、ふわふわした感じがなくなってしまいます。フライにすればい
いと書いている本もあります。一方、柄はけっこうかたく、歯ごたえがありすぎるので、
じっくり炒めるのに適しています。わりあい早い時期から、道ばたや草むらなどにぴょん
と出るきのこです。カラカサタケは、大きなカサと立派なリング(つば)を見せびらかしな
がら、偉そうにしています。(あまり群生しな)い 
(http://www.yasutani.com/kino2/kinoko/zoki1/karakasa.htm) 
― めちゃめちゃかわいい～。こちらでもスコッ飼っていますが飼っている。うちのねこにそ
っくりです！うちのはメスですが、年齢が１歳４ヶ月、シャープ顔じゃなくぺしゃっとな
った顔がたまらなくかわいいですねこれからも元気一杯に育ってもらいたいですね 
( (http:/ /www.gochomuseum.net /mt/mt-comments.cgi?entry_id=100)  
― 「部屋で一家仲良く団欒しているけれど、チロがいない。ぱっとみると、チロがきつねの
えりまきみたいにぺったんこになって、顔も上から押し潰されたみたいにぺしゃっと猫の
顔みたいになって、電気こんろの上に載っている。誰か、電気を入れて暖めてくれるのを
待ってるんよ。 
(http://www.fastwave.gr.jp/diarysrv/realitas/200012c.html) 
 
ぺしゃぺしゃ  
― 「君、こんな小さな奴にこう下からとびこまれるとね、へなへなとなるんだ、腰がねえ。
この前は痩せこけた真砂石なんぞに吊り出された。真砂石は君、茶屋の聟さんになったば
かりではりきっていたからな。ところであの蔵王を吊り出したあと、自分でもぺしゃぺし
ゃとなりましたよ。よほど重かったんだろう」（北） 
 
へたへた  
― ばたばたしていてちっとも飯の喰えんかった田崎はへたへただったさ。あげくにまたまた
22 時過ぎにしこたま喰って、また太る。 
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(http://homepage.mac.com/matayado/azakki200307aa.html) 
― 仕事に臨む準備を終え、歩く青年の後を追うように、へたへたと小走りの足音が廊下に響
く。気負わない、その軽い足音に、青年は振り返ることもなく肩を落とす。すれ違う仲間
達が、鼻で笑うような声。 
(http://www.h3.dion.ne.jp/~usei/ax-x/r-hiro1.htm) 
― 坐りかけた僕の頬に、舷に当って砕けた波の飛沫がぴしゃっと掛った。僕の前に、矢代が
くたびれ込んだようにへたへたと坐った。僕は腰にぶら下げた手拭を取って、顔の飛沫を
拭いた。風が異様に生暖かく感じられた。（福永） 
― 階段に乱れた跫音がして、柳井が木下と服部とに両方から肩を支えられ、ふらふらした足
取で部屋へはいって来た。手を放されると自分の蒲団の上に、へたへたと坐り込んだ。後
から大学生が一人、真赤な顔に照れたような微笑を浮べてついて来たが、済まんなどうも、
と言って早々に消え去った。（福永） 
― みんなは石のある所に来ました。そしててんでに百匁ばかりの石につなをつけて、エンヤ
ラヤア、ホイ、エンヤラヤアホイ。とひっぱりはじめました。みんなあんまり一生けん命
だったので、汗がからだ中チクチクチクチク出て、からだはまるでへたへた風のようにな
り、世界はほとんどまっくらに見えました。（宮沢賢治『銀河鉄道の夜』、p. 52） 
― 「…..皆、親のお庇だね。その阿母が、そうやって、お米は？ ッて尋ねると、晩まである
よ、とお言いなさる。翌日のが無いと言われるより、どんなに辛かったか知れません。お
民さん」と呼びかけて、固より答を待つにあらず。「もう、その度にね、私はね、腰かけた
足も、足駄の上で、何だって、こう脊が高いだろう、と土間へ、へたへたと坐りたかった」、
「まあ、貴下、大抵じゃなかったのねえ」フトその時、火鉢のふちで指が触れた。右の腕
はつけ許まで、二人は、はっと熱かったが、思わず言い合わせたかの如く、鉄瓶に当って
みた。左の手は、ひやりとした。「謹さん、沸しましょうかね」と軽くいう。（泉） 
― 私は或る干いた屍体についている靴を取って穿いた。臭気が手と足にしみた。生きている
人間にも会った。私同様、無帽無銃裸足で、飯盒だけぶらさげた姿であった。「パロンポン
はこっちですか」と彼は喘ぎながらいった。「こっちには違いないが、米軍がいて通れやし
ねえぜ」彼はへたへたとそこへ坐った。私は彼の身につけたもので、私の持ってないもの
は何もないのを、ゆっくり眼でたしかめてから、通り過ぎた。野も丘も雨に煙っていた。
風と音が来て、雨が幕を引くように、片側から風景を打ち消した。（大岡） 
― 「この銭で、むこう一年、この道を通る里人のなかで、大根をつくる者は大根を持って来、
干魚を手に入れる者は干魚をもって来、米のとれる時季には米をもって来、貧しい者は手
足をつかって草を抜け」、「あ、あなた様は、どなたであられまする」、「わしは、美濃の守
護職土岐美濃守さまの執事にて美濃加納の城主長井新九郎という者である」、「ああっ」、へ
たへたと銭袋をかかえてすわりこんだ。「所用あって京にのぼってきた。たまたま日和のよ
いのを幸い、この嵯峨野まで遠出をしてみたが、このいぶせき庵をみて涙を催さずにはい
られなんだ」、「も、もうしわけござりませぬ」、「謝らずともよい」（司馬） 
 
べたべた  
― 男女がホテルに一緒に泊まる際には、「結婚証明」というもの（２人の写真が貼ってある）
を見せないと  同じ部屋には泊まる事も出来ないの。「だから」なのか「その割には」なの
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かよく分かんないんだけど、カップルはみぃ～んな平気で外でいちゃいちゃしてる。って
いうよりは、男の人の方が勝手に ベタベタくっついてるようにしか見えないけど。 
(http://www.rakuten.co.jp/e-unit/426530/449154/463324/463326/) 
― 頬や口のまわりはかさかさしているのに、額や鼻はてかてか、べたべた。さっぱりのスキ
ンケアでは乾燥する部分がかさかさ、しっとりの化粧水では油っぽい部分がべたべた。何
を使ったらいいのかわからない！ 
(http://www.tobeauty.jp/stype/stype_co.html)  
― 朝晩の凍み方は大して冬と変りはない。濡れた金物がべたべたと糊のように指先に粘りつ
く事は珍らしくない。けれども日が高くなると、さすがに何処か寒さにひびがいる。浜辺
は急に景気づいて、納屋の中からは大釜や締框が担ぎ出され、ホック船やワク船をつとの
ように蔽うていた蓆が取りのけられ、旅烏と一緒に集まって来た漁夫達が、綾を織るよう
に雪の解けた砂浜を行き違って目まぐるしい活気を見せ始める。（有島） 
― 「絶対に正しいとおもうような権利が一つみつかれば、それを膏薬みたいにどこにでもべ
たべた貼りつけて、モラルができあがっちゃうの。人間の権利って、そんな大したききめ
があるものなの。あなたは大建築家になるよりも、政治家になってもいい素質があるみた
いね。」（石川） 
― 『砂糖入りの珈琲』のビラが建物の側面に、何枚もべたべたと張りつけられた。梅田界隈
では、小さいとはいえ、ともかく、最初の珈琲店だった。店の名は内儀さんの主唱で『銀
河』とつけた。（石川） 
― お前は腋の下を拭いているね。冷汗が出るのか。それは俺も同じことだ。何もそれを不愉
快がることはない。べたべたとまるで精液のようだと思ってごらん。それで俺達の憂鬱は
完成するのだ。（梶井） 
― 鼻に皺を寄せるようにして、どこといって欠点のない、几帳面な、だが神経質な文字がふ
るえている帳簿を調べ、さてその終りのところにたっぷり朱肉をつけて「院代」の判を押
した。彼はなんにでも判を押した。賄いの献立表から俥屋の請求書に至るまでべたべたと
判を押した。「院代」の判がなければ楡病院の機能は麻痺してしまうのである。そしてこの
四角い判を紙に押しつけるとき、なんという歓びと誇りを彼は感じたことか。（北） 
― 「あの本、初めんとこと、終りんとこすてきだよなあ。僕も将来、本を書く時は、初めと
終りをうんとべたべた飾ってすてきにするんだ」（曽野） 
― 「さあ、ナオミちゃん、そのまんま寝ちまっちゃ身体がべたべたして仕様がないよ。洗っ
てやるからこの盥の中へお這入り」（谷崎） 
― 美船：「ガキみたいにべたべたくっつくなよ」 
魅星：「えー、いいじゃない」 
(http://kataribe.com/HA/06/G/200509/0159/) 
― 整髪ワックスを手につけるとなかなかべたべたがとれないんですがいい方法またはグッズ
ありませんか？ 
(http://chiebukuro.yahoo.co.jp/service/question_detail.php?queId=7272481) 
― ただ、どちらかというとスポンジ側に油がくっついて集まるので、スポンジが油でべたべ
たになり、さらには手のひらまで油でねちゃねちゃしてくる。このまま洗い続けるとその
油が逆に洗い物に付いてしまうので、時々スポンジや手を洗う必要がある。（お湯で油を
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洗い流す。）結局うちでは、しばらく使い続けていたが使うのを止めてしまった。一番の
理由はやはり「１時間の付け置きは無理」であり、その場合には「油が落ちにくい」から
である。あの油のねちゃねちゃ感はどうにも我慢できない。 
(http://www.asahi-net.or.jp/~YY8A-IMI/20040913/etc/mother.htm) 
― プチュレアクアリップはつけすぎてもべたべたしない、つやつやリップグロス！ 
(http://0719koji.seesaa.net/article/3524521.html) 
― 紫外線がきつそうだったので日焼け止めをべたべたに塗っていく。結構気持ち悪い。 
(http://tsukinowa.s12.xrea.com/sb/log/eid7.html) 
― 肌はべたべたせずさらっと感があります  ... が、かいた汗を放出するので  オールシーズン
使用可。肌はべたべたせずさらっと感があります。 
(http://search.yahoo.co.jp/bin/query?p=%a4%d9%a4%bf%a4%d9%a4%bf&fr=top&&b=1
01&h=p&pnum=6) 
― ベタベタ汚れがひどくなる前に掃除をするのがポイント。（『家事ワザー基本と裏ワザ』、p. 
32） 
― ガンコな換気扇のベタベタ汚れをキレイにするには？（『家事ワザー基本と裏ワザ』、p. 40） 
― べたべたするガス台の油汚れは、時間が軽つほどにとりににくくなるので、気がついたら
すぐ抜き取るようにしましょう。（『家事ワザー基本と裏ワザ』、p. 22） 
― ベタベタがひどい、油こしのお手入れ方法は？（『家事ワザー基本と裏ワザ』、p. 32） 
― 水拭きだけでは落ちないベタベタが気になります。（『家事ワザー基本と裏ワザ』、p. 39） 
― 明日の研究発表のために切り貼りをしようと思ったが、手が糊でべたべたになり、髪がび
たびたと手にくっついて困った。（Kakehi, Tamori, Schourap, Dictionary of Iconic 
Expressions in Japanese） 
― お前は腋の下を拭いているね。冷汗が出るのか。それは俺も同じことだ。何もそれを不愉
快がることはない。べたべたとまるで精液のようだと思ってごらん。それで俺達の憂鬱は
完成するのだ。（梶井） 
 
ぺたぺた  
― 写真のペンギンの群れも、この後どんどん近づいてきて、ついに足の横をぺたぺたと通過。
レンズに納まり切らなくなった。 
(http://www.kochinews.co.jp/rensai04/hot03.htm) 
― お部屋に飾っちゃいたくなるほどカワイイ !ぺたぺた歩く木製のあひるさんとペンギンさ
ん。（おもちゃのこと） 
(http://www.kumaya.net/archives/catalog/000467.html) 
― ぺたぺたしてるんです。ミニチュアダックスフントは、相変わらず、正月とか関係なく、
今日も散歩しているわけですが、あの「ぺたぺた」歩く音は、車のヘッドライトのように、
はっと気づきます。はっ。気のせいかもしれませんが、戌年（いぬどし）ということもあ
るんでしょうか、ぺたぺた歩いていても、堂々としているんですよね。年男とか、年女と
か、そういう次元の話じゃないんだ、自分は犬「そのもの」なんだから、と言わんばかり
です。その、ぺたぺたに、乾杯。 
(http://blogs.yahoo.co.jp/cushion_booboo/21379268.html) 
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― ポーズ、顔の表情、持ち物、洋服、小道具などをぺたぺた貼って、おもしろい絵をつくり
ましょう。 
(http://www.justsystem.co.jp/momonet/know/345_12.txt) 
― 展望台の案内。初めは紙が貼ってなかったのに、あとからぺたぺたと貼っている、汚い。
迷ったお客様が多かったみたいで、あとからあちこち案内紙をぺたぺたと貼っている。汚
い。せっかくのデザインが悪くなったね。 
(http://www.neox.to/ud/roppongi.html) 
― 電車に乗っていると、しばしば変なオヤジに出くわすが、今回もかなり後味が悪いおっさ
んと遭遇した。地下鉄に乗って、機嫌よく座っていた自分の前を「ぺたぺた」しながらお
っさんが通っていく。とにかく「ぺたぺた」している。窓もドアもぶら下がっている広告
も。おっさんは結局先頭車両までぺたぺたを続け、再び２両目に戻ってくることはなかっ
た・・・。 
(http://blog.drecom.jp/higeda/archive/152) 
― ぺたぺた・・・ぽてぽて・・・ぽってらぽってら・・・大きなフリースを着た、子供。爪
先だけが見え隠れする歩き方。可愛くて愛しくて、両親は思わずこう命名した。『ぺんぎん』
と・・・。ぺたぺた・・・と歩いて。我が家の可愛いぺんぎんは、大きな蒼い瞳をくりく
りしてる。「新一、こっちにおいで」おやつがあるよ？ちらっと反応はしたけれど、ぷいっ
と横を向いてしまった。「おや？」と思い、くすくすと優作は笑ってしまう。そうだった。 
(http://www.asahi-net.or.jp/~eg5k-tmr/pengin_1.htm) 
― 紙をぺたぺた貼って作ったとは思えないしっかりとした造形、特になんともいえない顔立
ちは秀逸。 
(http://www.nekoma.net/u-page/mi/mi10.html) 
― 借りた寝まきに着替えて、しんとした部屋に出ていった。ぺたぺたとはだしで台所をもう
一回見に行く。（吉本ばなな『キッチン』、p. 24） 
― ナオミはいきなり私の頸にしがみつき、その唇の朱の捺印を繁忙な郵便局のスタンプ掛り
が捺すように、額や、鼻や、眼瞼の上や、耳朶の裏や、私の顔のあらゆる部分へ、寸分の
隙間もなくぺたぺたと捺しました。それは私に、何か、椿の花のような、どっしりと重い、
そして露けく軟かい無数の花びらが降って来るような快さを感じさせ、その花びらの薫り
の中に、自分の首がすっかり埋まってしまったような夢見心地を覚えさせました。（谷崎） 
 
ぺちゃっ  
― パニーニとは、最近はやりの、サンドイッチです。多くは、プレスサンドになっていて、
ぺちゃっと、つぶれたような感じですが、小さいサンドイッチのことの総称だそうです。 
(http://www.denen.com/datafile_restaurant_cafe_1.htm) 
― 風船ガムなんて最近食べてないなあ。膨らましすぎて、ぺちゃっと唇にはりつくと結構恥
ずかしい。 
(http://www2s.biglobe.ne.jp/~pera/champion/9849.html) 
― らっ君にはあってるみたい。  テカ、ぺちゃっとした毛質が、ツヤ、さらっになってきた。 
ふけもなくなった。  運動量は変わらないのに、締まってきたかな。  ねっとり系からさら
っとスポーツマンタイプへ。  吉田栄作みたいな感じ？  あっ、でも全盛期の吉田栄作好き
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じゃなかったなぁ。 
(http://blog.kansai.com/haikarasan/80) 
 
べちゃべちゃ  
― 料理超初心者です。鍋に入れる鳥団子を作ろうとしたのですが、べちゃべちゃになってし
まいました。鳥ミンチ 180 グラムに、酒大さじ１、しょうゆ大さじ１、しょうが大さじ２、
塩 .胡椒少し、卵一個、片栗粉大さじ 2 ・・を入れたのですが、水分が多かったのでしょう
か？ なんとか直そうと白菜のみじん切りを入れたのですがあまり変わらず。。どうやってべ
ちゃべちゃを直せばいいでしょうか？このまま鍋に入れたらやっぱりだめですよね？どうぞ
教えてください。お願いいたします。 
(http://question.excite.co.jp/kotaeru.php3?q=1904904) 
― 例えば、コンビにでは例え人がレジに並んでいても店員さんと他のお客さんがべちゃべち
ゃとしゃべっていて会話が終わるまで待っていないといけないなどといったことがありま
す。もちろん「Excuse me」と言ってせかすこともできますが、露骨にいやな態度を取ら
れることがあります。（本当に）スーパー、銀行、お土産屋、コンビニ、パブ等で店員さん
がべちゃべちゃとおしゃべりにふけっているのはごくごく普通で、時に待たされます。日
本では考えられませんがこちらではこれが普通です｡でもたいていお土産屋さんの店員さ
んは愛想はいいです。オージーの友達とバーに行った経験がありまして、オージーが注文
をしているにも関わらず、完全シカトで他の店員さんとべちゃべちゃとおしゃべりを続け
ていたと言うこともありました。電車の駅でカウンター越しにチケットを買おうとしたら
チケットを売る人が他のスタッフとべちゃべちゃしゃべっていまして、それでも「ボンタ
イジャンクションまで往復チケットを下さい。」と注文すると片道チケットを渡されたので
「あのー、往復チケット欲しいんですけど。」と言ったところ「なんだよ、おまえ、先に往
復って言えよ！」とかなり強い口調で言われました。 
(http://www.magosido.com/tips/2/customerservice.htm) 
― ご無沙汰してます。あけましておめでとうございます。今年もよろしくお願いしますいや
～、うずまきくん絶好調ですね写真のうずまきくんから感じ取りました（笑）しんごはマ
マの顔を触りながら寝るんですよ～。べちゃべちゃの手とかべちゃべちゃのガーゼをママ
の顔に押し付けて寝てくれるので、ママの顔もべちゃべちゃだし臭いし・・・つねられた
り噛まれたりは困りましたね早く会長辞任出来るよう神社にお祈りしてきますね 
(http://blog.so-net.ne.jp/uzumaki-guruguru/2006-01-04) 
― 雨は開演の頃にはだいぶおとなしくなってきていた。しかし、公園の地面は雨に濡れて、
べちゃべちゃになっている。入り口の前あたりにはでかい水たまりもある。こんな状態で
はたしてちゃんとお芝居出来るのだろうか、人事ながら気になる。劇は小雨の中、べちゃ
べちゃの地面をものともせずに、始まった・・・・・が、私は最初の数分を見ていない。
屋台で売っていた日本酒がなくなってきていたので、追加を買いにでかけていたのだ。帰
って来た時にはすでに劇が始まっている、しかも、桟敷の方はどうやら満席のようで、屋
台から桟敷に移動するのをためらった私は、屋台方面から観劇することにした。 
(http://camp.ff.tku.ac.jp/rencon/Houren_V13.html) 
― 予報に反して天気もよく、ぽかぽか陽気。ワックスが効かないべちゃべちゃな雪には悩ま
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されましたがのんびりと歩くことができました。 
天気： 晴れ（午後から曇り） 
気温： 3～5℃くらい？ 
雪質： 表面が融けてべちゃべちゃ 
使用機材： クロスカントリースキー 
(http://homepage2.nifty.com/field-note/urabandai2002-1.htm) 
― ポークとサイドのマッシュポテトの味は悪くない。しかし気になったのが、マッシュポテ
トもローストポークも水分でべちゃべちゃなのだ。 
(http://www.cent-21.com/frozenmeals/bostonmarket.htm) 
 
ぺちゃぺちゃ  
― 太郎は何となく、代田高校の岩松恭子か板東キヨ子かどちらかが、スターティング・ブロ
ックを打つ手伝いをしてくれそうに思っていたのだが、二百米の決勝のコールがかけられ
て集まってみると、岩松恭子が同じ代田の福留隆一のスターティング・ブロックを持って
出て来たのが見えてしまったのである。二人は同じ代赭色のトレーニング・スーツを着て、
これ見よがしにぺちゃぺちゃ喋っている。岩松恭子は一度、明らかに太郎の方を見たのだ
が、すいと視線をジャンプさせてしまった。（曽野） 
― しかしいったい張を見せるとは何のことであろう。若作りの延津賀とはいえ、それはもう
五十の老を告げる顔の皺にぴかぴか鏝をあてて見せるようなもので、染めかえしの色あざ
やかながらひょっと雨にでも逢えばぺちゃぺちゃと噛んだ紙のように縮んでしまうのでは
ないかと、あぶなげなその感じが一面には生活にあやしい美しさを添えてもいた。（石川） 
― それはともかく、ジジは日本酒も好きだ。屠蘇散が入っていたらさすがに飲まないが、普
通の日本酒だったら、ぺちゃぺちゃ、ぺちゃぺちゃ、嘗めて、そのうちに足がよたよた千
鳥足になっている。私は家では酒を飲まないことにしているから、食卓に日本酒が出るの
はお正月だけで、だからジジが酒を飲むのも年に一度と決まっている。 
(http://www.k-hosaka.com/nonbook/shogatu.html) 
― 今週、親友のかとりぃぬが帰ってくるとです。しゃらさんもかとりぃぬもいない香港なん
て、気の抜けたビールみたいなもの。味もそっけもありゃしません。寂しかったよおおお
お、かとりぃぬぅぅぅ。ところで、米線食べるたびにいつも思うんですけど、香港人の（日
本人でもいるかもしれんが）ぺちゃぺちゃって音させて食べるやつなんとかならないでし
ょうか？キモチ悪いんすけど。なぜ、麺類を食べるのにぺちゃぺちゃって音がするんでし
ょう？ずるっずるっなら分かるんですけど。ぺちゃぺちゃって・・・・ 
(http://syarasan.com/archives/cat_071_days.php) 
― 本では運転中の携帯電話の使用が禁止されたって言うのに、ここではバスのドライバーま
でもが、携帯でお話し。ぺちゃぺちゃ、ぺちゃぺちゃ。日本での携帯による事故発生率の
情報が確かなら、ぜひとも、せめてバスのド・・・ 
(http://www.labo-party.jp/hiroba/top.php?PAGE=00007) 
― 小学生の時、お友達の家へお泊りに行った。その日の夕食時、私はいつものように食事を
していたのだが、お友達の T ちゃんに、「ゆきちゃんの食べ方、犬みた～い。ぺちゃぺち
ゃ音がしてる」と言われたのだ。その時、T ちゃんのお母さんとお父さんはちょっと困っ
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た顔をしていた。私は何のことかその時わからなかったが、なんとなく“私の食べ方には問
題があるんだ”ということを感じた。家に帰って家族と一緒に食事をしていてそのことがよ
くわかった。なぜなら父が私と同じようにぺちゃぺちゃと音を立てて食事をしていたのだ。
一度気になると、もうその音ばかりが耳につく。その音が嫌で私は思い切って父に「お父
さんどうして音を立ててご飯を食べるの？」と聞いてみた。父は機嫌が悪かったらしく、
質問には答えずむっとしていただけだったが、後で母に「音を立てて食べるのは、マナー
違反だから、音を立てないように食べなさい」と言われた。それなのになぜお父さんは音
を立てて食べるんだろう？幼い私はずっと疑問に思っていたが、大人になってから謎は解
けた。ある彼と付き合っていた時、しばらくは気が付かなかったが、静かなところで会話
もなく食事していた時、その彼がぺちゃぺちゃ音を立てて食べている事に気付いてしまっ
た。しばらくは我慢していたが、私はいたたまれなくなり、「ぺちゃぺちゃ音を立てて食べ
るのは、マナー違反なんだよ。外でやると恥ずかしいから注意したほうがいいよ」とやん
わりと言ってみた。彼は私が小学生だった頃と同じで、その音自体に気が付いていなかっ
たようで、「そうなんだ、気をつけるよ」と言ってくれた。食事中のぺちゃぺちゃする音、
ガムを食べるときのくちゃくちゃする音、ドアの音、私はそれらの音が気になって仕方が
無い。彼に文句を言う回数が増えるようになった。すると彼は、「お前は神経質すぎる」「う
るさい」そう返事が返ってくるようになった。あの時「気をつけるよ」と言ったのは、そ
の場しのぎだったのか・・。 
(http://latebloomer.livedoor.biz/archives/2005-08.html) 
― ぺちゃぺちゃ音を立てて食べられるのも萎えますが、食事が終わった後にも爪楊枝を咥え
ながら、ぺちゃぺちゃやってる人も困りものですね。 
(http://park15.wakwak.com/~tamoyasu/87.html) 
― どろんこたのしいね。ぺちゃぺちゃ、ぴちゃぴちゃしているよ。みんな泥んこに夢中いっ
しょにぺちゃぺちゃきもちいい～（子供遊び） 
(http://dzusww02.city.matsuyama.ehime.jp/matuyamaho/new-4/natu/) 
― はいつくばってご飯を食べていた。ぺちゃぺちゃくちゃくちゃと嫌な音が立つ。自分では
そんなはしたない音なんぞ立てたくないと思っているのに、ぺちゃぺちゃと汚ない音を出
さねば皿の上の何だかよく分からない茶色の固まりを食べられない。困った。ほんとうに
困った。食べているうちからもう眠くなる。いくら自分が怠け癖があるからといって食事
しながら目がトロンとなってしまうほど無精ではなかったはずだ。 
(http://www.h3.dion.ne.jp/~inouex/hope.html) 
 
ぺちゃんこ  
― 布団を持ち上げてやると、ちょっと中をのぞいて暖かそうだと思うと喜んで頭でぐいぐい
もぐり、中でぐるっと向きをかえ、ぺちゃんこになってごろごろいう。（『帰りたかった家』、
p.45） 
― 太郎は、千頭慶子と、杉山美幸が海の中に腰まで漬かっている姿をちらりちらり見ながら
言った。千頭さんの方は背は高いが、胸はぺちゃんこであった。美幸は健康そうな体つき
をしている。腕に丸く、しっかりと肉がついているのがよかった。これから先、この地球
上で何人の女の子に会えるかなあ、と太郎は考えていた。（曽野） 
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― 門をはいっていくと、どっと一年生が走ってきて、とりまいた。そのどの顔にも、いきい
きとした目の光があった。それは、昨夜のあらしのおとずれを、よろこんででもいるよう
にげんきなのだ。うわずった声の調子で、口々に話しかけようとするのを、すこし出しゃ
ばりの香川マスノが、わたしが報告の役だとでもいうふうに、その声の高さでみんなをお
さえ、「せんせ、ソンキのうち、ぺっちゃんこにつぶれたん。かにをたたきつけたように。」
（壺井） 
― 近頃シャコは鮨屋さんのケースの中に見るだけになったが、今のはペチャンコで侘しい。
（『帰りたかった家』、p.104） 
― 先生、やめといた方がよろしいよ」と口を挟まれて、結局駄目になったことも何度もあり
ます。しかし、午前中に三軒の店に入り、三軒とも、あっさり契約してくれた日もありま
した。そうやって三週間歩くと、私の皮靴が一足つぶれてしまいました。両方の靴底の親
指の根元あたりに穴があき、かかとの部分もぺちゃんこになってしまったのです。外交用
に買った新しい靴が、三週間でそんなありさまです。そのかわり、それまでくらげの足み
たいだった私の足は、登山家のように強くなりました。（宮本） 
― いちばん学校に近い西口ミサ子の家へより、見舞いのことばをのべた。なんといっても家
がぺっちゃんこになったソンキの家が被害の第一番だとみんながいうので、つぎには荒神
さまの上にあるソンキの家へむかった。（壺井） 
 
ぺっ  
― [キノコを]一口含んだとたんに、鉄郎はペッと吹き出した。それは精巧なプラスチックの
おもちゃだった。（若桜木虔『銀河鉄道 999』、p.13） 
― ふたたび太陽の下にはい出した時、私はぺっとつばをはいた。くもの巣が、顔にひっかか
ったのだ。（仁木悦子『猫は知っていた』、p.46） 
 
べったり  
― その気持ちの悪いこと、大人たちは温めた薬を塗った湿布だからあたたまっていい気持ち
だと言うけれど、これをべったり背中から胸にくっつけられたときの冷たいような熱いよ
うな感じは何とも嫌な感触だ。しばらくすると小端の方から乾いて、粘土状のざらざらが
布団の中にこぼれ、これも気持ち悪い。（『帰りたかった家』、p.44） 
― 洗い場では湯の流れるタイルにべったり坐らないこと。（『帰りたかった家』、p.117） 
― こんなに髪をくしゃくしゃにして、ガランスのかった古い花模様の蒲団の中から乗り出し
ていると、私の胸が夏の海のように泡立って来る。汗っぽい顔を、畳にべったり押しつけ
てみたり、むき出しの足を鏡に写して見たり、私は打ちつけるような激しい情熱を感じる
と、蒲団を蹴って窓を開けた。（林） 
― 西宮かていつ空襲されるかわからんよ」さすがすぐに出ろとはいわなかったが、いいたい
放題いいはなち、それもまた無理ではない、ずるずるべったりにいついたけれど、もとも
と父の従弟の嫁の実家なので、さらに近い縁戚は神戸にいたが、すべて焼け出されていて
連絡とれぬのだ。（野坂） 
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ぺったり  
― 翌日、もう意外ではない冬子の急死を知らせる電報を受け取って、わたしと帯子が出かけ
て行った蒲田の家の、その通夜の席上で、内輪の者十数名が居ならぶ中に、相生三治は右
のようにいうと、正面に据えた冬子の柩の前にぺったりと坐って両手を畳に突き丁寧にお
じぎをした。昨夜社の仲間の会合から遅く帰って来た三治が閉ざされたわが家の扉を発見
し、ついでガスの充満する家の中で奥の部屋に寝ている冬子を発見したときには、冬子は
もう手当のしようもなく窒息していた。（石川） 
― ナオミの表情は俄かに変り、その声の調子は哀訴にふるえ、その眼の縁には涙をさめざめ
と湛えながら、ぺったりそこへ跪いて歎願するように私の顔を仰ぎ視ました。（谷崎） 
― 堀木は、色が浅黒く端正な顔をしていて、画学生には珍らしく、ちゃんとした脊広を着て、
ネクタイの好みも地味で、そうして頭髪もポマードをつけてまん中からぺったりとわけて
いました。（太宰） 
― 浜田は茶っぽい背広を着て、チョコレート色のボックスの靴にスパットを穿いて、群集の
中でも一と際目立つ巧者な足取で踊っています。そして甚だ怪しからんことには、或はこ
う云う踊り方があるのかも知れませんが、相手の女とぺったり顔を着け合っています。き
ゃしゃな、象牙のような指を持った、ぎゅっと抱きしめたら撓って折れてしまいそうな小
柄な綺羅子は、舞台で見るよりは遥に美人で、その名の如く綺羅を極めたあでやかな衣裳
に、緞子と云うのか朱珍と云うのか、黒地に金糸と濃い緑とで竜を描いた丸帯を締めてい
るのでした。（谷崎） 
 
ぺったんこ  
― 「部屋で一家仲良く団欒しているけれど、チロがいない。ぱっとみると、チロがきつねの
えりまきみたいにぺったんこになって、顔も上から押し潰されたみたいにぺしゃっと猫の
顔みたいになって、電気こんろの上に載っている。誰か、電気を入れて暖めてくれるのを
待ってるんよ。 
(http://www.fastwave.gr.jp/diarysrv/realitas/200012c.html) 
 
ぺっぺっ  
― お姫様は、お薬が嫌いです。飲み薬を与えようとしてくちばしを無理矢理こじ開け、薬を
数滴入れても、飲まずにそのまま「ぺっぺっ」と吐き出してしまいます。しまいには、薬
の入れ物を見ただけで、首をぶるぶる振って「ぺっぺっ」というようになりました。パブ
ロフの犬的文鳥・・・。 
(http://www.ne.jp/asahi/mako/c-birds/toribanar.htm) 
― 次は、中学校の時。サッカー部の練習の始めに校外の長距離走。校門でみんなだらだらと
待っているときに、H くんが落ちていた犬のフンを D くんの口に入れた。しかも、D くん
は、「うわっ！ぺっぺっ！やめろよー。」と一通りうんこを口から出した後も油断ありま
くりで、もう一回入れられてた。「うわっ！ぺっぺっ！やめろよー。もう。」さすがに油
断大敵とばかりに三回目は見事手で防ぎました。（アメリカンジョーク含む）。 
(http://onosan.com/diary/archives/000236.html) 
― この２週間程、べびすけの食事のしかたはひどいものだった。とにかく、固形物は食べな
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い。口に入れて「ぺっぺっ」。だめだよ、といわれると、ますますぺっぺ！嬉しそうにに
たーーーーり。ちょっとむかつくハハ。あんなに好きだったばななさえ食べない。でも、
すりつぶしてヨーグルトと混ぜれば食べるという贅沢さ。 
(http://www.joy.hi-ho.ne.jp/nagu1025/hitoritabe.html) 
 
へとへと  
― 走っては歩き一ト息ついては、又走った。へとへとになって辿りついた校門の中は前庭に
整然と松が並び、芝は青く、チャペルも、図書館も迷彩を施されていたが、教育が、支配
する外界から隔絶した静寂な空気が漲っていた。（『帰りたかった家』、p.161） 
― そして俊介が殺鼠剤を配給するため徹夜でトラックを山にとばしたり、会議の連続でへと
へとになったり、陳情人の応接に忙殺されたりしているみじめな有様を見て、同僚のなか
には、なぜこんなことになる前に去年の上申書却下のときもっと抵抗しなかったのかとい
うような非難をあからさまに持出す者まででて来た。（開高） 
― ビールや酒も運ぶ。十二時がかんばん。足がつっぱって来る程、へとへとに疲れてしまう。
（林） 
― その頃、自分に特別の好意を寄せている女が、三人いました。ひとりは、自分の下宿して
いる仙遊館の娘でした。この娘は、自分がれいの運動の手伝いでへとへとになって帰り、
ごはんも食べずに寝てしまってから、必ず用箋と万年筆を持って自分の部屋にやって来て、
（太宰）. 
― みんな自分が可愛いのだ。どなたさまも自分に惚れすぎている。人の事はみえない。だか
ら、私が、いくら食べたいと云う詩を書いても駄目なの。疲れてへとへとで、洗濯せっけ
んもないのよ。（林） 
― 二三日は座敷へも出ないで使い奴だ。火を運ぶ。下足も取る。ビールや酒も運ぶ。十二時
がかんばん。足がつっぱって来る程、へとへとに疲れてしまう。枯れすすきや、かごの鳥
の唄が賑やかだ。ああ、これでは私の行末は牛の犇きと少しも変らない。（林） 
― 彼らはひとしきりシュプレヒコールなどで気勢を上げると再びグラウンドに走って行った。
私はもうへとへとで追いかけることは出来なかった。ゆっくり歩いていると寮の方でサイ
レンが鳴り響いた。見ると、寮のすぐ前に救急車が止まっていてパトカーが二台、屋根の
赤ランプを点滅させながらその後に止まった。私は疲労を忘れ、またしても一目散に走り
始めた。（藤原） 
― 自分は、皆にあいそがいいかわりに、「友情」というものを、いちども実感した事が無く、
堀木のような遊び友達は別として、いっさいの附き合いは、ただ苦痛を覚えるばかりで、
その苦痛をもみほぐそうとして懸命にお道化を演じて、かえって、へとへとになり、わず
かに知合っているひとの顔を、それに似た顔をさえ、往来などで見掛けても、ぎょっとし
て、一瞬、めまいするほどの不快な戦慄に襲われる有様で、人に好かれる事は知っていて
も、人を愛する能力に於いては欠けているところがあるようでした。（太宰） 
― 一糸まとわず、さながら銭湯の湯槽へ入るときの恰好で、ひょいひょいと身をかがめなが
ら歩いている男もいた。肌シャツ一枚だけで呻き声を出しながら、へとへとの様子で駈け
て行く女もいた。赤ん坊を抱いて「水をくれ、水をくれ」と叫びながら、その声の合間に、
赤ん坊の目に息を吹きかけている女もいた。（井伏） 
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― なによりも楡病院の二代目院長である徹吉は、こうした院長業務に不適というか、病人を
診察することよりも更に多くの時間を割かねばならぬさまざまな経営者としての実務、煩
雑な末梢事に向いておらず、不器用で、頭がきれず、傍で見ていても歯がゆいほどもたつ
くのであった。にもかかわらず、否応なく彼の背におわされた数限りのない義務は、徹吉
をへとへとにし、すりへらし、めっきり白髪を殖やさせ、その二、三年の間に十年も歳を
とらせ、むっつりと不機嫌にした。（北） 
― 二三日は座敷へも出ないで使い奴だ。火を運ぶ。下足も取る。ビールや酒も運ぶ。十二時
がかんばん。足がつっぱって来る程、へとへとに疲れてしまう。枯れすすきや、かごの鳥
の唄が賑やかだ。ああ、これでは私の行末は牛の犇きと少しも変らない。（林） 
 
べとべと  
― 僕の体は汗でべとべとしていたが、もう葬式の支度が出来ていると聞いたので、工員の背
広を借着して寮の広間へ行った。（井伏） 
― 「ゴム手袋はしっかり乾かしておかないとべとべとしてやりきれないな」と管理人はいい、
艶のない、日焼けした皮膚で包まれた頑丈な首をうなだれて、手袋の中の指を執拗に動か
し続けた。（大江） 
― フランス風の生菓子で生クリームを使わないものも、形に関係なくガトーと呼ぶこともあ
るかもしれません。ガトーというと全体に、甘くてべとべとのにちゃにちゃで、フルーツ
ケーキなどと違って日持ちがしないという印象があります。また、バースデーケーキなど
マジパンと砂糖衣で外側を固めたものもガトーとはあまり呼びません。（「ガトーが指すも
の」とは、イギリスにおいてという意味です）ガトーについては浅羽さんにフォローいた
だいた通りで、ガトーというと全体に、甘くてべとべとのにちゃにちゃで、フルーツケー
キなどと違って日持ちがしないがまさに的確な定義。まあ「ガトー」も「ケーキ」もイギ
リスではやたらと甘いのが普通ですが、柔らかくて日持ちがしないという点は日本の「ケ
ーキ」の定義とほぼ重なるのではないでしょうか。 
(http://nakamura.whitesnow.jp/melmaga/creamcake.html) 
 
へなへな  
― 「ただどうも動作がにぶい」と、基一郎は喜ばしさを噛み殺すように眉をしかめた。「君、
こんな小さな奴にこう下からとびこまれるとね、へなへなとなるんだ、腰がねえ。この前
は痩せこけた真砂石なんぞに吊り出された。真砂石は君、茶屋の聟さんになったばかりで
はりきっていたからな。ところであの蔵王を吊り出したあと、自分でもぺしゃぺしゃとな
りましたよ。よほど重かったんだろう」（北） 
― 二晩の不眠に目の下をおちくぼませ、完全に死を覚悟していた楡峻一は、入道雲を背にし
てかすかに丸くひろがる何もない水平線を前にして、思わずへなへなと坐りこみたいほど
の虚脱感を覚えた。（北） 
 
 
へらへら  
― よーし、ホームページをつくろうと、パソコンの前に座る。ところが、こんなところやあ
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んなところをうろうろするうち、時間がたってしまった。今日もへらへらと過ごした。 
(http://happy.ap.teacup.com/kinomamanz/14.html) 
― へらへらと笑いながら皿を持っているのは小川さんだった。小川麻琴。いつもへらへらし
てて気持ち悪い。どうして彼女がモーニング娘。にいるのか不思議だ。意味がわからない。  
(http://mseek.nendo.net/event/messe04/1067799707.html) 
― いずれにしろ、その包がさも切迫した用件とでもいうふうに、わざわざ使をもって、しか
もいましがたの青年などの手をへて、送りつけられて来たのは、こちらの秘密を鼻のさき
に振ってみせて、嘲弄されているようであった。口上も手紙も添えずに、いわなくても胸
におぼえがあるだろうと、へらへら笑っている先方の顔が見えるようである。それはどう
も侮辱に似たけはいであった。侮辱とすれば、なかなか意地のわるい、陰にこもった仕打
であった。（石川） 
― うちの女房は、朝から晩までどうでもいいようなことをへらへらと喋りまくるが、私の方
はただ「うんうん」と適当に相槌を打つだけで何も聞かない。(Kakehi, Tamori, Schourap, 
Dictionary of Iconic Expressions in Japanese) 
― 藍子はここに住む病人たちを――もちろん見るからにおかしな女もいて、その女は話しかけ
ても返事をせず単にへらへらとふぬけたような笑い声を立てた――べつに世間の人たちと
変りのない気がねのない友達くらいに思っていた。桃子叔母さんの話のように札を作る人
こそいないようだったが、殊に孫悟空さんは面白かった。（北） 
 
べらべら  
― 強も努力も一生懸命したくないけど、いつか・・・できるだけ近い未来にはべらべらに話
せるようになりたい。 
(http://k-georg.hp.infoseek.co.jp/englishgo/english.htm) 
― 周りはやはり誰一人として面と向かって口にできないだろう。花田家の問題だから。二人
の平成の大横綱の問題だから。芸能界と違う規律の厳しい相撲界。べらべらしゃべる無神
経な人はいないだろう。 
(http://nescafe.ameblo.jp/page-1.html) 
― 何度目だろう。頭の中だけで構築した、何の役にも立たない理屈を、得意げにべらべらと、
相手の気も知らないで、べらべらと、べらべらと、したり顔で、べらべらと、語る。 
(http://www2.diary.ne.jp/user/90740) 
― でもあの子はくわしいことは絶対に言わなかったの、恥ずかしがって。それを急にべらべ
らしゃべり出すんだって驚くわよ、そりゃ。（村上春樹『ノルウエイの森（下）』、p. 243） 
― 自己満っぽく思ったことをべらべらと。とりあえずおもしろくない日記。 
(http://yaplog.jp/amedama9) 
― 必定また御寺へ行って余計なことをべらべら喋舌ったろう。（島崎） 
― 「木谷君。ああ。ああ。憶えていますよ。あれは気の毒なことでねえ」、何も聞かれないう
ちに浜口はべらべら喋り出した。（筒井） 
― たこの足は、足先と皮のべらべらした部分をみじん切りにし、あとは薄切りにする。（『サ
サッとパスタ、パパッとめん』、p. 72） 
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ぺらぺら  
― 悪魔はデスクにすわって生原稿をペラペラめくりはじめた。そして、ペンをとってちょい
ちょいつけくわえる。（井上） 
― ジュミックの英語がぺらぺらになりたい! ― 大ヒットのメールマガジン「英語がぺらぺら
になりたい!」の作者がおくるほんとうに英語がぺらぺらになるテキト、アスカカルチャー  
(http://www.amazon.co.jp/exec/obidos/ASIN/475690422X/250-5787585-8279412) 
― 英語がいつの間にかぺらぺらになる教材」というような物が、巷には流布しているようで
すが、私の周囲にそのような体験をした人はいないようです。現在留学して約８ヶ月たち
ますが、本当に毎日英語で苦労しています。「ぺらぺらに」とまではいかないものの、より
スムースに話せるようになった、というような教材、勉強方法がありましたら、ご教授頂
けると幸いです。 
(http://www.mbanavi.com/wwwlog/200402/04020033.htm) 
― アメリカに１年も住んでいるんだったら英語なんてぺらぺらなんじゃないの？」という質
問をよく受ける。ホームページ上でもそうだが家族を始め友達からよく聞く質問である。
さて、答えはというと、ＮＯである。確かに１年アメリカに住んだことによってぺらぺら
になった人というのは極まれにだが、存在するだろう。 
(http://www.kokugai.com/zakki_english.htm) 
― 英語ぺらぺらになれば世界が広がる。たったの 2 ヶ月間で出来た手法。 
(http://www.richsalesman.com/mailmagaenglish.html) 
― 1 年以内に英語絶倫（ぺらぺら）になってやる！TOEIC900 点とる！お金も時間もかけな
いでやる。 
(http://blog.livedoor.jp/damiha/) 
― ぺらぺらの紙。。なんかパソコンで編集してカラーコピッたよう。。東京って証明写真こん
なんなん？安ッぽ。。６００円もすんのに。。気にくわん。。などと思いつつ帰宅。帰って来
た（○ω○)くんに話して見せると。「安ッぽ！なんじゃこりゃ！」ええ～～～！！？？どー
ゆーことーーー！！！（○ω○)くんの証明写真は例のあれっすよ。普通にちゃんとしてんの。
しかも５枚で６００円。わたしのはぺらぺら２枚で６００円。。そりゃ１枚しか使わへんけ
どさぁどーゆーことよーう！！！ 
(http://sorapichi.seesaa.net/article/344161.html) 
― あんなペラペラの包丁で魚なんておろせるもんですか。（『ノルウエイの森（上）』、p. 8） 
― それというのも、蜂谷はすこぶる風采のいい男で、加えて上士の家の人間らしく、物おじ
せずに杉江に話しかけたりする気さくさを持ち合わせていた。半十郎のように、うじうじ
と杉江の様子をうかがって一言も発しないなどということはなかった。そして話かけられ
れば杉江は、つつましくはあったがはきはきと蜂谷に応答して、その間半十郎には一顧も
あたえず半十郎の気分を限りなく滅入らせたものであった。半十郎はさすがに醜い嫉妬心
は押さえこんだが、そういう日は何とはなしものがなしい気分を胸に抱えて谷村家をあと
にしたのである。しかしそのあと無事に杉江を娶ってから、その当時のことを持ち出すと、
杉江は笑いをこらえる顔になって言った。「おまえさまも、女子の気持ちにはとんととうと
いお人ですなあ」そして杉江は、女は心を奇せる人にはあんなにぺらぺらしゃべるもので
はないこと、また蜂谷にわざと親しげにして、同席している半十郎に焼き餅をやかせたの
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である。杉江の場合と素女という女性のことが、同じだとはもちろん断定できるものでは
ない。だが、あざやかに記憶に蘇ってくる古い情景を思い出しながら、半十郎はひとこと
言わずにはいられなかった。「女子のすることは、時には本心と逆のこともあるようだがの。
ま、いまそれを言っても仕方ないか」（藤沢周平『秘太刀馬の骨』、p. 194） 
― その時そう云う声が聞えて、つかつかとナオミの傍へやって来たのは、さっき菊子と踊っ
ていた、すらりとした体つきの、女のようなにやけた顔へお白粉を塗っている、歳の若い
外人でした。背中を円く、ナオミの前へ身をかがめて、ニコニコ笑いながら、大方お世辞
でも云うのでしょうか、何か早口にぺらぺらとしゃべります。そして厚かましい調子で「プ
リースプリース」と云うところだけが私に分ります。と、ナオミも困った顔つきをして火
の出るように真っ赤になって、その癖怒ることも出来ずに、ニヤニヤしています。（谷崎） 
― 村野は加藤に彼の洋服を見せびらかしてから、洋服屋を紹介した。薄い口唇をして、金縁
の眼鏡をかけた洋服屋だった。ぺらぺらと一方的によくしゃべる男だった。加藤が、作る
とも作らないともいわないうちに、見本を出して、これがいい、こっちがお似合いですな
どといった。（新田） 
― お前知らずか己れも唯今うちの父さんが龍華寺の御新造と話してゐたを聞いたのだが、信
さんはもう近々何処かの坊さん学校へ這入るのだとさ、衣を着てしまへば手が出ねへや、
空つきりあんな袖のぺらぺらした、恐ろしい長い物を捲り上るのだからね、さうなれば来
年から横町も表も残らずお前の手下だよと煽すに、廃してくれ二銭貰ふと長吉の組に成る
だらう、お前みたやうのが百人中間に有たとて少とも嬉しい事は無い、着きたい方へ何方
へでも着きねへ、己れは人は頼まない真の腕ッこで一度龍華寺とやりたかつたに、他処へ
行かれては仕方が無い、……. （樋口） 
― 母親たちは次第に不安そうな表情を見せ始めた。石川県の学校が、「出入り」をしたなどと
いうことは、本当に二人とも知らないのである。東京の方が学力が高いというデータもな
いし、学力の高い方がいいとも思っていないのである。只、それらの母親たちの引っかか
りそうな心理の盲点をついた話をぺらぺらと並べると、架空の話は、おそろしい現実感を
持って来る。（曽野） 
― ぺらぺらと一方的によくしゃべる男だった。（新田） 
― それはやがて亡びた世の、詩文の歴史の残欠になるであろうところの、しかし今はただの
白い紙でしかないところの、うすいぺらぺらしたものである。わたしはこのうすい白紙を
とって狼の爪牙とたたかわなくてはならない。（石川淳） 
 
ぺりぺり  
― 長女はチーズの部分だけぺりぺり剥がして取っておいて最後にチーズだけ食べます。 
(http://daru.x0.com/blog/sb.cgi?cid=7-%A5%C9%A5%E9%A5%A4%A5%A4%A1%BC%A
5%B9%A5%C8%A4%CE%A5%D1%A5%F3) 
― 豆知識については、詳しくは、夏の暑い時期に、日焼けしてぺりぺり剥がれてきた牛の皮
を丸めて、それでごしごしレモンの茶渋を取るのです。レモンの茶渋というのがどういう
ものであるか、これは私の口から説明するのは憚られるのですけれど、レモンと心を通わ
し一体となれば、おのずと理解できる筈です。 
(http://park19.wakwak.com/~guchapin/cgi-bin/board/treebbs.cgi?ac=view&no=55&mx=
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54) 
― 海水浴へ行って一週間。日焼け痕がぺりぺり捲れてきました。かゆいです。今週の３・４・
５日は我が町のお祭りでとてもにぎやかでした。４日は町内の子供お神輿の付き添いで市
内を練り歩きました。 
(http://homepage3.nifty.com/ohbehello/kakono_kyuukei_shitu_200408.htm) 
 
へろへろ  
― コミケに行った日の次の日並にがちがちのへろへろだったのは多分天気と新しいストレッ
チを  ... 本当に吃驚するぐらいがちがちでだるくて起き上がりたくなくて朝昼共を抜いた
ほど動きません。 
(http://search.yahoo.co.jp/bin/query?p=%a4%ac%a4%c1%a4%ac%a4%c1&fr=top&&b=4
1&h=p&pnum=3) 
 
べろべろ  
― しっぽをふりふり寄って来る僕は伝助、プードルの伝助一人が嫌いな甘えん坊、早起きで
みんなを起こしてまわるべろべろ顔を舐めながら、みんなを起こして回ってる僕が伝助、
黒い毛むくじゃらな甘えん坊追いかけっこが大好きで、余裕の走りで盗んだ雑巾得意にく
わえて胸をはって逃げて歩くだけど頂戴しても、絶対あげないよ・・・ 
(http://www.geocities.jp/koupocketjp/den/obake.htm) 
― 記事タイトル:うぃぃい、、、ただいまべろべろ 酔っ払いは嫌いです。 
(http://www5a.biglobe.ne.jp/~STEVEN/BBS/244293212890625.html) 
― しかし、ある朝、きまりの配給品といっしょに、漫画の雑誌が差入れになった。いや、雑
誌自体は、べつにどうということもない。表紙は破れ、手垢でべろべろになった、おそら
く屑屋から仕入れて来たにちがいないような代物で、不潔という点をのぞけば、まあ、部
落の連中が思いつきそうな、心づくしだと言ってもよかった。（安部） 
― と、不意に吃驚したような女房の声、うしろ見られる神棚の灯も暗くなる端に、べろべろ
と紙が濡れて、門の腰障子に穴があいた。それを見咎めて一つ喚く、とがたがたと、跫音
高く、駈け退いたのは御亭どの。（泉）. 
 
ぺろぺろ  
― ぺろぺろなる日々「ぺろぺろ」とは酔っ払ってふらふらになっている状態のことです。僕
の仲間内で使っているだけで一般的ではありませんが。 
(http://blog.goo.ne.jp/magatori2004) 
― そんなわけで親子して原宿の美容室に。ちょきちょき。手をしゃぶっているのは、お客用
に常備してあるアメを食っているから。シュガーレスじゃないのでパパは困惑気味。でも
ちょきちょきすると貰えるので竜馬はウレシイのである。ぺろぺろ。 
(http://ron.web.infoseek.co.jp/hide/archives/000077.html) 
― 旅行会社のカウンターに私が座ると、美羽も一緒になっていっちょ前にカウンターの前の
椅子にちょこんと座った。美羽の右横に、飴の入ったカゴが！ これはやばいな、と思っ
ていたところ、案の定ひとつぶ掴んで「パン！（あけて）」。仕方ないので１つもらって、
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噛み割って手に持たせてやった。ペロペロ舐めて手はにちゃにちゃ。そのにちゃにちゃの
手でカウンターや、椅子の肘掛けをさわり、あちこちにちゃにちゃ。隣のカウンターまで
出かけていき、にちゃにちゃ。そのあとあちこち私が拭きまくったのは言うまでもない。
ウエットティシュは必需品だなぁ。うん。まったく。 
(http://www.geocities.co.jp/SweetHome/2205/geodiarymay2000.html) 
― 可笑しいです。もう、この絵本を手にとって、一緒にこの面白さを分かち合って！と言い
たい。猫も犬もおもちゃの自動車やとりも、とにかくみんな、何かをぺろぺろと、なめて
いるんです。特に面白かったのは、船をなめるタコと、海をなめている山。（本に対しての
感想） 
(http://www.ehonnavi.net/ehon00.asp?no=2777) 
― 子供を甘やかしすぎているところが気になります。 この、内田さんの書く「くーちゃんシ
リーズ」のくーちゃんは、一人っ子にありがちな、ちょっと我がままな男の子。おばあち
ゃんやおじいちゃん、お父さんが声をかけても起きなくて、友だちが呼びに来ても起きな
くて、お母さんに「ぺろぺろ」と、なめられて、やっと起きます。内容はともかく、この
家族、ちょっと子供を甘やかしすぎーって、気がします。 
(http://www.ehonnavi.net/ehon00.asp?no=4369) 
― はなこが来てから、なにがうれしいかというと、私になついてくれることに尽きます私に
とっては、初めてのペットです。かわいさ大爆発（笑それというのも、私が顔を近づける
と、カノジョがやってきて、私の鼻をぺろぺろとなめるんですよ。ついでに、私が手を差
し出すと、これもなめるんです。おいしいのか？ 
(http://www33.ocn.ne.jp/~wiz4/hanako/peropero.html) 
― 先週と昨日、この猛暑の中自転車で大阪まで出たせいか、肩の皮膚に水ぶくれができてめ
くれてきています。ぺろぺろと皮膚がめくれ・・・。やっぱり、慣れないタンクトップは
危険なのかっ！ 
(http://d.hatena.ne.jp/kuyu/20040715) 
― 不意をおそったのが、功を奏したのか、ともかくうまく女を外にひきずり出すことが出来
た。襟首をつかまれ、女は袋のように、ぐったりとなっていた。穴の三方を、ぎっしり取
りまいた光が、夜祭のかがり火のようだ。それほど暑くもないのに、ぺろぺろした薄皮の
ような汗が、腋の下をつたって流れ落ち、髪の毛までが、水をかぶったように、ぐっしょ
り濡れていた。一枚の板に圧縮された、耳鳴りに似た喚声が、大きな黒い翼を、空いっぱ
いにひろげている。男は、その翼を、自分の翼のように錯覚していた。（安部） 
― 「今日は奥さまと歌舞伎観に行くわ、御主人は用がおありなんですって、さっきうかがっ
たら」表で食事するけど、あなたはどうなさるかと京子がたずね、まさかヒギンズと女買
いに行くともいえず、この会話きこえてるはずなのに、ヒギンズ葉巻きをまた舌でペロペ
ロなめながらだまっているから、彼と一緒とはあかさず、「適当にやるからいい」夫人は啓
一をつかまえて、しつこく「グッドモーニング、ハウアーユー」英語の発音を教えこみ、
啓一ふてくされたように、でたらめを復唱しているのに、夫人はいっこうあきらめぬ。「啓
一、お母さんとこへ預けたらどうだ」…….. （野坂） 
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べろり  
― その初老の女患者はむっとしたようにそう答えた。彼女の髪は蜘蛛の糸のように細い縮毛
で、いつもぼしゃぼしゃと額にたれかかり、そして着物の前もだらしなくはだけていたも
のの、どぎつい白粉と口紅の化粧だけは怠らなかった。よく彼女は廊下でビスケットを齧
っていた。そのビスケットを半分に割ってやはりむっとしたような顔つきで藍子に与え、
いやに長い赤い舌をべろりと出して口端を嘗めた。その長い赤い舌が現われると、濃い口
紅までが色褪せて見えた。（北） 
― 猫はばかにしたように尖った長い舌をベロリと出しました。「ははあ、すこし荒れたね。」
セロ弾きは云いながらいきなりマッチを舌でシュッとすってじぶんのたばこへつけました。
（宮沢賢治『銀河鉄道の夜』、p. 229） 
 
ぺろり  
― こうなったら残された道はただ一つ、日本男児の面目にかけても、可愛い娘の前でもある
し、一気に食いまくるのみ、と思ったから、やおら一本を取り出し、皮をむくが早いか、
あっという間にペロリと平らげた。まだ口一杯にもぐもぐさせながら、二本目に取りかか
ろうと手を伸ばすと、吹き出しそうなのを必死でこらえているのか、それとも当惑したの
か、顔を赤らめて、…..（藤原） 
 
ほ 
 
ぽいっ  
― 紙をくしゃくしゃに丸めてぽいっと投げ捨てる。 
(http://bookd.kuronowish.com/item/2227) 
 
ほいほい  
― 温泉めざして雪山ほいほい。 
(http://homepage1.nifty.com/oomaguro/yukiyama.htm) 
― Netscape ほいほい―ほいほい引けて、ほいほいわかる。 
(http://makoto3.cocolog-nifty.com/about.html) 
― 人は死んでいったのだが、ここにはまだ生きている人の精を取る化物がいるので、それを
追い払うためにやるんだよ。一回ある不幸は二回あるので、この家の、家の屋敷内に化物
がいるはずだから、ブーミチャーと言って、砂利を持ってそれを追わなければ、またもう
一人、後生に行かねばならないことになる。そんな理由があって化物を追い払うわけなん
だ。人の精を取る化物を追い払う意味なんだ。それは、 「ありありくらくらほいほい。あ
りありくらくらほいほい。」  と唱えて、七回家の内を巡るんだ。ちょうど豆まきのような
んだ。 
(http://www.okiu.ac.jp/minwa/onnavill/kaiitan/bu-micha-.htm) 
― 自分の送別会なのに 欠席なんて悲しいじゃない金もらうときだけ ほいほい出席なんて
恥ずかしいじゃないゃ 
(http://www.pekori.jp/~ninnin/count/nicky.cgi?DT=20040225A) 
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ほくほく  
― 大阪の和菓子店「廣井堂（ひろいどう）」の看板菓子は栗むし羊羹である。よその店とどこ
が違うかといえば、まず栗が大きい。羊羹の中心に、でんと鎮座している。ホクホクして
甘みがある。砂糖でつけた濃い甘さではない。栗そのものの持つ、自然なやさしい味わい
なのだ。 
(http://www.yomiuri.co.jp/gourmet/food/kanmi/20051027gr05.htm) 
 
ぽこぽこ  
― バスからおり立った海辺の道の、右側は堤防で、その真下の一劃に澄み透った水のちょろ
ちょろするせまい汀が食いこみ、波のうごかぬ海面が日に輝いてひろがった向うにはひょ
ろ長い岬が突き出て、こちらからもあざやかに映えて見える木木の葉色が眼路を限り、そ
のおだやかな入江の中を雲一つなく晴れた空の下に遊覧船らしい蒸汽船がぽこぽこ煙を吐
いて走っていた。（中略）土間になった店の中にはいると、片隅にキャラメルと駄菓子の硝
子箱が二つ三つ、長方形のテイブルと縁台をならべたほかにはひとのけはいがなく、声を
かけても応えがなかったが、やがてひょっくり奥から出て来た細君らしいのがわたしの質
問に対してその舟ならばもうじきもどるでしょうと答えたきり、表を通りかかったひとと
入口に立って何かしゃべりあい、またついと奥にはいり、アルミニウムの急須と茶碗をも
って来てテイブルの上に置くと、またもやついと奥に消え、……（石川） 
― すっと光がつながってまとまりを持ったものは、河童、頭にちゃんと丸いお皿があって廻
りにぼさぼさが下っている。（『帰りたかった家』、p.49） 
 
ぽしゃっ  
― わくわくするから朝が来るのを楽しみにしっかり寝ようという計画がぽしゃっと倒れる。
そもそも私の計画が間違ってました。 
(http://home.att.ne.jp/banana/hit/day/day200308.html) 
― ただちょーっとネタがポシャっちゃっただけで（涙）。そう、ぽしゃっと！ネタがねっ！ 
(http://www5d.biglobe.ne.jp/~yamabuki/diary/diary.htm) 
 
ぼしゃぼしゃ  
― 台風の影響で雨がぼしゃぼしゃ。私が一人で外に出ようとするときに限って降るんだもん
なぁ。まぁ、いいんだけどさ、雨女だから（汗）。 
(http://wingless12.jugem.cc/?eid=55) 
― 午後は、雨がぼしゃぼしゃ降ってはいたが、風はさほど無く、あまり台風が来ているとい
う感じは無かった。 
(http://home.highway.ne.jp/tenzin/yessa03s.html) 
― その初老の女患者はむっとしたようにそう答えた。彼女の髪は蜘蛛の糸のように細い縮毛
で、いつもぼしゃぼしゃと額にたれかかり、そして着物の前もだらしなくはだけていたも
のの、どぎつい白粉と口紅の化粧だけは怠らなかった。よく彼女は廊下でビスケットを齧
っていた。そのビスケットを半分に割ってやはりむっとしたような顔つきで藍子に与え、
 269  
いやに長い赤い舌をべろりと出して口端を嘗めた。その長い赤い舌が現われると、濃い口
紅までが色褪せて見えた。（北） 
― 父母や兄によってささやかな旅行にすら連れだされた経験のない周二には、たかだか信州
までの距離も生れてはじめての旅行らしい旅行であった。もの珍しく半ばぼんやりと、ゆ
るやかな裾野をひく八ヶ岳を、凍って冷え冷えと沈んだ色合にひろがる諏訪湖を彼は見た。
塩尻を過ぎると、速度を落した車窓の遥か左手に、薄く雪をかむったアルプスの前衛が連
なりだした。ぼしゃぼしゃとくすんだ、多少赤味を帯びた枝ばかりの落葉松の梢ごしに、
蒼白い山脈はこよなく美しく目に映じた。と、その稜線の背後に、言いがたい重量感を秘
めた雪と岩の殿堂が垣間見えた。（北） 
 
ぼじゃぼじゃ  
― ウサギのヒナ・・頭がぼじゃぼじゃでかわいい！ 
(http://ohisama5.hp.infoseek.co.jp/sizen/mizubetori4.htm) 
― ちなみに、5 月の金曜は、ぼくらのうちの誰かが作るお楽しみメニューなのです。毎週楽
しみにしててね。それにぼじゃぼじゃ泳いだ後は合宿所で鍋パーティーです。おいしいよ
ぉ。みんなでふぅふぅ、むしゃむしゃ食べて、ごきゅごきゅ呑んで、ぎゃあぎゃあ楽しみ
ましょう。明日も思いっきり楽しみましょーね。 
(http://tmd-swim.s27.xrea.com/cgi-bin/yybbs/19.html) 
 
ぼたぼた  
― 心がくしゃくしゃになって、ぼたぼたの涙流して、息ができないくらいに泣いて、それで
気が晴れるならいいじゃない 
(http://homepage2.nifty.com/yuurikou-gindukiyo/kusya2.htm) 
― 朝ごはんを食べてる時に、雨の音がした。変だなぁと思いよく耳を向けると、雨の音より
もっと重い、ぼたぼたいう音だった。庭の戸をあけると、大きな大きな雨が降っていた。
それも、真っ青だった。真っ青なまるいしずくがぼたぼた上から落ちてくる。 
(http://tokyo.cool.ne.jp/dthru/rapi.html) 
― で、今、目が覚めて外を見たら、なんと、雪。ぼたぼたとした雪。なんだかやけに寒いと
思ったら・・・。 
(http://blogs.dion.ne.jp/hananohane/archives/665230.html) 
― 「・・暗いトンネルに入ると、冷たい雫がぼたぼた落ちていた。南伊豆への出口が前方に
小さく明るんでいた。」雫がぼたぼたどころか、傘をさしたいほど落ちてくるが、物語の舞
台を歩いている・・という満足感から、雫など気にならない。 
(http://www1.tmtv.ne.jp/~hsh/D5-izunoodoriko.htm) 
― 見ると、それは熊谷でした。たった今海から上ったらしく、濡れた海水着がべったりと胸
に吸い着き、その毛むくじゃらな脛を伝わって、ぼたぼた潮水が滴れていました。（谷崎） 
― 「しかし、ひどい自動販売機だよ、これは。ためしに有楽町までの切符一枚出してみたの
だが、インクがぼたぼたと出やがって、手がまっ黒になっちまいやがった。」（井上） 
 
ぽたぽた 
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― 叔母君がそういうと、末摘花はいよいよ悲しみに堪えられなくなって、ぽたぽたと涙を膝
に落した。それでも、どうしても叔母君について筑紫へ下る、とはいわなかった。叔母君
は、（田辺） 
― ほぐした魚をまぜ、おだんごにして、そこいら中粉は散らかる、とき卵はポタポタこぼれ
るで、大騒ぎをしてフライが出来た。（『帰りたかった家』、p.105） 
― その週の半ばに僕は手のひらをガラスの先で深く切ってしまった。（中略）自分でもびっく
りするくらい血がいっぱい出て、それがぽたぽたと下にこぼれ、足もとの床がまっ赤にな
った。（村上春樹『ノルウエイの森（下）』、p. 98） 
― 細川先生はぽたぽたと涙をこぼした。それきり口をきかなくなって、テイ子さんに義弟を
探しに行けとも行くなとも云わなかった。それでもテイ子さんが広島に行く決心をしたと
知ると、先生はクレオソート丸の小瓶を餞別にくれた。（井伏） 
― 少しおしゃべりがすぎたようです。でもこれだけしゃべったおかげで、甘いかなしさがこ
みあげてきてあたしの眼は顔からあふれそうになり、つまりあたしは大きな涙をパパの胸
や鼻の頭にぽたぽたとこぼすことができたのでした。パパがびっくりしたようにあたしを
みたので、おもわず泣き笑いの顔になり、その顔をパパの胸にふせると、声をうわずらせ
て、（倉橋） 
― そして膏薬を貼ってやり、手拭を裂いて繃帯をしてやる間も、ナオミは一杯涙をためて、
ぽたぽた洟を滴らしながらしゃくり上げる顔つきが、まるで頑是ない子供のようでした。
傷はそれから運悪く膿を持って、五六日直りませんでしたが、毎日繃帯を取り替えてやる
度毎に、彼女はきっと泣かないことはなかったのです。（谷崎） 
― そう云っているうちに、浜田の眼には涙が一杯浮かんで来て、それがぽたぽた頬を伝って
流れ出しました。総べてが全く、私の予想の外でした。私は黙って、眼瞼をパチパチやら
せながら、その光景を眺めていましたが、彼の自白を一往信用するとしても、まだ私には
腑に落ちないことだらけでした。（谷崎） 
― それでも快活に、森は海坊主みたいに這い上って来た。ずぶ濡れの洋服からぽたぽたと滴
が垂れた。（福永） 
 
ぼちゃぼちゃ  
― ちいさな太鼓橋からぼちゃぼちゃと小石を投げ込んで、影の鯉をさそう、ちいさな太鼓橋
からぼちゃぼちゃと小石を投げ込んで、影の鯉をさそう、赤や金を陽光にぬらぬら光らせ
た仲間にまぎれて、池底をすべるようにやってくる黒い影の魚たち、「影のこい」とあなた
がささやくと、わたしはおみくじを結んだ縄を投げる、ぱちゃ縄が結び目の方から沈んで
いくと、わたしは手にもった縄のはじを橋桁にしばりつけた。 
(http://www2.wbs.ne.jp/~bambi/bird-of-theworld.html) 
― 私と相良さんは、海水着を持っているので泳いでもよいとおっしゃったので、すぐ海水着
に着替えて一しょに川へ入った。うれしくて胸がおどる。こちらへ来て、始めて水にはい
るのだ。ぼちゃぼちゃ泳いだ。もぐりっこの競争もしたりして遊んだ。とてもおもしろか
った。私たちは、お腹をこわしているので、泳ぐ方は３人きり、川を渡って皆の方に行く
ともうはじまっていた。ぼちやぼちゃぼちゃものすごい。ああ泳ぎたいなあ、皆とてもす
ずしそうにやっている赤松の人も、町の人もきていた。私も早く皆のように泳ぎたいと思
 271  
った。 
(http://www.h5.dion.ne.jp/~s600days/8gatushyusenmade.htm) 
― そのとき、川で赤んぼうのおむつをせんたくしていた女の人が鐘をみつけて、「これはせん
たくもののよいおき場所ができた。」といって、洗ったおむつを鐘のうえにかぶせてました。
すると鐘はおむつをかぶったまま歩き出しました。女の人はびっくりして鐘をおいかけ、
おむつをとりもどそうとしましたが、鐘はそのまま福島潟の中へぼちゃぼちゃと音をたて
ながらはいってしまいました。鐘はその後、ときどき水のうえに姿をあらわしましたが、
その頭にはいつもおむつをかぶっていたそうです。 
(http://www.hrr.mlit.go.jp/agano/asobo/mukabana/kanemiti.html) 
― 「はーい」と明るい声を作って、見えないように顔をしかめて湖水に入った。ぼちゃぼち
ゃと大げさに演技したら本当に水を飲んでむせた。よい子たちがワハハと笑った。最近の
ガキは遠慮を知らない。 
(http://www.nikkansports.com/ns/sports/goto_sa/goto_sa_050823.html) 
― 重兵衛さんのお伽噺のレペルトワルはそう沢山にはなかったようである。北山の法軽堂に
現れる怪火の話とか、荒倉山の狸が三つ目入道に化けたのを武士が退治した話とか、「しば
てん」（木の葉天狗）と相撲を取る話。「えんこう」（河童）を釣る話とかいう種類のものが
多かった。一例として「えんこう」の話をとると、夕涼みに江ノ口川の橋の欄干に腰をか
けているとこの怪物が水中から手を延ばして肛門を抜きに来る。そこで腰に鉄鍋を当てて
待構えていて、腰に触る怪物の手首をつかまえてぎゅうぎゅう捻じ上げたが、いくら捻じ
っても捻じっても際限なく捻じられるのであった。その時刻にそこから十町も下流の河口
を船で通りかかった人が、何かしら水面でぼちゃぼちゃ音がしていると思ってよく見ると、
一匹の「えんこう」が、しきりにぐるぐる廻転運動をしているのであった。つまり「えん
こう」の手は自由自在に伸長されるもので、こんなにまで長くなり得るものだという事が、
この「事実」で証明されるというのであった。 
(http://www.aozora.gr.jp/cards/000042/files/24412_15373.html) 
― まだ詳しく書くのは疲れてあれなのだが、超怖い話新刊の追い込み絶頂のただなかで隣室
火災、事務所は緊急消火活動により水でぼちゃぼちゃにされた。死人も出たのでいろいろ
と大騒ぎであった。 
 (http://www.ekoda.gr.jp/cgi/chokowa/diary/html/20040627.html) 
― 今日は、さやちゃんからもらったプールで遊んだ。お風呂の好きなりんちゃんにとってプ
ールはもっと楽しいものらしい。２人ではしゃいで遊んでて、水をかけあったりぼちゃぼ
ちゃしてみたりと楽しそう。 
 (http://majikina.jp/nikki/010731.htm) 
― と、私の腕にしがみ着いて、盛んにぼちゃぼちゃ浅い所で暴れ廻る。私は彼女の胴体を両
手で抱えて、腹這いにさせて浮かしてやったり、シッカリ棒杭を掴ませて置いて、その脚
を持って足掻き方を教えてやったり、わざと突然手をつッ放して苦い潮水を飲ましてやっ
たり、それに飽きると波乗の稽古をしたり、浜辺にごろごろ寝ころびながら砂いたずらを
してみたり、夕方からは舟を借りて沖の方まで漕いで行ったり、…..（谷崎） 
 
ぽちゃぽちゃ  
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― 強い潮の香に混って、瀝青や油の匂が濃くそのあたりを立て罩めていた。もやい綱が船の
寝息のようにきしり、それを眠りつかせるように、静かな波のぽちゃぽちゃと舷側を叩く
音が、暗い水面にきこえていた。（梶井） 
― 大きく環境が変わる時  新しく知り合いが増える時  大抵何かのエネルギーに流されてる時
だ。  ちっぽけな私はそんなエネルギーを持ち合わせていない。  私にできるのはせいぜい
浴槽の中に波を起こすくらい。 なんてちっぽけ。すぐおさまっちゃう。すぐ飲み込まれち
ゃう。  誰の人生にも影響しない。誰の記憶にも残らない。  ぽちゃぽちゃぽちゃぽちゃ音
がむなしく響くだけ。 
(http://diarynote.jp/d/51169/) 
― キロ近かったら、生まれた時点ですでに首がすわりかけだったんじゃないですか？それに、
あの手や足のぽちゃぽちゃ！あれぞ赤ちゃんのときだけのぷるぷるで、最高ですよ！！い
つまでもさわっていたいマシュマロのようなやわらかさだったでしょ。 
(http://www.cure.ne.jp/cgi-bin/kosodate/lng_problem/lng.cgi?print+200509/05090001.t
xt) 
― プールのふちに腰をかけ、つま先でぽちゃぽちゃ水をはねかけているだけで泳ごうとしな
い。（阿刀田稔子・星野和子、『擬音語・擬態語辞典』） 
― わたしは１５５ｃｍの身長で体重が５５キロあります。外見はあんまりわかんないですが、
脱ぐとかくじつにぽちゃぽちゃで下っ腹が出てます・・・（泣）。同じぐらいの身長の方！！
体重とダイエット方法を教えてください！！！同じような体系の方々に出会えるとなんか
ほっとします。書き込みどうもありがとうございます！！やっぱり運動と食事制限ですよ
ね・・・。わたしは１年に１キロペースで増えていき、ここまでぽちゃぽちゃ体系になっ
てしまいました。もとはやっぱり痩せてたんですよね。でも最近あせりはじめてこのまま
じゃだめだあーっと思い、まだダイエットを始めて１ヶ月ですがいっこうに体重は減りま
せん。なんかあせるばかりです。でも、マメに運動もつづけて、がんばって５０キロまで
に落としたいです。 
(http://dietnikki.com/bbsb/name_diet_sub_1531_page_all.html) 
― たねなし柿。甘くてぽちゃぽちゃ。もっと干すともっちり。種はない。 
(http://blog.goo.ne.jp/fujika_0000/e/df04a53e92c3fc976100ab36fd2141ac) 
― 5 分もしないで、額から汗がにじみ出る。私滅多に顔に汗なんてかかないのに！！枕にな
っているガラスの下から聞こえる「ぽちゃぽちゃ」という水の流れが眠気を誘う・・・ 
(http://www.orthobios.net/index.php?page=a025&id=0408010401012361) 
― 普通一般に売られている水は、たくさんがぶ飲みすると胃のなでぽちゃぽちゃと音をたて
る。 けれど、 私の大好きな海洋深層水は、 一気にごくごく飲んでも、飛び跳ねてもさほ
どぽちゃぽちゃいわない。 飲んたさきから、浸透していってるのがわかる。 
(http://03zu.seesaa.net/) 
 
― 夏 「ばあちゃんは、ぽちゃぽちゃの顔だね」 
母 「え～、デブン、デブンじゃない！」 
夏 「ぽちゃぽちゃ、だよ～」 
母 「ばあちゃん、この言葉聞いたら喜ぶよ」 
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夏 「え～？  お母さんは、カレーパンマンのカレーをチューっと吸いとった細長～い
顔みたい！」 
母 「うっ。全然うれしくない…」 
(http://zukkoke.exblog.jp/27246) 
― むかむかと吐き気がするときは半夏、生姜、竹茹などを、お腹が張るときは厚朴、枳実、
陳皮などを、お腹が冷えてぽちゃぽちゃ水の音がするときは干姜、茯苓、蒼朮、桂皮など
を、ストレスが強く肝の疎泄が悪いときは柴胡、香附子、川棟子などを併用します。お腹
が冷えてぽちゃぽちゃ水の音がするときは胃苓湯や苓桂朮甘湯、真武湯などを使います。 
(http://www.kojima-y.com/menu15/bk_02.htm) 
― ☓☓ちゃんは、小さくて、ぽちゃぽちゃしていて、本当に可愛い女のコです。 
(http://www.shocker.jp/DB/DB01.htm) 
― 強い潮の香に混って、瀝青や油の匂が濃くそのあたりを立て罩めていた。もやい綱が船の
寝息のようにきしり、それを眠りつかせるように、静かな波のぽちゃぽちゃと舷側を叩く
音が、暗い水面にきこえていた。（梶井） 
 
ぽっ  
― 古九谷の猪口に何杯目か、ほんのすこしすごした酒の、これがあいにく今日の酒のことで、
出所不明の名も無きやつだが、おりよくくちびるの紅にうつって、せめてもの見立はまず
伊丹の蘭菊、また八重桜、初紅葉、ぽっと色に出て、そうでなくても年ごろのいろっぽい
のが、しぜん肩のあたりからくずれた姿勢の、西川の名取、藤娘という型で、…（石川） 
― 染香がそばを行きずりに声をかけたが、娘は返事をしない。染香の声が、いや、いかなる
声も耳に入り場のないようなふうであった。娘は頬をぽっとほてらして口を堅くむすび、
目をかがやかして、その目は改札口の向う、プラットフォームの向う、いや、ひとびとの
あたまを越えて、空のかなたにむけられていて、まぢかのなにものをも見ようとしない。
ぎゅっとにぎった旗竿に身をほそくして、心をこめて、とりすがったというみえで、その
竿の上に、たった今するすると引き揚げられたかのように、赤旗のなびくのがいきおいよ
く眺められた。（石川） 
― 染香の声が、いや、いかなる声も耳に入り場のないようなふうであった。娘は頬をぽっと
ほてらして口を堅くむすび、目をかがやかして、その目は改札口の向う、プラットフォー
ムの向う、いや、ひとびとのあたまを越えて、空のかなたにむけられていて、まぢかのな
にものをも見ようとしない。（石川淳） 
― 福屋百貨店、中国新聞社、日本銀行支店、中国配電本社、市役所などは、風で煙が散らさ
れるたびに姿を現して窓からぽっと煙を吐き、風が変ると反対の窓から力ない煙を出して
いた。（井伏） 
 
ぼとぼと  
― 雨が止んだらしく、軒端から滴がぼとぼとと音を立てて、庭石の上に落ちていた。（阿刀田
稔子・星野和子『擬音語・擬態語辞典』） 
― ぼとぼと音がするから振り返る。そして見上げる。黒い星がぼとぼと降ってくる。外が
夜になると冷やされたヘドロたちがこうして半固体になる。いつもは壁際を伝うヘドロは 
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夜の間だけぼとぼと落ちてくるのだ。黒い星が降ってくるのだ。 
(http://www.retro-ink.com/faust/main.cgi?p=1096646354) 
― ぼとぼとと、雨は降る。ぼろぼろと、涙が降る。零るる優しい涙雨。 
(http://www2.u-netsurf.ne.jp/~naduki/hagane/irasuto/25-5.htm) 
― 蒸した茶葉を出し大きなトレイにあける。この茶葉は、ドラムの中に蒸気の水が溜まって
いたためぼとぼとである。茶葉に水分が多いためこの時点からかなり力を入れて揉む。焙
炉の上は見たことが無いほど水分でぼとぼとである。 
(http://www.maiko.ne.jp/india5.htm) 
― 雨が止んだらしく、軒端から滴がぼとぼとと音を立てて、庭石の上に落ちていた。（Kakehi, 
Tamori, Schourap, Dictionary of Iconic Expressions in Japanese） 
 
ぽとぽと  
― 扇形に裾の拡がった上に涙がぽとぽと滲みた。（『帰りたかった家』、p.71） 
 
ぼりぼり  
― おしるこによく似ていたがおしるこほど甘くはなく、勿論雑煮でもなかった。加藤が考え
出した彼独特のお正月料理であった。彼は餅を食べながら時々ポケットから乾し小魚を出
してぼりぼり噛んだ。身体に熱い物が入ると力を感じた。（新田） 
― と云って、先ずにょっきりとそのしなしなした二本の腕を真っ直ぐに伸ばし、小さな、紅
い握り拳をぎゅッと固めて前へ突き出し、生あくびを噛み殺しながらやおら体を擡げたナ
オミは、私の顔をチラと偸んで、すぐ側方を向いてしまって、足の甲だの、脛のあたりだ
の、背筋の方だの、蚊に喰われた痕を頻りにぼりぼり掻き始めました。寝過ぎたせいか、
それともこっそり泣いたのであろうか、その眼は充血して、髪は化け物のように乱れて、
両方の肩へ垂れていました。（谷崎） 
― サンマに限らず、魚ならなんだって好きだった。飯のおかずだけでは満足できず、浜坂か
ら送られて来る、干魚をひまさえあれば、ぼりぼり食べていた。それほど魚が好きな加藤
でも、口臭となったサンマのにおいはけっして気持のいいものではなかった。彼は顔をし
かめていった。（新田） 
― 夏山においても、冬山においても、加藤が山にいるかぎりは、彼の上衣の二つのポケット
は、甘納豆と乾し小魚でふくらんでいた。歩きながら、ぼりぼり食べ、休んでは、ぼりぼ
り喰った。ポケットがからっぽになると、ルックザックの中から補給した。（新田） 
 
ぽりぽり  
― 彼女はきゅうりをぽりぽり食べながら言った。「よくね、こういうこと言って本当は違うこ
と考えてる人たくさんいるけど、本当に好きなだけここにいてね。（吉本ばなな『キッチン』、
p. 29） 
― 彼女は左の手首にはめた細い銀のブレスレットをいじったり、小指の先で目のきわをぽり
ぽりと掻いたりしていた。（『ノルウエイの森（上）』、p. 109） 
― 「お姉さんは彼と二人でのんびりするし、私も彼と二泊旅行くらいしてやりまくろうと思
ったの」緑はそう言ってから少し口をつぐんで、耳あたりにぽりぽりと掻いた。（村上春樹
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『ノルウエイの森（下）』、p. 137） 
― キウリをぽりぽりと食べていると亡くなった緑の父親のことを思いだした。（村上春樹『ノ
ルウエイの森（下）』、p. 197） 
 
ほろほろ  
― 君の眼からは突然、君自身にも思いもかけなかった熱い涙がほろほろとあふれ出た。（有
島）. 
― 尚侍の君は帝への申しわけなさや辛さで、ほろほろと涙をこぼすのを、帝はご覧になり、
…..（田辺） 
― 六條邸は、下京の京極へんにあるので人気少なく、山寺の入相の鐘などが聞こえてくると、
姫宮は悲しさと心細さに、またしても、ほろほろと涙をこぼされる。（田辺） 
― 庭先の木の葉も、ほろほろと散って梢も透けてみえ、身に沁む情趣の夕暮れ、老いた女房
たちは、感動して涙ぐみながら、あちこちの几帳の後に頭をあつめて聞き入るのであった。
（田辺） 
― お万阿は光秀の手ずから酒を注いでもらい何杯かかさねるうちにほろほろと酔ってきた。
（司馬） 
― 色んな場所で、色んな人が泣いている。小さな赤ちゃんが泣いて、その横で新米のお母さ
んがやっぱりほろほろと泣いていて、振られて泣いている学生もいれば、映画館でスクリ
ーンを見ながら泣いている人もいる。 
(http://www.hirax.net/dekirukana6/teardrops/) 
― 彼は思わず立ち止まって少年に見入ってしまった。少年の両目からほろほろとこぼれる涙
に。見入ってしまった。 
(http://immortales.hp.infoseek.co.jp/hen100/hen71.html) 
― すさまじい音をたてる滝の響きの中で、山吹の花びらがほろほろと散り落ちている。 
(http://nemota.air-nifty.com/blog/2004/04/post_25.html) 
― こう捻平に声懸けられて、わずかに顔を振上げながら、きりきりと一先ず閉じると、その
扇を畳むに連れて、今まで、濶と瞳を張って見据えていた眼を、次第に塞いだ弥次郎兵衛
は、ものも言わず、火鉢のふちに、ぶるぶると震う指を、と支えた態の、巻莨から、音も
しないで、ほろほろと灰がこぼれる。（泉） 
― と妻の手をとると、ふだんは、恥ずかしそうにうちとけず視線をそらせてばかりいる葵の
上が、ひたと源氏を見守って、ほろほろと涙をこぼすのだった。（田辺） 
― 源氏が、やさしくささやくと、姫君は素直にうなずいて長い睫毛を伏せたが、たまってい
た涙が、ほろほろとこぼれるのだった。それを見る源氏も、いじらしくて胸が痛くなる。
（田辺） 
 
ぼろぼろ  
― 「ここへかけてもようございますか。」がさがさした、けれども親切そうな、大人の声が、
二人のうしろで聞こえました。それは、茶いろの少しぼろぼろの外套を着て、白いきれで
つつんだ荷物を、二つに分けて肩に掛けた、赤髭のせなかのかがんだ人でした。（宮沢賢治
『銀河鉄道の夜』、p. 183） 
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― ふと、小学生のとき、遠足のバスでよく吐いていたことを思い出した。すぐに車酔いする
俺は、いつも前寄りの窓側の席に座ってげろげろしていた。げろを吐くとなぜか自然と鼻
血と涙がぼろぼろこぼれ落ち、みっともない姿になるのが嫌だった。穴という穴から液を
たれながす俺を、大好きだったみほちゃんが怪訝そうに見てたなぁ。あの経験はトラウマ
に近い。誰かがそっとティッシュを渡してくれたのが救いだった。 
(http://www.geocities.jp/naoya_0708/homepage/index03.html) 
― ゴスペラーズ：カズキとは別のベクトルで号泣が想像つかない方なんですが。いやはや。
当初はもうちょっと大口開けてがーがー泣いてる感じにしようとしてたんですが、なんか
表情が武装錬金絵と被っちまうのでちょい変更。ただ呆然と、ボロボロ涙だけ零れ落ちま
すよ。みたいなイメージに。号泣とはちとニュアンス違ってしまいましたけど、まあらし
く描けたんじゃないかなー。どうだろ。 
(http://www.slow-luv.org/talk/200505.htm) 
― そして、後はひまさえあれば台所で料理を作っていた。すっかりぼろぼろになったその三
皿は今も大切に手元にある。（吉本ばなな『キッチン』、p. 80） 
― しかしもう、口をきくのも、おっくうだった。老人相手に、力を出しきったせいか、声帯
が、のしいかの繊維のように、ぼろぼろになってしまっている。機械のように、女となら
んで、スコップをふるいだす。（安部） 
― 広い河の水の面には北支の初秋の陽が細かく散り、屍臭と、屍体を焼く紫の烟りが川波の
上をゆっくりと渡って行った。鮎太はぼろぼろ涙を流していた。自分が生きていたという
不思議な今日という日に対する感激だった。（井上靖） 
― そんなとき、僕はよく一人で泣いた。泣くというよりはまるで汗みたいに涙がぼろぼろと
ひとりでにこぼれ落ちてくるのだ。（村上春樹『ノルウエイの森（下）』、p. 226） 
― オーブンを使うかぼちゃ料理に欠かせない鍋つかみ、いつの間にか増えてきました。ミト
ン型はもうぼろぼろ。長方形の鍋つかみはすっぽりと手が入れられて使いやすいし、その
まま鍋敷きにもなるので、はぎれを利用して作っています。（『リネンとかごとヒヤシンス』、
p. 94） 
― 二、三の影がそこをゆっくりと動いている。漁をするぼろぼろの衣服をまとった兵たちで、
潮の引きはじめた礁のうえにも、裸体でふんどしひとつの姿がひょこひょこと辿ってゆく
のが見えた。（北） 
― 老人相手に、力を出しきったせいか、声帯が、のしいかの繊維のように、ぼろぼろになっ
てしまっている。機械のように、女とならんで、スコップをふるいだす。（安部） 
― 昨夜ランプの光で、いやに色白に見えたのは、やはり化粧のせいだったらしい。その白い
ものが、ぼろぼろになって、はげかけている。そのはげかたは、ちょうど卵をつかってな
い安物のカツレツの感じで、案外その白いものは、本物の小麦粉だったのかもしれない。
（安部） 
― 死人は白いぼろぼろのシャツを着て、仰向けに臥かされていた。盛りあがった乳房と乳房
の間に、畑から採って来たらしい雑草が二本三本、載せられていた。（井伏） 
― 焼跡で骨や死体を探す人たちは、昨日よりも今日の方が何割がたか多かった。ぼろぼろの
身なりや半裸体になったりして歩いている人たちのほかに、消防団員のような服装で「特
設救護班」と書いた腕章をつけた人たちが可なり目についた。メガホンや竹製の担架を持
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っている人たちもいた。（井伏） 
― それが植物という概念と結びついて、畸形な、変に不気味な印象を強めていた。鬚根がぼ
ろぼろした土をつけて下っている、壊えた赤土のなかから大きな霜柱が光っていた。（梶井） 
― 課長は彼を呼びつけると、だまって一枚の風呂敷をわたした。あちらこちら穴があいて、
ぼろぼろになった風呂敷である。（開高） 
― （ぼく自身も侯爵から借りて熟読したものだが）、それはその持主に愛撫され読みぬかれて
手垢で黒ずみ、全体が獣皮のように毛ばだっていたほどだ。どんな女でもこれほど愛され
てはついにその肉も骨もぼろぼろに朽ちてしまうにちがいないが、サド侯爵の書物は、侯
爵にいわせると、ぼろぼろになるまで読めば読むほど堅牢な論理の骨が洗いだされてくる
というのであり、その理由でかれは聖者サドにほれこんでいたわけだ、だからかれ自身は
知的な、つまり純正なサディストを自認しており、女を相手の鞭打ち、…..（倉橋） 
― 唯一のたのみの美質にさえ、疑惑を抱き、自分は、もはや何もかも、わけがわからなくな
り、おもむくところは、ただアルコールだけになりました。自分の顔の表情は極度にいや
しくなり、朝から焼酎を飲み、歯がぼろぼろに欠けて、漫画もほとんど猥画に近いものを
画くようになりました。いいえ、はっきり言います。（太宰） 
 
ぽろぽろ  
― まず顔全体にイオンクリームを薄く塗る。イオンローションを 10 滴ほど手のひらにとり、
ぴちゃぴちゃ顔につけていく。全体にぴちゃぴちゃしたら、円を描くようにマッサージ。
すると消しゴムのｶｽみたいにクリームがポロポロ落ちる。ぜんぶ落ちたらお湯で軽くゆす
いでおしまい。ものの 2 分で終了。もうちょっといじりたい気になるくらいあっけない…。  
(http://yaplog.jp/search-beauty/monthly/200503/) 
― 矢須子は廊下の框に腰をかけ、リュックサックも卸さないで、防空頭巾を被ったままぽろ
ぽろと嬉し涙をこぼした。（井伏） 
― 玉ねぎが透き通ってきたら、合いびき肉を加え、強火で炒める。ぽろぽろになったら、A
と塩、こしょう各少量を加え、トマト水煮をつぶしながら缶汁ごとを加え、弱火で１０～
１５分煮込む。（『ササッとパスタ、パパッとめん』、p. 35） 
― お風呂から上がり、ﾊﾞｽﾛｰﾌﾞをはおってさっそくｲｵﾝﾋﾟｰﾘﾝｸﾞ 
まず顔全体にｲｵﾝｸﾘｰﾑを薄く塗る。ｲｵﾝﾛｰｼｮﾝを 10 滴ほど手のひらにとり、ぴちゃぴちゃ顔
につけていく。全体にぴちゃぴちゃしたら、円を描くようにﾏｯｻｰｼﾞ。すると消しゴムのｶｽ
みたいにｸﾘｰﾑがポロポロ落ちる。ぜんぶ落ちたらお湯で軽くゆすいでおしまい。ものの 2
分で終了。もうちょっといじりたい気になるくらいあっけない…。 
(http://yaplog.jp/search-beauty/monthly/200503/) 
― 葬式の日、突然田辺雄一がやってきた時、本気で祖母の愛人だったのかと思った。焼香し
ながら彼は、泣きはらした瞳を閉じて手をふるわせ、祖母の遺影を見ると、またぽろぽろ
と涙をこぼした。（吉本ばなな『キッチン』、p. 13） 
― しかし、気づくとほおに涙が流れてぽろぽろと胸元に落ちているではないですか。（吉本ば
なな『キッチン』、p. 50） 
― フライパンにサラダ油大さじ１ /２を熱し、にんにく、玉ねぎ、ひき肉を炒める。ひき肉が
ぽろぽろになったら、にんじん、ピーマンを加えて炒め合わせ、A で調味する。そうめん
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を加えてさっと炒め、プチトマトを加えてざっと混ぜる。（『ササッとパスタ、パパッとめ
ん』、p. 93） 
― 油をこぼしたら、小麦を振りかけ手でなじませポロポロにしてから拭き取ります。（『家事
ワザー基本と裏ワザ』、p. 38） 
― 家に引返して、貼紙にする紙を捜していると、ひょっこりそこへ矢須子が帰って来た。シ
ゲ子は硝子の破片の散った畳の上にうずくまって泣きだした。矢須子は廊下の框に腰をか
け、リュックサックも卸さないで、防空頭巾を被ったままぽろぽろと嬉し涙をこぼした。
（安部） 
― 橋のたもとのところに、人が仰向けに倒れて大手をひろげていた。顔が黒く変色している
にもかかわらず、時おり頬を脹らませて大きく息をしているように見える。目蓋も動かし
ているようだ。僕は自分の目を疑った。荷物を欄干に載せかけて、怖る怖るその屍に近づ
いて見ると、口や鼻から蛆虫がぽろぽろ転がり落ちている。眼球にもどっさりたかってい
る。蛆が動きまわるので、目蓋が動いているように見えるのだ。（井伏） 
― 「お母さんの従兄の息子って、あんまりできがよくなかったの。継母が来たりしたことも
あって、途中でぐれてたこともあったのよ。その子が明倫入った時、その継母が嬉しくて
ぽろぽろ泣いたんですって。ここまで、よくやってくれたって。そしたら、それまで、一
度も、継母の名前を呼ばなかったその子が、《お母さん！》って言ったんですって。（曽野） 
― ああ、このひとも、きっと不幸な人なのだ、不幸な人は、ひとの不幸にも敏感なものなの
だから、と思った時、ふと、その奥さんが松葉杖をついて危かしく立っているのに気がつ
きました。駈け寄りたい思いを抑えて、なおもその奥さんと顔を見合せているうちに涙が
出て来ました。すると、奥さんの大きい眼からも、涙がぽろぽろとあふれて出ました。（太
宰） 
 
ぽん  
― ｢ア～～、サンマですかぁ～、オイシソウですね～～」って、タイテイの場合は、許してく
ださるはず、では、いざ！ 焼き始めましょう。うちわを用意してください。それから、
びたびたに濡らしたボロふきんも。焼き網の表面が勢いよくヂュ！と言うまで、乗せちゃ
ダメ。うちわのあおぎ方に、２通りあります。サンマに火を行き渡らせるには、ちょっと
離れた所から、サンマに沿って、ゆらゆら～っと。これで、コンロの熱気が、焼け方の少
ない場所に流れてくれます。サンマの脂に火がついたら、間近から、サンマに垂直に、ド
ババババ～～！！っと。これで、火が消えます(笑)十分、火力が出て焼き網も温まったら、
びたびたボロふきんを取り出し、手早くじゅじゅっと焼き網を拭きます。そこに、サンマ
を並べて。うちわで、ハイ！ ゆらゆら～～ゆらゆら～～ ケムリが出てきましたね、お！
火が！ ドバババ～～！！バタバタバタバタ～～～～！！！！ホラホラ、涙なんかふかな
い、ケムイのはあたりまえですから(笑)サンマの目が白くなりはじめた所で、箸でつんつ
んポン！って、ひっくり返します。じゅわわ～～って煙幕が出ますから、覚悟しましょう！
(笑)後はひたすら、バタバタバタ～～！！！ ドバババババババ～～～！！！ 
(http://urasugata.web.infoseek.co.jp/ryouri3.html) 
 
ぼんぼん  
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― 一本二万円の注射ぼんぼん射つわ、つきそいはつけなきゃいけないわ、なんのかのでね。
（『ノルウエイの森（上）』、p. 129） 
 
 
ぽんぽん  
― 「頼んでしまったものはしょうがないが、全部は飲まないようにしなさい」センセイは珍
しく強めの口調で言った。言いながら、わたしの肩をぽんぽんと叩いた。（川上弘美『先生
の鞄』、p. 167） 
 
ぼんやり  
― ….はなしはなお綿綿として尽きないのだが、情事のもつれなどにあまり興味のもてないわ
たしはいつか耳のほうがお留守になり、メズサの首のようにもじゃもじゃしているミドリ
の髪の毛、じつは内証でモジャ子と渾名をつけていたその縮れ毛が日を受けてきらきらと
輝くのをぼんやり眺めながら、よくまあこう丹念に縮れたものだ、鏝細工ばかりではなさ
そうだし、これが生れつきなのであろうかと気を取られていると、相手は急に顔をあげて、
「どうでしょう、それお願いできない。」「え。」とまごつきながら、「というと、つまり……」
（石川） 
― 仙吉はもう来ているらしかったが後で逢うことにしてホールのそばの喫煙室で椅子にかけ、
著飾った女たちの中にぼんやりしていると、「どうも、御遠方のところを……」声をかけら
れるまで辰子に気がつかなかったのは扮装ががらりとちがっているためで、ふだん襷がけ
でしもやけの手にゴム手袋をはめて水仕事をしているときとは打って変り、嘗めたような
丸髷からあたらしい白足袋まですっかり元の芸者の姿、….（石川） 
― あれとこれは同じ柄、同じ大きさでもこっちの弱根はぎざぎざで向うのはひらひらが付い
ている。頭がぼんやり痛く、目の奥が熱い。（『帰りたかった家』、p.45） 
― ごうごう。ぎしぎし。どうどう。すさまじい突風で目が覚めました。家全体がきしんでい
ます。薄目を開けると明け方の気配。窓の外はぼんやりと濃灰色。５時頃だったと思いま
す。 
(http://www.clanefly.com/maomao14/log/200408/0831.html) 
― 私はそのとき初めて、押さえようのない嫉妬の湧いてくるのを感じました。私の心の中で、
一頭の競走馬が前足を折るシーンと、一個の壺がばらばらに砕け散るシーンとが、ぼんや
り映像となって浮かんでまいりました。確かに父の言ったように、事件が、取り返しのつ
かない悲惨なものであったことを、私は居間に坐ってうなだれたまま再認識したのでござ
います。（宮本） 
― 父母や兄によってささやかな旅行にすら連れだされた経験のない周二には、たかだか信州
までの距離も生れてはじめての旅行らしい旅行であった。もの珍しく半ばぼんやりと、ゆ
るやかな裾野をひく八ヶ岳を、凍って冷え冷えと沈んだ色合にひろがる諏訪湖を彼は見た。
塩尻を過ぎると、速度を落した車窓の遥か左手に、薄く雪をかむったアルプスの前衛が連
なりだした。ぼしゃぼしゃとくすんだ、多少赤味を帯びた枝ばかりの落葉松の梢ごしに、
蒼白い山脈はこよなく美しく目に映じた。と、その稜線の背後に、言いがたい重量感を秘
めた雪と岩の殿堂が垣間見えた。（北） 
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― そうだな、厭な話だ、と僕は思った。こう執拗に絡みつかれては、やりきれないな。女子
学生は小鼻の周りに小粒の、きらきらする汗をいっぱい浮かべて屈みこんだ姿勢から、躰
を起した。疲れきってぼんやりした、悪い表情をしてい、僕は胸をしめつけられた。（大江） 
― その時分の束髪は今と違って廂が出ていないのです、そうして頭の真中に蛇のようにぐる
ぐる巻きつけてあったものです。私はぼんやり御嬢さんの頭を見ていましたが、次の瞬間
に、何方か路を譲らなければならないのだという事に気が付きました。（夏目） 
― そのことばをこどもぽい応酬のようにぼんやり聞きながしながら、利平はいわばひとりご
との、唇をまたきゅっとむすんで、電気こんろのニコルム線の赤く焼けているのを見つめ
た。（石川） 
― 私は首を窓の方に向け、ぼんやりと物思いに沈んでいたが、廊下にごろごろと運搬車を押
して来る響が次第に近づいたかと思うと、部屋の入口の戸が開いて、看護婦が二人、蒲団
の包を中へ運び入れた。私の隣のベッドは、そこの患者が数日前に外気舎に移って、裸の
マットを露にしていた。（福永） 
 
ま行 
み 
 
みゃあみゃあ  
― 犬のいーちゃんは、４匹の猫に囲まれて暮らしているから、自分も猫だと思っているらし
い、みゃあみゃあ鳴いていました（にゃーんてそれは冗句ですが）でも仕草が、猫っぽか
ったかな。自分もいつか、犬と猫と両方と暮らしたいな。 
(http://inuorunao.exblog.jp/) 
― 2 日目の朝。私は別室で寝てたけど、ケージの中一人で寝られたようだ。顔を見せたら、
出せと騒がれた。この日は健診を受けに病院へ行った。何事もなかったが、行き帰り箱の
中でみゃあみゃあ鳴いてた。帰宅してまずは落ち着かせようとケージに入れたが、飼い主
の顔を見ながら、みゃあみゃあ鳴く。顔を近づけると、ざりざりざり……舐められた。猫
が人の顔を舐めるって、飼うまで知らなかった。鼻を舐められながら、「角栓取れないかな」
と思ったが、そういう効果はなかった。。。(子猫の話し) 
(http://mosaneko.psychedance.com/gazou/gazou200207.html) 
― 起きると、台風が過ぎた晴空でした。みゃあみゃあと、窓の外の猫の鳴き声が煩くて、そ
れで目覚めたようです。あんまり五月蝿いのでなんだろうと外に出て、それで理由に気付
きました。アパートの駐車場のアスファルトの上にもうただの塊の、昨日まではたぶん猫
だったものが転がっていました。哭き声は止まっていました。振り向くと、人の姿に警戒
する一匹の猫の姿がありました。少しの間視線があって、やがてその猫はついっと去って
しまいました。いろんなことを台無しにした気分になって、骸に目を戻しました。少しだ
け、頭の潰れていました。車にはねられたか、それとも風に打ち据えられたか。どちらと
もわかりません。ただ、確かにそれは亡骸でした。 
(http://white.niu.ne.jp/Freetalk/0007a.html) 
― ゲージの中なのでちょっと可哀想で、みゃあみゃあ鳴きます。ちょっとゲージから  出して
みました、興味津々！！  私たちが家にいるときは時々出して遊んであげたいます  が・・・
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広い空間を覚えたみたいで狂ったように出してくれとせがむ姿が可哀想 ... 
(http://neko-hime.cocolog-nifty.com/blog/) 
― 病院へ見舞いに行く。ぐったりしてたらつらいなあと思ったら、なんのことはない、元気
でみゃあみゃあゆうておりました。よかったよかった。輸血の効果が出たらしい。撫でて
写真を撮ってやる。 
(http://www.asahi-net.or.jp/~ax1k-ogkb/old-diary/0603.html) 
― 昨晩の大雨はかなり強烈でした。我が家の猫もびっくりしたのか、みゃあみゃあうるさか
った。そんな豪雨の中、おうちでマンガを読みふけってました。いまさらながらDEATH 
NOTEめちゃくちゃおもしろいです。あまりのおもしろさに現在出ている 8 巻まで一気に
読みきってしまったほど。はやくつづきが読みたいが、9 巻は 12 月発売らしい……。待ち
遠しい！ 
(http://yigblog.sbpnet.jp/?eid=1177) 
― 猫の心理。明け方、新聞屋ケンが起きる三時頃になると、寝室の外で待機してるのか、ド
アをあけると「みゃあああ」と駆けこんでくる。2 時半頃でも寝室から声がきこえると、
ドアの外で待っているようである。何週間か前、ひと晩外でさみしく不安な夜過ごした後
などは数日間、2 時くらいからみゃあみゃあ鳴いていた。ドアの外にいない時は茶の間の
いつもの毛布の上でぼーっと座ってたりする。これは寝ぼけてるらしい。ケンが寝るのは
だいがい 10 時。元気だと 11 時くらい。疲れていると 9 時には寝てしまう。寝る時には「ロ
ン一緒に寝るか～い？」といつも声をかける。するとしばらく考えてから寝室にはいるが、
何故かまた出てきてしまう。遊びたいのか、トイレか。それまで寝てたくせに素直には寝
ずに出てきてしまう。昨日も一旦寝室にはいってからまた出てきてストーブの前で寝てい
た。 
(http://iwaomasa.com/makinyu/lonken/0501/2005-1.html) 
― みゃあちゃんはいつのころだったか もう忘れたけど長崎の家の窓の下でいつも「みゃあ
みゃあ」泣いてた首輪してたし おねだり上手だしどこかの飼い猫だったみたいどこで 
どうやってはぐれたんだろねお隣さんが飼うようになったのだけど・・そのお隣さんが二
ヶ月もの間 不在になってまた 窓の下で みゃあみゃあ うちは飼えないよでも ご飯
くらいはあげるね今日は雨が降ってるね今日だけは特別に家に上がっていいよ・・・いつ
のまにか みゃあみゃあ泣くこともなく毎日の食事と寝床が与えられ、、我が家の一員にな
った みゃあでありました 
(http://www2s.biglobe.ne.jp/~MATSU/hp/hp3/mie/index-3.html) 
― 三毛の女の子です。みゃあみゃあ鳴くので「みやび」です。昨年の秋新居の庭に遊びに来
たのを慣らして保護しました。よく、くしゃみをしていたのですぐお医者さんに掛かりま
したら、肺炎にかかっていて手遅れ寸前だったことが判明。すぐに家の中に入れましたが、
ヘルペスの為よく鼻をぐじゅぐじゅいわしています。野良生活が長いらしく、しばらくは
外に出たいと一晩中鳴き倒していたり、人にびくびくしていましたが、今では自己主張の
激しい甘ったれです。みゃあみゃあないてても「お静かに」と言うとちゃんと黙るおりこ
うさんです。 
(http://www.ne.jp/asahi/niko/neko/asahi2_021.htm) 
― みいすけが我が家にやってきたのは、平成 11 年 5 月。娘が、学校からの帰り道で、まいご
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になって、みゃあみゃあ鳴いている、真っ白いちいさいちいさい子猫をひろってきました。
そのときのみいすけは、目もハナもぐじゅぐじゅで、親とはぐれて、何日も何日も心細く
さまよっていたと、思わせるような風貌でした。さっそく、獣医さんのところに連れて行
き、もらった薬プラス私たちの愛情でみいすけはぐんぐん元気になっていきました。その
ころ、女の子だとおもって、「みいちゃん」と呼んでいたら、なんと男の子だったことがわ
かり、「みいちゃん」から「みいすけ」に名前がかわったのです。 
(http://www2.odn.ne.jp/~cat46810/contents.misuke.html) 
― それはある夏の日のこと。 その、くたびれた灰色猫に会ったときは本当に驚いたものよ。 
穏やかな昼下がり。 あたしは自分の縄張りをお散歩していた。 あたしの世界はお家の中
がすべて。家猫ってそいういうものなの。 昨日まではうだるような暑さが続いていたのだ
けれど、その日は今年初めての爽やかな午後で、まだ遠い秋の足音が少しだけ聞こえるよ
うな風情だった。 そんなとき。 妙な気配がして、普段は行かない玄関の方まで廻ってみ
ると、がりがりと何か引っ掻く音が聞こえたの。 「それ」は、玄関を隔てて、がりがりと
閉まっている玄関の格子を掻いた後、世にも情けない声で「みゃあみゃあ」とないたの。 猫
の言葉は色々複雑なんだけど、要するに彼は（オス猫らしい）玄関の戸を叩きながら、 「京
極堂っ、開けてくれ、京極堂っ、僕だ、関口だ」 こう云ったの。 ・・・・・・。 ねえ、
これ、どういうことだと思う？ まじまじと、その子猫を抱き上げて、榎木津さんはものす
ごく変な顔をした。 「猫のくせに人間みたいな奴だな」 「アンタは猫の記憶まで見える
ようになったのか」 ご主人様は本から目も上げないで不機嫌そうな表情のまま混ぜっ返し
た。 これでもこの二人は仲がいい。 「で、飼うことにしたのか」、「貰い手がつくまで
ね」、「ふうん」 猫は大人しくぶらんと榎木津さんの手の中に収まっている。 最初は、
みゃあみゃあと、僕だ、僕だよ榎さん、と騒いでいたけど、おう猫だ、猫だ、子猫だと振
り回されて疲れたみたい。 私も榎さんは好きだけど捕まると厄介だから近づかない。 「僕
がもらおうかな」 ちらりとご主人様が目をやる。 「アンタに躾が出来るのか」 「躾など
いらん」 「ダメだ、アンタには無理だ、どうしてもというなら安和君に来てもらう。 
(http://www.din.or.jp/~kazupon/kyo-saru/doujin/nekoseki/nekoseki1.htm) 
 
みょうみょう  
― 猫は少し静かにしていると思うと、又急に苛立ち、ぎゃあぎゃあと変な声を出して暴れた。
がりがりと箱を掻く音がうるさい。然しそれも到底益ないと思うと、今度はみょうみょう
と如何にも哀れっぽい声で嘆願し始める。猫は根気よくそういう声を続けているが、その
内私も段々それに惹き込まれ、助けられるものなら助けてやりたい気持になった。（志賀） 
 
む 
 
むかむか  
― むかむかと吐き気がするときは半夏、生姜、竹茹などを、お腹が張るときは厚朴、枳実、
陳皮などを、お腹が冷えてぽちゃぽちゃ水の音がするときは干姜、茯苓、蒼朮、桂皮など
を、ストレスが強く肝の疎泄が悪いときは柴胡、香附子、川棟子などを併用します。お腹
が冷えてぽちゃぽちゃ水の音がするときは胃苓湯や苓桂朮甘湯、真武湯などを使います。 
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(http://www.kojima-y.com/menu15/bk_02.htm) 
 
むしむし  
― 今日はムシムシ暑かった  。仕事前は暑くて仕事に行くのにも汗ダラダラだったのに、職場
に着いたらクーラーがんがんで、最初は涼しくて気持ち良かったんだけど帰る頃には寒く
なっちゃって足とか冷えちゃって痛いくらいに寒かった。小心者だから「寒いから温度上
げて下さい」って言えないんだよね。勝手に温度上げる訳にも行かないし。あまりにも気
温差が激しくておかしくなりそう。 
 (http://snowdiary.jugem.cc/?eid=6) 
 
むしゃむしゃ  
― もう紫陽花はやめにしておこうと思いながら 未練たらしくカメラを向けてたらバッタが
ひょっこり現れて 花を両手で抱え込んでむしゃむしゃと食べ始めた。おいおい・・食べ
るんかぃ。。 
(http://poesie.exblog.jp/536254) 
― 『生でむしゃむしゃ食べよう  おいしいほうれん草』すごく食べやすい！生のほう
れん草。我が家の生野菜の定番になりました 
(http://dimple0713.blog2.fc2.com/blog-entry-179.html) 
― バグベアはイギリスに住んでいる、子供を戒めるしつけのために考え出された妖精である。
遅くまで遊んでいる子供には「遅くまで遊んでいると、バグベアに食べられてしまうよ」
といって、子供を脅すのだ。子供を脅すために考えられたものだから、各地で色々な名前
がつけられている。タンケラボーガス、トムドッキン、トムポーカーなど。彼らの姿は恐
ろしければ、恐ろしいほどいいので、全身毛むくじゃらで、目が燃えるように赤く、鉄の
牙で子供をむしゃむしゃ食べてしまうなどと言われる。また、家の中で親の言うことを聞
かない子供も、煙突から家に侵入して、むしゃむしゃ食べる者もいる。バグベアは子供達
が悪さをするなら、荒野や家の中、どこにでも現われるのだ 
(http://www.pandaemonium.net/menu/devil/bugbear.html) 
― 鬼武者といえば、某漫画家がネタにしていた鬼のようにむしゃむしゃ食べる、である。そ
れを、和の心を代表する菓子であるところの落雁でやってみてはいかがだろうか？ 
(http://www.tanomi.com/metoo/naiyou.html?kid=34645) 
― 先日はゆかりちゃん、一緒にライブ行ってくれてありがとう。 兎馳鬼くん、今日は私のほ
うこそ蒸しパンを一人でむしゃむしゃ食べていてごめんなさいね！ 
(http://hidebbs.net/bbs/sandal?n=29297652&s=7&m=10) 
― 今日もうさぎちゃんたちはとても元気です。小屋のドアを開けると、われ先にと外に出て、
草をむしゃむしゃ食べています。こっちで食べていると思うと、すぐにピョンピョンはね
て、また違う場所でむしゃむしゃと食べています。人の足もとに来て、「なにかちょうだい。」
と言っているようなときがあります 
(http://www3.ssj.gr.jp/kouro-minami/usagi/usagi06.html) 
― なんかやたらとお腹が空いて、やたらとキットカットを食べました。アホみたいに。むし
ゃむしゃむしゃむしゃ。 
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(http://www.tomonokatsumi.net/) 
― ミネコはおすそわけられたチョコレートキャラメルむしゃむしゃと食べながら口もきけず
にチョコレートキャラメルむしゃむしゃ食べたアンナのぶんもむしゃむしゃ食べて、ひと
つのこらず むしゃむしゃ食べた。 
(http://www1.odn.ne.jp/cfg66950/newpage6.htm) 
― メエメエこひつじでかけます。野原に野原に草食べにヨイショイショ、ランラララン、ヨ
イショヨイショ、ランラララン、緑の草をもぐもぐ むしゃむしゃあぁおいしいあっちの
草も もぐもぐむしゃむしゃこっちの草も もぐもぐむしゃむしゃおなかいっぱい いっ
ぱいぱい。 
(http://nayasu.hp.infoseek.co.jp/meme.html) 
― 「こう云う景色を眺めながら一杯やるのは又格別な味だが、こう云う景色を眺めながらむ
しゃむしゃ菓子を食う相手だから仕方がない」（志賀） 
― ジグソーパズルは頭の体操にいいと友人に勧められて、早速やってみたが、なかなかうま
くできずむしゃむしゃして、かえってストレスがたまるだけだ。（Kakehi, Tamori, 
Schourap, Dictionary of Iconic Expressions in Japanese） 
― ジョバンニは窓のところからトマトの皿をとってパンといっしょにしばらくむしゃむしゃ
たべました。（宮沢賢治『銀河鉄道の夜』、p. 163） 
 
むずむず  
― 水虫の悩み・水虫対策・水虫治療薬；水虫の悩み・水虫対策・水虫治療薬・かゆい水虫・
じゅくじゅく水虫・ムズムズ水虫・水虫のことなら激安通販ショップで足の嫌なにおい、
角質、ジュクジュク・カイカイにさようなら！カサカサ、かゆかゆ、ムズムズ、じゅくじ
ゅく、足の悩みは全ておまかせ下さい。 
 (http://otoku.moo.jp/mizumusi.html) 
 
むちゃくちゃ  
― 失業は貞操のない女のように荒んでむちゃくちゃになって来る。たった三十円の月給が身
につかないとは何とした事であろう。（林） 
 
むっ  
― まだ若い月が、そうっと空を渡ってゆこうとしているのが目に止まった時、バスが発車し
た。がくん、と止まる度にムッとするのは自分がくたびれている証拠である。何度もムッ
としながらもふと外を見ると、遠くの空に飛行船が浮かんでいた。風を押して、ゆっくり
と移動してゆく。私は嬉しくなって、じっと見つめていた。（吉本ばなな『キッチン』、p. 48） 
― 小学生の時、お友達の家へお泊りに行った。その日の夕食時、私はいつものように食事を
していたのだが、お友達の T ちゃんに、「ゆきちゃんの食べ方、犬みた～い。ぺちゃぺち
ゃ音がしてる」と言われたのだ。その時、T ちゃんのお母さんとお父さんはちょっと困っ
た顔をしていた。私は何のことかその時わからなかったが、なんとなく“私の食べ方には問
題があるんだ”ということを感じた。家に帰って家族と一緒に食事をしていてそのことがよ
くわかった。なぜなら父が私と同じようにぺちゃぺちゃと音を立てて食事をしていたのだ。
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一度気になると、もうその音ばかりが耳につく。その音が嫌で私は思い切って父に「お父
さんどうして音を立ててご飯を食べるの？」と聞いてみた。父は機嫌が悪かったらしく、
質問には答えずむっとしていただけだったが、後で母に「音を立てて食べるのは、マナー
違反だから、音を立てないように食べなさい」と言われた。それなのになぜお父さんは音
を立てて食べるんだろう？幼い私はずっと疑問に思っていたが、大人になってから謎は解
けた。ある彼と付き合っていた時、しばらくは気が付かなかったが、静かなところで会話
もなく食事していた時、その彼がぺちゃぺちゃ音を立てて食べている事に気付いてしまっ
た。しばらくは我慢していたが、私はいたたまれなくなり、「ぺちゃぺちゃ音を立てて食べ
るのは、マナー違反なんだよ。外でやると恥ずかしいから注意したほうがいいよ」とやん
わりと言ってみた。彼は私が小学生だった頃と同じで、その音自体に気が付いていなかっ
たようで、「そうなんだ、気をつけるよ」と言ってくれた。食事中のぺちゃぺちゃする音、
ガムを食べるときのくちゃくちゃする音、ドアの音、私はそれらの音が気になって仕方が
無い。彼に文句を言う回数が増えるようになった。すると彼は、「お前は神経質すぎる」「う
るさい」そう返事が返ってくるようになった。あの時「気をつけるよ」と言ったのは、そ
の場しのぎだったのか・・。 
(http://latebloomer.livedoor.biz/archives/2005-08.html) 
 
め 
 
めえめえ  
― メエメエこひつじでかけます。野原に野原に草食べに、ヨイショヨイショ、ランラララン、
ヨイショヨイショ、ランラララン、緑の草をもぐもぐむしゃむしゃ、あぁおいしいあっち
の草ももぐもぐむしゃむしゃこっちの草も もぐもぐむしゃむしゃおなかいっぱい、いっ
ぱいぱい。 
(http://nayasu.hp.infoseek.co.jp/meme.html) 
 
めきめき  
― 事務に学生時代には選手だった男がいた。生れてはじめてラケットを握った熊五郎が、こ
のところ一日じゅうテニスばかりしているため、めきめき腕をあげていた。その他の医者
も職員も、閑のときには軽症の患者もまじえてコートに立った。そのため楡病院は、対抗
試合に於ていやに輝かしい戦果をあげた。東大と慶応の精神科をこれは医者だけで問題な
く打破った。（北） 
― 異かいようの手術を受けた先生は、手術直後はがりがりにやせて元気がなかったが、その
後体力がめきめき回復したらしい。（Kakehi, Tamori, Schourap, Dictionary of Iconic 
Expressions in Japanese） 
 
めそめそ  
― カンに障る話し方をするみたいです。めそめそ。悪気はないんだよぉ。そんなつもりじゃ
ないんだよぉ。じ、冗談でも「ムカつくわー」なんて言われちゃったら、心配性なあちき
は「冗談めかして言ってるけど、実はホントにムカついてんじゃないの？」とか思ってハ
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ラハラするからやめてくれよー。めそめそ。 
(http://www.alfoo.org/diary/gunken61/) 
― テニスの王子様に出てくるワカメ毛のキュートな２年生・切原赤也はきっと誰かに片想い
してるんじゃないかな？恋をしてもきっと失恋しちゃうんじゃないかな？そしてめそめそ
泣いちゃうんじゃないかな？だって男の子だもん！涙が出ちゃうっ！恋している赤也って
素敵だよな～！ 
(http://blackcage.fc2web.com/akauni.htm) 
― 山へ入ってからの宮村には、園子に裏切られて、めそめそしていた宮村の暗い翳はどこに
もなかった。むしろ、王者のようにふるまっている宮村は加藤の上に君臨しようとさえし
ているように見えるのである。（新田） 
― 「泣きごとをいうな」とかれは弟をさえぎっていった。「あいつと一緒になってめそめそす
るのはやめてくれ」（大江） 
― 「めそめそいうな」とかれはいった。（大江） 
― 姉が、むこうに何も知らず眠っている姉が、たしかさっき言いはしなかったか。あの歌は
寂しい、と。「時計ばかりがこちこちと……」という歌詞を周二もまたよく暗記していた。
そして彼は、下田の婆やに大半を取られてしまっている寝床の隅で、否応なく耳にとびこ
んでくる怖ろしい鼾の中で、急にめそめそと泣きだしたい気持に襲われた。（北） 
― さて、常々だらしなくめそめそしがちの弟が、いやに真剣に地面を見つめて校庭をうろつ
いているわけを藍子は知っていた。周二はボタンを、服やシャツについているボタンを捜
し求めているのである。（北） 
― 「いいよ、なあ大吉。まだ、八つや九つのおまえらまでがめそめそしたら、おとうさんも
たすからんよ。さわげさわげ。」（壺井） 
 
めためた  
― 今日は一時間ぐらい廣大と電話しました。それというのもあたしの心理状態がめためたで、
誰かに話を聞いてもらいたかったからなんだけど。本当に本当にめためたで、部活で泣い
ちゃったし、自分が本当にいやになって、また甘えられない自分に嫌気がさしてっていう
いつものルーティンにはまりこんで 
(http://www4.diary.ne.jp/user/451527) 
― 土日祝日の前日は  29 時まで営業らしい。これで始発にも間に合います。って５時まで、
投げる気か？そんなとんでもなく久し振りでもないはずなのだが、なんかめためたな状態。
二ゲーム終了した段階で全員めためたになる。 
(http://www1.powerzoo.net/~7fleet/cgi-bin/hns-lite/?0424) 
 
めちゃめちゃ  
― めちゃめちゃかわいい～。こちらでもスコッ飼っていますが飼っている。うちのねこに
そっくりです！うちのはメスですが、年齢が１歳４ヶ月、シャープ顔じゃなく、ぺしゃっ
となった顔がたまらなくかわいいですね。これからも元気一杯に育ってもらいたいですね。 
(http://www.gochomuseum.net/mt/mt-comments.cgi?entry_id=100) 
― 「めちゃめちゃイケてる！」は全国フジテレビ系列で毎週土曜午後８時 00 分より放送中 
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(http://syajyo.tamacc.chuo-u.ac.jp/~naotok_j/iketeru.html) 
― GABA前の朝食、めちゃめちゃ好きです。
(http://blog.with2.net/find_item.php?h_key=http%3A%2F%2Fgohan.livedoor.biz%2F) 
― 平成１２年６月２２日 朝のラジオ番組で、石原都知事は、「日本の医療はめちゃめちゃだ。
経政会（？）の三人が日本の医療をめちゃめちゃにした。政治家三人が日本の医療をめち
ゃめちゃにしたのは、日本医師会が裏で操っていたからこそである。
(http://www1.u-netsurf.ne.jp/~Nakajima/branch/mechyamechyaka.html) 
― 男のくせに私、めちゃめちゃ泣いちゃってたから、くそ寒いのにタクシーに乗れないのよ。
（吉本ばなな『キッチン』、p. 110） 
― 【横浜】七日午後八時ごろ横浜市金沢区富岡町一九二五の横須賀街道で東京都港区赤坂青
山南町大学生宮下未紀さん（二二）運転の乗用車が栃木県下都賀郡桑絹町＊＊運転手（四
六）の大谷石を積んだ大型トラックに衝突、乗用車はめちゃめちゃになり、いっしょに乗
っていた未紀さんの母操さん（四三）は頭を打って即死、未紀さんは頭などに全治二カ月
の重傷を負った。原因は未紀さんのスピードのだしすぎと前方不注意。（倉橋） 
― 「それがかえってなっとくのいかない感じなの。いっそ頭のなか全体が、めちゃめちゃに
こわれて、完全な気ちがいになってしまったほうがよかったみたいです。いまのあたしは
にせもののあたしのままでにせのリハビリテイションをやってのけて、死ぬまで本来のあ
たしをとりもどせないような気がするの……意識的に発狂することはできないものでしょ
うか？」（倉橋） 
― 政治家三人が日本の医療をめちゃめちゃにしたのは、日本医師会が裏で操っていたからこ
そである。 
(http://www1.u-netsurf.ne.jp/~Nakajima/branch/mechyamechyaka.html) 
― 運転手（四六）の大谷石を積んだ大型トラックに衝突、乗用車はめちゃめちゃになり、い
っしょに乗っていた未紀さんの母操さん（四三）は頭を打って即死、未紀さんは頭などに
全治二カ月の重傷を負った。原因は未紀さんのスピードのだしすぎと前方不注意。（倉橋由
美子『聖少女』） 
― 将軍は馬にむちをやる。ぎっ、ばっと、ふう。馬は土塀をはね越えて、となりのリンプー
先生の、けしのはたけをめちゃめちゃに、踏みつけながら立っていた。（宮沢賢治『銀河鉄
道の夜』、p. 150） 
 
めっきり  
― ヨシ子は、何か、自分がヨシ子の身代りになって毒を飲んだとでも思い込んでいるらしく、
以前よりも尚いっそう、自分に対して、おろおろして、自分が何を言っても笑わず、そう
してろくに口もきけないような有様なので、自分もアパートの部屋の中にいるのが、うっ
とうしく、つい外へ出て、相変らず安い酒をあおる事になるのでした。しかし、あのジア
ールの一件以来、自分のからだがめっきり痩せ細って、手足がだるく、漫画の仕事も怠け
がちになり、ヒラメがあの時、見舞いとして置いて行ったお金（ヒラメはそれを、渋田の
志です、と言っていかにもご自身から出たお金のようにして差出しましたが、これも故郷
の兄たちからのお金のようでした。（太宰） 
― 「成程さようでございましたな。平太夫も近頃はめっきり老耄れたと見えまして、する事
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為す事悉く落度ばかりでございます。いや、そう云う次第ならもうあなた様の御前では、
二度と神仏の御名は口に致しますまい。尤も日頃はこの老爺も、余り信心気などと申すも
のがある方ではございません。（芥川） 
― 「長官思に耽られ憂鬱の風あり」と、宇垣が「戦藻録」に書いたのは、六月二十二日であ
ったが、トラック在留の山本の頭には、めっきり白髪が目立つようになった。長岡出身者
の大勢いる新発田の歩兵十六聯隊が、ガダルカナルで全滅しつつあることも、山本には苦
しかったにちがいない。（阿川） 
― その席には代りに徹吉がいた。めっきり白髪がふえ、疲れたように猫背気味になって。（北） 
― 院代勝俣秀吉は、近ごろでは青山から徹吉がやってくると、表面の鄭重さのなかに、見る
人の目にはわかるごくそっけない態度を示した。最近めっきり白髪がふえ猫背気味になっ
た徹吉院長のそばで、勝俣秀吉は両手を背骨の腰の辺りに組み、この人は単に仮の一時的
の院長、ここにいる私は現在も未来も楡病院本院のもっとも実際的な立役者、その名も由
緒ふかき院代であるという見識をこめて、縁なし眼鏡を光らし、小柄な痩躯を鶴のように
ひょっくりひょっくり歩ませるのであった。（北） 
― 先代の院長に心服しすぎ徹吉を蔑ろにしがちであるとはいえ、楡病院にとって並々ならぬ
功労者であるその院代も、最近はめっきり頭の毛が薄くなり、独特な鶴に似た歩行ぶりに
も明瞭な老いが感じられていた。院代もこのところずっと不機嫌で、なんとなればさ来年
の楡病院五十五周年の祝典を計画するよりも、この冬の石炭や木炭を確保するのがなによ
りさし迫った彼の任務、それも困難な任務であったからだ。（北） 
― 小休止になって地面にうずくまると、しょぼ降る雨が肌に寒かった。このところ朝晩はめ
っきり冷えこみ、ここ大陸に於ても季節が変ろうとしているのが明瞭に感じられた。……
（北） 
― 稲刈が済み、田の中に落穂を拾う子供たちの姿も見当らなくなった。夜はめっきりと冷え
た。土蔵のなかに一人寝ていると、柿の落葉が軒に当るかすかなひびきまで聞えてきた。
（北） 
― 18 にもなるとめっきり女らしくなって、わが娘ながらどきっとするときがあります。（阿
刀田稔子・星野和子『擬音語・擬態語辞典』） 
― 日が暮れてから急に風が出たと見えて、塔の風鐸の鳴る音が、うるさい程枕に通って来た。
その上、寒さもめっきり加わったので、老年の内供は寝つこうとしても寝つかれない。そ
こで床の中でまじまじしていると、ふと鼻が何時になく、むず痒いのに気がついた。（芥川） 
― 「死んだおふくろと申すのは、もと白朱社の巫子で、一しきりは大そう流行ったものでご
ざいますが、狐を使うと云う噂を立てられてからは、めっきり人も来なくなってしまった
ようでございます。これが又、白あばたの、年に似合わず水々しい、大がらな婆さんでご
ざいましてな、何さま、あの容子じゃ、狐どころか男でも……」（芥川） 
― 「成程さようでございましたな。平太夫も近頃はめっきり老耄れたと見えまして、する事
為す事悉く落度ばかりでございます。いや、そう云う次第ならもうあなた様の御前では、
二度と神仏の御名は口に致しますまい。尤も日頃はこの老爺も、余り信心気などと申すも
のがある方ではございません。（芥川） 
― 「大旦那さんが亡くなられてから主人も気落ちしたものと見え、めっきり年をとりまして
のし。それで今日は私が名代で伺いました」（有吉） 
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めらめら  
― めらめら、おててつないで・・・・・そのままおおきくなりこいをしました。いのちがあ
つくあつくなってめらめらせかいがもえる、うれしい、うれしいよこのままがいい・・・・・
ずっとあついままで・・・・ 
(http://www.eonet.ne.jp/~masabo2002page/newpage121.htm) 
― 水はめらめらと燃えることはない何度挑戦してみても水は燃える前に１００度で姿を変え
火をあざ笑うように蒸気となって空の彼方に消えていくそれでも火はいつかは水をめらめ
ら燃やしてやると深い野心を燃やしている 
(http://www11.ocn.ne.jp/~yumesaki/page037.html) 
― この写真は、ぼけてしまっていますがイメージとしては夏の午後の炎天下のめらめらして
いる空気の中、向日葵も負けずにめらめらと燃えるように咲き誇っているというような感
じで描きました。花びらもそうなのですが、芯のしべの様子もめらめらとしています。 
(http://homepage2.nifty.com/akawasaki/yoko_works_40.htm) 
― しかし見るまに独裁の形をとったそのナチスが、今度は非独逸的書物の焚書を行なったと
いう報道には、はっきりと徹吉は渋面をつくった。本が焼けるということ、その脆い紙片
がめらめらと火焔に呑まれてゆく情景の想像そのものが、徹吉の記憶を突つき、堪えがた
いものにした。日本の新聞も伝えていた。（北） 
― 何年ぶりかというその大雪が溶けきらぬうち、二日おいてまた雪になった。その日は艦載
機とＢ29 の大編隊が呼応して来襲し、降りつむ雪の中に、楡病院から遠からぬ地域にも数
箇所火災が起った。火焔がめらめらと舌を出し、まるで半ば麻痺したこの都会が苦しげに
息づいているかのようであった。たなびく黒煙と執拗に燃えさかる火の手、その上にやむ
ことなくさらさらと雪が降りしきった。（北） 
 
めりめり  
― 加恵は血を吐きながら呻いていたうず市や、断末魔に突然四肢を突っ張った蜘蛛丸を思い
出した。怖ろしかった。額には脂汗が浮び、加恵は底知れない恐怖の中で民の名を幾度か
呼んだ。腰骨がめりめりと音を立て、割れて、裂けて、ひきちぎれるかと思ったとき、股
間にぬるりと生温かい感触があり、痛みが掻き消され、同時に股の上で鮮魚のようにぴた
ぴたと嬰児が跳ねた。次の瞬間、壁を突き破るような産声が湧き起った。（有吉） 
― その膏薬を剥がすにも親や兄、又傍のものが手を懸けると、堅くなって硬ばったのが、め
りめりと肉にくッついて取れる、ひいひいと泣くのじゃが、娘が手をかけてやれば黙って
耐えた。（泉） 
― 戸外では、大きな木の枝でも折れるのか、めりめりという音の聞こえるのも物すごい。（田
辺） 
 
めろめろ  
― 「何だか、藤原の顔、めろめろになって来たな。具合悪いか」（曽野） 
― ようこそ「ふぐにめろめろ」 へ。このＨＰの主役はミドリフグです。びっくりするほどか
わいくてかしこくて、そんな彼らの生活を紹介します。みなさんもうちのふぐを見て行き
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ませんか？めろめろ記念日；５年前の今日、エスがうちの子になった。その日からオレの
めろめろ人生が始まった。 
(http://www.zephyr.dti.ne.jp/~wakap/) 
― 犬の育て方の本を読んで用意したサークルにエスを入れ寝かせようとしたがすぐに大泣き
され、５分で出してしまい、最初の夜から一緒の布団で寝るという最大の過ちを犯してし
まったが、とにかく当時のオレ達はエスにめろめろだったのだ。でも、それは全て子供な
らではの行動。５ヶ月を過ぎる頃には落ち着いた子になり、オレ達はますますめろめろ。 
(http://esairenakgula.jugem.cc/?day=20040811) 
 
も 
 
もがもが  
― タネリはとうとう、叩いた蔓を一束もって、口でもにちゃにちゃ噛みながら、そっちの方
へ飛びだしました。「森へは、はいって行くんでないぞ。ながねの下で、白樺の皮、剥いで
来よ。」うちのなかから、ホロタイタネリのお母さんが云いました。タネリの小屋が、兎ぐ
らいに見えるころ、タネリはやっと走るのをやめて、ふざけたように、口を大きくあきな
がら、頭をがたがたふりました。それから思い出したように、あの藤蔓を、また五六ぺん
にちゃにちゃ噛みました。その足もとに、去年の枯れた萱の穂が、三本倒れて、白くひか
って居りました。タネリは、もがもがつぶやきました。タネリは、わからなくなってしま
いました。そこで仕方なく、首をまげたまま、また藤蔓を一つまみとって、にちゃにちゃ
噛みはじめながら、かれ草をあるいて行きました。向うにはさっきの、四本の柏が立って
いてつめたい風が吹きます、去年の赤い枯れた葉は、一度にざらざら鳴りました。タネリ
はおもわず、やっと柔らかになりかけた藤蔓を、そこらへふっと吐いてしまって、その西
風のゴスケといっしょに、大きな声で云いました。そのうち、シャオの淫裂から太助の唾
液とは明らかに違った透明な粘液がしみ出てくるのが分かった。   太助は右手の人指し指
と中指を使ってその粘液をすくいとり、シャオの顔の前に突きだすとにちゃにちゃと指を
擦りあわせて糸を引かせると言った。   「シャオ、シャオも感じてくれてるんだね。こん
なに濡れてきたよ・・・」タネリはたしかにいちにち噛んでいたようだった（宮沢賢治） 
(http://www.aozora.gr.jp/cards/000081/files/4600_11971.html) 
 
もぐもぐ  
― メエメエこひつじでかけます。野原に野原に草食べにヨイショヨイショ、ランラララン、
ヨイショヨイショ、ランラララン、緑の草をもぐもぐ、むしゃむしゃ、あぁおいしい、あ
っちの草ももぐもぐむしゃむしゃ、こっちの草ももぐもぐむしゃむしゃ、おなかいっぱい 
いっぱいぱい。 
(http://nayasu.hp.infoseek.co.jp/meme.html) 
 
もしゃもしゃ  
― 「君だめだよ。とどかないよ。」と事務長の黒猫が、もしゃもしゃパンを喰べながら笑って
云いました。その時四番書記のかま猫も、ちょうどべんとうの蓋を開いたところでしたが、
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それを見てすばやく立って、弁当を拾って虎猫に渡そうとしました。（宮沢賢治『銀河鉄道
の夜』、p. 129） 
 
もじゃもじゃ  
― おにわの木、犬の毛など「もじゃもじゃ」しているものを「ちょきちょき」してきれいに
するというだけの事だけど娘はお気に入りです。うちでは指ではさみを作り「ちょきちょ
き」とやりながら読んでいます。 
(http://www.ehonnavi.net/ehon00_opinion.asp?No=618) 
― お庭の木、うちの犬・ころ、ほどけた毛糸、みんなもじゃもじゃ。でももっとすごいのは、
ルルちゃんの頭。もじゃもじゃのぼさぼさで、爆発してるみたい。 
(http://www.bbk.ne.jp/201/p-book_02.htm) 
― 喜々とした説明をさえぎると、彼は目以外もじゃもじゃの毛に覆われた顔をきょとんとさ
せて、あるんだかないんだかわからない首を小さく揺らした。 
(http://kamo.pupu.jp/sousaku-buki.html) 
― 銀河の前を通った。銀河は既に人手に渡っていて、頭髪をもじゃもじゃにした若い娘が一
人入口に立っていた。今度も喫茶店になるらしかったが、まだ店は開いていなかった。（井
上靖） 
― 僕は兵隊の、体操選手のように簡潔で逞しい頭部、もじゃもじゃに縮れた髪が短かく刈り
こまれている、形の良い頭部を見つめた。この男は脣の周りに、綿密に生えそろった不精
髭とそれにつながる乾いた皮膚とを、兎が咀嚼するように動かしながら、腹の底から出す
強い声で話しただろう。（大江）. 
― はなしはなお綿綿として尽きないのだが、情事のもつれなどにあまり興味のもてないわた
しはいつか耳のほうがお留守になり、メズサの首のようにもじゃもじゃしているミドリの
髪の毛、じつは内証でモジャ子と渾名をつけていたその縮れ毛が日を受けてきらきらと輝
くのをぼんやり眺めながら、よくまあこう丹念に縮れたものだ、鏝細工ばかりではなさそ
うだし、これが生れつきなのであろうかと気を取られていると、相手は急に顔をあげて、
「どうでしょう、それお願いできない。」（石川） 
 
もちもち  
― やきそば；特性の、うどんと間違うようなもちもちとした麺なのだが、、これがねちゃね
ちゃした歯ごたえではないぞ。しっかりとした焼きそばなのだ。野菜と相まっている。さ
らに野菜の中には山芋が入っていていてアクセントになっている、これまた旨い中身のハ
ムもサワークラフトもとても旨いのだが。特質はベーグルである。今まで食べたベーグル
で最高に旨かった。ベーグルって、モチモチした食感だが歯にねちゃねちゃとまとわりつ
くイマイチな食べ物と思っていた。ここのベーグルはモチモチ感があるのにねちゃねちゃ
としていない。しかも味も旨い。 
(http://torisugarino.cocolog-nifty.com/yoy/cat1906730/) 
 
 
もっちり  
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― たねなし柿。甘くてぽちゃぽちゃ。もっと干すともっちり。種はない。 
(http://blog.goo.ne.jp/fujika_0000/e/df04a53e92c3fc976100ab36fd2141ac) 
 
や行 
や 
 
やんわり  
― 小学生の時、お友達の家へお泊りに行った。その日の夕食時、私はいつものように食事を
していたのだが、お友達の T ちゃんに、「ゆきちゃんの食べ方、犬みた～い。ぺちゃぺち
ゃ音がしてる」と言われたのだ。その時、T ちゃんのお母さんとお父さんはちょっと困っ
た顔をしていた。私は何のことかその時わからなかったが、なんとなく“私の食べ方には問
題があるんだ”ということを感じた。家に帰って家族と一緒に食事をしていてそのことがよ
くわかった。なぜなら父が私と同じようにぺちゃぺちゃと音を立てて食事をしていたのだ。
一度気になると、もうその音ばかりが耳につく。その音が嫌で私は思い切って父に「お父
さんどうして音を立ててご飯を食べるの？」と聞いてみた。父は機嫌が悪かったらしく、
質問には答えずむっとしていただけだったが、後で母に「音を立てて食べるのは、マナー
違反だから、音を立てないように食べなさい」と言われた。それなのになぜお父さんは音
を立てて食べるんだろう？幼い私はずっと疑問に思っていたが、大人になってから謎は解
けた。ある彼と付き合っていた時、しばらくは気が付かなかったが、静かなところで会話
もなく食事していた時、その彼がぺちゃぺちゃ音を立てて食べている事に気付いてしまっ
た。しばらくは我慢していたが、私はいたたまれなくなり、「ぺちゃぺちゃ音を立てて食べ
るのは、マナー違反なんだよ。外でやると恥ずかしいから注意したほうがいいよ」とやん
わりと言ってみた。彼は私が小学生だった頃と同じで、その音自体に気が付いていなかっ
たようで、「そうなんだ、気をつけるよ」と言ってくれた。食事中のぺちゃぺちゃする音、
ガムを食べるときのくちゃくちゃする音、ドアの音、私はそれらの音が気になって仕方が
無い。彼に文句を言う回数が増えるようになった。すると彼は、「お前は神経質すぎる」「う
るさい」そう返事が返ってくるようになった。あの時「気をつけるよ」と言ったのは、そ
の場しのぎだったのか・・。 
(http://latebloomer.livedoor.biz/archives/2005-08.html) 
 
ゆ 
 
ゆっくり  
― まだ若い月が、そうっと空を渡ってゆこうとしているのが目に止まった時、バスが発車し
た。がくん、と止まる度にムッとするのは自分がくたびれている証拠である。何度もムッ
としながらもふと外を見ると、遠くの空に飛行船が浮かんでいた。風を押して、ゆっくり
と移動してゆく。私は嬉しくなって、じっと見つめていた。（吉本ばなな『キッチン』、p. 48） 
― 自分の前に横に並べて置いた矢の中から一本を選び、弓に番え、それからゆっくりと立ち
上る。的を見、・の親指を薬指に当てて暫くきしきしと軋ませる。正面に向き直り、ゆっく
りと弓を起し、顔の向きを変えてじっと的を睨む。（石川） 
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― 姉が義兄に、「あんた、扇子は？」「衣嚢にあるけど……」「そうやな。あれも汚れてますで
……」姉が合点合点などしてゆっくり捜しかけるのを、じゅうじゅうと音をさせて煙草を
呑んでいた兄は、「扇子なんかどうでもええわな。早う仕度しやんし」と云って煙管の詰っ
たのを気にしていた。奥の間で信子の仕度を手伝ってやっていた義母が、「さあ、こんなは
どうやな」と云って団扇を二三本寄せて持って来た。砂糖屋などが配って行った団扇であ
る。（梶井） 
― 二、三の影がそこをゆっくりと動いている。漁をするぼろぼろの衣服をまとった兵たちで、
潮の引きはじめた礁のうえにも、裸体でふんどしひとつの姿がひょこひょこと辿ってゆく
のが見えた。（北） 
― イテュスの所為かどうかはわからないが、どうやら８体いた内の一人がおきてしまった様
である。裂けてしまうかと思える程の大きな口から静かに息を吐いて、骨がちゃんと入っ
ているのかさえ疑ってしまう身体の構造で、ゆっくり息を吸い込み胸を静かに膨らませる。
うなり声の様なものを口から漏らして、黒目も白目も区別がつかぬ、その真っ赤な瞳をぎ
ょろぎょろ動かせて、周りを見渡している。初めて動いたかのようなその動作はとても静
かでゆっくりではあった。そして、据えない首を上の方へと持ち上げて、その口を大きく
開き、産声を上げる。 
(http://www2u.biglobe.ne.jp/~macaroni/original/story2/no173.htm) 
― 採用面接は、短時間で行われますので、第一印象が大きく影響します。第一印象を決める
ポイントとして、以下の点に注意しておきましょう。 
服装：清潔感のある服装。靴・髪・顔・かばんなど身だしなみにも注意。 
表情：明るい表情を心がける。 
自信なさげや不機嫌そうに見える人は特に注意。 
姿勢：背筋を伸ばしてあごをひく。椅子には深く腰かけすぎない。 
姿勢：きょろきょろせず、相手の顔を見る。 
声：相手に届く適切な大きさの声で、ゆっくり語尾まではっきり話す。 
(http://www.pref.osaka.jp/sogorodo/counseling/mensetu.html) 
― 窓辺の草木は柔らかな陽ざしに包まれて鮮やかなみどりに輝き、はるかに淡い空に薄い雲
がゆっくりと流れてゆく。のんびりとした、あたたかい昼だった。（吉本ばなな『キッチン』、
p. 27） 
― バスがカーブを曲がってくる。目の前に流れてきてゆっくり止まり、人々並んでぞろぞろ
乗り込む。（吉本ばなな『キッチン』、p. 47） 
― まだ若い月が、そうっと空を渡ってゆこうとしているのが目に止まった時、バスが発車し
た。がくん、と止まる度にムッとするのは自分がくたびれている証拠である。何度もムッ
としながらもふと外を見ると、遠くの空に飛行船が浮かんでいた。風を押して、ゆっくり
と移動してゆく。私は嬉しくなって、じっと見つめていた。（吉本ばなな『キッチン』、p. 48） 
― 「だって君には恋人がいるし、僕のこと考える必要なんてないじゃないか」と僕はウイス
キー・ソーダをゆっくり飲みながら言った。（村上春樹『ノルウエイの森（下）』、p. 139） 
― 「家に帰ってゆっくり風呂でも入って寝ちゃうといいよ。疲れてるんだ」（村上春樹『ノル
ウエイの森（下）』、p. 146） 
― 「蒼白い頬をふくらませてうつむく梅子に、仙吉は突然たたと梯子を駆け上って二階へ、
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梅子もつづいて上って行き、座のしらけたかたちになると延津賀が、「あたし今のうちにち
ょっとお湯に行って来ようかしら。あんまり遅くなるとまたおっくうになるから。妙子、
頼むよ。じゃ、ごめん下さいまし、どうぞごゆっくり。」わたしは立つしおをうしなってま
たごろりと横になったとたん、頭が妙子の膝にぶつかったのであわてて起きようとしたは
ずみに、….. （石川） 
 
ゆらゆら  
― ｢ア～～、サンマですかぁ～、オイシソウですね～～」って、タイテイの場合は、許してく
ださるはずでは、いざ！焼き始めましょう。うちわを用意してください。それから、びた
びたに濡らしたボロふきんも。焼き網の表面が勢いよくヂュ！と言うまで、乗せちゃダメ。
うちわのあおぎ方に、２通りあります。サンマに火を行き渡らせるには、ちょっと離れた
所から、サンマに沿って、ゆらゆら～っと。これで、コンロの熱気が、焼け方の少ない場
所に流れてくれます。サンマの脂に火がついたら、間近から、サンマに垂直に、ドバババ
バ～～！！っと。これで、火が消えます(笑)十分、火力が出て焼き網も温まったら、びた
びたボロふきんを取り出し、手早くじゅじゅっと焼き網を拭きます。そこに、サンマを並
べて。うちわで、ハイ！ ゆらゆら～～ゆらゆら～～ ケムリが出てきましたね、お！火
が！ ドバババ～～！！バタバタバタバタ～～～～！！！！ホラホラ、涙なんかふかない、
ケムイのはあたりまえですから(笑)サンマの目が白くなりはじめた所で、箸でつんつんポ
ン！って、ひっくり返します。じゅわわ～～って煙幕が出ますから、覚悟しましょう！(笑)
後はひたすら、バタバタバタ～～！！！ ドバババババババ～～～！！！ 
(http://urasugata.web.infoseek.co.jp/ryouri3.html) 
 
よれよれ  
― しげな様子のやつれ果てた女たちが足取りも重く通り過ぎていく。身なりはよいのだが泣
き叫びよろめく子供らの手を引いているので、よそ行きの服は埃まみれで、疲れ切ったそ
の顔は涙で汚れている。たいがいは男が付き添っていたが、手を貸してやる者もあればし
かめっ面で野蛮にふるまう者もいた。こうした男たちと肩を並べ、争いながら押し進んで
行くのはくたびれた浮浪者どもで、色あせた黒いぼろ服に身を包み、目をぎょろぎょろさ
せながら大声で口汚く罵っている。ぐいぐいと人混みを押し分けて行くがっしりした労働
者たちもいて、これも疲れた様子で髪もとかしておらず、事務員か店員ふうの服を着込ん
だ男たちと時おり発作的に争っていた。弟は傷ついた兵士がいるのに気づいた。駅の赤帽
の服を着た男たちもいれば、夜着の上にコートを引っかけたよれよれの男もいた 
(http://www.sf-fantasy.com/magazine/translation/war/1_16b.shtml) 
 
よろりよろり  
― 蠍は尾をギーギーと右ころの上に引きずっていやな息をはあはあ吐いてよろりよろりとあ
るくのです。一時間に十町とも進みません。（宮沢賢治『銀河鉄道の夜』、p. 14） 
 
 
ら行 
 295  
ら 
 
らんらん  
― 誘う場所や方法がまずいことはさしおいても、突撃寸前の決死隊員のように、悲壮な眼を
青白くひきつった顔にランランと光らせ、震えそうな唇を必死に抑えながらもぐもぐ言っ
ていたのだから。ある時は丁重に、ある時はそっけなく、ある時は親切な嘘でやさしく、
……ことごとく断わられた。（藤原） 
 
り 
 
りゅうりゅう  
― 前後も考えず、白刃をきらきらと抜きつれた。手槍を持つ者は、リュウリュウとしごきを
呉れて、火炎の近づくのを待った。（司馬） 
 
りゅりゅりゅりゅりゅ  
― ほら、と言われても、わたしは下を向いて歩きつづけるばかりだった。トオルさん（サト
ルさんかもしれない。下を向いているからどこから声が来るのかわからない）が、センセ
イ元気だなあ、と言い、サトルさん（トオルさんかもしれない）がツキコさんはセンセイ
よりずっと若いんだろ、がんばれよ、とはげました。いつまでも道はのぼりつづけるよう
に思われた。タララララ、の合間に、チチチ、だの、リュリュリュリュリュ、だの、クル
ルルル、だのいう声が混じる。（川上弘美『先生の鞄』、p. 62） 
 
りん  
― 砂漠の中に居ました間、どこから敵が見ているか、あなどられまいと考えて、いつでもり
んと胸を張り、眼を見開いて居りましたが、いま王様のお前に出て、おほめの詞をいただ
きますと、俄かに眼さえ見えぬよう。」（宮沢賢治『銀河鉄道の夜』、p. 155） 
 
りんりん  
― 子どもたちが大好きな動物さんたちが、楽器になってあなたのお家にやってきたからもう
タイヘン！りんりん、とんとん、げろげろ、ととってもにぎやかなんです。コンパクトな
手のひらサイズなので赤ちゃんだって楽しめます。もちろん素材はしっかり安全に配慮
OK。かえるくんはげろげろかえるくんのお腹のミゾを附属のピックでなぞると、げろげろ、
ぐわっぐわっと気持ちのよい音がでるのですよ。 
(http://www.geoworks.jp/music/ed3msc.htm) 
 
る 
 
るるるるる  
― 空を、見上げていた。大きな切り株があったので、わたしはその上に座っていたのだ。…….
タララララ、の声はこの場所では遠くなっている。かわりに、ルルルルル、という高い声
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が聞こえてくる。 
 
ろうろう  
― 『柳洩る、夜の河白く、河越えて煙の小野に』突然センセイが唱えた。ろうろうとした声
である。 
 
わ行 
わ 
 
わくわく  
― 北部ではしっかり積もっているというが、京都市内はせいぜい朝からぼたん雪。 この頃は、
出窓の近くに雀がしょっちゅう寄ってくる。庭の金木犀の木に住み着いてるらしい。小さ
くとも丸々した体に、これまた小さな丸い頭がきょろきょろと空を見上げている。次から
次へと降りてくる雪片を見ながら、なんだかわくわくしているようだ。 
(http://blog.kansai.com/n_dim/367) 
 
わはは  
― 「はーい」と明るい声を作って、見えないように顔をしかめて湖水に入った。ぼちゃぼち
ゃと大げさに演技したら本当に水を飲んでむせた。よい子たちがワハハと笑った。最近の
ガキは遠慮を知らない。 
(http://www.nikkansports.com/ns/sports/goto_sa/goto_sa_050823.html) 
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